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孟餘話 (舊 名講孟 記) 


道 は 則ち 高し、 美し。 約な り、 近な り。 人 徒らに 其の 高く 且つ 美しき を 見て 以て 及ぶ 

ベから ずと 爲し、 而も 其の 約に して 且つ 近く、 甚だ 親しむべき を 知らざる なり。 富貴 

貧賤、 安樂 艱難、 千 百 前に 變 ずる も、 而も 我れ は 之れ を 待つ こと、 一 の 如く 之れ に 居 

る こと 忘れた るが 如し。 豈に 約に して 且つ 近き に 非 ざらん や。 然るに 天下の 人 方且に 

富貴に i れ 貧賤に 移り、 安樂に 耽り 艱難に 苦しみ、 以て 其の 素 を 失 ひて、 而も 自ら 拔 

く 能 はず。 宜な るかな. 其の 道 を 見て 以て 高く 且つ 美しく して 及ぶべからず と 爲すゃ A 

孟子 は 聖人の っ亞 なり、 其の 道を說 くこと 著明に して 人 をして 親しむ ベから しむ。 世、 

蓋し 讀 まざるな し。 讀 みて 而も 道に 得る 者、 或は 鮮し。 何ぞ や。 富貴 貧賤、 安樂 艱難 

の す 所と なりて 然るな り。 然るに 富貴 安樂 は 順境な り。 貧賤 艱難 は 逆境な り。 境- 

M なる 者 は 怠り 易く、 境 逆なる 者 は勵み 易し。 怠れば 則ち 失ひ勵 めば 則ち 得る は、 是 

講孟餘 話.  三 


二)  KT 穉善 

作， 名 は 行昭、 

字 は 明 卿。 俳 

jffi を；：^: くし、 

五 ^难* 花 SS 

號 あり。 《?四 

卷 一 二 五 tj;il^ 一 

m  i〕 

ニー) 通稱數 

M, 名 は 通 顔、 

字 は子忠 S 

S 

ニニ)  1^ 

. 兵 iir 名 は德， 

字 は 有^。 第 

e: 卷  一 二  W, 

五 二  K 參 m 

〔51 傅〕 

s)  mms^ 

之 助、 名 は^、 

ネは守 約。 {1:- 

k: 卷五五 K 參 

m  〔關 傳〕 

(五) 毛 利 敬 

親、 齊 K の殁 

後 をう けて 天 

封す 〔^：^〕 

(五) 安政 二 
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講孟餘 話  四 

れ 人の 常な り。 吾れ 罪 を 權て獄 に 下り、 吉村 五明. 河 野子忠 • 富 永 有 隣の 三 子 を 得て 

相 共に 書 を 讀み道 を 講じ、 往復 益.' ケ：： びて：： く、 「吾れ 諸君と 與に 其の 境 逆な り、 以 

て勵 みて 51: る こと あるべき なり」 と。 遂に 孟子の 書 を 抱き、 講究^ 麼 して 以て 其の 所 

謂 道なる もの を 求めん と 欲す。 司 獄福川 氏 も 亦來り <!： して 善しと 稱す。 ここに 於て 悠 

然として 樂 しみ 莞 然として 笑 ひ、 復た 園牆の 苦た る を 知らず。 遂に 其の 得る 所を錄 し- 

號 して 講孟劄 記と 爲す。 夫れ 孟子の 說は 固より 辨を 待たず。 然れ ども 之れ を ケ：： びて：： え 

ら ざれば 乃ち 之れ を 口に ii み、 之れ を誦 みて 足ら ざれば 乃ち 之れ を 紙に ゆす、 亦 の 

已む能 はざる 所な り。 則ち 劄 記の 作、 其れ 廢 すべ けんや。 抑.' 閒く、 柱ハヰ 中 政な く • 

酒に 刚ひ氣 をして i 口-脇 粉爭、 絕 えて 人道な からしめ たりし-。 

今 公、 位に 卽 くや、 」 化政更 し、 延 いて 獄 人に 及び、 t 献ル 曰に 改まり， 衆 美 並び 興る „ 


蓋し 司 獄亦與 りて 力 あり。 今乃ち諸君と悠々學を講じて以て其s幽w:を樂しむを5^? 

者- 寧ん ぞ 以て 對揚 する 所 を 思 はざる ベ けんや。 安政 乙 卯 秋、 一 ；十  一 M 藤 {贝 こわ を 野 
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講孟餘 話  一 三 


講孟劄 記 卷の 


( 一 ). 孔子の 

孫。 名 は极。 

中庸 一 卷を著 

はす 

(二) 公孫 缺。 

刑名の 學も好 

む。 秦の孝 公 

に 仕へ 刑法 も 

嚴 にして 富國 

强乓を 策す。 

後 n ら 刑法に 

竊 れて惠 王に 

誅せ. らる 

(三) 吳起 • 

孫子 • 田 忌 は 

皆兵 家たり 

(S) 唐の 韓 

愈， 字 は 退 之。 

この 語 は 原 道 

篇に 出づ 

(五) 苟况、 


人。 荀子も 著 

はす 

(六) 揚站、 

前漢 末の * 者、 

字 は 子雰。 法 

言 を 著 は. す 


第一 場 乙 卯 六月 十一 一一 日 

孟子 序說 

史記 列傳に 曰く、 「孟 軻は驄 人な め。 業 を 子， 思の 門人に 受く。 道旣に 通じて、 齊の宣 王に 游事 

す。 宣王用 ふる 能 はず。 梁に 適く。 梁の 惠王言 ふ 所を果 さず。 則ち 見て 以て 迂遠に して 事情に 

闊 しと 爲す。 是の 時に 當り、 秦は商 跌を用 ひ、 楚. 魏は吳 起 を 用 ひ、 齊は 孫子. 田 忌 を 用 ひ、 

天下 1^ に合從 連衡 を 務め、 攻伐を：^て賢と爲す。 而 るに 孟軻は 乃ち 唐 虞 三代の 德を述 ぶ。 是れ 

を はて 如く 所の 者 合 はず。 返き て 萬 章の 徒と 詩 書 を 序し、 仲 尼の 意 を 述べて 孟子 七篇を 作る」 

と 0 

韓子 曰く、 「堯 は是れ を：^ て 之れ を 舜に傳 へ、 舜は 是れを 以て 之れ を 禹に傳 へ、 禹は是 れを以 

て 之れ を 湯に 傳へ、 湯は是れを：^て之れを文.武*周公に傳へ、 文. 武。 周 公に 之れ を 孔子に 

傳へ、 孔子 は 之れ を孟 軻に傳 ふ。 軻の 死して より 其の 傳を 得ず。 荀と揚 とは擇 びて 精し からず、 

孟餘話  .  一 五 


き は 二 
ふ 平 BP. 我？ i 
等へ 利 " 
兼 'じ 揚© 
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講孟餘 話  一六. 

語りて 詳 かならず. I と。 又 曰く、 「孟氏 は 乎と して 醇 なる ものな り。 荀と揚 と は 犬-;^ に f て 

小琉 なり」 と。 又 曰く、 「孔子の 道は大 にして 能く し。 門弟 子 偏く 觀て盡 く識る こと 能 はず。 

故に 學 びて i^c 其の 性の 近き 所 を 得たり。 其の後 離散して 諸侯の 國に分 處.，.、 又齐 I 其の 能くす 

る 所 を 以て 弟子に 授く。 源 遠くして 末 益 ~ 分る。 惟 だ 孟軻は 子 思を師 とす、 而して 子 思の 學は 

曾 子より 出づ。 孔子 沒 してより 獨り孟 钶 氏の 傳、 其の 宗を 得たり。 故に 人の 泣 を觀ん こと を 

求む る 者 は、 必ず 孟子より 始む」 と。 又 u く、 「揚子 雲 曰く、 古 は s^sr 路を 紫ぐ。 孟子 辭も 

て 之れ を闢 きて 廓 如たり と。 夫れ 楊 墨 行 はれて 正道 廢す。 孟子^ 聖と雖 も 位 を 2,^、  S 一 I： 施す 

ことなし。 切なり と雖も 何ぞ補 はん。 然れ ども 其の 言に 頼りて、 今の 學者、 尙ほ孔 氏を宗 と，、 

仁義 を 崇め、 王を贵 び^ を賤 しむ こと を 知る のみ。 其の 大經 大法 は if" 亡滅 して 救 はれず。 壞 n 

して 收 まらず。 所謂 十 一 を 千 百に 存 するな り。 安ん ぞ 其の 能く.；^ 如た るに 在らん や。 然れ ども 

さき  さ ごん  しゅり  ゆ 

向に 孟 氏な かりせば、 則ち ifM 服 は左衽 にして 言 は 侏 離な らん。 故に 慈 嘗て 孟氏 を拖 て、 以 

て 功、 禹の 下に 在らず と爲す ものに、 此れが 爲め なり」 と。 

或 ひと 程 子に 問 ひて 曰く、 「孟子 は 還た 聖人と li ふべき や 否や」 と。 程： fH く、 「未だ 敢へ 一け § 

ち 他 は是れ 聖人と 道 はず。 然れども學は已に1^^處に到れり」 と。 程： 卜 又 n く、 「孟子の 聖 門に 

功 あろ は、 勝げ て 言 ふべ からず。 仲 尼に 只 だ 一 筒の 仁の 字 を說 く。 孟子 は 口 を 開けば 便ち 11 義 


也 賢 孔：: ： 

篇^ 子 ご 

第。 の 

十 論弟顏 
章 語子濶 


を說 く。 仲 尼 は 只 だ 一 筒の 志を說 く。 孟子 は 便ち 許 多の 養 氣を說 き 出し 来る" 只 だ 此の 二字、 

其の 功 甚だ 多し」。 又 曰く、 「孟子の 世に 大功 ある は、 其の 性 善 を 言 ふ を；^ てな り」。 又 曰く、 

「孟子の 性 善. 萎 氣の論 は、 皆 前聖の 未だ 發 せざる 所な り」。 又 曰く、 「學者 は 全く 時 を識る 

：  こと を 要す。 若し 時 を識ら ざれば、 以て 學を言 ふに 足らず。 顏 子の 陋巷に して 自ら 樂し むは、 

紅 孔子の IS す こと ある を 以てな り。 孟子の 時の 若き は、 世旣に 人な し。 安ん ぞ道を 2? 自ら 任ぜ 

すこし  わ-つ  すな は 

ざるべ けんや」。 又 曰く、 「孟子 は些 の英氣 あり。 才 かに 英氣 あれば 便ち 圭角 あり。 英氣 甚だ 事 

を 害す。 顏 子の 如き は 便ち 渾厚 にして 同じから ず。 顏子は 聖人 を 去る こと 只 だ 毫髮の 間の み。 

孟子 は 大賢に して 亞聖の 次な り」 と。 或 ひと 曰く、 「英 氣は甚 れの處 にか 見 はる」 と。 曰く、 

「但だ孔子の言を！^て之れに比せば、 便ち 見るべし。 且つ 氷と 水精との 如し。 光らざる に 非ず „ 

之れ を 玉の Sn ら是 れ溫潤 含蓄の 氣象 あるに 比すれば、 許 多の 光耀 なきな り」 と。 

( 三 ，-  もと 

§ 名 は 時、 楊 氏 曰く、 「孟子の 一書 は、 只 だ是れ 人の 心 を 正しく せんこと を 要む。 人に 心 を 存し性 を 養 ひ 

t 程 子の 門  て、 其の^、 仏を收 めんこと を敎 ふ。 仁義 鱧智を 論ずる に 至りて は、 則ち 惻隱 • 羞惡 • 靈讓 *是 

非の 心 を：^ て 之れ が 端と 爲す。 邪 說の害 を 論ずる に は、 則ち 其の 心に 生じて、 其の 政に 害 あり 

と 曰 ふ。 君に 事 ふること を 論ずる に は、 則ち 君 心の 非 を 格し、 一た び 君 を 正して 國 定まる と 曰 

ふ。 千 變萬化 只 だ 心 上より 說き來 る。 人 能く 心 を 正しく すれば、 則ち 事爲 すに 足る ものな し。 

講孟餘 話  一七 


講孟餘 話  一八 

大@ -の修 齊家。 治國. 平 天下 は、 其の 本 は 只 だ 是れ正 心 • 誠意の み。 心 tic の 正しき を^て、 

然る 後に 性の 善なる こと を 知る。 故に 孟子 人に 遇へば、 便ち 性 は 善な りと 迫 ふ。 歐^ 水叔 却つ 

て 言へ らく、 聖人の 人を敎 ふる、 性 は 先にす る 所に 非ず と。 誤れり と li ふべ し。 人の 性の 上に 

は、 一 物 を 添 ふべ からず。 堯舜の 萬 世の 法た る 所以 も 亦是れ 性に 率 ふの み。 所謂 性に 率 ふと は、 

天理に 循 ふ是れ なり。 外 邊に計 を W ひ 數を用 ひて、 假饒 功業 を 立て fc? も、 只 だ是れ 人欲の 私 

なり。 聖^の 作す 處と 天地 懸隔す」 と。 

〇 孟 1： は騮 人な り。 齊の宜 王 • 梁の. • 患 王に 遊 "sf す。 

おもね 

經 書を讀 むの 第一義 は、 聖賢に 1： らぬ こと 耍 なり。 若し 少し にても 阿 る 所 あれば 近 明 

かならず • 學ぶ とも 益な くして 害 あり-。 孔孟 生國を 離れて 他國に 事へ 給 ふこし-^ まぬ 

ことなり。 凡そ 君と 父と は 其の 義ー なり。 我が君を5^なり^:^:なりとして、 个：^ を 去り 

て 他に 往き君 を 求む る は、 我が 父 を 頑 mT-- して 家 を 出で て 隣家の 翁 を 父と する に齊 し。 

孔孟 此の 義を失 ひ 給 ふこと、 如何にも 辨 ずべき 樣 なし。 或 ひと：：： く、 孔孟の？； 以大 なり- 

兼て 天下 を 〈せく せんと 欲す。 何 ぞ自國 を 必ずと せん。 且っ明^？^贤主を得、 我が ffS を；：；： 

ふ 時 は、 天下 共に 其の 澤を 蒙る ベければ， 我が 生网も 固より 其の 外に 在らず と。 


% 王 王 湯 王： 2  上み し？！ 宰 仲へ 

ft はま 王と ご  篇す も大相 'こ 

つ 設放は 周  首 = 身た °© 

のち 戛の S  童 ft 家ら 齊婴齊 

さナ、 の武の  參孫 をし 国の の 
王武桀 王; 1  丑 顧め もニ眘 


曰く、 天下 を 善く せんと 欲して 我が 國を 去る は、 國を 治めん と 欲して 身 を 修めざる と 

同じ。 修身 *齊 家 • 治國. 平 天下 は 大學の 序- 決して 亂 るべき に 非ず。 若し 身 家を捨 

てて 國 天下 を 治平す とも 管晏 のす る 所に して、 詭 遇して 禽を 獲と 云 ふ ものな り。 世の 

君に 事 ふること を 論ずる 者 謂へ らく、 功業 立た ざれば 國 家に 益な しと。 是れ 大いに 誤 

たり。 道 を 明かに して 功 を 計らず、 義を 正して 利 を 計らず とこ そ 云へ、 君に 事へ て 遇 

はざる 時 は 諫死す る も 可な り、 幽囚す る も 可たり、 綴餓 する も 可な り。 是れ 等の 事に 

遇へば 其の 身 は 功業 も 名譽も 無き 如く なれ ども、 人臣の 道 を 失 はず、 永く 後世の 模範 

とたり、 必ず 其の 風 を観感 して 輿 起す る 者 あり。 遂に は 其の 國風 一定して， 賢愚 貴賤 

なべ て 節義 を崇尙 する 如くなる なり。 然れば 其の 身に 於て 功業 名譽 なき 如く たれ ども、 

千 百 歳へ かけて 其の 忠 たる、 豈に擧 げて數 ふべ けんや。 是れを 大忠と 云 ふなり。 然れ 

ども 此の 論是 れ國體 上より 出で 來る 所な り。 漢土に 在りて は 君 道 自ら^な り。 大抵 聰 

明 睿智 億兆の 上に 傑出す る 者、 其の 君 長と なる を 道と す。 故に 堯舜は 其の 位 を 他人に 

(二) 

嚷り、 ほ武は 其の 主 を 放 伐 すれ ども、 聖人に 害な しとす。 我が 邦 は 上 天朝より 下 列 

講 孟 像 話  一 九 


講孟餘 話  二 〇 

藩に 至る 迄、 千 萬 世世 製して 絶えざる こと 中々^ 土な どの 比すべき に 非ず。 故に^^土 

たと 

の 臣は縱 へば 半季 渡りの 奴婢の 如し。 其の 主のお r 惡を擇 んで轉 移す る こと M より 其の 

所な り。 我が 邦の 臣は譜 第の 臣 なれば 主人と 死生 休戚 を 同じう し、 死に "や ると 雖も主 

を棄 てて 去るべき の 道 絶えて なし。 鳴 呼、 我が 父母 は 何國の 人ぞ、 我がお 八 は 何國の 

物ぞ。 書 を 讀み道 を 知る、 亦 誰れ が 恩ぞ。 今少しく 主に 遇 はざる を 以て 忽然-こして 是 

れを 去る、 人心に 於て 如何 ぞゃ。 我れ 孔孟 を 起た して、 與に此 の^を 論ぜん と 欲す。」 

間く， 近世 海外の 諸蠻、 各. - 其の 賢 1.1 を推舉 し、 其の 政治 を 革新し、 「レ々 ^ として 上 

國を凌 侮す るの 勢 あり。 我れ 何 を 以て か n だれ を 制せん。 他な し、 前に 論ずる 所の 我が 

國體の 外 國と異 る 所以の 大義 を 明かに し、 閱國の 人は閱 國の爲 めに 死し •  ^^^の人は 

闘 燕の 爲 めに 死し、 臣は 君の 爲 めに 死し、 子 は 父の 爲 めに 死す るの 志 確乎たら ば， 何 

ぞ諸蠻 を 畏れん や。 願 はく は 諸君と 兹に從 事 せん。 

第二 場 六 十， へ nz 

梁 惠王上 


首章 

孟子、 梁の 惠 王に 見 ゆ" 王 曰く、 「叟、 千里 を 遠し とせず して 来る、 亦將に 以て 吾 國を 利す 

る こと あらんと する か」。 孟子 對 へて 曰く、 「王 何ぞ 必ずしも 利と 曰 はん、 亦 仁義 あるの み。 王 

は 何 を 2- て 吾が 國を利 せんと 曰 ひ、 大夫は 何 を 以て 吾が 家 を 利 せんと 曰 ひ、 士庶人 は 何 を：^ スて 

こも. <\  と 

吾が 身 を 利 せんと 曰 はば、 上下 交.' 利を征 りて 國危 ふからん。 萬乘 の國、 其の 君を弒 する 者 は 

必ず 千乘の 家。 千乘 の國、 其の 君を弒 する 者 は 必ず 百乘の 家な らん。 萬に 千 を 取り 千に 百 を 取 

る、 多から ずと 爲 さず。 苟に義 を 後に して 利 を 先にす る こと を爲 さば、 奪 は ざれば 饜 かず" 未 

だ 仁に して 其の 親 を 遺つ る 者 は あらざる なり。 未だ 義 にして 其の 君 を 後に する 者 は あらざる な 

り。 王 も 亦 仁義と 曰 はんの み。 何ぞ 必ずしも 利と 曰 はん」 と。 

〇 王何ぞ 必ずしも 利と 曰 はん， 亦 仁義 あるの み。 

(一) 商^^卽 案ずる に、 魏の武 侯 二 年、 安邑に 築く。 其の 子惠王 三十 一年、 秦、 商 君 を 用 ひ • 東に 

ち 公孫 ；。 一 

五 SIE- 侵し 河水に 至る。 安 邑は秦 に 近き 故 I 徙 りて 大 梁に 治す。 三十 五 年、 禮を卑 うし 数 山 を 

厚う し 以て 賢者 を 招く。 而 して 孟子 梁に 至る。 魏の 時事 大略 斯 くの 如し。 此の 時惠王 

首と して 國を 利す る こと を 問 ふ、 亦 志 ありと 云 ふべ し。 而 して 孟子 是れを 挫く もの は 

講孟餘 話  ニー 
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講 孟餘話  一 I 一一 

何ぞ や。 し 仁義 は 道理 G なすべき 所な り。 利 は 功效の 期す ベ き 所な り。 ^^輝-を主 

とすれば 功效は 期せず して 自ら 至る。 功效を 主と すれば 近 理を失 ふに る こと 少から 

ず。 ft つ 功效を 主と する 者 は- 事 皆 i 。且 にして 成遂 する 所 ある こと 少なし。 Igy 少し 

く 成遂す る 所 ありと も 、水久 を 保す る に 足らず。 永久 の -Rn^^^ て て ：！：前 の 近效 に 從 ふ - 

其の 害 首 ふに 堪 ふべ からず。 i り も 能く  一  ，2に^^理の<:2然を求め- 終始な くお i なき 時 

は， 叉何ぞ事の成らざるを-：^せへん。 孟子：^^心王の利心を.れくも亦：：疋れが爲めなり。  u;,^ れ 

諧， ぉ武 侯の 所謂 「夠^ i| 力、 死して 後-しむ。 成， 敗 利鈍に 至りて は^ち： i の 明かに 能く 

逆^す る 所に 非ざる なり」 の^な り。 M:,^ れ近學 の 根元、 先 g:- の 論ずる 所備 はれり。 今 

必ずしも ほせず。 今： く^ 君と 獄中 に^りて 學を 講ずる の 意 を 論ぜん。 俗情 を 以て 論 

ずる 時 は、 今 已 に 奴と 成る， 復た人界に接し天日を；i^^.るの§i-みぁることなし、 講 

學：？^劂して成就する所ぁりと雖も何の功效かぁらんと云 々。 ：： だれ 所^ 利の？^ なり。 ；： 

義の說 に 至りて は然ら ず。 人心の^ 有する 所、 isf- 现の <:£然 なる 所、 一 として 爲 さざる 所 

なし。 人と 生れて 人の 道 を 知らず。 ぼと 生れて ほの 近 を 知らず。 子と 生れて 子の 道 を 


L 我？^^ 年:^ 
をが 亞米 • ラ 
さ國兩 利' お 
すに 國加 政嘉 
来 1 更 ，元；^ 
り 節 露 年 六 


知らず。 士と 生れて 士の道 を 知らず。 豈 に恥づ べきの 至りなら ず や。 若し 是れ を恥づ 

るの 心 あらば、 書 を讀み 道を學 ぶの 外 術 ある ことなし。 已に 其の (一お 筒の 道 を 知る に 至 

ニー)  > 

らば、 我が 心に 於て 豈に悅 ばし から ざらん や。 「朝に 道 を 聞きて 夕に 死す とも 可な り」 

と 云 ふ は是れ なり。 亦 何， ぞ 更に 功 效を！ r する に 足らん や。 諸君 若し 兹に志 あらば • 初 

めて 孟子の 徒た る こと を 得ん。 抑、， -近 I 文敎 日に 隆盛. 士大夫 書 を 挾み 師を 求め、 

こつし-  いび  く卞 ばし 

兀孜々 たらざる はなし。 其の 風 鼓 美と 云 ふべ し。 吾が IK^ 中の 賤囚- 何ぞ. i を 其の 間 

に容 るる こと を 得ん や。 然れ ども 今の 士大夫 * 學を 勤む る 者、 若し 其の 志 を 論ぜば、 

名 を 得ん が爲 めと 官を 得ん が爲 めと に 過ぎず。 然れば 功效を 主と する 者に して、 殆ど 

義理 を 主と する 者と 異なり。 思 はざる ベ けんや。 鳴 呼、 世に 讀書人 多くして 眞の學 者 

なきもの は、 學を爲 すの 初め、 其の 志已に 誤れば なり。 精を勵 ますの 主 多くして 眞の 

明主な きもの は、 治 を 求む るの 初め、 其の 志 巳に 誤れば なり。 眞學 者. 眞 明主 出づる 

に 非 ざれば、 僅かに 順境 を 語るべく して、 未だ 逆境 を 語るべからず。 吾が輩 逆境の 人、 

(三)  ろうい 

乃ち 善く 逆境 を說 くこと を 得る のみ。 癸 fi. 甲 寅墨魯 の變， 皇國の 大體を 屈して 陋夷 
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講 孟餘話 

0 小 醜に 從 ふに 至る もの は何ぞ や。 朝野の 論、 戰の 必勝な く、 韓 じて 11.. せん 

こと を 恐る るに 過ぎず。 是れ亦 i を 拾て て 功效を 論ずる の， M^^^a ハ 

ら ざる 者に 非ず や。 世 道 名敎に f る者- ：冉 思せ よ、 置せ よ。 

第 I 一章 

尋 梁の 璧に見 ゆ。 王、 沼 上に 立ちて、 lli^u<.  ri も 亦 此れ S  -む 

"」。 孟. #1 て 曰く、 「賢者に して 而る 後に 此れ を樂 しむ。 im 

るな り 謹 I 始 す。 之れ を經し 之れ を？。  I 之れ を g め、 日なら ず， てと 

ほけ。 f にす けと なかれ。 庶攀の ごとくに 来る。 i に ¥  f す f 

i 濯々 たり。 白鳥 鶴々 たり。 墨 沼に 在す。 fMml 文 王、 ^-11 

り 沼 を！！；： て、 還れ I 樂す。 其の？ 5 て 謹と 曰 ひ、 其の si て 慮と 曰な t、 

の 5- 鹿け 1  き 1 「さむ。 古の 人 は？ 偕に 樂 しむ。 故に 能く 樂 しむな り。 きこ 曰く、 ぎ 

U 害 ^ 喪 びん、 予れぎ 偕に 亡びん と。 民 之れ と 偕に 亡びん と 欲せば、 m 

は 豆に 能く 獨り樂 しまん や」 と。  k 

05 にして 而る 後に 此れ 臭し む。 不 5 は 此れ ありと 雖 4 しまざる なり。 


此の 章に 於て 樂 しみと 云 ふこと を發 明す ベ し。 文 王の 樂し みは 臺池鳥 獸を樂 しむに 非 

ず、 民の 樂 しむ を樂 しむな り。 民の 樂 しみ も 亦 臺池鳥 獸を樂 しむに 非ず、 乃ち 文 王の 

樂 しむ を樂 しむな り。 君民 上下 互に 其の 樂 しみ を樂 しむ。 是れを 偕に 樂 しむと 云 ふ。 

樂の樂 しみ は 是れに 反す。 其の 樂し むこと 臺 池鳥獸 にあり て- 民と 偕に せず。 故に 獨 

樂と云 ふ。 今人 酒を樂 しむ 者 あり。 色を樂 しむ 者 あり。 "弈 を樂 しむ 者 あり。 茶 を樂し 

む 者 あり。 其の 他 百 千の 樂 しむ 所、 枚 擧に暇 あらず。 是れ皆 築の 徒な.：^。 苟も 文 王の 

樂 しみ を樂 しまん とならば、 父子 相樂 しみ、 君臣 相樂 しみ、 兄弟 親族、 朋友 鄕黨 相樂 

しむの 境 を 自得せば、 豈に樂 しからず や。 然れ ども 今 諸君と 獄に 繋がれ、 此の 樂 しみ 

るゐ せつら うへい 

萬々 望みな し。 促 だ 相 共に 斯の道 を 研究し、 緩 紲牢雜 何物た る を 知らざる に 至らば、 

豈に樂 しみの 樂 しみに 非ず や。 願 はく は 諸君と 偕に 是れ を樂 しまん。 

第三 章  . 

梁の 惠王 曰く、 「寡 人の 國に 於け る や、 心を盡 すの み。 河內凶 なれば 則ち 其の 民 を 河 東に 移し、 

其の 粟 を 河內に 移す。 河 東 凶なる も亦然 す。 鄰國の 政 を 察する に、 寡 人の 心 を 用 ふるが 如くな 
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孟餘話  一： ナ、 

る 者な し。 鄰國の 民 少なき を 加へ ず、 ，}i^^<の民多きを加へざるは何そゃ」" 孟： レ對へ て u く、 

たと  てんぜん  つづ *ひ 

「王、 戰を 好む。 請 ふ、 戰を 以て 穢 へん。 3% 然として 之れ に 鼓う ち、 ti- 刃旣に 接す。 甲 を 焚て 

兵を曳 きて 走る。 或は 百步 にして 而る 後に 止まり、 或は 五十 步 にして 而る 後に 止まる" 五十 步 

を 以て 百 步を笑 はば 則ち 何 如」。 曰く、 「不可な り。 直 だ 百步 ならざる のみ。 是れも 亦 るな 

り」。 曰く、 「王 如し 此れ を 知らば、 則ち 民の 鄰國 より 冬 からん こと を むこと なかれ。 ？ J 時 

を 違へ ざれば 穀 勝げ て 食 ふべ からざる なり。 數罟、 池に 入れ ざれば、 魚^ t! げて食 ふべ から 

ざるな り。 斧斤 時 を 以て 山林に 入れば、 材木 勝げ て 用 ふべ からざる なり。 穀 とめ^と 勝げ て 食 

ふべ からず、 材木 勝げ て 用 ふべ からざる は、 是れ民 をして 生を蹇 ひ、 死に 喪して 憾みな からし 

むるな り。 生 を 養 ひ 死に 喪して 憾みな き は 王道の 始めな り。 五 畝の 宅、 之れ に樹 うるに >5 ^を 以 

てせば、 五十の 者 以て 帛を 衣るべし。 雞脉" 狗.^ の畜、 其の 時 を 失 ふこと なくん ば、 七十の 老以 

て 肉 を 食 ふべ し。 百 畝の 田、 其の 時 を 奪 ふこと なくん ば、 數 口の 家 以て 飢 うる ことな かるべ—" 

しゃう じょ  かさ  li ん はく  ふ 

庠 序の 敎を 謹み、 之れ に 申ぬ るに 孝悌の 義を 以てせば、 頒， ：11 の 者 道路に 负戴 せず。 七十の 者 吊 

を 衣、 肉 を 食 ひ、 黎民飢 ゑず 寒えず。 然り而 して 王たら ざる 者 未だ 之れ あらざる なり。 狗" 賊、 

人の 食 を 食へ ども 而も 檢 する こと を 知らず、 塗に 餓莩 あれ ども 發 くこと を 知らず。 人 死 すれば 

則ち 我れ に は 非ざる なり、 歲 なりと H ふ。 是れ何 ぞ人を 刺して 之れ を 殺し、 我れ に は 非ざる な 


り、 兵な りと 曰 ふに 異 らん や。 王、 歲を 罪する ことな くんば、 期に 天下の 民 至らん」 と。 

〇 穀と魚 鼈と 勝げ て 食 ふべ からず、 材木 勝げ て 用 ふべ からず。 七十の 者. M を. -众、 肉 を 

食 ひ、 黎民飢 ゑず 寒えず。 

凡そ 政 は 戸口 を 增すを 主と す。 米穀 • 魚 避 . 材木 は 乃ち 戶 口に 奉ずる 所以の 物な り。 

てい ほう 

提封百 里と 云 ひ、 七十 里と 云 ふ、 同じと 雖も、 戶 口. 米穀 • 免 鼈， 材木に 至りて は- 

相 倍蓰伍 什す る もの あり レ 土地 は廣 めんと する も 得べ からず。 故に 土地 上に 生ずる も 

の を 殷盛に する こと 其.. だ 便と す。 然るに 昇 平日 久しき 時 は 戶ロは 自ら 增 すと 雖 も- 米 

•  I  げんかう 

穀諸物 却って 大いに 減耗し、 國カ從 つて 困 屈し、 其の 甚 しきに 至りて は、 遂に 國 中の 

人民 衆多なる を 憂 ひ、 是れを 養 ふこと 能 はざる に 至る。 登に 一 大 怪異の 事に 非ず や。 

帛を 衣、 肉 を 食 ひ * 飢 ゑず 塞えず 等の 事に 至りて は、 亦 自ら 當 今に 切實 なる 措置 幾多 

も あるべし。 其の 說 甚だ 長し。 今敢 へて 資せず。 
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梁の 惠 H, 一 曰く、 「^^<^頋はくは安んじて敎を承けん」。 孟子 對へ て： n く、 「人 を 殺す にお を 以て 

すると 刃 (を 以てする) と、 以て 異る こと あるか」。 曰く、 「以て^|^,？」 となし」。 z: く、 「^に 肥 肉 

あり、 疲に 肥馬 あり。 民に 飢色 あり、 野に 餓孥 あり。 此れ 獸を率 ゐて人 を M ましむ るな り。 獸 

の 相 食む すら、 且つ 人 之れ を惡 む。 民の 父母と なりて 政 を 行 ひ、 獸を率 ゐて人 を 食 ましむ る こ 

.S づく  ( 1 .>  よ-：' 

と を 免 かれ ずん ば、 惡んぞ 其の 民の 父母た るに 在らん や。 仲 尼 曰く、 始めて 倆 を 作る^ は 其れ 

かたど 

後な からん かと。 其の 人に 象りて 之れ を 用 ふるが 爲め なり。 之れ を 如何 ぞ 其れ 期の 民 をして 飢 

ゑて 死せ しめん や」 と。 

r^a? つ ca- 再泰 する に、 上下 1 心なる を 以て： の 父母と 云 ふこと も あり。 下！？ i 

CE^  ^  第 七 Ijjl の：^ の 父母の 如き 是れな 。大攀 の 民の 父母 も 亦 此の 義な. 9。  ， 

民の 父母の 義、 蓋し 康誥に 所謂 「赤子 を 保ん ずるが 如し」 に 13§づ く。 大學 にも！： だれ を 

謂 ふ。 孟子に 至り 益. -是れ を 謂 ふ。 蓋し 父母の 子に 於け る、 「しに：：： 几れ を 愛 養し， 乂：： だ 

れ を敎訓 す。 に 於て 人の 父母た るに 負かず。 严叼 も 養 ひて 敎 へず、 敎 へて 養 はず。 父 

母の 道に 於て 何とか 謂 はん。 君 道 も亦然 り。 其の 耍已に 第三 章 及び 第 七 茸に 說明 する 

如し。 下 章 仁政 • 王政 等と 云 ふ もの、 其の 義亦 皆" だれに 準ず。 又 論語の- 富. 敎と 

併せ 觀 るべ し。 


第五 章 

r  0  >  そ * つ 

梁の 惠王 曰く、 「晉. 國は 天下 これより 强き はなき こと、 叟の 知れる 所な り。 寡 人の 身に 及んで、 

東 は齊に 敗られ 長子 死す。 西 は 地 を 秦に喪 ふこと 七 百 里、 南 は楚に 辱めら る。 寡 人 之れ を 恥 づ„ 

U  そそ 

願 はく は 死者の 比め に 一 たび 之れ を洒 がん。 之れ を 如何せば 則ち 可な らん」。 孟子 對 へて 曰く、 

「地、 方 百 里に して 以て 王 たるべし。 王 如し 仁政 を 民に 施し、 刑罰 を 省き 稅敏を 薄く し、 深く 

耕し Bi め i り、 壯者は暇日を：^て其の孝悌忠信を修め、 入りて は 以て 其の 父兄に 事へ、 出で て 

は 以て 其の 長上に 事へば、 梃 を 制して 以て 秦*楚 の 堅 甲 利 兵を撻 たしむべし。 彼れ は 其の 民の 

時 を 奪 ひ 耕 纏して、 以て 其の 父母 を 養 ふこと を 得 ざら しめ、 父母 凍餓し 兄弟 妻子 離散す。 彼れ 

は 其の 民 を陷溺 す。 王往 きて 之れ を征 せば、 夫れ 誰れ か 王と 敵 せん。 故に 曰く、 仁者 は 敵な し 

と。 王 請 ふ、 疑 ふ 勿れ」 と。 

〇 仁政 を 民に 施す。 挺 を 制して 以て 秦*楚 の 堅 甲 利 兵を撻 たしむべし。 疑 ふ 勿れ。」 

魏の國 たる や * 西 は 秦に壓 され、 南 は 楚に逼 られ、 東 は 齊に窺 はる。 其の 自立の 難き 

言 を 待たず。 魏の爲 めに 策す る 者、 宜しく 兵械を 修め 糧餉を 儲へ、 卒伍 を 練り 將領を 

撰ぶな ど 云 ふべ し。 然るに 孟子 は 則ち 然ら ず、 唯 だ 仁政と 言 ふの み。 挺 を 制し 秦.楚 

講 孟餘話  二 九 
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を撻 つと 云 ふの み。 梵な るかな、 常時 孟子の 說を 以て 事情に 湖な りと する こと e 然れ 

ども 是れ 大いに 事情に 切なる もの あり • 深 察せざる のみ。 吾れ 試みに 孟子 の^の 本ぶ 

を 論ぜん。 仁政 を a- に 施し- 刑罰 を 翁き 稅斂を f つす る、 n だれ 其の 第一： ト 手の a- にし 

て • 夫れ より 封疆の IS 城を撤 し、 兵 は 悉く 農に 歸し、 £££5 ば せ $J 政の 

民に 便なる もの は 難易 を 論ぜず 必ず 舉 行し、 士 の：^ を 治む るに^ ふる^ は、 近親 棘 

を 論ぜず 必ず 揽 用し • 務めて 民と 沐， =^ し、 民 をして 我れ を 信 戴して 休ま ざら L む- お 

し  一口-三 國兵を 以て 來；^ する こと あらば、 大いに^ 中に ベリして 云 はく、 我お 方に 斯の 

民 を 愛育 せんと 欲す。 如何せん 隣國 の： せ 迫と なり、 却って 斯 の：^ を 苦 II せし むる に 至 

る • 哀れむ に堪 へず。 ：：-等意に任せて出で降り其の^^、§を全ぅすべし。 我れ-しに 此の 

國に 主たり。 一死 社稷の 爲 めに する あるの み。 放へ て 寸步を 退避せ ずし」。 果して 斯く 

の 如くん ば、 四方 忠^の 士、  5;リ： に 感慨して 興起せ ざらん や。 誠に 斯 くの 如く なれば、 

誰れ か 其の ：！ を 奪 ふこと を 得ん や。 況ゃ 此の 時お *楚* 《の fsir 阔 みおい く將能 

たりと 雖も、 15§ と 民 を 安ん ずる を 以て 心と する 者 ある ことなければ、 數 月なら ずして 


潰走す る こと 必 せり。 且つ 燕 • 齊 の 事 を 以て 是 れを證 せん e 燕 王 喰、 國を 其の 相、 子 之 

に讓 りて 國 大いに 亂る。 齊の 宣王是 れを擊 つ。 燕の 士卒 戰 はず、 城門 閉ぢ ず、 五 旬に 

して 之れ を擧 ぐ。 其の後 二 年、 燕 人 太子 平 を 立てて 王と し、 其の 國を復 す。 n だれ を昭 

王と す。 昭王旣 に 位に 卽き、 身を卑 うし 幣を 厚う し 賢者 を 招く。 遂に 秦.楚 ニニ 晉と 

謀 を 合せて 齊を 伐ち 是れを 敗り、 七十 餘城皆 下る。 齊 城の 下らざる もの 聊. せ • 卽墨 

のみ。 餘は皆 燕に 屬す。 齊の滑 王 出走す。 田單 乃ち 卽墨を 以て 大いに 燕 軍 を收り 七十 

餘 城を復 し、 襄王を 一呂に 迎 へて 齊國舊 に復 す。 夫れ 燕 ir 齊 滑は昏 愚の 極なる 者な り。 

仁政 を 民に 施す こと 絶えて 無し。 然れ ども 昭王 丄裴 王に 至り、 能く 國を復 し雞を 報ず 

る こと を 得る もの は 他な し、 齊* 燕 皆魏然 たる 大國 にして、 而も 祖先 以來國 を 有する 

の 日ク、 し、 民心 を 得る こと 深し。 故に 一 旦破 滑す と雖も 遂に 滅絕 する こと 能 はず。 況 

や 之れ に 加 ふるに 仁政 を 以てする もの、 武備 を 設けず と雖も 孰れ か 之れ を 取る こと を 

得ん や。 且つ 兵略 を 以て 是れを 論ずる に、 屈伸の 利に 通ず るに 非 ざれば 奇勝 を 制する 

こと 能 はず。 封疆を 守る に城此 一お を 以てし， 重 兵 を 置きて 之れ に 鎖す る は、 徒らに 仲 を 
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•  知りて：^ を 以て 伸と する こと を 知らざる と 云 ふべ し。 敵 兵の 來る、 il- 雠御. - がず、 郊野 

戰は ざれば、 敵 初め や 必ず 疑 ひて 敢 へて 進まず。 我れ 靜 にして 動かず、 n だれ を： W とす。 

久しくして 敵 必ず. 侮りて 進む。 我れ 尙ほ靜 にして 動かず、 n- ルれ を：^ とす。 敵 進んで 戰 

ふこと を 得ず、 退いて 食 を 得る 所な し • 必ず 四 出：：^ 掠す。 是に 於て 我が 闽 S 尺 心 益- 

(祗 一の) 將 §， 服せ ず。 敢 へて 敵の 用と ならん や。 斯 くの 如き こと 經年、 韓^！：の將と雖も何の術をか 

c 起。 共に， s: 施さん。 遗 えずして 何 を か 待たん。 況 ゃ闘國 の該士 民、 期せず して 來投 する 者 K ま 3 の 

如き こと 疑な し。 是に 於て 始めて 大いに 一 仲し、 永く 隣 寇を懲 する に 足る。 然ら ずん 

ば 封疆の 攻守、 郊野の 戰爭、 一勝  一 ft 何ぞ數 ふるに 足らん や。 然わ ども 此の 策 =:.^ れ大 

決斷大 堅忍の 人に 非 ざれば、 必ず 遂 ぐる こと 能 はず。 若し 初め 少しく 几 几れ を 行 ふに^ 

ありて、 キ途 にして 叉 魔す る 時 は、 其の 寄 殆ど ふに 堪 ふべ からず。 故に 疑 ふ 勿れ を 

以て 是れを 終 ふ。 疑 ふ 勿れの 義、 功利 者 流の 知る 所に 非ず。 故に 余、 ，t 木 F: 此の 策 を 川 

ふる 能 はざる を 惜しまず、 切に 今人の 用 ひざる を^し む。 ^せて 後人 の^ひん こと を 

(二)  ？ "ニ卷 

睢 こ： a  (二.) 

^  望むな り。 其の 詳は 獄舍 問答に 論ず。 願 はく は 就いて 見 給へ。 


第 六 章 

孟子、 梁の 襄 王に 見 ゆ。 出で て 人に 語りて 曰く、 之れ を 望む に 人君に 似ず、 之れ に 就きて 畏る 

る 所 を 見ず。 卒然として 問 ひて 曰く、 「天下 惡く にか 定まらん」。 吾れ 對へ て 曰く、 「一 に 定ま 

らん」" 「孰れ か 能く 之れ を 一 にせん」。 對へ て 曰く、 「人 を 殺す こと を嗜 まざる 者、 能く 之れ を 

一 にせん」。 「孰れ か 能く 之れ に與 せん」。 對 へて 曰く、 「天下 與 せざる なきな り。 王、 ？ K の 苗 を 

知る か。 七 八月の 間、 旱 すれば 則ち 苗槁 れん。 天 油然と して 雲 を 作し 沛然と して 雨 を 下せば、 

則ち 苗淳 然として 興らん。 其れ 是 くの 如く なれば 熟れ か 能く 之れ を禦 がん。 今 夫れ 天下の く、 

未だ 人 を 殺す こと を嗜 まざる 者 は あらざる なり。 如し 人 を 殺す こと を嗜 まざる 者 あらば、 則ち 

天下の 民、 皆領を 引きて 之れ を 望まん。 誠に 是 くの 如くならば 民の 之れ に歸 する こと、 が ほ 水 

の 下に 就きて 沛然た るが ごとし。 誰れ か 能く 之れ を禦 がん」 と。 

〇 孟子、 梁の 襄 王に 見 ゆ。 卒然として 問 ひて 曰く、 天下 惡く にか 定まらん。 

梁の 襄 王の 暗愚 固より 論 を 待たず。 佤だ 其の 尤も 暗愚 を 見る ベ きもの 果して 何れに あ 

り や。 曰く， 天下 惡く にか 定まらん の 一 句に あり。 此の 時梁國 四方に 難 多し、 巳に 前 

章に 云へ るが 如し。 然るに 襄王ー も 憂 勤 條勵の 色 ある ことなし。 其の 天下 惡 くに か定 
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まらん と 云 ふ は 世上 話な り。 かかる 田^者. 安ん ぞ與に 語る に 足らん。 i:^ し 此のお を 

舉げて 孟子 梁 を 去る 所以 を 示すな り。 抑. '有志の 人 一 W 語 自ら^な り。 心身 {1:1 切 fx の 

事務 を 以て 世上 話と なす 者、 取る に 足る もの ある ことなし。 是れ人 を 知る の 訣 なり。 

然れ ども n;,- れを 以て 人 を 知る の訣 とする も、 亦 骨ト； 話の 類の み。 せ： しく 親切 反^す ベ 

I  一 I に? し。 辭を 修め 誠 を 立つ る、 是れ 君子の 學 なり。 

第 四 場 六月 二十 七 曰  , 

第 七 章 

に 一 .yf ブが I。 齊の宜 王 問 ひて 曰く、 「齊桓 *晉 文の 事、 ii くこと を. 巧、 きか」。 孟子 對 へて；：： く、 「仲：：^ の 化、 

^^^^^^ 桓 • 文の 事 を 迫 ふ 者な し。 是れを 以て 後世 傳 ふること なし。 臣 未だ 之れ を 聞かざる なり。 がむ 

咸 《^ あり  なくん ば 則ち 王 か」. - 曰く、  ril- 何 如 なれば 則ち 以て 王た るべき か」。 曰く、 「w- を や^んじて 王た 

らば 之れ を 能く 攀ぐ ことな からん」。 E く、 「1  蛊 人の 若き 者 は 以て 民 を 保ん ずべき か」。 曰く、 

P) 近^の 宜  「可な り」。 曰く、 「何に m りて 吾が 可なる を 知る か」。 曰く、  r 臣之れ (ねま まに S く。 闩ぐ、 王、 

堂上に 坐す。 牛を牽 きて 堂 下 を 過ぐ る 者 あり。 王 之れ を 見て 曰く、 牛 S くに?，】 く かと。 對 へて 

曰く、 將に 以て 鐘に P らんと すと。 王 曰く、 之れ を舍 け。 吾れ 其の し」 して 罪な くして 死^ 


に 就く が 若くなる に 忍びず と。 對 へて 曰く、 然 らば 則ち 鐘に 置る こと を廢 せんかと。 曰く、 何 

ぞ廢 すべ けんや。 羊 を 以て 之れ に 易へ よと。 識らず これ あり や」。 曰く、 「之れ あり」。 曰く、 

r 是の 心、 以て 王た るに 足れり。 百姓 皆 王 を 以て 愛め りと 爲す、 臣 固より 王の 忍び ざり し を 知 

るな り」。 王 曰く、 「然 り。 誠に 百姓なる 者 あり。 齊國褊 小な りと 雖も、 吾れ 何 ぞー牛 を 愛まん 

や。 卽ち 其の 鷇觫 として 罪な くして 死地に 就く が 若くなる に 忍びず、 故に羊を2^て之れに易へ 

あやし 

しなり.」。 曰く、 「王、 百姓の 王 を て 愛め りと 爲す を異 むこと なかれ。 小 を 以て 大に易 ふ。 彼 

れ 惡んぞ 之れ を 知らん。 王 若し 其の 罪な くして 死地に 就く を 隱 まば、 則ち 牛 羊 何ぞ擇 ばん」。 

王 笑 ひて 曰く、  r 是れ 誠に 何の 心ぞ や。 我れ 其の 时を 愛み て、 之れ に 易 ふるに 羊 を W 、てせ しに 非 

ざるな り。 宜な るかな、 百姓の 我れ を 愛め りと 謂 ふこと」。 曰く、 「傷む ことなき なり。 是れ乃 

ち 仁術な り。 牛 を 見て 未だ 羊 を 見 ざり しなり。 君子の 禽獸に 於け る や、 其の 生 を 見て は 其の 死 

を 見る に 忍びず. - 其の 聲を 聞きて は 其の 肉 を 食 ふに 忍びず。 是れを 以て 君子 は 庖廚を 遠 ざく る 

k 曰、) 巧 £fl  なり」。 王說 びて 曰く、 「詩に 云 ふ、 他人 心 あり 予れ 之れ を 忖度く すと は 夫子の 謂な り。 夫れ 我れ 

乃ち 之れ を 行 ひ、 反りて 之れ を 求 むれ ども、 吾が 心に 得ず。 夫子 之れ を 言 ひて 我が 心に 於て 戚 

戚焉 たる もの あり。 此の心の王たるに合ふ所2^のものは何ぞゃ」。 曰く、 「王に 復す者 あり、 曰 

iit" ん  う  め. 5 

く、 吾が 力お て 百 鈞を擧 ぐるに 足れ ども、 而も 2- て 一 羽を擧 ぐるに 足らず。 明 は 以て 秋 毫の末 
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を 察する に 足れ ども、 而も 興 薪 を 見ず と。 則ち 王 之れ を 許さん か」。 n く、 「否」。 「今 恩 zn し^ 

獸に 及ぶ に 足れ ども、 功百姓に.4^,^さるものは|§り何ぞゃ。 然、. ： ば 則ち 一 羽の 擧がら ざる はお 

を 用 ひざる が爲 めな り。 興 薪の 见 えざる は、 明 を 用 ひざる が爲 めな り。 百姓の 保ん ぜられ ざる 

は 恩 や」 用 ひざる が爲 めな り。 故に 王の 王たら ざる は爲 さざる なり、 能 はざる に 非ざる なり」。 n 

わ OJl さ 

く、  r 爲 さざる 者と 能 はざる 者との 形 は 何 を 以て か異 る」。 闩く、 「太 山 を 狭み て 以て 北海 を 超 

えんと す。 人に 語げ て 曰く、 我れ 能 はずと。 "： 死れ 誠に 能 はざる なり。 ：：K 者の 爲 めに 枝 を 折る。 

人に 語げ て 曰く、 我れ 能 はずと。 n;,u^ 爲 さざる なり、 能 はざる に 非ざる なり。 故に 王の 王たら 

ざる は、 太 山 を 挾みて 以て 北海 を 超 ゆるの 類に 非ざる なり。 王の 王たら ざる は、 れ枝を 折る 

の 類な り。 吾が 老を老 として 以て 人の 老に 及ぼし、 吾が 幼 を 幼と して 以 て 人の 幼に 及ぼさば、 

y、) 思 If^  天下 は 掌 に 運ら すべし。 詩に 云 ふ、 寡 妻に 刑り 兄； に" せりて、 以て 家 邦 を 御む と。 Ijn ふこ こ 

ろ は 斯の心 を擧げ てこれ を 彼れ に 加 ふるのみ。 故に 恩 を 推せば 以て 四海 を 保ん ずるに 足り、 恩 

を 推さ ざれば 以て 妻子 を 保ん ずる ことなし。 古の 人 大いに 人に 過ぎた る 所以の もの は 他な し、 

善く 其の 爲す所 を 推す のみ。 今 恩 以て 禽獸に 及ぶ に 足れ ども、 功 百姓に 至らざる もの は 11 り 何 

ぞゃ。 權 して 然る 後に 輕重を 知り、 度して 然る 後に 長短 を 知る。 #^！： 然り。 心. i4£ しと £!| す。 

王 請 ふ、 之れ を 度れ。 抑-王 甲兵 を 興し、 士 ぉを危 ふくし、 怨を諸^^に構びて、 然る 後に 心に 


ここ 

快き か」。 王 曰く、 「否、 吾れ 何 ぞ是に 快 からん。 將 におて 吾が 大いに 欲する 所 を 求めん とする 

なり」。 曰く、 「王の 大いに 欲する 所、 聞く こと を 得べき か Jo 王 笑 ひて 言 はず。 曰く、 「肥 甘の 

口に 足らざる が爲 めか。 輕 緩の 體に 足らざる か。 抑-' 采 色の 目に 視 るに 足らざる が爲 めか。 

聲音 の 耳に 聽 くに 足ら ざ る か。 便 響の 前 に 使 令 す る に 足ら ざ るか。 王の 諸 臣皆以 て 之 れ を 供す 

るに 足れり。 而 して 王 豈に是 れが爲 めな らん や」。 曰く、 「否、 吾れ 是れ が爲 めなら ず」。 曰：、 

一 ：然ら ば 則ち 王 の 犬い に 欲する 所 知る ベ きのみ。 土地 を 辟き 秦 • 楚を 朝せ し め、 中國 に 在み て 

四 夷を撫 せんと 欲するな り" 若 き 爲す所 を 以て 若き 欲する 所 を 求む る は、 瘤 ほ 木に 緣 りて 魚 

を 求む るが ごときな り」。 王 曰く、  r 是 くの 若く 其れ 甚し きか. 一。 曰く、 「殆ど これより 甚し きも 

の あり。 木に 緣 りて 魚 を 求む る は、 魚 を 得ず と雖も 後の 災 なし。 若き 爲す所 を 3? て 若き 欲する 

所 を 求む る は、 心 力 を 霊して 之れ を爲 して 後に 必ず 災 あらん ヒ 曰く、 「聞く こと を 得べき か」。 

曰く、 「鄒 人と 楚 人と 戰 はば、 則ち 王 以て 熟れ か 勝つ と爲 さん」。 曰く、 「楚 人, たん」。 曰く、  r 然 

らば 則ち 小 は 固より 以て 犬に 敵すべからず。 寡 は 固より おて 衆に 敵すべからず。 弱 は 固より：^ 

て强に 敵すべからず。 海內の 地、 方 千里なる もの 九、 齊 集めて 其 G 一  を 有つ- 一  を！^て八を服 

せんとす る は、 何を！^て鄒の楚に敵するに異らんゃ。 蓋ぞ亦 其の 本に 反らざる： 今、 王、 政 を 

發し仁 を 施さば、 天下の 仕 ふ る 者 をし て 皆 王 の 朝に 立た ん - 1 と を 欲し、 耕す 者 をし て 皆 王 の 野 
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に 耕さん こと を 欲し、 商賈 をして ゆ n 王の 巿に藏 めんこと を 欲し、 行旅 をして^ 王の 射に 出 でん 

こと を 欲し、 天下の 其の 君を疾 まし めんと 欲する 者 をして 皆 王に 赴げ 懋 へん こと を 欲せし む。 

其れ 是 くの 若くならば、 勃れ か 能く 之れ を禦 がん」。 王 曰く、 「吾れ ぼくして 是れに 進む こと 能 

はず、 願 はく は 夫子 吾が 志を輔 けて 明かに 以て 我れ に敎 へよ。 我れ 不敏な りと 雖も、 |^.?ふ之れ 

を嘗 試みん」。 曰く、 「恆 の產 なくして 恆の心 ある 者 は、 惟だ士 のみ 能くす と爲 す。 若き は 

則ち 恆の產 なければ、 因って 惊の 心なし。 苟も jgl の 心なければ、 放 辟 邪 侈、 爲 さざる なきの み。 

罪に 陷 るに 及んで、 然る 後に 從 つて 之れ を 刑す。 n!i! れ民を 罔す るな り。 i くん ぞ仁 人-にに 布る あ 

りて、 民 を 罔す る こと を 而も 爲 すべ けんや。 nji- の 故に 明君 は 民の 產を 制する、 必ず 仰いで は 以 

て 父母に 事 ふるに 足り、 俯して は 以て 妻子 を畜 ふに 足り、 樂 歳に は 終. 飽き、 凶年に は 死亡 を 

免 かれしめ、 然る 後に 驅 りて 善に 之 かしむ。 故に 民の 之れ に從 ふや 輕し。 今や 民の 產を 制する、 

仰いで は 以て 父母に 事 ふるに 足らず、 俯して は 以て 妻子 を畜 ふに ni!.,: ず、 樂 歳に は 終身 苦しみ、 

凶年に は 死亡 を 免 かれず。 此れ 惟. だ 死 を 救 ひて 瞻ら ざる を 恐る。 奚ぞ 禮義を 治む るに 暇 あらん 

なん  ,ゥ 

や。 王 之れ を 行 はんと 欲せば、 則ち 盖ぞ 其の 本に 反らざる。 五献の 宅、 之れ に樹 うるに 桑を以 

てせば、 五十の 者 以て 帛を 衣るべし。 雞厥狗 翁の 畜、 其の 時 を 失 ふこと なくん ば、 七十の 者以 

て 肉 を 食 ふべ し。 百 畝の 田、 其の 時 を 1^ ふこと なくん ば、 八ロの家：^て飢ぅることなかるべし。 


庠 序の 敎を 謹み、 之れ に 申ぬ るに 孝悌の 義を 以てせば、 頒白の 者 道路に 負 戴せ ず。 老 者に. ほ を 

衣、 肉 を食 ひ、 黎民飢 ゑず 寒えず。 然り而 して 王たら ざる 者 は 未だ 之れ あらざる なり。」 

〇 恆の產 なくして 恢の心 ある 者 は、 惟だ士 のみ 能くす と爲 す。 

此の 章 明白 雄偉、 讀者 自ら 其の 33 を 了し、 且つ 興起す る こと を 知らざる はなし。 中間、 

民 を 保ん じて 王たり • 仁術 • 百姓の 保ん ぜられ ざる は 恩 を 用 ひざる が爲 めな り • 爲さ 

ざる 者と 能 はざる 者との 形. 善く 其の 爲す所 を 推す. 心を甚 しと 爲 す. 其の 本に 反れ • 

あみ 

焉んぞ 仁人 位に 在る ありて、 民 を 罔す る こと を 而も 爲 すべ けんや • 民の 產を 制す 等の 

義、 皆 深く 味 ひて 自得すべし。 今 必ずしも 呶々 せず。 但だ 吾が 徒 心身 上に 於て 猛省す 

べき ことと、 國家 政治 上に 於て 極論すべき こと あり。 吾れ 豈に默 止す ベ けんや。 何 を. 

か 政治 上に 於て 極論す べきと 云 ふ。 曰ぐ、 天下の 仕 ふる 者 をして 皆 王の 朝に 立たん こ 

と を 欲せし む 以下 五條 是れ なり。 是れ 孟子 政 を 發し仁 を 施す の效 驗を說 くな り。 方今 

君 公賢 明、 相臣 勤厲， 庶事 舉 げざる ものな し。 古の 治 國と雖 も 以て 尙 ふること なし。 

而 して 未だ 五條の 效驗を 見ざる もの は 他な し， 民 を 惠 むの 美聲 ありと 雖も 民に 及ぶ の 
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赏惠 なし。 故に 耕 者 • 商！： 行旅の 欲する 所、 た i おに 至らざる のみ。 故に 余 常に， 

產を 制し、 鰥 {ds 獨を 先にし、 貧 を 救 ひ 病 を ま ％ 幼 を！ の 政 を 興し， gg^ 校の 敎 

を 謹む 等の 事に 於て、 最も 緒々 \ たり。 是れを 政の 先^と して、 更に 極論すべき は、 仕 

..I る 者 其の 君を疾 ましむ る 者の 欲する 所な り。 方今 當路の 人 を 見る に- 大抵 規校狹 

隘 にして 人を容 るるの 量な し。 故に 才學 伎能の 士 ありと 雖も、 it^ の 人に 非 ざれば 斷 

じて 延見 せず。 況ゃ敢 へて ts を 顧み、 wgps する の談を § かんや。 故にべ 卜の 

堅お 記に 出づ。 . ，  ， 

がば 巧 h 仕 者 吾が 朝に 立たん と 欲する ありと 雖も、 遂に 其の 入らん こし-を 欲して 門戶を 閉づる 

力 如きの み。 且つ 艱難： 八せ 權、 國 として 是れ なき はなし。 或は 阔主德 を 失 ひ 好； 路に常 

る 如き、 是れが 忠臣 義 十-たる 者- 日夜 感慨 悲愤 せざる はなし。 吾れ；？ も，： IE ら 治め 餘り 

ある 時 は、 宜しく 殷=_;！ の 葛； e に 於け る 如く • 他國 の非義 無道 は つ 論し 且つ _ ^め. 奸 

臣害 をな す 如き は爲 めに 是 れを誅 除し、 務めて 其の 國 忠臣 義士の を 仲べ しむべ し。 

吾れ 常に 謂へ らく- 今、 相臣 天下 を 兼 善す るの 誠 志、 〈十內 を包舉 する の宏量 ありこ- 

先 づ懷を 開き 天下の 士を萩 下に 招集し、 技藝 ある 者 • 才能 ある 者- 學識 ある 者 悉く 皆 


收羅 せば、 三 五 年 を 出で ずして、 萩 下の 人す 天下 比な きに 至らん。 加 之 ゾ他國 の非義 

無道 を論誡 し、 忠臣 義士の 憂 I お を 仲べ しめば、 四方 孰れ か 吾が 藩 を 仰望せ ざらん や。 

是に 於て 列藩と 心 を li へ、 幕府 を 尊崇し、 上 は 天朝に 奉 事し、 下 は 封疆を 守り、 內 

は 萬 民 を 愛 養し、 外 は 夷狄 を 威服せ しめば、 其の 偉功 盛烈 孰れ か是れ に，： k かんや。 堂 

堂た る 長 防、 赫々 たる 祖業。 上 明君 相 あり、 下 賢 士才臣 あり。 而 して 此の 事爲 すべ か 

ら ずと 云 ふ 者 あらば、 吾れ 則ち 曰く、 能 はざる に 非ざる なり、 爲 さざる なり。 一 羽 を 

擧げ、 輿 薪 を 見. 枝 を 折る の 類な りと。 然れ ども 是れ 事體 重大、 囚 奴の 云々 すべきに 

非ず。 請 ふ 心身 上に 於て 猛省すべき もの を說 かん。 恆の產 なくして 恆の心 ある 者 は、 

惟だ士 のみ 能くす と爲 すと。 此の 一 句に て 士道 を 悟るべし。 諺に 云 ふ、 武士 は 食 はね 

ど 高 楊枝と、 亦 此の 意な り。 然れ ども 是れ 武士への 敎と云 ふに は 非ず、 武士の 有様な 

り。 武士と 云 ふ 者 は- 飢 ゑても 寒 えても、 吾が 持 前の 心 懸を失 はぬ 程の 事 は 申す まで 

もな きこと にて、 敎と云 ふに は 足らぬ ことなり。 特に 本邦に て は 武義を 以て 本と し、 

中 i 以來 武門 武士と 唱へ、 專ら 武道 武義 を勵 むこと なれば、 是れ 程の 事 は 三 歳の 小兒 
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も辨へ 知る ことなる ベければ、 今更 敎と云 ふに 及ばぬ ことなり。 仉し 吾が 徒 原と：： だれ 

*c:a つじよ- - 

士籍 を： ル すと 雖も、 其の 士道に 合せざる を 以て、 今 IT おせられて 闪权- となり、 後た 士 

林に 齒 する こと を 得 ざ. るに 至る。 然れば * の 露の 武士より 五 " が 徒 を 見ば • ， 俊た 士道 あ 

る ことなし とせん も常然 なり。 然れ ども 汝は汝 たり、 我れ は 我れ たい。 ん こそ 如何と 

も 謂へ。 吾れ 願 はく は |g 君と 志を勵 まし、 士道 を 講究し- 愧心を 練. M し、 共の 武道 武 

義 をして 武門 武士の 名に ねく ことなから しめば、 诚 死す と雖も _£HZ 々^憾 ある ことなし。 

^に 偸 怏の甚 しきに 非ず や。 是れ 所謂 心身 上に 於て 猛 せすべき ものな り。 此の 巧 K 

に 吾が 一 心身.. にある ことなれば、 人の 力 を惜- りず， 人の 财 を^さず して、 .3:.:;^ に 成 

し 得べき ことなり。 若し 得ず と 云 ふ 者 あらば、 亦！： だれ 能 はざる に 非ざる なり、 爲さざ 

るな り。 一 羽 を 舉げ、 舆薪を 見、 枝 を 折る の 類な り。 知らず、 ^翁 此の 說を 以て"！^ と 

せんか、 非と せんか。 
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首章 

ョ 齊の £ 莊暴、 孟子に えて 曰く、 「暴、 王に 見 ゆ。 王、 暴に 語ぐ るに を 好む を 以てす。 暴 未だ 以て 

對 ふること あらざる なり。 曰く、 樂を 好む こと 何 如」。 孟子 曰く、 「王の 樂を 好む こと 甚 しけれ 

ば、 則ち 齊國 其れ (治に) 庶幾 からん か」 と。 他日 王に 見えて 曰く、 「王 嘗て 莊 子に 語ぐ るに 樂を 

好む を： てす と。 これ あり や」。 王、 色を變 じて 曰く、 「寡 人 能く 先王の 樂を 好む に 非ず。 5k だ 

世俗の 樂を 好む のみ」。 曰く、 「王の 樂を 好む こと 甚 しければ、 則ち 齊 其れ 庶幾 からん か、 今の 

樂は由 ほ 古の 樂の ごときな り」。 曰く、 一. 聞く こと を 得べき か」。 曰く、 「鶴り, して 樂 しむと、 

人と 樂 して 樂 しむと 教 れか樂 しき」。 曰く、 一.. 人と 與 にす るに 若かず.. 1。 曰く、  r 少と樂 して 樂し 

むと、 衆と 樂 して 樂 しむと 孰れ か樂 しき」。 曰く、 「. 衆と 與 にす るに 若かず」。 r 臣請ふ 王の 爲め 

に 樂を言 はん。 今、 王此 に鼓樂 せんに、 百姓、 王の 鐘 鼓の 聲、 管 の 音 を 聞き、 默、 首 を i め 

ti なすち しか 

額 を蹙 めて 相 告げて 曰く、 吾が 王の 鼓樂を 好む、 夫れ 何ぞ 我れ をして 此の 極に 至らし むる や。 

父子 相 見ず、 兄弟 妻子 離散す と。 今、 王此 に田獵 せんに、 百姓、 王の 車馬の 音 を 聞き l^g の 美 

を 見て、 擧、 首 を疾め 額を蹙 めて 相 告げて 曰く、 吾が 王の 田獵を 好む、 夫れ 何ぞ 我れ をして 此 

の 極に 至らし むる や。 父子 相 見ず、 兄弟 妻子 離散す と。 此れ 他な し、 民と 樂 しみ を 同じう せ ざ 

れば なり。 今、 王此 に鼓樂 せんに、 百姓、 王の 鐘 鼓の 聲、 管 籥の音 を 聞き、 i、 欣々 然として 
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喜色 ありて 相 告げて 曰く、 吾が 王 疾病な きに 庶幾 からん か。 何 を 以て 能く 鼓樂 する やと。 今、 

王此 に田獵 せんに、 百姓、 王の 車馬の 音 を 聞き 羽旄の 美を兑 て、 擧、 欣々然として^^色ぁりて 

相 告げて ：！：  く、 吾が 王 疾病な きに 庶幾 からん か。 何 を 以て 能く 田獵 する やと。 此れ 他な！、 民 

と樂 しみ を 同じう すれば なり。 今、 王、 百姓と 樂 しみ を 同じう せば 則ち 王た らん」 と。 . 


二) 

に 出づ。 §2 は 

舜の sr  0 & 


て eig な 


(二)  ^は K 

の * ^王の 架 曲 


〇 今の 樂は山 ほ 古の 樂の ごときな り。 ほ 請 ふ 王の 爲 めに 樂を言 はん。 

或 ひと 疑 ふ、 今の 樂ば由 ほ 古の 樂の ごときな りと い へば、 孔子の r 樂は 則ち 韶 iti と 

云 ひ、 つ 郇聲を 放つ」 と云ふは^^-非か。 且つ 臣請ふ 王の 爲 めに 樂をー 百 はんと 云 ひて、 

鼓樂 9 事の みならず、 田獵の 事に も 及ぶ は何ぞ や。 答へ て ：： く、 今の 樂は山 ほ.：，：： の樂 

の ごときな りと 云 ふ は、 大區^ を 一 K ふなり。 大厥训 と は： と樂 しみ を：： 1： じうす ると 樂 

(二- 

し み を 同じう せざる との 區別 なり。  故に 民と 樂 しみ を 同じう する 時 は、 §i 濩 にても 鄭 

衞 にても 皆 可な り。 樂 しみ を 同じう せざる 時 は、 韶濩 にても 琊衞 にても 皆 不可な りと 

しばら 

云 ふ 意に て、 此の 章 は樂の 善惡は 姑く 置きて、 樂 しみ を ：！： じうす ると M じうせ ざると 

の 善惡を IHi^ するな り。 若し 孟子 をして 細かに 樂の 善惡を 論ぜし めば、 固より 亦 孔子 


の 論の 如きの み。 然れ ども 其の 實は 樂は樂 しみな り、 和樂を 本と す。 故に 王の 爲 めに 

樂を言 はんと 云 ふ も、 樂 しみの 本 を 論ずるな り。 鼓樂 にもせ よ、 田獵 にもせ よ、 民心、 

上の する 所を樂 しむに てこ そ樂 しみの 本 なれ。 乃ち 上篇 第一 一章の 文 王 麋鹿魚 鼈の 如き、 

皆 眞の樂 しみと 云 ふべ し。 此の 意 を 知りて 此の 章 を 讀む時 は 何の 疑 か あらん。 今是れ 

が爲 めに 一 つの 切當 なる 譬喩 を 得たり。 學 問の 術 固より 端緒 多し。 訓詁の 學 あり、 詞 

章の 學 あり、 考 據の學 あり、 老 佛の學 あり、 是れを 皆曲學 とす。 樂に 世俗の 樂 あるが 

如し。 吾が 黨の 志と する 義理 經濟の 正學と 異なり。 義理 經濟の 學は譬 へば 古の 樂の如 

し。 故に 樂の 善惡を 論ぜば、 古 樂を虫 かびて 俗 樂を賤 しめ、 學の 善惡を 論ぜば、 正學を 

祟んで 曲 學を排 する は 固より なり。 然れ ども 今兹に 一 人 あり、 眞に志 を 立てて 己れ を 

益し 人に 益 せんとの 心なれ ども、 偶 > 正學を 知らず、 曲學を 主と する 者 あらば、 豈に 

一概に 是れを 非と する を 得ん や。 叉 其の 學ぶ所 正 學に似 たれ ども、 其の 志 却って 名の 

爲め にし 利の 爲 めに する 者なら ば、 亦畏に 一 概に是 れを是 とする を 得ん や。 然 れば學 

を 言 ふ は 志 を 主と す。 其の 曲と 正と に 至りて は 第二義に 落つ るな り。 是れ 孟子 古楽 • 
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俗 樂の說 なり。 今や 文敎 興隆、 正學 化に 明かな り。 士 孔孟の 言に ざれば：：！ に稱 せず。 

S. 五 尺の 童子 も： as 晏を言 ふこと を 恥づ。 吾れ 諸君と 此の世に 生れ、 正凤 十に 從 する こと 

を 得. 實に大 幸と 云ぶべし。 然れ ども 志 を 立つ る こと iK なら ざれば、 名 は 正風 子 なれ ど 

も實 は曲學 にも 劣るべし。 事齊 りたれ ども、 子としては.^^-に死し、 1^ として は 巾い に：^ 

し、 仰いで は 皇國の 大恩に 報じ、 俯して は 一身の 職分 を盡 さんと、 日夜に 志を勵 まし 

て 學を勒 めば、 其の 正學 たるに おかずと 云 ふべ し。 孟子 普て 云 はく、 「(： お？ P 熟せ ざれ 

照  ズ いはい 

ばお 稗に 如 力す」 と はざる ベ けんや。 抑- - 志さ へ眞 なれば：^ 學 にても 一 概こ ：^と 

づべ 力らず とは雖 も、 世に 志 ありて：^ 學に陷 る 者 あらば、 吾れ 手 を 把り て 正 のお-こ 

進めん と 欲する は 固より なり。 "：，^ れを 以て 又 孟子 樂を 論ずる； 一 H 外の を領 すべし。 

第二 章 

齊の宣 王 問 ひて 曰く、 「文 王の 圆は方 七十 里と。 これ あり や」。 孟子 對へ て n く、 「導 こ 之れ ち 

り」。 曰く、  r 是 くの 若く 其れ 大な るか」。 曰く、 「民^ ほ 以て 小と 爲 すなり」。 曰く、 「寡 人の fflr 

は 方 四十 里、 民齡ほ 以て 大と爲 す は何ぞ や」。 曰く、 「文 王の 圃は方 七十 里、 も往 き、 ま 


免 者も往 き、 民と 之れ を 同じう す。 民 以て 小と 爲す も亦宜 ならず や。 臣 始めて 境に 至り、 國の 

大禁を 問 ひて 然る 後に 敢 へて 入る。 臣 聞く、 郊關の 內に囿 方 四十 里なる あり、 其の 麋鹿を 殺す 

おとしあな  つ C 

者、 人 を 殺す の 罪の 如しと。 則ち 是れ方 四十 里、 讲 を國 中に 爲れ るな り。 民 以て 大と爲 す も 

亦宜 ならず や」 と。 

〇 其の 槩鹿を 殺す 者、 人 を 殺す の 罪の 如し。  ， 

此の 章 亦 民と 同じう する こと を 云 ふ。 就中 麋鹿を 殺す 者- 人 を 殺す の 罪の 如しと 云 ふ 

こと、 仁人の 深く 痛む 所な り。 禽獸 の微を 以て、 萬 物の 靈 たる 人 を 殺す こと、 類 を 知 

ら ざるの 甚 しき 者な り。 聖人の 心 は 親 を 親しみ 民 を 仁し 物 を 愛す、 皆 類 を 以て 推すな 

り。 假り にも 此の 序を亂 るべ からず。 日用 萬 事に 付けて 熟考すべし。 其の 親 を 愛敬せ 

ずして 他人 を 愛敬す る 者 を、 孝 經には 饽德悖 禮と云 ふ。 而 るに 世に は 狗馬を 愛して 賢 

才を棄 て、 生 民を剝 して 戎狄を 養 ふ 者 あり。 是れ亦 如何 ぞゃ。 

第三 章 

齊の宣 王 問 ひて 曰く、 「鄰國 に 交 はるに 道 あり や，」。 孟子 對 へて 曰く-. 「あり。 惟 だ 仁者の み 能 

く大を I？ て 小に 事 ふる を爲 す。 是の 故に 湯 は 葛に 事へ、 文 王 は 長 夷に 事へ たり。 惟 だ 智者の み 
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能く 小 を 以て 犬に 事 ふる を爲 す。 故に 大王 は i 鬻に 事へ、 .1^ 踐は BK に 事へ たり。 大を 以て 小に 

事 ふるもの は 天を樂 しむ 者な り。 小を1^て大に事ふるものは天を£.,-るる者なり。 天を樂 しむ 者 

は 天下 を 保ち、 天 を畏. るる 者 は 其の 國を 保つ。 詩に 云 ふ、 天の 威 を れて 時に 之れ を 保つ と」。 

王 曰く、 「大 なる かな 言 や。 ^=^<疾ぁり、 ^3^-人勇を好む」。 對 へて 闩く、 「王 S やか 小 15^ を 好む こ 

とな かれ。 夫の 劍を撫 し 疾視して、 彼れ 惡ん ぞ敢 へて 我れ に 常らん やと 曰 ふ は、 此れ 匹夫の 一 3^ 

にして 一人に 敵す る 者な り。 王 請 ふ 之れ を大 にせよ。 詩に 云 ふ、 王、 赫 として 期に 怒り、 $?^;に 

ゆ  とど  さ いは ひ 

其の 旅 を 整へ て 以て 莒に徂 くを遏 め、 以て 周の 祐を 篤く し、 以て 天下に 對 ふと。 此れ 文 王の fsf^ 

S  S 周 なり。 文 王 一 たび 怒りて 天下の 民 を 安ん ぜり。 に 曰く、 天、 下民 を 降し、 之れ が 君と 作！、 

霄、 泰誓の is  .  1 

之れ が師と 作す。 惟れ 其れ 上帝 を 助けよ と 曰 ひて、 之れ を N 方に 寵す。 罪 ある も 罪な きも、 惟 

だ 我れ 在り。 天下 &ぞ敢 へて 厥の 志 を 越す あらんと。 一人天下に 衡行 する は武王 之れ を 恥づし 

此れ 武 王の 勇な り。 而 して 武王も 亦 一 たび 怒りて 天下の 民 を 安ん ぜり。 今、 王 も 亦 一 たび 怒り 

て 天下の 民 を 安ん ぜば、 民 惟 だ 王の 勇 を 好まざる を 恐る るな らん」 と。 

此の 章大 議論な り。 略 ぼ 其の 端緒 を 論ぜん。 隣 國 に 交 はる と 几ん れ 諸侯 近隣諸^と 交 

はるの 道 を 41 ず。 然れ ども 夷., 驚の ま》 を 引く を 以て、 或は 誤りて 夷狄 を^つ S 

とし、 遂に 夷狄に 事 ふる を 以て；： 智の 事と せんこと を 恐る。 八.！ れ 細論せ ずん ば あるべ 


からず。 凡そ 隣 國に交 はるに は 親睦 を 以て 主と す。 故に 力. 德. 義 三つの 者、 我れ に 

優れる 者に 在りて は、 固より 奉 事すべし。 或は カを恃 んで强 梁なる 者 ありと も、 成る 

丈け は寬假 して 敢 へて 鋒 を爭 はざる べし。 若し 叉 小國の 如き は 愛護して， 其の 他國の 

しんりょう 

侵 陵 を 免 かれしむべし。 凡そ 夷狄の 陵 侮 を 受け、 生 民の 塗炭と なる は、 多く は 國內相 

爭 ふに 因る。 世 道に 志 ある 者、 最も 意を留 むべき 事な り。 本 藩 人 或は 謂へ らく、 安藝 

は 吾が 舊國、 宜しく 時に 乘じ 奪ひ復 し、 遂に 十 州の 舊業を 按じ、 天下と 衡を爭 ふべ し 

と。 此の 論 余が 深く 痛心す る 所な り。 凡そ 七道の 諸 藩、 孰れ か 天子の 命 を 奉じ 幕府の 

令に 從ふ 者に 非ず や。 相 共に 心 を 協へ 力 を 合せ、 天朝. 幕府に 奉 事すべき は 固より 

其の 職な り。 若し 其の 力 .德. 義、 上 天朝に 達し、 下 諸 邦に 字 あらば、 天下の 柄、 

求めず して 自ら 得べ し。 是に 於て 必ず 已 むこと を 得 ずん ば、 文 王. 武 王の 勇を奮 ひ 無 

道の 國を誅 せば、 孰れ か敢 へて 是れ を禦 がん。 然れ ども 是れ 好むべき ことに 非ず。 其 

の 他 自ら 治めず して 衡を爭 はんとす る は、 徒らに 自ら 弊して 釁を 啓く のみ。 況ゃ 方今 

外 夷 四面より 我が 驚 隙 を 伺 ふ。 此の 時に 當 りて 六十 州の 人心 を 一塊 石と なし、 以て 彼 

講孟餘 話  四 九 


講孟餘 話  五、，」 

の 小 醜 を 懲らし、 海 波を淸 めんこと 尤も 願 ふ 所な り。 抑.' 古の 仁 知" の 君、 强：^ の 敵 を 

待つ、 志を存 する こと 甚だ 久遠、 敢 へて  一 a の 利害 を铰 せず、 一 時の 屈 仲 を 倫」 せず、 

遂にで 幵く大 仇 を IS し 大功 を 建つ る、 實に欣 慕に 餘り あり。 後， の 人、 稷、 一 

n:ii すれば 志氣顿 に、 仉 喪し、 復た 能く 爲す ことなし。 哀しむべき かな、 -せ ふべき か 

な。  . 

第 六 場 七月 六 H 

1,- 四 章 

(一) I 齊の宣 王、 孟子 を f) 宮に §。 王 曰く、 「賢者 も 亦此 の樂 しみ あり や」。 孟子 對 へ て H く、 「あ 

名  り。 人 得 ざれば 則ち 其のん る。 得ず して 其の上 を 非る 者 は 非な り。 民の 上と なりて 民と 樂 

しみ を 同じう せざる 者 も 亦 非な り。 民の 樂 しみ を 樂 しむ 者 は、 民 も 亦 其の 樂 しみ を 樂 しむ。 民 

y^^? の ssf ふる 者 は、 民 も 亦 其の si ふ。 樂 しむに 天下 を 以てし、 憂 ふるに 天下 を 以てすへ If" り 

|^羹は成 而 して 王たら ざる 者 は 未だ 之れ あらざる なり。 昔 者 齊の景 公、 晏 子に 問 ひて 曰く、 吾れ 轉附 • 

もに 齊 S 南 g& に i び、 海に 遵 ひて 南し 报邪 ife らんと 欲す。 吾れ 何 を 修めて か 以て 先王の 照に 比すべき 

ほの 出ぱ？ J と。 晏+對 へて 曰く、 善い かな、 問 や。 天子、 諸侯に 1| く を 巡狩と 曰 ふ。 巡狩と は 守る 所 を 巡 


るな り。 諸侯、 天子に 朝す る を 職と 曰 ふ。 述 職と は 職と する 所を述 ぶるな り。 事に 非ざる も 

のな し。 春 は 耕す を 省みて 足らざる を 補 ひ、 秋に 敏 むる を 省みて 給らざる を 助く。 夏の 諺に 曰 

く、 吾が王遊ばずんば吾れ何を！^てか休せん" 吾が 王豫 しま ずん ば 吾れ 何 を 以て か 助からん。 

一 遊 一 豫は 諸侯の 度たり と。 §:,s^.ay^^^s^s.:^、(ll) 今や 然ら ず。 師 行きて 糧食す。 

.^:こ  けんく  あ ひそし  な  さか 

飢ゑ たる 者 は 食 はず、 勞 する 者 は 息 はず、 睛々 として 胥讒 り、 民 乃ち 慝を 作す。 命に 方 ひ 民 を 

虐げ、 飮食 流る るが j.s し。 流連 荒 亡 は 諸侯の 憂たり。 琉に從 ひて 下りて 反る を 忘る、 之れ を 1 

と 謂 ふ。 流に 從 ひて 上りて 反る を 忘る、 之れ を 連と 謂 ふ。 獸に從 ひて 厭く ことなき、 之れ を 荒 

と 謂 ふ。 酒を樂 しみて 厭く ことなき、 之れ を 亡と 謂 ふ。 先王に は 流連の 樂 しみ、 荒 亡の 行なし。 

よろこ  やど 

三者 は〕 惟 だ 君の 行 ふ 所の ままな りと。 貴 公設び て 大いに 國に戒 し、 出で て 郊に舍 る。 是に 於て 

(三)  がく 

S 樂官  始めて 興發 して 足らざる を 補 ふ。 大師 を 召して 曰く、 我が 爲 めに 君臣 相說 ぶの 樂を 作れと。 蓋 

rpT ン »1 ^こ E  (B1J ちせ 5  A> ど  よみ 

ls„  (宫! し徵招 • 角 招是れ なり。 其の 詩に 曰く、 君を畜 むる は 何ぞ尤 めんと。 君を畜 むる は 君 を 好す る 

角 .徵. 羽)  ： 0 

あり、 そ Q 三  なり」 と." 

お 一角と い ひ 民 

■  uilf^ba  0 樂 しむに 天下 を 以てし、 憂 ふるに 天下 を 以てす。 

ふ の樂 にに 樂 しむに 天下 を 以てし、 ふるに 天下 を 以てすと、 是れ 聖學の 骨子な り。 凡そ 聖學の 

て これ.^ で 法 

と I てケ -h  L 

や-いふ  主と する 所、 己れ を修 むと 人 を 治む の ニ途に 過ぎず。 故に 伊 尹の 志す 所 を 志し、 顏淵 
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(一) 朱の 硯 

(二) 宋の 

慨^«范仲％。 

ネは希 文。 參 

^知お となり， 

卒して 文 正と 

^せらる。 s 

て 日く  r 士は 

に： 大 下の 憂 

に 先んじて © 

へ、 天下の 樂 

しみに 後れて 

樂 しむべし」 

と。 常に： 大下 

を 以て 自ら 任 

す 


講孟餘 話  五 二 

二)  (二) 

の學ぶ 所を學 ぶと 云 ひ- 又 立志 は 明 道 • 希 文 を 以て 主 本と 爲 すと 一： ムふも 此の i おにて， 

額 淵 • 程 明 道 皆 聖人と ならん こと を學ぶ 人な り。 是れ已 れを修 むる の學 なり。 伊，. 

范希文 は 皆 天下 を 以て 任と する 人な り。 "：，^ れ人を 治む るの 學 たり。 凡そ.，、 と 生れ^ を 

讀み 道を閒 かざれば お 方な きこと なれ ども >  i り も-しに 書 を 讀み道 を 間く を i5 ば、 此の 

學を 勤め 此の 志を勵 まざる ベ けんや。 今 諸君と 幽闪に 1^ 寸 しめらる ると 雖も、 幸に. fg: 子 

の 書 を 講ずる を 得、 何の 幸 か 是れに 加 へん。 若し 天ドを 以て 任と せんとな らば 如何。 

先づ 一 心 を 正し、 人倫の 重き を 思 ひ、 皇國の 尊き を 思 ひ、 夷狄の 禍を E わ ひ、 蔡に 就き 

類に 觸れ相 共に 切 礎 講究し、 死に 至る 迄 他念な く、 片言 楚語 も：：；， -れを 離る る ことなく 

んば、 縦べ リ^ 囚に 死す と雖 も、 天下 後 *1 必ず 吾が 志 を繼ぎ 成す 者 あらん。 "： 几れ s^, 人の 

志と 學 となり。 其の 他の 榮辱窮 達、 毀！ _1 得 喪に 至りて は、 命の み 天の み。 吾が 顧みる 

所に 非ざる なり。 

第五 章 

齊の宣 王 問 ひて 曰く、 「人 皆 我れ に 明 堂 をぎ てと 謂 ふ。 これ を毁 たんか、 巳 めんか」 と。 孟子 


對 へて 曰く、 「夫れ 明 堂 は 王者の 堂な り。 王、 王政 を 行 はんと 欲せば 則ち 之れ を 毀つ ことな か 

れ」。 王 曰く、 「王政 聞く こと を 得べき か」。 對 へて 曰く、 「昔 者 文 王の 岐を 治む る や、 耕す 者 は 

^^.^^ 一 。 仕 ふる 者 は祿を 世に す。 關巿は 譏して 征 せず。 澤 梁は禁 なし。 人 を 罪する に孥 せず。 

老いて 妻な きを 鰥と曰 ひ、 老いて 夫な きを 寡と 曰 ひ、 老いて 子な きを 獨と曰 ひ、 幼に して 父な 

きを 孤と 曰 ふ。 此の 四 者 は 天下の 窮民に して 告 ぐるな き 者な り。 文 王政 を 發し仁 を 施す や、 必 

(四)  か  け.！： どく 

ず 斯の四 者 を 先にす。 詩に 云 ふ、 115 なり 富める 入、 此の 勞獨を 哀れむ と.」。 王 曰く、 「善い かな、 

言 や」。 曰く、 「王 如し 之れ を 善しと せば 則ち 何 れぞ行 はざる」。 王 曰く、 「， 寡人疾 あり。 寡 八 

貨を 好む」。 對 へて 曰く、 「昔 者 公 劉、 貨を 好めり。 詩に 云 ふ、 乃ち 積み 乃ち 倉し 乃ち 餱糧 を裹 

1<  く  をて 1  も  お t! ，い  ここ  せき やう  なじ 

む、 橐に囊 に。 鼓め て 用って 光に せんこと を 思 ふ。 弓矢 斯に 張り、 千 戈 戚揚、 爱に 方め て 行 を 

m くと。 故に 居る 者 は 積 i あり、 行く 者 は裹糧 あるな り。 然る後！^て爱に方めて行を啓くべしハ 

王 如し 貨を 好みて 百姓と 之れ を 同じう せば、 王た るに 於て 何 か あらん」。 王 曰く、 「. 寡人疾 あり. 

寡 人 色 を 好む.」。 對 へて 曰く、 「昔 者 大王 色 を 好みて 厥の 妃を 愛せり。 詩に 云 ふ、 古 八ム亶 父、 來 

ほとり し^が  つ ひ  み 

りて 朝に 馬 を 走らせ、 西 水の 滸に率 ひて、 岐の 下に 至り、 爱に姜 女と 聿に來 りて 宇を胥 ると、」 

是の 時に 當 りて や、 內に怨 女な く、 外に 曠夫 なし。 王 如し 色 を 好みて、 百姓と 之れ を 同じう せ 

ば、 王た るに 於て 何 か あらん」 と。 
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七十 S 親^  iifJC: 
レ 十九 ftF 舉府 。二 
七 年す はの 江 
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m  、享, 朱 宫のは 
述年保 を 。人 直 


m  ^  ^  ^  五^ 

前章の 論、 雪宮 より 起る。 此の 章の 論、 明 堂より 起る。 並びに. 题小 にして 論大 なりり 

孟子 滿腹盡 く" だれ 王政、 盡く是 れ 天下と 凝樂を 同じう す。 故に 何 察に 觸れて も 必ず 發 

露す る こと 斯 くの 如し。 • 抑.' 今人 孟子の 大論を 聞け ども、 毫毛も 心に 徹する 所な き は 

何事 ぞゃ。 ゆ 祿の事 は 先^ 室 鳩 巢是れ を 論ずる こと 群 かなり。 就いて 見るべし。 鰥-ぉ 

孤獨の 事、 余が 絡々 たる 所な り。 2 て 西洋人の 淸國の 事 を 記す る を 見る に 云へ る 事 あ 

り。 支那 國 5： に は 人民 繁衍 する こと 極めて 盛な りと い へど も、 贫 困の 徒 最もお し。 其 

の 翁迫甚 しき は 悠然として 視 るに 忍びざる 者 あり。 冬 月 酷 斑の 時に 至りて は， 夜 ii 贫 

民相聚 まり u^: に 軍； 紫し、 或は 終夜 簿 火を燒 きて 其の } ^死 を 防ぐ。 淮だ 其の 病夫老 おは 

時として.^ 死す。 土人 其の：^ を 取りて 橋 下 堤 側 中に 投 人す。 然れども官^之れを；^^-？問 

せず と。 叉； ：！ く、 支那に て は 乞 貪 を 殺害して 棄 つる こと 頗る 多し。 叉痫 者殘錢 者の 如 

き は、 道路に 立ちて 錢を往 の 人に 乞 ふ。 又 H く、 貧者 路傍 を徘； i して 食 を 他人に 乞 

ふ 時 は、 或は 胺痛^ ふべ からざる t 小狀 をな し、. 或は 手足 殘" M して 歩行 W 仲 をな すべ か 

ら ざる 狀を なし. 其の 1^ も猾 なる 者 は 故ら に 其の 女の 吸：：： を拟 し、 其の 母 自ら 之れ を 


携へ、 哀愁の 情 を 切に して 多 錢を乞 ふ 者 あり。 叉 は 其の 愛子 を 宮中に 寶 らんが 爲 めに- 

男根 を 剪り 棄て 之れ を閹宫 となして、 其の 身の 榮を 謀る 者 あり。 此の 惡 風の 起り は 州 

內に 病院の 設 なきが 故な り。 叉州內 に幼院 なき を 以て、 貧者 其の 子 を 養育す る こと 能 

はず、 其の 穉子を 道路に 棄 つる 者 あり。 北京 府 fi の 如き は、 一年 捨 つる 所の 兒數を 

記載 するとき は、 大約九 千 人に 下らず と 云 ふ。 然れば 漢土 聖人の 典籍 具 さに 存 すと 雖 

も、 王政 巳に 地 を 掃 ふ、 遂に 西洋 夷 輩の 非議 を 招く に 至る。 亦 悲しむべき のみ。 

本朝の 古制、 病 を 養 ふに 施藥院 あり、 骼を掩 ふに 悲田院 あり。 廣の 制、 京 城に 悲田病 

坊 あり。 宋 代に 安濟坊 • 養 濟院. 漏澤 園の 名 あり。 明に 義 塚の 號 あり。 皆 窮民の 無告 

を恤む 所以な り。 擧げて 是れを 今時に 用 ひんと ならば、 5 豆に 其の 策な からん や。 

第 六 章 

孟子、 齊の宣 王に 謂って 曰く、 「王の 臣 其の 妻子 を 其の 友に 託して 楚に 之き て 遊ぶ 者 あらんに、 

其の 反る に 比び て 則ち 其の 妻子 を凍綏 せしめば、 則ち 之れ を 如何せん」。 王 曰く、 「之れ を棄て 

ん」。 曰く、 「士 師、 士を 治む る こと 能 はずん ば、 則ち 之れ を 如何せん」。 王 曰く、 「之れ を已め 

講孟餘 話  五 五 


講孟餘 話  五六 

ん」。 口く、 「四 境の 內 治まら ずん ば、 則ち 之れ を 如何せん」。 王、 左右 を 顧みて 他 を 言 ふ。 

とうだい 

友の託を受けながら其の^^^子を：^餒せしむるは、 人情 を 忘る るな り。 士師， 士を 治む 

る 能 はざる は、 職分 を棄 つるな り。 而 して 國君 天の 託 を 受け 萬 民 を 養 ふ。 而 るに 却つ 

て 是れを せし む。 リ： に 徒に 友人の 赛子 を^ 餒せ しむる のみな らん や。 天の 命 を 率 

じて 离民を 治む。 而 るに 却って 是れ を擾亂 せし む。 に 徒に 士師 の士を 治む る 能 は ざ 

るの みならん や。 誠に 人情 を 思 ひ 職分 を 思 ひ、 .s: に 自ら^す る あらば、 固より 面 低れ 

て 言な かるべし。 今、 王 は 則ち 左右 を 顧みて 他 を 曾 ふ。 吾れ 千歳の 後に 生れ、 書を諫 

み兹に 至り、 直ちに 唾 篤 せんと 欲す。 但だ宜 王の 朽 つる こと 已に 久し、 論ずる とも 

益な し。 吾が 徒 事に 臨む 毎に、 且つ は 職分 を 思 ひ 且つ は 人情 を 思 ふ 時 は、 過舉 なきに 

ち か 

幾 力らん 力 

第 七 場 七月 十七 日 

第 七 章  ， 

孟子 齊の宣 王に 見えて 曰く、 「所謂、 故 國とは 木 あるの 謂 を 謂 ふに 非ざる なり。 世 IfH あるの li 


なり。 王、 親臣 なからん。 昔 者 進む る 所、 今日 其の 亡ぐ る を すら 知らざる なり」。 p^^^^^ 

後 じ 王 曰く、 「吾れ 何 を 以て か 其の 不才 を識 りて 之れ を舍 てん」。 曰く、 「國君 賢 を 

まさ ひ  そん  そ  せき 

進む る は 巳む を 得ざる が 如くす。 將に卑 をして 尊に 踰ぇ、 疏 をして 戚 に^えし めんと す、 慎ま 

ざるべ けんや。 左右 皆 賢な りと 曰 ふと も、 未だ 可なら ざるな り。 諸 大夫皆 賢な りと 曰 ふと も、 

未だ 可なら ざるな り。 國人皆 賢な りと 曰 ひて 然る 後に 之れ を 察し、 賢なる を 見て 然る 後に 之れ 

を 用 ひよ。 左右 皆 不可な りと 曰 ふと も聽 くな かれ。 諸 大夫皆 不可な りと 曰 ふと も聽 くな かれ。 

國人皆 不可な りと 曰 ひて 然る 後に 之れ を 察し、 不可なる を 見て 然る 後に 之れ を 去れ。 左右 皆 殺 

すべし と 曰 ふと も聽 くな かれ。 諸 大夫皆 殺すべし と 曰 ふと も聽 くな かれ。 國人皆 殺すべし と 曰 

ひて 然る 後に 之れ を 察し、 殺すべき を 見て 然る 後に 之れ を 殺せ。 故に 國人 之れ を 殺す と 曰 ふな 

二) 虞猝の り。 此 くの 如くに して 然る 後に 以て 民の 父母 たるべし」 と。 

朝廷 をい ふ。 

史記五 帝本紀 

？! 1^ 一  i 此の 章、 賢 を 進む るの 道 を 論ずる こと 甚だ 盡 せり。 凡そ 古 は黜陟 賞罰、 皆 衆論の 公 を 

道 傍に 作らん  I 】 

取る。 後世 は 則ち 然ら ず。 故に 往々 請託 賄賂の 私 あるに 至る。 明君 賢 相 苟も 是に 察す 

ほ rni 多くし  二) 

て 成功せ ざる る こと ありて、 虞廷の 二十 ニ臣 をん 叩ず る 如く、 朝 堂に 大會 して 是れ を議 せば、 公議 因 

もい ふ。 後漢 

1i に 出 つて 伸ぶ る こと を 得ん。 但し 「舍を 道邊に 作る、 三年 成らず」 と 云へば、 已に遍 く 衆 

講孟餘 話  五 七 


^^-  ^ 五八 

議を閱 く 上 は、 D ら 察し 其の 賢と 不可と を 見る こと！^ も耍 とす。 抑. 代 は 枕^の 制 

なれ ども、 戰^ に 降り-しに 壞し. 齊 國の大 にても^ 臣 なきに 至る。 本朝 ゅ祿の 制、 

其の 俊 _2-、 周 制の 比すべき に 非ず。 然れば 我が 朝の 今日に 生れ 綠を 骨々 する 者 は， 大 

小 上： 卜に 限らず 皆^ 臣 なり。 然れ ども^ 臣と云 ふ も 徒らに 祿 を 世々 する を 云 ふに 非ず" 

註に 云 ふ 如く、 國と if:.^ を：： 1： じうす る 者 なれば、 凡そ 今 ほに 生れ Ifi の澤 に； 价 する 者 

は 一身のお ベ 樂を扮 てて、 國，： M の 休戚 を 以て 吾が 休戚と なすべき こと 論 を 待たず。 .V リも 

此の 志な き 者 は 人に 非ざる なり。 

第 八 章 

宜の宣 王 問 ひて 曰く、 「湯、 桀を 放ち、 武王、 射 を 伐つ と〕 これ あり や」。 孟+對 へて 闩 く、 「傳 

に 之れ あり」。 ni く、 「臣、 其の 君を弑 す、 可な らん や」。 曰く、 「仁 を贼ふ 者、 之れ を賊と li ひ、 

ざん 

義を贼 ふ^、 之れ を 殘と謂 ふ。 殘^ の 人 は 之れ を 一 夫と 謂 ふ。 一 夫の を誅 する を^く。 未だ 

, お を弑 する を^かざる なり」 と。 

n ぉ武放 の^は 前 贤の論 4、 はれり。 然れ ども 試みに 見る 所を陳 ぜん。 凡そ^  土の 流 は 


皇天 下民 を 降して 、 是れ が君師 なければ 治ま らず。 故 に 必ず 億兆の 中に 擇びて 是れを 

ひと  かな  . 

命ず。 堯舜 • 湯武の 如き 其の 人な り。 故に 其の 人 職に 稱 はず-、 億兆 を 治む る こと 能 は 

^-r^*^«^ ざれば、 天 亦 必ず 是れ を廢 す。 续衬 . 幽厲の 如き 其の 人たり。 故に 天の 命ずる 所を以 

Hi.KS ジ あま- 

！^。 ，g て 天の 廢 する 所 を 討つ。 何ぞ放 伐に 疑 はんや。 本邦 は. 則ち 然ら ず.」 天 曰の 嗣 永く 天 

二者 は惡 や」 禁 

證 J3 国き 壤と 無窮なる ものに て， 此の 大 八洲 は 天 曰の 開き 給へ る 所に して、 曰嗣の 永く 守 

1  り 給へ る ものな り。 故に 億兆の 人 宜しく 曰嗣 と： 戚を 同じう して、 復た 他念 あるべ 

からず。 若し 夫れ 征夷 大將 軍の 類 は 天朝の 命ずる； 吋に して， 其の 職に 稱ふ 者の み是 

れに る こと を 得。 故に 征夷 をして 足 利 氏の 曠職の 如くなら しめば * 直ちに 是 れを廢 

する も 可な り。 是れ 漢土 君 師の義 と 甚だ 相 類す。 然れ ども 武の 如き は義に 依り 賊を 

討ず、 ん叩を 天に 承，、 と稱 す。 本邦に 在りて は然ら ず。 赫々 たる 天朝、 天日の 嗣、 宇 

內 に 照臨 ま します に、 天朝の 命 を 奉ぜず し て 擅に 征夷の 癀職を 問 はん と な ら ば、 所 

ニー) 公孫 FH  一)  5 一) 

『1 第 A 章參 謂 「燕 を 以て 燕 を 伐つ」 ものな り、 所謂 「春秋に 義戰 なき」 ものな り。 ！ "一む き 

^^--p  2S 難 S き." 故に 此の 章 を讀む 者審か に辨を 致さ ざれば- 適に 以て 奸賊の 心 を 啓く 
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に 足る のみ。 

第 九 章 

孟子 齊の宣 王に 見えて 曰く、  K 室を爲 らば、 則ち 必ず ェ師 をして 大木 を 求めし めん。 て師 大木 

を 得ば、 則ち 王 喜びて ZS? て 能く 其の 任に 勝へ たりと 爲 さん。 匠 人け i りて 之れ を 小に せば、 則ち 

王 怒りて 以て 其の 任に 勝へ ずと 爲 さん。 夫れ 人 幼に して 之れ を學 び、 壯 にして 之れ を 行 はんと 

欲す。 王 姑く 女が 學ぶ 所を舍 きて 我れ に從 へと 曰 はば、 則ち 何 如。 今 此に撲 玉 あらんに、 縱 i 

と雖も 必ず 玉 人 をして 之れ を 彫琢せ しめん。 國家を 治む るに 至りて は 則ち 姑く 女が 學ぶ 所を舍 

きて 我れ に從 へと 曰 はば、 則ち何を；：^て玉人に玉を彫琢するを敎ふるに異らんゃと。 

此の 章 ニ喩。 前喩の 如く なれば、 國家 を視る こと E 室に 如かざる なり。 後喩の 如くな 

れば" 國家 を視る こと 樊 玉に 如かざる なり。 輕直を 失 ひ 本末 を 忘る る- 亦 彼し と；； 一 ふ 

べし。 其の 故何ぞ や。 從我 の 二字に 過ぎず。 我れ に從へ の 心 は 何より 起る と： t„ かぬ る 

に 私欲の み。 故に 私欲の 念 能く 人 をして 國家 を視る こと、 巨 室 *樊 玉に も 及ば ざら し 

む。 類 を 以て 是れを 推せば、 人 問 今日の 事斯 くの 如き もの 甚だ 衆し。 畏 るべき かな、 

愼 むべき かな。 


第 十 章 

齊人燕 を ちて 之れ に 勝つ。 宣王問 ひて 曰く、 「或は 寡 人に 取るな かれと 謂 ひ、 或は 寡 人に 之 

れを 取れと 謂 ふ。 萬 乘の國 を！^ て 萬 乘の國 を 伐ち、 五 旬に して 之れ を擧 ぐ。 人力 は此に 至ら じ。 

取ら ざれば 必ず 天 狭 あらん。 之れ を 取る こと 何 如」。 孟子 對 へて 曰く、 「之れ を联 りて 燕の 民悅 

ばば、 則ち 之れ を 联れ。 古の 人 之れ を 行へ る 者 あり。 武 王是れ なり。 之れ を 取りて 燕の 民悅ば 

ずん ば、 則ち 取る ことな かれ。 古の 人 之れ を 行へ る 者 あり。 文 王是れ なり。 萬乘の國を2^て萬 

乘の國 を 伐つ に、 簞 食壺漿 以て 王師 を迎 ふる は 豈に他 あらん や。 水火 を 避けん とてな り。 如し 

水 益.' 深く、 如し 火 益.' 熱く ば 亦 運らん のみ」 と。 

古語に も 戰勝は 易く、 勝 を 守る は 難しと 云 ふ 如く、 燕 を 取る の 難き に 非ず、 燕 を 守る 

の 難き なり。 但だ 民心 を 得る 者 は 善く 守る を 得るな り。 然らずんば 亦 運らん のみ。 然 

れば 大業 を 興さん とならば、 征伐の 日に 在らず して 昇 平 無事の 日に あり。 昇 平 無事の 

政、 眞に 民心 を 得る に 足らば， 其の 餘亦 何ぞ 多言 せん。 世の 輕鋭 浮薄の 徒、 此の 義を 

思 はずして 徒らに 遠 略に 志す は、 吾が 甚だ 懼 るる 所な り。 

第 十 一 章 

講孟餘 話  ，  六 一 


^孟餘 話  六 二 

齊人燕 を 伐ちて 之れ を联 る。 諸侯 將に 謀りて 燕 を 救 はんとす。 K 王 曰く、 「諸：：^.}^^<ゃ伐たん 

こと を 謀る^ 多し、 何 を 以て か 之れ を 待たん」。 孟子 對 へて 曰く、 「臣 七十 里に して 政 を 天下に 

； ビ 爲せし^！！？を聞く。 湯！：！^^^なり。 未だ 千里 を 以て 人を畏 るる 者 を 聞かざる なり。 きに：：： く、  ^  j 

仲 « 之 . 

に 出 2^。  ^ し めて 征 する、 葛より 始む。 天下 之れ を 信ず。 束 面して 征 すれば 丙 jsF^ 怨み、 南面して 征 すれば 北 

八 マ の 文と 少し 

く異る  狄怨 む。 口く、 奚 爲れぞ 我れ を 後に する かと。 民の 之れ を 望む こと、 大旱の 雲、 あ ¥5S が 若き 

なり。 市に 歸 する^に 止まず、 耕す 者 は變ぜ ず。 其の 君を誅 して 其の 民 を 弔す る、 時 の 降る 

(二)  きみ i  S  よみが へ 

§  SS  が 若し、 民 大いに 悅 ベり。 窗に 曰く、 我が 后を溪 つ、 后來 らば 其れ 蘇らん と。 今、 燕、 其の ：11{ 

を虔 ぐ。 王往 きて 之れ を征 す。 民 以 て將 に：. しれ を 水火の 中より 扬 はんとす とほして、 ^食 产说貌 

以て 王師 を迎 ふ。 若し 其の 父兄 を 殺し、 其の 子弟 を 係累し、 其の 宗廟 を 毀ち、 其の！！ 5- 器 ゃ遷さ 

.  ば、 之れ を 如何 ぞ 其れ 可な らん。 天下 固より 齊の 癡 きを ml- る。 今 又 地 を 倍して 仁政 を 行 はずん 

ば、 是れ 天下の 兵 を 動かさし むるな り。 王 速 かに 令 を 出し、 其の 旄倪を 反し 其の 器 を 止め、 

燕の 衆に 謀りて 君 を 置きて 而る 後に 之れ を 去らば、 則ち 満ほ. にむ るに 及ぶべき なり」 と。 

未だ 千里 を 以て 人を畏 るる 者 を 聞かざる なりの 一語、 ，1 を！： すが 如し。 ，呈^、 お^ 夷 

に 起り 两. 说 球に 至る、 亦 小と すべから ず。 ？-？ ： 西 "亞 • 米 利-お-、 大と雖 も 亦 何 ぞ^る るに 

足らん。 況ゃ唤 れ"刚 • 拂郞 察の 小 を や。 若し パ： 1： ほ 恐る る 所 あらば、 內政敎 を 修め 外强 


暴阜 ぐる こと 蒙の 如くん ば、 天下 誰れ か敢 へて 吾れ を忤視 せんや。 今 は 則ち 然ら 

ず、 gVg として 素の 至ら ざらん こと を 恐る。 孟子 をして 我が 今 曰 を H せしめば、 

其れ 何とか 云 はん。 在 上の 君子 讀 みて 此の 章に 至らば、 亦 何の 面目 か ある。 

第 八 場 七月 十九 日 

第 十二 章 

(一一 一) I 鄒、 魯と つ爾問 ひて 曰く、 「吾が 有司の 死す る 塞 十三 人 なれ ども、 而も 民 之れ に 死す 

主  る ものな きなり。 之れ を誅 せば 則ち まげて 誅すべ からず。 誅せ ざれば 則ち 其の 長上の 死 を 疾視 

して 救 I らん。 之れ を 如何せば 則ち 可な らん や」。 ^^i 孟子 對 へて 曰く、 「凶年 f 歳に 

は 君の 民、 老弱 は 爵に轉 じ、 壯者は 散 じて 四方に ぞ者 幾千 人な り。 而 して 君の 倉廩 實 I 

庫充 つれ ども、 有司 以て 告ぐ るな し。 是 れ上慢 にして 下を殘 ふなり。 羣 曰く、 1 を 戒めよ 

之れ を 戒めよ、 1ぢに 出づる もの は爾に ^ ものな りと。 ぎ 民 今にして 靈れに 反す を 得たる 

なり。 君と  1^ むるな かれ。 君 仁政 を 行 はば、 期の 民 其の上 を 親しみ 其の 長に 死 せん」 と。 

i は鬪聲 なりと 註せ り。 蓋し 鄒" 魯の兩 軍相逼 り、 未だ 兵刃 相 接する に 至らず。 鲸波 

起り たるに て、 鄒軍 一 散 S 走し、 將皇 十三 人 S 兵の 跡に 殘 りて 擊ち 殺さる る 

講孟餘 話  六 三 * 


講孟餘 話  六 四 

なり。 固より カ戰 して 死す るに 非ず。 若し 兵家 をして I： だれ を せしめば 必ず 云 はん、 

操 練 熟せず、 節制 整 はずして 是に 至る と。 是れ本 を 知らざる の 論な り。 故に 孟子：：： く、 

か み 

君 仁政 を 行 はば、 斯の. 民 其の上 を 親しみ 其の 長に 死 せん， こ。 蓋し 民心 上 を 親しむ 故に 

上の， ケに從 ふこと i: の 指 を 使 ふが 如し。 長に 死す る 故に 水火の 中 を 避けず。 果して 然 

らば 我が 兵 一 塊 石の 如し。 此の 一 塊：，；： の 兵 を 以て 敵に <:2 る、 克 たざる 所な し。 所 li 操 

練 節制 論ぜ ずして 固より 其の 中に 存す。 孟 子 の 言^2,； に虛 ならん や。 

叉 案ずる に， 古 來名將 の 勝つ 所以 を觀 るに、 大抵 將史， 身、 士卒に 先んじ、 ：强敵 

かか  i 

へ驀 然と 驅け 人る。 士卒 等 大將を 討た せて はと 皆 我れ 先に 衝 き 蒐る。 是れに W りて 勢 

聲 猛烈に して 齊ー、 向 ふ 所 敵な し。 " だ を 以て 上 を 親しみ 長に 死す るの 兵に 非 ざれば 川 

ふべ からず。 後， " だれ を 知らず して， 勝 を 器械 節制の 末に 求む。 我れ 其の 何の 意なる 

を 知らず。 

第 十三 章 

I の 文 公 問 ひて 曰く、 「滕 は小國 なり、 齊*楚 に 間 まる。 齊に事 へんか、 楚に事 へんか」。 孟子 


對 へて 曰く、 「是の 謀 吾が 能く 及ぶ 所に 非ざる なり。 巳むな くんば 則ち 一 あり e 期の 池 を 鑿ち 

とも  "た 

斯の城 を 築く、 民と 與に 之れ を 守り、 死を效 して 民 去ら ずん ば、 則ち 是れ爲 すべきな り」 と。 

此の 章の 義熟 味すべし。 小國を 以て 兩大國 の 間に： 1: まるる、 是れ 大難 事な り。 楚に事 

ぶろ 

ふれば 齊 怒り、 齊に事 ふれば 楚 怒る、 利し き 所な し。 是れ文 公の 問な り。 孟子 對ふ、 

すゐゐ 

是の謀 吾が 能く 及ぶ 所に 非ざる なりと。 是れ 徒らに 推諉の 言を爲 すに 非ず。 此の 事 は 

實に文 公の 決心より 出づ るに 非 ざれば、 他人の 智慧 を 借りて 行 ふ 様の 事に て遂 ぐべ き 

に 非ず。 然れ ども 聞かん と 欲する の 心 親切に して 巳むな きに 至りて は、 亦 以て ー說を 

發 すべし。 斯の池 を 鑿ち 斯の城 を 築く と は、 茫然 手 を 拱して 備 へざる に 非ず。 防禦の 

手段 を盡 して、 不意の 伺 ふべき なから しむるな り。 民と 之れ を 守る， こ は、 上下 一致し 

君臣 相 親しみて 高 城 深 池 を 守るな り。 死 を I- して 民 去らず と は、 萬 一事 敗れ 城池 も 人 

に 奪 はるる に 至らば、 君民 上下 城 を 枕に して 切腹と 覺 悟を究 むる ことなり。 果して 是 

く 0 如く なれば >  是れ爲 すべきな りと て、 齊に事 ふること も爲 すべし。 楚に事 ふるこ 

とも 爲 すべ し。 齊 • 楚 共に 事へ ざる こ ともなす ベ し。 是に 於て 事 ふる も 事へ ざる も、 
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^^^p^ 其の 權 我が 掌握に あるな り。 兵家に 籠城の 大將心 定め を說 きて、 籠城 致す 上 は、 ft け 

t  ば 必ず 切腹と 思ひ定 むべ し と 云 ふ も 亦 此の 義 なり。 

マ .^t 是の謀 吾が 能く 及ぶ 所. に 非ざる なりに 於ても 亦感 あり。 癸丑、 亜美理！^ 使 舶の來 る、 

(一-:) u,.^ 國書を 幕府に 呈す。 幕府 乃ち 遍く諸 藩に 示し、 和戰の 得失 を 間 ふ。 時に 劍^ 齋 k 彌九 

e り M 稱 郞 ni く、 幕府の 和議 巳に 決す。 凡そ 和 戰の決 は大將 軍の 方寸に あるべし。 ^府 3^ に戰 

に 於け る^ 道 

觀。 ま はんと 欲せば、 必ず 大號を 降して 云 はん。 亜美理 驚の 無禮斯 くの 如し。 吾れ 施 下の 衆 

十 ET 贈從 SI  ひつ さ  あよ 

位  を 提げ、 以て 其の 罪 を 討 ぜんとす。 天下 志 を 同じう する 者は來 りて カを戮 すべし と。 

果して 然 らば 和 戰の 二字 一朝に して 決すべし。 何 ぞ小田 原 評綻を 以てせん。 今 は则ち 

然ら ず。 幕府 和議 已に 決す。 1:1 ほ 天 F 是れを 非と する 者 あらん こと を 恐れ、 徐ろに 夷 

-a 安政 元 書を頒 示して 其の 意 を 料る のみと。 已 にして 甲 の 春、 夷舶 再び 來る、 和 茶して. K 

S)  i る。 余 彌九郞 が. 2： 識に 服す。 古語に も 「我が 志先づ 定まりて、 詢 謀す るに 皆 同じ。 鬼 

r り 文字 小異 神 其れ 倚り 龜 1 協ひ祐 く」 と。 然れば 志の 定まる と 定まらぬ と、 自ら 斷 ずるに 在る の 

み。 孟子の 吾が 及ぶ 所に 非ざる なりの 意- 蓋し 斯 くの 如し。 


第 十四 章 

滕の文 公 問 ひて 曰く、 「齊人 將に薛 に 築かん とす。 吾れ 甚だ 恐る。 之れ を 如何せば 則ち 可なら 

ん」。 孟子 對 へて 曰く、 「昔 者 大王 邠に 居る。 狄人 之れ を 侵す。 去りて 岐 山の 下に 之き て 居る。 

擇 びて 之れ を 取る に 非ず。 巳む を 得 ざれば なり。 苟も 善を爲 さば、 後世 子孫 必ず 王者 あらん。 

か  ごと  ♦ 

君子 業 を 創め 統を垂 るるに は、 繼 ぐべき を爲 すなり。 夫の 成功の 若き は 則ち 天な り。 君 彼れ を 

如何せん や。 躉 めて 善を爲 さんの み」 と。 

城に 二様 あり。 城 を 築きて 人 を衞る 一 なり。 國々 の 本 城 は 大抵 然り。 城 を 築きて 地 を 

守る 二な り。 境目 城の 類是れ なり。 薛は滕 と 甚だ 近し。 而 して 臨 1^ 田麵 のより は 稍 遠し。 

故に 薛を 取る と雖 も、 を 築き 戌 兵 を 置か ざれば 其の 地 を 守る こと 能 はず。 故に 齊人 

薛に 築く は 境目 城の 類に して、 已に 其の 地 を 守り 足 溜 を 持へ、 漸々 に 滕に逼 らんと す 

るな り。 膝 人豈に 恐れざる こと を 得ん や。 抑； 下田 • 箱 館の 地、 滕の薛 に 於け ると 如 

何ぞ や。 吾れ 甚だ 疑 ふ。 

0 業 を 創め 統を垂 るるに は、 繼 ぐべき を爲 すなり。 

業 を 創め 統を垂 るるに は、 繼 ぐべき を爲 すと 云 ふこと、 最も 心 を 付くべし。 當 今藩國 
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を 以て 云 ふに、 天朝 を 尊び jsjl 府を敬 ひ、 祖 法に 則り、 多 士を養 ひ、 民 を 愛し、 K 

卞を 招き、 武備 を修 むる の 類、 皆繼 ぐべき の 事な り。 

〇 君 彼れ. を 如何せん や。 

此の 言 亦 深 思すべし。 见角敵 國の事 は 我が 心に 任せぬ 事 なれば、 我れ は 我が 啦 むべき 

所 を IS むる こと 肝耍 なり。 然るに 敵 を 弱 かれと 思 ひ、 ，；^^へかしと思ふは、 $13 や  1 の甚 

しきな り。 吾れ 盛 なれば 何ぞ 敵の 盛 を 恐れん。 我れ 强 なれば 何ぞ 敵の 强を 畏れん。 吾 

れ盛 强を勉 めず して 人の 衰 を 願 ふ。 是れ 今人の 見なり。 悲しい かな、 恋しい かな。 

第 十五 章 

滕の文 公 問 ひて 曰く、 「滕 は小國 なり。 カを竭 して 以て 大國に 事 ふと も 則 も 免 かるる を 得ず。 

之れ を 如何せば 則ち 可な らん」。 孟子 對 へて 曰く、 「昔 者 大王^に 居る。 狄人 之れ を！：：^ す。 之れ 

に 事 ふる に 皮幣を 以てすれ ども 免 か るる を稱 ず。 之れ に 事 ふる に 犬馬 を 以てすれ ども 免 か る る 

を 得ず。 之れ に 事 ふるに 珠玉 を 以てすれ ども 免 かるる を 得ず。 乃ち 其の 耆老を 船め て 之れ に吿 

げて 口く、 狄 人の 欲する 所の もの は 吾が 土地な り。 吾れ 之れ を 聞く、 君子 は 其の 人 を菱ふ 所以 

の もの を 以て 人 を 害せず と。 二三 子何ぞ 君な きを 患 へん。 我れ 將に 之れ を 4^ らんと すと。 ^を 


去りて 梁 山 を 躐ぇ岐 山の 下に 邑 して 居る。 邠人 曰く、 仁人な り、 失 ふべ からず と。 之れ に從ふ 

者 巿に歸 する が 如し。 或 ひと 曰く、 世の 守りな り、 身の 能く 爲す 所に 非ざる なり。 死を效 すと 

も 去るな かれと。 君 請 ふ斯の 二者 を擇 ベ」 と。 

此の 章、 兩 說を設 くと 云へ ども、 主意、 死を效 すと も 去るな かれの 上に あり、 第 十三 

^^^^ 章と 同じ。 伋し 大王の 一 說、 人 多く 了解せ ず。 蓋し 狄 人の 初めて 來り 侵す や、 大王の 

胸中 巳に 定算 あり。 謂へ らく、 狄 人の 勢 正に 盛强 なり、 宜しく II ら せて 後 是れを 制す 

ベ し。 故に 皮幣 • 犬馬 • 珠玉 を 以て 事 ふる、 至らざる 所な し。 遂に 土地 を擧げ て是れ 

に與 ふるに 至る。 狄 人の 心 益.^ II る。 而 して 我が 民の 心 は 愈.' 我が 仁心に 服す。 ； を 

以て 去りて 岐に 往き邑 をな し、 終に 周 家 大業の 基 を 開く こと を 得るな り。 是れ皆 大王 

の定算 にして、 彼れ を審 かにし 己れ を審 かにし、 宏量偉 度の 人に 非 ざれば 及ぶべき に 

非ず。 豈に膝 文 輩の 能く 與り 知る 所な らん や。 然れ ども 此の 大志な くんば- 區々 の 小 

成敗に 頓着して、 遂に 自ら 喪 亡 せんの み。 

第 十六 章 
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へ.！： じん ざう さう 

魯の平 1< ム將に 出 でんと す。 夢人减 倉と いふ 者 請 ひて 曰く、 「他日 君出づ るに は 則ち 必ず 有 1^ に 

之く 所 を 命ず。 今、 乘輿 已に駕 せり。 有司 未だ 之く 所 を 知らず。 敢 へて！ 一 やぶ」。 公 曰く、 「將に 

孟子 を 見ん とす」。 曰く、  •「 何ぞ や、 君の 身 を輕ん じて 3- て 匹夫に 先 だっこと を爲す 所の もの は n 

ハ I レ ，si:?- 以て 賢と 爲 すか。 禮義は 賢者より 出づ。 而 るに 孟子の (^) の ％ は 前の 喪に 踰 えたり。 君 見る こと 

も^に レ  (二)  なんす 

ゆ" 践- _ つ なかれ」。 公 日く、 「 諾」。 樂 正子 入りて 見えて 日く、 「君 奚爲れ ぞ孟柯 を 見ざる や」。 H く • 「或 

^ おび か ひと 寡 人に 告げて 曰く、 孟子の 後の 喪 は、 前の 喪に 踰 えたり と。 是を 以て 往 きて 见 ざるな り」。 

のお I 巧 曰く、 「何ぞ や、 君の 所謂 踰 ゆと は。 前に は士を 以てし、 後に は 大夫を てし、 前に は 一二 鼎 を 

公 1」^  ノ 平 以てして、 後に は 五鼎 を 以てせし ことか」。 臼く、 「否、 柁梓农 衾の 美 を 謂 ふなり」" 曰く、  r 听 

謂踰 えたる に 非ざる なり。 貧富 同じから ざれば なり」。 樂 正子、 孟子に 見えて； z く、 「克、 おに 

告ぐ。 君 来りて 見ん と爲 す。 嬰 人臧 倉と いふ 者 あり、 ^^を沮む。 君是を 以て 来る こと を 果さざ 

*j し  とど  とど 

るな り」。 曰く、 「行く も 之れ を 使むる あり、 止まる も 之れ を 尼む る あり。 行 止 は 人の 能くす る 

所に 非ざる なり。 吾れ の魯 侯に 遇 はざる は 天な り。 臧 氏の 子 焉んぞ 能く 予れ をして 遇 は ざら し 

めん や」 と。  - 

〇 吾れ の魯 侯に 遇 はざる は 天な り。 

此の 一 語、 是れ 孟子 自ら 決心して 天に 誓 ふ 所な り。 故に 時に 遇 ふ も 遇 はぬ も- 皆 犬 に 


住せて 顧みず。 我れ に 在りて は 道 を 明かに し義を 正しう し、 言 ふべき を 言ひ爲 すべき 

を爲 すの み。 in 疋を 以て 孔孟 終身 世に 遇 はずして 道路に 老死 すれ ども、 是 れが爲 めに 少 

しも 愧づる ことなく 倦む ことなし。 今 吾が輩の 幽囚に 陷 りて 孟子 を讀 む、 宜しく 深く 

此の 義を 知るべし。 

梁惠王 通篇、 仁政 を說 く。 末 第 十三 章 • 第 十四 章 • 第 十五 章に 至りて は、 皆 己れ の 

彊 むべき 分を盡 し、 成敗 は 天に 任す る を 云 ふ。 末 章に 至りて は、 孟子 自ら 遇不遇 は 

天に 任せて、 斯の道 を 明かに する の 本 志 を 云 ふ。 並びに 皆 首章 仁義 を 先にして 利 を 

にす るの 11 に IM するな り。 _  .  ff- . 
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講孟劄 記 卷のニ 

第 九 場 七月 二十 二 曰 

•  公孫 fi 上 

首章 

^子)。 0  < 一 kti.- 問 ひて 日く、 「夫子、 路に 齊に當 らば、 P  • 姿 子の 功、 復た i とすべき か」。 孟子 日く、 

i! 一) 名 0^。 「子 は 誠に 齊人 なり。 管 仲. 晏子を 知る のみ。 或 ひと (&) 西に 問 ひて 曰く、  ？ J 口し 子と 子路と 孰れ か 

^^^^  賢れ ると。 曾两楚 然として 曰く、 吾が 先 子の 畏れし 所な りと。 曰く、 然 らば 則ち 吾子と W 仲と 

り。 S 子、 名  ,  、  Kt  , 1 tk^s^  .  なん ぢ 卞な は 

は sr 字 は 平  きれ カ賛れ ると 曾丙滟 然として 悅 はずして 曰く、 爾何ぞ 曾ち 予れを 管： i: に 比する や。 特仲、 

仲。 又 齊の大 

夫。 景 公に 仕  君 を 得る こと 彼れ が 如く 其れ 專ら なり。 國政を 行 ふこと 彼れ が 如く 其れ 久しき なり。 功烈 彼れ 

cll^ 曾 子  が 如く 其れ 卑しき なり。 爾何ぞ 曾ち 予れを 是れに 比する やと。 (孟子 更に) 曰く、 管 仲 は 曾 西の 爲 

^"ほ 子は孔 さざる 所な り。 而 るに 子、 我が 爲 めに 之れ を 願 ふや. T 曰く、 「管 仲 は 其の 君 を 以て 霸 とす。 

子 は 其の 君 を 以て 顯 はす。 管 仲.！ f 子鎗ほ 足らざる か」。 曰く、 「齊を 以て 王た る はが ほ 手をぽ 


す 力 ことき なり」。 曰く、 「是 くの 若 くんば 則ち 弟子の 惑滋… 甚し。 且つ 文 王の 德 百年に して 後 

に 崩ず る を 2? て すら、 鐘 ほ 未だ 天下に 洽 からず。 武王. 周 公之れ に繼 ぎ、 然る 後 大いに 行 はる G 

今、 王た る を 言 ふこと 易然 たるが 若し。 則ち 文 王 は 法る に 足らざる か」。 曰く、 「文 王 は 何ぞ當 

るべ けんや。 湯より 武 丁に 至る まで 賢 聖の君 六 七 作る。 天下 殷に歸 する こと 久し。 久しければ 

則ち 變じ 難き なり。 武丁、 諸侯 を 朝せ しめ 天下 を 有つ こと、 猶ほ 之れ を 掌に g ら すが ごときな 

り。 紂の武 丁 を 去る こと、 未だ 久しから ざるな り。 其の 故 家 • 遺 俗. 流 風. 善政、 齒ほ存 する 

もの あり、." 又徵子 • 徴仲 • 王子 比 干 • 箕子 • 膠鬲 あり、 皆 賢人な り。 相 i に 之れ を輔 相す。 故 

に 久しう して 後に 之れ を 失へ るな り。 尺地 も 其の 有に 非ざる はなく、 一  民 も 其の 臣に 非ざる は 

なきな り。 然り而 して 文 王 は 方 百 里に ー纩 りて 起る。 li^ を 2? 難き なり。 齊人 言へ 

る こと あり。 曰く、 智慧 ありと 雖も 勢に 乘 ずるに 如かず、 ありと 雖も時 を 待つ に 如かず と- 

今の 時 は 則ち 易然 たるな り。 夏 后 .殷. 周の 盛なる も、 地 未だ 千里に 過ぐ る もの あらざる なり レ 

た も 

而 して 齊 其の 地 を 有て り。 雞鳴 狗庆相 聞え て 四 境に 達す。 而 して 齊 其の 民 を 有て り。 地 改め g 

かず、 民 改め 聚 めず。 仁政 を 行 ひて 王たら ば 之れ を 能く 禦ぐ ことなき なり。 且つ 王者の!； らざ 

る、 未だ 此の 時より 疏 なる もの あらざる なり。 民の 虐政に gg する、 未だ 此の 時より 甚し きも 

の あらざる なり。 飢ゑ たる 者 は 食 を爲し 易く、 渴 したる 者 は 飮を爲 し 易し。 孔子 曰.、、 德の诔 
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行す る は置郵 して 命を傳 ふるよりも 速 かなりと。 今の 時に 當 りて、 萬 乘の國 仁政 を 行 はば、 民 

たう けん 

の 之れ を悅 ぶこと、 齒ほ 倒懸 を 解く がごと くな らん。 故に 事 は 古の 人に 半ばに して、 功 は 必ず 

之れ に 倍 せん。 惟 だ 此の 時を然 りと 爲す」 と。 

管 仲の 桓公を 助く る、 王道 を 知らず して 霸術を 行 ふと 云へ り。 王霸 の辨、 孟子 以下 古 

今 名 賢の 論備 はれり。 然れ ども 予も亦 一 說 あり。 王道 は 大學に 云 ふ 如く、 格 物. 致 知 • 

誠意 • 正 心 • 修身 • 齊 家より 治國 • 平 天下に 至る の 次序 を 失 はぬ ことなり。 e 刺 術 は f 儿 

ない へい  ひ. C- てう 

れに 反す。 桓 公の 君た る、 內婆 夫人の 如き 者數 人、 叉 外 婆、 豎刁 • 易 牙. 開方 三 子の 

如き 者 あり。 是を 以て 一 旦桓 公の 歿する、 五 公子 立つ こと を爭 ひ、 公の 骸竹 葬る を 得 

ず。 尸 腐爛して 蟲を 生ず。 數 年の 問、 齊國禍 亂相繼 ぎ寧歲 なきに 至る。 管 仲の たる- 

(1)  はんてん 

樹 して 門 を 塞ぎ、 三歸 反坫、 皆^して 邦 君の 爲す 所を爲 す。 "だれ を 以て： W ふに 齊の君 

臣九 合一 医の 功 ありと 云へ ども、 修身 -齊 家の 道に 於て 一 も 得る 所な し。 故に 5： 公 • 

管 仲 一 たび 目 を P (すれば、 國事滑 敗して 復た收 むべ からず。 是れ酋 西が 管 仲の 功烈を 

とと リ 

卑 とする 所以な り。 是を 以て 王者の 政 をな す は、 身 を 修め 家 を齊 ふる を 以て 先務と す ( 


身 を 修め 家を齊 ふる を 先務と する は、 事迂濶 なる 如く なれ ども、 其の 法 子孫に 傳 はり、 

幾せ を經て も動榣 せざる のみならず、 益-輿 逢す る ものな り。 「業 を 創め 統を垂 るる 

に は、 繼 ぐべき を爲 す」 と 云 ふ も 此の 事な り。 畳 公の 如き 非常の 大 豪傑に て、 一 世 を 

鼓舞 すれ ども、 其の 後嗣 彼れ が 如し。 恐れ多き ことなれ ども 本 藩の 如き は、 洞 春公以 

來 大義 を 重んじ 懿 親を敦 うし 以て 今に 至る。 長防褊 小と 雖も、 萬 *1 の 基 業動播 する こ 

となし。 是れを 以て 彼れ に 比せば、 孰れ か 優れる、 孰れ か 劣れる。 曾 西の 才、 管 仲に 

及ばず と 云へ ども、 管 仲に 比する こと を 欲せざる は 是れを 以ての み。 噫、 是れ 王霸の 

辨 なり。 

戰國の 時 超の 武靈 王、 胡 服 騎射、 以て 國 人に 敎へ、 及び 詐 りて 自ら 使者と なり 秦に入 

り、 秦の 地形と 秦 王の 人となり を觀 るが 如き、 非常の 英傑に て 中々 只 人に あらず。 然 

れ ども 修身. 齊 家の 工夫な き 故、 其の 臣下の 園む (所) となり、 貪 を 得ず、 雀兒を 探りて 

是れを 食 ひ、 三月 餘 にして 沙丘 宮に戰 死す。 淺猿 しき 事 どもな り。 其の 禍 l§i を尋 ぬる 

まうえう 

に、 武靈王 初め 長子 章 を 以て 太子と す。 後、 吳廣の 女 孟姚を 得て 之れ を 愛し、 爲 めに 
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外に 出で ざる こと 數歲 にして 子、 何 を 生む。 乃ち 太子 章を廢 して 何 を 立つ。 其の後 si< 

孟姚 死し 何が 愛衰 ふ。 且つ 故 太子 を 憐み兩 つながら 之れ を 王と せんし」 欲す- 猶豫 して 

未だ 決せず。 故に 亂起 りしと ぞ。 是れ 亦： 公 君臣 の^ふ 所な り。 又 按ずる に、 兩 つな 

がら 之れ を 王と する は、 大いに 我が 上 杉 謙 信の 末路に 似たり。 是れ皆 英雄の 失策、 已 

む を 得ざる に 出づる ものにして、 亦 悲しむべき のみ。 

〇 故 家 • 遣 俗 • 流 風 • 善政。 

故 家 は 註に 云 ふ、 舊臣の 家な り。 遣 俗は殘 りたる 風俗な り。 流 風 は 上より： 卜々 へ 流れ 

下る 風な り。 湿： 政 はよ き 仕置な り。 三代 聖人 の^は、 何れも 故 家 . 造 俗 • 流 風 •  ii^:: 政 

の 四つの 者 は 必ず ある ことなれ ども、 殷の政 は 特に 質朴 を- cr ひ、 文飾 を 事と せず。 は 

っ^王以來太巾 .太戊. 祖乙 .盤」^,、.武丁の如く、 賢 聖の君 多く 出で 給 ひたる 故、 ^ 

して 四 者 盛に して 観るべき なり。 抑.' 國の 治安 長久なる は、 地廣 きに も 在らず、 民衆 

きに も 在らず。 惟だ賴 みとすべき もの は 此の 四 者に しく はなし。 然れば 政を爲 す者兹 

に 心 を 用 ひずん ば あるべからず。 是れを 知らず して 妄りに 祖宗の 成 法を變 じ、 阀 家の 


美俗 を 易 ふる 者 は- 國賊と 云 ふべ しつ 今 吾が 蒙 至 賤とー K へど も 苟も 國の爲 めに せんこ 

と を 思 はば- 亦 兹に心 を 用 ふべ し。 我が家 先代の 事を考 へ、 叉 君 家 祖宗の 業 を Ifir 

次 は 大臣 其の 他 勳舊の 家の 傳記を 尋ね、 古來の 制度 風俗 等に 至る 迄 悉く 考究して、 湮 

沒を著 はし 晦味 を顯 はし- 務めて 古を存 する 如く 心掛 くべ し。 心 を 用 ふるの 深く、 功 

を 積む の 久しくして 遂に 一 大 撰述 を 成し、 遍く 世に 傳へ、 故 家 • 遣 俗 • 流 風 . 善政、 

益.' 盛に 益.^ 明かなら しめば、 是れ亦 國の爲 めな り。 是れ學 者 最も 務 むべき ことなり。 

余 常に 兹に志 あり、 而 して 未だ 及ぶ こと 能 はず。 今 此の 章を讀 みて 益.' 奮發 す。 願 は 

く は 徐ろに 諸君と 是れを 謀らん。 
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第二 章 

公孫 fi 問 ひて 曰く、 「夫子 齊の 卿相に 加 はりて 道 を 行 ふこと を 得ば、 此れに 由り て霸 王たり と 

雖も異 まず。 此 くの 如くん ば 則ち 心 を 動かさん や 否や」。 孟子 曰く、 「否、 我れ 四十に して 心 を 

動かさず」。 曰く、 「是 くの 若 くんば 則ち 夫子 は 孟賁に 過ぐ る こと 遠し」。 曰く、  r 是れ 難から 
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1 二く し 

ず <  吿子 すら 我れ に 先 だち て 心 を 動かさず」。 in く、 「心 を 動かさ ざるに 道 あり や」。 in く、 「あ 

ほく  in-i? う：； う  た わ  i じろ  はづ. s- 

り。 北 it 黝の勇 を 養 ふや、 膚撓 まず！ m 逃がず。 一毫 を 以て 人に 挫 しめらる る を 思 ふこと、 之れ 

を 市 朝に 撻 たるる が 若し。 褐寬 博に も 受けず、 亦 萬乘の 君に も 受けず。 莴乘の 君 を 刺す を視ろ 

こと、 裉夫を 刺す が 若し。 嚴る 諸：！^ なし。 惡 15- れば 必ず 之れ を 反す。 JSii 吿の？ ふ 所 は、 

曰く、 勝たざる を 見る こと 摘 ほ 勝つ がごと きなり。 敵 を 4 械 りて 而る 後に 進み、 勝つ こと を 慮り 

て而る 後に 會 する は、 是れ 一 二軍 を畏 るる 者な り。 舍豈に 能く 必ず 勝つ こと を爲 さんや。 能く 餾 

るるな きのみと。 孟施舍 は 曾 子に 似たり。 北 宮黝は 子 夏に 似たり。 夫の 二子の 勇 は 未だ 其の 孰 

れか 賢れ る を 知らず。 然り而 して 孟施舍 は 守り 約な り。 昔 者 曾 子、 子襄に 謂 つて 曰く、 子、 男 

を 好む か。 吾れ 嘗て 大勇 を 夫子に 聞け り。 自ら 反み て 縮から ずん ば、 祸宽 博と 雖も 吾れ 11 れざ 

らん や。 自ら 反み て 縮からば、 千 萬 人と 雖も 吾れ 往 かんと。 孟施舍 の 守り は氣 なれば、 又 曾 子 

の 守り 約なる に 如かざる なり」。 曰く、 「敢 へて 問 ふ、 夫子の 心 を 動かさ ざると、 お： 十の 心 を 動 

かさざる と、 聞く こと を 得べき か」。 「吿子 は 言に 得 ざれば 心に 求む るな かれ。 心に 得 ざれば 氣 

に 求む るな かれと 曰 ふ。 心に 得 ざれば 氣に 求む るな かれと は 可な り。 言に 得 ざれば 心に 求む る 

なかれと は 不可な り。 夫れ 志 は氣の 帥な り。 氣は 體の充 なり。 夫れ 志 至れば 氣 次ぐ。 故に n く、 

其の 志 を 持して 其の 氣を 暴す るな かれと」。 r 旣に、 志 至れば 氣次 ぐと 曰 ひ、 又、 其の 志 を. し 


て 其の 氣を 暴す るな かれと 曰 ふ は何ぞ や，」。 曰く、 「志壹 なれば 則ち 氣を 動かし、 氣壹 なれば 則 

ち 志 を 動かすな り。 今 夫れ 躕 くもの、 趨る もの は 是れ氣 なり。 而 るに 反りて 其の 心 を 動かす。 

敢 へて 問 ふ、 夫子 惡 にか 長 ぜる. 一。 曰く、 「吾れ 言 を 知る。 我れ 善く 吾が 浩然の 氣を養 ふ」。 i 敢 

へて 問 ふ、 何 を か 浩然の 氣と謂 ふ」。 曰く、 「言 ひ 難き なり。 其の 氣 たる や 至大 至剛、 直を2^て 

養 ひて 害する ことなければ、 則ち 天地の 間に 塞がる。 其の 氣 たる や 義と 道と に 配す。 是れ なけ 

れば 鞍うる なり。 是れ 集義の 生ずる 所の ものな り。 義襲 ひて 之れ を 取る に 非ざる なり。 行、 心 

こころよ 

に谦 からざる こと あれば 則ち I ^う。 我れ 故に 曰 はん、 告子は 未だ 嘗て 義を 知らず と。 其の 之れ 

を 外にす る を 以てな り。 必ず 事と する あり、 正す るな かれ。 心に 忘る るな かれ。 助けて 長ぜし 

そう ひヒ _* 一と しか  5n  2 

むるな かれ。 宋 人の 若く 然 するな かれ。 宋人 其の 苗の 長ぜ ざる を閔 へて 之れ を揠 ける 者 あり。 

芒々 然として 歸り 其の (き 人に 謂って 曰く、 今日 病れ ぬ。 予れ苗 を 助けて 長ぜ しめたり と。 其 

の子趨 りて 往 きて 之れ を 視れば 苗 則ち 稿れ ぬ。 天下の 苗 を 助けて 長ぜ しめざる もの は 寡し。 以 

て 益な しと 爲 して 之れ を舍 つる 者 は 苗 を耘ら ざる 者な り。 之れ を 助けて 長ぜ しむる 者 は 苗を揠 

く 者な り。 徒に 益な きのみに 非ず、 而 して 又 之れ を 害す」。 「何 を か 言 を 知る と 謂 ふ」。 曰く、 「II 

辭は 其の 蔽 はるる 所 を 知る。 淫辭は 其の 陷る所 を 知る。 邪辭は 其の 離る る 所 を 知る。 遁辭は 其 

の窮 する 所 を 知る。 其の 心に 生じて 其の 政に 害 あり。 其の 政に 發 して 其の 事に 害 あり。 聖人 復 
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た 起る とも 必ず 吾が 言に 從 はん」。 「宰我 • 子 貢 は 善く 說辭 を爲 し、 冉牛 • 閱 子 •  ：m 淵 は 善く 德 

行 を： 一一 1ロ ひ、 孔子 は 之れ を 兼ねたり。 曰く、 我れ 辭 命に 於て は 則ち 能くせ ざるな りと。 然 らば 則 

ち 夫子 は 旣に聖 なる か」 曰く、 「惡、 是れ 何の 言ぞ や。 昔 者 子 貢、 孔子に 問 ひて 曰く、 夫子 は 

聖な るかと。 孔子 曰く、 聖は 則ち 吾れ 能 はず。 我れ は學 びて 厭 はず、 敎 へて 倦まざる なりと。 

子 貢 曰く、 學 びて 厭 はざる は智 なり、 敎 へて 倦まざる は 仁な り。 仁に して 且つ 智 なれば 夫子 は 

旣に聖 なりと。 夫れ 聖は 孔子 も 居らず。 是れ 何の 言ぞ や」。 「昔 者竊 かに 之れ を 聞け り。 子 夏 • 

子 游* 子 張 は 皆 聖人の ー體 あり。 冉 牛. 閔子 • 顔 淵 は 則ち 體を 具して 微 なりと。 敢 へて 安ん ず 

る 所 を 問 ふ」。 曰く、 「姑く 之れ を舍 け」。 曰く、 「伯 夷 • 伊 尹 は 何 如」。 曰く、 「道 を 同じう せず。 

其の 君に 非 ざれば 事へ ず。 其の 民に 非 ざれば 使 はず。 治まれば 則ち 進み、 亂 るれば 則ち 退く は 

伯 夷な り。 何れに 事 ふるとして か 君に 非ざる。 何れ を 使 ふとして か 民に 非ざる。 治に も 亦 進み、 

亂 にも 亦 進む は 伊 尹な り。 以て 仕 ふべ ければ 則ち 仕へ、 以て 止む ベければ 則ち^ み、 以て 久し 

かるべ ければ 則ち 久しく、 以て 速 かなる ベければ 則ち 速 かなる は 孔子な り。 比 £、 古の 聖人な り。 

吾れ 未だ 行 ふこと ある 能 はず。 乃ち 願 ふ 所 は 則ち 孔子 を學 ばん」。 「伯 夷 • 伊 尹の 孔子に 於け る 

は是 くの 若く 班し きか」。 曰く、 「否、 生 民 ありて より 以来 未だ 孔子の ごとき あらざる なり」。 

曰く、  r 然 らば 則ち 同じき こと あるか J0 曰く、 「あり。 百 里の 地 を 得て 之れ に 君たら ば、 皆 能 


く 3- て 諸侯 を 朝せ しめて 天下 を 有たん。 一 の 不義 を 行 ひ 一 の 不辜を 殺して 天下 を 得る は 皆爲さ 

ざるな り。 是れ 則ち 同じ」。 曰ぐ、 「敢 へて 其の 異る 所以 を 問 ふ」。 曰く、 「宰我 • 子 貢. 有 若 は 

くだ  おもね 

智以- て 塞 人 を 知る に 足れり。 汗れ ども 其の 好む 所に 阿る に 至らず。 宰我 曰く、 予れを 以て 夫子 

を 觀れば 堯舜に 賢る こと 遠し と。 子 貢 曰く、 其の 禮を 見て 其の 政 を 知り、 其の 樂を 聞きて 其の 

德を 知る。 百世の 後より 百世の 王 を 等す るに 之れ に 能く 違 ふなき なり。 生 民より 以来 未だ 夫子 

の ごとき あらざる なりと。 有 若 曰く、 豈に惟 だ 民の みならん や。 錤麟の 走獸に 於け る、 鳳凰の 

さ-うてつ 

飛鳥に 於け る、 太 山の 丘垤に 於け る、 河 海の 行 涼に 於け る は 類な り。 聖人の 民に 於け る も.！^ 類 

なり。 其の 類 を 出で 其の 萃を拔 く、 生民ょり！^來未だ孔子ょり盛なるはぁらざるなり」 と。 

〇 孟施舍 の 勇 を 養 ふ 所。 

此の 章 浩然の 氣を 論ず。 其の 論 甚だ 盛大 雄偉な り。 北 宮^  • 孟施舍 の 勇の 如き は 固よ 

り 言 ふに 足らず。 但だ孟 施 舍の勇 は、 武士 戰 場に 向 ふ 時 はかく こそ あり 度き ことなり。 

おそるるなかれ 

因って 其の 略 を 言 はん。 無 懼 の 二字 是れ 主な り。 勇 氣敵を 呑む と 云 ふ 如く， 百 萬の 

大敵 目に 餘 ると 雖も 屑と もせぬ ことなり。 死 を 知れば 必ず 勇と 云へば • 打 死し」 覺悟さ 

へ 定まり たれば、 大敵 猛勢 も畏 るるに 足る ことなし。 然れ ども 此の 男 を 養 ひて 大 にな 
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さ ざれば. 假令覺 悟 定まりたり とも le- 氣敵 を^む 所な し。 未だ 孟施舍 の 勇 を 語る に 足 

らず。 孟施舍 の 如き 者 一人^ 中に あれば、 總 軍の 氣是 れが爲 めに 大いに 增 盛し、 收軍 

も轉 じて 勝 軍と なる ものな り。 此の 人 一 人國 中に あれば、 阁國 の氣是 れが爲 めに t= 盛 

し、 弱 國も轉 じて 强國 となる ものな り。 況ゃ 此の 人を舉 げて將 帥の 任し-なすに 於て を 

や。 强將の 下；^ 兵な きこと 必 せり。 士 安ん ぞ兹に 志さざる ベ けんや。 

~ 〇 至大 至剛， 直 を 以て 養 ひて 害する ことなければ、 則ち 大 地の 問に 塞がる。 

(に^ ほ 此の 一節 最も 詳 かに 讀 むべ し。 至大と は 浩然の 氣 の形狀 なり。 「恩 を拖 せば、 以て W 

上篇第 七章參 

お ほ 

海 を 保ん ずるに 足る」 と 云 ふ も、 卽ち 此の 氣 なり。 此の 氣の蓋 ふ 所、 四海の 鹿き、 市：： 

民の 衆き と 云へ ども 及ばざる 所な し。 ^に大 ならず や。 然れども此の氣^^養はざる時 

は、 一人に 對 しても 性怩 として 容れ ざる 如し。 況 ゃ十數 人に 對 する を や。 況ゃ 千ず！： 人 

を や。 蓋し 此の 氣養 ひて：： だれ を 犬に すれば、 其の 大極 りなし。 1^ して：： だれ を 小に すれ 

(5  g 文 公 ば、 其の 小 亦 極り なし。 ^然 は大の 至れる ものな り。 至剛とは^^然の氣の校様なり。 

K-SSSSIiti^ 參  ニーし 

0  「富貴 も淫 する 能 はず、 貧賤 も 移す 能 はず、 威武 も 屈する 能 はず」 と 云 ふ、 卽ち 此の 


氣 なり。 此の 氣の 凝る 所、 火に も燒 けず 水に も 流れず。 忠臣 義士の 節操 を 立つ る、 頭 

は 刎ねられても、 腰 は 斬られても、 操 は 遂に 變ぜ ず。 高官 厚 祿を與 へても、 美女 淫聲 

を陳 ねても、 節 は 遂に 換 へず。 亦剛 ならず や。 凡そ 金 鐵剛と 云へ ども 烈火 以て 鎔 かす 

てっさく 

べし。 玉石 堅と 雖も鐵 鑿 以て 碎く べし。 唯 だ 此の 氣獨 り然ら ず。 天地に 通じ 古今 を 貫 

き、 形骸の 外に 於て 獨り存 する もの、 剛の 至りに 非ず や。 至大 至 剛は氣 の形狀 模様に 

して、 直 を 以て 養 ひて 害する ことなき は、 卽ち 其の 志 を 持して 其の 氣を暴 ふなき の義 

にして、 浩然の 氣を養 ふの 道な り。 其の 志 を 持す と 云 ふ は、 吾が 聖賢 を學 ばんと する 

^-0  さくて つ  な 

の 志 を 持ち 詰めて 片時 も 緩が せな くす る ことなり。 學 問の 大 禁忌 は作輟 なり。 或は 作 

し 或は 賴 むる こと ありて は 遂に 成就す る ことなし。 故に 片時 も 此の 志 を 緩が せな くす 

一) 嘉永 S る を、 其の 志 を 持す と 云 ふ。 IT タス 其？ 纏； J?S 一が？ 半ぽ gKsris 一-齢 

BB.^U^0S0^ 直 を 以て 養 ふと 云 ふ も 同じ 工夫に て、 平日す る 所 

悉く 直 道に 外る る ことなくして、 是れを 以て 此の 氣を 養育す る ことなり。 其の 氣を暴 

ふなし と 云 ふ は、 卽ち 害するな しと 云 ふと 同じ。 害する と 云 ひ、 暴 ふと 云 ふに 二様 あ 
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？ * にしい まま 

り。 一 は 私欲 を 肆 にし、 直 道 を 以て 志 を 持す る こと を 忘る る 時 は、 自ら 省みて 愧づ 

く  V. ぎ 

る 所 あり。 大いに 氣を暴 ひ 害するな り。 是れ卽 ち 下 節の 所謂、 を耘ら ざる 者な り。 

二 は 浩然の 氣の 至大 至剛 は、 爲す所 道義に 合 ふより して 自ら 生ずる も S なり。 然るに 

道義に 合 ふと 合 はぬ をも考 へず、 向う 見ずに 大と剛 と をな さんと する 時 は、 ： 時 は 

我慢 血氣 にて 狂暴 粗 豪 を 以て 剛も大 もな すべ けれども、 遂に は 愈 .-门 ら^み て 愧づる 

所 あり。 武田 信玄の 終身 論語 を讀 むこと 能 はざる 如き、 是れ 最も 氣を暴 ひ 害する の大 

なる ものな り。 n;,- れ下 節の 所謂、 苗 を揠く 者な り。 天地の 間に 寒-がると 云 ふ は、 其の 

效驗を 云 ふなり。 然の氣 は 本と "だれ 天地 間に 充塞す る 所に して、 人の 得て 氣 とする 

所な り。 故に 人 能く 私心 を 除く 時 は、 至大に して 天地と 同 一 體 になるな り。 今 五 3 れ 一 

(1) *.| 曾 一行の 細より して、 一 これ を 身に 本 づけ、 これ を. K 民 に^し、 これ を 三 王に 考 へて 

一一 十九 章 f  ただ 

終らず。 これ を 天地に 建てて 悖らず、 これ を 鬼神に 質して 疑な く、  W ，以て 聖人 を俟 

ち 則て 惑 はず、 動いて 世 天下の 道と なり、 行 ひて^ 天下の 法と なり、 首 ひて ゆ .大 ドの 

となる」 と 云 ふ 如く なれば、 天地 古今に 充塞す と 云ぶべし。 浩然の 氣は古 相 ii- 


へて、 孟子に 至り 發明 する 所、 學 者に 於て 最も 切實 なること 故に、 特に 是れ を詳 かに 

す。 

第 十一 場 七月 二十 九日 

第三 章 

孟子 曰く、 力 を 以て 仁 を假る 者は霸 たり。 霸 たるに は 必ず 大國を 有つ。 德 をお 二」 仁 を 行 ふ 者 は 

王たり。 王た るに は大を 待たず。 湯は七十里を2^てし、 文 王 は 百 里 を 以てす。 力 を：^ て 人 を 服 

する 者 は 心服す るに 非ざる なり、 カ瞻ら ざれば なり。 德を 2- て 人 を 服す る 者 は 中心 悅 びて 誠に 

(二) 詩經大  服す るな り。 七十 子の 孔子に 服す るが 如きな り、 詩に 云 ふ、 「西より し 東より し、 南より し 北 

雅 文 王有聲 

の篇  よりし、 思 ひて 服せ ざる はなし」 と。 此れの 謂な り。 

此の 章、 王 霸の辨 を 論ずる こと 明かな り、 味 ふ， べし。 世人 或は 謂へ らく、 王 は 天子の 

事に して、 霸は 諸侯の 事な りと。 而 して 孟子の 論ずる 所 は 然るに 非ず。 故に 七十 里に 

て も 王な り、 百 里 にても 王な り。 是れを 以て 推す に 賤民と 雖も、 王 あり 霸 あり。 夫れ 

富 商大 賈、 金銀 財 帛のカ を 有し、 恩 を 賣り名 を 要する 爲め にして、 窮民 丐兒を 牧養賑 

恤 する は霸 なり。 又 身 貧困な りと 雖も、 ー簞の 食. 一瓢の 飮をも 分ち て 親戚 故 舊と是 
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れを 共に し、 或は 仰いで 事へ 俯して 畜 ふの 餘资を 以て 貧乏 を 救す る 類 は 王な り。 - 町.？ 

呼、 世 道の 衰 ふる、 天子 諸侯に 就いて 霸者を 求む るに 絶えて 無くし て^かに あり。 何 

ぞ況ゃ 王者 を や。 名 敎の收 るる、 士 農工 賈に 就いて 霸者を 求む るに 义^ かに ありて 多 

く あらず。 何 ぞ況ゃ 王者 を や。 哀しい かな、 哀しい かな。 

第 四 章 

孟子 曰く、 仁 なれば 則ち 榮ぇ、 不仁 なれば 則ち 辱 しめらる。 今 辱を惡 みて 不仁に 居る は、 是れ 

翁 ほ濕を 悪み て 下き に 居る がごと きなり。 如し 之れ を惡 まば 德を贵 びて 士を 尊ぶ に 如く はなし" 

賢者 位に 在り、 能 者 職に 在り、 國家閒 暇 あり。 是の 時に 及んで 其の 政 刑 を 明かに せば、 大國と 

淮も^^ず.1\3  r-^a?/.ri,u。 註。 此れ 其の 辱も惡 むの 情に 因りて 之れ も 進む るに 仁 を 畑む るの^ な rj てす るな り。 德も 》; 

も、 ゼ ォ 1 化 田 R れ / ぶ は Si ほ 德を尙 ぶが ごとし。 士は 則ち 其の 人 を 指して 之れ を 言 ふ。 BS とは德 ある 之れ. y 

して 位に 在らし むれ， は、 則ち 以て ^s: も 正して 俗 を？^  くす るに 足 る。 能と は才 ある 者。 之. d をして ® におら しむ"^ 則ち て 

政 を 修めて 事 を 立つ るに 足る。 閉暇 ある は 以て 爲す あるべき の 時な り。 詳 かに 及の 字 を 味へば 則ち 惟 だ C も 足らす の 

お 該 ？：^詩に云ふ、 「天の 未だ 陰 雨せ ざるに 造んで、 彼の 桑 土 を^り て： it を ii す。 今 此の 下民、 

敢 へて 予れを 侮る あらん や」 と。 孔子：：： く、 「此の 詩 を 爲れる 者 は 其れ 道 を 知れる か」 と。 能く 

其の 國家を 治めば、 誰れ か敢 へて 之れ を 侮らん。 今、 國家閒 暇 あり。 是の 時に 及んで 般樂怠 数 

せば、 是れ 自ら 禍を 求む るな り。 £。。偷ー^"^^£^^5§¥れ^;1ル：安 禍福 は 己れ より 之れ を 求めざる 
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者な し。 (i^inK ふ、 「永く 言に 命に 配し、 自ら 多 福 を 求む」 と。 太 甲に 曰く、 「天の 作せ る孽は 

瘤 ほ 1遲 くべ し。 自ら 作せ る 孽は活 くべ からず」 と。 此れの 謂な り。 

此の 章、 兩 つの 是の 時に 及んでの 語 を 下す。 朱 註 並びに、 惟 だ 日 も 足らずの 意と 云 ふ。 

最も 妙、 味 ふべ し。 今や 東 墨 西 歐駸々 來り逼 る。 官皆 枉げて 其の 意に 適從 す。 輿地 圔 

今 を披 きて 是れ を檢 する に、 蝦夷の クシ ュ ン コ タン 旣に魯 人の 城壘を 築く。 松 前の 箱 

館 • 伊豆の 下田、 巳に 墨 人の 互市 場と なる。 肥 前の 長 崎、 暗 • 拂 の 來航頻 々なり。 其 

の 他武藏 の神奈 川. 志 摩の 鳥羽 • 攝津の 難 波 等、 夷人 已に 去る と雖 も、 腥膻の 氣汙染 

して 未だ 去らず。 然 らば 則ち 神州の 其の 汗 を 受けざる もの 幾許 ぞゃ。 事 已に茲 に 至る、 

閒暇叉 幾時ぞ や。 幸に 今數 年の 災を紆 ぶ、 實は 不治の病 を 護す。 是の 時に 乘じ惟 だ 日 

も 足らずと して、 日夜 刻苦 勉勵、 上に 在りて は 其の 政敎を 修め >  士大 夫に 在りて は 其 

, 'うこ  ちう びう 

の學 藝を鍊 り、 農工 商賈は 各.' 其の 業 を 勤め、 務めて 牖戶を 綱 終し、 下民の 侮り を禦 

ぐべ し。 然るに 今 は然ら ず。 是の 時に 乘じ惟 だ 日 も 足らず 日夜 般樂怠 敷す る こと 何事 

ぞゃ。 古今 同慨 なる かな。 
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•  〇 禍福 は已れ より 之れ を 求めざる 者な し。 

此の 語 甚だ 妙、 禍福の 二字 皆 示に 從ふ。 凡そ 示に 從ふ字 は、 神紙祥 +g の 類- ^犬 近お 

神に かかる 字な り。 故に 禍福と 云 ふ は、 世俗に 所謂 天罰の 中る. 神罰 を まると 云 ひ、 

又 神の 惠を受 くる、 天の 福 を，^  くと 云 ふ 類な り。 古今 共に 3^ 味の  <- 情 は：！ じ；： せに て、 

兎角 天 や 神 やの 禍福 を 降す 如く 思 ふ 故に、 孟子 特に 云 はく、 禍福 大ょり 降る に ず， 

神より 出づ るに 非ず、 己れ より 求めざる 者な しとな り。 此の 理を 知りて 初めて 共に i ルー 

に 入るべし。 此の 理 を 知らざる 者 は 天地 鬼神に のみ 詔び 諛 ひて、 己れ の 行 は 修めず。 

y か) く SMI 是れを 福を辭 して 禍を 求む ると 云 ふ。 小人の 行 ふ 所皆然 り。 憐 むべき のみ。 

すと いひ、 こ 

こ は 店稅 以外 第五 Jlf 

に 物品 稅 をと  コー 

(二 )ーる£ き il 孟子 曰く、 賢 を 尊び 能 を 使 ひ、 俊傑 位に 在れば、 則ち 天下の 士 iji 悅 びて 其の 朝に 立つ こと を 願 

於て は檢 1 す  二) てん  . 一.，， 

るの みに して はん。 巿は廛 して 征 せず、 法して 廛せ ずん ば、 則ち 天下の 商 ijc 悅 びて 其の 市に 覼 むる こと を 願 

W 税を とらね  (二) 

をい ふ  はん。 關は 譏— て征せ ずん ば、 則ち 天下の 旅皆悅 びて 其の 路に 出づる こと を 願 はん。 耕す 者 は 

(三) .fF は錄  じょ  ：, 二 

の！ S せ 助して 税せ ずん ば、 則ち 天下の 農皆悅 びて 其の 野に 耕す こと を 願 はん。 摩： にお 里の 布なければ、 

i 宅 鍵賴 *y い  t み 

ふ  則ち 天下の 民 は皆悅 びて 之れ が 氓と なること を 願 はん。 ま：，||能|^£-れ5。は§ぽ^にヌ|^|| 


,p  とに 能く 此の 五 者 を 行 はば、 則ち 鄰國の 民 も 之れ を 仰ぐ こと 父母の 若くな らん。 其の 子 

弟 を i ゐて 其の 父母 を攻 むる は、 生 民より 以来、 未だ 能く 濟す者 あらざる なり。 此 くの 如くん 

ば 則ち 天下に 敵な からん。 天下に 敵な き 者 は 天 吏な り。 然り而 して 王たら ざる 者 は 未だ 之れ あ 

ら ざるな り。 

此の 章、 仁政 を 論ずる こと 甚だ 詳 かなり。 大意 夭 下の 士商旅 農民 皆 我が 國を慕 ひ來る 

如くす る 事な り。 五 者の 中 尤も 要と する 所 は 叉士の 其の 朝に 立つ こと を 願 ふ 如くす る 

に 在り。 故に 此の 條を 以て 第一 に 置くな り。 政に 任ずる 者 胸に 手 を 措きて 思惟すべし。 

第 六 章 

孟子 曰く、 人 皆 人に 忍びざる の 心 あり。 先王 人に 忍びざる の 心 ありて、 斯に 人に 忍びざる の 政 

あり。 人に 忍びざる の 心 を：^ て、 人に 忍びざる の 政 を 行 はば、 天下 を 治む る こと 之れ を 掌 上に 

た ーゥま 

g ら すべし。 人皆人に忍びざるの心ぁりと謂ふ所！^のものは、 今、 人 尔ち孺 子の 將に 井に 入ら 

ん とする を 見れば、 皆 1 つ sgil が 心 あり。 * 交を孺 子の 父母に 內 るる 所 W; 〔にも 非ず、 譽を 鄕黨朋 

友に i むる 所以に も 非ず、 其の 聲を惡 みて 然るに も 非ざる なり。 是れに 由り て 之れ を觀れ ば、 
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惻隱の 心なき は 人に 非ざる なり。 羞惡の 心なき は 人に 非ざる なり。 辭 譲の 心なき は 入に 非ざる 

なり。 是非の 心なき は 人に 非ざる なり。 惻隱の 心 は 仁の 端な り。 羞 悪の 心 は義の 端な り。 i 

の 心 は禮の 端な り。 是非の 心 は智の 端な り。 人の 是の四 端 ある や、 潜 ほ 其の 四 lg あるが ごとき 

なり。 是の四 端 ありて 自ら 能 はずと 謂 ふ 者 は、 自ら 賊ふ 者な り。 其の 君 能 はずと.！ i ふ 者 は、 其 

の 君 を賊ふ 者な り。 凡そ 我れ に 四 端 ある 者 は、 皆擴 めて 之れ を充 たす こと を 知る。 火の 始めて 

然ぇ、 泉の 始めて 達する が 若し。 苟も 能く 之れ を充 たさば、 以て 四海 を 保ん ずるに 足り、 苟も 

之れ を充 たさ ざれば、 以て 父母に 事 ふるに も 足らず。 

此の 章、 人に 忍びざる の 心より、 遂に 四 端の 論に 及ぶな り。 人に 忍びざる は 卽ち惻 隠 

の 心に して、 羞惡. 辭讓. 是非、 皆是れ より 出づる 所な り。 鳴 呼、 人々 斯の 心なき は 

あら じ。 而 して 凡人 は 皆 擴充の 術 を 知らず。 以て 聖人に 及ばざる 所な り。 孺子入 井の 

譬、 及び 梁惠王 上篇牽 牛の 說、 事大い に 相 類す。 宜しく 良心 發 見の 所 を 知りて 擴^ を 

勤むべし。 擴充の 二字、 是れ 孟子 人を敎 ふるの 良 術な り。 

(一) 矢皇 第 七 章 

る 人、 函人 は  (1) し じん 

甲 青 を 造る 人  孟子 曰く、 矢 人豈に 函人より 不仁な らん や。 矢 人 は 惟 だ 人 を 傷け ざらん こと を 恐れ、 兩入は 佳 


だ 人 を 傷 けんこと を 恐る。 巫 匠 も亦然 り。 故に 術は愼 まざる ベ からざる なり。 孔子 曰く、 「仁 

に 里る を 美と 爲す、 擇 びて 仁に 處ら ずん ば i んぞ智 なる を 得ん」 と。 夫れ 仁 は 天の 尊爵 なり。 

とど 

人の 安宅な り。 之れ を禦 むる ことなくして 不仁なる は、 是 れ不智 なり。 不仁. 不智 • 無 禮* 無 

義は 人の 役な り。 人の 役に して 役 を 爲すを 恥づる は- * 由 ほ 弓 人に して 弓 を 爲るを 恥ぢ、 矢 人に 

して 矢 を爲る を恥づ るが ごときな り。 如し 之れ を 恥づれ ば、 仁を爲 すに 如く はなし。 仁者 は 射 

の 奴し。 射 者 は 己れ を 正しう して 後に 發っ。 發 ちて 中らざる も 己れ に 勝つ 者 を 怨みず、 反りて 

これ を 己れ に 求む るの み。 

尊 爵 • 安宅 は 正に 人 役と 相反す。 何 を か 尊 爵と云 ふ。 人、 本と 心を存 し、 人道に 於て 

失 ふ 所なければ、 假令 一 時に 屈 抑 せらる ると も、 萬 I に發揚 すべし。 俗輩に 凌 侮 せら 

るると も、 道 を 知る 者に は 尊崇 せらるべし。 道 を 知る 者の 尊崇 は 萬 世に 發揚 する に 足 

る。 固より 俗輩の 凌 侮、 一時の 屈 抑の 比すべき ならん や。 故に 是れを 尊 爵と云 ふ。 何 

を か 安宅と 云 ふ。 凡そ 人の 居る 所 金城 湯 池と 雖も、 彫牆畫 屋と雖 も、 是れに 居る に德 

を 以てせ ざれば、 衆 怒 並び 起り、 群怨 日に 盛に して、 一 日 も 其の 居 を 安ん ずる こと 能 

はず。 且つ 一時の 機に 乘じ 富貴 尊榮を 得る と雖 も、 中心 自ら 愧ぢ 自ら 愁ひ 安ん ぜ ざる 
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の甚 しき- 將た 何とかい はん。 も 仁に 於て 得る こと あらば、 貧富 苦樂、 死生 得 喪、 

往く として 安んじ 且つ 樂し まざる ことなし。 若し 然ら ざれば、 贫苦死 喪 固より 哀しむ 

ベく して、 富樂 生得 亦. 樂し むこと を す、 煢々 汲々 人の 役と なる のみ。 故に 批 人の 所 

謂 尊 爵は眞 の 尊 に 非ず して、 安宅 は眞の 安宅に 非ず。 且つ 眞の尊 體ニ女 宅 は 人々 间 

有する 所、 得ん と 欲すれば 卽ち 得、 世人の尊^:.安{^^の求め難きが如きに非ず。 何た 

苦しんで 久しく 人の 役と なるや。 思 はざる の甚 しきな り。 

第 八 章 

孟子 曰く、 子 路は人 之れ に吿 ぐるに 過 ある を 以てすれば 則ち 喜ぶ。 禹は善 言を閒 けば 則ち 拜す。 

大舜 にこれ より 犬なる あり。 善 は 人と II じうし、 己れ を，^:: てて 人に 從ひ、 人より おりて 以て 善 

を爲 すを樂 しむ。 耕稼陶 漁より 以て 帝た るに 至る まで、 人より 取る に 非ざる ものな！。 これ を 

入ょり-取りて2^て善を爲すは、 是れ 人と 善 を爲す 者な り。 故に 君子 は 人と 善を爲 すより 大 なる 

X な し 0 

舜は 大聖 人な り。 其の 賤 しくして 農夫 • 陶工 -漁 父と^ ずるに 常り て や、 必ず 人より 

取りて 以て 善 を爲す もの は、 天： 卜の 至大 至赜、 誠に 一 人智 力の 能く 及ぶ 所に 非ざる を 


知れば なり。 人と 善を爲 すに 至りて は 仁の 至れる ものな り。 吾が 倚 小人、 聖人の 大德 

に 及ぶべき に 非ず と 雖も， 旣に志 を 立てて 聖人 を學 ぶ、 何 ぞ大舜 を 畏れん や。 故に 己 

れの 小智 小 能 を 挟まず、 濶 然として 人の 智能 を 採用し、 且つ 人の 善心 を勸め 助け、 共 

に 道に 適くべし。 是れ 大舜の 道な り。 今 *!、 智能の 士 乏しき に 非ず。 唯 だ 恨む る 所の 

もの は、 己が 智能 を恃 み、 人の 智能 を 採用せ ず。 且つ 人 を 誘して 道に 進む る もの 極め 

て 少なし。 甚 しきもの は 兩智兩 能 互に 相 軋る に 至る。 哀しむ べきの 甚 しきもの なり。 

吾が 倚 宜しく 深く 心 を 兹に用 ふべ し。 

第 九 章 

孟子 曰く、 伯 夷 は 其の 君に 非 ざれば 事へ ず、 其の 友に 非 ざれば 友と せず、 惡 人の 朝に 立たず、 

もの. 5  にく 

惡 人と 言 はず。 悪人の 朝に 立ち、 惡 人と 言 ふ は、 朝 农朝冠 を 2 ^て 塗炭に 坐す るが 如し。 惡を惡 

む. の 心 を 推す に、 思へ らく、 鄕 人と 立ちて 其の 冠 正しから ざれば、 望々 然として 之れ を 去り、 

(一) 魯の大 將に 1 されん とする が 若しと。 是の 故に 諸侯 其の 辭命を 善くして 至る 者 ありと 雖も、 受けざる 

fe^  .s きぎよ  广 1)  を くん は  いや 

と 邑 3 なり。 受けざる は、 是れ亦 就く を 屑し とせざる のみ。 柳 下 惠は汙 君 を羞ぢ ず、 小官 を 卑しと せ 

？ら I^^"i<, ず、 進みて 賢 を i さず、 必ず其の道を！^てす。 遣 佚 せらる る も 怨みず、 阨窮 する も憫 へず。 故 
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なん ぢ  たんせきら て."  -, -ビく  けが 

に 曰く、 「爾 は爾 たり、 我れ は 我れ たり。 我が 側に^ 視裸裡 すと 雖も、 爾 .filt んぞ 能く 我れ を： 

さんや」 と。 故に 由々 然として 之れ と 偕に して、 而 して 自ら 失 はず。 援 きて 之れ を. i; むれば 止 

まる。 援 きて 之れ を 止めて 止まる は、 是れ亦 去る を 暦し とせざる のみ。 孟子 闩く、 伯！^？^は^、 

柳下惠 は不恭 なり。 隘と 不恭と は、 君子 由らざる なりと。 

伯 夷の 淸、 柳 下惠の 和、 各.' 一 11 を 得。 故に 變 じて 隘 となり 不恭 となる。 若し 淸 なる 

(1) 木 ls„l ベく して 淸、 和なる ベく して 和なる 時 は、 孔子の 一 以て 化 ふべ ければ 則ち：^ へ、 以て 

ニ耷 本文 tK< 照 

止む ベければ 則ち 止み、 以て 久し かるべ ければ 則ち 久しく、 以て 速 かなる ベければ 則 

ち 速 かなる」 と、 何ぞ異 らん や。 而 して 人 各. -资質 あり。 故に 古人 を舉 びて 其の 性の 

近き 所 を 得べ し。 余 尤も 柳 下 惠の行 を 愛す。 由々 然として 之れ と 偕に すと は 和な り。 

而 して 自ら 失 はざる は 流れざる なり。 和に して 已 まざれば、 必ず 流 俗に 同じて 汙 世に 

合 ふに 至る。 故に 流れざる を 以て 己れ を 持す。 其の 人 を 待ち 物に 接する は 甚だ 寬 厚に 

して、 自ら 處 する は 甚だ 厳密なる、 是れ柳 下惠の 行なり。 人 能く 此 くの 如ぐ なれば、 

何程 壞亂の 世に 處 ると 雖も、 必ず 能く 志 を 協へ 心 を 同じう し、 世 道 を 維持す るの 人 を 


(二) 景 城の 

人、 初め 燕 王 

劉 守 光の 參軍 

唐 • 晉 • 漢 • 

周と 十三 君に 

歷 仕し 官は皆 

將 相たり。 自 

ら長樂 老と號 


得るな り。 但し 五代の 馮 道の 如き は、 五 朝 八 姓に 歷 事し、 身 常に 大臣と なり、 敢 へ て 

國に殉 ずるの 節な く、 國を存 する の 策な き 者に して、 人 或は 認めて 道廣 しな どと 云 ふ 

に 至る。 是れ柳 下惠の 和を學 びて、 其の 流れざる を 忘る るに 非ず や。 斯 くの 如き 時に 

至りて は、 伯 夷の 清に 非 ざれば、 安ん ぞ 能く 義を 正し、 道 を 明かに して、 I 道 を 維持 

せんや。 故に 余 は 則ち 柳 下惠を 主と し、 是 れを輔 する に 伯 夷 を 以てせん と 欲す。 是れ 

余が 志な り。 一 二の 朋友 却って 伯 夷に 似た る 者 あり。 余 は 則ち 叉是 れを輔 くるに 柳 下 

惠 1 以てせん と 欲す。 是れ 余の 二 聖人 を學 ぶの 術に して、 孟子の 孔子 を學 ぶ、 恐らく 

は 亦 是れに 外なら ず。 

此の 篇 首章、 王た るの 易き を 云 ふ。 管 晏を黜 くる もの は、 意實に 孔子 を學 ぶに ある 

なり。 二 章 は 上 を 承け て 心 を 動かさざる を 言 ふ。 言 を 知り 氣を養 ふ を 以て 其の 工夫 

とす。 遂に 孔子 を學 ぶの 意に 落着す。 三 章、 王 霸を辨 じ、 四 章、 榮辱を 論ず。 皆 首 

章の 餘意 を發 明す。 五 章、 詳 かに 仁政 を 論ず。 首章 仁政 を 行 ふの 句を實 にす。 六 章、 

仁心の 固有 を 明かに し、 七 章、 仁 を 擇むを 論じ、 並びに 仁政の 根本と す。 八 章、 子 
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^-^.大 舜を舉 げて遙 かに 第二 章の 末、 群 賢聖を 列す るの 意に 照應 し、 九 章、 

夷 • 柳 下惠を 言 ひて、 君子由らざるなりに^！し、 孔子 を學 ぶの 意 を 重ぬ。 管：li^vの^ 

くべき は 復た言 を 待たず。 れ上篇 の 文脈な り。 

第 十二 場 八月 111 日 

f 註。 凡そ 十 ras。 第二 章よ.^ 以下 は孟 

ダゾぉ i 1 の 出 所行 記す る こと 詳 かなりと す。 

首章 

孟子 曰く、 天の 時 は 地の利に 如かず、 地の利 は 人の 和に 如かず。 一 一 I 鬼の 城、 七 単； の郭、 IS りて 

之れ を攻 むれ ども 勝たず。 夫れ 環り て 之れ を攻 むれば、 必ず 天の 時 を 得る もの あるべし。 然り 

而 して 勝たざる は、 是れ 天の 時 は 地の利に 如か ざれば なり。 城 高から ざるに 非ず、 池 深から ざ 

るに 非ず、 兵 革 堅 利なら ざるに 非ず、 米 粟 多から ざるに 非ざる なり。 てて 之れ を 去る は、 是 

れ 地の利 は 人の 和に 如か ざれば なり。 故に 曰く、 「民 を 域る に 封 疆の界 を 以てせず、 國 を 固む 

るに 山 豁の險 を 以てせず、 天下 を 威す に 兵 革の 利 を 以てせず」 と。 道 を 得た る 者 は 助け 多く、 

道 を 失へ る 者 は 助け 寡し。 助け 寡き の^り は 親戚 之れ に i き、 助け 多き の 至り は 天下 之れ に 順 

ふ。 天下の順ふ所を2^て親戚の畔く所を攻む。 故に 君子 は戰 はざる こと あり、 戰 へば 必ず 降つ。 


〇 天の 時 は 地の利に 如かず、 地の利 は 人の 和に 如かず。 

此の 義 明白 復た論 を 待たず。 今 試みに 是れを 例言 せん。 夫れ 人 和 を 得て 初めて 地 利用 

ふべ し、 天 時 用ぶべし。 故に 國 家の 務を 論ずる 時 は、 先づ人 和を務 むべ し。 人 和 巳に 

得ば 城 高う すべし、 池 深う すべし、 兵 革 堅 利に すべし、 米 粟 多くすべし、 其の 戰に臨 

みて は 天 時も擇 ぶべ し。 是れを 一身に 譬 ふるに、 胸中 固より 忠孝の 念を存 する、 是れ 

人 和の 如し。 忠孝の 念 あらば 文 學も修 むべ し、 武藝も 講ずべ し、 武器 も畜 ふべ し。 是 

れ天 時. 地 利の 如し。 故に 忠孝の 念な き 者 をして、 文武 を講修 し、 武器 を畜 へしめば、 

却って 害と なり、 其の 身 を 全うする こと 能 はざる の 基な り。 是れ人 和 を 得ず して、 地 

利 • 天 時を恃 むが 如し。 理は 一 なり。 一 身 一 家より 國 天下に 通じ、 皆^ 理 ある ことな 

し。 宜しく 先 後 緩急の 在る 所 を 察すべし。 

第二 章 

孟子 將に 王に 朝 せんとす。 王、 人 をして 来らし めて 曰く、 「寡 人 就きて 見ん が 如き 者な り。 寒 

疾 あり、 お 二」 風すべからず。 朝せば 將に 朝に 視ん とす。 ii らず、 寡 入 をして 見る を 得しむべき 
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てら. au  「一， > 

y) 齊の大 か」。 對 へて 曰く、 「不幸に して 疾 あり、 朝に 造る 能 はず」 と。 明日 W でて 東 郭氏を せんとす。 

公孫 p^::: 曰く、 「昔 者は辭 する に 病 を 以てし、 今日は 弔す。 或は 不可な らん か」。 in く、 「昔 者 は 

疾 めり、 今日は 愈 ゆ。 之れ を 如何 ぞ 弔せ ざらん や」 と。 王、 入 をして 疾を問 ひ、 ^をして 來 

0 一) 孟+の らしむ。 孟 仲子對 へて 曰く、 「昔 者 は 王 命 ありし も、 采 薪の 憂 ありて、 朝に 造る 能 は ざり き。 

兄？ s、 孟子 

に I す  今 は 病 小し く 慰 ゆ、 趨 りて 朝に 造れる も、 我れ 能く 至りし や 否や を識ら ず」 と。 數人 をして 路 

§ 齊の大  に 要せし めて 曰く、 「請 ふ 必ず 歸る ことなくして 朝に 造れ」 と。 巳む を 得ず して 景„^； 氏に 之き 

夫 

て 52,。 景子 曰く、 「內に は 則ち 父子、 外に は 則ち 君お は、 人の 大倫 なり。 父子 は 恩 を 主と し、 

君臣 は 敬 を 主と す。 a は 王の 子 を 敬す る を兑る も、 未だ 王 を 敬す る 所以 を见 ざるな り」。 "く、 

• 「惡、 是れ 何の 言ぞ や。 齊人 仁義 を 以て 王と 言 ふ 者な し、 豈に 仁義 を 以て 美なら ずと 爲 さんや。 

とち  し？ - 

其の 心に 曰く、 是れ何 ぞ與に 仁義 を 言 ふに 足らん やと。 爾云ふは則ち不敬"1^^^ょり大なるはな 

し。 我れ は 堯舜の 道に 非 ざれば、 敢 へて 以て 王の 前に 陳ぜ ず。 故に 齊人は 我れ の 王 を 敬す るに 

お 記 玉  如く はなき なり」。 景子 曰く、 「否、 此れの 謂に 非ざる なり。 禮に 日く、 父 召す とき は 1^ するな 

荡の篇 

し。 君命 じて 召す とき は 駕を俟 たずと。 固より 將に朝 せんとせ しなり。 王 命 を 聞きて 遂に 果さ 

ず。 宜ど 夫の 禮と 相似ざる が 如く 然 り」。 曰く、 「豈に 是れを 謂 はんや。 曾 子 曰く、 晉楚の 富 は 

及ぶべからざる なり。 彼れ は 其の 富 を 以てし、 我れ は 吾が 仁 を 以てす。 彼れ は 其の 爵を 以てし、 


我れ は 吾が 義を 以てす。 吾れ 何ぞ慊 せんやと。 夫れ 豈に 不義に して 曾 子 之れ を 言 はんや。 是れ 

或は 一 道な り。 天下に 達 尊 三 あり。 爵ー、 齒ー、 德ー。 朝廷 は爵に 如く はなし。 鄕黨は 齒に如 

く はなし。 世 を輔け 民に 長た る は、 德に 如く はなし。 惡んぞ 其の 一 を 有して 以て 其の 二 を慢る 

を 得ん や。 故に 將に 大いに 爲す あらんと する の 君 は、 必ず 召さざる 所の 臣 あり。 謀る あらんと 

欲せば、 則ち 之れ に 就く。 その 德を 尊び 道を樂 しむ こと、 是 くの 如くなら ざれば、 與に爲 す あ 

るに 足らざる なり。 故に 湯の 伊 尹に 於け る、 學 びて 後に 之れ を臣 とす。 故に 勞せ ずして 王たり。 

桓 公の 管 仲に 於け る、 學 びて 後に 之れ を臣 とす。 故に 勞せ ずして 霸 たり。 今 天下 地 醜し く德齊 

しくして、 能く 相尙 ふるな き は 他な し、 其の 敎 ふる 所を臣 とする を 好みて、 其の 敎を受 くる 所 

を臣 とする を 好ま ざれば なり。 湯の 伊 尹に 於け る、 桓 公の 管 仲に 於け る は、 則ち 敢 へて 召さず。 

管 仲 すら 且つ 攝ほ 召すべからず、 而るを 況ゃ管 仲たら ざる 者 を や」 と。 

〇鄕 黨は齒 に 如く はなし。 

三 尊 は 天下に 通達した る こ， 二 なれば、 是れを 達 尊と 云 ふ。 今、 萩 中の 風を觀 察する に、 

爵の 尊き を 知りて 德の 尊き を 知らず、 德の 尊き を 知りて 齒の 尊き を 知らす。 愛 ふべき 

の甚 しきな り。 田 舍には 稍 質實の 古風 も存 し、 齒を 尊ぶ の 風 あれ ども、 萩 中の 風は大 
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二) 水 戸 

熊 本 


(二)  一二  SS- 

代蜀 1^ の 

備位 にっき、 

つ ：1 乂南 E1 の 草 

W に孔 S- を訪 

ねて 出馬 を 乞 

ふ。 崩 じて 昭 

(三) {+ は 長 

薛。 京 兆に 居 

る。 幼より 奇 

才能 文。 00 

太子の 時より、 

友と して 交る、 

卽 する や 安 

祿 山の 亂 起る。 

乃ち 使 もして 

召し、 事大 小 

となく これ を 

謀り SI ふ。 後 

ぶって 衡 出に 

搭れ、 代宗の 

時 又；？； されて 

出づ 


抵. |v に 伐り、 能に： り • 老^ 長者 を 凌 忽！： 蔑す る こと 甚し。 れ人々 の 平ぶ 所、 功利 

の 末に 流れ、 仁義の 本 を 務めざる より 起る ことなり。 余會て ^^)府 • 熊 府の士 人と 好ん 

で 交 はるに. 其の 風 艇る齒 を 尊ぶ の 意を存 し、 大いに 获中 浮薄の 風と aj- る もの ある を 

覺ゅ。 余 至 たりと 雖も， 折 一：： つて 古道 を 身に 行 はんと 欲す。 れ等货 に 至要 至 の^ 

なり。 何ぞ 徒に 水府. 熊府を 1_ 次 むこと を せんや。 若し 夫れ 德を 尊び を 尊ぶ に 至りて 

は、 今の 風 固より 善 至り 美纖 すと せず と雖 も、 齒を へな ぶの 念， 誠心 に^せば、 おに 更 

に 他 道 あらん や。 

〇 ガ 口さざる 所の ぼ あり。 

此の 事 余 千 萬國 家の 爲 めに 願^す る 所な り。 成： _ お •  5： 公の 後、 ^の 昭烈の 亮に於 

ける、 ^^？の肅宗の李泌に於ける、 亦 皆 相似たり。 故に 卷く 三分の 大業 を 興し、 中與の 

偉績 を 成す こと 彼れ が 如し。 今や 國歩 艱難、 何ぞ獨 り^に 及ばざる や。 其の 地 霧し く 

德齊 しく、 能く 相-: 1： ふるな き、 亦何ぞ 怪しまん。 儒臣經 筵に し 此れ等の 章 を 講ずる、 

菜して 何の 說を かなす。 宰執 此れ等の 講を M く、 又 架して 何の 面 を かなす や。 • 


第三 章 

ちんしん  おく 

陳臻問 ひて 曰く、 「前日 齊に 於て、 王 兼 金 一 百 を餽ら る。 而るを 受けず。 宋に 於て は 七十 •  翁 を 

せつ  ぜ  X 

餽ら れて受 く。 薛に 於ても 五十 鐘 を餽ら れて受 く。 前日の 受けざる が是 ならば、 則ち 今日の 受 

くる は 非な り。 今日の 受 くるが 是 ならば、 則ち 前日の 受けざる は 非な り。 夫子 必ず 一 に 此に居 

らん」。 孟子 曰く、 「皆是 なり。 宋に 在る に當 りて は、 予れ將 に 遠く 行く あらんと せり。 行く 者 

； M 二" ォ  なんて 

には必ず贐を！^てす。 辭に 曰く、 贐を餽 ると。 予れ何 爲れぞ 受け ざらん。 薛に 在る に當 りて は 

予れ 戒心 あり。 辭に 曰く、 戒を 聞く、 故に 兵の 爲 めに 之れ を餽 ると。 予れ何 爲れぞ 受け ざらん。 

齊に 於け るが 若き は 則ち 未だ 處 する こと あらざる なり。 處 する ことなくして 之れ を餽 るに、 是 

れ 之れ を貨に するな り。 焉んぞ 君子に して 貨を て 取らるべき こと あらん や」 と。 ^^、(1^ー?-ャー 

ろ は 君子の 辭 受取 予は 

唯 だ 理に當 るの みと" 

註に、 尹 氏 曰く、 君子の 辭 受取 予は唯 だ 理に當 るの みと。 按ずる に H だれ 等の 處に 於て、 

君子 小人の 別 を 知るべし。 君子 は 何事に 臨みても 理に合 ふか 合 はぬ かと 考 へて、 然る 

後 是れを 行 ふ。 小人 は 何事に 臨みても 利になる かならぬ かと 考 へて、 然る 後是れ を 行 

ふ。 故に 君子と なること 難から ず。 今日 大小の 事に 拘ら ず、 理は 如何、 理は 如何， こ考 
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へ て是れ を 行 ふの み。 何ぞ 獨り辭 受取， ド のみな らん や。 

第 四 章 

に) 齊のほ 孟子 平 陸に 之き て、 其の 大 夫に 謂って 曰く、  子の 持戟 の士、 一日に して 三た び 伍 を 失 はば、 

則ち 之れ を 去らん や 否や Jo 曰く、  n 二 たびする を 待たず」。 r 然 らば 則ち 子が 伍 を 失 ふや 亦 タクし。 

W 年 饑歲に は、 子の 民、 老赢は 溝 壑に轉 じ、 壯者は 散 じて 四方に かく 者 幾千 人な り」。 HI く、 

に) 太夫の  「此れ 距 心の 爲すを 得る 所に 非ざる なり」。 曰く、 「今、 入の 牛 羊 を 受けて 之れ が爲 めに 之れ を 

牧 する 者 あらば、 則ち 必ず 之れ が爲 めに 牧と 31； と を 求めん。 牧と 凝と を 求めて 得 ざれば、 則ち 

これ を 其の 人に 反さん か。 抑.，' 亦 立ちて 其の 死 を視ん か」。 曰く、 「此れ 則ち 距 心の 罪な り」 と。 

他日 王に 見えて 曰く、 「王の 都を爲 むる 者、 ほ 五 人 を 知れり。 其の 罪 を 知れる 者 は 惟 だ 孔^ 心 

のみ」 と。 王の 爲 めに 之れ を 誦す。 ギ-曰 く、 「此れ则ち^!:_^<-の罪なり」 と。 

牛 羊の 喩 甚だ 好し。 牛 羊 は 人家に ぶ S ふ 所に して、 一 日も牧 と！^ となければ^ まざる は 

人々 知る 所な り。 況ゃ 民」 まに 至りて は 牛 羊の 比すべき に 非ず。 而る にぬ お： T に 叫び、 

餓^ 途 に^つれ ども、 却って 是れを 知らず、 是れを 顧みず。 " だれ 大いに：^ しむべき に 

非ず や。 是れ 他な し、 民 を視る こと 牛 羊に 如かず、 民 を 親しむ こと 牛节に 如かざる に 


由るな り。 噫. 民を牧 する 者- 能く 牛 羊を牧 する の 心 を 以てせば、 不仁の 謖を免 かれ 

んか。 若し 夫れ 罪 を 知りて 改めざる 者 は、 眞に 如何と もすべからざる の 人な り。 人の 

患 は 罪 を 犯して 罪 を 知らざる にあり。 是れ 誠に 憐む べし。 今、 他人 ありて 其の 罪を吿 

げ 知らし む。 其の 人 自ら 罪 を 知る。 而 るに 猶ほ 且つ 改めず。 然れば 則ち 叉 更に 吿 ぐべ 

き樣 なし。 せ 間 を歷觀 する に此 くの 如き 人 甚だ 多し。 共に 語る 時 は 忠孝 仁義の 美なる 

を も 知り、 不忠 不孝、 不仁 不義の 惡 なる を も 知り つれ ども、 其の 行 を^ みれば 一 つと 

して 忠孝 仁義に 似た る ことなき 者 あり。 是れ罪 を 知りて 改めざる 者に して、 孔距心 • 

宜 王の 流な り e 

第 十三 場 八月 六日 

第五 章 

ニラ 

孟子、 ^竈に 謂って 曰ぐ、 「子の 靈 丘を辭 して 士師を 請 ふ は、 似た るな り。 其の2^て言ふべ今」 

が爲 めな り。 今、 旣に數 月な り。 未だ Z- て 言 ふべ からざる か」 と。 お 一： ー§ひ|8 ま 树ぃ iKS 

^^K^uo  2^ 竈、 王 を 諫めて 用 ひれらず、 臣たる こと を 致して 去る。 齊人 日く、 「堅 竈の 爲 
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二) きナの  めに する 所以 は 則ち 善し、 自ら 爲 めに する 所以 は 則ち 吾れ 知らざる なり」 と。 八 、都-十 以て ル；； ぐ 0 

♦ty 子 

ii 曰く、 「吾れ 之れ を 聞く。 官守 ある 者 は 其の 職 を 得 ざれば 則ち 去り、 一 K 责 ある^は 其の. 

言 を 得 ざれば 則ち 去る え。 我れ にせ 守な く、 我れ に 言責な きなり。 則ち"^111が進返は豈に^々然 

として 餘裕 あら ざらん や」 と。 

〇 靈 丘を辭 して 士師を 請 ふ。 

靈丘 は： 卜：： 巴な り。 其の 大夫は 今の 代官の 類に して、 而も 常に 治 所に 居る。 故に 都 城に 

遠くして、 數> 得失 を 上 一 13 する こと を 得ず。 故に 士師を 請 ふ。 十- 師は都 城の 官 なれば、 

上 言 も 心の 傲なる を 以てな り。 ^の 武帝元 狩 五 年、 初めて^^大夫を置く。 是れ より 以 

前 は 諫官と 云 ふ ものな き 故に、 諧官皆 上； W する こと を 得しな り。 ；！^ "に、 十- 師 はド； に 近 

づきて 以 て 刑罰 の 中らざる もの を^む る こ と を 得と 云 ふ 。 然れ ども 卜- 師 の 一 マ：： ふ こ と を 

得る • 恐らく は 刑罰 を諫 むる に 止まら ざるべ し。 

〇 今、 旣に數 月な り。 朱 だ 以て 一一 H ふべ からざる か。 

(二  > 

未の 一 字、 妙甚 し。 ^^の韓退之の爭ぉ論、 宋の歐 陽. 水 叔の范 に 上る の 害- 皆 此の 


字より 敷衍し 來る なり。 ：m 竈 士師を 請 ふの 初心、 固より 國の利 弊 得失 を 極言 せんが 爲 

めな り。 其の 官に拜 する に 至りて IT 宜しく 朝に 拜 して 夕に 言 ふべ し。 然るに 數 月に 

至りて 曾て 一 言な きもの は、 初めて 官を拜 し 朱 だ 其の 職 事 を 通知す る こと 能 はず、 言 

を發 する に 暇 あらざる か、 叉 は 同僚 先官を 憚る 所 ありて 未だ 發 せざる か、 又は 事の 小 

なる もの は 多 けれども 朱 だ 言 ふに 足らず、 必ず 其 の 事の 大 なる もの を 待ちて 後 言 は ん 

と 欲する か、 大抵 此の 三 端に 過ぎず。 孟子 深く^ 竈が 心中 を 推察して、 未の 字 を 下す 

なり。 而 して 其の 注意 は 時 を 待ちて 言 はんと 欲せば、 言 ふべき の 期 ある ことなし、 事 

の 大小に 拘ら ず、 一日 も 早く 言 ふべ しとの 事な り。 言 甚だ 婉曲に して 意實に 緊切な り。 

抑.' 今の 要路に 當る者 も 亦 未だ 以て 言 ふべ からざる か。 余、 韓*歐 二 家の 文 を 併せて 

之れ を 叩かん， こ 欲す。 

第 六 章 

孟子、 齊に 卿たり。 出で て滕に 弔す。 王、 蓋の 大夫 王驩 をして 輔 行たら しむ。 王 驩朝暮 に 見 ゆ。 

齊， 滕の路 を (住) 反して 未だ 嘗て 之れ と 行事 を 言 はず。 公孫 曰く、 「齊 卿の 位 は 小な りと 爲 
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さず。 齊* 隨の路 は 近し と爲 さず。 之れ を 反して 未だ 嘗て g に 行事 を 言 はざる は何ぞ や」。 H 

く、 「夫れ 旣に 之れ を 治む る こと あり、 予れ何 を か 言 はん^」 と。 

王驩 は^ 王の 婆臣 なり 0 孟子の 副使と なり、 朝暮 必ず 見 ゆ。 是れを 以て 孟子の 德 

重 t ふべ し。 " だれ 他な し、 孟子の 仕 ふる、 道の 爲め にして 身の 爲 めに 非ず。 .fw. 尸、 

王に 求む る 所な < して、 齊王、 孟子に 求む る 所 あるに 山るな り。 ：： 疋れ 等の 所に 於て^ 

賢の 地位 を 知るべし。 而 して 聖賢 を學ぶ 者の 期す る 所、 亦お、 にあらず や。 

第 七 章 

孟子、 齊 より 香に 葬る。 齊に 反らん として に 止まる。 ひて 曰く、 「前日^の 不 $r なる 

を 知らず、 虞 をして 匠を敦 くせし む。 事嚴 なり。 魔敢 へて 請 は ざり き。 今 願 はく は竊 かに f 円.；' 

こと あらん。 木 W 、だ 美なる が 若く 然 り」。 曰ぐ、 「古 はく なし。 中古 は柁 七寸、 椁 之れ に g 

ふ。 天子より 庶 人に 達す。 直に 颧の 美を爲 すの みに 非ざる なり。 然る 後に 入の 心を盡 す。 得 ざ 

れば 以て 悅を爲 すべ からず、 財なければ 以て 悅を爲 すべから ず。 之れ を， 馎て时 ありと 爲 さば、 

古の 人 i5j れを州 ふ、 吾れ 何 爲れぞ 極り 然ら ざらん。 且つ^^の^ めに 土 をして ffiL# つかし 

t るな き は、 人心に 於て 獨り きこと なからん や。 吾れ 之れ を 聞く。 君子 は 天下 を 以て 其の 


に險 せず」 と。 

此の 章に 於て 葬の 道 を 知るべし。 君 父の 葬は臣 子の 宜しく 心を盡 すべき 所な り。 一事 

の 粗略 あるべからず。 然れ ども 其の 最も 重んずる 所 は棺椁 にあり。 椅椁は 肌膚 をして 

土に 親近せ しめざる 爲め なれば なり。 其の他觀美の爲めに靡麗を^„_|して後- 心に 快し 

とする は 大いに 非な り。 是れ 葬の 道な り。 然るに 後 I 葬の 道 を 失 ひ、 棺椁の 中へ 金銀 

珠玉、 珍 器 寶物を 入れて 埋 むる 故、 王公 貴人の 陵墓 は f 隔たり 時換 はれば、 必ず 盗賊 

の發 掘す る (所) となり、 秦の始 皇 -漢 の 光武 等の 陵皆然 り。 枯骨 朽骸、 野に 暴露し 收 

拾せ ざるに 至る、 實に慘 むべ し。 且つ 陵墓の 制， 高大に 過ぎ、 民生 を 役 じ 物 力 を す 

る こと 甚だ 夥しき に 至る。 漢の 張釋之 I 一 劉 向 S. 席の 虞 I 南 §• 令 狐 蛆！ 靴 

Si 描 . 宋 の蘇洵 等 是れを 論ずる こと 甚だ 詳 かなり。 就きて 見る ベ し。 ffs きせ 『I 

ill ま 核 曰， S 、れ 纏；； SIT と lt.?5。 俗人 此の 義を 知らず、 君 父の 葬 を 論ずる に 至りて、 少し 

く 裁 節する 所 あれば、 黜 けて 不忠 不孝 刻薄の 人と なすに 至る。 故に 人 其の 非 を 知る と 

雖も、 敢 へて n だれ を 論ずる こと を 得ず。 殊て 知らず、 葬 道の 心 を盡す は柁椁 にあり， 
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LI に？ f バ 其の 他の 觀美は 論ずる 所に 非ず。 孔子：：： く、 「喪 は 其の 易な らんより は 寧ろ 戚 めよ」 

と、 亦 此の 1- おなり。 

第 八 章 

しんどう  わたくし  二  了 

む 一 v^sw  沈 同、 其の 私 を W ゼ問 ひて 曰く、 「燕 伐つべき か」。 孟子 曰く、 「可な り。 子 i^、 人に 燕 を與ふ 

；ぉ 。し；！； る を 得ず。 子 之、 燕 を 子 嗜に受 くる を 得ず。 此に仕 ふる 者 あらんに、 子 之れ を悅 び、 王に： ST 

けり ずして、 私に 之れ に 吾子の 祿 爵を與 へ、 夫の 士も亦 王の 命な くして、 私に 之れ を： 十に 受けば、 

KrJH つて ^ 人  刊ち叮 可. て， An ど， d こ Kir  と。 註。 (前略) 諸侯の 土地 人 if は 之れ を 天+に 受け、 之れ を 

たらん と 欲し、 貝-^-10な.レ/カ iw- をね て 力 sii^ ォ に^らん」 と ii? に 傅へ しなり。 私に 以て 人に 與 ふわば 則ち 與 ふる も受 

に？. & つて up 齊人燕 を il^ つ。 或 ひと 問 ひて 曰く、 「齊 を勸 めて 燕 を 伐た しむと。 これ あり や. r  U 

臣^す。 燕 S 

ナ、 いに く、 「未だし。 沈 同、 燕 伐つべき かと 問 ひし かば、 吾れ 之れ に應へ て 可な りと！ ：！ へ り。 彼れ 然 

，- の 隙 を 窺 ひ  ，，， 

一一^たん こと り而 して 之れ を 伐てるな り。 彼れ 如し 孰れ か 以て 之れ を 伐つべき と 曰 はば、 則ち 將た 之れ に應 

も鼴 る 

へて 曰 はん、 天 吏たら ば 則ち 以て 之れ を 伐つべし と。 今、 人 を 殺す 者 あらんに、 或 ひと 之れ を 

問 ひて、 人 殺すべき かと 曰 はば、 則ち 將た 之れ に應 へて 曰 はん、 可な りと。 彼れ 若し 孰れ か以 

て 之れ を 殺すべき と 曰 はば、 則ち 將た 之れ に應 へて 曰 はん、 士師 たらば 則ち 以て 之れ を 殺す ベ 

しと。 今 燕 を 以て 燕 を 伐つ、 何 lai れぞ 之れ を勸 めん や」 と。 

〇 子，： r 人に 燕を與 ふる を 得ず。 子 之， 燕 を 子^に 受 くる を. す。 


註に 云 はく、 諸侯の 土地 人民 は 之れ を 天子に 受け、 之れ を 先君に 傳 へしな り。 私に 以 

て 人に 與 ふれば、 與 ふる 者 も受 くる 者 も 皆 罪 あるな りと。 此の 說 極めて 好し。 上 1K 

子より 下士 庶 人に 至る 迄、 土地. 人民 • 田 宅 皆 己が 私有に 非ず、 必ず 受 くる 所 あり。 

然るに ー芥 一毫 にても、 私 を 以て 人に 與 へば、 天地 君 父 安ん ぞ敢 へて 是れを 怒ら ざら 

んゃ。 故に 天子より 士庶 人に 至る 迄、 土地 • 人民. 田 宅 を 守りて、 子孫に 傳 へて 失 

ニニ) 

墜 せざる は、 忠孝 兩 全の 道な り。 抑  >  下田 • 箱 館 を擧げ て 墨 夷に 與へ、 クシ ユン コ タ 

ンを擧 げて魯 夷に 與 ふる、 吾れ 其の 解 を 知らず。 tr, 亦 之れ を 天子に 受けて 之れ を 

先君に 傳 ふるもの か。 抑. - 幕府の 私有 か。 

第 九 章 

燕人畔 く。 王 曰く、 「吾れ 甚だ 孟子に 慙 づ」。 陳賈 曰く、 「王 患 ふるな かれ。 王 自ら 以爲 へらく、 

周 公と 孰れ か 仁に して 且つ 智な りと」。 王 曰く、 「惡、 是れ 何の 言ぞ や」。 曰く、 「周 公、 管叔を 

して 殷を監 せし む。 管 叔殷を 3?て畔 く。 知りて 之れ をせ しむれば 是れ 不仁な り。 知らず して 之 

れ をせ しむれば 是 れ不智 なり。 仁智 は 周 公 も 未だ 之れ を盡 さざる なり.^ 而る を況ゃ 王に 於て を 

や" 賈請ふ 見て 而 して 之れ を 解かん」 と。 孟子 を 見て 問 ひて 曰く、 「周 八ムは 何人 ぞゃ J。 曰く、 
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二、) 字 は 永  「古の 聖人な り」。 曰く、  r 资叔 をして 股を監 せし む。 W 叔股を 以て 畔 くと。 これ あり や」 。曰く、 

?^5に。し.^;^(  「然 り」。 曰く、 「周 パムは 其の 將に畔 かんとす る を 知りて、 之れ をせ しめたる か」。 Mi 「知ら 

^0  ざるな り」。 「然 らば 則ち 聖人 すら 且つ 過 あるか」。 曰ぐ、 「周 公 は 弟な り。 管叔は 兄な り。 9: ム 

ァ  一 m^E，w  あやま  リ I 

^i,、MK  の 過てる、 亦宜 ならず や。 且つ 古の 君子 は 過てば 則ち 之れ を改 む。 今の 君子 は 過つ も 則ち 之れ 

uft  ノ、  %t 安 J 

に 5*。  m£  に 順 ふ。 古の 君子 は 其の 過 や 日月の 食の 如し。 民 皆 之れ を 見る。 其の 更む るに 及びて や、 民！：^! 

の烈宗 孝武； 2i  つく 

帝の 代に. i 之れ を 仰ぐ。 今の 君子 は豈に 徒に 之れ に 順 ふの みならん や。 又從 つて 之れ が 蹄を爲 る」 と。 

しこ 南 ん せん 

i 欲 尚 公， 管 叔の畔 く を 知らざる は， 兄.？ ij- の 至情 匕む を 得ざる の 過な り。 w.- 知 を 好む 者 

, で-止め しに、 は 多く は 人 を 疑 ふに 失す。 仁 を 好む 者 は 多く は 人 を 信ずる に 失す。 • ゆつな がら $1;^ な 

れ垂 • 姚裏 

t 隊 り。 然れ ども 人 を 信ずる 者 は 其の 功 を 成す こと、 往々 人 を 疑 ふ 者に 勝る こと あり。 ：： だ 

0^^^. れ 察せざる ベ けんや。 古今 人 を 信ずる の しき 者 は、 ハぶ おに 如く はなし。 ^.M,、 

ほせ L も、 0  わら ひ 

の 謝玄 のた め 慕 容垂を 信ずる の： j:^ ししくして、 遂. に淝 水の 大收 あり。 "だれより 大いに 國^ を 失 ひゆ、 を 

使 水に 大敗 も 

^^^0 後世に 哈す。 人 皆！：：，^ れ を^む。 余獨り 謂へ らく- 1 ^堅の 起る、 王 を ^：；^ず るの 深き に 

王と， W -」、 姚 

00 由る。 王猛を 信ずる の 心 は、 卽ち慕 容乖- を 信ずる の 心. -八 に 二 あらん や。 ^容 f.- を 信 

拭す -- ぜ ずん ば收れ ざる 如しと 雖も、 叉 王 はや：. 信じて 與る こし-能 はず。 八 几れ に W りて 之れ を 


云へば、 其の 得失 正に 相 償 ふに 足れり。 人 を 疑 ふに 勝る こと 固より 萬々 なり。 故に 余 

寧ろ 人 を 信ずる に 失する とも、 誓って 人 を 疑 ふに 失する ことな からん こと を 欲す。 況 

や 骨肉 至 親に 於て を や。 源賴 朝、 二 弟 範賴. 義經を 信じて 平氏 を 減し、 義 仲を誅 す。 

其の 是れを 疑 ふや、 天下 遂に 北條の 有と なる。 登に 千古の 龜鑑 にあらず や。 - 

第 十 章 

孟子 臣 たる を 致して 歸る。 王 就きて 孟子 を 見て 曰く、 「前日、 見ん こと を 願 ひて， 得べ からず、 侍 

する を 得て 同 朝 甚だ 喜ぶ。 今 又 寡 人を棄 てて 歸る。 識ら ず、 以て 此れに 繼 ぎて 見る を 得べき か」。 

ョ) 齊の臣  對 へて 曰く、  r 敢 へて 請 はざる のみ、 固より 願 ふ 所な り」 と。 他日、 王、 時 子に 謂って 曰く、 

「我れ 中國 にして 孟子に 室 を 授け、 弟子 を 養 ふに 萬鍾を 以てし、 諸 大夫國 人 をして 皆；^ 式す る 

に 一一？ JS 子の  所 あらし めんと 欲す。 子盍ぞ 我が 爲 めに 之れ を 言 はざる」 と。 時 子、 陳 子に 因りて 以て 孟子に 

弟子 陣？^  , 

告げし む。 孟子 曰く、 「然 り。 夫の 時 子、 惡んぞ 其の 不可なる を 知らん や。 如し 予れ をして 富 

を 欲せし めば、 十 萬を辭 して 萬を受 く、 是れ富 を 欲すと 爲 さんや。 季孫 曰く、 異なる かな子 叔 

疑、 己れ をして 政を爲 さしめ、 用 ひられ ざれば 則ち 亦 巳まん のみ。 (而 るき 又 其の 子弟 をして 卿 

たらしむ。 人 亦 孰れ か 富責を 欲せ ざらん、 而 して 攝り 富貴の 中に 於て、 龍斷を 私する ありと。 
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古の 市 を爲す や、 其の 有る 所 を 以て、 其の 無き 所の ものに ふ。 有司 は 之れ を 治む るの み" 胶 

丈夫 あり、 必ず 龍斷を 求めて 之れ に 登り、 以て 左右に 望みて 市 利 を 罔す。 人 て賤 しと 爲す。 

故に 從 つて 之れ を征 す。 商を征 (稅) する は、 此の 賤 丈夫より 始まる」 と。 

C 中國 にして 孟子に 室 を 授け、 お 子 を 養 ふに 寓 1： を 以てし、 諸 大夫國 人 をして^ 矜式 

する 所 あらし めんと 欲す。 

"だれ 孟子 を 待つ 所以に 非ざる こと 固より なり。 何と なれば、 是の 時大ド 方に 有 爲の時 

に當れ り。 而 して 孟子 は 乃ち 有爲の 人な り。 有爲の 時に 常り て 有 爲の人 を： e つ、 共れ 

何 を 以て 政 をな さんや。 抑 今時 を 以て =; 儿れを 言 ふに、 11 の 中に り 大いに 養贤党 を 

與し、 ひつ §^ お ま 天下の 賢 豪 を 倚 ひ、 尊み て師 しご、 優す るに^, 蛄 

を 以てし、 士 大夫國 人の 秀 俊なる 者 を^り 是 れに從 はしめば、 人 ネ：^ i: 日 を. P して^ 

つべ し。 几 儿れ 余が 願 欲する 所な り。 然れ ども 爱に 一難 あり。 ベリす る 所に 從 はずして 好 

む 所に 從ふ は、 人情の 常然 り。 故に 天下の 賢 豪 を 得る と雖 も、 ^相 3^ に：： だれ を^ 窄し、 

其の 言 ふ 所 を 信用す るに 非 ずん ば、 士大 夫國人 誰れ か敢 へて 之れ を：^ 式 せんや。 亦齊 


王の 巳に 孟子の 言 を 用 ひず、 叉 其の 去る を 恥ぢ、 此の 已むを 得ざる の 一策 をな すに 同 

じきの み。 是れ亦 知らざる ベから ず。 然 らば 則ち 如何。 E  く、 近世 米 澤の鷹 山 公の 紀 

平洲を 尊信す る 如き、 是れに 近し とす。 

第 十 一章.. 

孟子 齊を 去り 晝に 宿す。 王の 爲 めに 行 を 留めん と 欲する 者 あり、 坐して 言 ふ。 ぎへ ず。 儿に隱 

りて 臥す。 客悅 ばず して 曰く、 「弟子 齊 宿して 後に 敢 へて 言 ふ。 夫子 臥して 聽 かず。 請 ふ復た 

しつ  むかし  ぼく こ 5  (三) 

敢 へて 見 ゆる ことな からん」。 曰く、 「坐せ よ、 我れ 明かに 子に 語 げん。 昔 者 魯の緣 公 は、， 子 思 

の 側に 人なければ、 則ち 子 思 を 安ん ずる 能 はず。 泄柳 • 申詳 は、 繆 公の 側に 人なければ、 則ち 

おも， ほか 

其の 身 を 安ん ずる 能 はず。 子、 長者の 爲 めに 慮 りて 子 思に 及ばず。 子、 長者 を絕 つか。 長者、 

子を絕 つか」 と。  - , 

〇 子、 長者 を絕 つか。 長者、 子を絕 つか。 

行 を 留めん と 欲する 者、 齊戒宿 を 越え、 然る 後敢 へて 言 ふ。 而 して 孟子 ニー 目の 應 もな 

く、 几に 隱 りて 臥す。 是れ 俗論より 云へば、 長者、 子 を 絶つな り。 結" ほ。 然れ ども 

行を留 むる 者 慮る こと 子 思に 及ばず。 1： だれ 孟子の 應ぜ ざる 所以 なれば、 子 * 長者 を絕 
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つなり。 お n ゾ 佌 ii の事斯 くの 如き もの^だ 多し。 大抵 俗論の 見る 所 は 形の 上な り。 

君子の 論ずる 所 は 心なり。 .Iw へば 今 我れ 巧 一一 一一え リ色を 以て 人に 親しまん と 欲す、 人 必ず 

我れ を容れ ず。 是れ 我れ 仁鮮 きを 以てな り。 然れば 人我れ を容れ ざるに 非ず、 我れ 人 

をして 容れ しめざる なり。 是れ等 を 以て 其の 他 を 推知すべし。 抑. -余脊 て 深く 疑 ふ。 

今の 食臣、 子 思の 如き 者な きか。 君、 終 公の 如き 者な きか。 又 君臣 共に なき か。 义 

臣 共に ありて 朱 だ 相 遇 はざる か。 臣、 君 を 結つ か。 君、 ぉを絕 つか。 是れ 遂に 知る ベ 

からざる なり。 

第 十四 場 上 八月 九 H 

第 十二 章 

二) 齊の人 孟子 齊を 去る。 尹士、 人に 語げ て 曰く、 「王の 以て 湯武 たるべからざる を識ら ざる は、 則. T 是 

れ 不明な り。 其の 不可なる を識 りて 然も 且つ 至る は、 則ち 是れ澤 を 干む るな り。 千里に して 王 

に 見え、 遇 はざる が 故に 去る、 三 宿して 後に 畫を 出づ。 是れ 何ぞ湍 滞なる や。 士は 則ち t おれ を 

入、 悅 ばず」 と。 高 子 以て 吿ぐ。 曰く、 「夫の 尹 士惡ん ぞ予れ を 知らん や。 千里に して 王に 見 ゆる 

は、 是れ予 が 欲する 所な り。 遇 はざる が 故に 去る は、 豈に予 が 欲す. る 所な らん や。 予れ 巳む を 


1 J ひねが 

得ざる のみ。 予れ三 宿して 晝を 出づ、 予が 心に 於て は猶ほ 以て 速 かな^と 爲す。 王 庶幾 はく は 

之れ を 改めん こと を。 王 如し これ を 改めば 則ち 必ず 予れを 反さん。 夫れ 晝を 出で て 王 予れを 追 

はず。 予れ 然る 後 浩然と して 歸志 あり。 予れ然 りと 雖も豈 に 王を舍 てん や。 王 由 ほ 用って 善 を 

爲 すに 足る。 王 若し 予れを 用 ひば 則ち 豈に 徒に 齊の民 安き のみな らん や。 天下の 民擧安 からん。 

王 庶幾く は 之れ を 改めん こと を。 予れ， 日に 之れ を 望めり。 予れ豈 に是の • 小 丈夫の 若く 然 らん や。 

其の 君 を 諫めて 受け ざれば、 則ち 怒り 怪，？ 然として 其の 面に 見 はれ、 去れば 則ち 日の 力 を 窮め 

て 後に 宿せん や」 と。 尹士、 之れ を 聞きて 曰く、 「士は 誠に 小人な り」 と。 

(三) 史記の 此の 章に 於て 仁人の 心 を 知るべし。 燕の 樂毅が 所謂 「古の 君子 は交絕 えて 惡磬を 出さ 

47^  傳 に：^ 

^ ず。 忠臣 は國を 去りて 其の 名 を 潔くせ ず」 と 云 ふ も、 此の 義 なり。 孟子 平生、， 齊王を 

^^u^,^ 諫 爭敎戒 する もの 甚だ 備 はれり e 而 して 王 曾て 是れ を聽納 せず。 故に 孟子 齊を 去るな 

の 反問に 遭つ  げん 

て顬 けらる C り。 常人 をして 是 れに處 せしめば. 必ず 怒 罵して 齊 王の 非を數 へ、 自己の 名を銜 せん。 

下せし 七十^ 

0^^^^r 而 して 孟子 齊を 去る 事 を 記す る こと- 前後 凡そ 五 章、 一 言の怨怒の氣なく、 齊王を^_!§ 

刺す るの 言な し。 其の 和 氣_ ^一れ 然 掬す るに 餘り あり。 且つ 徒に 言語の 末、 然るに 非ず。 

三 宿晝を 出で て濡 滞の 幾 を 顧みず。 眞に國 を 去りて 其の 名 を 潔くせ ずと 云 ふべ し。 今 

镶 
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講孟餘 話  一二 ハ 

^の 君に 事 ふる は 暫く 論ぜず.。 請 ふ 朋友に 交 はる 所以 を 論ぜん。 朋友 相 交 はる は #1 逍 

を 以て 忠 年：： する こと 固より なり。 而 して 朋友 中 不幸に して 狂 悖なる 者 あらば、 1^ 復^ 

論すべし。 必ず 已むを 得ざる に 至りて は 或は 交 を も 絶つべし。 而 して 其の ii 假令 優， 5^ 

卞っ キ-ょ 

不斷に 似 たれ ども、 敢 へて n だれ を.^々 ^遽 にせず、 宜しく 三 宿^ を出づ るの 意 あるべ 

し。 況ゃ交 旣に絕 ゆるに. 至りて 惡聲を 出す こと あらん や。 今 # 朋友に 交 はる 者， >^： 道 

を 以て 忠吿 する 者 少なし。 其の 過 惡を戒 論す る 者；^ も 少なし。 おし 或は 私忿に W りて 

交を絕 つに 至りて は、 譬 へば 悸々 然として 其の 面に 見 はれ、 去れ ば^ち 日の 力 を め 

て 後に 宿す と 云 ふ 如く、 且つ 怒り 且つ 篤り、 毫も 生 平の 交 態を存 せず。 ^しき は 仇敵 

を 以て 是 れを視 るに 至る 者往々 然り。 其の 薄情 極まれり。 少しく 孟子の 風を學 びて、 

忠 厚の途 に 向 はせ 度き ことなり。 夫れ 孟子の 和氣 と、 今人の 雜 情と、 其の 起る 所 何事 

てら 

ぞと尋 ぬるに、 物 を 愛する の 心と、 己れ を銜 ふの 心と、 其の 途を 異にする に 由るな り- 

然 らば 有志の 士、 物 を 愛する を 以て 心と し、 切に已れを树ふの念を然^^すべ 1。 

第 十三 章 


孟子、 齊を 去る。 充虞、 路に問 ひて 曰く、 「夫子 不豫の 色 あるが 若し。 前日 虞 これ を 夫子に 聞 

けり、 曰く、 君子 は 天 を 怨みず、 人を尤 めず と.」。 曰く、 「彼れ も 一 時な り、 此れ も 一 時な り。 

五 百年に して 必ず 王者の 興る あり、 其の 間 必ず 世に 名 ある 者 あり。 周より 丽 1 七 百 有餘歲 なり 3 

其の 數を 2\ 二」 すれば 則ち 過ぎた 力。 其の 時 を 以て 之れ を考 ふれば 則ち 可な り。 夫れ 天 未い こ 天下 

を 平 治す る こと を 欲せざる なり。 如し 天下 を 平 治せん こと を 欲せば、 今の 世に 當 りて 我れ を 

きて 其れ 誰れ ぞゃ。 吾れ 何爲れ ぞ不豫 ならん や」 と。 

〇 彼れ も 一 時な り、 此れ も 一 時な り。 

君子の 心兩般 あり。 一般 は 己れ を處 するな り。 其の 己れ を處 する は 貧賤の 極り- 艱難 

の甚 しきと 云へ ども、 雍々 是 れに處 り- 一 も 天 を 怨み 人 を 25 むる 所な し。 一 般は世 を 

憂 ふるな り。 其の 世 を 憂 ふる は 天下 を視る こと 吾が 家の 如く、 萬 民 を視る こと 吾が 子 

の 如く、  I 亂れ民 苦しむ を視て は、 食 ひて 味 を 甘し とせず、 1^ ねて 席 を 安ん ぜ ざるに 

至る。 彼れ も 一 時な り、 此れ も 一 時な りと 云 ふ は、 此の 兩般 なり。 然れ ども 兩般實 は 

一般な り。 何と なれば、 己れ に 在りて 貧賤 艱難 心に 關る 事な し。 故に 天下 萬 民 を視る 

こと、 吾が 家 吾が 子の 如きに 至る。 天下 萬 民 を視る こと 吾が 家 吾が 子の 如し。 故に 貧 

講 孟餘話  一一 七 


講孟 餘話  二  < - 

賤 艱難 心に 關る ことなき に 至る。 若し 夫れ 情 を 好み、 ^に雍 かされ、 涎 を 美 利に 流す 

の 徒、 安ん ぞ 天下 内 民 を 顧みる 者 あらん や。 故に 一 本はく、 兩般赏 は  一 n なり。 


二) 地名， 

£K も 亦 地名 


(二)  IS の 高 

！ g の 謀臣 


第 十四 章 

孟子、 齊を 去りて 休に 居る。 公孫 ft 問 ひて：！ I く、 「仕へ て祿を 受けざる は せの 道 か」。 ：！： く、 「非 

なり。 祟に 於て 吾れ 王に 見 ゆる こと を 得たり。 返き て 去る の 志 あり、 變 ずる を 欲せず。 故に 受 

けざる なり。 繼 いで 師 (旅) 命 あり、 以て 請 ふべ からず。 齊に 久しき は、 我が 志に 非 ざり しな 

り」 と。 

孟子 初めて 王に 見えて より、 「しに 去る の 志 あり、 故に 祿を 受けず。 ；： 疋れを 以て f〕 人 化 

も 祿を受 けざる こと を 知るべし。 韓. あり、 「人の 車に 乗る 者 は 人の 忠を 載せ， 人 

の 衣 を 衣る 者 は 人の 一 鍵 を 懐き、 人の 食 を 食 ふ 者 は 人の 事に 死す」 と。 故に仕へて^#を 

受 くれば、 此の 身 を 舉げて 君に 獻ず。 君の 爲 めに 用に 供す る ことな かるべ けんや。 リ；. ！ 

れ 古人 祿を 乂 くるの 苟もせ ざる 所以な り。 今ゅ淸 平の 深澤 と、 祖先の 餘恩 とに Z り、 

許 多の 体 綠を賜 ひ、 其の 初め を 知らず。 其の 受 くるの^ もすべからざる を 知る 者 少な 


し。 此れ等の 章に 於て、 宜しく 感悟 する 所 あるべし。 

^。一一) 九 六  右下 篇 凡そ 十四 章。 朱 子 曰く、 「第二 章より 以下 は 孟子の 出 處行實 を 記す る こと 詳 

かなりと 爲す」 と。 今 案ず-るに、 第二 章、. 孟子 自ら 處 する 所と 時 君に 望む 所見る ベ 

し。 第三 章、 自ら 處 するな り。 四 章、 時 君に 望むな り。 五 章 丄ハ章 • 七 章 並びに 自 

ら 居るな り。 八 章 • 九 章の 間、 梁 惠王下 篇の十 章. 十一 章 を 加へ 共に 四 章、 敍 事相 

承け、 燕 を 伐つ の 始末 甚だ 備 はる、 亦 時 君に 望むな り。 以下 五 章、 叉敍 事相 承け、 

齊を 去る の 始末 甚だ 備 はる、 亦 自ら 處 するな り。 就中 第 十三 章、 義心 下 篇の末 章と 

大意 同じう して 文 少しく 省く のみ。 是れ 孟子 深慨の 在る 所に して、 此の 篇記 する 所 

の 出 處行實 を 結ぶな り。 末 章、 暗に 第 十二 章 「王の 以て 口 I 武 たるべからざる を識ら 

ざる は、 則ち 不明な り」 の 意 を 照し、 孟子 固より 已に 王の 湯武 たるべからざる を 知 

ると 雖も、 亦悻々 然 たる 小人の 行を爲 すに 忍びず して、 心たら ず齊に 久し かりし と 

なり。 是れ 此の 篇の 大條理 たり。 ^だ 疑 ふべき に、 首章、 天 時. 地 利. 人 和の 論、 

他の 章に 於て 曾て 關 係な きを 覺ゅ。 或は 錯簡 あらん も 未だ 知る ベ からず。 
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第 十四 場 下 问 H 

滕文公 上  ， 

首章 

P 一、) 滕の文 公世： 十たり しとき、 將に楚 に 之かん とす。 宋に 過り て孟 千を兒 る。 孟. T 性 は^なりと 迫 

の 5-  ひ、 言へば 必ず 堯舜 を稱 す。 世子 楚 より 反りて、 復た 孟子 を兑 る。 孟子：！： く、 世チ 吾が 言 を 疑 

3 景 公の  ふか。 夫れ 道 は 一 のみ。 "：^ 陬、 齊の景 公に 謂って 曰く、 「彼れ も 丈夫な り、 我れ も 丈夫な り。 

吾れ 何ぞ 彼れ を 畏れん や」 と。 顔 淵 曰く、 「舜 何人 ぞゃ、 予れ 何人 ぞゃ」 と。 爲す あらんと す 

S 公 S は  る 者 は亦是 くの 若し。 公明 儀 曰く、 「文 王 は 我が 師 なり。 周 公豈に 我れ を 欺かん や」 と。 今 膝 

姓 链は 名-  (y) 

^人。 は 長 を 絕ち短 を 補 はば、 將に 五十里な らんと す。 適 ほ 以て 善 國と爲 すべし。 書に 闩く、 「若し 

i?」g^fM 藥 E はせ ずん ば &の疾 接えず」 と。 

〇 若し 藥^^ せ ずん ば 厥の 疾， 1 えず。 

此の 言 實 に：： だれ 吾が 聚の 良藥 是れに 過ぐ る ことたし。 仉し 此の 藥^ 眩す る 所以に： 个-り 

て は、 眞に志 を 立つ る 者に 非 ざれば 知る こと 能 はず。 請 ふ 試みに：： だれ を.：.：： はん。 今、 

常人の 通 情 を 察する に、 善 を 好み 惡を惡 むは 固より なれ ども、 大抵 卜 人並の 人と なら 


んと思 ふ 迄にて， 百 人 千 人 萬 人に tk 、出せん と 思ん 者 更に 少なし。 堯舜 • 文 王 は 萬 世に 

傑出す る 人な り。 今遽 かに 是れ を師 とせんと する は E ハ 眩の 藥に 非す や。 滕は 五十里の 

はさ 

小國 にして、 齊. 楚 強大の 國に間 まれり。 其の 自ら 存 する 且つ 難しと す。 今 乃ち 是れ 

を 謂 ひて 善國 となす べしと 云 ふ、 亦 E ハ 眩の 藥に 非す や。 然れ ども 常人の 情と して、 自 

ら行ふ を 勤めす、 好んで 無 當の大 言 をな し、 聖人と なる も、 善國， -- なす も、 茶 清 を 貪 

ふ 如くに 言 ふ 者 多し。 亦 焉んぞ 此の 藥の E ハ眩を 知る こと を 得ん や。 吾が輩 自ら 反して 

たん めん 

是れを 思 ふ 時 は、 汙背赧 面 自ら 容 るる 所た し。 是れ實 に 吾が輩の 良藥 なる かた e 

第二 章 

OlO  V  、つ し 

へ 五』 g ，世 隙の 定公薨 ず。 世子、 然 友に 謂って 曰く、 一. 昔 者 孟子 嘗て 我れ と宋に 言へ り、 心に 於て 終に 忘 

子 da  V- ク么の  ソ 

0  れず。 今 不幸に して 大 故に 至れり。 吾れ 子 をして 孟子に 問 はしめ、 然る 後に 事 を 行 はんと 欲す」 

さん，： う  ゆ 

と。 然友、 都に 之き て 孟子に 問 ふ。 孟子 曰く、 「亦 善から ず や、 親の 喪 は 固より 自ら 盡す 所な 

り。 曾 子 曰く、 生ける とき は 之れ に 事 ふるに 讒を 以てし、 死 するとき は 之れ を 葬る に禮を 以て 

し、 之れを祭るに禮を2^てす、 孝と 謂 ふべ しと。 諸侯の 饞は 吾れ 未だ 之れ を學 ばず 。然. りと ぶ 

も 吾れ 嘗て 之れ を 聞け り、 三年の 喪、 齊疏の 服、 釺 粥が 食 は、 天子より 庶<- に 達す。 一二 代 之れ 
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(一) 古記 錄 


(二)  SB 
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(三) S 

あ 十九 


(n) 洞" 公 

毛 利 元 就 • 天 

樹公 81 元 • 大 
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を 共に す」 と。 然友反 命す。 三年の 喪を爲 さん こと を定 む。 父兄- rH{M:: 欲せず して： ：！  く、 「吾 

が宗國 普の 先君 も 之れ を 行 ふなく、 吾が 先君 も 亦 之れ を 行 ふなき なり。 子の身に！^^りて之れに 

反く は 不可な り。 且つ 志に 曰く、 喪祭 は 先祖に 從 ふと」。 曰く、 「吾れ 之れ を受 くる 所 あるな り」 

と。 然 友に 謂って 曰く、 「吾れ 他日 未だ 嘗て 舉問 せず、 好んで 馬 を 馳せ劍 を 試む。 今や 父兄 百 

宫 我れ を 足れり とせず、 其の 大事 を盡す 能 はざる を 恐る。 子 我が 爲め に孟+ に 問へ」 と。 然友 

復た鄉 に 之き て 孟子に 問 ふ。 孟子 曰く、 「然 り、 以て 他に 求むべからざる ものな り。 孔子 ：n く、 

君 すれば 冢 宰に聽 く。 粥 を 11 り、 面 は 深 墨、 位に 卽 きて 哭す。 百- K 有司、 敢 へて 哀しまざる 

なしと。 之れ に 先んずれば なり。 上、 好む^！！^^めれ-は、 下、 必ず これより；^ しき 者 あり。 君 +の 

德は 風な り、 小人の 德は 草な り、 草 は 之れ に 風を尙 ふれば 必ず 偶す。 是れ 世子に 在り」 と。 然 

友 反 命す。 世子 曰く、  r 然り、 是れ 誠に 我れ に 在り」 と。 五月 臟に 居り、 未だ 命戒 あ..： ず。 百 

宫 族 人 可として li つて 曰く、 「(S2S 知れり」 と。 葬る に 至る に 及び、 四方 来りて 之れ を觀 る。 

顔色の 戚み、 哭 泣の k み、 する 者 大いに 悅ぶ。 

三年の 喪 は 三代の 通用す る 所なる に、 滕の^ 官族 人、 却っ てタ卄の先？！^；も吾が先君も之 

れを行 ふ 者な しと 云 ふ は何ぞ や。 云 はく、  M:.! れ 今の 事情 を 以て 推せば il: べし。 A つ 本 

藩の 事 を 以て 言 ふに、 烈組 三^の 建て 置き 給 ふこと は， 赏に千 -r:: ，の 重 典と 云ぶべし ( 


然れ ども 今 直ちに 之れ を 行 はば、 俗吏 古に 通ぜ ざる 者 は、 必す駭 して 先例 舊 格に 非ず 

とせん。 殊て 知らす、 俗吏の 先例 舊格 とする 所 は、 多く は 後世 沿 習の 流 例に して、 眞 

の 重 典に 戾る こと 亦少 からず。 烈 祖以來 僅かに 二三 百年、 已に斯 くの 如し。 況ゃ周 家 

天下 を 治む る こと 七 百餘 年、 天下 方に 爭戰 の 場と なる 時に 當り て 其の 護妄是 に 至 る 。 

何ぞ 怪しむ に 足らん。 故に 守成の 君の 責ぶ所 は、 務めて 祖宗の 遺訓に 遵ひ、 邦家の 舊 

したが  ザ-し ふさ 

章に 率 ひ、 紛更 變亂の 渐を杜 ぐに あり。 學者も 亦茲に 注意すべし。 

みづ からつ くす 

此の 章 孟子 對 ふる 所の 主意 は自盡 の 二字に あり。 故に 初 對にロ を 開き 卽ち是 れを言 

ふ。 次對 に、 以て 他に 求むべからざる ものな りと 云 ひ、 骨子に 在りと 云 ふ。 I 子是れ 

を 聞き、 誠に 我れ に 在りと 云 ふに 至りて は、 旣に 孟子の 意を領 す。 宜な るかな 能く 三 

年の 喪 を 成す こと。 然れ ども 其の 論 獨り喪 事の みに 非ず、 萬 事 皆然ら ざる ことなし。 

故に 孔子 曰く、 「仁 を 爲すは 己れ に 由る、 人に 由らん や」 と。 誠なる かた 此の 言 や。 

三年の 喪 行 はれざる、 蓋し 亦 久し。 孔門の 弟子 子 張已に r 高宗 諒闇 三年 言 はず」 を 疑 

ふ。 宰我 「三年の 喪の 久しき」 を 憂 ふ。 叉盡心 下篇に 公孫 fi が 齊の宣 王の 短 喪 を 問 ふ 
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二)  IS? あ 炎。 

lie 巧の 長子。 

w の， W か. 受け 

て KIT 王と なる 

(二)  SI 文 帝 

の 長子.' 名 は 

大いに 文 

治 も-興し、 Di- 

E を 均し. つし- 

戶镊を 利す。 

K«J の！ « なる 

も 9? み 一」 都 を 

(三) 名 は 害。 

m£、  JL 


四) 前 出， 


(五) 藤 田更 

お 


こと あり.。 此の 類 を 以て 此の 章に 合せ 考 ふるに、 三年の 喪 上より 先づ糜 して- 下是れ 

二從 ふなり。 三代 以下、 晉の武 帝. 元 魏の孝 文. 南宋の! >宗 の 如き、 三年の 喪 を 行 ふ 

の 君、 三敫 人に 過ぎず。 此の 時に 當 りて 其の 臣下 徒に 其の 美 を將頓 する こと 能 はざる 

のみならず、 叉從 つて 俗論 を 造作して 是れ を沮歇 する に 至る。 禮 法の 類^ 是に 至ろ- 

實に 歎.：： さ餘り ある ことなり。 然れば 後世 士君子、 宜しく 外、 習俗に 從ひ、 內、 心 制 

を 持す る あるの み。 近世 儒 先 づ往々 是れを 行 ふ • 實に歆 仰すべき ことなり。 吾が 知る 

所 江戸の 人 齋藤彌 九郞の 如き、 母 を 喪して より 三年、 朱 だ 嘗て 酒 肉 を 御せ ず。 余 深く 

其の 操 持に 服す。 蓋し 其の 師水府 藤 田 氏の 敎を 奉ずる たり。 先師 山 鹿 素行 先生、 甚だ 

名 を 立て 俗 を 1^ かす こと を惡 む。 其の 父の 喪 を 操る、 五十 日に して 酒 肉 を 御す。 蓋し 

母 氏の 心 を 慰せ ん爲 めに 曲げて^ 俗に 從 ふなり。 然れ ども 日に 至る まで、 酒 肉 を 御 

する こと 僅かに 三度の み。 而 して 皆 已 む を 得ざる に 迫るな り。 
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だ. vffM 膝の 文 公 國を爲 むる こと を 問 ふ。 孟子 日く、 「民事 は緻 くすべからざる なり。 51) に 云 ふ、 晝は 

なんち ここ  よる  たェな  すみ や  C ま 

爾于に 茅 かれ、 宵 は爾累 絢へ。 1^ かに 其れ 屋に 乘れ。 其れ 始めて 百 穀を播 かんと。 民の 道た る 

末 籠 や、 k の產 ある 者 は 恆の心 あり。 惊の產 なき 者 は懷の 心なし。 苟も 悔の 心なければ、 放£-邪 侈、 

出つ  爲 さざる なきの み。 罪に 陷 るに 及んで、 然る 後に 從 つて 之れ を 刑す。 是れ民 を g するな り。 焉 

んぞ 仁人 位に 在る ありて、 民 を 罔す る こと を 而も 爲 すべ けんや。 是の 故に 賢 君 は 必ず： a, ん儉下 を 

^^^h^. 鱧し、 民に 取る に 制 あり。 陽 虎 曰く、 富を爲 せば 仁なら ず、 仁を爲 せば 富まず と。 夏 后 氏に 五 

^ ひ季 |き^ 十に して 貢し、 殷人は 七十に して 助し、 周 人 は 百 畝に して 徹す。 其の 實は 皆： t- の 一 なり。 徹ょ 

囚 へて 魯の政  (九) 

ら i-x-. 徹 なり、 助は藉 なり。 龍 子 曰く、 地 を 治む る は 助より 善き はなく、 貢より 善から ざるよ なしと。 

跡 K 貢と は數 歳の 中 を 校して 以て 常と 爲す。 樂歲に は 粒 米 狼 屍す、 多く 之れ を 取る も 虐と爲 さざる 

に、 則ち 寡く 之れ を， 取る。 凶年に は 其の 田に 糞 ふに も 足らざる に 則ち 必ず 取り 盈っ。 の 父母 

となりて、 民 をして 膀々 然として 將た終 歳 勤 動す る も、 し 其の 父母 を 養 ふ を 得 ざら しめ、 又 

稱 貸して 之れ を 益し、 老稚 をして 溝壑 に轉ぜ しむ。 惡 くん ぞ 其の 民の 父母た るに 在らん や。 夫れ 

(、一 下 J^) 大 Is 祿を 世に する は隨 固より 之れ を 行へ り。 詩に 云 ふ、 我が 公田に 雨ふり、 遂に 我が 私に 及べと。 

M  惟 だ 助の み 公田 ありと 爲す。 此れに 由り て 之れ を觀れ ば、 周と 雖も亦 助す るな り。 庠序舉 校 を 

設け 爲 して 以て 之れ を敎 ふ。 庠は 萎な り、 校は敎 なり、 序 は 射な り。 夏に は 校と 曰 ひ、 殷には 
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序と 曰 ひ、 周に は 庠と曰 ひ、 學は 則ち 三代 之れ を 共に す。 ^J: 人倫 を 明かに する 所 なり。 

it に 明かに して、 小 民 下に 親しむ。 王者 起る あらば 必ず 来りて 法 を 取らん。 是れ 王者の 師たる 

(一) 詩 大  なり。 詩に 云 ふ、 周は舊 邦な りと 雖も、 其の 命" 惟れ 新たな りと。 文 王の， ば S なり。 子 力めて 之 

0. 文 土 こつ  し 

§  の臣  れを行 はば、 亦3^て子の國を新たにせん」 と。 畢戰 をして 并地を 問 はしむ。 孟子：！ I く、 「： 十の 

n;; 將に 仁政 を 行 はんとし、 選擇 して 子 を 使 はす。 子 必ず 之れ を勉 めよ。 夫れ 仁政 は 必ず 界ょ 

り 始まる。 辩界 正しから ざれば、 井 地均し からず、 穀祿平 かならず。 是の 故に 暴君 汁 吏 は 必ず 

其の 界を慢 にす。 經界旣 に 正しければ、 田 を 分ち 祿を 制する こと^して 定 むべき なり。 夫れ 

滕は壊 地褊小 なれ ども、 將た 君子た る あり、 將た 野人た る あり。 ！！；^：十なければ野人を治むるな 

く、 野人なければ 君子 を蹇 ふなし。 請 ふ 野 は 九が 一 にして 助し、 國中は 什が 一 にして 自ら 賦せ 

しめん。 卿より 以下に は 必ず 圭田 あり。 圭田は 五十 畝、 餘夫は 二十 五献。 死徙鄉 を出づ るな；、 

鄕田井 を 同じう し、 出入 相 友と し、 守 相 助け、 疾病 相 扶持 すれば、 則ち 百姓 親睦す。 方里に 

して 并す。 井 は 九 百 畝、 其の 中 を 公田と 爲す。 八 家 皆 百 畝 を 私し、 同じく 公 W を 養 ふ。 八 ム辜舉 

りて 然る 後敢 へて 私事 を 治む。 野人 を 別つ 所以な り。 此れ 其の 大略な り。 若し 夫れ 之れ な fl 澤 

レ 5 よ、 =y ち lir  .  -i レー こ. WTV  I  to 註。 呂. 曰く、 子 張子 (横お) 賊 然として 一二 代の 冶す ふ あり。 (中 乃ち 首 

する：：！  He や fi?V と 子と に. f:? り」 と ひて 曰く、 縱ひ 之れ，！ 下に 行 ふ 能 はざる も、 ほ 之れ か 二  « に めむべし。 

方に み-者と 古の 法を读 し、 一方 も-買 ひ、 して 數 井と 爲し、 上 は 公 5^ の 賦役 も 失 はす、 退いて 其の 私ち-以て St 界も. し 宅 

も 分ち、 ^法 を 立て 8S 菩も K め、 ®f 校 も 興し は 俗 も 一成し、 蘅を教 ひ f ぬ を ひ、 木 を はくし * を 抑へ， は、 て 先 上の « 法 を辨し 


昭^ 


て、 當 今の 行 ふべき. を 明かに する に 足ら 

んと- 志 ありし も 未だ 就ら すして 卒す。 

〇 王者 起る あら ば 必ず 來り て 法 を 取らん。 是れ 王者の 師 たるたり。 

君子の 政 を爲す は、 我が 一圃の 爲め のみに 非ず、 天下 後 の 法と ならん こと を 要す。 

せョ ノ 天下 後せ となり 大いに 行 はるる 時 は、 何ぞ 必ずしも 己れ より 出で 自ら 爲 すに 誇る 

德川齊 こと をな さんや。 近世 水府の (i" 山 公の 諸政 を更 張す る や、 他 邦より 來 りて 法 を 取る を 

期せられ し 故、 他 邦より 來 りて 其の 政 を 問 ひ 其の 法 を 觀んと 欲する 者 あれば、 必ず 襟 

胸 を 開き 情實を 吐きて 是れに 示し、 叉 其の 論說 する 所 を 取りて 國 政に 施 用せられ しと 

聞く。 實に志 ありと 云 ふべ し。 余 近日 諸 藩の 政 を爲す 者を觀 るに、 大抵 目前の 計を爲 

すの み。 未だ 天下 後せ の爲 めに 志 を 立つ る 者 を 見ず。 方今 國步 艱難の 際に 當れ り。 d 

敎 民政より 軍 防 兵備に 至る 迄、 悉く 其の 至當至 精の 所 を 究め 是れを 行 はば、 天下 必ず 

來 りて 法 を 取らん。 是れ 天下の 師 となるな り。 此の 事是れ 人君 天地に 事 ふるの 誠心よ 

りして 成る 所に して、 區々 功利の 論に 非ず。 鳴 呼、 是れに 非 ざれば 遂に 其の 國を 新た 

にす るに 足ら ざ るな り。 
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〇 死徙 鄉を屮 r つるな く、 鄉田井 を 同じう し、 出 人相 友と し、 守 望 相 助け * 疾病 相 扶持 

すれば、 則ち 百姓 親 す。 

此の 章 大意， 井 地 • 學 校の 三 件に あり。 分ち て 前後 ニ^と す。 前段 は 直ちに 文 

公に 答 ふ。 井田 .學 校の 大意 を 言 ふ。 綠 は滕、 固より 之れ を 行 ふと 一 K ひて、 

一 件 を 略す。 後段 は 畢戰に 答 ふ。 井 地 • 穀祿の 詳を言 ふ。 學 校の 事 は 明言せ す。 fc 姓 

親睦と 云 ふ 5: に 籠め て 言 ふなり。 是れ全 章の 大意な り。 而 して 其の 广〕 も 熟 味すべき は 

此の 一節に あり。 蓋し 井 地. 穀祿. 學 校の 事 は 皆 制度に 關係 する ことたれば、 容易に 

議 すべきに 非ず。 唯 だ 此の 一節 は 其の 行 ふべき の 實を云 ひ， t も 親切 著明たり。 今^ 

の 制、 民 ii にも 士林 にも 伍 組の 法 は ある ことなれば、 此の 法に W: りて 此の 意 を 行 ひ^ 

(一) {^-の4< きこと たり。 橫渠 先せ 學 者と 議し、 田地 を 買ひ畫 して 數井 となし、 ^界を 正し 宅 里 を 

_s^i*^*。 仁；ーぶ  れんに 一  .  れ 

は ノ巧， 分ち、 斂法を 立て 儲蓄 を廣 め、 學校を 興し I- 俗 を 成し、 を 救 ひ 忠を恤 ひ、 本 を^く 

a. 易 ％ 以て 

し 末 を 抑へば、 亦 以て 先王の 遗法を 推して、 常 今の 行 ふべき を 明かに する に 足らん， こ 

ひ 志 ありし 由、 圏外の 註に 見 ゆ、 寅に 尤もなる ことなり。 余 をして 橫 1^ の 時に 生れし 


めば、 必ず 此の 事 を 成さん もの をと 思へ ども、 幽明 道遙 かにして 詮方な し。 況 ゃ今囹 

圄の囚 となり、 志 ありと 云へ ども 遂 ぐべき 樣 なし。 徒らに 橫渠の 說を讀 みて 感淚胸 を 

沾す のみ。 但だ橫 渠の說 は 田 を畫し 井と なすが、 最も 用意の 所と 見えたり。 仁政 は經 

界 より 始まる と あれば、 此の 事 固より 要務に は あるべ けれど、 是れは 法制に 係 はりた 

る ことにて、 萬 一 人情に 合し 土俗に 宜 からぬ こと あれば、 大いに 民間 を擾亂 する に 至 

る。 故に 夫れ より は 此の 一 節に 云 ふ 所の 實を 主として 行 ひ 度き ことなり。 
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神 農の 言 を爲す 者、 許 行 あり。 楚 より 勝に 之き、 門に 踵り て 文 公に 告げて 曰く、 「遠方の 人、 

君 仁政 を 行 ふと 聞く。 願 はく は ー廛を 受けて 氓と ならん」 と。 文 公之れ に 處を與 ふ。 其の 徒數 

十 人、 皆褐を 衣、 屨を i ち 席 を 織りて Z? 食と 爲す。 陳 良の 徒 陳相、 其の 弟 辛と 来 耜を負 ひて、 

宋 より 滕に 之き て 曰く、 「君 聖人の 政 を 行 ふと 聞く、 是れ亦 聖人な り。 願 はく は 聖人の 氓と な 

らん」 と。 陳相、 許 行 を 見て 大いに 悅び、 盡く 其の 學を棄 てて 學ぶ。 陳相、 孟子 を 見、 許 行の 

言 を 道 ひて 曰く 、「膝の 君 は 則ち 誠に 賢 君な り。 然 りと 雖も 未だ (神 農の) 道 を 聞かざる なり。 賢 

講孟餘 話  一二 九 


！ I 孟餘話  ニー 一  o 

とも  よ- フ そん  や 

者 は 民と 並に 耕して 食 ひ、 饔殆 して 治む。 今や 滕に は. 魔府 iiw あり、 則ち 是れ民 を厲 ましめ て 

以て ら菱 ふなり。 惡ん ぞ^なる を 得ん」。 孟子 ：！：  く、 「許 子 は 必ず 粟 を 種. < ^て而 る 後に 食 ふ 

か」。 曰く、 「然 り」。 「許 子 • は 必ず 布 を 織りて 而る 後に 衣る か」。 曰く、 「否、 許 子 は褐を 衣る」。 

「許 子 は 冠す るか」。 曰く、 「冠す」。 ：！： く、  r 奚をか 冠す る， 一。 曰く、 「素 を 冠す」。 曰く、  RE ら 

之れ を 織る か」。 曰く、 「否、 粟 を 以て 之れ に 易 ふ」。 n く、 「許 子は奚 爲れぞ C ら 織らざる」。 

ふ そう  かし 

口く、 「耕に 害 あり」。 曰く、 「許 子 は 答 _ ^を 以て 翳ぎ、 鐵 を！^ て 耕す か」。 曰く、 「然 り」。 「自ら 

之れ を i るか」。 曰ぐ、 「否、 粟 を 以て 之れ に ふ」 と。 「粟 を：？ 械 器に 易 ふる 者 は、 陶冶 を 腐 

ましむ と爲 さず。 陶冶 も 亦 其の 械器を 以て 粟に 易 ふる 者 は、 豈に 農夫 を厲 ましむ と爲 さんや。 

ただ  いへの ラち  なん f  t 

且つ 許 子 は何ぞ 陶冶 を爲 さざる。 $ これ を 其の 宮中に 联 りて 之れ を 用 ひずして、 何爲 れぞ紛 

紛然と して 百ェと 交易す る、 何ぞ許 子の 煩 を 憚から ざる」。 曰く、 「百 ェの事 は 固より 耕し 且つ 

爲 すべから ざれば なり」。 r 然 らば 則ち 天下 を 治む る ことのみ 獨り 耕し 且つ 爲 すべ けんや。 大 

人の^ あり、 小人の 事 あり。 且つ 一人の 身に して 百 ェの爲 る所備 はる、 如し 必ず， ：！： ら爲 りて 而 

ろ 後 之れ を 用 ひば、 是れ 天下 を率ゐ て路ら すなり。 故に 曰く、 或は 心 を勞し 或は カを勞 すと e 

心を勞 する 者 は 人 を 治め、 カを勞 する 者 は 人に 治めら る。 人に 治めら るる 者 は 人 を 食 ひ、 人 を 

治む る 者 は 人に 食 はる。 天下の 通義 なり。 堯の 時に 當 りて 天下 翁 ほ 未だ 平 かならず。 洪水^ 流 


號 2 ぜも 司：:： して そ 役 農- 

ら司 徒し-むこの C 事 二 

るる 卽 れ臣 こも 
f 官さ舜 に棄 の勸官 
堯 に敎の 任 を 時む 名 
の 任育臣 ぜし舜 る ' 


し 天下に 氾濫す。 草木 暢 茂し、 禽獸 繁殖！、 五穀 II らず、 禽獸 人に g り、 獸蹄 鳥迹の 道、 .sr 國 

に 交 はる。 堯獨り 之れ を 憂へ、 舜を擧 げて治 を 敷かし む。 舜、 g をして 火 を 掌ら しむ。 益、 山 

澤を 烈して 之れ を 焚き、 禽獸 逃れ 匿る。 禹、 九 河 を i し、 ^(の 水) を して これ を 海に： H 

ぎ、 汝. 漢を決 し、 淮* 泗を排 して 之れ を 江に 注ぐ。 然る 後に 中國 得て 食 ふべき なり。 是の 寺 

に當 りて や、 禹、 外に 八 年、 三た び 其の 門 を 過ぐ る も 而も 入らず。 耕さん と 欲すと 雖も 得ん や。 

后稷は 民に 稼 檣 を敎へ 五穀 を樹藝 す。 五穀 熟して 民人 育す。 人の 道 ある や、 飽食 煖衣、 逸 居し 

て敎 なければ、 則ち 禽獸に 近し。 聖人 之れ を 憂 ふる あ ^下 i をして 司 徒たら しめ 敎 ふるに 人倫 

を！^てして、 父子 親 あり、 君臣 義 あり、 夫婦 別 あり、 長幼 序 あり、 朋友 信 あり。 お I 曰く、 之 

れを勞 ひ 之れ を 来し、 之れ を II し 之れ を 直く し、 之れ を輔け 之れ を" 難け て、 之れ を 自得せ しめ 

又從 つて 之れ を振德 せよ と。 聖人の 民 を 憂 ふる、 此 くの 如し。 而 して 耕す に 暇 あらん や。 堯ょ 

舜を 得ざる を 以て 己が 憂と 爲し、 舜は禹 -ili 歸を 得ざる を 2? 己が 憂と 爲す。 夫れ 百 畝の Si ま 

ら ざる をお 二」 己が 憂と なす 者 は、 農夫な り。 人に 分つ に 財 を 以てする、 之れ を 惠と謂 ふ。 人に 

敎ふるに善を：^てする、 之れ を 忠と謂 ふ。 天下の 爲 めに 人 を 得る 者 は、 之れ を 仁と 謂 ふ。 是の 

故に 天下 を 以て 人に 與 ふる は 易く、 天下の 爲 めに 人 を 得る は 難し。 孔子 (r§) く、 大な るかな 堯の 

君た る や、 惟 だ 天を大 なりと 爲す、 惟だ堯 之れ に 則る、 蕩々 乎と して 民 能く 名づ くるな し。 君 

講孟餘 話  ニー 二 


(ra) 「 

伯篇第 . . 


さ 2 孔人俱 子 二 
すご 子 。に 張：: 
に そ 孔 • 

許 近の 子 子 子- 

行 WIT の游 S: 
をす 貌 門と • 


(一一；) 00^. 
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なる かな 舜ゃ、 1^ 々乎と して 天下 を 有ち て與ら ずと" 堯舜の 天下 を 治む る、 5 おに 其、 の 心 を 用 ふ 

る 所な からん や。 亦 耕す に 用 ひざる のみ。 吾れ 夏 を 用って 夷を變 ずる^ を iM ける も、 未だ 夷に 

變ぜら るる 者 を 聞かざる な.^。 陳良は 楚の產 なり、 周 公 • 仲 尼の 道を悅 び、 北の かた 中國 に學 

ぶ。 北方の 學者 未だ 之れ に 先んずる ある 能 はず。 彼れ は 所謂 豪傑の 士 なり。 子の 兄 m、 之れ に 

事 ふること 數十 年、 師 死して 遂に 之れ に 倍く。  #r 者 孔子 沒 する や、 三年の 外、 門人 仵を 治めて 

將に歸 らんと し、 入りて 子 貢に 揖し 相嚮 ひて 哭す、 比，：： 聲を失 ひて 然る 後に 歸れ り。 子 貢 は り 

( 一 ) 

て 室 を 場に 築き、 獨 居 三年、 然る 後に 歸る。 他日 子 夏 • 子 張 • 子游、 有 若の 聖人に 似た る を.^ 

て、 孔子に 事 ふる 所 を 以て 之れ に 菜 へんと 欲し、 曾 子に 彊ふ。 曾 子 曰く、 不可な り、 hd^ 以て 

之れ を i ひ、 秋 陽 以て 之れ を 暴す も、 縞々 乎と して 尙ふ ベから ざるの みと。 今や 南敏缺 舌の 人、 

先王の 道 を 非と す。 子、 子の 師に 倍き て 之れ を畢 ぶ、 亦 曾 子に 異なり。 吾れ 幽ハ介 を 出で て 木 

に 遷る者 を 聞け る も、 未だ 喬木 を 下りて 幽谷に 入る 者 を 聞かざる なり。 魯 に 臼く、 戎 狄是れ 

% ち、 荊 舒是れ 懲らす と。 周 公方 且に 之れ を脾 たんと す。 子 是れを 之れ 學ぶは 亦 善く 變ぜ ずと 

爲す」 と。 「許 子の 道に 從 はば 則ち 市 SJi 威なら ず國中 偽な し。 五 尺の 童 をして 市に 適 かしむ と 

あた ひ あ ひし  i るし じょ 

雖も、 之れ を 欺く ことな けん。 布帛の 長短 同じければ 則ち 賈相 若き、 麻 樓絲絮 の ift 同じ けれ 

ば 則ち 賈相 若き、 五穀の 多寡 同じければ 則ち 賈相 若き、 履の 大小 同で ければ 則ち 相 若かん ヒ 


る 敎にふ 帝皇代 1 

ふ 耕 。神の の! 
と す始農 一天 
傳 こめ 


らも 民い 炎: 


曰/、、 「夫れ 物の 1 しからざる は 物の 情なり」 或は 相 倍 蓬し 或は 相 什 伯し 或は 相 千 萬す。 子 比 

して 之れ を 同じう せば、 是れ 天下 を亂 るな り。 巨 履. 小 屨賈を 同じう せば、 人豈に 之れ を爲ら 

んゃ。 許 子の 道に 從 はば、 相 率ゐて 偽を爲 さん 者な り。 惡んぞ 能く 國家を 治めん」 と。 

〇 神 農の 言 をな す 者、 許 行 あり。 

許 行 は 農家 者 流に て 上古 神 農の 言 を稱述 する 者と 云へ り.^ 蓋し 周の 衰 ふる、 人君 坐な 

がら 富貴に 生長し、 飽食 媛 衣して、 民事 を 以て 念と せざる と、 世澆季 にして 風俗 倫 薄 

とも 

たると を 憤り、 其の 弊 を 矯めん と 欲する の 心 切なる に 因りて、 民と 並に 耕し、 市賈武 

ならすな： ur こ、 過當の 論を發 する のみ。 故に 先づ許 行が 心 を 察し， 然る 後 孟子の 論 を 

讀む べし。 孟子の 論 は 人君の 職 重き， 耕し 且つ 爲 すべきに 非ざる を 云 ふ。 民を敎 養し 

風俗 を 厚く する の 道、 其の 骨子たり e 故に 許 行 異端と 雖も、 其の 用意 は亦憐 むべ し。 

若し 人君 孟子の 說を行 ふこと 能 はずして、 一 概に許 行 を 非と せば 大ぃ に 非な り e 

〇 大人の 事 あり、 小人の 事 あり。 

やし 

大人の 事 は 心を勞 し、 人 を 治め、 人に 食 はるるな り" 小人の 事 は カを勞 し.， 人 を 貪. な _ 

講 孟餘話  一 三 三 


講 孟餘話  ニー  5 

人に 治めら るるな り。 凡そ 人に 四 等 あり、 士農工商と 云 ふ。 就中 il:^ ェ商を 闕の三 と 

稱し、 各  >. 共 の 職業 ありて、 國に 於て 一 も缺 くべ からず。 獨り 十： に 至りて は 三者の 如 

き 業 ある ことなし。 而レて 其の 職業 を 思 はず、 一 51: 祿 を^し 衣食 居 の^を レ おめ、 效 然と 

して 三者に 驕る は、 豈に 長れ 多き ことに 非ず や。 故に 士と 生れた る 者 は、 文武 を 修熟 

し、 治 亂の御 奉公 を心掛 くべき こと 固より なり。 仍だ 吾が 聚已 に幽 W の 身と なり、 此 

れ 等の 事 を 語る も { や： 談に 近し。 而 して 大いに 然ら ざる もの あり。 何と なれば、 今 = 食 

ふ 所の 贪， 衣る 所の 衣、 用 ふる 所の 器、 ^是 れ國 家の 餘澤に 非ず や。 而 して 我れ 農： 丄 

商の 業 をな して、 以て 國 恩に 報ずべき の 身なら ねば、 亦 唯 だ 書 を 讀み道 を 講じ、 忠孝 

の 一 端な りと も 研究し、 他 曰に 報ずる こと を 忘る ベ からず。 士は三 民の 首にして、 君 

やしな 

は 义諸士 の 長 なれば、 其の a ら養ふ 益. -は く、 自ら 職と する 益. '重し。 人に 食 はるる 

のみに て、 心 を tc 力し 人 を 治む る ことな くんば、 其れ 何とか 云 はん。 れ許 行が 說の— し 

む を 得ざる 所な り。 

Q 堯の 時に 當 りて 云々。 


堯の 天下 を 治む るの 次序、 先 づ舜を 擧げて 政治の 大體を 謀議す。 次に 签.禹 を 用 ひて 

せつ 

民の 爲 めに 害 を 除き、 稷を用 ひて 民 を 養 ひ、 契 を 用 ひて 民を敎 ふ。 是れ 其の 大體 なり。 

噫， 亦 至れり 盡 せり。 後の 政 を爲す もの 大體を 立てず して 瑣事 末節に 汲々 たる、 何ぞ 

つとめ 

能く 成就す る 所 あらん や。 況ゃ 人を擧 用す る こと を勉 とせず、 勞 して 功な き 者往々 皆 

然り。 叉 司 徒の 職 を 論ずる 所、 萬 古人 道是 れに盡 く。 所謂 五敎 なり。 放 動の 語、 萬 古 

敎道是 れに盡 く。 所謂 寛に 在るな り。 玩味して 一 字 にても 疎かに 讀 むべ からず。 

〇 禹、 外に 八 年、 三た び 其の 門 を 過ぐ る も 而も 入らず。 

禹の水 を 治む る や、 塗 山に 娶り てより 僅かに 四日に して 象 を出づ e 其の 子 啓 生れて g: 

ド W として 泣く。 聲 外に 聞 ゆれ ども、 敢 へて 門に 入り 是れを 顧みず e 且つ 山川 跌涉 の勞 

にて、 手足、 肺 K し 脛に 毛な きに 至る、 其の 勞亦甚 しと. 云 ふべ し。 昔 聖人の 天下の 爲め 

にす る、 是 くの 如し。 然るに 後世、 人君 生れて は 逸し、 生れて は 逸して、 かかる 艱難 

の 事 を 夢にも 知らず、 實 に勿體 なき ことなり。 且つ 本 藩 列 一視の 如き、 沐雨櫛 風の 勞* 

甲胄 生？ 1；| の 苦、 大小 一 一 百 五十 度 若しくは 三百 度に 及ぶ の戥 場に 臨み 給 ふこと、 實ニ夏 
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\w 八 年の 勞に 過ぐ と 一 K ふべ し。 今臣 子た らん 者 此の 恩 を 思 はば、 少しく^：！！ら省みる所 

あるべし。 1^2 の勞に 感じて 遂に 是れに 及ぶ、 亦是れ 情の 巳むべからざる なり。 

〇 吾れ-夏 を 用って 夷を變 ずる 者 を 聞け る も、 未だ 夷に 變ぜら るる 者 を 聞かざる なり。」 

夏 夷の 辨、 君子の 愼む 所に して、 孟子の 論 深く 春秋の 意 を 得たり。 卷 秋の 法， Is 侯に 

して 夷狄の 禮を用 ふれば、 是れを 夷狄に す。 夷狄に して 中國に 進めば、 = だれ を 中國に 

す。 故に 春秋の 夷狄 を疾 むは 純ら 夷狄なる を疾 むに 非ず。 中國を 以てして 流れて 夷狄 

に 人る を惡 むな り。 今、 許 行 • 陳良 • 陳相 • 辛、 皆楚 人な り。 細い Jnfis ほ；^ ま 2、| い 

は ，楚 は南蠻 なり。 而 して 陳良は 中國に 進む 者な り。 故に 孟子 是れを 許 

すに 豪傑 を 以てす。 陳相は 夷狄に 人る 者な り。 故に 是れ を贵 むる に. In 子に 異るを 以て 

す。 許 行に 至りて は 夷狄 を 以て 中 國を變 ぜんと 欲する 者、 最も 孟子の 惡む 所な り。 故 

に 南蠻^ 舌の 人と 云 ふ。 其の 是れを 一. くる 甚だ 嚴 なり。 是れ 等の 議論 方今に 在りて 大 

いに 關係 あり、 深く 察すべし。 歐 墨の 學を 修め 夷狄 を 尊崇 歆慕 する 者 は、 小 は卽ち 

はう こう 

相 • 辛 なり、 大は卽 ち 許 行なり、 最も 辨 担すべし。 然れ ども 夷の^ _烦. 船 艦、 醫藥の 


(二) 德 公の 

第三 子。 地 を 

闢く 千里、 國 

も增す 二十。 

五 lis の 一 

(三) もと 晉 

の 人、 秦に入 

りて 穆 公に 仕 

へ し 謀臣 

(四) 景 帝の 

中子。 文教 を 

興し 武威 を 四 

方に 張り、 雄 

主と 竊 せらる 

(五) もと 匈 

奴 休 屠 王の 太 

子。 武 帝の 侍 

中と なる。 帝 

に 信ぜられて 

數十年 過失な 

し。 St? 侯に； 

ぜらる 


法 • 天地の 學、 皆 吾れ に 於て 用 あり、 宜しく 採撵 すべし。 其の 皇國の 用 を 成す に 至り 

て は、 亦 夷狄に して 中國に 進む と 云 ふべ し。 尙ほ 其の 術 夷狄に 出で 其の 人 夷狄に 生ず 

る を 以て 是れ を疾 まば、 孟子 何ぞ陳 良を稱 美す る こと を 得ん や。 古の 賢 君 人 を 用 ふる- 

(二) (三)  .、gn 

夷狄の 人と 云へ ども、 賢なる 者は敢 へて 捨てず。 秦の穆 公の 由 余 を 用 ひ、 漢の武 帝の 

(五) てい 

金 日 禪を用 ふるが 如き、 其の 例少 からず。 何 ぞ況ゃ 其の 術 を や。 若し 其の 人 果して 夷 

狄の心 を 挾み、 其の 術 果して 中國に 益な くして 損 あらば、 速 かに 是れ を誅斬 せんの み、 

速 かに 是れ を禁遏 せんの み。 故に 夷狄に して 中國に 進む と、 中國 にして 夷狄に 流る る 

との 差別 を 明かに する こと 最も 急と す。 余が 米 利 幹に 往 かんと 欲する、 吾が 師象山 余 

に 謂 ふ、 此の 任 深く 忠義の 志 を 蓄へ國 の 恩義 を 知る 者に 非 ざれば、 必ず 大害を 生ずる 

に 至る、 足下 誠に 其の 任に 當れ りと。 吏に 對す るに 方り て、 亦 數.^ 是れを 言 ふ。 余 固 

より 其の 任に 當 るに 足ら ざれ ども、 象 山 春秋 • 孟子に 於て 尤も 深し。 其れ 亦是れ 等へ〕 

論に 於て 感ずる 所 あるか。 

〇 孔子 沒 する や、 三年の 外、 門人 任 を 治めて 歸 らんと す。 
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年 藩 子 「J 山 S 十 に 您 ひ 中 す 六-亨 W  ^ 徕 春 2 
歿儘舉 «の S 三年 仕 t 、て ic  °  '3 十四と 侯 31 に f お 州 a じ 

' °*pg 人 歿ふ 雜平蕃 八 年な 世^つ と 
年享 。下 。備 、'池 明樹' 山 名 る 子す き 荻 Ifl  名 
七 f^l- 福 の 山 後 年 元 W  ^ にのと は 、。の 。古 牛の す は 

十 0 山 朱 *g 福 七 f« 侯 を 從人號 伯 年延 g-silia 人 。純 
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師の爲 めに は 心 喪 三年す る こと、 是れ 古の 制な り。 孔門 諸子の 如き は、 三年の 問 孔子 

の 家に 留まりて 喪 を 勤めた ると 見 ゆれば、 其の 厚き こと 知るべし。 赏に 後世の 及ぶ 所 

、 f  ノ Ir  、  (一)  (ニノ 

^^B^ に 非ず。 後世 師道 收 壌す。 ^^の韓愈、 師說を 作りて 救 ふこと 能 はず。 本邦 太 宰德夫 も 

亦師說 あり。 而 して 近時に 至り 師道 益.' 廢す。 余 R つて 其の 源 を 洞察し、 亦  一 ^を 得 

たり。 大抵 師を 取る こと 易く、 師を 撰ぶ こと 審 かならず。 故に 師道 1： し。 故に 師道 を 

與 さんと ならば、 妄りに 人の 師と なるべからず、 又 妄りに 人を師 とすべからず、 必ず 

眞に敎 ふべき こと ありて 師 となり、 眞に學 ぶべき こと ありて 師 とすべし。 熊澤丫 介の 

中. ば 藤 樹を師 とする が 如き は、 師^^-共に各.-其の道を得ると云ふべし。 ：！；^っ近は古聖 

賢 大抵 言ひ盡 せり、 行ひ盡 せり。 今の 學者 多く は 其の 書 を 觀てロ B 似 をな すの み、 ^ 

に 新 見い： iHi 古人に 駕出 する あるに 非ず。 然れば 師弟 共に 諸共 聖賢の 門人と 云 ふ ものな 

り。 同門 人の 中に て 妄りに 師と云 ひ 弟子と 云 ふ は、 第一 古聖 賢へ 對 して 憚り 多き こと 

ならず や。 佐 藤 直 方の 師道 を 以て 居らざる、 實に 感ずる に餘り あり。 此れ等の jsif も 世 

道 名 敎に關 係す る こ と少 からず？ 詳 かに 諸君と 議 せんと 欲す。 


第五 章 

墨 者 夷之、 徐 辟に 因りて 孟子 を 見ん こと を 求む。 孟子 曰く、 「吾れ 固より 見ん こと を 願 ふ。 今 

吾れ 尙ほ 病めり。 病 愈え なば 我れ 且に往 きて 見ん とす。 夷 子 来ら ざれ」 と。 他日 又 孟子 を 見ん 

こと を 求む。 孟子 曰く、 「吾れ今は則ち！^て見るべし。 直さざれば則ち道見れず、 我れ 且に之 

れを 直さん とす。 吾れ 聞く、 夷 子 は 墨 者な りと。 墨の 喪 を 治む る や、 薄きを：^て其の道と爲す„ 

夷 子 は；^ て 天下 (の 俗) を 易 へんと 思へ り。 豈 に：^ て是に 非ず と爲 して 貴ば ざらん や。 然れ ども 夷 

子 其の 親 を 葬る こと 厚き は、 則ち 是れ賤 しむ 所 を 以て 親に 事 ふるな り」 と。徐子1^て夷子に吿 

ぐ。 夷 子 曰く、 「儒者の 道 は 古の 人 赤子 を 保ん ずるが 若しと。 此の 言 何の 謂ぞ や。 之 は 則ち 

-爲 へらく、 愛に 差等な し、 施す こと 親より 始 むと」。 徐子2^て孟子に吿ぐ。 孟子 曰く、 「夫の 

夷 子 は 信に 入の 其の 兄の 子 を 親しむ こと、 其の 鄰の 赤子 を 親しむ が 若く 爲 すと：^ 爲へ るか。 彼 

れは 取る こと ありて 爾る なり。 赤子の 匍匐して 將に 井に 入らん とする は、 赤子の 罪に 非ざる な 

り。 且つ 天の 物 を 生ずる や 之れ をして 本 を 一 にせし む、 而 るに 夷 子 は 本 を 二に する 故な り。 蓋 

し 上世 嘗て 其の 親 を 葬らざる 者 あり、 其の 親 死 すれば 則ち 擧げて 之れ を 壑に委 つ。 他日 之れ を 

過 ぐれば、 狐狸 之れ を 食 ひ、 觀蚋 之れ を&嘴 ふ。 其の 穀に泚 たる ありて 睨して 視ず。 夫の 泚た 

る は、 人の 爲 めに 泚 たるに 非ず、 中心より 面目に 達す。 蓋し 歸 りて 藁 裡 を 反して 之れ を掩 へりへ 
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之れ を掩 へる こと 誠に 是 ならば、 則ち 孝子；： 人の 其の 親を掩 ふこと も 亦 必ず 道 あらん」 と。 徐 

子 以て 夷 子に 吿ぐ。 夷 子 撫 然として 爲間 ありて 曰く、 「命 へられたり」 と。 

〇： 犬の 物 を 生ずる や 之れ をして 本 を 一 にせし む。 而 るに 夷 子 は 本 を；； にす る 故な り。」 

一 本 二 本と 云 ふこ， こ、 誠に 切要の 事な り。 一 本 は 天地の 常理、 皇阈の 大法に して， if^ 

土 聖人の 至敎 なり e 事々 物々 に 就いて 熟考すべし。 今 條目を 左に 列す。 一 に は 神器と 

(1)  (二) 

正統と、 善く 見 ざれば 二 本になる なり。 此の 事 先 楚栗山 潜 鋒. 三. } ^觀 溯 の 論 あり。 余 

亦 一 說 あり、 別に 著 はす。 ISi ひ 二に は 父子と 君臣と、 善く 見 ざれば 二 本に なろ なり。 

ニー  こ. Hi^lv に -JIhr こと、 人の 後た る 者、 之れ を 子と ほす。 故に 後た る 所と なりて、 斬 袋に 服すな ことつ； 年に して 其の 父 

三 にに fs, タと 1，5 と 母のお を 降す は、 本 祖 を 坊んで 正統 も i ん する を W かにす るた b,- ：疋 れ $£父- 養父の JiS なり 

善く 見 ざれば 二 木になる なり。 四に は 君恩と 敎 道と、 善く 見 ざれば 一： 木になる なり。 

迂儒 漢土に し、 奸^の 釋迦 に荷擔 する、 皆是れ なり。 然れ ども 近， 文明の 化 行 は 

(H) 

れ、 聖賢の 道に 志す 者、 絶えて 此の 弊な し。 近頃 浮；^ 11^、 淵なる 者の 護法 小 Mi を讀 むに、 

其の 論 甚だ 善し。 佛 者の 見、 菜して 皆！^ れが 如く なれば、 二 本の 忠 なしと 云 ふべ， し。 

凡そ 一 本の 誤りて 二 木と なること、 此の 四つ の 外 千： 6 限りなし。 今 特に 其の 大 なる 者 


を擧 ぐるの み。 且つ 四つの 者 其の 說 甚だ 長し。 就中 父子 君臣と 並び 立つ とき は • 大抵 

(5 德宗に 君臣の 方 を 重し とす。 事 急に 勢 迫り 忠孝 雨 全し 難き に 臨み、 誤る ことな かれ。 唐の 李 

、し。 瑶、 其の 父懷 光の 將に 反せん とする を 密かに 德宗に 言 ふ。 ほ？」 SS5。 懷光 死す るに 及ん 

一一" で、 瑶先づ 其の 二 弟 を 刃して 自殺す。 l?」iigur かば 壌 楚の令 尹 子 南、 罪 を 以て 誅せ 

らる。 其の 子 棄疾、 父を棄 てて 讎に事 ふるに 忍びず して 自殺す。 SISSS. ひ K£ や。 況きハ は 

^  MS^^B^ 是れ皆 善く 處 すと 云 ふべ し。 義朝、 保 元の 亂に 父爲 義と戰 ふ。 是 

ら るる こ 及し 

で 遂に 反す れ 王事な り。 難 llsl^ii ほさ" 後 遂に 父を誅 する に 至りて は惡逆 更に 論ずる を 待たず。 

I ま ボ "ぼ。 北條氏 直の 臣松 田英 春と 云 ふ 者 あり。 其の 父憲秀 敵方へ 內逋 す。 英春號 

泣して 固く 諫む。 憲秀聽 かず。 英春竊 かに 氏 直に 見え、 父の 死 を 宥めん こと を 誓 ひて 

後、 是 れを吿 ぐ。 氏 直 誓に 負き、 憲秀の 死を宥 せず。 是れ英 春 も 亦 善く 慮す， こ 云 ふべ 

し。 |§， 而 して 英春 其の 父に 從 ひて 死せ ず、 叉北條 氏の 爲め にも 死せ ず、 剩 へ後來 

前 田 氏に 事 ふ。 此の 大罪 宥 すべから ず。 此の 類 甚だ 多し、 熟考すべし。 養父 *實 父 並 

び 立つ 時 は、 叉 養父 を 重し とす。 然 りと 雖も、 君 父， こ 云 ひ養實 父母と 云 ふ、 輕重 あり 
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と IK へど も 些 の ての み。 之れ を耍 す る に 皆 其の 爲 めに 吾が 死 を 致すべき 所 なれば、 

一 は 重き 方の 爲 めに、 輕き 方を棄 てて 顧みざる こ ともあれ ども、 其の 事 終る 時 は、 

叉 前の 罪過 を惯 ふべき こと 固より なり。 義朝 • 英舂の 如く、 父 を 死せ しめて 子 獨り生 

きて 居る こと、 實に 天地に 容れ ざるの 大罪と 云 ふべ し。 是れ皆 事ハ. -に勢 迫りた る 時の 

事な り。 宣 しく 平日に 講 論して、 時に 臨みて 誤る こ， こな かれ。 猶ほ 此の 他 云 ふべき も 

の 多 けれども^に 論ずべ し。 

0 蓋し 上世 嘗て 其の 親 を 葬らざる 者 あり 云 々 。 

此の 一節 親 を 葬る は 人の 至情に 原づ くこと を 論ず。 蓋し 情の 至極 は 理も亦 至極せ る も 

のな り。 余 常に 謂へ らく * 凡 Kn の 事 皆 情の 至極 を 行へば 仁 用 ふるに 勝 ふべ からず。 特 

に 葬祭 祈禳 等の 事" 皆 至情に 屮 r つるな り。 夫れ 人 死 すれば 魂 は 天に 歸し她 は 地 に^す。 

葬る と 葬らぬ と、 祭る と 祭らぬ と、 死人の 心に 於て 种て關 係 ある ことなし。 然るに 人 

の 情と して、 死したり とて 死せ りと する に 忍びず、 亡せ たりと て 亡せ たりと する に 忍 

どうし 

びず。 父の 植ゑ 置きた る 桐 梓 を 見て さへ 恭敬の 念 起り、 父の 手 澤の存 する 書、 母の u 


澤の存 する 桮棬を 見て さへ、 讀 むに 忍びず 飮 むに 忍びざる は 皆 人情な り。 況ゃ 父母の 

骸骨 を 葬らざる 者 あらん や、 父母の 墳墓 宗廟 を 祭らざる 者 あらん や。 故に 葬祭 は 皆 人 

情なり。 人情 は 愚 を 貴ぶ。 益，' 愚に して 益 1  至れるな り。 若し 智を 貴び 理を 以て 言 ふ 

時 は、 死人の 骸骨 は 魂魄 巳に 去る、 原野に 投 ずる も 可な り、 狐狸に 飽かしむ る も 可な 

りと 云 ふに 至る。 而 して 人情 を 如何せん。 叉 或は 葬ら ざれば 精 靈が迷 ふと 云 ひ、 祭ら 

ねば 罰 を 蒙む るの、 禍を受 くるのと 云 ふ は 人情に 似 たれ ども、 畢竟 己が 利害 禍福より 

起る 所の 見に して、 亦 人情の 至極に 非ず。 祈禱の 事に 至りて は 余刖に 論ず。 故に 兹に 

& せず。 

上篇 凡そ 五 章。 此の 篇 王政 を 論ずる こと 最も 詳 かなり。 就中 第三 章 は 王政の 正面な 

り。 第 四 章 は 許 行の 異說を 破るな り。 而 して 王政 は 親に 孝す る を 以て 本と す。 親に 

孝す る は 終り を 愼むを 以て 耍 とす。 因って 第二 章先づ 三年の 喪 を 論じ 起と し、 第五 

章 墨 者の 異說を 破り 結と す。 其の 首章に 於て は、 學問 政事 皆 聖人 を 以て 師， こすべき 

こと を 論じ、 全篇の 發端 とす。 是れ 上篇五 章の 脈絡な り。 
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第 十七 場 八月 二十 一日 

滕文公 下 

首章 

陳代 H  く、 一， 諸侯 を 見ざる は宜ど 小なる が 若く 然り。 今一 たび 之れ を 見ば、 大は 則ち 以て F- た 

らしめ、 小 は 則ち 以て 霸 たらし めん。 且つ 志に 曰く、 尺 を枉げ て尋を 直く すと。 ど爲 すべき 

が 若き なり」。 1£ 子 曰く、 「昔、 齊の景 公田す。 虡人を 招く に旌を 2X てす。 至らず。 將に 之れ を 

ニー n  か-つく らしな  はに 

殺さん とす。 志士 は 溝壑に 在る を 忘れず、 勇士 は 其の 元 を 喪 ふ を 忘れず と。 孔子 奚を かこれ に 

取れる。 其の 招きに 非 ざれば 往 かざる を 取れるな り。 其の 招き を 待たず して 往 くが 如き は何ぞ 

や。 且つ 夫れ 尺 を枉げ て尋を 直く すと は、 利 を 以て 言へ るな り。 如し 利 を 以てせば、 則ち 尋を 

枉げ尺 を 直く して 利 あらば、 亦爲 すべき か。 昔 者 趙簡： 十、 王 良 をして 嬖 奚と乘 らしむ。 終日に 

して 一 禽をも 獲ず。 嬖奚反 命して 曰く、 天下の 賤ェ なりと。 或ひと2^て王良に^|1:ぐ〕 i;^!:: く、 

請 ふ 之れ を復 びせんと。 & ひて 後に 可く。 一  朝に！ て 十禽を 得たり。 嬖奚 反... i して：： く、 天下 

の 良工な りと。 簡子 曰く、 我れ 女と 乘る こと を 掌ら しめんと。 王 良に 謂 ふ。 ，M 可かず して H く、 

吾れ 之れ が爲 めに 我が 馳驅 を範 すれば、 終日に して 一 を も 獲ず。 之れ が爲 めに 詭 遇すれば、 一 

朝に して 十 を 獲たり。 詩に 云 ふ、 其の 馳 する こと を 失 はず。 矢を舍 ちて 破る が 如しと。 我れ は 


小人と 乘 るに 貰 はず。 請ふ辭 せんと。 御者 すら 且つ 射 者と 比する を 羞づ。 比して 禽獸を 得る こ 

と 丘陵の 若しと 雖も爲 さざる なり。 道 を 枉げて 彼れ に從 ふが 如き は何ぞ や。 且つ 過てり。 已 

れを枉 ぐる 者に 未だ 能く 人 を 直く する 者 あらざる なり」 と。 

〇 志士 は 溝^に 在る を 忘れず。 re- 士は 其の 元 を 喪 ふ を 忘れず。 

誓を讀 むの 耍は、 是れ 等の 語に 於て 反復 熟思すべし。 志士と は 志 達 ありて 節操 を 守る 

士 なり。 節操 を 守る 士は、 闲 翁す る は 固より 覺 悟の 前にて、 早晚 も飢娥 して 溝 谷へ 轉 

うちじに  * 

死す る こと を 念 ひて 忘れず。 士は戰 場に て擊 死す る は 固より 望む 所 なれば、 早晩 も 

首 を 取らる とも 顧みざる こと を 念 ひて 忘れず。 苟も 士と 生れた らん 者 は、 志士 男士と 

なら ずん ば恥づ べきの 甚 しき 者な り。 今 吾が輩 囚 繁に陷 り、 將に身 を 終らん とす。 是 

れ 宜しく 志士の 節操 を心掛 くべ し。 溝壑を さへ 忘れ ざれば、 生を囹 ill に 終る とて、 少 

しも 頓着 は ある まじ。 却つ て 本望と する 所な り。 此の 志 一 たび 立ちて、 人に 求む る こ 

となく 世に 願 ふこと なく、 昂然と して 天地 古今 を 一 視 すべし。 5 一：：：； に 偸 快なら ず や。 吾 

が 學兹に 進まば" 事に 臨んで 亦豈に 士 なる 者に 後れん や。 抑.' 虞 人 さへ も 志士 fs- 士 
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i5l も 合て 谷 蘇 S 印 常 犀 S 代 二ん 下 尉く 時 狂 をへ? 二 
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に 比 一 ：5 する こと を 得る 者 あり。 然るに 士大 夫と して 却つ て^ 人に 比する こと を ざる 

は、 將た 何の 面目 か ある。 

〇 已れ を托ぐ る 者に 朱 だ 能く 人 を 直く する 者 あらざる なり。 

此の 語 誠に 切 實と云 ふべ し。 全 章の 議論 此の ー轉に 至り、 皆是 れ脫 却す るな り。 ^の 

政 を爲す 者、 大抵 己が 身心に 原づ くる こと を 知らず。 文武 を 興し 節儉 を？.〕 み^ 恥を勵 

ますな ど 云 ふ 類、 號令德 の 如く 下れ ども、 悉皆 張釋 之が 所謂 具 文と なり、 毫も 其の 效 

なきもの は、 人心 は 上の ベリに 從 はずして、 上の 好みに 從ふ ものなる を 以てな り。 今 在 

上の 君子 眞に 能く 斯に心 付き、 n^w: 女 倫惰の 欲を絕 ち、 身を戰 場に 置く の 思 をな し、 以 

て率ゐ 先んずる 時 は、 令せ ずして 下民が ら從ふ べし。 誰れ 一人 此の^ を 以て 明主の 前 

に陳說 する 者 なきや。 悲しい かな。 

第二 章  - 

景春 曰く、 「公孫 衍* 張 儀は豈 に 誠の 大丈夫 ならず や。 一た び 怒りて 諸侯 懼れ、 安居して 天下 

想む」。 孟子 曰く、 「是れ 焉んぞ 大丈夫た る を 得ん や。 子 未だ 禮を學 ばざる か。 丈夫の 冠す る 


や、 父 之れ に 命ず" 女子の 嫁す る や、 母 之れ に 命ず" 往 きて 之れ を 門に 達り、 之れ を 戒めて 曰 

く、 住き てな 4? が 家に 之き、 必ず 敬み 必ず 戒め、 夫子に 遠 ふこと なかれと。 順 を 以て 正と 爲すは 

妾婦の 道な り。 天下の 廣 居に 居り、 天下の 正位に 立ち、 天下の 大道 を 行き、 志 を 得れば 民と 之 

れに 由り、 志 を 得 ざれば 獨り 其の 道 を 行 ふ。 富責 も淫 する 能 はず、 貧賤 も 移す 能 はず、 威武 も 

屈する 能 はず。 此れ を 之れ 大丈夫と 謂 ふ」 と。 

〇 天下の 廣 居に 居り、 天下の 正位に 立ち、 天下の 大道 を 行き、 志 を 得れば 民と 之れ に 

由り、 志 を 得 ざれば 獨り 其の 道 を 行 ふ。 富貴 も淫 する 能 はず、 貧賤 も 移す 能 はず、 威 

武も 屈する 能 はず。 此れ を 之れ 大ぇ 夫と 謂 ふ。 

此の 一節 反復 熟 味すべし。 我が 黨 平生の 志す 所 此の 外 他事な し。 今 悉く 其の 義を釋 せ 

ず。 

第三 章 

一 sf)  0^  lll^E 問 ひて 日く、 「古の 君子 仕 ふる か」。 子 日く、 「仕 ふ。 傳に 日く、 孔子 は n 一月 君なければ 

記  則ち 皇々 如たり、 疆を出 づれば 必ず 質 を 載す と。 公明 儀 曰く、 古の 入 は 三月 君なければ 則ち 弔 

3* な- i 

すと. 飞 「三月 君なければ 則ち 弔す と は、 お だ 急なら ず や」。 曰く、 「士の 位 を 失 ふ は齒ほ 諸侯の 
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n) 現存の 國家を 失 ふが ごとし。 鱧に； II く、 諸侯 は 耕 助して 以て 赛 盛に 供し、 夫人 は 温 線— て 以て 服 を 

はらす  爲 ると。 竊牲 成らず、 潔から ず、 农服備 はら ざれば、 敢 へて 以て 祭らず。 淮 ふに 十：、 E な 

ければ、 則ち 亦 祭らず。 牲殺 *0|皿. 衣服 備 はら ざれば、 敢 へて 以て 祭らず U 则も敢 へて 以て 

宴せ ず。 亦 弔す るに：： 止ら ざらん や」。 「疆を 出 づれば 必ず 質 を 載す と は、 何ぞ や」" ：： く、 「士の 

仕 ふる は 滴 ほ 農夫の 耕す がごと し。 農夫 豈に疆 を出づ るが 爲 めに 其の 荣耜を 41" てん や」。 闩く、 

rliiu 國も 亦仕國 なり。 未だ 嘗て 仕 ふること 此 くの 如く^れ 急なる を 聞かず。 化 ふる 二と 此 くの 

如く 其れ 急なら ば、 君子の 仕 を 難ん ずる は何ぞ や」。 In ぐ、 「丈夫 生れて は 之れ が爲 めに あら 

ん こと を 願 ひ、 女子 生れて は 之れ が爲 めに 家 あらん こと 1 ゲ願 ふ。 父^の 心 は 人 比，：： 之れ あり。 父 

e の 命、 媒妁の 言 を 待たず， て、 穴隙 を？^ て 相 窺 ひ、 牆 をぎ えて 相 從 はば、 則ち 父母！！ 人 皆 

- 之れ を賤 しまん。 古の 人 未だ 嘗て 仕 ふる を 欲せ ずん ば あらざる なり。 又 其の 道に 山ら ざな を 悪 

む。 其の 道に 内らず して 往く者 は、 穴隙 を鐵 るの 類な り」 と。 

〇 十 口 の 人 未だ 嘗て 仕 ふろ を 欲せ ずん ば あらざる なり。 又 其の 道に. E ら ざろ を惡 む。 

此の 章の 主意 此の 二 句に 歸す。 而 して 更に是 れを 約す る 時 は、 道に. E るの ：；；H に..^, ま 

るな り。 首章. 二 章と W に 相 登 明す。 首章の 主 窓 は 道を杆 ぐるの 非 を 論ずるな り。 第 


二 章 は 順の 一字 を 以て 衍* 儀が 大丈夫に 非ざる こと を 明す。 然れば 三 章 共に 道に 由り 

て 少しく も枉げ ず、 少しく も 順 はぬ こと を 云 ふなり。 其の 所謂 道 は 卽ちニ 章の 廣居 • 

正位. 大道な り、 卽ち 仁. 禮. 義 なり。 聖賢の 千 言 萬 語 豈に復 た 他 あらん や。 之れ を 

舒 ぶれば 四海に 亙り、 之れ を卷 けば 方寸に 藏す。 學者當 に 此の 處に向 ひて 喫緊の 工夫 

を 致すべし〕 

第 四 章 

孟子の 彭更問 ひて 曰く、 「後車 數 十乘、 從者戴 百 人、 以て 諸侯に 傳 食す。 以だ 泰らず や」。 孟子 曰く、 

「其の 道に 非 ざれば、 則ち 一 簞の食 も 人より 受 くべ からず。 如し 其の 道なら ば、 則ち 舜、 堯の 

天下を受くるも！^て泰と爲さず。 子 Z\ 二」 泰と爲 すか」。 曰く、 「否。 士、 事な くして 食む は 不可 

なり」。 曰く、 「子 功 を 通じ 事 を 易へ、 羨れ る を 以て 足らざる を 補 は ざれば、 則ち 農に 餘粟 あり 

女に 餘布 あらん。 子 如し 之れ を通ぜ ば、 則ち 梓匠. 輪 輿 皆 食 を 子に 得ん。 此に入 あり、 入りて は 

則ち 孝、 出で て は 則ち 悌、 先王の 道 を 守りて 2? て 後の 學者を 待つ。 而 して 食 を， 子に 得ず。 子 何 

ぞ 梓匠 • 輪 輿 を 尊びて、 仁義 を 爲す者 を輕ん ずる や」。 曰く、 「梓匠 • 輪 輿 は 其の 志將に 以て 食 

を 求めん とするな り。 君子の 道 を爲す や、 其の志亦將に2^て食を求めんとするか.」。 曰く、 「子 
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何ぞ 其の 志 を 以て 爲 さんや。 其の 子に 功 あらば 食 ましむべく して 之れ を 食 ましむ。 且つ： 十は忐 

に 食 ましむ るか、 功に 食 ましむ るか」。 曰く、 「志に 食 ましむ」。 闩く、  r 此に人 あり、 丸を毁 ち 

を 寮す も、 其の 志將 に以. て 食 を 求めん とすれば、 則ち 子 は 之れ に 食 ましむ るか」。 曰く、 「否」。 

円く、 「然 らば 則ち 子 は 志に 食 ましむ るに 非ず、 功に 食 ましむ るな り」 と。 

〇 志に 食 ましむ るに 非ず、 功に 食 ましむ るな り。 

こうに はます 

此の 章の 論、 此の 二 句に あり、 而 して 食 功 の 二字に 歸す。 其の 論 明白 復た辯 を 待た 

ず。 唯 だ 君の 臣を養 ひ、 民の 土に 奉ずる、 旣に皆 功に 食ます る爲め なれば、 是 れに酬 

ゆる 者將た 如何すべき。 日々 三度の 箸 を 把る 毎に、 此の 食の 徒食すべからざる を 思 ひ、 

叉 衣服に 付きても 居處 に付きても 器用に 付きても、 皆 此の 物 徒らに 着るべからず、 徒 

らに 居るべからず、 徒らに 用 ふべ からざる を 思 はば、 豈に放 僻 邪 侈の 念 を 生ぜん や。 

余 江戶 獄中に 在りて、 法 華 |5 日 命なる 者と 同居す。 il^ 常に 云 ふ。 人 まさに 四 恩 を 知る 

ベ L。 一  に は 君恩な り。 二に は 親 恩な り。 三に は 師恩な り。 四に は 一 切 衆生の 恩な り。 

三 恩 迄 は 儒家に も 論ずる 所 なれ ども、 四 恩に 至りて は佛 家に 非 ざれば 知る こと 能 はず。 


謎, i 施 s ほ， 膨缓： "ipi 、凡そ 人 此の世に 居る、 難に 因りて 時 を 知 

り、 犬に 因りて 盜を 知り、 牛 を 以て 耕し、 馬 を 以て 載す るより、 米穀の 人 を 養 ひ、 藥 

石の 人 を 治す るに 至る 迄、 禽獸 草木 一 切 衆生、 皆 人に 恩な き はなし。 是れ 知らざる ベ 

からず と。 其の 說 甚だ 理 あり。 功に 食ます るの 論に 因りて 思 ひ 起せり。 但し 君 父師の 

外 更に 衆生の 恩と 云 ふ は、 亦是れ 異端の 見なり。 三 恩 を 離れて 豈に 更に 衆生の 恩 あら 

んゃ。 三 恩の 外 更に 衆生の 恩 ありと 云 ふ は、 卽ち 所謂 二 本の 說 なり。 夫れ は 兎も角も、 

功な くして 食み、 恩 を 受けて 忘れた らん 者 は、 天地 間に 容 るべ からず。 

第五 章  . 

二) 孟子の  ^ 章 問 ひて 曰く、  r 宋 は小國 なり、 今將に 王政 を 行 はんとして、 齊* 楚惡 みて 之れ を 伐た ば、 

則ち 之れ を 如何せん J。 孟子 曰く、 「湯、 亳に 居り 葛と 鄰 たり、 葛 伯 放 にして 祀ら ず。 湯、 人 

をして 之れ を 問 はしめ て 曰く、 何爲れ ぞ祀ら ざると。 曰く、  2^て機牲に供するなければなりと0 

湯、 之れ に 牛 羊 を 遺ら しむ。 葛 伯 之れ を 食 ひ、 又 以て 祀ら ず。 湯 又 入 をして 之れ を 問 はしめ て 

曰く、 何爲れ ぞ祀ら ざると。 曰く、  2^て築盛に供するなければなりと。 湯、 亳の衆 をして 往き 

たがや  おく  しょた う 

て 之れ が爲 めに 耕さし め、 老弱 食 を饋 る。 葛 伯 其の 民 を率ゐ て、 其の 酒 食黍稻 ある 者 を 要して 
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之れ を 奪 ひ、 授けざる 者 は 之れ を 殺す。 童子 あり、 ,一 ^肉 を 以て 餉る。 殺して 之れ を 奪 ふ。 に 

is? 们餉に 仇す と は、 此れの 謂な り。 其の 是の 童子 を 殺せる が爲 めに して 之れ を征 す。 四 

^の內 皆闩 く、 天下 を 富. めり とする に 非ず。 匹夫匹婦の 爲 めに &を復 するな りと。 揚 始めて 征 

する、 葛より 載む、 十 一征して 天下に 敵な し。 東面して 征 すれば 西 夷 怨み、 南面して 征 すれば 

北狄怨 む。 曰く、 奚 爲れぞ 我れ を 後に する かと。 民の 之れ を 望む こと、 大 早の. g を 望む が 若き 

なり。 市に 歸 する 者 は 止まず。 芸る者 は變ぜ ず。 其の 君を誅 して 其の 民 を る、 時闹の 降る 

が 如し。 民 大いに 悅 ベり。 書に 曰く、 我が 后を溪 つ。 后來 らば 其れ 罰な からん と。 臣たら ざる 

東征して 厥の 士女 を 緩ん ず、 厥の 玄黄 を 匪に し、 我が 周 王に 轺 して 休 を见る 。惟れ 大 

み U  たんし こしゃら 

c 巴 周に 臣附 す。 其の 君子 は 玄黄 を 匪に 實し 以て 其の 君子 を迎 へ、 其の 小人 は簞食 壺^ 以て 其の 

小人 を迎 ふ。 民 を 水火の 中より 救 ひて 其の 殘を 取る のみ。 太 誓に 曰く、 我が 武 惟れ 揚り、 之れ 

が疆を^^し、 則ち 殘を联 り、 殺伐 用って 張る。 湯に 于 いて 光 ありと。 王政 を 行 はざる を もって 

爾云 ふ。 苟も 王政 を 行 はば 四海の 內皆首 を 擧げて 之れ を 望み、 以て 君と 爲 さんと 欲す" 齊. 楚 

大 なりと 雖 も何ぞ 畏れん」 と。 

？ の 民 を：？ し、 武 王の 殘を 取ろ、 是れ 所謂 王者の 兵な り。 皆 後^の 師 法し」 すべき 所な 

りん 而 して 湯の 葛に 於け る、 尤も 其の 道 を 誰す と 云 ふべ し。 • 方今 有志の 諧侯 若し 心 を 


兹に用 ふる 者 あらば、 - 實に 神州の 大 幸と 云 ふべ し。 先 づ自國 の 政敎を 修め、 稍 隣國他 

國の非 政 を 誨論革 正せし め、 米 粟 給せ ざれば 是れを 給せ しめ、 甲 兵備 はら ざれば c; んれ 

を備 へしめ • 相 共に 神州 を 守護 せんこと を 約せば、 國脈 不日に 强 盛なる べし。 世、 曰 B 

武の 事を稱 道す る 者、 必ず 放 罰と 云 ふ。 噫、 湯武 をして 眞に 聖人なら しめば、 放 罰 は 

豈に 其の 好む 所な らん や。 殊に 已むを 得ざる に出づ るの み。 其の 本心 は 葛 伯の 如き 者 

と雖 も、 善政に 進まし めんと 欲するな り。 故に 牛 羊 を 遣り、 衆 を 遣りて 耕さし むる、 

皆是れ 至誠 惻怛の 心より 出づる ことなり。 若し 是れを 以て 恩 を 賣り威 を 養 ふの 術數と 

せば、 大いに 非な り。 

〇 葛；^ 放に して 祀ら ず。 湯、 人 をして 之れ を 問 はしむ。 

葛 伯 祀を廢 して、 湯 これ を 問 は しむる もの 何ぞ や。 祀は 忠孝の 道な り。 祀を廢 すれば 

忠孝 並びに 廢 して、 人道 滅す るに 近し。 曰 g 豈 にこれ を 問 は ざらん や。 凡そ： 紀 の義， 聖 

S.) 第一 一一 章 賢の 論 具 さに 經史に 見 ゆ。 今 必ずしも 贅 せず。 但だ 前章に 出づる 「諸侯 は 耕 助して 以 

本ク 

さんそう  つく 

て棄 盛に 供し- 夫人 は蠶繅 して 以て 衣服 を爲 る」 と 云 ふ にても- 其の 大意 を 知るべし。 
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先づ 諸侯 も手づ から 籍田を 耕し、 ^人助けて，. i を 終れば、 ^する 所の^ 盛 は、 人 1;; の 

孝心と」 此 民の 忠 心と 合せて 成る 所に して、 殊に 祭の 衣服 は 君 夫人の 親しく 世婦を 率な 

て 織 成す る もの なれば、 是れ亦 忠孝の 義を 兼ぬ る ものな り。 君お 一 致し 忠孝 合體 して 

行 ふ 所の 祭祀 を廢 する こと、 5ー乂 に 人道の 滅す るに 非ず や。 國を觀 る 者、 宜しく：： だれ 等 

の處に 心 を 付く ベ きなり。 

第 六 章 

孟子、 戴不 勝に 謂って 曰く、 「子 は 子の 王の 善 を 欲する か。 我れ 明かに 子に 告げん。 此に 楚の大 

夫 あらんに、 其の 子の 齊語 せんこと を 欲する や、 則ち 齊人 をして これに 傅たら しめん か、 楚人 

をして これに 傅たら しめん か」。 曰く、 「齊八 をして これに 傅たら しめん」。 IE  く、 「一 の 齊人之 

か ぴす  SS ちう 

れに 傅た る も、 衆の 楚人 之れ を咻 しくせば、 日に 撻 ちて 其の 齊 たらん を 求む と雖も 得べ からず" 

引きて 之れ を 莊嶽の 間に 置く こと 數年 ならば、 日に 撻 ちて 其の 楚た らんこと を 求む と 雖も亦 得 

ベから ず。 子 は 薛居州 を善士 なりと 謂 ひ、 之れ をして 王の 所に 居らし む。 王の 所に 在る 者、 長 

幼卑 尊、 皆薛居 州なら ば、 王 は 誰れ と與 にか 不善 を爲 さん。 王の 所に 在る 者、 長幼 卑 皆薛 

居 州に 非 ざれば、 王 は 誰れ と與 にか 善を爲 さん。 一 の薛居 州、 獨り宋 王 を 如何せん」 と。 


〇 一 の薛居 州、 獨り宋 王 を 如何せん。 

此の 章の 義 極めて 明白、 比喩 極めて 的 切、 而 して 到底 叉 此の 一 句に 歸す。 然れ ども 是 

れ獨り 人君の 知るべき のみに 非ず。 卿 大夫士 に 至る 迄、 爭臣 爭友少 くて は 善 を なすこ 

と 甚だ 難し。 更に ー轉 して 思 ふに、 心の 存 する 所、 身の 行 ふ 所、 接する 所の 事 * 翫ぶ 

所の 藝、 皆 善に 非ざる ことなくば、 何 を 以て 不善の 人た らん や。 故に 云 はく、 「小人 閒 

居して 不善 をな す」 と。 不善の 萠は 必ず 無事によ る もの なれば、 是れを 思 ひて、 身 を 

孝悌 文武の 內 に漸漬 して 他念 を 生ずる に 暇な くす ベ し。 是れ亦 莊嶽に 置く の 意な り。 

第 十八 場 八月 二十 六日 

第 七 章 

八 ム孫丑 問 ひて 曰く、 「諸侯 を 見ざる は 何の 義ぞ や」。 孟子 曰く、 「古 は臣 たら ざれば 見ず。 段 干 

木 は 垣を踰 えて 之れ を 辟け、 泄柳は 門 を 閉ざして 內れ ず。 是れ 皆已甚 し。 迫らば斯に：：^て見る 

べし。 陽貨、 孔子 を 見ん と 欲して 禮な きを 惡む。 大夫、 土に 賜 ふこと ありて、 其の 家に 受 くる 

を 得 ざれば 則ち 往 きて 其の 門に 拜す。 陽貨、 孔子の 亡き を螺 ひて 孔子に 蒸 豚を饋 る。 孔子 も 亦 

講孟餘 話  . .  一 五 五 


治 天へ 
t' 下 二 


勞 畑り 
を を 炎 


講孟餘 話  一 五六 

其の 亡き を騸 ひて 往 きて 之れ を拜 せり。 是の 時に 當 りて 陽貨 先んずれば、 豈に 見ざる を 得ん ゃリ 

曾 子 曰く、 肩 を 脅が して 詔 ひ 笑 ふ は、 夏眭 よりも 病る と。 子路 曰く、 未だ 同 じからず して 言 ふ、 

. 二つ. "う 

其の 色を觀 るに 銀々 然 たり. - 由の 知る 所に 非ざる なりと。 是れ に^りて 之れ を覷れ ば、 則ち 1;; 

子の 菱ふ所 知るべき のみ」 と。 

せつりう (三) 

此の 章 始めに 泄柳 • 申詳 を舉げ て、 臣 たら ざれば 見ざる を證し * 且つ 其の 甚し きを^ 

る。 終りに- I" 子 • 子路 を舉げ て、 君子の 養 ふ 所 を 著 はし、 中、 孔子 を 舉げて 其の 榑卞 

とす。 余 此の 章を讃 みて、 當今魏 の 文 公 の 終 公の 如き 者な きを 嚷じ、 义泄柳 *屮 

詳の 如き 者な きを 嘆ず。 而 して 猶ほ學 ぶべき もの は 曾 子. 子 路の養 ふ 所な り。 學者三 

復 して、 睡の病 を；： i め、 銀々 の 色を醉 すべし。  - 

第 八 章  ， 

戴盈之 曰く、 「什一 にして 關 市の 征を 去つ る は、 今玆 未だ 能 はず。 請 ふ 之れ を輕 くして 以て 來 

年 を 待ち、 然る 後に 已 めん。 如何」。 孟子 曰く、 「今、 人 日に 其の 鄰の雞 を ij» む 者 あらんに、 或 

ひと 之れ に 告げて 曰く、 是れ 君子の 道に 非ず と。 曰く、 請 ふ 之れ を 損して 月に 一 雞を攘 み 以て 

來年を 待ち、 然る 後に 巳 めんと。 如し 其の 義に 非ざる を 知らば、 斯れ速 かに 已 めんの み。 何ぞ 


(二) 子路の 

名 

(三) $1 

ある は 段 千木 

の 誤 


(EI) 文 侯が 

正しい。 名 は 

斯. ■  Bt*s。 段 

干 木 も $5： とし、 

其の 間ち 過ぐ 

れば 未だ SI て 

軾 せざる なし 

(五) 悼 公の 

孫. 名 は 

子 ほ 5 を 1* ぶに 

1.2 を 以てせ h- 

(六) 宋の大 

夫、 或は 不勝 

の 字と いふ 


来年 を 待たん」 と。 

成 周 井田の 法、 什一 の稅、 破 壞已に 久し。 春秋 魯の宣 公の 時より 旣に私 田を征 する こ 

と 見 ゆれば、 戰國の 時に 至り 其の 重 稅背斂 推して 知るべし。 今一 曰： 什一 の 稅を用 ひ、 

剩へ關 市の 征をも 去 てんとす る こと、 豈に 容易な らん や。 凡そ 國用 限り あり、 非常の 

節 儉を行 ふに 非 ずん ば、 何 を 以て 數 百年 來仕來 りの 征稅 を輕 くす る こと を 得ん や。 戴 

盈之、 來年を 待ちて 是 れを已 めんと 云 ふ は、 勇 斷に非 ずん ば 安ん ぞ 能く 是 くの 如くた 

らん や。 然るに 孟子 乃ち 隣の 雞を攘 む 者に 比する は、 豈に甚 しからず や。 余 謂 ふに、 

井田の 廢 久し、 中々 大勇 斷 にて 非常の 節 儉を用 ふるに 非 ざれば 成らざる ことなる を、 

盈之、 容易に 是れを 云 ふ。 是れ 虚言の みに して 實心 あるに 非ず。 故に 孟子 深く 是れを 

(お 第三 十 担絕 するな り e 試みに 盡心 上篇. 齊の宣 王 喪 を 短く せんと 欲する の 章の 意 を 以て 知る 

九耷 

. べし。 宣王喪 を 短 せんと 欲す。 公孫 a 問 ふ、 巷の 喪 をす る、 は 猶ほ已 むに 愈らん か C 孟 

ひぢ もと  しばら 

子 曰く、 是れは 兄の 臂を层 らす者 あらんに、 姑く 徐々 にせよ と 云 ふが 如し。 夫れ にて 

は 人の 弟た る 者を敎 ふる 所以に 非ず。 夫れ より は 孝弟 を敎 ふるの 外 ある まじ。 然れば 

講孟餘 話  一 五 七 


講孟餘 話  一 五八 

喪 を 短く する の 非 を 知らば、 必ず 三年の 喪 を 勤むべし。 ^にて 止むべき の理 なしと 云 

へり。 此の 章 如し 其の 義に 非ざる を 知らば、 斯れ速 かに 匕 めんの み、 何 ぞ來年 を 待た 

^^B^ んの 意、 卽ち 此の 義 なり。 叉 公孫 a の 問に、 王子 其の 母 死す る 者 あり。 if- ほに！ 1^ り あ 

りて 喪 を 終 ふること 能 はざる 故、 其の 傅是 れが爲 めに 數 月の 喪 を 請 ふ。 此 くの i 右き も 

の は 何 如と。 孟子 云 はく、 是れは 喪 を 終 へんと 欲して、 得べ からざる ものな り。 一 日 

たりと も 喪 を 勤む る 時は已 むに 愈れ り。 前の 兄の！：！： を戾ら すの 喩は、 "だれ を 禁ずる こ 

となく して 爲 さざる も の を 云 ふとい へり。 

然れ ば盈之 • 信に 能く 民 を 愛する の 誠心 ありて、 節 儉を行 ひ！： 用 を 足し、 少しな りと 

も征悅を1^、し、 實惠 民に 下らば、 假べ" 速 かに 什一 にして 關 市の 稅を 去つ るの ま：1 に 及 

ぶこし-能 はずと も、 孟子 必ず 云 はん、 一升 を！： うすと 云へ ども 已 むに 愈れ りと。 故に 

孟子の 盈 之を資 むる は、 來年を 待つ の 語 を 十： a: むる に 非ず、 虛言 ありて 赏 心なき を 十 W む 

るな り。 

第 九 章  . 


公都 子 曰く、 「外人 皆 夫子 辯 を 好む と稱 す。 敢 へて 問 ふ何ぞ や」。 孟子 曰く、 「予れ 豈に辯 を 好 

まん や。 予れ已 む を 得 ざれば なり。 天下の 生 久し、 一 たび は 治まり 一 たび は亂 る。 堯の 時に 當 

りて、 水 逆行して 中國に 氾濫す。 蛇 龍 之れ に 居り、 民 定まる 所な し。 下なる 者 は 巢を爲 り、 上 

なる 者は營 窟を爲 る。 書に 曰く、 译水 余を警 むと。 海水と は 洪水な り。 禹 をして 之れ を 治めし 

む。 禹、 地 を 掘りて 之れ を 海に 注ぎ、 蛇 龍を驅 りて 之れ を菹に 放つ。 水 地中より 行く、 江 • 

淮 *河* 漢、 是れ なり。 險阻旣 に 遠ざかり、 鳥 獸の人 を 害する もの 消 ゆ。 然る 後、 人 平 土 を 得 

て 之れ に 居る。 堯舜 旣に沒 し、 聖人の 道衰 ふ。 暴君 代り 作り、 宮室 を壤 ちて： て 汗 池と 爲し、 

民 安息す る 所な し。 田を棄てて！：^て園囿と爲し、 民 をして 衣食 を 得 ざら しむ。 園 囿* 汗 池. 沛 

澤 多くして 禽獸 至る。 射の 身に 及びて は 天下 又 大いに 亂る。 周 一公、 武王 を^け て^を 誅し、 奄 

を 伐つ。 三年に して 其の 君 を 討ち、 飛 廉を海 隅に 驅 りて 之れ を i す。 國を滅 す もの 五十、 虎 豹 

へ 五 」  お ほ.：： あきら  はか P  一  と 

犀 象を驅 りて 之れ を 遠ざけ、 天下 大いに 悅ぶ。 書に 曰く、 丕に顯 かなる かな 文 王の 謨、 不一に 

つ  JJ さ をし  たす  みな 

承げ るかな 武 王の 烈.' 我が 後人 を 佑け 啓きて、 咸正を 以てして 缺 くるな しと。 性衰 へ道微 にし 

て、 邪說 暴行 有た 作る。 臣 にして 其の 君を弒 する 者 之れ あり、 子に して 其の 父を弒 する 者 之れ 

あり。 孔子 懼れて 春秋 を 作る。 春秋 は 天子の 事な り。 是の 故に 孔子 曰く、 我れ を 知る 者 は 其れ 

惟 だ 春秋 か。 我れ を 罪する 者 も 其れ 惟 だ 春秋 かと。 聖王 作らず、 諸侯 放恣に して 處士 橫議 す。 

講孟餘 話  一 五 九 


講孟餘 話  二ハ 〇 

楊 朱 • 墨 蟹の 言、 天下に 盈っ。 天下の 言、 楊に 歸せ ざれば 則ち 墨に 歸す。 楊 氏の 我が 爲め にす 

る は、 是れ君 を 無す るな り。 墨 氏の 载 愛する は、 是れ父 を 無す るな り。 父 を 無—. 君 を 無す る は、 

是 れ禽獸 なり。 公明 儀 曰く、 庖に肥 肉 あり、 厳に 肥馬 あり。 民に 飢色 あり、 K に餓李 あり。 此 

れ獸を 率 ゐて人 を 食 ましむ るな りと。 楊 墨の 道 息 まざれば、 孔子の 道 著 はれず。 是れ 邪說： i{ 

を 誕ひ 仁義 を 充塞す るな り。 仁義 充塞 すれば 則ち 獸を率 ゐで人 を 食 ましむ。 人 將に相 食まん と 

i も  ふせ  .ST こ 

す。 吾れ 此れが 爲 めに 懼れ、 先聖の 道 を 閑り、 楊 墨 を K ぎ 淫辭を 放ち、 邪 說の者 作る を， ざら 

しめんと す。 其の 心に 作れば 其の 事に 窖 あり。 其の 事に 作れば 其の 政に 害 あり。 人復た 起ろ 

も 吾が 言 を 易へ じ。 昔 者禹、 洪水 を 抑へ て 天下 平 かなり。 周 公、 夷狄 を 敏ね猛 獸を驅 りて 百姓 

に、)： 寧し。 孔子、 春秋 を 成して 亂臣 賊子 懼る。 詩に 云 ふ、 戎狄是 れ^ち、 荊 舒是れ 懲らす、 則.： 我 

れに敢 へて 承るな しと。 父 を 無し 君 を 無す る は、 是れ周 公の 磨つ 所な り。 我れ も 亦 人心 を-正 L 

くし、 邪說を 息め、 St を K¥、 淫辭を 放ち、 以て n! 聖者 を 承がん と 欲す。 に 辯 を 好まん や。 

1^れ 己. b を ■JT さヒ *ま なり。 註 l/=lljs.ft 邪說橫 流して 人の 心 術 も .顔 る こ 水 as- の災 より 甚 しく、  .e く 1 

ラオ E も を さナ はなり 狄募 弒の禍 より 传 なり。 故に 孟子 深く 博れ て 力めて 之れ を 救 ふ。 SIf)  .Hn く  13 

ひて 楊 墨 を 距ぐ者 は、 聖人の 徒な り」 と。 

〇 其の 心に 作れば 其の 事に 害 あり。 其の 事に 作れば 其の 政に 害 あり。 加^：人復た起るも 

^J^f  ^r-s^  /  二。 浩然の 氣の に は、 &の 字、 政の 

W  口 力  一 I  一一 口 を 1% へし 字、 位 を 易 ふ。 義 S る ことなし。 


(二) 字 は 介 

甫、 半 山と 號 


の 朝に 宰相と 

たり、 箪 新政 

ニは して 

つ 一難し、 

遂に 失 K す 

(三) 安石嘗 

て 花 を 賞し 魚 

も 釣る 宴に 待 

I、 誤って 鈎 

餌 を 食 ひ、 旣 

に 悟りし も 吐 

かすして 食 ひ 

盡す。 帝 その 

不情 にして 非 

も- 遂 ぐる を 以 

て これ を惡 む。 

十八史^^參照， 


此の 語 浩然の 氣の章 llgus にも 出づ。 亦 聖人 復た 起る も、 必ず 吾が 言に 從 はんと 云 

ひて 自贊 す。 知るべし、 孟子 畢生 得意の 言なる こと を。 因って 詳 かに 其の 義を 論ず。 

其の 心に 作る と は 初 一 念の 事な り。 人 は 初 一 念が 大切なる ものに て、 どこまでも 付囘 

りて、 政事に 至りて は 其の 害 最も 著 はるるな り。 今、 學問 を爲す 者の 初一念 も 種々 あ 

り。 就中 誠心 道 を 求む る は 上な り。 名利の 爲 めに する は 下な り。 故に 初 一 念 名利の 爲 

めに 初めた る學問 は、 進めば 進む 程 其の 弊 著 はれ、 博 學宏詞 を 以て 是れを 粉飾す と 云 

へど も、 遂に 是れ を掩 ふこと 能 はず。 大事に 臨み 進退 據を失 ひ、 節義 を 缺き勢 利に 屈 

し、 醜態 云 ふに 忍びざる に 至る。 

役義を 勤む るの 初一念 も 種々 あり。 就中 道 を 行 ひ國に 報ずる 爲 めに すろ は 上たり。 立 

身 出 *1 の爲 めに する は 下たり。 是れ亦 志 得られて 官 達する に從 ひ、 益. -著 はるる 事な 

二 一 >  ニニ) 

り。 其の 他 何事に 依らず、 初一念が 大切たり。 王 安 石の 新政 も、 其の 執拗の 念 は 釣魚 

の 宴に 餌 を 食 ふより 前に ある ことたり。 其の 念 常に 胸中に 蟠 まり、 小事に 遇へば 小發 

し、 大事に 遇へば 大發 す。 凡そ 書 を 讀み官 に當る 者、 自ら 我が 初一念 如何と 省察して、 

講 孟餘話  一六 一 
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其の 非 を 改め 善に 徙る べし。 此の 處百 萬の 大敵 を 平ぐ る 屮" に 非 ずん ば、 - 妬く 懲らす 

こし-能 はず。 ？ £ 々を 塞が ざれば 遂に 江河と なる、 兩葉 を斷ぜ ざれば (ん レ柯を 川 ひんと す 

と は、 かかる 〈rj を ぞ云 ふなるべし。 

〇 我れ 亦 人心 を 正しくし、 邪 說を息 め、 詖 行を距 ぎ、 ！. ば^ を 放ち * 以て： 一一 聖者 を，^ が 

し-欲す。 

じ N? しん 1^ ただしく す 

全 章の 主意、 此の 一 節に 在り。 此の 一節 又 正 人心 の 三 卞に歸 す。 ：： だれ 乃ち. 子 終身 

自ら 任ずる 所^に あり" 抑. - 此の 章^の 洪水 を 抑へ、 周公の夷狄を幾ね猛^^！を驅り、 

孔子の 春秋 を 成す を 以て 孟子 自ら 比す。 而 して 子 ：- 化して 云 はく、 ー盘し邪？^^横流して 

人の 心 術 を壤る こと、 洪水 猛 の J:-^ より^しく、 夷狄 竹 _| 弑の禍 より 慘 なり。 故に 孟子 

深 く^れて 力めて 之れ を 救 ふと。 此の 言 深く 味ぶべし。 且つ 當 今の 事 を 以て：： だれ を設 

せんに- 群 夷 競ひ來 る， 國 家の 大事と は 一 K へど も、 深-.: a- とする に 足らず。 深-啜と すべ 

き は 人心の 正しから ざるたり。 ルリ も 人心 だに 正しければ， 死 以て 网を 守る、 其の 間 

勝欣 利鈍 ありと 云へ ども、 未だ 遽 かに 國家を 失 ふに 至らず。 ゆ も 人心 先づ小 正なら ば • 


一 戰を 待たず して 國を 擧げて 夷に 從 ふに 至る ベ し。 然れば 今日 最も 憂 ふべ きもの は、 

人心の 不正なる に 非ず や。 近年 來外 夷に 對し 國體を 失する こと 少 からず。 其の 兹に至 

る もの、 恐れながら 幕府 諸 藩の 將士， 皆 其の 心 不正に して、 國の爲 めに 忠死 する こと 

能 はざる に 由る。 然れば 孟子 今日に 生る ると も、 亦 正 人心の 三 字の 外 一句 も ある こと 

なし。 此の 類 を 以て 推す に、 洪水 猛獣の 人民 を 害する 甚 しと 雖も、 洪水 は 抑 ふべ し、 

猛獣 は驅る べし。 夷狄 簋弑 誠に 憎むべし と 云へ ども、 夷狄 は 兼ぬべし >  墓 弑は誅 すべ 

し。 人心 苟も 正しき 時 は、 四つの 者 少しも 憂 ふるに 足らず。 苟も 人心 不正なる 時 は、 

何 を 以て 洪水 を 抑 へん や、 何 を 以て 猛獸 を驅 らん や、 何 を 以て 夷狄 を 兼ねん や、 何 を 

以て 篡弑 を誅 せんや。 天地 晦瞑、 人道 滅絕 す。 誠に 寒心 をな すべき ことなり。 

(一) 齊の人 

(二) 齊の 人、 

字 は 子 終。 夫  . 

妻 人の 爲 めに 第 十 1 早 

S . ニ灌 ぐ。 楚 

00^.. li) 章 曰く、  l^i 仲 子 は豈に 誠の 廉士 なら ざらん や。 於 陵に 居り、 三日 盒 はず。 耳 聞 ゆるな く、 

^^^^^u 目 見 ゆるな し。 井上に 李 あり、 す を 食 ふ もの 半ばに 過ぎたり。 匍匐して 往 きて 將 りて 之れ 

を 食 ひ、 三た び 咽み て 然る 後に 耳 聞 ゆる あり、 目 見 ゆる あり」。 孟子 曰く、 「齊國 の士に 於て は- 
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吾れ 必ず 仲 子 を 以て lis- と爲 す。 然りと雖も仲^^惡んぞ能く廉ならん。 仲： 十の 操を充 たさんに 

は、 則ち！ i? にして 後 可なる ものな り。 夫れ^ は上槁 娥を炱 ひ、 下 黄泉 を 飲む。 仲 +315 る 所の 室 

は、 伯 夷の 築きし 所 か、 抓- '亦 盜鈕の 築きし 所 か。 食 ふ 所の 粟 は、 伯 の 樹ろム し 所 か、 抑-亦 

盜 跖の樹 ゑし 所 か、 是れ 未だ 知るべからざる なり」。 曰く、  r 是 れ何ぞ 傷まん や。 彼れ，：^ は 履 を 

織り、 妻 は耱を 辟み て 以て 之れ に 易 ふるな り」。 曰く、 「仲 子 は 齊の世 家な り U 兄の 戴が 蓋の 祿 

萬鍾、 兄の 祿を 以て 不義の 祿と爲 して 食 はず。 兄の 室 を 以て 不義の 室と 爲 して 居らず。 兄 を 避 

け 母 を 離れて 於 陵に 處る。 他日 歸れば 則ち 其の 兄に 生 鶴 を 饋る者 あり。 ， し れ頻 顧して：： く、 悪 

んぞ是 の 鋭々 の 者 を 用 ふる を爲 さんやと。 他日 其の 母 是の鵝 を 殺し、 之れ に與 へて 食 は. （む。 

其の 兄 外より る。 曰く、 是 れ^々 の 肉な りと。 出で て 之れ を 味； く。  を 以てすれば 則ち 食 は 

ず。 妻 を 以てすれば 則ち 之れ を 食 ふ。 兄の 室 を 以てすれば 則ち； 5；£ らず。 於 陵 を 以てすれば 則ち 

之れ に 居る。 是れ尙 ほ 能く 其の 類を充 たす と爲 さんや。 仲 子の 若き 者 は、 蚓 にして 而る 後に 其 

Sif の を S たす 昔. i り  一 oft -。 范氏 曰く，  K の 生す る 所、 地の #14 所. 惟. だ 人な 大 なりと はす。 人の 大たる wri は 其の 人 

.^5 に を テ り」 倫 ある も W てな り。 仲 子 兄 も 辟け 母 を fei ；、 親戚， 臣の 上下 も 無 みす。 C れ-- 倫；？ 教；？ す-^ 

なり。 豈に 人倫つ- -無 みして 以 

て廉 たるべき もの あらん や。 

孟子の 陳仲子 を 緩る は、 兄 を 避け 1^ を 離れ、 人倫の 至 重 を^し、 匹夫の 小^ を 行 ふ を 

惡む にあり。 圏外 范 氏の 説 はし だ 明か， なり。 仉だ仲 子 を 以て K 擘 とする もの は. 此の 時 


第¥ 齊國の 士皆利 祿に趨 り、 富貴 を 貪り、 離 蒌下篇 に 云 ふ 所の 一 妻 一 妾に して 室に 居り- 

東郭增 間の 祭 者に 乞 ひ饜足 をな す 如き 卑劣 至極の 人物の み 多き を 以て、 仲 子を奇 とし. 

巨擘と 云 ひて 是れ を稱 する なるべし。 世.、 澆季 にして 士淸 操な きの 時に 方り て は、 仲 

子が 如き もの 實に末 俗 を砥礪 する に裨益 ありと 云 ふべ し。 嗚呼、 亦 巨擘なる かな。 

下 篇* 孟子 時に 遇 はずして 自ら 道 を 屈せざる こと を 明す。 首章 • 第一 一章 . 第三 章 • 

第 七 章、 皆 孟子 時の 諸侯に 屈せざる の 義を詳 かにす。 第 四 章 は 孟子 諸侯の 食 を辭せ 

ざる こと を 云 ふ。 第五 章. 第 六 章. 第 八 章、 皆 政 を 論ず。 孟子 諸侯 を 見る こと あら 

, ば、 其の 陳說 する 所斯 くの 如きの み。 此の 三 章 を 擧げて 其の 端緒 を發 する たり。 第 

九章大 議論、 孟子 自ら 平生 辯 を 好む に 非ざる こと を 辯ず。 是れ 孟子 遂に 時に 遇 はず、 

政事に 施す こと 能 はずして、 返き て {4! 言 を 以て 人心 を 正しくす るの 志 を 見る。 第 十 

章、 仲 子が 蚓 にして 廉に 非ざる を 論じ、 暗に 第 四 章 食を辭 せざる の 意し」 照應 す。 讀 

者 宜しく 諸侯に 屈せざる の 諸 章と 比 絞し、 孟子の 屈せざる、 仲 子の 廉と 同年の 論に 

非ざる こと を 了解すべし。 

講孟餘 話  一 .i ハ五 


講孟餘 話  二 ハ六 

講孟劄 記 卷の三 上 

第 十九 場 八月 二十 九 ni 

離 重 上 

^)  J?s 孟子 曰く、 離 あの 明、 八ム輸 子の 巧 も、 規矩 を 以てせ ざれば^ i? 成す 能 はず。 師 嘣の聰 も、 六 

1 ^はれれ f"、 律 を 以てせ ざれば 五 音 を 正す 能 はず。 堯舜の 道 も、 仁政 を 3- てせ ざれば 天下 を 平 治す る 能 はず。 

^^^^^^^  今 仁心 仁 聞 ありて 民 其の 澤を 被らず、 後世に 法るべからざる は、 先王の 道 を 行 は ざれば なり。 

^^H^  故に： n く、 徒 善 は 以て 政を爲 すに 足らず、 徒法は以て^！！！ら行ふこと能はず。 詩に 云 ふ、 愆 まら 

r- 一)  S の H ず 忘れず、 舊 章に 率^す と。 先王の 法に 遵 ひて 過つ 者 は、 未だ 之れ あらざる なり。 聖人 旣 に：：：： 

A.  |ー梯 を 作  つく 

る  力 を H 竭し、 之れ に繼 ぐに 規矩 準繩を 以てし、 以て 方 員 平 直 を爲す こと 勝げ て 用 ふべ からず。 旣 

(三) 替の平 

公の 樂太師  に 耳 力 を， =f し、 之れ に繼 ぐに 六 律 を 以てし、 五 音 を 正す こと 勝げ て 用 ふべ からず。 旣に心 思 を 

0,  Is 竭し、 之れ に繼 ぐに 人に 忍びざる の 政 を 以てして 仁 天下 を 覆 ふ。 故に 曰く、 高き を 爲すは 必ず 


丘陵に 因り、 下き を爲 すに は 必ず 川 、澤 に 因る。 政を爲 すに 先王の 道に 因ら ずん ば、 智と謂 ふべ 

けんやと。 是を 以て 惟 だ 仁者 は 宜しく 高位に 在るべし。 不仁に して 高位に 在る は、 是れ 其の 惡 

だ/, つき  てう 

を 衆に 播 するな り。 上に 道挨 なく、 下に 法 守な きなり。 朝 は 道 を 信ぜず、 ェは度 を 信ぜず、 君 

子 は義を 犯し、 小人 は 刑 を 犯す。 國の存 する 所の もの は 幸な り。 故に 曰く、 城郭 lgl らず、 兵 

わざ は ひ  ひら 

甲 多から ざる は、 國の災 に 非ざる なり。 田野 辟け ず、 貨时聚 まらざる は、 國の 害に 非ざる な 

り。 上禮 なく 下學 なければ、 賊民 興りて 喪ぶ る こと 日な けん。 詩に 曰く、 天の?？ に i> さんと 

する、 然く泄 々するな かれと。 泄々 は 猶ほ沓 々の ごときな り。 君に 事へ て義 なく、 進 返禮な 

く、 言へば 則ち 先王の 道 を 非る 者 は、 猶ほ沓 々の ごときな り。 故に 曰く、 難き を 君に 責 むる、 

之れ を 恭と謂 ひ、 善 を 陳べ邪 を閉づ る、 之れ を 敬と 謂 ひ、 吾が 君 能 はずと いふ、 之れ を 賊と謂 

ふ。 

此の 章 徒 善 にても 徒 法 にても 用を濟 さず、 法 と 善 と 兼備す るに 非 ざれば 不可なる こと 

を 云 ひて、 重き を 法に 歸し、 仁心 仁 聞 ありて 民 其の 澤を 被らざる を 幾る。 孟子の 所謂 

法 は卽ち 王政な り、 仁政な り、 五 畝の 宅. 百 畝の 田 • 庠序學 校の 設の 類な り。 然れど 

も 後 * 政 を 執る 者 深く 察せず、 却って 此の 語に 誤らる る 者 あり。 宋の王 安 石 • 明の 方 
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孝孺の 如き、 皆是れ なり。 安 石 . 孝孺皆 謂へ らく、 政の 要は 法の 善惡 にあり と。 故に 

お i よそ 

狩め て 法度 を 紛更變 易 せんと 欲す e  n:,! れ 大いに 非な り。 大， 凡 道汗隆 あり、 德- ひ^あり 

と 云へ ども、 創業 fi 統の. 主 は 必ず 百^に 傳 ふるの 制度 ある ものな り。 故に 守成のお 于 

た る 者 は 務め て 祖宗 の 法制 を 講究し、 且つ 徒 法に ならざる 樣に する は 德を修 む るに あ 

るの み。 若し 己れ の 德を修 むる を 知らず、 祖宗の 法制 ある を も 知らず、 ^に 先王の 法 

を 求め S 室の 制に 倣 ふ 時 は、 必ず 枘鑿 矛盾して 大害 大變を 生ずる こと 必 せい。 "だれ 安 

石. 孝孺の 誤る 所な り。 然 らば 孟子の 說は非 か。 云 はく、 否。 治 を 爲すは 太 ii,: を 火る 

べし。 孟子 S 時！^ 國の政 大いに 亂る。 故に 其の 太^ を 去りて、 に； ルれを 成^の S ^一： に. 说せ 

んと 欲するな り。 且つ 孟子の 時 大いに 亂 ると 雖も、 猶ほ W 家の 餘^ を-取く。  • 明の 

1^ 制 を 用ひ蔡 制を變 じ、 大いに 人情に 戾り 衆：：：： を駭 かす 如きに 非ざる なり。 "だれ 知ら 

ざ るべ からず。 

第二 章 

孟子 曰く、 規矩 は 方 員の 至りな り、 聖人 は 人倫の ぶ りなり。 君た.，： 'んと 欲せ ビ 君の 道 を盡 し、 


(I)  の幽 

王 •  ^王。 幽 

は喑 なり、 M 

は 《 なり。 惡 

sm. 亡國 

の 主なる を以 

て かくの 如く 

認 せらる 

(二) 詩 大 

0. 蕩の篇 


臣 たらん と 欲せば 臣の 道を盡 す。 二者 皆 堯舜に 法る のみ。 舜の堯に事ふる所以を！^て君に事へ 

そこな 

ざる は、 其の君を敬せざる者なり。 堯の民を治むる所以を！^て民を治めざるは、 其の 民 を賊ふ 

者な り。 孔子 曰く、 「道 は 二つ、 仁と 不仁との み」 と。 其の 民 を 暴 ふこと 甚 しければ 則ち 身弒 

せられ 國 亡び、 甚 しから ざれば 則ち 身危 ふく 國 削らる。 之れ を 名 づけて 幽厲と 曰 ふ。 孝子 慈 孫 

と 雖も百 *1 改 むる 能 はざる なり。 詩に 云 ふ、 「殷鑒 遠からず、 夏 后の 世に 在り」 と は、 此れの 

謂な り。 

〇 之れ を 名 づけて 幽厲と 曰 ふ。 孝子 慈 孫と 雖も 百世 改 むる 能 はざる たり。 

諡の事 吾れ 固より 是れを 疑 ふ。 何と なれば 秦の始 皇が云 ふ 如く、 子と して 父 を 議し臣 

として 君を議 する の 道 なれば、 忠孝の 訓に害 あるが 如し。 然れ ども 諡法廢 する 時 は 公 

道從 つて 廢す。 人 主 何の 戒 むる 所 あらん や。 吾れ 反復 之れ を考 へて 初めて 其の 說を得 

たり。 蓋し 諡法は 周に 起る。 周 公の 制作に 出づる 所な り。 周 公 は 文 王の 子、 武 王の 弟、 

成 王の 叔父に して、 周 家 を 造 立して 八 百年の 基 業 を 開き 給 ふこと 皆 此れ 公の 勳勞 なり。 

故に 周 公 は 文 王 .武 王 • 成 王と ー體の 人たり。 是を 以て 三 王の 心 を 以て 己が 心と し、 

諡法を 制し、 後世 子孫、 天下 諸侯に 號 令し、 今より 後 死 喪の 事 あらば， 子、 父に 私す 
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る ことなく、 臣、 君に 私する ことなく、 公義 を 明かに し 號を 論ずべ し。 三 王 及びに；！ 

が 身に 於て 少しも 忌諱す る ことなく、 天下 後世の 校範 とすべし。 ：：： 几れ を 以て 後世 臣子 

敢 へて 君 父 を 議す るに 非ず。 乃ち 周 公の 法 を 奉じて 周旋す るの み。 是 くの 如，、 にし 

て 公道 初めて 天下に 行 はる。 周 公猶ほ 以て 足らずと す。 故に 左 史事を 記し、 右史 ま n ヒ 

記す るの 法 を 立て、 君臣の 擧動 言語 逐一 其の 實を 記して 毫も 囘避 する ことなし。 ！： だに 

於て 公道 益.' 行 はる。 周 公の 後せ を 愛 患す る こと 至れり 盡 せりと 云 ふべ し。 而 して 後 

世 公道 日々^ し、 事々 私意に 出づ。 ^法 先 づ廢し 史法叉 魔す。 有志の 土 をして 慨然 堪 

へ ざら しむ。 今 此の 弊 を 挽囘 せんと 欲する も、 臣 子に 在りて 議し 難き もの あり。 も 

英主 起り て 三 王 •  S 公の 心を存 し、 先づ：^^！法を设し又史法を復し、 務めて 公道 を 抉せ 

くに  しぜっ 

ば、 何事 か是 れに尙 へん。 鳴 呼、 公道の 廢 する、 名敎澌 絶し 人心 晦」」 ：： する に 至る、 

に憒れ ざらん や。 

第三 章  . 

孟子 曰く、 三代の 天下 を る は 仁 を 以てし、 其の 天下 を 失へ る は 不仁 を 以てす。 興 存亡 


する 所以の もの も亦然 り。 天下 不仁 なれば 四海 を 保たず。 諸侯 不仁 なれば 社稜を 保たず。 鄉大 

夫 不仁 なれば 宗廟 を 保たず。 士庶人 不仁 なれば 四體を 保たず。 今 死亡 を惡 みて 不仁 を樂 しむ は、 

是れ 鎗ほ醉 ふこ とを惡 みて 而も 酒を强 ふるが ごときな り。 

〇 死亡 を惡 みて 不仁 を樂 しむ。 

樂 不仁 の 三 字 善く 味 ふべ し。 不仁の 人の 不仁 を 行 ふ、 自ら 以て 不仁と せず。 若し 自 

ら 以て 不仁と せば、 何ぞ 不仁 を 行 はんや。 但だ それ 不仁 を 以て 樂 しみと す。 是を 以て 

(二)  不仁 を 行 ひて 顧みざる 所な り。 淫聲美 色，  一； f 宮 瑶臺、 酒池肉林、 珍 禽奇獸 は续衬 の 徒 

王 *設 の 針 王、  ,  ，ん 

^趟 お 自ら 以て 至樂 とす。 豈に黎 民 所 を 得ず、 父子 相 見ず、 兄弟 妻子 離散し、 不仁の 甚 たる 

を 失 ふ 

こと を 知らん や。 故に 其の 跡に 就いて 是れを 按ずれば、 至 愚と 云へ ども 其の 不仁た る 

を 知る。 其の 事に 當 るに 至りて は、 賢智と 云へ ども 或は 其の 不仁た る を 知らず。 唯 だ 

それ 知らず、 是を 以て 古より 亡國敗 家、 項 背 相 望む のみ。 然 らば 則ち 何 を 以て 是れ を 

知らん。 まさに 自ら 思 ひて 得べ し。 

第 四 章 

講孟餘 話  一七 一 


講孟餘 話  一七 I  ： 

孟子 曰く、 八 を 愛して 親しまれ ざれば、 其の 仁に 反れ。 人 を 治めて 治まら ざれば、 其の 智に K 

れ。 人を禮 して 答へ ざれば、 其の 敬に 反れ。 行 ひて 得ざる もの あれば、 皆 反りて これ を 己れ に 

二)  求む。 其の 身 正しくして 天下 之れ に歸 す。 詩に 一 K ふ、 「永く 言に 命に 配し、 自ら ク々 福 を 求む」 と- 

0 反りて これ を 己れ に 求む。 

第五 章 

孟子： ：！ く、 人 恆のー 百 あり。 ifl:! 天下 國 家と 曰 ふ。 天下の 本 は國に 在り、 図の 木 は 家に 在り、 家の 

本 は 身に 在り。 

〇 家の 本 は 身に 在り。 

反 求の 二字、 聖經賢 傳百千 萬 言の 歸羞 する 所な り。 在 身の 二字 も 亦 同じ 工夫な り。 K 

下の 事大 事 小事 此の 道 を 離れて 成る ことなし。 大、 四海 を 也み、 剛、 石 を K 、く、  一 

に 復た他 道 あらん や。 下 二 章の 大 議論と 云へ ども、 此の 二 堂に 外なら ず。 

第 六 章 

孟子 曰く、 政 を爲す こと 難から ず。 罪 を； HI 室に 得 ざれ。 1!:; 室の 慕 ふ 所 は 一 國 之れ を iG^ ひ、 一 國 

の 慕 ふ 所 は 天下 之れ を B ふ。 故に 沛然と して 德敎 四海に 溢る。 


〇 政 を爲す こと 難から ず。 

かたから チ 

此の 章不 難の 二字、 大奇絕 妙、 人 を^ かすの 高言と 云 ふべ し。 巨 室 は是れ f 臣大 家、 

倔强蹇 傲、 動もすれば 人 主を嚼 まんと する 者に して、 是 れを處 する の 難き、 古今の 大 

難局な り。 今 乃ち 容易に 不 難の 二字 を安頓 す。 豈に 高言に 非ず や。 下 面の 數句 を讀む 

に 至り、 乃ち 其の 高言に 非ざる を 知る を 得。 然れ ども 不 難の 難、 悠々 たる 古今 誰れ か 

能く 之れ を 行 はん。 是れを 古に 致 ふるに、 平淸 盛. 源賴 朝. 北 條義時 等の 如き、 皆 巨 

室の 尤なる 者な り。 恐れ多く も 後白河 天皇 • 後鳥羽 天皇 徒らに 淸盛 • 頼 朝 • 義時を 

怨 怒し 給 ふの 心の みに して、 前章の 所謂 反 求 • 在 身の 工夫な く、 重く 罪 を 巨 室に 得 給 

ふこと 實 に勿體 なき ことなり。 二 帝 苟も 仁に 反り 智に 反り 敬に 反り、 身 を 修めて 家 を 

齊へ國 を 治め 天下 を 平 かにし 給 はば、 沛然た る德敎 四海に お  1 るる もの、 巨 室と 云へ ど 

も 何 を 以て 是れ を禦 がん や。 且つ 觀ょ、 大 舜は歷 山の 農夫 なれ ども 居る 所 都 をな すに 

至る。 孔子 は 愛々 たる 喪家の狗 なれ ども、 三千の 徒 心服す るに 至る。 他な し德 のみ。 

£?^^?^|£ー5。か 而る を況ゃ 一天 萬乘の 天子に して 此の 德を 明かに せば、 其の 效 如何 ぞ 
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や。 吾れ 二 帝に 於て 萬々 遺憾 あり。 獨り 後酲蝴 天皇の 初 政稍是 れに 近し とす。 而し 

て 其の^だ 難き と 其の 終へ ざると は、 蓋し 初め ゃ是れ におて^ さざる 所 あり、 終り や 

是れを 忘 るれば なり。 孟" 子の 言、 豈に 信なら ず や。 世事に 志 ある 者 みて 此の 章に 至 

三 復流涕 する のみ。 悠々 たる if:; 天， 是れ 何人 ぞゃ。 


二) 齊は强 

國 なりし も、 

SJf 公の 時に 至 

h て衰 へ、 将 

受けん とす。 

乃 V 强 *3 のん S 

を 受け ざれば 

.CI ら肷亡 を 招 

かんの み。 ra! 

つ て吳は 野麼 

國 なれ ども 致 

方な く、 景公 

泣いて 女 を 嫁 

せしめて、 そ 

C 國を 保つ 

(二)  ^£親大 

雅、 文 王の 篇 


第 七 章 

孟子 曰く、 天下に 道 あるとき は、 小德は 大德に 役せられ、 小 賢 は 大賢に 役 せらる。 天下に 道な 

きとき は、 小 は大に 役せられ、 弱 は 强に役 せらる。 斯の 二者 は 天な り。 天に 順 ふ 者は存 し、 天 

に 逆 ふ 者 は 亡ぶ。 齊の景 公 曰く、 「旣に 令す る 能 はず、 又 命 を 受けざる は、 是れ 物を絕 つなり」 

と。 涕 出で て吳に 女す。 今や 小國、 大 國を師 として 命を受 くる を 恥づ。 是れ^ ほ弟于 にして 命 

を 先師に 受 くる を恥づ るが ごときな り。 如し 之れ を恥ぢ なば、 文 王を師 とする に 若く はなし。 

文 王を師 とせば、 大國は 五 年、 小 國は七 年に して 必ず 政 を 天下に 爲 さん。 詩に 云 ふ、 「商の 孫 千、 

其の 麗億 のみならず、 上帝 旣に 命じて 侯れ 周に 服せ しむ。 侯れ 周に 服す る は： 大命 常なければ な 

ふび^  くわん しゃ， つ 

り。 殷の士 の膚敏 なる も 京に 祿將 す」 と。 孔子 曰く、 「仁に は 衆 を爲 すべから ざるな り。 夫れ 

國君仁 を 好めば 天下 敵な し」 と。 今や 天下に 敵な からん こと を 欲して 仁 を 以てせ. さる は、 是れ 


(一一 一) 詩錢大 

雅、 桑 まの 篇 


第 六 竟< 

第 七 章參照 


猶ほ熱 を 執りて；^ て 濯 はざる がごと きなり。 詩に 云.^ 

ん」 と。 


： 誰れ か 能く 熱 を 執りて 逝に 濯 は ざら 


此の 章、 公孫 丑 上 篇第七 章と 同 一 の 手段、 同 一 の 議論に して、 均しく 恥の 一 字 を 以て 

人 を激勵 す。 恥の 一字 孟子 喫緊の 語、 故に 云 はく、 「人 以て 恥な かるべ からず」、 叉 云 

はく、 「恥の 人に 於け るゃ大 なり」 と。 ？き Hl^ ，然れ ども 恥 を 知らぬ 人に 至りて は孟 

(？ め あよ 

子， の說 も亦窮 すべし。 齊の景 公の 涕 出で て吳に 女す を 見て、 一時の 權道 保國の 良圖と 

思 ふのお i、 人 問に 羞恥と 云 ふこと ある を 夢にも 知らず。 斯の人 をして 路に當 らしめ 

ば、 國體を 失 ひ 國事を 誤る こと 登に 限り あらん や。 然れ ども 恥 は 人心 必 有の 物 なれば、 

木石に 非ざる より は 恥な きこと を 得ず。 其の 恥な きと 云 ふ 者 は眞に 恥な きに 非ず、 恥 

づ ると 雖も是 れを處 する ことなき 故に、 强 ひて 恥 ぢ ざるの 容を なすの み。 其の 中心 

益.' 自ら 恥づ るな り。 是れに 因りて 孟子 叉是 れを處 する の 法を揭 示し、 遂に 五 年 七 年 

等の 效驗 を擧げ て是れ を!^ i す。 是に 於て 誰れ か敢 へて 羞恥 を棄 てて 效驗 に趨 かざら 

んゃ。 況ゃ文 王を師 とする は 甚だ 容易なる ことにて、 卽ち上 章 反 求. 在 身の 說に 過ぎ 

講孟餘 話  一七 五 


講 孟餘話  一七 丄ハ 

ず。 其の 政に？ する もの は 民 を 養 ひ 且つ 敎 ふるに 過ぎず。 其の-.^ ハに？ t だする もの は 民 を 

H? し 罪 を 伐つ に 過ぎず。 已に 羞恥の ししき を 知り、 又 效驗の 易き を 知る。 誰れ か リ戕へ 

て 其の 岡 を 改め ざらん や。 如何 ぞ 今人-切 然として 移らざる。 時復た 孟子 ある ことなし 

とが 

吾れ 將た 誰れ をか尤 めん。 悲しい かな。 

第二 十 場 九月 三日 

第 八 章 

孟子 M: く、 不仁 者 は 與に言 ふべ けんや。 其の 危を 安と し、 其の を 利と し、 其の 亡ぶ る 所以の 

もの を樂 しむ。 不仁に して 與に言 ふべ くんば、 則ち 何ぞ © を 亡ぼし 家 を 敗る こと 之れ あらん。 

擂 子 あり、 歌 ひて 门 く、 「へ m 浪 の水淸 まば：：？ 我が 纓を. 濯 ふべ く、  i5 浪の水 ig らば 以て 我が 足 

を 濯 ふべ し」 と。 孔子 曰く、 「小 子 之れ を聽 け、 淸 まば 期に 纓を淄 ひ、 濁らば 斯に足 を 濯 ふ。 

自ら 之れ を 取るな り」 と。 夫れ 人 必ず ほら 侮りて、 然る 後人 之れ を 侮り、 家 必ず，：：： ら毁 りて、 

然る 後人 之れ を毁 り、 國必ず^111ら伐ちて、 然る 後人 之れ を 伐つ。 太 甲に：： く 「太の 作せ る^ は 

潜 ほ くべ し、 ほら 作せ る^ は活 くべ からず」 と。 此れの 謂な り。 

〇 自ら 之れ を 取るな り 


此の 章、. 主意 此の 一 句に あり。 自ら 侮る、 自ら 毀る、 自ら 伐つ、 自ら 作せ る擘、 皆是 

れ 自ら 取る の 謂な り。 下 第 十 章 自暴自棄 も 亦 此の 謂な り。 自ら 侮る と は 自身に 吾が 身 

を輕 侮す るな り。 凡そ 人の 一身、 性 を 天に 受け 德を 心に 具す。 天地の 待つ 所、 鬼神の 

依る 所、 それ 亦 尊重と 云ぶべし。 而 して 自ら 其の 尊重た る を 知らず、 放 僻 邪 侈 至ら ざ 

る ことなき 者 は、 豈に 自ら 輕 侮す るに 非ず や。 自ら 毀る と は 自身に 吾が 家 を 破毀す る 

なり。 凡そ 人の 家、 父子 あり 兄弟 あり 夫婦 あり、 然る 後 其の 家 完全な り。 父の 子 を 慈 

せざる • 子の 父に 孝せ ざる、 兄の 弟に 友なら ざる、 弟の 兄に 悌 たらざる、 夫の 婦に敎 

へざる、 婦の 夫に 順 はざる より、 父子 相 夷り、 兄弟 墻に閱 ぎ、 夫妻 目 を 側め、 終に 骨 

肉 相 食み 家從 つて 破毀す るに 至る。 是れ 自ら 破毀す るに 非ず や。 自ら 伐つ と は 自身に 

吾が 國を擊 伐す るな り。 凡そ 國の國 たる 所以 は、 宗族 あり 群臣 あり 萬 民 あり、 米 粟 あ 

り 貨財 あり 甲兵 あり 城郭 ある を 以てな り。 而 して 善く 國を 持せ ざる 者 は 宗族 を 親しむ 

こと を 知らず して 宗族 背き 離る。 群臣 を體 する こと を 知らず して 群臣 怒り 怨む。 萬 民 

を 愛する こと を 知らず して 萬 民叛き 散る。 米 粟の 凶年 飢歲 に備 へ窮餓 流亡 を 救 ふたし。 
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講孟餘 話  一七 八 

城郭の 暴寇を 担ぎ 甲兵の 叛逆 を 平ぐ るな し。 事皆是 くの 如く なれば 阔何を 以て 滅亡せ 

ざらん や。 "；，^ れ 自ら 擊 伐す るに 非ず や。 是れを 察せず して 人 の輕 侮 を 怒り 人の 破毀 を 

悪み 人の 擊伐を 恐る る、 亦 末なら ず や。 此の 章の 起 手 所謂 不仁 者の 爲す 所往々 然らざ 

る ことなし。 鳴 呼、 不仁の 者 其の 危を 安と し 其の！！ を 利と し 亡ぶ る 所以 を樂 しみし-し、 

自ら 侮る の 侮た る を 知らず、 自ら 毀る の 毀た る を 知らず、 .a ら 伐つ の 伐た る を 知らず、 

昏迷 惑溺 死亡に 至りて、 遂に 自ら 悟らざる は實に 哀しむべき のみ。 

第 九 章  ， 

孟子： n く、 梨 村の 天下 を 失 ふや、 其の 民 を 失へば なり。 其の 民 を 失 ふ は、 其の 心 を 失へば なり。 

天下 を 得る に 道 あり。 其の 民 を 得れば、 期に 天下 を 得。 其の 民 を 得る に 道 あり。 其の 心 を， 馎れ 

ば、 斯に民 を 得。 其の 心 を 得る に 道 あり。 欲する 所 は 之れ を與へ 之れ を聚 め、 •is- む 所 は 施す こ 

」| よ.？  0  a。 民の 欲する 所 は S-I ほめに 之れ や-致す こと 紧 欲の 如ぐ 然 くし、 民の 惡む所 は 則+, おに 施す ことな かれ。 

となき びみ „rg 錯謂ふ 所の 人 ST  を 欲せざる はなし、 三 王 は 之れ を 生か， めて ffis はす。 人 tw を 欲せざる はな L、 

三 王 は 之れ を K; くして 困し めす。 人情. 安 を 欲せざる はなし、 三 王 は 之れ を扶 W て危 ふか ？ T;^" - - こ t ゆする や、 

らしめす。 人情-逸を欲せざるはなし、 ー：；王は其のカ^«節して盡さしめゃ。此の類の，？1なり。 ズ Y 

水の 下き に 就き、. 獸の擴 に 走る がごと きなり。 故に 淵の 爲 めに 魚 を 敲る者 は 獺な り" 叢の 爲め 

^Hー•)周f武H?  に爵を 殿る 者は鷓 なり。 ！ t 武の爲 めに 民 を 敲る者 は 桀と紂 となり。 今 天下の 君、 仁 を 好む 者 あ 


. らば、 則ち 諸侯 皆 之れ が爲 めに 歐ら ん。 王た るな からん と 欲すと 雖 i ベから ざるの み。 今の 

王た らんと 欲する 者 は、 f セ 年の 病に 三年の 『力-を 求む るが ごときな り。 苟ぉ ざる を爲さ 

^-k^ ば、 終身 得 じ。 苟も 仁に 志さ ずん ば、 終 I 辱して 2? 死亡に 陷 らん。 P 云 ふ、 「其れ 何ぞ 

能く 淑 からん。 載ち 胥 及に 溺る」 と。 此れの 謂な り。 

〇 欲する 所 は 之れ を與へ 之れ を聚 め、 惡む所 は 施す ことなき のみ。 

此の 章、 此の 二 句に 歸 宿す。 下 文 仁の 字、 叉 此の 二 句 を耍. 約す るな り。 而 して 仁の 字 

II ぬ。 欲する 所、 惡む所 は i 引く 所、 0nt  si 

0^i^i 壽富 安逸の 內に 就いて、 敎 養の 兩意 裏ん こと を耍 す。 養の 意 は 言 はずして 明かな り。 

敎の意 は 民 をして 風俗 善美 行義 修整に して 刑罰に 遠ざから しめば、 是れ 民を壽 ならし 

0^^. むるな り。 民 をして 貧窮き み 疾病 tl や 鰥寡 孤獨 其の 所 を 得ざる なから しさ、 

：!^  ニ亩、 jp"  二  JJr  /、 

らる  是れ民 を 富ましむ るな り。 已に 富み 且つ 壽 ならば 安と 云ぶべし、 逸と 云 ふべ し。 若し 

徒らに 民 を 養 ふ を 知りて 敎 ふる を 知ら ざれば、 録富 安逸 未だ 至れり，， 一せ ず。 敎 養の 二 

字、 孔孟 論 政の 眼目な り。 獨り 此の 章の みに 非ず。 
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敎養 已に備 はり、 毒 富 安逸 巳に 至る 時 は、 心 を 得、 民 を 得、 天： 卜 を 得る， 自ら 成る 所 

の效驗 なり。 仍し心 を 得、 民 を 得、 天下 を 得る の 得の 字の 意味 を 转く味 ふべ し。 得と 

は 吾が 物と し 吾が 自由になる 心なり。 天下 を 得れば 天下 は 吾が 物に て、 吾が 自. E にな 

るな り。 民 を 得れば 民 は 吾が 物に て、 吾が 自由になる なり。 心 を 得おば 心 は 五 n が 物に 

で itJM^t 始 て、 吾が 自由になる なり。 故に 民 を 得、 心 を 得る は、 孫子 謂 ふ 所の 「民 をして.^ と 意 

を 同じう せし むる」 の義 なり。 民心が 上の 思 ふ 如くなる ことなり。 上， 方に 夷狄 を惡 

みて：：： れを 征伐 せんと 思へば、 民心 も亦斯 くの 如し。 上、 方に 城郭 を 築き 鑑砲を 造り 

寇 賊に備 へんと すれば、 民心 も亦斯 くの 如し。 若し 上の 思 ふ 所 少し にても： 心の 遠戾 

する こと あれば、 得と 云 ふべ からず。 得の 字の 意味 かくの 如し。 書 を讀 むは 意味 を 知 

る こと を耍 す。 

ちぐさ 

七 年の 病に 三年の 艾の I：：： 喩、 尤も 人. P に臉 炙す。 實に 古今の 格：；：：：： なり。 旣柱 は^めず 

して 可たり。 來者を 以て 是れを 論ぜん。 夷？^ の 病 は 七 年 や 十 年の 病に 非ず、 數十， な 年 

の 病な り。 守備の 艾は 一 日 は 一 日の 功 あり。 十日 は 十日、 百日 はぼ^、 ； 年 は 一 年、 


三年 は 三年の 功 あり。 今日より 艾を 取りて 乾すべし、 猶豫 する ことな かれ。 叉學 業の 

事に 就いて 考ふ べし。 人 皆 云 ふ、 余 をして 今 十 年 を 早う せしめば 何の 業 を 成さん * 何 

の藝を 修めん と。 是れ皆 七 年の 病に 三年の 艾の譬 なり。 卽 日より 思 ひ 立ちて 業 を 始め 

藝を 試むべし。 何ぞ 年の 早晩 を 論ぜん や。 諺に 云 はく、 思 ひ 立った が 吉日と。 正に 艾 

を 求む るの 良 術な り。 

第 十 章 

そこな  とち 

孟子 曰く 自ら 暴 ふ 者 は 與に言 ふ こと あるべ からざる なり。 自ら 棄っ る 者 は 與に爲 す こと あるべ 

そ し 

からざる なり。 言、 禮義を 非る、 之れ を 自暴と 謂 ひ、 吾が 身 仁に 居り 義に 由る 能 はずと する、 

之れ を 自棄と 謂 ふ。 仁 は 人の 安宅な り、 義は 人の 正路な り。 安宅 を嚷 しくして 居らず、 正路 を 

舍 てて 由らず。 哀しい かな。 

自暴自棄. 安宅 正路の 說、 切 實と云 ふべ し。 讀者 自ら 其の 義を 了すべし。 嗚呼 * 自暴 

は 頑 物な り、 自棄 は 惰弱 者な り。 孰 人 も 此の 兩等 人に は 成り ともなき ものなる が、 安 

宅と て 安と も 知らず、 正路と て 正と も 知ら ずん ば、 遂に 此の 兩等 人た る を 免 かれず。 
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哀しい かな。 

第 十一 章 

孟子 曰く、 道は爾 きに 在りて 而し てこれ を 遠き に 求め、 事 は 易き に 在りて 而し てこれ を 難き に 

求む。 人々 其の 親 を 親と し、 其の 長 を 長と して、 天下 平 かなり。 

〇 人々 其の 親 を 親と し、 其の 長 を 長と して、 天下 平 かなり。 

此の 語 天下の 至論な り。 君 君たり 臣臣 たり、 父 父たり 子 子たり、 兄 兄たり：？ ij- 弟たり、 

夫夫たり 婦婦 たり、 天下？ に 平 かならざる こと あらん や。 然れ ども！ の 平 かなら ざ 

る は、 君 君たら ずして 臣臣 たらず、 臣臣 たらずして 君 君たら ざるに あり。 二つの 者 常 

に 相 待ちて 後天 下 平 かならず。 父子 兄弟 夫婦、 皆 一 理 なり。 若し 君 君たら ずと 云へ ど 

も臣臣 たらば 天下 尙ほ平 かなり。 臣臣 たらずと 云 へ ども 君 君たら ば 天 下 尙ほ平 かなり" 

此の^ 工夫の 入る 所な り。 君 は 君の 道を盡 して 臣を感 格すべし。 臣は臣 の 道を盡 して 

君を感 格すべし。 父子兄^^夫：^もー 理 なり。 此の 義中々 小 ざ かしき 者の 知ろ 所に 非ず * 

第 十二 章 


(1) 第二 十 

耷參照 

(二) 第一章 

正 心 誠 意 格 物 

致 知の 說 


(三) 大學 

中庸 


孟子 曰く、 下位に 居りて 上に 獲られ ざれば、 民 得て 治むべからざる なり。 上に 獲ら るるに 道 あ 

り。 友に 信ぜられ ざれば、 上に 獲られず。 友に 信ぜら るるに 道 あり。 親に 事へ て悅 ばれ ざれば、 

友に 信ぜられず。 親に 悅ば るるに 道 あり。 身に 反み て 誠なら ざれば、 親に 悅 ばれず。 身に 誠な 

るに 道 あり。 善に 明かなら ざれば、 其の 身に 誠なら ず。 是の 故に 誠 は 天の 道な り。 誠 を 思 ふ は 

人の 道な り。 至誠に して 動かざる 者 は 未だ 之れ あらざる なり。 誠なら ずして 未だ 能く 動かす 者 

、 >  >.、 0  :H -。  (^略) 比の 章 は 中 着の 孔子の 言 も 述べ、 誠 を S ふ を 身も修 むる の 木と 爲し、 善も朋 かにす る を. 

は あらさる なり。 g 誠； JBBf> ベの i 本. IsfvsKT す C  ン子 思が t ナ より 聞く 所に して、 孟子の 子 思に 受 くる 所の もの 

. なり。 亦大 寧と 相 表裏す。 

事 者 宜しく 心 を 潜む ベ し。 

此の 章、 全部の 意 を 括りて 一章と す。 叉 大學と 表裏す。 並びに 註 已に是 れを辨 ず。. 

而 して 善に 明かなる と、 身に 誠なる と、 誠と、 誠 を 思 ふとの 四 項に 歸す。 善に 明かな 

る は 多く 知に 於て 發 明す。 書 を 讀み道 を 思 ふ、 皆是 れに屬 す。 身に 誠なる は 多く 行に 

於て 發 明す。 仁 を 行 ひ義に 由る、 皆是 れに屬 す。 然れ ども 知 は 行の 本たり。 行 は 知の 

實 たり。 二つの 者 固より 相 倚りて 離れず。 誠 は 知行の 自ら 誠なる なり。 誠 を 思 ふ は 知 

行の 誠な らんこと を 思 ふなり。 此の 義、 學庸 を熟讀 せば 自ら 明かな り。 今 必ずしも 贅 

せ圹。 上 章 云 はく、 「道 は氣 きに 在り- 事 は 易き に 在り」 と 云 ふ もの、 此の 章に 於て 
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二) 孫子 行 

^£篇 に 出， つ 

二  一) 孤 竹 

の 子。 周の 武 

王， 投を 伐た 

ん とす 7- や a!- 

も 叩 へ て 之 わ 

も諫 む. - B?: 大 

下 を 有つ や 恥 

ぢて その 粟 を 

食 はす、 S 

山に 娥 死す 

(三) £1 氏、 

名 は eT 西 伯 

た トノ。  ms 

0.  の 心， 

股 を 1^ れて 一- 

れ  におす。  崩 

じて 文. 土と jsi 

-。 爾 の 


(E) 姜姓， 

呂氏、 名 は 尚， 

卽ち太 公 

文 王の， ポ師に 

し て 齊の祖 と 
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益-' 明かな り。 上に 瘦ら るるの ill は. 上 第 九 章 民 を 得- 心 を 得の 得の 如し。 仉だ 彼我 

の 差^ あるの み。 上に 據ら るる は、 我が 心 を 上に 疲られ 上の 物と なるな り。 我れ 誠 敬 

を盡し 我れ 忠良 を 致す と 云へ ども、 上の 信孚を 得る こと 能 はざる は、 是れ 我が 心 を 上 

に 瘦られ ざるな り。 我れ 誠 敬を盡 せば、 上 其の 誠 敬 を 信じ • 我れ 忠負を 致せば、 上 其 

C 忠貞を 信じ， 凡そ 吾が 心 を竭す 所、 上 皆 是れを 信ずれば、 吾が 心 皆 上の 心と 流通し 

て、 吾が 心 は 上の 物と なり、 上の 心 は 又 吾が 物と なる。 上： 卜 相 得るな り。 孫子 謂 ふ 所 

の 「衆と 相 得る」 の 意な り。 是れを 上に 瘦ら るると 云 ふなり。 

第 十三 章 

孟子； I： く、 伯 突、 村 を 辟け て 北海の 濱に 居り、 文 王 作興す と 聞きて、 曰く、 「盖ぞ ji せ ざらん 

や。 吾れ 聞く、 西 伯 は 能く 老を養 ふ 者な り」 と。 太 公、 衬を 辟け て 東海の 濱に 居り、 文 王 作興 

すと 聞きて、 曰く、 「盖 ぞ歸せ ざらん や。 吾れ 聞く、 西 伯 は 能く 老を菱 ふ 者な り」 と。 ニ老は • 

天下の 大老な り、 而 して 之れ に歸 す。 是れ 天下の 父、 之れ に歸 するな り。 天下の 父 之れ に歸せ 

ば、 其の 子焉 くに か 住かん。 諸侯、 文 王の 政 を 行 ふ 者 あらば、 七 年の 內、 必ず 政 を 天下 に^さ 

ん。  • 


此の 章 卽ち上 章 至誠に して 動かす の ー徵 なり。 文 王 至誠に して 老を養 ふ。 故に 伯 夷 • 

太 公 動きて 興起す るたり。 天下の 人 皆 動きて 是 れに歸 するな り。 文 王の 心 初めより 伯 

夷. 太 公 を 動かさん， 天下の 人 を 動かさん との 心 あるに 非ず。 若し 此の 心 あらば 至誠 

に = ^ず。 是れ亦 上の 「道 は爾 きに 在り、 事 は 易き に 在り」 の義 とも 相 通ず。 下 童-の 意 

は 皆 誠なら ざ る の 非 を 論ずるな り 。 

第 十四 章 

孟子 曰く、  ゃ季 氏の 宰 となりて、 能く 其の 德を 改めし むるな く、 而 して 粟を賦 する こと 他日 

に 倍す。 孔子 曰く、 「求 は 我が 徒に 非ず、 小 子 鼓 を 鳴らして 攻めて 可な り」 と。 此れに 由り て 

之れ を觀れ ば、 君 仁政 を 行 はずして 之れ を 富ます は、 皆 孔子に 棄 てらる る 者な り。 况ゃ 之れ 力 

隱 めに 强戰 し、 地を爭 ひて 以て 戰ひ、 人 を 殺して 野に 盈ち、 城を爭 ひて W 二」 戰ひ、 人 を 殺して 

城に 盈 つるに 於て を や。 此れ 所謂 土地 を率ゐ て、 人の 肉 を 食 ましむ るな り。 罪、 死す とも 容さ 

れず。 故に 善 戰者は 上 刑に 服し、 諸侯 を 連ぬ る 者 は 之れ に 次ぎ、 草萊を 辟き 土地に 任ずる 者 は 

之れ に 次ぐ。 

0善|!^者は上刑に服し、 諸侯 を 連ぬ る 者 は 之れ に 次ぎ、 草萊を 辟き 土地に 任ずる 者 は 
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之れ に 次ぐ。  * 

善戰 者の 三 言 を 聞きて 人 皆 驚愕せ ざる はなし。 今や：！ 家 多事- 夷寇陸 梁、 i^lT 戰者 あり 

て寇を 平げ * 諸侯 を 連ぬ る 者 ありて 列藩 心 を 協へ 力 を 合せ、 is 來を 辟き 土地に 任 f る. 

者 ありて 國用を 足す に 非 ずん ば、 何を以て時艱を^^、はんゃ。 是れ 人々 の 驚 I けす ろ 所な 

り。 然れ ども 是れ 深く 孟子の 意 を 察せざる 者と 云 ふべ し。 孟子の 意 は 仁政 を 行よ ずし 

て 此の 三者 を 主と する の 非 を 云 ふなり。 今の 時に 方り て 親 を 親しみ 賢 を とし 民 を 愛 

し 十： を 養 ふの 政 を 行 はずして、 此の 三者 を 主と せば 其の 極 如何 ぞゃ。 是れ 孟子の 惡 む. 

所な り。 故に 云 はく、 上 刑に 服す と。 

第 十五 章 

ぼ. リレ 

孟子 曰く、 人に 存 する 者 は 眸子より 良き はなし。 昨 子 は 其の 惡を掩 ふこと 能 はず" 胸中 正し ナ 

れば 則ち 眸子^ かなり。 胸中 正しから ざれば 則ち 眸子く^し。 其の 言を聽 きて 其の 昨 子 を觀れ ば、 

人焉 んぞ廋 さんや。  . 

第 十六 章 


孟子 曰く、 恭者は 人 を 侮らず、 儉者は 人より 奪 はず。 人 を 侮り 奪 ふの 君 は、 惟 だ 順 は ざらん 二 

と を 恐る。 んぞ恭 儉を爲 す を 得ん。 恭儉は 豈に聲 音 笑貌を ^」爲 すべ けんや。 

れぅ ばう 

人の 精神 は 目にあり。 故に 人 を 觀るは 目に 於て す。 胸中の 正 不正 は 眸子の 瞭粍 にあり。. 

而 して 善く 眸子 を 觀る者 は 人の 智愚 動靜に 至る 迄皆昭 々 たり。 然れば 正邪の み を 云 ふ 

に 非ず。 聲音 笑貌を 以て 恭儉 をな すと 云へ ども、 人 亦 其の 眸子 を觀ん とす。 果して 何 

の 益 あらん や。 さ 言僞行 素より 人 を 服し 信 を 取る に 足らず。 何ぞ 至誠の 人 を 動かす に 

如かん や。 

第 十七 章 

m 齊。 人、 smti く、 1 男女 授受す るに 輕 せざる は禮 か」。 孟子 日く、 「禮 なり」。 日く、 一 嫂 溺 るれば 

0^^^ 則ち 之れ を援 ふに 手； >.以 て せんか. T 曰く、 一， 嫂溺 るるに 援 はざる は、 是れ射 狼な り。 男女 授受 

する に 親ら せざる は禮 なり。 嫂溺るるに之れを授ふに手を2^てするは權なり.ー。 曰く、 「今 天下 

溺る、 夫子の 援 はざる は何ぞ や」。 曰く、 「天下 溺 るれば 之れ を援 ふに 道 を 以てし、 嫂溺 るれば 

之れ を援 ふに 手 を 以てす。 子 手 もて 天下 を援 はんと 欲する か」 と。 

谆 于焭、 手 を 以て 天下 を援 はんとす。 孟子、 道 を 以て 天下 を援 はんとす e  ニ說 論ぜず 
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して 明かな り。 然れ ども 後 I  了 i ふ もの 大 I を 以てせざる はたし。 術を 以て 人 

を 弄し、 智を以 5 まし、 自己の 誠意に 原づ かず、 一身の 實 行に 本づ かざる は. 皆 

躍 f.? する に 非ず、 手 を 以てする たり。 ぎ の霸 たる 所以、 成： 王の 王 

，i たる 所以、 論ずる 所 道と 手との 問の み。 道 は 心に 原 づき 理に從 ふ ものな り。 ^tu-L 

に 反す。 

第 十八 章 

if 「君子の、 r 敎 へざる は何ぞ や」。 孟千 曰く、 「勢 行 はれ ざれば なり。 敎ぶ者 

は 必ず 正 を 以てす。 正 をゃ以 ぶてして 行 はれ ざれば、 之れ に繼 ぐに 怒 を 以てす。 之れ に？ こ f 」 

以て すれば、 12.1 0  (子， ！ 夫子 我れ に敎 ふるに 正 を 以てすれ ども、 $ 未だ 正 

に 出で ざるな りと。 則ち 是れ 父子 相 夷るな り。 父子 I れば 則ち f  。 蒙 は 子 を 力 易へ て 之， > 

i 父子の 間 は 善 を 責めず。 f ま れば 則ち 離る。 離 るれ-は 則ち 不祥 これより 大 なる は 

〇 子 を 易へ て 之れ を敎 ふ。  - 

此の 篇 大抵 治擎天 ドの本 は 身と 心に ある こと を 云 ふ。 此の 章 忽ち 父子の 道 を 云 t 


の は、 亦 治平の 本 は 人倫 を 明かに する にあり て、 人倫の 大 なる もの は 父子に ある を以 

てな り。 抑.' 子 を 易へ て 之れ を敎 ふるの 說 大いに 善し。 世 道に 志 あるの 士 はかく こそ 

心掛 くべき ことなり。 其の 義は 本文 已に 明かな り。 佘謂 へらく、 有志の 士は 必ず 同志 

の 友 あり 同 師の朋 あり。 師を 同じう し 志 を 同じう し、 常に 善 を 以て 相 責め 相切剷 して 

不義に 陷ら ざる 如くす。 是れ 所謂 執 友な り。 故に 子 を 易へ て敎 ふること を 得べ し。 i 

記に 每々 父 執 父 執と 云 ふ を 視ても 亦 知る ベ し。 故に 吾れ 苟も 師 なく 志な くば 執 友 も 亦 

ニー 一) 

なし。 何 を 以て 子 を 易へ て敎 へん や。 蘇沟云 はく、 「一介の 士も 必ず 密友 ありて、 以 

て 心 胸 を 開き 以て 緩急 を濟 ふ」 と。 密友は 卽ち執 友たり。 嗚呼、 士 として 安ん ぞ斯の 

友な かるべ けんや。 

第二 十一 場 上 九月 七日 

第 十九 章 

孟子 曰く、 事 ふること 孰れ か大 なりと 爲す。 親に 事 ふる を大 なりと 爲す。 守る こと 孰れ か 犬な 

りと 爲す。 身 を 守る を大 なりと 爲す。 其の 身 を 失 はずして 能く 其の 親に 事 ふる 者に、 吾れ 之れ 
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を 聞け り。 其の 身 を 失 ひて 能く 其の 親に 事 ふる 者 は、 吾れ 未だ 之れ を 聞かざる なり，、 斜れか 事 

ふると 爲さ ざらん。 親に 事 ふる は 事 ふるの 本な り。 孰れ か 守る と爲さ ざらん。 身 を 守る は 守る 

へ 弟に、 の 本な り。 曾 子、 曾 皙を蹇 ふに 必ず 酒 肉 あり。 將 に航； T んと するとき、 必ず 與 ふる 所 や i ふ。 

^父。— 孝 を 餘り あり やと 問へば、 必ず ありと 曰 ふ。 曾暂 死す。 曾 元、 曾 子を菱 ふに 必ず 酒 肉 あり。 竹 こ 傲 

らんと するとき、 與 ふる 所 を 請 はず。 餘り あり やと 問へば、 亡し と 曰 ふ。 將に 以て： た 進. C ん 

. とすれば なり。 此れ 所謂 口 體を蹇 ふ ものな り。 曾 子の 若き は 則ち 志 を 養 ふと ふべき なり。 ^ 

に 事 ふるに は、 曾 子の 如き 者 可な り。 

此の 章、 親に 事へ、 身 を 守る の 二 事 を 論ず。 終りに 親に 事 ふるの 一 事 を. 水け て、 竹 

ョ. 曾 元の 孝 を 引きて、 n 體を養 ふと、 志 を 養 ふと を辨^ す。 志 を ふ を 以て.^ とす。 

與 ふる 所 を 請へば (必 す) ありと 曰 ふと 云 ふ は、 特に 其の 端 を 云 ふの み。 志を養ふの5^|-は 

甚だ 廣大 なり。 凡そ 父母の 志の 達する 様に する こと 皆是れ なり。 人 子た る 者 父母の 心 

を 以て 心と する 時 は 孝と 云 ふべ しと 云 ふ も、 卽ち 此の！ J おなり。 

第二 十 章 

孟子 曰く、 人 は與に 適む るに 足らざる なり、 政は閒 るに 足らざる なり。 惟 だ 大人の み 能； せ、.：： 


の 非 を 一 t す こと を爲 す。 君 仁 なれば 仁なら ざるな く、 君義 なれば 義 ならざる なく、 君 正し けれ 

ば 正しから ざる はなし。 一た び 君 を 正しくして 國 定まる。 • 

賢人 を 用 ひて 不肖 を i"t、 善政 を 擧げて 惡政を 革む る は 人君の 急務なる に、 是れは 適 

むる に 足らず、 ，亂 るに 足らずと 云 ふは大 識見と 云 ふべ し。 大抵 後世の 策士 論者 適む る 

所 聞る 所、 皆 人と 政との 外に 出づる こと 能 はず。 誰れ か敢 へて 君 心の 非 を 格す こし 一 を 

知らん や。 且つ 今日 を 以て 是れを 論ずる に、 人君 斷 然として 國威を 四海に 宜べ、 外 夷 

を撻伐 せんとの 誠心 あらば、 天下の 犬なる、 人民の 衆なる、 何 ぞ賢材 なき を 憂 へん。 

賢 村 已に擧 用せば、 何ぞ 善政な きを褒 へん。 君已に 誠心 あり、 賢材 已に擧 がり、 善政 

巳に 行 はるれば、 國威を 四海に 宣べ外 夷を撻 伐す るに 於て、 何の 難き ことか あらん。 

若し 人君 此の 誠心な くんば 賢 村 ありと 云へ ども、 善政 ありと 云へ ども. 亦 空文の み。 

況 ゃ賢材 必ず 聚 まらず、 善政 必ず 行 は れ ざ る を や。 

第二 十一 章 

孟子 曰く、 虞らざる の譽 あり、 全き を 求む るの 毁 あり。 

講孟餘 話  一九 一 
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, 世 問の 毀饗は 大抵 其 の實を 得ざる ものたり。 然るに 毀 を倾れ # を 求む るの 心 あらば、 

心 を 用 ふる 所 皆 外面に ありて 實事ョ に 薄し。 故に 君子の 務め は 己れ を 修め 赏を il5^. す に 

あり。 何ぞ 世間の 毀 譽に拘 らん や。 全きを求むるも却っ て^^ど得、 處ら ず！ て 却って 

# を 得る もの なれば、 毀 何ぞ 常にす ベ けんや。 

第 二士 一章 

孟子 曰く、 入の 其の 言 を f する は、 責 なきの み。 0BM0§,^0s^^. 

所なければ 則ち 後に 紫む る 所な く、 以て 君子の！^ は 必ゃ资 ある も- 俟 

ちて！ S る 後敢へ て 其の 一-一 n も 易く せす と £5 すに 非ざる なり" (後 if) 

.°  01 岡 白 駒の 孟子 解に 「人の 其の 言 を 1： 易に する は、 身 之れ が.： U に 任ずるな きを 以ての み。 

す 铺 磨の 

若し 身 其 の實に 任ぜ ば 則ち 其 の 之れ を爲す こ と の 難き を 知る。 ひに 敢 へて 树 易に して 

古註 疏も 主と 

^11 伟 ^ 苟も 言 はんや」 と。 此の 說先づ 吾が 意 を 酸たり。 

〇 责 なきの み。 

此の 章、 註已に 明かな り。 伍し 责 なきの みの 一 句に 於て、 余竊 かに  一 .：^^ぁり。 音 は 言 

責の贵 と 同じ、 責任な り。 資なしとは^3ら责とし自ら任とする所なきなり。 凡そ 人の 


(二) 論語 里 

仁篇 第二 十四 

章 


(三) 禮 記に 

出づ。 但し 文 

に 小異 あり 


言語 を 容易に する は 自ら 責任と する 所な きを 以てな り。 苟も 實行を 以て 自 ら 責任 とす 

るなら ば、 言語 も 容易に はなる 間 敷きな り。 「君子 は 言に 訥 にして 行に 敏 ならん こと 

を 欲す」 と 云 ふと 意 相似たり。 

第 二士 二 章 

- つれ ひ 

孟子 曰く、 人の 患 は、 好んで 人の 師 となる に 在り。 

人の 師 とならん こと を 欲すれば、 學ぶ所 己が 爲 めに 非ず、 博聞 强記、 人の 顧問に 備は 

るの み。 而 して 是れ學 者の 通 患な り。 吾が輩 尤も 自ら 戒む べし。 凡そ 學を なすの 耍は 

己が 爲 めに する にあり。 己が 爲 めに する は 君子の 學 なり。 人の 爲 めに する は 小人の 學 

なり。 而 して 己が 爲め にす るの 學は、 人の 師 となる を 好む に 非ず して 自ら 人の 師 とな 

るべ し。 人の 爲め にす るの 學は、 人の， 師 とならん と 欲すれ ども 遂に 師 となる に 足らず。 

故に 云 はく、 「記 聞の 學は 以て 師 となる に 足らず」 と， 是れ なり。 

以上 三 章、 人の 毀譽 に拘ら ずして 己れ を 修め 實を盡 し、？ 一ね i 意 言語 を 容易に せず、 實 

行 を 以て 自ら 責任 と し、 f 一計 LIK 人の 師 となる を 好まず し て、 己れ の爲 めに する の實學 
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を修 むべき を 云 ふ。 。の 意 並びに 相似たり。 皆 己れ を 修め 赏を務 むる の敎 なり。 

第二 十四 章 

樂 正子、 子 敖に從 ひて 齊に 之く。 樂 正子、 孟子に 見 ゆ。 孟子 曰く、 「子 も 亦 来りて 我れ を兒る 

か」。 曰く、 「先生 何 爲れぞ 此の 言 を 出す や」。 闩 く、 「子 来る 幾日 ぞ や」。 H く、 「昔 者な り，： 

曰く、 「昔 者 なれば 則ち 我れ 此の 言 を 出す、 亦宜 ならず や」。 曰く、 「舍館 未だ 定まら ざれば な 

り」。 曰ぐ、 「子 之れ を 聞け り や、 舍館 定まりて 然る 後に 長者に 見 ゆる こと を 求む るか」。 H く、 

「^0-、 罪 あり」 と。 

第二 十五 章 

樂 正子に 謂って 曰く、 子の 子 教に從 ひて 来る は、 徒に 舗 i? るの み。 我れ 意 は ざり き、 

子 古 の 道 を學び て 而も 以 て 舗 せんと は。 

此のニ章並びに樂正子を^！：-む。 前章 は 其の 來り 見る の 巡き をセ 只め • 後牽は 其 S 子教に 

從ふ を. f:^ む。 子敖 は王驪 なり。 王 職の 事、 公孫 丑： ト篇第 六 章に 見 ゆ。 「ム はく、 「孟子 

齊に 卿たり。 出で て 膝に fe す。 王、 蓋の 大夫王 藤 をして 铺 行たら しむ。 王 職 朝 森に 見 

ゆ。 齊. 滕の路 を (き 反して 未だ 嘗て 之れ と 行事 を 言 はざる なり」。 乂離ぉ：卜^！にも 


二)  _8S 人、 

名 は克。 孟子 

の 弟子 J 


見 ゆ。 云 はく、 「公行 子、 子の 喪 あり。 右師往 きて す。 g 飾 S 。王 孟子、 右師と 一一 一 Sif ず。 

右師悅 ばず して 曰く" 是れ 驩を簡 にす るな りと。 孟子 之れ を 聞きて 曰く * 我れ 禮を行 

はんと 欲す。 子敖 我れ を 以て 簡 にす と爲 す。 亦 異ならず や」 と。 此の 二 章 を 観ても 亦 

王驟の 小人た る こと 知るべし。 而 して 樂 正子 乃ち 子敖に 從ひ來 る。 是れ 孟子の 貴む る 

ほ せ つ 

所な り。 かつ、 子 古の 道を學 びて 而も 以て 誧暖 せんと はの 一語 を 以て 是れ を考 ふるに、 

樂 正子の 子 教に從 ふ は 子敖の 扶持 を 受けた ると 見えたり.。 定めて 其の 臣 となる か、 其 

の 客と なる かなるべし。 故に 孟子 深く 是れ を責 むる は、 其の 身 を 小人に 失 ふ、 君子の 

道に 非ざる を 以てな り。 然らずんば 孟子 何 ぞ來り 見る の遲 きし 一子 敖に 從ひ來 ると を责 

むる こと 甚だ 深き や。 然れ ども 樂 正子 も 亦輕ん ずべ からず。 梁惠王 下篇末 章に 見 ゆる 

ニニ  ) 

一 „| 二) 第士 一一  所の、 魯の平 公の 爲 めに 孟子の 賢 を 說く所 を 観て 知るべし。 叉 吿子下 篇に云 ふ、 r 魯、 

樂 正子 をして 政を爲 さし めんと 欲す。 孟子 曰く、 吾れ 之れ を 聞きて 喜びて 寐 ねられ 

0 第二 十 ず」 と。 叉 「曰く * 其の 人となり や 善 を 好む」 と。 盡心下 篇に云 ふ、 r 浩生不 害 問 ひて • 

たんぴと 

曰く， 樂 正子 は 何人 ぞゃ。 孟子 曰く、 善人な り、 信 人な り」 ，こ。 此の 類 を 以て 樂 正子 

講孟餘 話  一九 五 
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の 人となり 大抵 知るべし。 义 案ずる に， 子 敖は齊 人な り， 樂 正子 は^ 人なる べし。 樂 

正子、 子 敖に從 ひ來る は、. 子 敷^に 往 きて 樂 正子 を 連れて 齊に歸 り、 孟子 時に 《に 居 

ら るるなる ベ し。 

第二 十六 章 

孟子 曰く、 不孝に 三 あり、 後な きを 大 なりと 爲す。 舜の 告げず， て娶る は、 後な きが £：! めな り- 

tbr-p よ， TC&MiaK、  vb:  ノ  - レ- ノレ I3M  0 註。 范氏 曰く. 天下の 道 は 正 あり 粮 あり。 正 は 萬 世の常に して、 權 は 一 

li*^ 子 は. A て 猶ほ吿 くる 力 ことしと 爲す i- の 用な り。 は 人 is;- るべ く、 權は を ag する おに 龙ざ ゎば5 ふる 

能 はざる なり。 蓋し 稀 は 已むも 得ざる に 出づる ものな り。 i なし 父 行瞍に * す、 

子 大舜に 非す t て.. i も吿 げすして 樂 らんと 欲せば、 則ち： 大 下の 罪人な りと t 

§ 此の 論 又 萬 章上篇 にも 見 ゆ。 舜 のせげ ずして 娶り * 湯武 の：^ 水 衬を放 伐し、 i^. 子の 武王 

,:.:、 裏 の爲 めに 洪範を陳 ずる 如き、 Kiiii.ls:iH?iii ま" 

2 云？ し iiil 龍^  I 人の 事に もせよ、 後人の 法と なすべ か 

I 退 古人に らず。 後な きは大 不孝と は雖 も、 父母の 意に 違 ふ 者 亦 孝と 云 ふべ からず。 且つ 舜の此 

ゅぢ すと い ふ。 

の 事 をな す 時. 父母 を是 とし 給 ふや、 己れ を是 とし 給 ふや。 父母 を是 とし 已れを 非と 

ち 贈らる 

せば、 已れの 非 を 以て 父母の 是に遠 ふ， 不孝 亦 し。 父母 を 非と して 已れ を是 とせば 


(三) 名は從 

s。 宋の豫 章 

の 人、 程 子の， 


た- :「 ： 丄， 

二  ■ もつ-一、 t ほ 

章 先生と 稱す 

(四) 范 祖禹， 

字は淳 夫。 栄 

の學者 


(五) 太 伯 • 

仲雍 • 季歷は 

いづれ も 古 公 

賓 父の 子 


叉 孝子の 心に 非ず。 「天下に 不是の 父母な し」 as 随 Ifis に 千 と 云 ふ 如く、 人 子の 心 

にて は 毫末 も 父母 を 不是と 思 はぬ こそ 孝と 云 ふべ し。 然 れば舜 孝子なら ば 決して 此の 

事 をな さず。 若し 果して 此の 事 をな さば 舜 孝子に 非ず。 註に、 范氏 曰く、 若し 父瞽嗖 

に 非ず.、 子 大舜に 非ず して 吿げ ずして 而も 娶 らんと 欲せば、 則ち 下の 罪人な りと。 

然 らば 聖人の 行 は 凡人の 模範と ならざる か。 且つ 自ら 舜 とし 父 を瞽嗖 とする は 天下の 

妄人 なり。 范 氏の 說 徒らに 必 無の 事 を 設けて 後人 を 惑 はしむ。 其の 誣罔甚 し。 且つ 後 

なき を大 不孝と する により、 吿げ ずして 娶る をな ほ吿 ぐるが 如しと 云 はば、 父母の 命、 

媒 5： の 言 を 待たず して、 穴隙 を鑽 りて 相 窺 ひ、 墻を 越えて 相從 ひ、 父母 國人皆 是れを 

賤 しむる とも- 後 あらば 亦 孝と 云 ふべき か。 東 家の 墻を踰 えて 其の 處女 を摟 きて 後 あ 

らば 亦 孝と 云 ふべき か。 是れ亦 不通の 論な り。 且つ 娶ら ずん ば舜は 誠に 後な かるべし ハ 

然れ ども 弟 象に して 後 あらば、 瞽搜の 血統 を絕 つに 至らず。 喩 へば 太 伯 • 仲雍、 周 を 

去る と雖 も、 弟季歷 ある を 以て 大王の 血統 は絕 えざる が 如し。 故に 余 謂へ らく、 舜實 

に 此の 事な くして、 孟子 此の 論を發 せば 聖人 を誣 ふると 云 ふべ し。 舜實に 此の 事 あり 
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て、 孟子 此の 論を發 せば 聖人に 阿る と 云 ふべ し。 

第二 十七 章 

孟子 曰く、 仁の 實は、 親に. 事 ふること 是れ なり。 義 の- 赏に、 兄に 從 ふこと 是れ なり。 の資 は、 

斯の 二者 を 知りて 去らざる こと 是れ なり。 鱧の-； K は、 斯の 二者 を 節 文す る こと 是れ なり。 樂の 

實は、 斯の 二者 を樂 しむ。 樂 しめば 則ち 生ず。 生ずれば 則ち 惡ん ぞ已 むべ けんや。 . 悪ん ぞ已む 

ベ けんと なれば、 則ち 足の 之れ を 踏み、 手の 之れ を 舞 ふ を 知らず。 

此の 章、 仁義 智禮 樂を說 く、 最も 親切な り。 而 して 其の 尤も 意 を かくる 所、 樂の 卜： に 

あり。 足の 路み 手の 舞 ふに 至る は 樂も亦 盛な り。 大抵 聖人の 人 を 敎へ政 を 行 ふ， 

屈なる 所に 非ず、 從容 なる 所に 妙處 あり。 深く 味 ふべ し。 

第二 十八 章 

孟子 曰く、 天下 大いに 悅 びて 將に已 れに歸 せんとす。 天下 悅 びて 己れ に歸 する を視る こと、 ^ 

ほ 草芥の ごとき は、 惟だ舜 のみ 然 りと 爲す。 親に 得られ ざれば 以て 人と 爲 すべから ず。 親に 順 

なら ざれば 以て 子と 爲 すべから ず。 舜 親に 事 ふるの 道を盡 して 臀瞍 ％5 を 底す。 ^喂豫 を 鹿して 

天下 化す。 瞀瞍豫 を 底して 天下の 父子た る 者 定まる。 此れ を 之れ 大 孝と 謂 ふ。 £ 人 


(1) f ； 

字は愿 中： 宋. 

の舉 者、 * を 

Sf 仲 素に 受く 

ニー) 陳 

字は瑩 中。 朱 

の延 平の 人 


は悅樂 なゲ。 (中^) 〇 李 氏 曰く、 舜の 箐暖 もして 豫を底 さしおる 所以の もの は、 親に 事 ふるの 道 を 雀し、 子た るの 職 をつつ- 

しみ、 父母 &非を 見ざる のみ" 昔、 羅仲素 此れ を 語りて 云 ふ、 只 だ 天下に 不是の 父母な しと 爲す C  了 翁 聞きて 之れ を 善しと し 

てョ く、 唯 だ此 くの 如くして 後天 下の 父子た る 者 定まる。 彼の 臣 にして 其の 君 を  二 

弑 L、 子に して 其の 父を弑 する 者 は 常に 其の 不是 の處 ある を 見る に 始まる のみ。 

此の 章 天下の 父子た る 者 定まる と 云 ふこと 深味 あり。 瞽瞍は 天下の 頑 父 なれ ども 大舜 

の 至孝 あれば よ 栌鉱 すに 至る。 然れば 天下 豈に復 た 事 ふべ 

からざる の 父 あらん や。 是れ 天下の 父子た る 者 定まるな り。 推して 是 れを廣 むれば 父 

のみに 非ず、 君 も亦然 り。 然 らば 暴君 頑 父と 云へ ども、 臣子 たる 者 善く 己が 忠孝 を盡 

す 時 は、 豈に感 格せ ざるの 理 あらん や。 丙って 臣 子の 心得 を 論ずべ し。 苟も 君 父 あら 

ん 者は勞 して 怨みず と 云 ふこと を 落着す ベ し。 諫行 はれ ざれ ども 言聽 かれ ざれ ども、 

功 ありて 却って 罪せられ、 志 ありて 却って 疎ん ぜら るると 云へ ども、 毫末 も怨心 ある- 

べ  からず。  凡そ 慈父 仁君に 事へ て 孝子と なり 忠臣と なる 者. 古今 少 からず、 誠に 吉祥 

善事と 云 ふべ し。 暴君 頑 父に 事へ て 忠孝なる 者に 至りて は 不幸の 至り、 誠に 哀しむ ベ. 

し。 然れ ども 是れに 非 ざれば 眞の 忠孝の 誠意 を觀 るに 足らず。 余 因って 忠孝の 最も 不 

幸なる 者 を集輯 して 一 書と なし、 以て 慈父 仁君に 事 へ て 不孝 不忠なる 者 を 諷せん と 欲 

講孟餘 話  一九 九 


講孟餘 話  二 〇〇 

す。 而 して 未だ 及ぶ に 暇 あらざる なり。 

此の 篇大 耍、 治 國 • 平 天下の 大體を 論じ、 ^11ら反し已れを^すの道を主とす。 末 章、 

舜の瞽 瞍に事 ふる を 引きて、 自ら 反し 己れ を竭 すの 極 則 を 示す。 其の 意 深し。 篇屮 

大抵 章々 相承け 相 連なる、 事： g はしければ 具 論す るに 及ばず。 讀者意 を： はして 是れ 

を觀 るべ し。 

^-fi^ 第二 十 一場 下 同. n 

に 在り 丫 お- 

(河 おれ 朽.； g 離 Is!- 下 

府に 在り) 

條 (山 lew ゾぐ t£ 

ce 縣の •fe に 在 首章 

り) 、更 方爽  (一) 

孟子 曰く、 舜は諸 凋に 生れ、 負 夏に 遷り、 鳴 條に卒 る、 東夷の 人な り。 文 王 は i 周に 生. でお 

Mii あ?、^  • 郢に卒 る、 西 夷の 人な り。 地の 相 去る や 千有餘 里、 世の 相 後る る や 千 有 餘歲、 志 を 得て 中國に 

行 ふ は、 符節 を 合する が 若し。 先聖 後聖 其の 揆 一 なり。 

0^ 其の 授ー なりと * 修身 .齊 家より 治 國. 平 天下に 至る所と- 民 を 養 ひて 是れを 富まし、 

す。 文 "土の 

墓 あり  敎 へて 是れを 善なら しむる とのみ。 何ぞ 更に 他義 あらん や。 


(ra) 春秋 時 

代 K 國の大 夫 

公孫 僑。 辭令 

に 巧な り 

(五) 二者と 

もに 水の 名、 


封府鄭 州に 在 

(六) 論語 憲 1 


(七) 禝記喪 

服の 篇 


第二 章 

0. 鄭國の 政を聽 きしと き、 其の 乘輿を 以て 人お 潔.， 餘に激 す。 孟子 曰く、 惠 なれ ども 政 を 

わに 5n  , 

爲すを 知らず。 歳の 十一月に は徒杠 成り、 十二月に は 輿 梁 成る、 民 未だ 渉る を 病へ ざるな り。 

君子 其の 政 を 平 かにせば、 行く に 人 を 辟け しむる も 可な り。 焉んぞ 人々 にして 之れ を 濟すを 得 

こと 

ん。 故に 政 を 爲す者 は、 人每に 之れ を悅 ばし めんと せば 日 も 亦 足らずと。 

子產の 政、 總 ベて 小 惠を 事と して 大德を 知らざる を 護るな り。 孔子、 子產を 評して 惠 

人な りと 宣ふも 同意な り。 諸 葛 孔明云 はく、  r 國を 治む るに は 大德を 以てす. 小惠を 

以てせず」 と 云 ふ も、 此の 意な り。 政 を 執り 事 を 論ずる 者、 此の 義を 知ら ざれば 誤る 

こと 多し。 後 毋君德 を 論ずる 者 或は 是れを 知らず して、 小惠を 以て 君德 し】 心得て 事々 

しく 稱述 して 却って 識者の 非 笑 を 受く る者少 からず 。 愼 まざ るべ けんや。 

第三 章 

孟子、 齊の宣 王に 告げて 曰く、 「君の 臣を視 る こと 手足の 如ければ、 則ち 臣の君 を視る こと 腹 

心の 如し。 君の 臣を視 る こと 犬馬の 如ければ、 則ち 臣の君 を視る こと 國 人の 如し。 君の 臣を視 

る こと 土芥の 如ければ、 則ち 臣の君 を視る こと 寇讎の 如し」。 王 曰く、 「禮 に舊 君の 爲 めに 服 あ 

講孟餘 話  二 〇 一 
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りと、 何 如 なれば 期れ 服を爲 すべき か」。 u く、 「諫行 はれ： H 聽 かれ、 音澤 民に 下る。 故 ありて 

去る とき は 則ち 君 人 をして 之れ を 導きて！！ を 出で しめ、 又 其の 住く 所に 先. たたし む" . ^りて！ 二 

年 反らず して、 然る 後に 其の 田 里を收 む。 此れ を 之れ 三 有 禮と謂 ふ。 此 くの 如ければ 則ち 之れ 

が爲 めに 服す。 今や 臣 となりて 諫 むれば 則ち 行 はれず、 言へば 則ち 聽 かれず、 音渾 民に 下らず、 

故 ありて 去る とき は 則ち 君 之れ を搏 執し、 又 之れ を 其の 往く 所に 極め、 ぷ るの 曰 遂に 其の £ 里 

を收 む。 此れ を 之れ 寇讎と 謂 ふ。 寇讎に は 何の 服 か 之れ あらん」 と。 

窨を讀 むは 主意 を觀る こと を耍 とす。 此の 事の 如き 孟子 宣 王の 爲 めに 說く。 故に 翁 道 

を 以て 主意と す。 若し 誤りて 臣道 も亦是 くの 如しと 思 はば 大いに 非な り。 若しお 道 を 

論ずる 時 は， 君 君たら ずと 云へ ども、 ほ 以て ほたら ざるべからず と、 是れ なり。 然れ 

ども 若し 臣を視 る こと 手足の 如く なれ ども、 HIT 君 を視る こと II 人の 如/、、 君， ほ を 

視る こと 犬馬の 如く なれ ども、 臣、 君 を視る こと 却って 寇雞 S 如き 者 あり。 是れ 其の 

二) 港！ f の 

^^^u, 罪 萬 死す と 云 へ ども 何 を 以て 是れ を^ はんや。 

士 となり 太 中 ( 一 . 

大 夫に 至る。 賈 誼の 治安 策に 云 ふ、 「主上 其の 大臣 を 遇する こと 犬馬 を 遇する おくすれば、 彼れ W 

I れ 上る 治安 に 犬 i として 自ら 爲 さんと し、 官徒を 遇する 如く すれば 官徒 として 自ら 爲 さんと する 


なり」 と。 是れ 孟子の 言に 原づ くと 云へ ども、 かく 云 ふとき は忠 厚に して 弊な しとす 一 

第 四 章 十一月 十一 日 

孟子 曰く、 罪なくして士を殺さば則ち大夫2^て去るべく、 罪な くして 民を戮 せば 則ち 士：： ？て徙 

るべ し。  . 

去 徙は皆 其の 國を 去りて 他國に 徒る を 云 ふ。 是れ游 仕の 人に 就いて 云 ふ。 世祿 の士國 

と 休戚 を 同じう する 者の 如き は、 豈に禍 を 免 かれ 自ら 其の 智に 誇る こと を 得ん や。 人 

臣 たる 者- 時の 不淑に 遇 ひて 諫諍死 を 致す、 固より 正義な り e 何ぞ遽 かに 去 徒す る こ. 

と を 得ん や。 然れ ども 諫行 はれず 言聽 かれず、 君子 道 消し 小人 道 長 じたらん に は、 官 

を 辭し身 を 退き、 一身の 覺悟を 全うし、 緩急の み 用に 立たん こと を 計る も、 亦 是れー 

義 にして 卽 ちま 徙の 意な り。 

第五 章 

孟子 曰く、 君、 仁 なれば (5 仁なら ざるな く、 君、 義 なれば 義 ならざる なし。 

此の 章、 上篇 第二 十 章と 義小 異なりと 云へ ども、 要するに 別理 ある ことなし e 人君の 

講孟餘 話  二 〇 三 
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戒に 於て 此の 語 程 親切なる はなし。 三復詳 味すべし。 且つ 上篇 記す る 所と 合：^ すべし" 

第 六 章 

孟子 曰く、 非禮 の禮、 非 義の義 は、 大人 は爲 さず。 

非禮 の禮、 非義 の義、 此の 類 # 間 1^ も 多し。 權門 勢家に 奔走す る を 俗人 は禮と 心？， r 

娼妓 婦女に 約 信 を 違へ ざる を 俠士は 義と心 樽る 類、 又北條 . 足 利 等の 逆賊の 爲 めに 忠 

義を 致し、 恐れ多く も 堂々 たる 天朝へ 循を衝 き 奉る • 皆是れ なり。 大道 を 明かに せ 

ずん ば、 禮義の 正 を 失 ひ 非に 陷る こと 多し。 大道に 通ず るに 非 ずん ば- 安ん ぞ 大人ん 

る こと を んゃ。 

第 七 章  ■ 

ま n  く、 中 は 不中を 養 ひ、 才は 不才 を 養 ふし 故に 人 は 父兄 ある を樂 しむ" 如. L 中 は 不中を 

棄て、 才は 不才 を棄 てば、 則ち 賢 不肖の 相 去る こと、 其の 間寸を 以てする こと 能 は ざらん- 

註。 (前 if)  *K と は 涵^ 冀陶 して 其の 自 

ら 化する も俟 つも 諧 ふなり。 (後略) 

養の 一字 最も 心 を 付けて 看るべし。 註に * 養とは滿育薰陶して其の-；：！ら化するを^^っ 


( 一 ) 盡心下 

篇 ^ 三十 七 章 

勞照 

ニー) 名 は 光。 

餘姚の 人" 到 

秀と 同じく 遊 

す。 劉秀帝 

位に 卽く  (後 

漢 光武帝) に 


至らす" 人. 


ニー 一) 萬 章 上 

篇第六 章參照 

(四〕 太公望 

呂尙 


を 謂 ふなり と 云 ふ e 涵は ひたすな り、 綿 を 水に て ひたす 意な り。 育 は 小兒を a にて そ 

かまど 

だつ る 意な り。 薰は香 を ふす ベ 込むな り。 陶は 土器 を灶 にて 燒き 堅む るな り。 人 を 養 

ふ も 此の 四つの 者の 如くに て、 不中 不才の 人を繩 にて 縛り 杖に て 策う ち、 一朝一夕に 

中なら しめ 才 ならし めんと に は 非ず。 仁義 道德の 中に 沐浴 させて、 覺 えず 知らず 善に 

移り 惡に 遠ざかり、 舊染の 汗 自ら 化する を 待つ ことなり。 是れ 人の 父兄た るの 道に し 

て、 父兄の みに あらず、 人の 上と なりて 政 を 施す も、 人の 師 となりて 敎を 施す も、 一 

の 養の 字 を 深く 味ぶべし。 

第 八 章 

孟子 曰く、 人、 爲 さざる ありて、 而る 後に 以て 爲す あるべし。 

けんしゃ 

爲 さざる は猨 者の 類な り。 爲す ある は 狂者の 類たり。 もと 是れ兩 種の 人な り。 譬 へば 

ぞく  くら  二  了 

伯 夷の 周の 粟 を 食 ふ を 恥 ぢて首 陽に 餓死し、 嚴子 陵の 光武に 屈せず して 釣 臺に老 ゆる 

(三)  -a- 

如き、 皆爲 さざる の 志と 云 ふべ し。. 伊 尹の 成 湯を輔 けて 夏樂を 南巢に 放ち、 太 公の 武 

王を勸 めて 殷紂を 牧野に 誅 する 如き、 同じく 天下の 亂を 定め 萬 民の 苦 を 救 ふ は、 爲す 

講孟餘 話  二 0 五 


二) 名 は 愈、 

ネ は 返 之、 曰 曰 

紫と す。 

の isc ポ 時代の 

人、 火 文 *«。 

又 {G に 歴任し 

出で て牧. 州の 

刺史 となる 

(一一) ネ は 子 

©。 韓退 之と 

時 も 1M じ-つせ 

L 文 要路 

王叔文 m マの 黨 

に 連坐して 流 

?i され、 柳 州 

に剌史 となり 

て 文名 あがる。 

ここの © 退 之 

云々^ びに そ 

の 論 は 柳 子 

厚の 文 「si 愈 

と 史官 か-論す 

る 書」 (八."； S 文 

に收 めら る) 

に出づ 
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あるの 業と 云 ふべ し。 ：i 夷 ニナ 陵、 伊 尹 • 太 公、 分けて 云へば 兩 種の 人な り。 然れど 

も 伊 尹. F 幸の 野に 耕し、 太 公？ £ 川に 釣りせ し 時に 常り て * 富貴 利 達 一 つも 其の 心 を 動 

かす 所な し。 是れ 其の 爲 さざる の 志な り。 此の 志 あれば こそ、 爲す あるの 業 も 出來た 

るな り。 叉 仙 夷 • 子 陵の 如. き爲 さざる の 志 ある 人 は、 力？ も 其の 位に 常り 其の 事に 任ず 

る こと あらば、 固より 亦爲す あるの 業 を 成す こと 必 せり。 今- が 徒、 罪 を 瘦て獄 に 坐 

す。 眞に 能く 心 を 道德の 域に 樂 しまし め、 天下の 事 一 つも 心 を 動かす ことなく、 爲さ 

ざるの 志 確乎たら ば、 一：：：： 事變に 臨む こと ありと も、 必ず 能く 爲す あるの 業 を 成す こ 

と を 得ん。 是れ 吾が 學を 勤む る 所以な り。 

第 九 章 十一月 十二 H 

孟子 H く、 人の 不善 を 言 はば、 當に後^^を如何すべき。 こば；! ルマ 

此の 章、 註に 爲 めに する こと ありて 言 ふと あり。 此の 義 深く 講究すべし〕 ^子の 語默 

動靜、 義に合 ふと 義に合 はぬ と を 顧みる のみ。 何 ぞ後忠 の 有無 を 論ぜん や。 おし 後 巾- 

を 懼 るる 故にて、 人の 不藉 を： W はざる を 以て 道と せば、 ^^の^^^之が史を爲る者は人 


禍 あら ざれば 則ち 天刑 あり、 畏惧 せず して 輕々 しく 之れ を爲 すべ けんやと 云 ふと、 同 

日の 論に て 甚だ 非な り。 柳宗 元の する 如く、 凡そ 其の 位に 居りて は 其の 道 を 直う せ 

ん こと を 思 ふ、 刑 禍は惧 るる 所に 非ず との 論、 最も 其の 正 を 得たり。 然れ ども 職に も 

非ず し て 好んで 人を辨 謗し 其 の 不善 を 言 ひ て 、 無益 の 刑 禍を買 ふ は 亦 愚 味 の 至 り と 云 

ふべ し。 故に 孟子 斯の 人の 爲 めに 是の 言を發 し、 之れ を誡 むるな り。 故に 爲 めに する 

こと ありて 言 ふ と 註す るな り。 

第 十 章 

,M なに. U 

盂子 曰く、 仲 尼 は已甚 しき こと を爲 さざる 者な り。 

孔子 は 聖人 なれば 其の 大成の 德至正 至 中、 固より 論 を 待たず。 然れ ども 世俗 道義 を 知 

らず、 或は 孔子の 行 を 以て 太甚 となす に 至る。 孔子 君に 事 ふるに 禮を 以てす、 而 して 

S) 

へつら  ニーつ  ひっきつ  (五ン ふつ ぜぅ 

人 以て 詔へ りと す。 孔子 南 子 を 見、 佛肸に 柱き、 公山 弗 擾に往 く。 子路 以て 疑 ふこと 

をな す。 其の 政 を 執る に 至りて は 立 處に少 正 卯を誅 し、 夾 谷に 在りて は 齊侯を 叱す る 

こと 蓄狗に 類す。 是れ皆 f 人の 所謂 太甚 なる ものな り。 然れ ども 道義 を 以て 論ずる 時 

講孟餘 話  二 〇 七 
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J^s は、 本分の 外、 毫末 を 加 ふること なし。 世俗より 硯る時 は 皆 太 茶に 非ざる はなし。 有 

^ざる を 道の 世 は 如何 あらん。 澆季の 世に 於て 道 を 行 ひ 義を行 はば、 必ず  一 ^の 人 をして 太 

と稱 せしめん。 若し 又 太 甚の稱 あるに 非 ずん ば、 決して 道義に 非ず。 卽ち流 俗に 同じ 

て 汙 世に 合 ふ ものの み。 

第 十一 章 

孟子 曰く、 大人 は 言、 信を必 とせず、 行、 果を必 とせず、 惟 だ義の 在る 所の ままに す。 

人に 三等 あり。 下等の 人 は 義に合 はず 信なら ず 果なら ざるの 徙 にて、 ！： だれ」，：^ 人ない」 

中等の 人 は 信を必 とし 果を必 とし- 未だ 必ずしも 義に合 はざる の 徒にて、 "：^^ れ游俠 の 

類な り。 上等の 人 は卽ち 本文の 所謂 大人に て、 信を必 とせず 果を必 とせず、 ^だ1^^の 

在る 所に 從 ひて 行 ふの 人な り。 若し く 人品 を 論ぜば、 中等の 人 も 亦 得 易き に 非ず、 

輕ん ずる ことな かれ。 然れ ども 學を なすに 至りて は、 上等 を扮 てて 何 を か € 'ばん。 

第 十二 章 

孟子 曰く、 大人と は、 其の 赤子の 心 を 失 はざる 者な り。 まお いむき？ s:i，r 大：？ 


» 一-: Id- の； E の め 一一 誘せられ すして 以て 其の 純 一 無爲 を 全うする こと ある も 以てな り。 是れも 

^ttf?- び ザ ち 知り ざ. i 所^へ、 4 能 はざる-所 なし、 而 して 其の 大. s むるな り。 

赤子の 心 は 純一 無僞 のみと 註す。 純一 なれば 些とも 利害 を計較 する の 念な く、 無僞な 

れば 些とも 機 變巧詐 の 行なし。 故に 富貴 貧賤、 死生 苦樂、 一 つも 外物の 爲 めに 誘 せら 

しう さく 

るる ことなく、 鐵 石の 腸 を 以て 萬 事に 酬 酢す。 天下 何事 かなす ベから ざらん" 

此の 篇 大人 を 論ずる、 凡そ 三 章。 第 六 章 大人の 爲 さざる 所 を 云 ひ、 第 十一 章 大人の 爲 

す 所 を 云 ひ、 此の 章に 至り 大人の 胸中 を 云 ふ。 卽ち爲 す 所、 爲 さざる 所の 根本な り。 

第 十三 章 

孟子 曰く、 生 を 養 ふ 者 は 以て 大事に 當 つるに 足らず、 惟 だ 死 を 達る、 3- て 大事に 當 つべ し。 隨に 

*!, ふる， H 固より 當に愛 すべし。 然れ ども 亦 人道の 常の み。 死 も 一 送る に 至りて，.！ i 則ち 人道の 大慶に し 一，」、 孝子の に 事 ふ，， る、 

^』；^1ぜ-て以て^?^^£^ふ-4^> 故に 尤. - 以て 大事と 爲 して、 必す 誠に 必 す信、 少しも 後日の 悔 あらしめ ざるな り。 

此の 章、 註 巳に 明かな り。 今更に 一 異說 を發し 考に備 ふ。 生 を 養 ふ は 父母の 目前の 事 

なれ ズ、 甚だ 狂妄の 人に 非ざる より は • 可な りに 恭敬 を 致す もの なれば、 是れを 以て 

塞かに 其の 人 を 言 じ 孝子と し， 孝 あれば 梯も あるべく 忠も あるべく などと 思 ひ、 大事 

. に當 てんとせば、 大 なる 誤りなる べし。 死 を 送る に 至りても 尙ほ 能く 必ず 誠に 必ず 信 

講孟餘 話  二 〇 九 


講孟餘 話  二！ 〇 

なること こそ 赏の 孝子に て、 かかる 人 こそ 大事に 當 つるに 足るべし。 大 に當 つと は 

大切の 事に 當り、 善く 是 れに堪 ふる を 云 ふ。 卽ち大 節に 臨みて 摩 ふべ からざる の 

ある を 一 K ふなり。 贿 S 一れ P ほ。 是れ 父母の 生死の みならず、 M 事 皆 此の 理 なり。 國强く 

勢 盛んなる 時 は、 孰れ も 忠勤 を勵む ものな り。 國衰へ 勢 去る に 至りて は、 志 を 變じ敵 

に 降り 主 を 賣る類 寡から ず。 故に 人 は 晚節を 全うする に 非 ざれば、 何程 才^ 學 P 、あり 

と雖 も、 亦何ぞ 尊ぶ に 足らん や。 明主に 忠 ある は 珍しから ず、 暗 主に 忠なる こそ 眞忠 

なれ。 慈父に 孝 ある は 珍しから ず、 父に 孝なる こそ 1^ 孝 なれ。 赏^ せられて 忠孝な 

る こと 珍しから ず、 赍 罰せられて 忠孝なる こそ 眞の 忠孝 なれ。 1- 大夫 たる 者 i "むべき 

こと 實に爱 にあり。 

第 十四 章 十一月 十一 一一 日 

孟子 曰く、 君子 深く 之れ に 造る に 道 を： てす る は、 その 之れ を， ni 得せん と 欲すれば なり。 之れ 

を 自得 すれば 則ち 之れ に 居る こと 安し。 之れ に 居る こと 安ければ 則ち 之れ に 安る こと 深し。 之 

れに資 る こと 深ければ 則ち 之れ を 左右に 取りて 其の 原に 逢 ふ。 故に君子は其の之れを^！：得せん 


4 秦樂春 f^' 六 誇大へ 
存の 秋 經語擧 こ: 

す-に 樂禮書 易孟中 
亡 記 記經經 子庸眷 
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こと を 欲するな り。 

此の 章 重き 處、 自得の 上に あり。 自得 は 心に 得るな り、 言語 動作の 間に あらず。 然れ 

ども 其 の已に 自得す るに 至りて は、 言語 動作 に 著 はるる もの も 亦 自ら^なる 者 あり。 

第 十五 章  ♦ 

孟子 曰く、 博く 舉 びて 詳 かに 之れ を說く は、 將に 以て 反って 約を說 かんとす るな り。 

博 學詳說 は 遂に 約に 歸す。 四書 丄ハ經 -歷 代 史乘、 浩瀚な りと 云へ ども、 其の 日用の 

耍歸は 一 の 誠の 字に 止まる。 而 して 君と して は 仁、 臣 として は忠、 父と して は 慈 * 子 

として は 孝、 是れ のみ。 然れ ども 仁 忠慈孝 亦 許 多の 節目 あり、 許 多の 方法 あり。 博學 

詳說 する に 非 ずん ば、 安ん ぞ萬 變に酬 酢し 精微を 分析す る こと を 得ん や。 巳に 博、 已 

に詳、 叉 其の 約に 歸 する こと を 知ら ずん ば、 遂に 涉獵と 拘泥との 弊 を 免 かれざる なり。 

大抵 博より 約に 歸し， 約より 博に 至る。 一 一つ の 者 常に 相 待ちて 功 をな す。 而 して 詳の 

工夫、 約博兩 事に 於て 共に 切要の 務 とす。 

第 十六 章 

講 餘 話  ニー 一 


講孟餘 話  ニニ 一 

孟子 曰く、 善 を 以て 人 を 服す る 者 は、 未だ 能く 人 を 服す る ものに あらざる なり。 ：iii;l を 以て 入 を 

卷 ひて、 然る 後に 能く 天下 を 服す。 天下 心服せ ずして 王た る 者 は 未だ 之れ あらざる なり。 

人 を 服し、 人 を 養 ふの， 公私、 學 者に 於て 最も 精 察すべき ことなり。 蓋し 學の 道た る、 

已が 才能 を 街して 人 を iS する 所以に 非ず。 人を敎 育して 同じく 善に 歸 せんと 欲する 所 

以 なり。 人 を 養 ふの 意義、 第 七 章、 「中 は 不中を 養 ひ才は 不才 を 養 ふ」 の 意と 相 照し 

て發 明すべし。 

第 十七 章 

孟子 曰く、 言に 實の 不祥な し。 不祥の 資は、 g を 蔽ふ者 之れ に當 る。  - 

此の 章、 深く 賢を蔽 ふを惡 む。 賢を蔽 ふと は、 身大ほ 執政と 成りて 下に^ 者 ある を 知 

りながら 拔 用せ ざるの 類 を 云 ふ。 賢 を 見て 舉 ぐる こと 能 はず、 舉げて 先んずる こと 能 

はざる の義 なり。 賢 を蔽ふ すら 孟子 は 深く 惡んで 不祥の 實 とす。 況ゃ 賢を嫉 みて：：； 儿れ 

を陷 るる 如き は、 孟子 E だれ を 如何と か 云 はん。 然れ ども 人 私心 を 挾んで 事を處 する 時 

は， 忠勤の 人 にても 或は 己が 愛愤を 以てし、 或は 意見の 異同 を 以て 賢 を 蔽ひ賢 を^る 


I 


る こと、 古今 往々 ある ことなり。 慎むべし、 戒む べし。 

第 十八 章 

し i ぶ.^ 

. 徐子 曰く、 「仲 尼 亟.' 水を稱 して 曰く、 水なる かな、 水なる かなと。 何 を か 水に 瑕れ る」。 孟子 

曰く 、「原 泉 混々 として、 晝 夜を舍 てず。 科に 盈ちて 而る 後に 進み、 四海に 放る。 本 ある 者は是 

くの 如し。 是れを 之れ 取れる のみ。 苟も 本な きを 爲 さば、 七 八月の 間、 雨 集まりて 溝 瀹皆盈 つ。 

其の 涸 るる や 立ちて 待つべき なり。 故に 聲聞 情に 過ぐ る は、 君子 之れ を恥づ I。 ほソ If? き が 

る は 其の 旨徴 なり。 孟子 獨り 此れに 取れる ほ、 

徐 子の 急 と す る 所の も 0 より 之れ を 言 へばな り。 

二) 誇 語 子 仲 尼の 川上に 在して、 「逝く 者は是 くの 如し、 晝 夜を舍 てず」 と宣ふ は、 天地の 流行 

罕篇第 十六 章 

を 以て 學 問の 工夫 を 語るな り。 此の 章 孟子の 論ずる 所 は、 本 ある 者の 巳む ことなき を 

云 ふ。 然れ ども 其の 手 を 下す 所 は 則ち 一 たり。 凡そ 人 は 源 あるの 水 を 以て 志と すべし。 

學 問の 進 修、 忠孝の 行事 皆然 り。 苟も 源な く已 むこと あり、 科に 盈 たずして 進む こと 

ありて は、 誠に 愧づ べきの 至りな り。 

第 十九 章 十一月 十四日 

t 二、 VI ん m  k 

孟子 曰く、 人の 禽獸 に異る 所以の もの 幾 ど 希な り e 庶民 は 之れ を 去り、 君子 は 之れ を存 す" 舜 

講孟餘 話  ニー  三 


講孟餘 話  ニー 四 

は 庶物を 明かに し、 入 倫 を 察 かにし、 仁義に m りて 行 ふ。 仁義 を 行 ふに 非ざる なり。 

撃 問の 道， 人の 禽獣に 異る 所以 を 知る より 要なる はなし。 其の 異る所 は、 五倫 五常 を 

得る と 失 ふとより 外 はなし。 "；，^ れを失 ふ を， 民と し- 勤めて！： だれ を 得る を 君子と し、 

從容 として a ら存 する 者 を 聖人と す。 衆人と 云へ ども 勒勵 すれば 君子と なり、 其の 功 

の 熟する に 至りて は卽ち 聖人な り。 禽獣に 陷 ると 聖人 君子に "爪る との 分 は、 l^nir の 

三 字に あり。 親切 熟思すべし。 

第二 十 章 

孟子 曰く、 禹は 旨酒 を惡 みて 善 言 を 好む。 湯 は 中 を 執りて K を 立つ る こと 方な し。 文 王 は 民 を 

視る こと 傷つく が 如く、 道 を 望みて 未だ 之れ を见 ざるが 而し。 武 王は邇 きに 1! れず、 遠き を 忘 

れず。 周 公 は 三 王 を 兼ねて 以て 四 察 を 施さん こと を 思 ふ。 其の 合 はざる もの あれば 仰いで 之れ 

を 思 ひ、 夜 以て 日に 繼ぎ、 幸にして之れを得れば坐して以て2^;^待っ。 

〇 其の 合 はざる もの あれば 仰いで 之れ を 思 ひ、 夜 以て 日に 機ぎ、 幸に して 之れ を リ：^ れ 

ば^して 以て 日 一 を 待つ。 

周 公の 行 ふ 所、 學 者に 於 て^も 切なり。 學者 古今に 上下し 荜夷 を通觀 す。 其の ゆ i 


に 地 殊に 事換 はり 勢 遠うて、 合 はざる もの 千 差 萬 別、 豈に擧 げて數 ふべ けんや。 夫れ 

を 知らず して 一概に 論ずる 時 は、 必ず 時勢 人情に 逆 ひ、 大害を 生ずる 者少 から ずん 漢 

土 にても 周 制 を 後世に 行 はんとして 事 を 誤る 者、 漢 の王莽 • 宋の王 安 石 • 明の 方孝孺 

の 如き 甚だ 多し、 以て 鑑戒 とすべし。 叉 本邦に 於て 事々 漢土に 模倣 せんと 欲して 事 を 

誤る 者 亦 多し。 近世 迂儒、 或は 漢土 天子の 事 を 以て 直ちに 今の 諸侯に 說 きて、 穆々 深 

遠、 垂拱 無爲を 以て 美德 とする 類少 からず。 今の 諸侯 は卽 ち戰陣 の大將 なれば、 ー麾 

を 揮 ひて 萬 衆 を 指揮す る こと 固より 其の 職 なれば、 風雪に 立ちて 艱苦 を 凌ぎ、 山海に 

漁 獵し船 馬に 慣習す る も、 亦 身 纏 を 鍛練す るの 一助なる に、 夫れ をば 却って 失 德の如 

く陳說 する 類、 皆 合 はざる もの ある を 知らざる なり。 故に 學者 是れ 等の 所に 於て、 仰 

いで 思 ひ 夜 を 以て 日に 繼 ぐの 工夫な くんば、 萬卷の 書を讀 むと 云へ ども. - 君 を 致し 民 

を澤 する に 於て 毫も 益 ある ことなし。 

第二 十一 章 

じょう  た 5 こつ 

孟子 曰く、 王者の 迹媳 みて 詩 亡ぶ。 詩 亡びて 然る 後に 春秋 作らる。 晉 の乘、 楚の ilK、 魯の春 

講孟餘 話  ニー  五 


( 一 ) 虎 時代 

に、 朗廷の 政 

事 及び 奏對を 

宰相に 由って 

せし せし 


に は必卞 


に 成らす。 曰 

日記 載す る を 

以て 日 磨と 稱 

す 

(二) 官名。 

周の 左右の 史 

の粮の 如し 


講孟餘 話  一二 六 

秋 は 一な り。 其の 事 は 則ち 齊桓 *晉 文、 其の 文 は 則ち. ST 孔子 曰く、 「其の 義は則 AT 丘竊 かに 

之れ を 一 取れり」 と。 

孔子の 春秋、 天下の 邪 正 を 定め 百 王の 大法た る こと は、 論 を 待たざる ことたり。 其の 

他 列國皆 史官 ありて、 時事 を 記す る こと を 掌る。 皆 世敎に 於て 大いに 碑 益 あり U 其の 

後歷代 皆史を 唆せず、 特に 宋の 制度の 如き、 宰相に て 史館を 兼ね， 時 政 記と 云 ひて， 

榻ー i にて 議論す る 所の 詞を 書し、 起居 注と 云 ひて、 柱 下にて 見 間す る 所の 赏を 害す。 

是れを 日 磨と 云 ふ。 本邦 にても 古より 史官 あり。 近 ゆ 1^ 府 列藩 皆記錄 あり。 然れ ども 

本邦 古よりの 通 習と して 事 を祕密 にす る 故、 外人」 おりに 其の 記 を 見る こと を 得ず。 "だ 

れ 大いに 怙 しむべき ことなり。 凡そ 史にニ 益 あり。 一 つ は 時事 を 直 害して 少しも ，> ゎリ (t 

する こし-なければ、 官史畏 避す る 所 ありて 惡を なさず、 勸勵 する 所 ありて. * を勒 む。 

二つ は學者 記錄を 見る こと を 得れば、 時事の 得失、 ^置の 善惡を 熟知し、 他 H 官に當 

るの 资と なること 多し。 願 はく は 史局を 開き 良史を 撰び、 春秋の 遗志を 11^ ね 一 窨を編 

科し、 遍く 官ぉ學 者に 見せ 度き 事な り。 


(三) 周敦 頃、 

字 茂^。 栄の 

理擧の 開祖 

(四) (明 

道) 00  (伊 

川) の 兄弟 

f 五) 張 «。 

橫渠 先生と 穩 

せ ら る 

(六) 羅仲 素。 

i お *^ ー篇 二十 

六 章 豫話 參照 

(七) 李 飼、 

字 ii 愿 中，^ 朱 

藉嘗 てこれ に 

師事す。 世に 

廷平 先生と い 


第 二士 一章 

孟子 曰く、 君子の 澤は 五世に して 斬え、 小人の 澤も 五世に して 斬 ゆ。 予れ 未だ 孔子の 徒た る を 

得ざる なり。 予れ私 かに これ を 人に 淑 くす。 

古より 學問 は皆傳 習來歷 あり。 孟子 は 子 思の 門人に 學び、 子 思 は 曾 子に 學び、 會子は 

ニー 二  (B)  (五 ■ 

卽ち 親しく 孔門の 高弟な り。 叉宋 儒の 如き 周膝溪 より 二 程に 傳へ、 二 程より 張 橫渠. 

(gf 豫 章."!^ 延 平等の 諸賢 を 歷て朱 子に 傳ふ。 此の 類 古今 皆然ら ざる ことなし。 今 吾が 

輩獄に 坐し、 良師に 從 ひて 道 を 聞く こと を 得ず、 常に 恐らく は 其の 學習 する 所 私見 私 

ひら 

に 陷り、 聖人の 大道に 違 はんこと を。 故に 常に 心を虚 にし 懷を披 き、 古人の 眞 面目 

を 窺 ふ を 以て 志と す。 讀 みて， 五世に して 斬 ゆ、 私 かに 人に 淑く すの 章に 至りて、 感 

慨な きこし-能 はず。 

第二 十三 章 

孟子 曰く、  て le^ るべ く、 以て 取るな かるべし" 联れ ば廉を 傷る" おて 與ふ ベく、 以て 與 ふる 

ことな かるべし。 與 ふれば 惠を 傷る。 ！^て死すべく、  3f て 死す るな かるべし。 死 すれば 勇 を 傷 

講孟餘 話  ニー  七 


講孟餘 話  ニー 八 

註。 (^is) 過ぎて 取れば 罔より |» を す。 然れ ども 過ぎて 與 ふる も 反って ** の惠を SSI* 過 

7 ぎて 死す る も 亦 反って 其の^ す。 す  1 し 過ぎた る は ほ wr はざる が 5」 としの 怠な h.。 (後 

此の 章、 孟子 事に 臨みて 深 思 熟慮す るの n を舉 ぐ。 此の 類推して 廣 めば-ひ. に 極り あら 

んゃ。 抑.' 朱 子 註に 於て、 過ぎて 取る は 固より 麼を 害す。 然れ ども 過ぎて 與 ふる も 亦 

反って 其の 惠を 害し、 過ぎて 死す る も 亦 反つ て 其の を 害すと 云 ふ。 固 • 然 • 亦. 反 

の 四 字 を 下し、 ^的 商 置 を 示す。 本文 語意 もと 此の 抑揚 あるに 非ず。 特に 朱 子、 替を 

解し 後人 を曉 さんと 欲する の 老婆心 を 見るべし。 常人の 情 多く は 取り 易き に 失す。 故 

に 固より と 云 ひて 抑 中の 抑 を：： 小す。 與 ふると 死す ると は 多く は 難き に 失す。 故に 過ぎ 

て與 へ、 過ぎて 死す るに 於て は、 過ぎて 取る と 文 を £11； にし、 然 .亦. 反の 三 字に て 抑 

中の 揚を 示す。 學者 中道に 志す は 固より なれ ども、 其の 次 は 過ぎて 取らん より は 過ぎ 

て與 へんに 如かず。 過ぎて 生きん より は 過ぎて 死 せんに 如かず。 是れ亦 知ら ずん ば あ 

るべ からず。 

第二 十四 章 十一月 十七 H  . 

逢 蒙、 射 を 羿に學 ぶ。 羿の 道を盡 して、 思へ らく、 天下 惟 だ 丼の み 己れ に 愈れ りと すと。 r^i! 


に於て《^1-を殺せり。 孟子 曰く、 是れ弈 も 亦 罪 あり。 (嘗て) 公明 儀 曰く、 「宜ど 罪な きが 若くなる 

べし」 と。 (孟子) 曰く、 薄き と 云 ふの み、 惡んぞ 罪な きを 得ん。 鄭<" 子 濯孺子 をして 衞を侵 

さしむ。 衞、 廣 公之 斯 をして 之れ を 追 はしむ。 子 濯孺子 曰く、 「今日 我れ 疾 作る、 以て 弓 を 執 

るべ からず。 吾れ 死 せんか」 とて、 其の 僕に 問 ひて 曰く、 「我れ を 追 ふ 者 は 誰れ ぞ や」。 其の 僕 

曰く、 「庾 公之 斯 なり」。 曰く、 「吾れ 生きなん」。 其の 僕 曰く、 「魔 公之 斯は衞 の 射 を 善くす る 

者な り、 夫子の 吾れ 生きん と 曰へ る は、 何の 謂ぞ や」。 曰く、 「s 公之 斯は射 を 尹 公之 他に 學ぶ。 

尹 公之 他 は 射 を 我れ に學 ぶ。 夫の 尹 公之 他 は 端 人な り。 其の 友 を联る こと 必ず 端し からん」 と。 

庾 公之 斯 至りて 曰く、 「夫子 何 爲れぞ 弓 を 執らざる」。 曰く、 「今日 我れ 疾 作る、 2^て弓を執る 

ベから ず」。 曰く、 「小人 は 射 を 尹 公之 他に 學び、 尹 公之 他 は 射 を 夫子に 學ぶ。 我れ 夫子の 道 を 

以て 反って 夫子 を 害する に 忍びず。 然 りと 雖も 今日の 事 は 君の 事な り。 我れ 敢 へて 廢 せず」 と。 

矢 を^き 輪 を M きて 其のお が 去り、 is^ を發 ちて 後に 反る。 iiSlf 尹) ひ-; 一い』 鮮 

くな" しむ わば 必ャ逢 紫の 禍 なからん となり。 然れ ども 爽 f 介 は a 弒の賊 にして、 S やに 乃ち 逆 *j なり。 斯は私 恩 ゆ， 

全くす と 雖も亦 〈：5 義ん； 展 す- 其の 事 皆 論す るに 足る ものな し。 孟子 蓋し 特に 友 も 取る こと を 以て 而 して 言へ るの み. 

此 の 章 が 之 他 の 友 を 取る の 端し きを 以て、 羿の罪 其の 友 を 取る 端し か らざ るに ある 

を 明す。 而 して 二人の 事 固より 論ずる に 足る ことなき は、 註 已に辨 ず。 扨て 友 を 取る 

の 端し きと 1^ ら ざると は- 赏に 一 身 禍福の 根元た る こと 斯 くの 如し。 但し 羿の罪 ある 
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は 徒に 友 を 取る の 端し からざる のみに 非ず。 彼れ 固より 逆戾の 人、 他人の 殺す (S とな 

る、 固より 其の 所な り。 凡そ 人の 殺害 疾惡 する (所) となる、 大抵 自ら 致す 所以の 罪 あり- 

譬 へば 吾れ 人 を 篤れば 人 亦 吾れ を 篤る。 吾れ 人 を 辱し むれば 人 も 亦 吾れ を：^ しむる が 

如し。 に 他人 を咎 むべき のみに 非ず。 是れ W ち 本文 言外の 意、 察せ ずん ば あるべ か 

ら ず.。 

第二 十五 章 

孟子 曰く、 1^ 子 も 不潔 を 蒙らば、 則ち 人 皆 鼻を掩 ひて 之れ を 過ぎん。 悪人 ありと 雖も、 辦戒沐 

浴 すれば、 則ち2^て上帝を祀るべし。 

两 子 不潔 を 蒙る は、 俊才 博學 にして 美德 善行な き 者の 譬 とすべし。 惡 人靡戚 沐浴す る 

は、 劣才 陋學 にして 美德 善行 ある 者の 譬 とすべし。 然 らば 則ち 士に贵 ぶ 所は德 なり、 

才に 非ず。 行なり、 學に 非ず。 此の 章を讀 みて 以て 士の 先務 を 知るべし。 

第二 十六 章 

孟子 曰く、 天下の 性 を 言 ふや、 則ち 故の み。 故 は 利 を 以て 本と 爲す。 智に惡 む 所， 2 者 は 其の i せ 


(二) 梁惠王 

上篇第 七章參 

照 

(三) 公孫 丑 

上篇 第五 章參 
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つが 爲め なり。 如し 智者に して 禹の水 を 行る 若くならば、 則ち 智に惡 むこと なし。 禹の水 を 行 

る や、 其の 事な き 所に 行るな り。 如し 智者 も 亦 其の 事な き 所に 行ら ば、 則ち 智 も亦大 なり" 天 

の 高き、 星辰の 遠き、 苟も 其の 故 を 求めば、 千歳の 日 至 も、 坐ながら にして 致すべき なり。 

〇 夭 下の 性 を 言 ふや、 則ち 故の み。 

性 は 卽ち理 なり 心なり。 性. 理. 心なる もの は、 形色聲 臭の 見聞すべき なし。 唯 だ 其 

の已に 然るの 跡に 就いて 見れば 自ら 明かな り。 是れを 故と 云 ふ。 凡そ 空理 を 玩び實 事 

を忽 せに する は學 者の 通 病な り。 是れ皆 空疎 迂 僻の 輩の 口に 藉く 所に して、 篤 學實行 

の士の 聞く を 欲せざる 所な り。 故に 孟子 性 善 を 道 ふ、 必ず 堯舜 を稱 す。 叉 其の 牽 牛の 

譬、 赤子 入 井の 譬 等の 如き、 皆 跡の 見るべき もの を 以て 人に 示す のみ。 一 も 空理 を說 

かず。 是れ學 者 最も 思 を 致すべき 所な り。 然ら ざれば 高く 性理 心を辨 論して 忠孝 節義 

に 於て 一 も關繁 なきもの、 往々 是れ あり。 讀 書の 術の 如き、 世 或は 經を 好み 史を廢 す 

る 者 あり。 是れ 大いに 非な り。 吾れ 常に 史を讀 み 古人の 行事 を 看て、 志を勵 ますこと 

を 好む。 是れ亦 故の みの 意な り。 孔子 も宣 ふこと あり。 吾れ 之れ を 空言に 載せん レー 欲 
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す， 之れ を 行事に 載す るの 親切 著明なる に 如かず と。 i.;!!^ し 亦 此の 意な り。 

第二 十七 章 

に) le の大 公行 子、 子の 喪 あり。 右師往 きて 弔す。 門に 入りて、 進みて 右 師と言 ふ 者 あり。 右師の 位-一就 

^^.-p きて、 右 師と言 ふ 者 あり。 孟子 右 師と言 はず。 右師悅 ばず し て 2：  く、 「諸君 子 ijc 騮と言 ふ。. 孟 

饰た り  子 |g り 驩と言 はざる は、 是れ 繭を簡 にす るな り」 と。 孟子 之れ を 聞きて 曰く、 一， 艚に、 朝廷に 

て は 位を歷 て相與 に； 一一 2 はず、 階を踰 えて 相揖 せず と。 我れ 禮を行 はんと 欲す。 子敖は 我れ を以 

て簡 にす と爲 す、 亦 異ならず や」 と。 

禮は 一 定 の規： g、 中正の 標準な り。 俗の 如き は 或は 恭に 過ぎて 詔に 人り、 傲に 過ぎて 

に 失する 者 あり。 而 して 皆禮に 非ず。 若し 眞に 1- を 行 はんとな らば、 孔孟の 爲す所 

を 見て 知るべし。 孔子の 下に 拜 する は、 投に 失する を 抑へ て 禮に歸 するな り。 孟子の 

言 はざる は、 ほ； 域 詔に 入る を墙 めて 禮に歸 するな り。 而 して 其の 近に 於け るは刖 

ち 同じ。 當今禮 と 俗と 皆 孔孟の 時と 同じから ず。 然れ ども 細かに：： だれ を考 ふるに、 お 

に 詔 慢禮を 失する 者な からん や。 宜しく 深く 思 を 致すべし。 是れ亦 第 十 章 「仲 尼 は! j 

:s しき こと を爲 さざる 者」 の 意と、 互に 相您 明すべし。 


第 i 一十 八 章 

孟子 曰く、 君子の人に異る所2^は、 其の 心を存 する を 以てな り。 君子は仁を：：^て心を存し、 禮 

を！^て心を存す。 仁者 は 人 を 愛し、 禮 ある 者 は 人 を 敬す。 人 を 愛する 者 は 人 igl に 之れ を 愛し、 

人 を 敬す る 者 は 人恒に 之れ を 敬す。 此に人 あらんに、 其の 我れ を 待つ に 橫逆を 以てすれば、 則 

ち 君子 は 必ず 自ら 反するな り、 我れ 必ず 不仁な らん、 必ず 無禮 ならん、 此の 物奚ぞ 宜しく 至る 

ベ けんやと。 其の 自ら 反して 仁な り、 自ら 反して 鱧 あり、 其の 橫逆 由ほ是 くの ごとく なれば、 

君子 は 必ず 自ら 反するな り、 我れ 必ず 不忠な らんと。 自ら 反して 忠 なり、 其の 橫逆 由ほ是 くの 

ごとく なれば、 君子 は 曰 はん、 此れ 亦妄 人なる のみ、 此 くの 如くん ば 則ち 禽獸と 奚ぞ擇 ばん、 

禽獸に 於て 又 何ぞ難 ぜんと。 是の 故に 君子 は 終身の 憂 ありて 一朝の 患な きなり。 乃ち 憂 ふる 所 

の 若き は 則ち 之れ あり。 舜も 人な り、 我れ も 亦 人な り、 舜は法 を 天下に 爲 して 後世に 傳ふ ベく 

す。 我れ 1 ほ 未だ 鄕人 たる を 免 かれざる がごと し。 是れ 則ち 憂 ふべき なりと。 之れ を 憂へば 如 

何せん。 舜の 如く せんの み。 夫の君 子の 若き は 患 ふる 所 は 則ち 亡し。 仁に 非 ざれば 爲す ことな 

きなり。 觼に非 ざれば 行 ふこと なきな り。 一朝の 患 あるが 如き は 則ち 君子 は 患へ ざるな り。 

此の 章切實 痛快、 宜しく 一通 を錄し 座右に 貼して 朝夕 觀 翁すべし。 其の 義 明白 辯 を 待 

たず.。 存 心の 二字、 一章の 骨子、 仁禮は 其の 目な り。 人谊に 之れ を 愛敬す は、 是れ常 
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を 云 ふ。 二つの 自ら 反する は、 是れ變 を 云 ふ。 愈-反して 愈 > 切なり。 中 0 なりと 云 ふ 

に 至りて は、 自ら 居る 甚だ 高し。 常人 或は 前 二 反 を 能くす 4 へど も、 忠 なりに，？ 

て は 多く は忿 恨に 堪 ふること 能 はず。 是れ 其の 自ら 居る、 妄 人と 均き のみ。 說 きて 

終身の 愛、 一朝の 患に 至りて、 字々 直ちに 肺 4 め を 刺す を覺 ゆ。 返に 舜の 如きの みに 落 

着す。 其の H 夫 は 則ち 亦 仁禮の 二字の み。 是れ 一章 首 晨應の 所たり。 是れ 等の 章， 

孟子 中に 在りても 亦 多く 得べ からず。 況ゃ他 書に 於て を や。 ，容易に S すべ， I' ん 

や。 

第二 十九 章 十一月 十八 ョ 

r 稷は平 世に？ て、 一二た び？ の 門 を 過 ぐれ ども 而も 入-ず。 孔子 之れ！ とす。. 齡 子は亂 

S 世に 當 りて g に 居り、 一 輩の さ飄の 飲、 人 其の 憂に 堪 へざる も、 擎は 其の 樂 il め 

なす。 孔子 之れ を 賢と す。 孟子 曰く、 禹 i. 瞎、 道 を 同じう す。 禹は 天下に fl あれす. 

由 ほ 己れ 之れ を溺ら すが ごとしと 思 ふなり。 稷は 天下に 飢ぅる 者 あれば 由 ほ已れ 之れ t すが 

. ことしと I なり。 是を 以て 是 くの 如く 其れ 急な り。 ず ソ稷. 擊地を 易へば 則ち 8 らん。 

今 同室の 人 鬪ふ者 あらんに、 之れ を救 ふに 薦 I して 之れ を 救 ふと 雖も 可な り。 郷 鄰にゼ 


者 あらんに、 被髮樓 冠して ft きて 之れ を 救 ふ は 則ち 惑 へ るな り。 戶 を閉づ と雖も 可な り。 

〇禹.稷* 顏囘、 道 を 同じう す。 

禹 .稷- 顏囘、 其の 行 同じから ずと 云へ ども、 其の 道 は 則ち 同じき 所 深く 思ぶべし。 

顏囘は 己れ を修 むるな り、 禹*稷 は 民 を 救 ふたり、 而 して 皆 仁の 道な り。 仁者 は 己れ 

立たん と 欲して 人 を 立つ。 已れ 達せん と 欲して 人 を 達す。 己れ を修 むる の 心 あり、 故 

に 民 を 救 ふの 心 あり。 是れ 其の 道 同じき 所な り。 大賢 以上 皆然 り。 中 人 以下 或は 其の 

一 偏 を 得る も、 亦是れ 一 種の 人物に して、 膏 人の 比に 非ず。 伊 尹の 任、 伯 夷の 淸の 

如き、 其の^ 然 らしむ ると 云へ ども、 抑 > 亦 性質 好尙 自ら 同じから ざる もの あり。 況 

や 中 人 .4 下に さ： て を や。 然るに 道 を 同じう すの 本文に 泥み、 進退 出處の 際に 當 りて 一 

概に 拘泥す る 時 は、 却って 安 排の失 あり。 大抵 私心 だに 除き 去る 時 は、 進 も 亦 可たり、 

退 も 亦 可たり、 出 づるも 亦 可たり、 處るも 亦 可な り。 ハ 4 心 未だ 除か ざれば、 進退？ J 處 

亦 皆 不可たり。 予 性狂瞽 常に 鄕 隣の 間に 被髮纓 冠す るの 過 あり。 然れ ども 利 名 を 謀る 

に 非ず、 陋巷の 簞瓢 尤も 其の 安ん ずる 所な り。 因って， ^p; る、 禹*稷 の 行 ある 者 は、 0 

0^00  ニニ 五 
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囘 の 心た かるべからざる こと を。 若し K わ を^り 身 を 顧み、 の 行 をな さず、 

の 跡に 託する 者 は、 又^に 眞の颜 ならん や。 

〇15«*稷は平世に〈.3る。 顏 子は亂 世に 當る。 

孔. 額の 時の 亂世 たる は、 春秋 諸 書 を觀て 知るべし。 獨り V： 上：：. 稷の 時、 洪水-: K に^し、 

/、るし 

黎民 食に 艱む。 何ぞ平 はと 云 ふこと を 得ん や。 而 して 孟子：： だれ を-牛 骨と 云 ふ もの は、 

堯-舜 の 君 あり、 \^^::.稷の臣ぁり。 n だれ 其の 平 ゆた る 所以な り。 お 秋の- は 犬 子 職 を 

上に 失 ひ、 孔- 顔の 聖賢 だ も 草 野に 伏 す。 "だれ 其の 亂吡 たる 所以な り。 故に 君子 上 

にあり 小人 下に あれば、 天災 時變 * 夷狄 禽 ありと 云へ ども 平 世の 道たり。 小人に に 

あり 尹コ子 下に あれば、 天災 時變、 夷狄 禽 なしと 云へ ども 亂 化の^ なり。 亂は^ 戰に 

にも 非ず、 平 は璺饒 にも 非ず、 君 君たり 臣臣 たり、 父 父たり 子 子たり、 ： ぺド平 かなり。 

且つ 今時の 如き 平と せんか 亂 とせん か、 當に思 ひて 得べ し。 

第三 十 章 

公都 子：：： く、 「lH:章は通國i^;:不孝と稱す。 夫子 之れ と 遊び、 又從 つて 之れ を 1, 貌す。 敢 へて 問 


ふ何ぞ や」。 孟子 曰く、 「世俗の 所謂 不孝なる もの 五。 其の 四 支を惰 り、 父母の 養 を 顧みざる は 

1 の 不孝な り。 博奕して 飲酒 を 好み、 父母の 養 を 顧みざる は 二の 不孝な り。 貨財 を 好み 妻子に 

私して、 父母の 養 を 顧みざる は 三の 不孝な り。 耳目の 欲 を 從 にして2^て父母の 戮 しめ を爲 すに 

とうこん  ここ 

四の 不孝な り。 勇 を 好み 鬪很 して 以て 父母 を危 ふくす る は 五の 不孝な り。 章 子 は是に 一 あるか。 

夫の 章 子 は 子 と 父と 善 を 責め て 相 遇 は ざ る な り 。 善 を責む る は 朋友 の 道な り 。 父： 十 善 を責む る 

は 恩を賊 ふの 犬なる ものな り。 夫の 章 子 は豈に 夫妻 子 母の 屬 ある を 欲せ ざらん や。 罪 を 父に 得 

て 近づく こと を 得ざる が爲 めに、 妻 を 出し 子 を 薛 けて 終身 養 はれず。 其の 心を設 くる こと 以爲 

へらく、 是 くの 若くなら ずん ば是れ 則ち 罪の 大 なる ものな りと。 是れ 則ち 章 子の み」 と。 ソ g 

此の 章の 旨 は 衆の 惡む所 に 於 て 而も 必す 察し 以 て 

聖賢の 至 公 至 仁の 心 を 見るべし となり e  (後 is?)  . 

〇| 俗の 所謂 不孝なる もの 五。 

此の 五條 簡明 的實、 特に 民庶に 於て 最も 切なり。 能く 此の 五條 を眞 心に 敎 論せば、 民 

俗を淳 にす るに 於て 良 益 あるべし。 骨 敎に志 ある 者、 淺近を 以て 是れ を忽 せに する こ 

と 勿れ。 

孟子、 章 子 を 愛敬す る は、 章 子 を 罪た しと 云 ふに 非ず、 其の 自ら 罪 を 知り. 0 ら咎悔 ず 
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るの 誠なる を 以てな り。 是れ 朱； Ifk 所謂、 至 公 至 仁たり。 g;^^ ばれ sgijr ね Si 。仁 知る 

べし 古の 君子の 人 を 待つ、 寬恕 にして は 私する 所な きこと を。 It;" 今の！；？^ 子 は i1 

らず。 前日 一過 罪 あれば、 悔 ゆと 云へ ども 悛 むと 一 K へど も、 竹て是 れを恕 せず。 ；， 仃^ 

るべき なき 者 は、 其の 心の 必ずしも 然ら ざる 所 を 探りて 是れを 罪す。 其の 行 偶然 中： 止 

を 失する 者 あれば、 更に 其の 心 を 併せて 是れを 罪す。 殆ど 古の 君子に 異なり。 

第三 卜 一章 . 

曾 子、 武 城に 居る。 越の 寇 あり。 或 ひと 闩 く、 「寇 至る。 盍ぞ これ を 去らざる や」 と。 H く、 

「入 を 我が 室に 寓 して、 其の 薪 木 を 毀傷す るな かれ」 と。 寇 退けば 則ち 曰く、 「我が 臍：£ノ> 修め 

よ。 我れ 將に 反らん とす」 と。 寇 退きて 曾 子 反る。 左右 曰く、， 「先生 を 待つ こと 此 くの 如く 其 

れ忠 にして 且つ 敬す るな り。 寇辛 -れ ば 則ち 先づ 去りて 以て 民の 望を爲 し、 寇 返けば 則ち 1^ る。 

不可なる に？ g し」 と。 沈猶行 曰く、 「是 れ汝が 知る 所に 非ざる なり。 昔、 沈^ の禍 あり。 

先生に 從ふ もの 七十 人、 未だ 與る こと あらず」 と。 子 思、 衞に 居り、 齊の寇 あり。 或 ひ， に H く、 

「寇 至る、 盍ぞ これ を 去らざる や」 と。 子 思 H く、 一  如し 伋 去らば 君 誰れ と與 にか 守らん」 と。 

孟子 曰く、 「曾 子 • 子 思、 道 を 同じう す。 曾 子は師 なり、 父兄な り。 子 思 はに なり、 微 なり。 


f 六) 字 は 子 

固" 北 宋の文 

人。 神 宗の朝 

に史館 修撰と 

なる，。 王 安 石 


うし 共に 唐宋 

八 大家に 列す 

(七) 齊の 人,， 


曾 子 • 子 思、 地 を 易へば 則ち 皆然 らん」 と。 

曾 子の 居る 所 は 師道の 正な り。 子 思の 行 ふ 所は臣 道の 常な り。 孟子の 意 蓋し 曾 子 を以 

て 自ら 居り。 是れ亦 子 思に 異 るに 非ざる を 明すな り。 抑 >臣 道の 常 は 吾が輩 今日 最も 

講究すべき 所な り。 師道に 至りて は敢 へて 論ずる 所に 非ず。 然れ ども 試みに 君 道を以 

て 是れを 論ずる 時 は、 師道 彼れ が 如くに して 然る 後 臣道亦 自ら 此 くの 如くな らん。 惜 

しいかな 今の 人君 曾 子の 如きの 師 なし。 安ん ぞ子 思の 如きの 臣を 得ん や。 然れ ども 後 

世迂 僻の 儒、 妄りに 自ら 尊大に し、 曾 子の 師道 を 以て 自ら 居らん と 欲する 如き- 是れ 

亦惡 むべ し。 王 安 石の 講官を 以て 坐 講を爭 ふ 如き 是れな ■ 

第 三士 一章 


曾 * 子 固講議 あり， 意 安 石 一 

を jgj は-、 きて 旯る. t し。 


儲 子 曰く、 「王、 人 をして 夫子 を瞒 はしむ。 果して 以て 人に 異る あるか」。 孟子 曰く、 「何 を以 

て 人に 異 らん や。 堯舜も 人と 同じき のみ」 と。 


(八) 三國時 

代魏の 武帝卽 

ち 曹操  ， 


魏武 自ら 言 ふ、 「吾れ 四 目と 兩 口と あるに 非ず、 唯だ智 多き のみ」 と。 孟子の 意亦然 

り、 兩目ー 口、 堯舜 と雖も 常人と 同じき のみ。 其の 異る もの は 心なり。 心存 すれば 則 
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II ぶ餘話  ニー  二 〇 

ち堯舜 なり。 心.^、 すれば 則ち 常人な り。 然れ ども 心存 して， ぜ冬 きの 人 は， 其の 精神 (3- 

象自 ら^ 人に？. (る もの あり。 王の 使 はしむ る 人 して 善く！： だれ を觀る こと を i:^ る や^。 

第 三士 二 章 

齊人  一 ^  ： 妾に して 室に 處る もの あり。 其の 人出 づれば 則 も 必ず 酒 肉に！！ きて 而る 後に る。 

其の li!!; ス與に 飲食す る 所の 者 を 問へば 則ち 盡く 富贵 なり。 其の 妻、 其の 妾に 告げて：：： く、 「.：^ 入 

出 づれば 則ち 必ず 酒 肉に 11 きて 而る 後に 反る。 其の 與に 飲食す る. 者 を 問へば 盡く マ. e れ なり。 而 

も.^ だ 嘗て. 1 者の 来る こと あらず。 吾れ 將に 良人の 之く 所を瞷 はんとす」 と。 S に 起きて 施に 

人の 之く 所に 從ふ。 國中を 偏く すれ ども 與に 立談 する 者 もな し。 卒に 贞郭墦 問の 祭 者に 之き 

て 其の 餘りを 乞 ふ。 足らず、 又 顧みて 他に 之く。 此れ 其の n 足を爲 すの 道な り。 其の 妻歸 りて 

其の 妾 に^げて H く、 「良人 は 仰ぎ 望みて 身 を 終 ふる 所なる に、 今此 くの 如し」 と。 14： の 妾と 

そ， >  し V 

其の 良人 を訕 りて 中庭に 相 泣く。 而 るに 良 入 未だ 之れ を 知らず、 施々 として 外より 來 りて 其の 

妾に 驕る。 より 之れ を 觀れば 則ち 人の 富 贵利達 を 求む る 所以の もの、 其の 妻妾の 羞ゲ， ず 

して 而 して 相 泣かざる もの は 幾 ど 希な り。 

：^" の 章 富 贵利達 を 求む るの 人 を 恥 かしむ • 痛快と 云 ふべ し。 此の 種の 人物^ 鈍 無恥、 


古今 同流、 國の萎 魔 振 はざる， 實 に是れ に原づ く。 願 はく は大 有力の 人 ありて、 此の. 

章 を 三復 して 其の 人 を罵晉 し、 以て 廉 恥の 風 を 一 振した きこと なり。 離 寞の篇 茲に終 

る。 孟子 先生 意 ある ことに や。 

離 婁下篇 凡そ 三十 三 章、 甚だ 條理 ある を 見ず。 但し 首章、 先聖 後聖 其の 揆ー なりに 

始まる。 第二 十九 章、 禹 *稷* 額囘、 道 を 同じう すと あり。 第三 十一 章、 曾 子. 子 

二し 中 に 思、 道 を 同じう すと あり。 三 章 同意に して 皆 時 中の 義を 明す。 叉 舜滴針 *禹.ロ|* 

1 君- ナ にして 

，にき isw 文 • 武： 周 公 Si  • 孔子 ま 十 及び 自ら 言 ふの 章顏十 の 如き、 亦群聖 時に 中す るの 

て 宜しき も 得  あら： 

-る も. -ュ  意 を 見す。 因って 知る、 通篇 時に 中す の義、 且つ 俗の 惑 を 解き 誤 を 正す もの 多し。 

子產 の惠賴 一一 • 舊 君の 服 龍 三 • 仲 尼の 甚^ 十 • 羿の罪 哪 . 公行 子の 喪 .  51 早 

の 不孝?？ 一 S} の 諸 章 尤も 明かな り。 其の 他 推して 知るべし。 然れ ども 深く 拘る ことな 

力 ，ズ" 
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講 孟劄： お 卷の 三下 


萬 章 上 十一月 二十日 

首章 

でん  ぴ <? てん 

莴章問 ひて 闩く、  r 舜、 田に 住き て妥 天に 號泣 すと。 何 爲れぞ 其れ 泣す る や」。 t^. す：：：：、 

r 怨森 すれば なり」。 萬 章 闩 く、 「父母 之れ を 愛すれば、 喜びて 忘れず" 父母 之れ を惡 めば、 勞 

して 怨みず と。 然 らば 則ち 舜は 怨みた るか」。 曰く、 「長 息、 公明 高に 問 ひて 曰く、  ^、  W に往 

ける は、 則ち 吾れ 旣に命 を 聞く を 得たり。 是 天に 父母に 號泣 せる は、 則ち 吾れ 知らざる なりと- 

八ム明 高：：： く、  nji! れ爾の 知る 所に 非ざる なりと。 夫の 公明 高 は 孝子の 心 を 以て、 是 くの 若く 忽な 

ら ずと 爲す。 我れ は カを竭 して 田 を 耕し、 子た るの 職 を 共む のみ。 父母の 我れ を 愛せざる、 我 

れに 於て 何ぞ やと。 (き 帝 其の 子 九 sn 一女 をして 百 {E: 牛 羊 倉廩 を備 へて、 以て 舜に畎 畝の 中に 

事へ しむ。 天下の 士 之れ に 就く 者 多し。 帝將に 天下 を胥ゐ て 之れ を遷 さんと す。 父母に 順なら 

ざるが 爲 めに、 窮 人の 歸 する 所な きが 如し。 天下の 士 之れ を 悅ぶは 人の 欲する 所な り。 而れど 


も 以て 憂 を 解く に 足らず。 好色 は 人の 欲する 所な り。 帝の 二 女 を 妻レ- す、 而れ ども 以て 憂 を 解 

たも 

くに 足らず。 富 は 入の 欲する 所な り。 富、 天下 を 有つ、 而れ ども 以て 憂 を 解く に 足らず。 責は 

人の 欲する 所な り。 責、 天子と なる、 而れ ども 以て 憂 を 解く に 足らず。 入 之れ を悅 ぶと 好色と 

た  わか 

富貴と も； て 憂 を 解く に 足る ものな し。 惟 だ 父母に 順にして のみ；^ て 憂 を 解くべし。 入少 けれ 

ば 則ち 父母 を 慕 ひ、 好色 を 知れば 則ち 少 t;^ を 慕 ひ、 妻子 あれば 則ち 妻子 を 慕 ひ、 仕 ふれば 則ち 

君 を 慕 ひ、 君に 得られ ざれば 則ち 熱中す。 大孝は 終身 父母 を 慕 ふ。 五十に して 慕 ふ 者 は、 予れ 

大舜に 於て 之れ を 見る， 一 と。 

〇 人 之れ を悅 ぶと 好色と 富貴と も 以て 憂 を 解く に 足る ものな し。 惟 だ 父母に 順にして 

のみ 以て 憂 を 解くべし。 

此の 章 孝子の 心を說 く、 至れり 盡 せり。 而 して 其の 要 叉 此の 二 句に 歸す。 蓋し 一 心の 

慕 ふ 所、 父母の 外 叉 ある ことなし。 故に 世間 千 萬の 事皆輕 し。 是れ 孝た る 所以な り。 

憂と は 心 悶 して 遣る 所な く、 食 ひて 味 をす んぜ ず、 寐 ねて 席 を 安ん ぜ ず.、 樂を 聞き 

て樂 しまず、 美 を 服して 喜ばざる の 謂に して、 窮 人の 歸 する 所な きが 如き は、 是れを 

形容す るな り。 父母に 順なら ざるに 當 りて は、 此の 憂心 誰 人 も ある ことなり。 然れど 
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，く， 之れ を悅 ぶの 好色 富責 ありと 云へ ども、 尙ほ 且つ！^ を 解く に 足. りざる は、 唯 だ舜の 

み然 り.， こす。 是れ 至孝た る 所以な り。 叉 常人 は 人 之れ を悅 ぶの 好色 富 $3； の 欲の 爲 めに 

して、 更に 父母に 顺 ならざる を 顧みざる 者 甚だ 多し。 是れ 最も 戒 を.^ ふべ し。 

第-: 章 

問 ひて H く、 「詩に 云 ふ、 妻 ゃ娶る こと 之れ を 如何せん、 必ず 父母に 半：： ぐと。 斯の ユー c を；：：^ 

ずれば、 {=:f  く舜の 如くなる ことな かるべし。 舜の 告げず して 娶れる は、 何ぞ や」。 孟子 ：！：  く、 

「ii5: ぐれば 則ち 装る を 得ず。 男女 室に 居る は 人の 大倫 なり。 如し 吿 ぐれば 則ち 人の 大倫 を廢 

し、 以て 父母 を 慰む、 是れを 以て 告げ ざり しなり」。 萬 章 曰く、 「 舜の 告げず して 娶れる は、 則 

吾れ 旣に命 を 聞く を 得たり。 帝の 舜に 妻して 告げ ざり し は、 何ぞ や」。 H く、 「帝 も 亦 半：： ぐれ 

.^i  rNlAV-r ピ， abv,- つ ご fll>t -」 1 -0 註。 (：！s 略) 程 曰く、 堯の に 宴して i}Gib- さる は 君 も 以て 之れ 4CS き i く、 

は： Hc^- 妻す を さる を 知， V けなり.」 4- 治 しの や 今の {t: 府、 民の 私 を 治む る もの ャ きが 如 ti 。邀 

「父 舜を して i を あめし め、 階を捐 つ、 替^ 魔 を 焚け り。 井 を 浚へ しめ、 出づ、 從 ひて 之れ 

を 掠へ り。 „S^H く、 都 君 を 蓋 ふこと を謨れ るは咸 我が 績 なり。 牛 羊 は 父母、 介 魔 は 父母、 千 戈 

は 朕、 琴 は 朕、 y は 朕、 二 嫂 は 朕が 接 を 治めし めんと。 sti きて 舜の宮 に 入る。 舜牀に 在り. て 

it。  ^^^ZI く、  ！^^陶として君を思ふのみと。 ^泥たり。 舜 H く、 惟れ 一お のお 庶、 汝 其れ 予れに 


于て 治めよ と。 識ら ず、 舜は 象の 將に 己れ を 殺さん とせる を 知ら ざり しか」。 曰く、 「奚ぞ 知ら ざ 

？ ソ C  a<s  ，  Lltsys  、ゝ K  -  ？ 六 ,o 註。 (前^) 按 する に史 記に 曰く、  _t もして 上りて if を 塗 

らん 。象 憂 ュれは 亦 憂へ 象 喜へ は 亦 喜 J のみ」 にしゃ 眷聘 下より 火 を^ち 一」 if も 焚く。 舜 乃ち IS 笠 を 

て C: ら掉ぎ 一」 下り 去り、 死せ ざる こと を 得たり。 後 又 *!； もして 井 を SJ- たしむ。 ^井 を 穿ちて 匿 空ち 1  はりて 旁 出せし む。 舜 

旣に 入る こと 深し。 艘、 象と 共に 土 を 下して 井に 實 たす。 舜、 匿 空の 中より 出で 去る と。 (中略) 萬 章の 言 ふ 所、 其に 

知る ベから す。 然れ ども 舜の心 は 則ち 孟子 以て 之れ を 知る あり。 他 も j 辯す るに 足らす。 ョく、 「^、つ-ま 别ち p- ま 

sfe 子 曰く、 象 憂 ふれば 亦 憂へ、 象 喜べば 亦 喜ぶ。 人情 天理、 是に 於て 至れり と爲才 と。 E/-  -  f  W 

りて 喜べる か」。 曰く、 「否、 昔 者 生魚 を 鄭の子 產に饋 る もの あり。 子產、 校 人 をして 之れ を 池 

r  な  ぎょくえん  Lft ら 

に畜 はしむ。 校 人 之れ を烹 る。 反 命して 曰く、 始め 之れ を 舎てば 圉々 焉 たり、 少 くして は 則ち 

洋. f 焉 たり、 攸 然として 逝け りと。 子產 曰く、 其の 所 を 得た るかな、 其の 所 を 得た るかな と。 

校 人出で て 曰く、 孰れ か 子 產を智 なりと 謂 ふ。 予れ旣 に 之れ を 烹て食 ひしに、 其の 所 を 得た る 

かな、 其の 所. を 得た るかな と 曰 ひたりと。 故に 君子 は 欺く に 其の 方 を 以てすべく、 罔 ふるに 其 

の 道に 非ざる を 以てし 難し。 彼れ 兄 を 愛する の 道 を 以て 来る、 故に 誠に 信じて 之れ を齊 ふ。 奚 

ぞ 偽らん や」 と。 

孟子の 護妄 未だ 此の 章より 甚 しき はなし。 舜の 告げず して 娶 るの 非、 已に離 宴 上篇第 

二十 六 章に 於て 是れを 論ず。 此の 章、 如し 吿 ぐれば 則ち 人の 大倫 を廢 し、 以て 父母 を 

5 ら 

慰む と 云 ふ、 最も 非な り。 吿げ ずして 娶るは 父子の 大倫を 喪す るな り。 何 ぞ唯だ 男女 

{せ一 に 居る の大 倫を廢 する のみな らん や。 且つ 男女 室に 居る の大 倫を疲 したる とて、 父 
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講孟餘 話  ニー 二 六 

母 を 1 怨 する、 ^パヮ； に 孝子の 心ならん や。 其の^ 妄論を 待たず。 帝 も 亦，. Z ぐ^ば^ち お 

す を 得ざる 知れば なりの 非 は、 程 子の 辨 ずるが 如く- 上より； 卜をュ いむる ことなれば- 

何ぞ 小；； ぐる を 用 ひん。 • 

萬 章 問 ふ 所の si* 淺 井の 二 事、 蓋し 當 時の 俗說、 所謂齊1^野だの語なるものにして- 

甚だ 人情に 近から ず。 朱 註に 云 ふ、 其の 有無 知るべからず し-。 余 は 則ち 斷 じて 其の 無 

を 知る。 に 引く 所の 史 記の 云々， 本文 を證 する に 足らず。 恐らく は 史遷- 本文に £ 

ふえん  (二. - いってう 

りて 妄 作して 敷衍す るの み。 詩に 「天 j^.:::? に 命じ、 降りて 商 を 生む」 を、 毛 傅に は釔 

鳥 降る を 以て 郊 g を祀 るの^と す。 而 して 史遷、 簡狄 行きて 浴し、 燕 其の 卯 を£; す を 

見， 取りて 之れ を^み、 闪 つて 契 を 生む の說を 造り、 「帝 武敏 を：^ む」 を 毛 傅に は 高 

辛の 行に 從ふ とす。 而 して 史遷- 姜 原野に 出で、 ；：： ： 人の 跡 を 見- 忻 然し 一して 之れ を踐 

み、 W つて 稷を 生む の說を 造りた るの 類、 お 終」 ぉ斯 くの 如き もの 遷が 常談、 何 

ぞ史記 を 引きて 本文 を證 する を^ん や。 

程 子 (曰く) 象 憂 ふれば 亦-. へ、 象 炎： ベば 亦 ケ；： ぶ。 人情 天理、 是に 於て 至れり と爲 すと。 


此の 說 甚だ 妙。 試みに 思 ふに、 舜の 心、 象の 憂 喜す るの 事 を 同じく 憂 喜す るに 非ず、 

象の 憂 喜す る を 憂 喜す るな り。 譬 へば 慈 親の 愛 兒を視 るが 如し。 兒 まさに 喜笑歡 嫂す 

れば 親の 心 甚だ 喜ぶ。 兒 方に 憂患 涕泣 すれば 親の 心^だ 憂 ふ。 是れ 親の 憂 喜 人情に 發 

し 天理に 原 づき、 少しの 詐僞 あるに 非ず。 若し 其の 憂 喜す る 所の 事 を 同じく 憂 喜す る 

と 云 はば、 大人 小人 憂 喜す る 所 各-' 異なり。 而 して 强 ひて 是れを 同じう せんとせば 僞 

のみ。 抑.' 聖人の 意に 於て 合 ふこと ある や 否や は 知ら ざれ ども、 今 别にー 論 を爱に ゆ. 1 

く。 象の 忸怳 たるに 當 りて、 舜幾微 の 言、 面に 著 はるる ありて、 汝 向に 我れ を 殺さん 

くびす めぐら 

と 欲す、 吾れ 巳に 其の 謀 を 知る の 意 を 示さば、 舜の禍 踵を旋 さず。 舜の從 容琴を 鼓し 

惟れ 兹の 臣庶、 汝 其れ 予れ に于て 治めよ などと 云 ふ。 是れ舜 の 大度 弘量 にて は 自然に 

發 する 所に して、 是れ 象が 心 を 安ん ずる こと を 得る 所以な り。 危疑の 際 此の度 量な く 

んば、 必ず 禍を免 かるる こと 能 はず。 若し 夫れ 古今 奸雄 多く 此の 術 を 借り 用 ふ、 是れ 

亦 何ぞ言 ふに 足らん。 

第三 章 十一月 二十 一日 
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講孟餘 話  ニニ 八 

萬 意 問 ひて 曰く、 「象 は 日に 舜を 殺す を zn し 事と 爲す。 ，^^」天 千と なれば 則 之れ を 放、， K 一 

する は何ぞ や」。 孟子 曰く、 「之れ を 封ず るな り。 或は H く 放す るな りと」。 お 章：：： く、 っ^、 

や 一一 一一 共 ェを幽 州に 流し、 耀# ？崇 山に 放ち、 lljiffl を 三危に 殺し、 縣 を；^ 山に 1^ す。 てア、 下 

I お .iiK 相 服せ り。 不仁 を誅 すれば なり。 象 は 辛って 不仁なる に 之れ を 有 © に 封ず。 有蹄 の 人 1 の 罪 か あ 

ね^) 江 f^ls る。 仁人 は 固より 是 くの 如き か。 他人に 在りて は 則 も 之れ を誅 し、 に 在りて は 則 AT 之れ を 

その^？；：服從せ  封ず」。 H く、 「仁人の 弟に 於け る や、 怒を藏 さず、 怨を 柄め ず、 之れ を 親愛す るの み。 之 わ を 

S 禹の 父、 親しむ に は 其の 贵 からん こと を 欲し、 之れ を 愛する に は 其の 富まん こと を 欲す。 之れ を に 

冶 水の 命 を S  . 

けて 罪 あお  封ず る は、 之れ を 富貴に するな り。 身 天子たり、 弟 匹夫たら ば、 之れ を 親愛す と IS ふべ けん 

や」。 敢 へて 問 ふ、 「或は 曰く 放す と は、 何の 謂ぞ や」。 曰く、  ns^ は 其の 國を爲 むる こと ある を 

得ず、 天子 吏 をして 其の 國を 治めし めて、 其の 貢稅 を納れ しむ。 故に 之れ を 放す と？ i ふ。 に 

彼の 民 を 暴 ふ を 得ん や。 然 りと 雖も 常々 に 之れ を 見ん こと を 欲す、 故に 源々 として 來ら しむ。 

貢と 政と に 及ばず して 有庳に 接すと は、 此れの 謂な り」 と。 8^^0^^&% 

舜の 象に 於け る は、 仁 

の 至 h- 義の なりと。 

かく  とど 

〇 怒を藏 さず、 怨を 宿め ず。 

此の 二 句 尤も^し。 徒に * に 於け るの みならず、 仁人の 心 他人に 於け る も 亦斯 くの 如 


(五) 公冶 4< 

篇第 二十 Emaf 

ニハ) 古の 聲 

譽ぁ りし 人、 

春： «左《 の 作 

者な りとの 說 


(七) 「諸侯の 

鄉は 天子より 

命ぜら る" 蓋 

し 局官の 

其. & 殆ど^の 

象 を 封ぜ しに 

傲へ るた らん 

か」 と あり 


し。 論語に 「怨を 匿して 其の 人 を 友と する は 左 丘 明 之れ を 恥づ。 丘 も 亦 之れ を 恥づ」 

と 云 ふ、 亦 同意な り。 そ 人に 交 はるの 道、 怨怒 する 所 あらば、 直ちに 是れを 忠告 直 

言すべし。 若し 忠吿 直言す る こと 能 はずん ば、 怨怒 する ことなき に 若かず。 若し 然ら 

ずして 是れを 胸中に 藏 匿留蓄 して、 時 を 待ちて 是 れを發 せんと 欲する は、 陰柔 小人の 

する 所に して 誠に 臆病と 云 ふべ し。 君子の 心 は 天の 如し。 怨 おする 所 あれば 雷鍾 のお 

を發 する こ ともあれ ども、 其の 事 解く るに 至りて 叉 天晴日 明なる 如く、 一毫 も 心中に 

殘す 所な し。 是れ 君子 陽 剛の德 なり。 

〇 之れ を 親しむ にに 其の 貴 からん こと を 欲 す 。 

身 天子たり、 弟 匹夫たら ば、 親しまん と 欲すと 云へ ども、 貴賤 懸隔に して 勢 相 親しむ 

こ と 能 はず。 故に 是れ を責く するとな り 。 

〇 天子 吏 をして 其の 國を 治めし めて、 其の 貢稅 を納れ しむ。 

明の 王 陽 明の 象祠 記に、 漢の諸 王、 天子より 相 を 置く は、 舜の 象に 於け るに^ ふたら 

つけが らう 

んと あり。 是れ實 に 良法と 云ぶべし。 德川 氏、 三 家 其の 他の 親 藩に 於け る附 家老 あり- 

講 fl^JCA 話  二三 九 


孟餘話  一一 四 ◦ 

亦 此の 意な らん。 仍し漢 の 國相は 時々 にて 轉 移す。 德川 氏の 附 家老 は ゆ 襲と す。 f たれ 

を 異なりと す。 舜の 45^ 如何 を 知るべからず. H 云へ ども、 隐を 以て 是れを M るに、 亦 炎 

の國 相の 如くに して ^蔑に は 非ざる ベ し。 

註に 吳氏 ni く、 仁の 至り、 義の盡 なりと。 之れ を 有 库に封 じ 以て 富貴に する は、 仁の 

至れるな り。 吏 をして 其の 國を 治めし め、 其の 國 になす ある 能 はざる は、 教の i:!, せる 

なり。 の 明皇、 長 枕 大被を 作り 兄，^ 同 寝す る は、 仁 をな さんと 欲して；： にあらず。 

叉 漢の景 帝の 梁 王に 於け る、 始めは 之れ を縱 にす る こと 太 だ 過ぐ。 之れ を 仁と 云 ふべ 

E  "？の からず。 後に は 之れ を究 しむる こと 太だ峻 し。 義又 之れ を 失 ふ。 お は。 

第 四 章  二- 

g  一 ^  r? の 咸丘蒙 問 ひて 曰く、 「§ 語に 云 ふ、 盛 德の士 は 君 も て臣 とせず、 父 も， 俜て. j とせず。 舜、 南 

面して 立つ や、 堯、 諸侯 を帥ゐ て、 北面して 之れ に 朝し、 臀瞍も 亦 北面して 之れ に 朝す。 舜、 

瞀胺を 見て 其の 容蹙 める あり。 孔子 H く、 斯の 時に 於て や 天下 かな チ たりと。 識ら ず、 

此の 語 誠に， 伏 一る か」。 雷く、 「否、 此れ F フ 子の 言に 非ず。 齊東 野人の 語な り。 堯 老いて 舜^ 

f  f  Si せるな り。 堯 典に 曰く、  二十 有 八 載に， て、 放 動 乃ち 徂 落す、 百姓 1^ ぎに るが 如く、 三年、 


四海 八 音 を、 遏密 すと。 孔子 曰く、 天に 二日な く、 民に 二王な しと。 舜旣に 天子たり、 又 天下の 

諸侯 を帥ゐ て、 2^て堯の三年の喪を爲さば、 是れ 二り の 天子な り」。 咸丘蒙 曰く、 「舜の 堯を臣 

とせ ざり し は、 則ち 吾れ 旣に命 を 聞く を 得たり。 詩に 云 ふ、 普 天の下、 王土に 非ざる なく、 率 

土の 濱、 王臣に 非ざる はなしと。 而 して 舜旣に 天子たり。 敢 へて 問 ふ、 瞀瞍 の臣に 非ざる は 如 

何」。 曰く、 「是の 詩 や、 是れの 謂に 非ざる なり.。 王事に 勞 して 父母 を 養 ふ を 得 ざれば なり。 此 

れ 王事に 非ざる なき も、 我れ 鶴り 賢勞 する を 曰 ふなり。 故に 詩 を 說く者 は、 文 を 以て 辭を 害せ 

ず、 辭を！^て志を害せず、 意 を 以て 志 を 逆 ふ。 是れ 之れ を 得たり と爲 す。 如し 辭 のみ を 以てせ 

(S)  けつる 

ば、 雲漢の 詩に、 周 餘の黎 民 遺 あるな しと 曰へ る、 斯の言 を 信ぜば、 是れ 周に 遣 民な きなり。 

孝子の 至り は 親 を 尊ぶ より 犬なる はなし。 親 を 尊ぶ の 至り は 天下 を 以て 養 ふより 犬なる はなし。 

天子の 父た る は 尊ぶ の 至りな り。 天下 を 2^ て 養 ふ は 萎 ふの 至りな り。 詩に 曰く、 永く 言に 孝 を 

田 3"、  5? ど 田 5/  .tf  h-^ こ. W こ。 匕^-っ胃，^,-り。 註。 (Is 略) 詩と は大 雅下武 の篇" 言 ふこ ころ は 人 能く 長く 

U  を 田ん へに 铺ナ 貝と すと 止 れの f なり 言に？ 1^ を 田お て 忘れ ざれに、 則ち 以て 天下の 法則と 51 すべ 

書に 曰く、 載を敏 みて 瞀瞍に 見 ゆ、 薆、々 として 齊 栗す、 瞽瞍も 亦 允と し 若へ りと。 是れ 

を 父 も 得て 子と せ ず と爲す J と 。 

〇 詩 を 說く者 は 文 を 以て 辭を 害せず、 辭を 以て 志 を 害せず、 意 を 以て 志 を 逆、 r 是れ 

之れ を 得たり と爲 す。 

議孟餘 話  二 四 一 
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三句讀 書の 要訣 徒 だ 詩を說 くの みならず。 凡そ 讀 書の 法 は 吾が 心を虛 しくし、 胸中に 

一種の 意見 を 構へ ず、 吾が 心 を 書の 中へ 推し 入れて、 書の 道理 如何と 見、 其の 意を迎 

• へ來 るべ し。 今人 書を讀 む、 都て これ 書 を 把り て 我が 心へ 引きつく るな り。 志 を 逆 ふ 

るに 非ず。 は If 5， 余 謂 ふに 有力の 人、 書 を 解し 附會 牽強に 涉る者 多し。 皆 志 を 逆へ 

. ざるの 過な り。 然れ ども 無識の 人、 書 を 信ずる に 過ぎ、 或は 辭に泥 着し、 活眼 を 開き 

活讀 する こと 能 はず、 更に 一 癖 を 生ずる 者 あり。 此の 處の味 自得に あり、 一一：： n 傅し 難し- 

<1) 公孫 丑 大抵 「忘る るな かれ、 助けて 長ぜ しむるな かれ」 の 工夫 を 以て るべ し。 

上篇 第二 章 is- 

0  〇 詩に 曰く、 永く 言に 孝 を 思 ふ、 孝 を 思へば 維れ 則と すと。 

註に、 人 能く 長く 言に 孝 を 思 ひて 忘れ ざれば、 則ち 以て 天下の 法則と 爲 すべきな りと" 

余 謂 ふに、 舜 天下の 君と なり、 ft: ら 其の 父 を 尊びて 天子の 父と し、 天下 を 以て.^ ふ。 

其の 尊 養の 道 並びに 至れり。 是れ より 下 公侯 卿大 夫に 至りても、 皆是れ に 倣 ふこと を 

得るな り。 喩 へば 匹夫より 拔權 して 公侯と なれば、 其の 父 匹夫 たれ ども 亦 公侯の 父た 

り。 卿大 夫と なれば、 其の 父 匹夫 たれ ども 亦卿大 夫の 父な り。 是れ 所謂 天下の 法則と 


なすべき ものな り。 抑. - 後世 薄 俗、 子た る 者 少しく 責顯 なれば、 却って 父母に 黐 誇な 

る 者 甚だ 多し。 是れ 大いに 非な り。 「孔子 鄕黨に 於て は恂々 如たり、 言 ふこと 能 は ざ 

る 者に 似たり」 と。 沉ゃ 其の 父母に 於て を や。 宜しく 舜の事 を 以て 天下の 法則と すべ 

し。  ， 

第五 章 十一月 二十 二日 

萬 章 曰く、  r 堯、 天下 を 以て 舜に與 ふと。 これ あり や」。 孟子 曰く、 「否、 天子 は 天下 をお て 人 

に與 ふる 能 はず」 と。 「然 らば 則ち 舜の 天下 を 有つ や、 孰れ か 之れ を與へ し」。 曰く、 「天 之れ 

Kti- ん/^ ぞん  もの > 

を與 ふ」。 「天の 之れ を與 ふる は、 諄々 然として 之れ を 命ずる か」。 曰く、 「否、 天 は 言.. はず、 行 

と 事と を 以て 之れ を 示す のみ」。 曰く、 「行と 事と を 以て 之れ を 示す と は、 之れ を 如何」。 曰く、 

「天子 は 能く 人 を 天に 薦 むれ ども、 天 をして 之れ に 天下 を與 へしむ る 能 はず。 諸侯 は 能く 人 を 

天子に 薦 むれ ども、 天子 をして 之れ に 諸侯 を與 へしむ る 能 はず。 大夫は 能く 人 を 諸侯に 薦 むれ 

ども、 諸侯 をして 之れ に大 夫を與 へしむ る 能 はず。 昔 者、 堯、 舜を 天に 薦めて、 而 して 天 之れ 

あら は 

を 受け、 之れ を 民に 暴して、 而 して 民 之れ を受 く。 故に 曰く、 天 は 言 はず、 行と 事と を 以て 之 

れを 示す のみと」。 曰く、 「敢 へて 問 ふ、 之れ を 天に 薦めて、 而 して 天 之れ を 受け、 之れ を 民に 

講孟餘 話  二 四 三 


雷 二 

篇"^ 
名番 
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講孟餘 話  二 四 四 

暴して、 而 して Gl{ 之れ を 受 くと は、 如何」。 曰ぐ、 「之れ をして 祭 を 主ら しめて、 而 して 百 神 之 

れを享 く、 是れ天 之れ を受 くるな り。 之れ を. （七 事 を 主、，：' しめて、 而 して 事 治まり、 百姓 之れ 

に 安ん ず。 是れ民 之れ. を受 くるな り。 天 之れ を與 へ、 人 之れ を與 ふ。 故に 曰く、 天子 は； 人 下 を 

以て 人に 與 ふる 能 はずと。 舜は堯 に 相た る こと 二十 有 八 載、 人の 能く 爲す听 に 非ざる なり、 天 

なり。 堯崩 じ、 三年の 喪畢 りて、 舜、 堯の子 を 南 河の 南に 避く。 天下の 諸 5^ 朝觐 する 者、 堯の 

しょ * つ ごく 

子に^ かずして 舜に 之き、 訟獄 する 者、 堯の 子に 之かず して 舜に 之き、 謳歌す る 者、 ^^んめ子を 

歌せ ずして 舜を 謳歌す。 故に 臼く、 天な りと。 夫れ 然る 後に 中國に 之き て、 天子の 位 を踐め 

り。 而るを 堯の宮 に 居りて 堯の 子に 逼 りたら ば、 是れ篡 へるな り。 天の 與 へたる に 非ざる なり- 

太 誓に 曰く、 天の 視るは 我が 民の 視 るに 自ひ、 天の 聽くは 我が 民の 聽 くに， H ふと。 此れの 1^ な 

り」 と。 

第 六 章  . 

萬 章 問 ひて 曰く、 「人 言へ る あり、 禹に 至りて 德衰 へ、 賢に 傳 へずして： 十に 傳 ふと。 これ あり 

や」。 孟子 曰く、 「否、 然ら ざるな り。 天、 ほ に與 ふれば 則ち 賢に 與へ、 天、 子に 與 ふれば 則ち 

子に 與ふ。 昔 者舜、 禹を 天に 薦 むる こと 十 有 七 年。 舜崩 じ、 三年の 喪维 りて、 ^ 舜の子 を 陽 

城に 避く。 天下の 民 之れ に從 ふこと、 堯崩ぜ し 後堯の 子に 從は ずして 舜に從 へる が 若し。 禹、 


益 を 天に 薦 むる こと 七 年。 禹崩 じ、 三年の 喪畢 りて、 益、 禹の 子を箕 山の 陰に 避く。 朝覲 訟獄 

する 者、 益に 之かず して 啓に 之く。 曰く、 吾が 君の 子な りと。 謳歌す る 者、 益 を 謳歌せ ずして 

(11) 堯の子 啓 を 謳歌す。 曰く、 吾が 君の 子な りと。 丹朱 は 不肖に して、 舜の子 も 亦 不肖な り。 舜の堯 に 相 

たり、 禹の舜 に 相た る や、 年 を K る こと 多く、 澤を 民に 施す こと 久し。 啓、 賢に して 能く 敬み 

て 禹の道 を 承け 繼ぐ。 益の 禹に 相た る や、 年 を證る こと 少なく、 澤を 民に 施す こと 未だ 久し か 

らず。 舜 .禹* 益の 相 去る こと 久遠なる と、 其の 子の 賢 不肖なる と は、 皆 天な り。 人の 能く 爲 

す 所に 非ざる なり。 之れ を爲 すなく して 爲す もの は 天な り。 之れ を 致すな くして 至る もの は 命 

なり。 匹夫に して 天下 を 有つ 者 は、 德 必ず 舜.禹 の 若く にして、 又 天子 之れ を薦 むる 者 あり。 

故に 仲 尼 は 天下 を 有たず。 世を繼ぎて2^て天下を有ち、 天の 廢 する 所 は、 必ず 桀紂の 若き 者な 

り。 故に 益 • 伊 尹 • 周 八ムは 天下 を 有たず。 伊 尹、 湯 を 相け て 以て 天下に 王たら しむ。 湯 崩 じて 

^11ー^)外"^；  太 丁 未だ 立たず。 外 丙 は 二 年、 仲 壬 は 四 年に して、 太 甲、 湯の 典 刑を顚 覆す。 伊 尹 之れ を 桐に 

太 甲 は 太 li の 放 (置) する こと 三年。 太 甲 過 を 悔い 自ら 怨み 自ら 艾 めて、 仁に 處り義 に遷る こと 三年。 以て 伊 

子に して 立ち  *レ  はく 

て 太 i:; な、 れ 尹の 己れ を訓 ふる を聽 くや 復た 亳に歸 る。 周 公の 天下 を 有た ざり し は、 猶ほ 益の 夏に 於け る、 

とも 德 なく 

00  伊 尹の 殷に 於け るが ごときな り。 孔子 曰く、 唐-虞 は禪 り、 夏 后.. 殷. 周 は繼ぐ も、 其の 義は 

置いて 反省せ ♦ 、 ， 

しむ  1 なりと」。 
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二 章 通じて 一 章と なし みるべし。 此の 章に 於て 天命の 說を 明かに すべし。 蓋し 古へ 天 

と稱 する、 ニ義 あり。 天の 視るは 我が 民の 視 るに 自ひ、 天の 聽くは 我が 民の 聽 くに 自 

ふと- 疋れ 一 義 なり。 蓋し 天 もと 心なし、 民心 を 以て 心と す。 視聽 あるに 非ず、 民の 

視聽を 以て 視聽 とす。 凡そ 人 は 天地の 氣を 得て 形と し、 天地の 理を 得て 心と す e 是れ 

人心 を 以て 夭 心と する の義 なり。 故に 天下の 朝觊 • 訟獄 • 誕歌 する 者皆歸 する を" 大な 

りと 一 おへり。 之れ を爲 すなく して 爲す もの は 天な り。 之れ を 致すな くして 至る もの は 

命な りと、 是れ 一 義 なり。 蓋し 人力の 及ばざる 所 を 指して 云 ふ。 乃ち 舜-\ 益 相 去 

る こと 久遠なる と、 其の 子の 賢 不肖なる と は 皆 天な りと 云 ふ ものにして、 人の 夭？？ 智 

愚より 萬 端の 損得 幸 不幸 等、 都て 人力に 任せぬ こと、 皆是れ なり。 古人、 天 を 説く、 

此の 二 義の外 更に ある こと をき かず。 然るに 漢儒以 來洪範 • 春秋の 說 を附會 し、 五 

行. 天文 種々 の說を 設け、 世 を 眩惑し、 叉 唐の 六 典に は、 大瑞 • 上瑞. 中 端 • 下端の 

ni を 載す るに 至る。 是れ 所謂 天 を， 题 ふるの 甚 しきもの にして、 余 甚だ 此の 類を惡 み、 

務めて 是れを 排斥す。 而 して 此の 說已に 人心に 漸 清し 遽 かに 破り 難し。 ^^？の柳宗元が 


天 說* 時 令 論. 貞符 等の 諸 篇， 其の 論 極めて 明 透な り。 余 常に 好んで 稱 道す。 今 叉孟. I 

子の 此の 章 を 得て 根據 とす。 

〇 之れ をして 祭 を 主ら しめて、 而 して 百 神 之れ を享 く。 

祭りて 神の 享 くると は、 我が 誠心の 徹する を 云 ふ。 「舜、 大 麓に 入れば 烈風 雷雨に も.. 

C 一一に 易の 震 迷 はず」 と、 卽ち 此の 事な り。 叉 易に 「震、 百 里 を 驚かす、 匕 を 失 はず」 と 云 ふ も 

の 卦の語 

同じ ことなり。 天地 鬼神 素より 物な し。 然れ ども 名山 大 川. 宗廟 社稷、 皆 人心の 自然. 

に 崇敬す る 所、 故に 祭祀す る 者齋戒 沐浴、 必ず 誠に 必ず 敬 なれば、 自ら 著明す る 物 あ 

る、 是れ 則ち 百 神の 享 くる 所な り。 故に 祌の享 くる は 心の 誠 あるな り。 心 巳に 誠 なれ 

ば、 以て 事 を 治めて 百姓 を 安ん ずべ し。 此の 理を 知らず して、 神の 享 くるに 至りて 異 

端怪 誕の說 を附會 する ことな かれ。 

〇 匹夫に して 天下 を 有つ。 世を繼 ぎて 以て 天下 を 有つ。 

此の 義 天子より 士庶 人に 達す。 天下 國家 創業 開 國の主 は、 皆德 あり 時 あるに 非 ざれば 

能 はざる こと 勿論な り。 乃ち 士庶 人に 至りても、 一象 を 興隆 成立す る こと は 甚だ 難し。 

講孟餘 話  二 四 七 
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且つ 諸 士の 如き 各.' 俸祿 を繼ぐ こと、 皆 其の 祖先 數十年 問 沐雨櫛 風の IC 力、 粉卄碎 身の 

功に 因りて、 百 石 五十石の 微祿 にても 渐 くに 賜 ふ 所 なれば、 容易なら ざる ことなり。 

而 るに 其の 子孫に 至" て も、 甚だ 狂 悖の 至りに 非ざる より は、 舊に仍 りて 上より 其の 

祿を 下し 置かる る こと、 人君 天意 を 奉 承して 行 ふ 所に して、 限りなき. 庫 恩と 云 ふべ し 0 

此の 理を辨 へず、 不才 無能の 身に して 莫大の 祿を 食み、 君恩 も祖 德も考 へずして 得た 

り貌 して、 我れ は大 ti の士 なりと 人に 誇る、 懼 るべき の 至りな り。 宜しく 深く 啊 みる 

べき ことなり。 獨り 天子の 事との み 看過すべからず。 

第 七 章 十一月 二十 四：！ I 

萬 章 問 ひて：：： く、 「人 言へ る あり、 伊 尹 割烹 を 以て 湯に 要,； 3 と。 これ あり や」。 孟子 ：！： く、 「* ん； ：、 

いう しん 

然ら ざるな り。 伊 尹 は 有 幸の 野に 耕して、 堯舜の 道を樂 しむ。 其の 義に 非ず、 其の 道に 非 ざれ 

ば、 之れ に祿 する に 天下 を 以てする も 顧みざる なり、 il; 馬 千 駟も視 ざるな り。 其の 義に 非ず、 

其の 道に 非 ざれば、 一介 を も 以て 人に 與 へず、 一介 を も： W 二」 これ を 人に 取らず。 湯、 人 をして 

幣を 以て 之れ を聘 せし む。 囂々 然として 曰く、 我れ 何ぞ 湯の 聘幣を 以て 爲 さんや。 我れ 豈に^ 

畝の 中に 處り、 是れ に. m りて 以て 堯舜の 道を樂 しむに 若かん やと。 湯 三た び往 きて 之れ を聘せ 


しむ。 旣 にして 幡 然として 改めて 曰く、 我れ 畎 畝の 中に 處り、 是れに 由り て 2? て 堯舜の 道を樂 

しまん より は、 吾れ 豈に是 の 君 をして 堯舜の 君たら しむる に 若かん や。 吾れ 豈に是 の 民 をして 

堯舜の 民たら しむる に 若かん や。 吾れ 豈に 吾が 身に 於て 親しく 之れ を 見る に 若かん や。 天の 此 

さと 

の 民 を 生ずる や、 先知 をして 後 知を覺 さしめ、 先覺 をして 後 覺を覺 さしむ。 予れは 天 民の 先覺 

者な り。 予れ將 に 期の 道 を 以て 斯の 民を覺 さんと するな り。 予れ 之れ を覺 すに 非ず して 誰れ ぞ 

やと。 天下の 民、 匹夫匹婦 も堯舜 の澤を 被らざる 者 あれば、 己れ 推して 之れ を 溝 中に 內 るるが 

若しと 思へ り。 其の自ら任ずるに天下の重きを：^てせること此くの如し。 故に 湯に 就きて 之れ 

に說 くに、 夏 を 伐ち 民 を 救 ふ を 以てす。 吾れ 未だ 己れ を 枉げて 人 を 正す 者 を 聞かざる なり。 況 

や 己れ を 辱し めて zn」 天下 を 正す 者 を や。 聖人の 行 は 同じから ざるな り。 或は 遠ざかり 或は 近 

づき、 或は 去り 或は 去らざる も、 其の 身 を 潔くす るに 歸 する のみ。 吾れ 其の 堯舜の 道 を 以て 湯 

もと  ( P  •  な 

二)  商  に 要め し を 聞く も、 未だ割烹を！^てせしを聞かざるなり。 伊_酸に曰く、 天誅 攻 むる こと を 造す 

書の 篇名" 牧  £ く まじ 

宫は 夏の 桀王  は、 牧宮 よりす。 朕は亳 より 載む と」。 

進退 出處の 道、 伊 尹に 至りて 一毫 遣 憾 なしと 云 ふべ し。 其の 自ら 任ずる に 天下の 重き 

(二) 孟+萬 を 以てし、 斯の民 を 覺し斯 の 民 を 救 ふ、 固より 所謂 「聖の 任なる 者」 にして、 其の 畎 

意下篇 首章 S 

R  畝の 中に 慮り、 堯舜の 道を樂 しみ、 必ずや 湯の 三聘を 待ちて 然る 後敢 へて 出づ C 其の 
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の吳縣 の 人。 

仁宗の 時の 名 

臣。 一身 を 忘 
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し、 天下の 事 

も 激#^ す。 そ 
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世に！ "せら 


講孟餘 話  二 五 〇 

自ら 待つ の 重き、 又斯 くの 如し。 孔子と 云へ ども 亦 是れに 過ぎず。 孔子^  二 H.i^. 

,w に 奔走す る は、 卽ち伊 尹の 任に して、 陳に 在して 魯の狂 擐を思 ふ は、 伊 尹斯の 民^ 

覺す るの 志な り。 を讀 みて 韋編 三絕 し、 夏 殷の禮 吾れ 能く 之れ を 言 ふ は、 伊 尹^ 畝 

の 中に 處り 堯舜の 道を樂 しむの 心なり。 孟子 は 孔子 を學ぶ 者な り。 而 して 又 常に 伊， 

を稱 道す。 且つ 其の 自ら 居る に 云 はく， 「志 を 得て は 民と 之れ に る」 と は、 斯の 21^ 

を 覺し斯 の 民 を 救 ふの 志な り。 「志 を 得 ざれば 獨り 其の 身 を 善くす」 と 云 ふ は、 献リ W 

の 中に 鹿り 堯舜の 道を樂 しむの 心なり。 後世 諸 葛孔明 親ら 南 陽に 耕し 常に 自ら 管 仲 • 

樂毅に 比し、 ^^)主の三顧を待ちて後初めて出で仕ふ。 其の 仕 ふるに 當 りて は、 ば -0 

兩立 せず、 王 業 偏 安なら ざる を 以て、 奸 3- を读 除し 漢室 を興復 する を已が 任と す。 何 

ぞ 其の 伊 尹に 勢鬆 たる や。 先賢 謂 ふ、 「伊 尹の 志 を 志し、 顏 淵の 學を舉 ぶ」 と。 又 「志 

を 立つ る は 明 道. 希 文 を 以て 主 本と す」 と。 人 或は 伊 尹. 希 文の 志 を 以て、 民 を 救ん 

の 一 偏と し、 顏淵 • 明 道の 學を 以て、 己れ を修 むる の  一 とし、 二つ の 者 を 兼備して 

後 始めて 完全と す。 i て 知らず、 聖賢 己れ を修 むる し-民 を 救 ふ、 始めより 二道な し。 


殊に 伊 ffl- の 如き は 孔子と 符を 同じう し、 叉 孟子の 學ぶ 所實に 是れに 外なら ず。 豈に 一 

偏の 人な らん や。 

〇 天の 此の 民 を 生ずる や、 先知 をして 後 知を覺 さしめ. 先覺 をして 後 覺を覺 さしむ。 

予れは 天 民の 先覺 者な り。 予れ將 に 斯の道 を 以て 斯の 民を覺 さんと する たり。 予れ之 

れを覺 すに 非ず して 誰れ ぞゃ。 

此の 一 節 反復 誦讀 以て 志を勵 ますべし。 余が 愚劣、 事に 於て 一 も知覺 する 所な し。 何 

ぞ天 民の 先 覺者を 以て 自ら 居る ベ けんや。 其の 狂妄 自ら 揣ら ざる も亦甚 し。 然れ ども 

兹に說 あり。 知と 云 ふ も 亦 唯 だ 志の み。 苟も 能く 伊 尹の 志 を 以て 自ら 信ぜば、 知覺に 

於て 亦 自ら 得る 所 あらん。 然ら ずして 無知 無覺を 以て 徒らに 自ら 退避す る 者 は、 自棄 

の甚 しきな り。 

〇 聖人の 行 は 同じから ざるな り。 或は 遠ざかり 或は 近づき、 或は 去り 或は 去らざる も" 

其の 身 を 潔くす るに 歸 する のみ。 

此の 語 余 深く 尊信す る 所な り。 苟も 其の 身 さへ 潔ければ、 行の 同異 何ぞ 深く 論ずる に 

講孟餘 話  二 五一 


(1) K の 3? 

W の 序？ 兄に $a 

る。 射 王 を諫 

めて K かれす 

去る。 箕子は 

射 T: の 諸 父。 

諫めて 聽 かれ 

す り 狂して 

奴と なる。 比 

干 も 射 王の 諸 

父に *i る。 こ 

の 三人 を 股の 

一-一仁と いふ 

(二) 太公望 

S 尙 

(一！ 一) 伯お • 

叔齊。 武王射 

王 を^め すし 

て 討ちし も不 

義 な- 


も 恥と し 首 陽 

山に 退して 

娥 死す 

(四) 外科 ST 

港！ S は 人名、 

この 二人 君主 

に 親近せ る を 

以て 孔，. これ 

も 手 として 

仕官 せんとせ 

しに * す やと 

閲 へ るな り 
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足らん。 之れ を 去る は微 子の 仁たり。 之れ が 奴と なる は， お 子の 仁な り。 諫めて 死す る 

は 比 干の 仁な り。 武王を 助けて 衬を誅 する は 太 公の 仁な り。 周 架 を 食 はずして 首 陽に 

餓 うる は 夷齊の 仁な り。 此の 類 地 同じう して 行異る もの 古今 甚だ 多し。 細かに 是れを 

論ずる 時 は、 功の 大小、 事の 優お は あるべ けれども， 其の 身 を 潔くす るに. rj..- りて に- 

皆 仁と 云 ふべ し。 潔くす る は 私心な きこと たり。 卽ち 己れ を 正しう する の 謂な り。 拘 

儒 或は 此の 義を 失し、 一律 を 執りて 萬 人を議 し- 或は 已れを 以て 人 を： t ず。 是 れ靑史 

中 全人な き 所以な り。 又滿世界全人なき所以なり。 此の^^义離^ド篇第ー 一十 九 章 「1^. 

稷 • 顏1:、 道 を 同じう す」 の 下に も 論ず。 

第 八 章 

萬 章 問 ひて 曰く、 「或 ひと ふ、 孔子衞に於ては飄^^を主とし、 齊に 於て は a: 人疥環 主と す 

^^^o これ あり や」。 孟子 曰く、 「否、 然ら ざるな り。 事を好む 者 之れ を^れ るな り。 衞に 於て は 

顏讎^ を 主と せり。 彌 子の 妻 は 子路の 妻と 兄弟な り。 彌弋 子路に 謂って 曰く、 孔>^ 我れ を 主 

とせば、 衞の卿 得べき なりと。 子路 以てお ぐ、 孔子 IT く、 命 ありと。 孔 は 進む に蹐を 以てし、 

返く に義を 以てす、 之れ を 得る と 得ざる と は 命 ありと 曰へ り。 而 るに き".^, と £^.<^4： 環し， -を 主と 


(五) 0s せば、 是れ義 を i し 命 を 無す るな り。 pi^fii^^.^^ii^^ 

^ 栄， の ひ siisulist お？。 る 3^:^i? 孔子 魯. 衞に悅 ばれず、 宋の桓 司 馬將に 要して 之れ を 殺さん 

魅と も 云 ふ。 とする に 遭 ひ、 微服して 宋を 過ぐ。 是の時 孔子 阨に 當れる も、 司城貞 子が 陳侯 周の 臣 たる を 主 

i 身 は 1, 巨 名  あるじ 

さ、) 朱の 大  とせり。 吾れ 聞く、 近臣 を觀 るに は 其の 主と なる 所 を 以てし、 遠 臣を觀 るに は 其の 主と する！^ 

に陳國 にあり  を！^てすと。 若し 孔子に して 癱疽と 侍人療 環と を 主と せば、 何 を 以て 孔子と 爲 さんや」 と。 

て に iiti 事す 

〇 孔子 は 進む に禮を 以てし、 退く に義を 以てす。 

註に、 徐氏 曰く、 禮は 辭遞を 主と す、 故に 進む に禮を 以てす。 義は斷 制 を 主と す、 故 

に 退く に義を 以てす。 進み 難く して 退き 易き ものな りと。 此の 說 甚だ 明白な り。 此の 

義又離 宴下篇 第一 一十三 章と 合せ 1^ ふべ し。 

〇 近臣 を觀る に は 其の 主と な る 所 を 以てし、 遠 臣を觀 るに は 其の 主と す る 所を以 て 

す。 

是れ 人を觀 るの 妙訣 なり。 凡そ 人 を 観る は、 其の 交 はる 所の 人 を 見れば、 其の 大略 を 

見るべし。 君子 は德を 以て 相 群し、 小人 は 利 を 以て 相 類す るより、 同 學同藝 の 類に 至 

• りても、 亦 皆 是れを 推して 知るべし。. 魏の李 克の文 侯に 答へ て 、「居りて は 其の 親し 
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む 所 を 視- 富みて は 其の 與 ふる 所 を視、 達して は 其の 舉 ぐる 所 を 視、 して は 其の 爲 

さざる 所 を視" 貧して は 其の 取らざる 所を視 る」 と 云 ふ も、 亦是れ に木づ くな らん.^ 

第 九 章 

^^章問ひて曰く、 「或 ひと 闩 く、 百 里奚は 自ら 秦の牲 を菱ふ 者に 五 羊の 皮に 驟ぎ、 牛 を <れ ひて 

ぼく こ- リ もと  まこと  つく 

以て 秦の穆 公に 要む と。 信なる か」。 孟>}^ く、 「否、 然ら ざるな り。 事を好む 者 之れ を 爲れる 

なり。 百 里奚は 虞の 人な り。 晉人垂 棘の 壁と： g 產の乘 と を 以て、 道 を 虞に 假り 以て 號を 伐つ。 

宮之奇 は 諫めし も、 百 里奚は 諫めず。 虞 公の 諫 むべ からざる を 知りて 去りて 秦 に?，. 一 く、 年已に 

すな はか  もと  はぢ 

七十な り。 曾ち牛を食ふを2^て秦の穆公に千むるの汙たるを知らざれば、 智と謂 ふべ けんや。 

諫む ベから ずして 諫めざる、 不智と li ぶべ けんや。 虞 公の 將に 亡びん とする を 知りて 先づ 之れ 

を 去る、 不智 と，？ S ふべ からざる なり" 時に 秦に擧 げられ て 稼 公の 與に行 ふ あるべき を 知りて 之 

れに 相た る、 不智と 謂 ふべ けんや。 秦に ffl として 其の 君 を 天下に 顯し、 後世に 傅 ふべ から I む、 

不 si- にして 之れ を 能く せんや。 c: らを g おぎて 以て 其の 君 を 成さし むる は、 鄕黨の 自ら を 好す る 

者も爲 さず、 而るを 賢者に して 之れ を爲 すと 謂 はんや」 と。 

百里奚 の智、 諫む ベから ずして 諫めざる と、 穆 公の 與に行 ふ あるべき を 知る と は、 並 


びに 人 を 知るな り。 虞 公の 將に 亡びん とする を 知りて、 預め 成敗 を 知るな り。 是れ等 

の 慮に 於て、 古 人智の 字の 正解 を 知るべし。 

萬 章上篇 凡そ 九 章。 首章より 四 章に 至る まで 皆舜を 論ず。 五 章 • 六 章、 舜. 禹. 益. 

伊 尹 • 周 公 を 論ず。 七 章、 伊 尹 を 論ず。 八 章、 孔子 を 論ず。 末 章、 百 虽奚を 論ず。 

時世 を 以て 次序 をな す。 條理 自ら 明白な り。 

乙 卯 十二月 十五 日、 余特 恩に て 獄を脫 して 家に 歸る。 而れ ども 禁令 頗る 嚴 しく、 足、 

戶庭を 出で ず、 席に 故 舊を延 かず、 室 を 掃って 靜處 し、 獨り 書と 親しむ。 家嚴. 家 

兄、 余が 獄に 在りて 著 はせ し 所の 講孟劄 記 未だ 備 はらざる を 惜しみ、 必ず 其の 編 を 

成さし めんと 欲す。 因って 叉 孟子 を 把り て 之れ を 講じ、 劄 記を繼 成す。 外 叔久保 翁 

も亦枉 げらる。 本 月 十七 夜 を 初めと 爲す。 瓶 方 誌す。 

萬 章 下  . 

首章 

孟子 曰く、 伯 夷 は 目に 惡色 を視 ず、 耳に 惡聲 を聽 かず。 其の 君に 非 ざれば 事へ ず、 其の 民に 非 
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講. 左餘話  二 五六 

ざれば 使 はず。 治まれば 則ち 進み、 亂 るれば 則ち 返く。 横 政の 出づる 所、 横 民の 止まる 所 は、 

居る に 忍びざる なり。 思へ らく、 鄕 人と 處るは 朝 衣 朝 冠 を 以て 塗炭に 坐す るが 如— と。 ：s の 

ほとり  す 

時に 當 りて、 北海の 濱に 居り、 以て 天下の 淸むを 待つ。 故に 伯 夷の 風 を 聞く 者 は、 1^ 夫 も廉に 

懦夫も 志 を 立つ る あり。 伊 尹 曰く、 「何れに 事 ふるとして か 君に 非 ざらん。 何れ を 使 ふと— て 

か 民に 非 ざらん」 と。 治に も 亦 進み、 亂 にも 亦 進. 6。 (又) 曰く、 「天の 斯の民 を 生ずる や、 先 

知 をして 後 知を覺 さしめ、 先覺 をして 後 覺を覺 さしむ。 予れは 天 民の 先覺 者な り。 予れ 將に此 

の 道 を I？ て 此の 民を覺 さんと するな り」 と。 思へ..： く、 天下の 民、 匹夫匹婦 も 堯舜の 澤を與 か 

り 被らざる 者 あれば、 己れ 推して 之れ を 溝 中に 內 るるが 若しと。 其の 自ら 任ずる に 天下の 重き 

を 以てすれば なり。 柳 下 惠は汗 君を羞 つず、 小官 を辭 せず。 進みて 賢 を隱さ ザ、 必ず 其の 道 を 

以てす。 遣 佚 せらる る も 怨みず、 昵窮 すれ ども 欄へ ず。 鄕 人と 處る も、 由々、 然として 去る に 忍 

ひ * ん \ つ  たん： V- きら て， <: 

びざる なり。 (曰く) 「爾 は爾 たり、 我れ は 我れ たり。 我が 側に^ 裸裸裎 すと 雖も、 爾焉 んぞ 能く 

我れ を： おさん や」 と。 故に 柳 下 惠の風 を 聞く 者 は、 鄙 夫 も 寬に薄 夫も敦 し。 孔子の 齊を 去る や、 

浙を 接け て r 仃り、 魯を 去る や、 曰く、  r 遲々 として 吾れ 行く」 と。 父母の 國を 去る の 道な り。 

以て 速 かなるべく して 速 かにし、 以て 久しう すべく して 久しう し、 以て 處 るべ くして 處り、 以 

\Jt,、-*、.w  二  Jt  、b よ、 七 乙 に， 註。 (！！ £略) 揚氏 曰く、 孔子 去らん と 欲する の W 久し けれども f 句め に 去る も 

て 仕 〈  く— て 仕" る は 子な り 欲せす、 故に 返々 として 其れ 行きし なり。 B 肉 t*.: ら ざれば 則ち afs- を 以て 


S 。る^; zgiff ggit れ r で 孟子 曰く、 伯 夷 は 聖の淸 なる 者な り。 伊 尹 は聖の 任なる 者な り。 柳 下 

惠は聖 の 和なる 者な り。 孔子 は聖の 時なる 者な り。 孔子 は 之れ を 集大成す と 謂 ふ。 集大成す と 

は、 金聲 して 之れ を 玉 振す るな り。 金 聲とは 條理を 治む るな り、 玉 振と は 條理を 終 ふるな り。 

條 理を始 むる は智の 事な り。 條理を 終 ふる は聖の 事な り。 智は譬 へば 則ち ge?- り。 聖は譬 へ. よ 

則ち 力なり。 由 ほ 百 歩の 外 を 射る がごと し。 其の 至る は爾の 力なり、 其の ¥ る は爾の 力に ^y. ざ 

るな り。 

〇 條 理を始 むる は智の 事な り。 條理を 終 ふる は聖の 事な り。 智は譬 へば 則ち 巧な り。 

聖は譬 へば 則ち 力なり。 

智と聖 と 是れ全 章の 綱領な り。 智は 射の 巧に して、 卽ち 所謂 致 知な り。 聖は 射の 力に 

して、 卽ち 所謂 カ行な り。 知と 行と 二つに して 一つ、 一つに して 二つ、 王 陽 明 S  一 了_ 合 

.  ォ 

一 の說、 固より 自ら 當る所 ありと 云へ ども、 是れ 等の 所に 至りて は、 ©先 こして 1 了谈 

とせ ざれば 明かなら ず。 凡そ 人の 志を勵 まし 行を延 する に、 學 問の 工夫 を^て て、 =iHi 

だ 行事 一 偏にの み 拘泥す る 時 は、 的 を 準ぜず して 强弓を 引き 長箭を 放つ が 如し。 其の 

達する 愈  >  遠くして、 其の 中る 愈.^ 疎な り。 故に 知 を 以て 先と せざる こと を 得ず。 是 
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れ行を 主として 學を廢 する 者の 誡 とすべし。 又讀窨 明理 のみ を專務 として、 竹て 赏行 

實 事の 上に 於て 毫も 砥勵 する 所な き 者 は、 的の 大小 遠近 悉く 詳 {桥 すと 云へ ども、 未だ 

曾て 弓 を 把り て體を 習した る ことなき が 如し。 一 旦矢を 放つ、 其の 遠き に 及ぶ こと 能 

はざる は 論な きのみ。 故に 行 を 以て 重し とせざる こと を 得ず。 是れ學 を 主として 行 を 

廢 する 者の 誡 とすべし。 然れ ども 是れ 吾が 徒 小人 知行 偏 廢の弊 を 言 ふの み。 其の 赏は 

知に して 行を廢 する は眞の 知に 非ず。 行に して 知を廢 する は實の 行に 非ず。 故に 知；：；： 

二つに して 一 つ、 而 して 先 後 亦 相 待ちて 濟す こと あるな り。 抑.' 伯 夷 • 伊 尹 • 柳 下 鹿 

の 力 ありて 巧を闕 くと 云 ふ 者 は、 淺 近の 論に 非ず。 孔子の 巧 カ仉に 全き を 以て 是れを 

( 1 )  びんし  ぞ ん ぎう 

^^^^0 比して、 初めて 其の 少しき 闕 ある をみ るの み。 孔門の 諸子、 顔 淵 *閎 子 -冉 牛の 體を 

具して 微 なる 如き、 巧に して 力足らず と 一一 一一 口 ふべ し。 子： 度 • 子游. 子 張の ー體を =5^ する 

如き- 力 ありて 巧 足らずと 言 ふべ し。 後の 道 を 學ぶ者 孔子 を 以て 宗 とすれば、 巧 力 

.  に 至り 知行 兼ね 進むべき は 勿論 なれ ども、 前聚を 論じ 及び 人材 を 育す る 如き は、 "おり 

に 是れを 以て 衆人 を雜 する ことた かれ。 人 各.' 能 あり 不能 あり。 


第二 章 

(二) 北宮は  北 宮錯問 ひて 曰く、 「周 室の 爵祿を 班ぬ る こと、 之れ を 如何」。 孟子 曰く、 「其の 詳は 聞く を 得 

姓， 錢は 名， 

衞の人  ベから ざるな り。 諸侯 其の 己れ を 害する を惡 みて、 皆 其の 籍を 去る。 然れ ども 軻ゃ、 嘗て 其の 

略 を 聞け り。 天子 一位、 公一 位、 侯 一位、 伯 一位、 子 男 同じく 一 位、 凡べ て 五 等な り。 君 一 

位、 卿 一位、 大夫ー 位、 上士 一位、 中士ー 位、 下士 一 位、 凡べ て 六 等な り。 天子の 制 は 地、 方 

千里、 公侯 は 皆 方 百 里、 伯 は 七十 里、 子 男 は 五十里、 凡べ て 四 等な り。 五十里なる 能 はずして、 

天子に 達せず 諸侯に 附くを 附庸と 曰 ふ。 天子の 卿 は 地を受 くる こと 侯に 視へ、 大夫は 地 を受く 

る こと 伯に 視へ、 元士は 地を受 くる こと 子 男に 視ふ。 大國は 地、 方 百 里。 君 は 卿の 祿を 十に し、 

卿の 祿は大 夫 を 四に し、 大夫は 上 土に 倍し、 上 士は中 土に 倍し、 中士は 下士に 倍し、 下士 は庶 

入の 官に 在る 者と 祿を 同じう す。 祿は！^て其の耕に代ふるに足るなり。 次國は 地、 方 七十 里。 

君 は 卿の 祿を 十に し、 卿の 祿は大 夫 を 三に し、 大夫は 上士に 倍し、 上 士は中 土に 倍し、 中士は 

下士に 倍し、 下士 は庶 人の 官に 在る 者と 祿を 同じう す。 祿は； 3- て 其の 耕に 代 ふるに 足るな り。 

小國は 地、 方 五十里。 君 は 卿の 祿を 十に し、 卿の 祿は大 夫 を 二に し、 大夫は 上士に 倍し、 上士 

は 中士に 倍し、 中士は 下士に 倍し、 下士 は庶 人の 官に 在る 者と 祿を 同じう す。 祿 ははて 其の 耕 

？ゥか  J 'し. H 

に 代 ふるに 足るな り。 耕す 者の 獲る 所 は、 一夫 百 畝な り。 百 畝 を 糞へば、 上 農夫 は 九 人 を 食 ひ、 

講孟餘 話  二 五 九 
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上の 次 は 八 人 を 食 ひ、 中 は 七 人 を 食 ひ、 中の 次 は 六 人 を 食 ひ、 下 は 五 人 を 食 ふ。 庶 人の 〔u に 在 

る 者 は 其の 祿是れ を 以て 差と 爲す」 と。 

〇諸 侯 其の 己れ を 害する を惡 みて、 皆 其の 籍を 去る。 

古昔の 良法 美 意 後世に 傳 はらざる は、 常に 暴慢の 二つに 因る ことなり。 己れ を 害する 

を 惡んで 其の 籍を 去る と 云 ふ は 暴な り。 後世 秦の 李&、 書 を 焚き 儒を坑 にす る、 1^ の 

^しき 者に して、 其の 由つ て 來る所 蓋し 亦 一 日に 非ず。 孟子 以前 已に籍 を 去る を 見て 

知るべし。 慢と云 ふ もの は、 記錄に.^2^り修補に.一:-り、 年 序を經 るに 隨ひ、 澌：^ して^ 

くる を 一 W ふなり。 兹に 暴の 事 を舉げ て慢の 事に 及ばざる もの は、 特に 其の ^しき を^ 

ぐるたり。 抑. '國 政の 要は 祖法を 守る より 重き はなし。 祖法は 皆 載せて 籍 にあり。 中 

I 一一.,^ 庸に 「文武の 政、 布き て 方策に あり」 と 云 ふ も、 吿子 下篇に 「宗廟の 典籍 を 守る」 と 

K 王 を は 云 ふ も， 皆祖 法の 事な り。 今や 天下 明 c;^ 相 遇 ふの 時、 豈に遽 かに 暴に して 籍を 去る に 

(二) 第八^I3f 

至る 者 あらん や。 llfeJ3 し？。 然れ ども 俊に して 籍の 自ら 去る を 知らざる 者に 至りて は、 

其の 必無を 保し 難し e 宜しく 君 相の 責 とすべき は守籍 にあるな り。 扨て 周 室の 制、 共 


(三) 夏. 設* 

周 三代 聖 治の 

時代 

(四) 田 氏 は 

も， こ 齊の大 夫。 

田 和の 時に 自 

立して 侯と な 

. ^齊の 康公 4 

海 濱に遷 して 

死せ しめ、 遂 

に 齊を奪 ふ 

(五) S の 六 

卿. の中韓 .魏* 


得 各 <  立ちて 

諸侯と なり 

(所謂 三 晉 と 

8? せらる) 遂 

に宗 室の 靜公 

も K して、 三 

氏 その 地 を 分 


の詳を 知り 難しと 云へ ども、 吾れ 常に 周 制に 就いて 深く 感ずる 所 あり。 其の 天 子. 

公 • 侯 • 伯 • 子 男 を 五 等と し、 君. 卿. 大夫. 上士. 中士. 下士 を 六 等と す。 周制每 

事斯 くの 如し。 籍 田の 禮、 葬 月の 數の 類、 總 ベて 皆 然り。 其の 意 蓋し 謂へ らく、 天子 

と 云 ふ は 公侯より 一 等 を 尊う する のみ、 君と iK ふ は卿大 夫より 一 等 を 高う する のみ。 

ニニ)  きょうば つ  こ. J 

故に 三代の 時 は 人君 敢 へて 高崇を 以て 人に 矜伐 せず、 恭謙に して 下 を 待つ 禮 あり。 是 

を 以て 國家 和睦な り。 春秋 戰國の 間、 人君の 威德 日に 薄く、 臣下 日に 驕り、 終に 田 氏、 

(5 

齊を纂 ひ、 韓 .魏. 趙、 晉を奪 ふ 如きに 至り、 其の 終り 君臣の 禮 全く 廢す。 故に 秦輿 

りて 天子と なり、 君臣の 大分 を定 む。 積弊 を 一 時に 改め、 偸 快 を 目前に 取る と 云へ ど 

も、 是れ よりして 三代の 美意絕 えて 存 せず、 以て 今に 至る。 惜しむべきの 甚 しきな り。 

本朝の 如き は 君臣の 義 固より 外國の 比に 非ず と 云へ ども、 天子 は 誠の 雲上人に て、 人 

間の 種に は あらぬ 如く 心得る は、 古道 曾て 然るに 非ず。 王朝の 衰 へて. より 兹に 至り、 

叉兹に 至りて より 王朝 益.' 衰 ふるな り。 此の 義詳 かに 明主の 前に 陳 ずる 者 あらば. 必 

ず 超然と して 古道に 進む 者 あらん。 然れ ども 是れ亦 卒爾に 說 きがたし。 卒爾に 說 きて 
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卒-倾 に^く 時 は、 却って 欞奸 のロ赏 となし、 亂臣 賊子 跡 を 本朝に 踵ぐ に 至らん。 に疋れ 

誠に 恐るべし。 又 案ずる に、 周 制、 庶 人と 云へ ども 一家 五 人より 九 人 を 養 ふ、 是れ亦 

£：： と 云 ふべ し。 是れ 支那の 古 は 地 廣く田 多くして 人民 少なき 故に、 能く 然る こと を 得 

ると 見えたり。 本邦の 今日 を 以て 例し 難し。 

第三 章 

萵章問 ひて 曰く、 「敢 へて 友 を 問 ふ」。 孟子 ：！： く、 「長 を 挟まず、 貴 を 狭まず、 兄弟 を 挾まず し 

y)  $5 の #  て 友と す。 友と は 其の 德を 友と するな り、 以て 挾む こと あるべからず。 孟獻子 は 百乘の 家な り、 

友 五 人 あり。 樂正裘 *牧 仲、 其の 一 二人 は 則ち 予れ 之れ を 忘れたり。 獻 子の 此の 五 人の 者と 友た 

る や、 獻 子の 家 をな しとせ り。 此の 五 入の 者 も亦獻 子の 家 を ありと ぜば、 則ち 之れ と 友たら ざ 

りしな らん。 惟 だ 百乘の 家の み然 りと 爲 すに 非ず、 小國の 君と 雖も亦 之れ あり。 费の惠 公 H く、 

吾れ 子 思に 於て は 則ち 之れ を師 とす。 吾れ 顏般に 於て は 則ち 之れ を 友と す。 王 順 • 長. は 則ち 

我れ に 事 ふる 者な りと。 惟 だ 小國の 君の み然 りと 爲 すに 非ず、 大國の 君と 雖も亦 之れ あり、」 0 

ニニ) が. 5 たう  くら 

^5 晉 SB の 平 公の 亥 唐に 於け る や、 人れ と 云へば 則ち 入り、 坐せ よと 云へば 則ち 坐し、 食へ と 云へば 則 

ち 貪 ふ。 疏食 iKii と雖も 未だ 嘗て 飽かずん ば あらず。 蓋し 敢 へて 飽かずん ば あらざる なりり 然 


ここ  も  は 

れ ども 此に 終る のみ。 與に 天位 を 共に せざる なり、 與に 天職 を 治めざる なり、 與に天 祿を食 ま 

ざるな り。 士の 賢者 を 尊ぶな り、 王公の 賢 を 尊ぶ に 非ざる なり。 舜尙 られて 帝に 見 ゆ。 帝 i を 

貳 室に 館く、 亦舜を 饗し 迭に賓 主と なる。 是れ 天子に して 匹夫 を 友と するな り。 下 を 用って 上 

を 敬す る、 之れ を 貴 を 貴ぶ と 謂 ひ、 上 を 用って 下 を 敬す る、 之れ を 賢 を 尊ぶ と 謂 ふ。 貴 を 貴ぶ 

と 賢 を 尊ぶ と は、 其の 義 一 なり」 と。 

〇 友と は 其の 德を 友と するな り。 

此の 一 句 是れ全 章の 骨子に して、 遂に 百 乘の家 • 小國の 君 • 大國の 君より 天子に 至る 

迄、 匹夫 を 友と する を 論ずるな り。 今の 王公 貴人 誰れ か 此の 章を讀 まざらん。 而 して 

其の 能く 匹夫 を 友と する、 吾れ 未だ 是れを 聞かず。 享保 • 正德の 際、 諸侯 駕を 枉げ陋 

、ヨン 5, き 巷の 賢者 を 顧みられ たる こと、 猶ほ 或は これ あるよ し e 今 は 則ち 其の 風斷々 乎と して 

(四〕 拆負膀  (sn 

地 を 掃へ り。 近頃 安中 侯 賢に して 文學を 好む。 曾て 幕府の 小 普請 羽 倉 某を訪 はんと 欲 

安政 BI 年 KT 

fHf) 十 g 富 す。 已 にして 其の 事果 さず と 聞く。 假令 其の 事果 すと も、 吾れ 恐らく は 晉の平 公の 亥 

堂 U 幕府に 仕 

へて 能吏の 名 害に 於け るに 過ぎざる べし。 然 らば 則ち 果 すと 果 さざる と、 素より 大關 係な きのみ。 

あり 又學 者。 

お Si 寂 吾れ 亦 曾て 竊 かに 人に 聞く こと あり。 一 侍 御 吾が 君 公の 爲 めに 某 侯 其の 儒臣を 親愛し、 

講孟餘 話  二 六 三 
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是れを 待つ に 禮節 に拘ら ざる を 以てする よしを 語る。 其の 意 蓋し 君 公の 溫ー百 和 顔 に し 

て、 臣下 を 親しむ こと 股肱 心腹の 如くし 給 ふ を 願うて 云々 するな り。 而 して 君 公 乃ち 

色 を 正しう して II： く、 「^の 聚 禮 儀の 何物た る を 知らず、 侮慢自ら；^^とす、 殆 

ど 吾が 徒に 非ず。 人君の 臣下 を 待つ、 自ら 禮節 あり、 岢； に 狎褻を 以て 親愛と せんや」 

と。 是に 於て 侍御慚 服して 退く。 吾れ 常に 謂へ らく、 人君の 臣下 を 待つ ゃ禮節 を： なつ 

る， 固より 非な り。 然れ ども 禮 節に 拘るも 亦 非な り。 已 に 王公の 賢 を 尊ぶ を 知り、 义 

貴 を 貴び 賢 を 尊ぶ- 其の 義ー なる を 知らば、 思 ひ 半ばに 過ぎん。 吾が 公^より 賢明 * 

叉學を 好み 道 を 信ず。 何ぞ 此の 章 を 以て 君 公の 爲 めに- i せざる。 吾れ-しに £!: 御の 忠思 

二) 佐え g ある を 感じ、 更に 其の 聖學 なき を 惜しむ。 叉 吾が^ 平 象 山 常に 云 はく、 「i-n 者樂： 公 

象 山 Liw 傅」 

執政た る 時 は、 常に 布 衣^ 帶の士 を 引見す と M く。 今 天下 如何なる 時ぞ や、 而 

して 執政 高く して！！ り、 貴く して 矜り、 敢 へて 天下の 賢に 下る こと をせ ず。 天下の 辜 

知るべき のみ」 と。 に 知 首なる かな。 余 講じて 此の 章に 至り • 盖し三 復流涕 す。 

第 四 章 


萬 章 問 ひて 曰く、 「敢 へて 問 ふ、 交際 は 何の 心ぞ や」。 孟子 曰く、 「恭 なり」。 曰く、 「， 之れ を， 仏 

けん。 之れ を卻 くる を不恭 と爲す は何ぞ や..」。 曰く、 「尊者 之れ を 賜 ふに、 其の 之れ を 取る 所の 

者 は義か 不義 かと 曰 ひて、 而る 後に 之れ を受 く。 是れ をお て不 恭と爲 す。 故に 卻 けざる なり」。 

曰く、 「請 ふ辭を 以て 之れ を卻 くるな く、 心を2^て之れを卻け、 其の これ を 民に 取る の 不義なる 

を 曰 ひで、 他の辭を2^てして受くるなきは、 不可な らん か」。 曰く、 「其の 交 はる や 道 を 以てし、 

其の 接する ゃ禮 を：^ てせば、 斯に 孔子 も 之れ を受 く」。 莴章 曰く、 「今、 人を國 門の 外に せる 

者 あらんに、 其の 交 はるに 道 を 以てし、 其の餽るに禮を：^てせば、 斯に禦 (して 奪 ひしお を受く 

(二)  さつ ゑつ 

べき か」。 曰く、 「不可な り。 康誥に 曰く、 人を貨 のために 殺 越し、 閔 (然) として 死 を 畏れず。 

5 ら 

凡そ 民 譏まざる なしと。 是れ敎 を 待たず して 誅 すべき 者な り。 殷は 夏に 受け、 周 は 殷に受 く。 

辭 せざる 所な り。 今に 於て 烈と爲 す。 之れ を 如何 ぞ 其れ 之れ を 受けん」。 曰く、 「今の 諸侯 は 之 

れを 民に 取る や、 猶ほ禦 すが ごときな り。 苟も 其の 禮際を 善く すれば 斯に 君子 も 之れ を 受けん 

と は、 敢 へて 問 ふ 何の 說ぞ や」。 曰く、 「子、 ！^爲へらく、 王者 作る あらば 將に 今の 諸侯 を 比ね 

て 之れ を誅 せんとす るか。 其れ 之れ を敎 へて 改めず して 面る 後に 之れ を誅 せんとす るか。 夫の 

其の 有に 非ず して 之れ を 取る 者は盜 なりと 謂 ふ は、 類を充 めて 義の盡 くるに 至るな り。 孔子の 

魯に仕 ふるや、 魯入獵 ii すれば 孔子 も 亦獵較 す。 獵較 すら 鐘 ほ 可な り、 而る を況ゃ 其の 賜を受 
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i をい ふ 
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(三) 論語 Si 


1* 七 は iK." 照。 

公山 弗 5» は搏 
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货 wfilla ぉ參 照。 
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くる を や」。 曰く、 「然 らば 則ち 孔子の 仕 ふるや、 道 を 事と する に 非ざる か」。 曰く、 「道 を^と 

するな り」。 「道 を 事と せば 奚ぞ 獵較 する や」。 曰く、 「孔子 先づ簿 もて 祭器 を 正し、 四方の 食 を 

：^て簿正に供せず」。 曰く、 「奚ぞ 去らざる や」。 曰く、 「之れ が 兆を爲 すなり。 兆 は 2? て 行 ふに 

足りて 而も 行 はれず、 而る後 去る。 是を 以て 未だ 嘗て 三年 を 終 ふるまで 俺 まる 所 あらざる なり。 

二  P  つかへ  き" か  こ 5 や 5 

孔子に は 見 行 可の 仕 あり、 際 可の 仕 あり、 公 養の 仕 あり。 季桓 子に 於け る は 兄 行 可の 仕な り、 

衞の讓 公に 於け る は 際 可の 仕な り、 衞の孝公に於けるは公^！^の仕なり」 と。 

〇 其の 交 はる や 道 を 以てし、 其の 接する ゃ禮を 以てせば、 斯に 孔子 も 之れ を受 く。 

此の 章 交際 を 論ず。 大聖の 作用 を 見る に 足る。 此の 二 句 尤も 其の 肯聲、 たり。 何等の 公 

平 弘大の 一一 一一 ロぞ や。 大抵 後世 賢 士節隅 を^ 勵 する 者、 權 勢の 人に 於け る、 敢 へて 其の 贈 

ふ 魂 を 受けず、 其の 汲 引 を 受けず、 恬然 退！！ し 確然 自 守し、 敢 へて 其の 門 に 至らず。 是 

かう そく 

を 以て 或は 仕 進の 路を極 塞し、 或は 意外の 罪赍 を受 くる こと ありと 云へ ども- お * 

て槽 勢の： け染 する 所と なりて 淸 潔の 操 を 失 はず、 百世の 下 をして 頌 夫も廉 に、 惰夫も 

志 を 立つ る こと ある 者 あり。 然れ ども 大聖の 作用に 至りて は 決して 然ら ず。 孔子の 如 

( 三 ノ 

ひつ-きつ  (四>  じょうとん 

き、 佛肸 • 公山： ^接の 召す を往 かんと 欲す。 陽 货の蒸 豚す ら祥受 し 給 ふ。 然れ ば榴勢 


(五) 程 子 遺 

書に 「冲漢 無 

^、 萬 象森然 

として 已に具 

はる」 云々 と 

出づ。 天地の 

空漠に して 何 

等の きざしな 

き 中に 萬 物の 

生じ 颗應し 来 

る 意 

(六) 唐の 杭 

州の 人。 王叔 

文 は 山陰の 人。 

ともに 頓宗に 

仕 へ て 寵も專 

ら にし 路を受 

けて 群小と 結 

託す。 梆宗元 

は王叔 文と 死 

交 あり、 叙文 

遂に 死. を 賜 ふ 

により 連坐し 

て講 せらる 


の 人 孔子に 贈餽し 孔子 を 汲 引す る 者 ありと も、 孔子 は 決して 辭 せざる べし。 蓋し 聖人 

は將迎 なく 往來 なし。 冲漠無 朕、 物來 りて 順應 す。 故に 交 はるに 道 を 以てすれば、 其 

の 道 を 悅んで 是れに 交 はり、 接する に禮を 以てすれば、 其の 禮を 悅んで 是れに 接す。 

昨日 道禮 なしと 云へ ども、 今日 道禮 あれば 其の 道 禮を悅 ぶ。 昨日の 無道 無禮を 追ひ咎 

めず、 叉 明日の 無道 無 禮を預 め 計らず。 其の 公平 弘大 如何 ぞゃ。 然れ ども 是れ 賢人 以 

下の 及び 易き 所に 非ず。 柳宗 元の 王 bli* 王叔 文に 身 を 失 ふ 如き、 古今 多き ことなれば" 

賢人 以下に て は 此れ等の 處 尤も 愼を致 すべし。 已に 其の 贈餽を 受け、 叉 其の 汲 引を受 

くれば、 他日 其の 人 傲 縦の 事 ありても、 直 論 面 折す る こと 難く、 或は 曲從 して 早晩 

となく 其の 黨 類に こ と ある も のな り。 な S;JiS5 は ，。と？。 く 

ヒへ 涅 して 緇 せず、 磨して 碑せ ざるの 操 我れ に存 する に 非 ざれば、 必ず 和 光 同 塵、 誹 

を淸 議に受 くるな り。 聖人 は 徒に 緇 せず 憐 せざる のみならず、 過ぐ る 所の 者 は 化する 

とて、 權 勢の 人 も 聖人に 對 して は、 自ら 羞愧 して 良心 を發 し、 敢 へて 不義の 事 を 以て 

汗染 せず。 故に 己れ 聖人 なれば 決して 身 を 失 ふの 恐れな し。 若し 未だ 是れに 及ばず し 
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生^ ぜ應 ji;^ 呈仕 新^さ 者 もも 寵士 中：^ 新 立 帝 平て に sc —  帝へ 
i 者ざ德 の!!^ すへ 卽 を 殺^も °  、乙-と し ナビ 帝 人恭に 族の 二 

m  ' るリ、 てち 字 卻 しし 得世弘 m  '轼の 望 Jir 庭 。后 
す 荆な博 、明 美 王 は 3?  く  、 、て宗 治 字す S し I ゆち をみ もま 王^ 
リ1  く畢 字の 辭莽 子の 直 名 威の の は 號て遂 'ほ f'i  'お 氏 i« 
先 、通 は武 をに^ 樂 諫臣 權時進 惟 も en-- 、ひ 表 術の 元 
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て， 妄りに 是 れを學 ばんと すれば、 所謂 鵜の 眞似 をす る 烏に て危 ふきこと なり。 余 古 

今 を歴視 する に， 姦權威 福 を 縱 にし、 悖 逆 を、 逞しう する 者 は、 大抵 其の 初めは 恭 ii^ 

にして 士に 下り- 敏遮畢 を 好む. 頗る 人望 名 ir ある 者な り。 漢の 王莽. 明の i」 滞が 如 

き、 皆 初めより 縱 にし 逞しう する に 非ず。 故に 賢 士大夫 皆 好んで 是れに 交 はる。 其の 

匕 に 縱に已 に 5:- しう する に 至りて；^ かに 交 を絕っ こと 難く、  f 雄が 新 を 美し、 il: 顺之 

が嚴 嵩を稱 する 如き こと 多し。 明 智の士 は 其の 初めに 當 りて 已に 其の 人 を 知り- ^へ 

て 交通 せず。 果斷 の士は 其の 罪惡顯 はるる に 営り て 直 論 面 折して 是れ を絕 つ 。 ■•Iff 

if まに 難？； ュ 斯の 二つ を 失 ふ 時 は 必ず 畢生の 節操 を 誤るな り。 切 問 近 思の 人、 

斯の 境に 身を體 し、 胸に 手 を 措いて 工夫すべし。 甚だ 虚し 難き 所な り。 然れ ども 棘 心 

浮氣 にて は 其の 眞に處 し 難き を 知る こと 能 はず。 眞に處 し 難き を 知る 者に して、 初め 

て權 勢の 、げ 染を免 か る る こと を 得る に-:^ 幾 からん か。 

も  おこ  まさ  つら- 

〇 子、 以爲 へらく、 王者 作る あらば 將に 今の 諸侯 を 比ね て 之れ を誅 せんとす るか。 其 

れ 之れ を敎へ て 改めず して 而る 後に 之れ を誅 せんとす るか。 


是れ政 をす るの 要に して、 舊弊を 改め 積 染を洗 はんと 欲する 者、 最も 意 を 注すべし。 

之れ を敎 ふると 之れ を誅 すると、 二 事偏疲 すべから ず。 先づ敎 ふべ し。 敎 ふる は 叮嚀 

親切 を 貴ぶ。 孫子が 三 令 五 申の 如くなる べし。 後に 誅 すべし。 誅 する は 嚴明果 斷を貴 

ぶ。 孫子が ニ姬を 斬る 如くなる べし。 巳に 敎 へて 後に 誅し、 已に誅 して 叉敎 ふ。 二つ 

の 者 相 待ちて 功 あり。 而 して 敎を 以て 主と し、 其の 如何と もすべからざる に 至りて、 

是 れを輔 する に誅を 以てす。 誅は 太甚を 除く ものな り。 敎は 終始 をな す ものな り。 

第五 章 ， 

孟子 曰く、 仕 ふる は 貧の 爲 めに 非ざる なり。 而れ ども 時 ありて か 貧の 爲め にす。 妻を娶 るに 

養 の爲 めに 非ざる なり。 而れ ども 時 ありて か 養の 爲め にす。 貧の 爲 めに する 者 は、 尊 を辭し 

て卑に 居り、 富を辭 して 貧に 居る。 尊を辭 して 卑に 居り、 富を辭 して 貧に 居る に は、 惡 くか宜 

さき. U  く  (六)  ^5 

しからん。 抱 關擊拆 なり。 孔子 嘗て 委吏 となる、 曰く、 「會 計當 ならし めんの み」 と。 嘗て 乘 

田と なる、 曰く、 一 牛 羊 % として 壯長 せしめん のみ」 と。 位卑 くして 言 高き は 罪な り。 入の 本 

朝に 立ちて 道行 はれざる は 恥な り。 

0 位卑 くして 言 高き は 罪な り。 人の 本朝に 立ちて 道行 はれざる は 恥たり e 
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或 ひと 問 ふ、 f 恥と 孰れ か 重き。 H く， 罪 は 身に あり- 恥 は 心に あり。 ，せに あるの 

罪は輕 く、 心に あるの 恥 は 重し。 今 草茅韋 布の 士」 ずに 朝政 を 論議し 官吏 を鮮謗 する 

は、 分 を 越え 職を踰 ゆるの 罪 固より 恕 すべから ず。 然れ ども 其の 心 i ぬる 時 は、 或 

は 國家を 憂 ひ 或は 道義 を 明かに する 如き、 深く， 4/" むべき に 非ず。 唯 だ 其の 已ソり 田 を 

去りて 人の 田を芸 り、 己れ の 短 を 措きて 人の 短 を i る 如き、 罪と する のみ。 恥 は 吾が 

心に ある ことにて、 尊 位 を 汗し 富祿を it- て 道 を 行 ふこと 能 はずし、 よ、 何の 而 f か あ 

一 1 ) ひろ 

らん。 類 を充 めて 義の盡 くるに 至れば、 卽ち盜 と 云 ふべ し。 且つ 罪と 云 ふ もの は 外に 

顯 はるる 如しと 一 K へど も、 其の 丁せ に 止まる。 恥と 云 ふに 至りて は 心 に^りと 「みへ ど 

も、 其の 害 民に 及ぶ。 然れば 罪 恥の！： 重 云 はずして 知るべし。 

第 六 章 

菜 曰く、 「士の 襲に 託せざる は 何 ぞゃ」。 孟子 闩く、 「敢 へて せざる なり。 爾國を 失 ひて 

而もる 後お 諸侯に 託する は、 禮 なり、 士の 諸侯に 託する は禮に 非ざる なり」。 萬 章 曰く、 「君 之れ 

に 粟 を 戲れば 則ち 之れ を 受けん か」。 曰く、 「之れ を 受けん」。 「之れ を受 くる は 何の 義ぞ や」。 


曰く、 「君の 氓に 於け る や、 固より 之れ を 周 ふ」。 曰く、 「之れ を 周へば 則ち 受け、 之れ を 賜へ 

ば 則ち 受けざる は何ぞ や」。 曰く、 「敢 へて せざる なり」。 曰く、 「敢 へて 問 ふ、 其の 敢へ てせ ざ 

る は何ぞ や」。 曰ぐ、 「抱關擊柝の者は皆常職ぁりて！！^て上に食む。 常 職な くして 上より 賜 はる 

者 は、 ：：^て不恭と爲すなり」。 曰く、 「君 之れ を 餽れば 則ち 之れ を受 くと。 識ら ず、 常に 繼 ぐべ 

きか」。 曰く、 「繆 公の 子 思に 於け る や、 亟-, '問 ひて 亟. '鼎 肉を餽 る。 子思悅 ばず、 卒に 於て は 

さしまね 

使者 を標 きて これ を 大門の 外に 出し、 北面し 稽首 再拜 して 受けず して 曰く、 今にして 後、 君の 

0 ご ® 吏、 犬馬 もて 伋を畜 へる を 知る と。 蓋し 是れ より 臺 をして 餽る ことな からしむ。 賢を悅 びて 擧 ぐる 

使命に 役 せら 

るる 者 もい ふ 能 はず、 又 養 ふ 能 はざる は、 賢を悅 ぶと 謂 ふべ けんや」。 曰く、  r 敢 へて 問 ふ、 國君、 君子 を 萎 

はんと 欲せば、 如何せば 期に 養 ふと 謂 ふべき」。 曰く、 「君命を：^て之れを將へば、 再拜 稽首し 

て受 く。 其の後 廩人は 粟を繼 ぎ、 庖人は 肉 を繼げ ども、 君命 を 以て 之れ を將 はず。 子思！^爲へ 

らく、 鼎 肉 もて 己れ をして 僕々 爾 として 亟. '拜 せし む、 君子 を 養 ふの 道に 非ざる なりと。 堯の 

舜に 於け る や、 其の 子 九 男 をして 之れ に 事へ、 二 女 をして これに 女せ、 百官 牛 羊 倉廩 備 へて：？ 

て 舜を映 畝の 中に 萎 はしむ。 後擧げ てこれ を 上位に 加 ふ。 故に 曰く、 王 八 ムの賢 を 貴ぶ 者な りと」。 

此の 章、 悅賢 • 養 賢. 尊 賢の 三 事 を 以て 假 りに 三等と なして 見ば、 義 自ら 分明な り。 

賢 を 悅ぶは 其の 名德文 行を悅 ぶの みに 過ぎす。 賢 を 養 ふ は 廩粟庖 肉 相 繼 ぎて 是れ を餽 
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るに 過ぎず。 ^を 尊ぶ に 至りて は、 已に 其の 名 德文行 を悅 び、 又 粟 ^ 肉 相 機ぎ て"：^ 

れを If り- 更に 與に 天位 を 共に し、 與に 天職 を 治め、 與に 天祿を 食む、 是れ なり。 世 

の 人君：： だれ を 行 ふ 者. 赏に 少なし。 然れ ども 是れ亦 自ら 反して 其の 難き を 知るべし。 今 

我が S 卓 好んで 書を讀 む。 書 は 聖賢の 言行 を 載す る 所 なれば、 好んで 書を讀 むは 亦贤を 

悅 ぶと 云 ふべ し。 然れ ども 學 者の 通弊、 書 は 書な り、 我れ は 我れ なり、 我れ 何ぞ書 に 

預 らん、 窬何ぞ 我れ に； S らんと 云 ひて、 聖賢の 言 を 我が W に 一一；！  口 ひ、 聖賢の 行 を 我が身 

に 行 ふこと 能 はざる は、 亦 彼の 稃の終 公の 賢 を 養 ふこと 能 はず、 賢 を 尊ぶ こと 能 は ざ 

ると 同日の 談 なり。 今學者 聖賢の 言 を 言 ひ、 聖賢の 行 を 行 ふ 者の 少なき を 以て、 人 主 

賢 を 養 ひ 賢 を 尊ぶ の 易から ざる を 知る ベ し。 故に 人 主を諫 むる に 賢 を 養 ひ 賢 を ぶ を 

以てせん と 欲せば、 宜しく 己れ 先づ 聖賢の 首 行 を (H 行すべし。 身 修まりて 後國^ まる 

ただ 

と 云 ひ、 大人 君 心の 非 を 格す と 云 ふ、 皆 此の 義 なり。 

第 七 章 

萬 章 曰く、 「敢 へて 問 ふ、 諸侯に 見えざる は 何の 義ぞ や」。 孟子 曰く、 「國に 在る を 市井の ほと 


曰 ひ、 野に 在る を 草 莽の臣 と 曰 ふ. - 皆 庶人を 謂 ふ。 庶人は 質を傳 へて 臣 となら ざれば、 敢 へて 

諸侯に 見えざる は禮 なり」。 萬 章 曰く、  r 庶人は 之れ を 召して 役 すれば、 則ち 往 きて 役す。 君 之 

れを 見ん と 欲して 之れ を 召せば、 則ち 往 きて 之れ に 見えざる は何ぞ や，」。 曰く、 「往 きて 役す る 

は義 なり、 往 きて 見 ゆる は 不義な り。 且つ 君の 之れ を 見ん と 欲する は 何の 爲めぞ や」。 曰く、 

「其の 多 聞なる が爲 めな り、 其の 賢なる が爲 めな り」。 曰く、 「其の 多 聞なる が爲 めなら ば、 則 

ち 天子す ら師を 召さず、 而る を況ゃ 諸侯 を や。 其の 賢なる が爲 めなら ば、 則ち 吾れ 未だ 賢 を 見 

んと 欲して 之れ を 召す を 聞かざる なり。 繆公亟 -子思 を 見て 曰く、 古は千乘の國も2^て士を友 

とすと、 如何と。 子思悅 ばず して 曰く、 古の 人 言へ る あり、 之れ に 事 ふと 云 ふと 曰へ ども 、豈 

に 之れ を 友と すと 云 ふと 曰 はんやと。 子 思の 悅ば ざり し は、 豈に位 を 以てすれば 則ち 子 は 君な 

り、 我れ は臣 なり、 何ぞ敢 へて 君と 友た らん や、 德を2^てすれば則ち子は我れに事ふる者なり、 

なん 

奚ぞ 以て 我れ と 友た るべ けんやと 曰 ふに あらず や。 千 乘の君 すら 之れ と 友た らんこと を 求めて 

得べ からず、 而る を況ゃ 召す ベ けんや。 齊の景 公田し、 虞人を招くに旌を：^てす。 至らず。 將 

に 之れ を 殺さん とす。 (孔子 曰く) 志士 は 溝 塾に 在る を 忘れず、 勇士 は 其の 元 を 喪 ふ を 忘れず と。 

孔子 奚をか 取れる。 其の 招きに 非 ざれば 往 かざる を联れ るな り」。 曰く、 「敢 へて 問 ふ、 虞 人 を ■ 

招く に は 何 を 以てする か」。 曰く、 「皮 冠 を 以てす。 庶 人に 旃を 以てし、 士は旅を2^てし、 大夫 
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は旌を 以てす。 大 夫の 招き を 以て 虞 人 を 招けば、 處人 すら 死す とも 敢 へて 住かず。 士の 招き を 

以て 庶人を 招けば、 庶人 豈に敢 へて 往 かんや。 况ゃ不 賢人の 招き を 以て、 賢人 を 招く を や。 

人 を 見ん と 欲して 而 して 其の 道 を 以てせざる は、 病 ほ 其の 入らん こと を 欲して 之れ が 門 を閉づ 

るが ごときな り。 夫れ 義は路 なり、 禮は 門な り。 惟 だ 君子の み 能く 是の路 に 由り て、 是の門 を 

出入す るな り。 詩に 云 ふ、 周 道 底の 如く、 其の 直き こと 矢の 如し、 君子の 履む 所、 小人の 視る 

所と」。 莴章 曰く、 「孔子 は 君命 じて 召せば、 駕を俟 たずして 行けり。 然 らば 則ち 孔子 は 非なる 

か」。 曰く、 「孔子 は 仕 ふるに 當 りて 官職 あり、 而 して 其の 官を 以て 之れ を 召せば なり」 と。 

此の 章、 官職 ある 者の 君命に 趨 くと、 」 化人敢 へて 諸侯に 見えざる と、 雜 .nn ら^なる を 

論ず。 仉し 方今 官職 ある 者の 君命に 趨 かざる を忠 へず、 .i^ 人敢 へて 諸侯に 見えざる の 

風斷 えてな きこと、 ^恥な きの， 問、 深く 疑 ふべ し。 古人 も 忠臣 を 求む る はグ. H ナの 門 

に 於て す。 事に 臨み 節に 死す るの 士を 求む る は、 平時 直言の 士に 於て すべし と 云へば、 

士 氣を增 養す る は 兎角 平素に 在る ことなり。 平素^ 恥な きの 極、 一 n: 變 起る こと あら 

ば、 萬官奔 K して 鳥の 栖を擇 ぶに 至る こと 鏡に 掛けて 見る が 如し。 是れ：^^ふべしとす 

る 所以な り。 是れ を； I- へば 他な し、 千乘の 園、 士に事 ふるの 故事 を修 する に 若かず。 


是れ 久遠の 謀な り。 

第 八 章 

孟子、 寓 章に 謂って 曰く、 ー鄕の 善士は 期に 一 鄉の 善士を 友と し、 一 國の善 士は斯 に 一 國の善 

士を 友と し、 天下の 善 士は斯 に 天下の 善士を 友と す。 天下の 善士を 友と する を：^ て、 未だ 足ら 

. ずと 爲し、 又 古の 人 を， iii1..。 其の 詩 を. i うし、 其の 書を讀 みて、 其の 人 を 知らず して 可な らん 

や。 是れを 以て 其の 世 を 論ず。 是れ尙 友な り。 

此の 章 汎く友 道 を 論ず。 其の 歸宿 する 所は尙 友の 上に あり。 一 鄕の善 士は斯 に 一 鄕の 

善士を 友と し、 一 國の善 士は斯 に 一 國の 善士を 友と し、 夭 下の 善 士は斯 に 夭 下の 善士 

を 友と すと 云 ふ は、 特に 其の 才德の 高下に 隨 つて、 交 はる 所の 廣狹 あるの 大略 を 云 ふ 

( 一 ) 樓記? 

0^^^ のみ。 ー鄕の 善士は 必ず ー國の 善士を 友と する こと 勿れ、 ー國の 善士は 必ず 天下の 善 

U 一 JJ«1 士を 友と する こと 勿れと 云 ふに は 非ず。 其の 詩を頌 し、 其の 書を讀 みて、 其の 世 を 論 

ま？ ^ ず、 是れ 孟子の 學則 なり。 詩 は詩經 より 以下 歷 代の 歌詞 を 云ぶべし。 書 は書經 以下 歷 

史言も 記し、 

5!」 史と事 出 代の 論議 辨說を 云 ふべ し。 所謂 右史 言 を 記す と iK ふ ものにして、 國語. 戰國策 • 說苑 
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等の 類、 是れに 恩す。 世 を 論ずる は史 册を讀 みて 其の 行事 を考 ふるな り。 所謂 左史事 

を 記す と 云 ふ ものにして、 左傳等 此の 類な り。 史記. 澳書 以下 は 左 右史の じ 2 混じて 一 

となると 云へ り。 古書 此の 三體を 分つ。 而 して 先づ詩 書を讀 めば、 古人の 志-： i: 議論の 

大略 は 知る るな り。 然れ ども 人の 志尙 議論、 各.^ 其の 時と 地と を考へ ざれば、 一概に 

云 ひ 難し。 故に I を 論ず。 孟子 中、 • 稷 • 顔 淵 及び 贫子 • 子 思、 地 を 易 へ ば 皆然り 

と 云 ひ、 後聖 其の 校 一な りと 云 ふ 類 を 見て 知るべし。 a つ 一 W 過ぎて 行 及ばざる あ 

り、 行 過ぎて； 一-一：： 及ばざる あれば、 彼此 對 絞して 大いに S ある ことなり。 是れを 以て 大 

抵 孟子の 學則を 知るべし。 詩 書 を頌讀 する は、 假 りに 云 はば 今の所 謂 經學の 如し。 ゆ 

を 論ずる は、 假 りに 云 はば 今の所 謂 史學の 如し。 故に 孟子の 學、 經史を 翁ぬ。 

末 章 

齊の^！凡王、 卿 を 問 ふ。 孟子 闩く、 「王、 何の 卿 を か 之れ 問 ふや」。 王 H く、 「卿 问 じからざる か」 - 

曰く、 「同じから ず。 貴 戚の卿 あ. り、 異姓の 卿 あり」。 王 曰く、 「贵戚 の 卿 を 請 ひ 問 ふ」。 H く、 

「君 大過 あれば 則ち 諫め、 之れ を 1^- 覆して 聽 かざれば 則ち 位 を ふ」 と。 王、 勃然として 色を變 


(H) 微子 • 

箕子 • 比 干の 

三人 

fRD 漢の大 

將 ？*、 昌邑王 

賀を廣 して 宣 

帝 を 立つ 

(五) 萬 章 上 

篇第六 章參照 

(六) 漢の高 

祖 の 異母 弟楚 

の 元 王 劉 交 ei 

世の 孫。 字 は 

子 政。 宣帝 • 

元 帝 帝の 

三代に 歷 事し、 

元 帝の 時に 中 

壘校 尉と なる。 

時に 外戚 王 氏 

權 を專ら にし 

帝、 向 を 九 卿 

たらし めんと 

せし も 能 はず、 

向 も 亦屢； 封 


弊 を 救 はんと 

したる も 及ば 

ざり しとい ふ. 


ずし 曰く、 「王、 異し むこと なかれ。 王、 臣に問 ふ。 臣敢 へて 正 を 以て _斷 へずん ば あらず」 と。 

王 色 定まり、 然る 後に 異姓の 卿 を 請 ひ 問 ふ。 曰く、 「君 過 あれば 則ち 諫め、 之れ を 反覆して 聽か 

ざれ * ま 則ち 去る I と。 isL攻ゅ章ーーばにヒ3は、-大„^„^.の義、 親疏 11^ じふら す、 ？ 等り 權を行 ふ、 各-其の 分 あり。 

、 ナ {Ilv「Tn ヌ」 と 貴 戚の卿 は 小過 諫めさる に は：^ さるな り、 但だ必 す 大過に して 而 して 聽 かざれば 乃ち 位 を 易 ふ 

バし。 頃 姓め 卿 は 大過 諫めざる に 非ざる なり、 小過と 雄 も 而も 聽 かざれば 已に 去るべし となり。 然れ ども 三 仁 ± 貴戎こ し て 

之れ を 射に 行 ふこと 能 はす。 而 して 光 は 異姓に して 乃ち 能く S れを 昌邑に 行， -。 此れ又委任權勞办パン同じ^"!;^!!,.^:;^。  ^ 

て 1 を 執りて 論す 


貴 戚の卿 • 異姓の 卿、 皆國の 大臣な り。 大臣に 貴ぶ 所 は才に 非ず、 學に 非ず、 但だ大 

識見 大果斷 大度 量 ありて、 しかも 園 家の 得失 を 憂 ふること、 我が家 を 憂 ふる 如くなる 

にあり。 則ち 位 を 易 ふと 則ち 去る と 皆大權 にて、 殊に 我が 國 今日に 在りて 論ずべき こ 

とに は 非 ざれ ども、 國 家の 得失 を 以て 度 外に 措き、 秦 人の 越 人の 肥 瘠 を 見る 如きの 大 

臣に 比せば、 何ぞ 其の 霄壌 雲泥なる や。 註に 云 はく、 三 仁 は貴戚 にして 之れ を 紂に行 

ふこと 能 はず。 而 して 霍光は 異姓に して 乃ち 能く 之れ を 昌邑に 行 ふ。 此れ 叉 委任 權カ 

の 同じから ざるな り。 以て 一 を 執りて 論ずべ からざる なりと。 此の 說 甚だ 當れ り。 伊 

尹 異姓に して 太 甲 を 放ち、 劉 向 同姓に して 權臣 さへ 制する こと 能 はず。 是れ皆 委任 權 
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1, 一な ノ  力の 同じから ざるな り。 宋の 一： 一が 皇 I 崩 じて 光宗 疾病み、 喪 を 執る こと 能 はず。 趙汝 

同姓の ほに して 嘉王を 引き 位に 卽く。 § れ！ N 是れ 同姓の 臣 にして 同姓の 事 を 行 ふなり。 

之れ を 要するに 大臣た る 者 は、 責戚 異姓に 限らず 國家を 愛 ふること 此 くの 如くなる ベ 

し。 而 して 位 を 易 ふと 去る と は皆權 なり。 若し 其の 常經を 論ぜば 諫めて 死す る あるの 

み。 然れ ども 易と 去と 死と 此の 三臣 あらば、 國 家亦恃 むべ し。 如何せん、 ゆの 暗君^ 

主 此の 臣の恃 むべき を 知らず して、 特に 是れを 忌^す る を 知る のみ。 明主 は然ら ず。. 

此樣の ほ を して 後世に 遣し、 永く 國 家の i^^J するな り。 或 ひと 問 ふ、 前^ 或は 此 

の 章 を 疑 ひて^ 弑の端 を 開く、 聖賢の 言に 非ず、 宜しく 削り 去るべし と 云 ふ、 如何.^ 

且つ 君 如何にして 臣 如何なら ば 位 を 易へ て 可な り やと。 曰く、 孟子 种 て；； •：：： あり、 併 

の 志 あれば 可な りと。 一語 已に 盡， せり。 伊 尹の 志 は 國家を 愛 ひ 生 民 をバ发 ふるのみ にて、 

一 點の 私心 あるに 非ず。 此の 志已 にきら 信じ、 天地 {ー： 小 廟へ對 越し て^も 懷 るる 所な し、 

天 F 後 骨へ 揭ー： 小して 奄も 塊づる 所な し。 天地お 崩、 天下 後 #、 杏 伊 尹の 私心な きを 信 

じて、 放へ て 一 の問然 する もの あらず、 是れ伊 尹の 志な り。 .很 光 •  ©汝-£=- の 如きし-云 


(二) 後 》 末 

の亂れ に乘じ 

て 遂に 自立し 1 


S 字 は 仲 

達、 曹 操に 仕 

,、 、 二  ：■-  J 

U け、 後 SI 爽 

象. 


私事に 151 々と 

して 忠臣に =}S 


へど も、 其の 廢 立の 際に 當 りて 豈に ー點の 私心 あらん や。 是れ亦 自ら 信じ 人 是れを 信 

ず、 卽ち亦 伊 尹の 志な り。 曹 操. 司 馬懿、 智術を 揮 ひて 一 時 を 籠絡す， こ 云へ ども、 天 

下 後 誰れ か 其の 心 を 信ずる 者 あらん。 名 づけて 姦 雄と 稱し、 永く 亂臣 賊子の 龜鑑と 

す。 噫、 畏 るべき かな。 抑！ 操. 懿の 如き 臣 ある は 皆 人君の 罪な り、 最も 人君の 恥な 

り。 況ゃ 君に 吿 ぐるの 體、 君 をして 戒懼の 心 を 起さし むる を耍 とす。 何ぞ 必ずしも 此 

の 章 を 削り 去る こと を 用 ひん や。  . 

此の 篇 首章、 ：S 夷 • 伊 尹 • 柳下惠 • 孔子 を 論ずる は、 上篇、 舜. 禹. 啓 • 益 • 伊 尹. 

周 公 • 孔子 • 百 里奚を 論ずる を 承く るな り。 第三 章、 友 を 論ず。 第 四 章、 交際 を 論 

ず。 第五 章、 仕 を 論ず。 第 六 章、 賢 を 尊ぶ を 論ず。 第 七 章、 諸侯に 見えざる を 論ず 

意 皆 相承く。 第 八 章、 一 轉 して 遂に 尙友を 論ず。 末 章、 又 一 轉 して 卿 を 論じ 結局と 

す。 條理窺 ふべ し。 但だ 第二 章、 周 制 を 論ずる もの、 何の 意た るを詳 かにせ ず。 然 

れ ども 竊 かに 考 ふるに、 是れ 制度の 大略、 王政の 大要、 上 章 群 聖賢の 事 を 論じ 終り 

下 章 孟子 自ら 處る所 を 論ずる の 中間に 此の 章 を 置く こと、 孟子 經綸の 志、 兹に存 す， 
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る こと 知る ベ し。 1 つ 暗に 末 章 卿 を 論ずる 章と 呼應す 0 

十一 一月 一 I 十四日 


八 
〇 


二) 安政 三 

年 

(二) 三月の 

こ と 

(三) 論語 先 

進 篇_:？ 一十 M 

章に 出づ。 «1 

哲 曰く  、「暮春 

に は 春 服旣に 

成る。 冠者 五 

六 人、 童子 六 

七 人、 沂に浴 

し、 舞 零に 風 

し、 詠 じて 歸 

らん」 と。 夫 

子喟 然として 

嘆 じて 曰く、 

「吾れ は點に 

與 せん」 と： 

折は魯 城の 南 

にあ る^の 名、 

又 温泉 ありと 

いふ 

(5 

日の^ 外遊 步 

もい ふ 

(五) 詩經大 

蕩之什 三 1.- 

二に 33 づ 


講孟劄 記 卷の四 上 

(5  (三)  よな 

歲&れ iik、 律 * 姑 洗に 中る。 春 服旣に 成れ ども， 浴 折の 心を絕 ち、 芳林 正に 華 

ひらけ ども- 踏 靑の樂 しみ を 忘る。 閬を 閉ざして 書を讀 み、 獨り晝 長き を 喜び、 

客 を 謝し 事 を 省きて、 幸に 世の 囂しき を脫 る。 下浣の 初め •■ 念 一 の 夕、 父兄 親戚 

同じく 一堂に 會 して 復た舊 業 を 尋ね、 爱に劄 記を修 して、 歲 月日 を 記し、 千 萬 年 

に傳 ふ。 二十 一 回猛士 自ら 題す。 

吿 子上篇 

此の 篇性善 を 論ずる こと 詳 かなり。 孟子 平日の 議論 皆 是れを 根本と す。 程 子 云 はく、 

「性 善の 論、 前聖 未だ 發 せざる 所」 と。 然れ ども 性 善の 字 は 誠に 孟子に 始まれ ども、 

其の 義は 前聖 已に是 れを發 す。 易の 蘩辭傳 に 「一 陰 一陽、 之れ を 道と 謂 ふ。 之れ を繼 

ぐ もの は 善な り。 之れ を 成す もの は 性な り」 と。 詩の 蒸民 篇に 「民の 彝を秉 る、 是の 
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政道下单^^第っ？5へ 
等 • ゆ 者 ^ニ じ 十リ 

を *  « ^    35 八 
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^德を 好む」 と。 書の 康誥篇 に 「天 ぎれ 我れ に與ふ 民の Jff と。 論語に 「「んー の 生く る 

や 直し」、 又 「件 相 近し」 と 云 ふ 類、 皆 性 善の 義 にして、 前聖 已に發 する ものな り。 一 f 好 

^^sss. 然れ ども 性 善 を 以て 專ら敎 の 根本し」 する は 赏に子 S さ 始まり、 孟子 

に 成るな り。 中 の 開卷に 「天命 之れ を 性と 謂 ふ、 性に 率 ふ 之れ を 道と 謂 ふ、 道を修 

むる 之れ を 敎と謂 ふ」 と 云 ふ は、 明かに 孟子の 本づく 所な り。 故に 孟子の 學 は先づ 5：： 

善を認 むる を 以て 本と す。 四 端の 說 •  ^子 入 井の 說. 乞 人 も ：5 しとせ ざるの；^、  ^性 

善を認 むる の 術な り。 ^も 性 善 を 認め 得ば 是れ より！ f 養して 德を 成す に 至るべし e 余 

贫て 聞く こと あり。 人性 は卽ち 天理な り。 天理 は惡 なし。 故に 性？ カーに 惡ぁ、 りんや。 且 

つ 天地 を 以て 論ずる に- 天 は 碑 あるの みに て 地 は善惡 混ず。 何と なれば、 ：大は 唯一 の 

太 ？1 ありて 萬 物を發 育生 長す るの み。 g まほ。 の 若し 太 El なくん ば、 .刚 極の 下の 如く 

不毛、 人物の 生育 を遂 ぐる こと 能 はず。 地^く 太^の 氣を 受けて、 ず：； 物を發 育生 長す。 

若し 地な くんば、 太陽 ありと 雖も、 發 育生 長すべき 樣 なし。 1^5。 の 然れ ども i^- の 水 

旱- 飢條. 疾疫、 皆 地 氣の然 らしむ る 所に して、 I 她 J の 天は覼 す。 匪 3 纏 


S 公孫 丑 

上 亡 ハ^ 參 

照 

(五) 00 

(六) 

十^ 


(七) 00^ 

七. _ 長 藩の 體 

0,  W 倫 ^果 

となる 〔關 

Is 


なきの 說 あり、 其の 意 大略 斯 くの 如し。 然れ ども 今 右 n なしい^ め-^ ぼ 午； ハ. ；.； f_ こ U 能 は ゆ。， f3  I^でを"《て^i善を_?-2 

に 其の J1 さ-失する こと ある も 知る ベから す。 又 其の 說み ー偷む を 欲せす 故に 只 だ 曾て 聞く と云气 i  - おき uwl 

むべ し。 人に 形氣 ある は譬 へば 地の 如し。 故に 耳目 口 鼻 あれば 聲色味 臭の 欲 あり、 手 

足 あれば 安逸の 欲 あり。 試みに 耳目 口 鼻 手足 を 除きて 自ら 省みば 性 善 自ら 顯 はるるな 

り。 已に性 善 を 知らば、 是れを 施す もの は 叉 耳目 口 鼻 手足に 依らざる はなし。 故に 性 

は 純 善に して、 形氣に 至りて は善惡 混ず。 然れ ども 形氣を 去りて は 性 善の 功 用 をな す 

こと 能 はず。 猶ほ天 は 純 善に して、 地に 至りて は善惡 混ず。 然れ ども 地 を 去りて は 天 

の 功 用 をた す こと 能 はざる が 如し。 嗚呼、 世人 形氣を 離れて 性 善を認 むる こと をせ ず 一 

故に 忠孝 も 仁義 も 皆駭雜 にして 純粹 ならず。 一 度忠心 起れ ども 忽ち 利欲の 念に 奪 はれ" 

一 度 義心 起れ ども 忽ち 毀譽の 間に 蔽 はる。 何ぞ 深く 性 善の 地に 思 を 致さざる や。 

首章 

吿子 曰く、 「性 は 鐘ほ杞 柳の ごとし。 義は猶 ほ 梧棬の ごとし。 人の性を：^て仁義を爲すは、 0 

ほ杞 1|§ 捲 をつ f がごと し」。 i;?|SSS お S ヰ 。を 孟子 曰く、 「子 は 能く 

杞 柳の 性に 順 ひて 以て 括 捲を爲 るか。 將た杞 柳 を践賊 して、 而る後に2^て搭棬を爲るか。 如し 

講孟餘 話  二八 三 
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將に杞 柳 を^ 賊 して 以て 1^ 检を爲 ると せば、 則ち 亦 將に人 を戕賊 して 以て 仁義 を爲 さん」，， する 

か。 天下の 人 を 率ゐて 仁義に 禍 する もの は 必ず 子の 育なる かな」 と。 

0 性 は 猶ほ杞 柳の ごとし。 

第二 章 

吿子 曰く、 「性 は 潜ほ瑞 水の ごとし。 これ を 東方に 決すれば 則ち 東に 流れ、 これ を 西方に 決す 

れば 則ち 西に 流る。 人の 性の 善 • 不善 を 分つ ことなき や、 摘 ほ 水の 東西 を 分つ ことなき がごと 

し」。 孟子 曰く、 「水 は 信に 東西 を 分つ ことなき も 上下 を 分つ ことな からん や。 人の の 善なる 

は、 適 ほ 水の 下き に 就く がごと し。 人 不善 あるな く 水 下らざる こと あるな し。 今 |<れ 水 は ^ ち 

て 之れ を 躍ら さば 薪 を 過ぎ しむべく、 激して 之れ を 行ら ば 山に 在ら しむべし。 是 れ^に 水の^ 

ならん や。 其の 勢 則ち 然るな り。 人の 不善 を爲 さしむべき は、 其の 性 亦 瘕ほロ 一;^ くの ごとし」 と。 

〇 性 は 猶ほ湍 水の ごとし。 

第三 章 

吿子 曰く、 「生 之れ を 性と 謂 ふ」。 、人 ぼ f す" 所 ほ も， して 一 5。  ？の性 |?-- と 

一 - =!B 後 lew は； 1 し 力ら すと^ も、 然ゎ ども 其の. は此に 外なら す。 近世 佛氏 

一ず お „li 似^" 孟子 曰く、 「生 之れ を 性と 謂 ふ は、 滴 ほ 白 之れ を 白と 謂 ふが ごとき か」。 H 


參ニ 

第 
六 
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く、 「然 り」。 「白羽の 白 は猶ほ 白雪の 白の ごとく、 白雪の 白 は猶ほ 白玉の 白の ごとき か」。 曰く、 

「犬" り」。 r 然 らば 則ち 犬の 性 は猶ほ 牛の 性の ごとく、 牛の 性 は猶ほ 人の 性の ごとき か」 と。 

〇 生 之れ を 性と 謂 ふ。 

首章. 二 章、 意 同じ。 卽ち下 章の 「性 は 以て 善を爲 すべく、 以て 不善 を爲 すべし」 の 

。、 V  0  row ち狀^ する の！ T 孟子 碎を 以て 是れも 1 折く のみ。 吿子 5- 柳の 喻、 實に戕 哉の 意 あるに 非す。 C 朱 P 荀子性 惡の說 

意な り 琉 纂に SK?_1 お" の" C 恐 f は吿 子の 本意に 非す。 f の 意、 杞 柳の 喻、 瑞 水と 少しも f こと 

は。 朱 子、 生 之れ を 性と 謂 ふ を 以て 吿 子が 誤の 根本と す。 甚だ 妙な り。 吿子、 終始 形氣 

の 上に 就いて 云 ふ。 故に 善惡 混じ 善惡爲 すべきの 處を 知る のみ。 是れ 空論に 非ず、 皆 

實事を 論ずるな り。 但だ 其の 指す 所異 るの み。 而 して 後人 吿 子の 餘 緖を繼 ぎて、 孟子 

を辨駭 する 者 あり。 多く は 粗 鄙に して 精 察を闕 く。 叉 孟子の 說を皇 張して 更に 虚空の 

高論 をな す あり。 皆 深く 論ずる に 足らず。 余 謂へ らく、 性 善の 義を 知る は、 精 思と 切 

思と を耍 とす。 今 一義 を 行 はんと 欲す。 此の 初 念 卽ち性 善な り。 已 にして 名利 便 安の 

念、 是 れに繼 ぎて 紛 生す。 是れ皆 形氣の 欲な り。 形 氣の欲 を 破し 去りて、 性 善の 本 根 

を 滿 養せば、 何の 義か行 ふべ から ざらん。 是れを 精 切の 思と 云 ふ。 今 如何なる 田夫 野 

講孟餘 話  二八 五 


講孟餘 話  二八 六 

老と雖 も、 夷狄の 輕侮を 見て 憤懣 切齒 せざる はなし。 是れ性 善な り。 然れ ども^々 た 

る 征夷 大將 軍より、 列 國の諸 大名より、 慕府の 老中 • 諸 奉行より、 諸家の 家老 • 川 人 

より、 皆 身 を 以て 國に殉 じ、 夷狄 を掎荡 する の處 置な き は何ぞ や。 共の 智 田夫 野老に 

及ばざる に 非ず。 唯 だ 田夫 野老は 傍観の 者に て 性 善の 儘な り。 將軍 • 大名. 老中. 奉 

行 杯 は、 形氣の 欲に て 性 善を蔽 はるる たり。 初 念 素より 國を 愛へ 夷を疾 むの 心なき に 

非ず。 仍だ 戰爭に 及ばば、 姬妾數 百 千 人 何れの 地に 置かん か、 珍 玩奇器 何れの 地に 藏 

せんか、 屮 冑の窮 3^: は 紹蒲團 の 安穏に 如かず、 兵粮の 粗糲は &の滋 美に 如かず。 扨 

て 又 今 十 年せば 吾れ も 亦秩祿 幾許 を 進む ベ し、 今 五 せば 吾れ も 亦 金お 幾許 を奋 ふべ 

し， 家- を 改造 せん、 園 池 を 修築 せんと 云 ふ 類、 一 々其の 意-は を 筆記せば、 酏^: :::：： ふ 

に堪 へず。 而 して 皆 形氣の 欲な り。 唯 だ 形 氣の欲 あり。 故に 堂々 たる 高贵 にして、 E 

夫 野老に 及ぶ こと 能 はず、 國を愛 へ 夷を疾 むこと 能 はず。 是を 以て 性 善の 味 を 知る ベ 

し。 或 ひと 疑 ふ、 性 善と 云へ ども、 形 氣の欲 も 亦 性に 非ず や、 55、 と、 |?§?gf:5S お？ Si 

Si 且つ 國を： 愛へ 夷を疾 むの 心 は、 形氣に 21 るに 非ざる か。 さは nss^w 余 云 


はく、 是れ 何の 言ぞ や、 汝 自ら 精 思 切 思せ よ。 耳 ni 口 鼻 手足な くば、 何れより 聲色" お 

臭 安逸の 欲 を 生ずる か。 耳目 口 鼻 手足な き 時 は、 國を 憂へ 夷を疾 むの 心 は 起らざる か。 

s^sssass ひ鮮 き； -5Ksf£ss 。り、 汝が 如き 者眞に 所謂 粗 鄙 虚空の 人に て、 孟子の 所謂 仁 

義に禍 する 者なる かな。 

右三 月 一 一十一 日 

第 四 章 

告子 曰く、 「食. 色 は 性な り。 仁は內 なり、 外に 非ざる なり。 義は 外な り、 內に 非ざる なり」。 

孟子 曰く、 「何を2^て仁は內、 義は 外と 謂 ふか」。 曰く、 「彼れ 長 じて 我れ 之れ を 長と す、 我れ 

に 長 あるに 非ざる なり。 適 ほ 彼れ 白に して 我れ 之れ を 白と する がごと し、 其の 白に 外に 從 ふな 

り。 故に 之れ を 外と 謂 ふなり」。 曰く、 「馬の 白 を 白と する は、 2^て人の白を白とするに異るこ 

となき なり。 識ら ず、 馬の 長 を 長と する は、 3^ て 人の 長 を 長と する に異る ことなき や。 且つ 謂 

へ、 長ず る もの 義か、 之れ を 長と する もの 義 か」。 曰く、 「我が 弟 は 則ち 之れ を 愛し、 秦 人の 弟 

は 則ち 愛せざる なり。 是れ 我れ をお て 悅を爲 す ものな り。 故に 之れ を 內と謂 ふ。 楚 人の 長 を 長 

とし、 亦 我が 長 を 長と す。 是れ長 を 以て 悅を爲 す ものな り。 故に 之れ を 外と 謂 ふなり」。 曰く、 

講孟餘 話  二八 七 、 
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「秦 人の k を脊 むは、 ！^て吾が炙を耆むに異ることなし。 夫れ 物 も 則ち 亦 然る もの あるな わ A 

然 らば 則ち 炙 を 耆むも 亦 外に あるか」 と。 

〇 仁 は 5： なり、 外に 非ざる なり。 義は 外な り、 5： に 非ざる なり。 

義 外の 說、 其の 非なる こと 孟子 已 に明辨 す。 復た說 を 待たず。 然れ ども 支那 人 露に 

外の 非た る を 知らず。 故に 眞に 君臣の 義を 知らず。 余 を 以て 是れを 見る に、 仁雜 同根 

にして、 遇 ふ 所に E りて 名 を 異にする のみ。 父子に は；： と 云 ひ、 ほと 君 ほに 

は 義と云 ふ、 其の 實は 一 心より 流出す る 所な り。 凡そ 人臣た る 者 * 未 生の 前より 君 

に 生長し、 一 衣 一食より、 一田 ー艇 より、^ 恩に 非ざる はな L。 況ゃ其 ：祿 高位 を 

世々 にす る を や。 身 體髮腐 父母の 賜 ふ 所と 云へ ども、 父母 組考 より 皆 ^恩に 生長す る 

所 なれば、 Im より 踵に 至る 迄、 皆 君の 物に 非ざる はなし。 m 口して 此の， せ 根本の 來山 

を 思へば、 感激の 心 悠然として 與り、 報 效の心 勃 乎と して 生ず。 一身 を 水.^ に 投じ、 

鋒鏑に 嬰り なば、 吾が.^ を錄： ぐべき か、 直諫 極論 面 折廷爭 せば、 吾が 罪 をお かるべき 

そ ぞ 

かと、 誠心 坐ろ に已 むこと 能 はず。 此れ 卽 ち^な り。 此れ 卽ち 仁な り。 而 して 君臣に 


は 故ら に 是れを 義と云 ふ ものに、 特に 其の 尊卑 懸隔に して， 親愛 父子の 如き を 得ざる 

を 以て 義と稱 し、 是れが 宜しき を 制する のみ。 吾が 友人 某なる 者膽氣 ありて 酒 を 使 ふ。 

せて：：： i 戸に 在りて 一 酒樓 に大會 痛飲し、 懷 慨の餘 大いに 酗す。 其の 僕 年 七十 餘の 老翁 

にて、 某の 未だ 生れざる より 巳に 家に 僕た る 者な りしが、 痛哭して 云 はく、 吾が 主 公 

たたり 

平日 彼れ が 如く 狂暴なら ず、 唯 だ 酒の み 祟 をな すと て、 悲感坐 を 動かせし こと あり。 

余 今に 至りて 之れ を 忘る る こと 能 はず。 是れ 吾が 皇國人 固有の 忠義に て、 古より 忠臣 

義士の 心 是れに 過ぎず。 老僕の 主人 を發 ふる は >  卽ち 其の 子 を 親愛す るに 異る ことな 

し。 是れ 仁な り。 只 だ 主人 なれば 痛哭す るの みに して、 其の 子 を呵叱 罵詈す る 如くな 

る こと を 得ず。 是れ義 たる 所以な り。 支那 人 は然ら ず。 君臣 は義を 以て 合 ふと 云 ひて、 

道 合へば 服從 し、 不可 なれば 則ち 巳む。 三諫 して 聽 かざれば 其の 國を 去る。 魯人 にし 

て 楚國に 仕 ふる も 可な り、 鄒人 にして 齊國に 仕 ふる も 可な り。 然 れば義 內と 云へ ども、 

仁義 同根 の 眞義を 知らず と 云 ふ ベ し。 

第五 章 
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孟 季子、 公都 子に 問 ひて 3：  く、 「河 を 以て 義は內 と 謂 ふか」。 闩 く、 「吾が 敬 を 行 ふ、 故に 之れ 

を 內と謂 ふなり」。 「鄉 人、 伯兄より 長ず る こと 一歳なら ば、 則ち 誰れ を か 敬 せん」。 ：= く、 「兄 

を 敬 せん.」。 「酌まば 則ち 誰れ を か 先に せん」。 曰く、 「先 づ鄕 人に 酌まん」。 「敬す る 所 は 此れに 

在り、 長と する 所 は 彼れ. に 在り。 果して 外に 在り、 內に 巾る に 非ざる なり」 と。 公都 子 答 ふる 

能 はず、 以て 孟子に 吿ぐ。 孟子 R く、 「叔父 を 敬 せんか、 弟 を 敬 せんか」。 「彼れ 將た 叔父 を 敬す 

と 曰 はん」。 曰く、 「弟 尸たら ば 則ち 誰れ を か 敬 せん」。 「彼れ 將た弟 を 敬す と H はん.」。 ヌ >：：： へ、 

惡んぞ 其の 叔父 を 敬す るに 在る やと」。 「彼れ 將た 位に 在る が 故な りと HI はん」。 「户 亦：： へ、 ^ 

に 在る の 故なら ば 、鞭の 敬 は 兄に 在り、 期須の 敬は鄉 人に 在りと」。 季子 之れ を 聞 きて 闩く、 「奴 

父 を 敬 すれば 則ち 敬し、 弟 を 敬 すれば 則ち 敬す。 果して 外に 在り、 內に. m るに 非ざる なり」。 公 

都 子 曰く、 「冬日 は 則ち 湯 を 飲み、 夏日 は 則ち 水 を 飲む。 然 らば 則ち 飲食 も 亦 外に 在る か」 と。 

〇 吾が 敬 を 行 ふ、 故に 之れ を 內と謂 ふなり" 

此の 一 語 至れり せり。 卽ち 前章 長ず る も の^か、 之れを長とするもの^^-かのず：にし 

て、 更に 親切 を覺 ゆ。 吾 敬の 二字 尤も 眼 n なり。 敬の 心眞に 吾が 胸中より 沛然 流出し 

て、 外より 來る. ものに 非ざる を 知るべし。 君に：？ し 神に 化. ゆし {负 を 見る の 時， 吾が 敬 心 


は內 より 起る か、 外より 來 るかと 思惟 すれば 自ら 明かな り。 此の 一 句 だに 明かなら ば、 

義內 の說に 於て 復た疑 難 ある ことなし。 前章の 白馬の 白 • 長 人の 長. 秦 人の 弟 • 楚人 

の 長 • 秦 人の 炙、 及び 此の 章の 鄕人 • 伯兄 • 叔父 • 湯水、 皆 枝葉の 論に て 治む るに 足ら 

ず。 凡そ 書 は 肯綮 を 得る を 貴ぶ。 肯繁を 得ず して 雜博 なれば、 本意 益 J 暗む ものな り。 

第 六 章 

公都 子 曰く、 「吿子 は 性 は 善 もな く、 不善 もな しと 曰 ひ、 或 ひとは 性 は 以て 善を爲 すべく、 以 

ごお、 の 文 て 不善 を爲 すべし、 是の 故に 文 .武 興れば 則ち 民 善 を 好み、 ^に厲 興れば 則ち 民 暴 を 好む と 曰 

へ の幽 ひ、 或 ひとは 性 善なる もの あり、 性 不善なる もの あり、 是の 故に 堯を ：x て 君と 爲 して I) あり、 

暴 瞽艘を 2? 父と 爲 して 舜 あり、 衬を 以て 兄の 子と 爲し 且つ Z? 君と 爲 して、 微子啓 • 王子 比 干 

^一 L) と ありと 曰 ふ。 今、 性 善な りと 曰 ふ。 然 らば 則ち 彼れ は 皆 非なる か」。 孟子 曰く、 「乃ち 其の 情に 

敎頃 R のに  したが 

暴戾な 若へば 則ち 以て 善を爲 すべし、 乃ち 所謂 (性) 善な り。 若し 夫れ 不善 を爲す は才の 罪に 非ざる な 

比翅ほ り。 註 y は g ほ； S の ご。 とし。 人の 能た なり。 人に 是の性 あれば 則ち 是の才 あり。 性旣に 善な If  、i^yA5nJO 

^ジ  1"  れば 則ち 才も亦 善な り。 人の 不善 を 爲すは 乃ち 物欲 陷溺 して 然るな り、 其の 才の 罪に 非す。 W 隱の、 も は 人 皆 之 

れ あり。 羞惡の 心 は 人 皆 之れ あり。 恭敬の 心 は 人 皆 之れ あり。 是非の 心 は 人 皆 之れ あり。 惻隱 

の 心 は 仁な り。 羞惡の 心は義 なり。 恭敬の 心 は 鰭な り。 是非の 心は智 なり。 仁義 禮智は 外より 

講孟餘 話  二 九 一 
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我れを^^るに非ざるなり。 我れ 固より 之れ を 有 •  するな り、 思 はざる のみ。 故に：： く、 求 むれば 

則ち 之れ を 得、 舍 つれば 則ち 之れ を 失 ふと。 或は 相 倍徙， 'て算 なき^は、 14^ の才を 避す 能 は ざ 

に、) J!,i- る なり。 詩に 曰く、 天の 蒸民 を 生ずる、 物 あれば 則 あり。 民の 夷 を る や、 是の認 i を 好む 

と。 孔子 曰く、 此の 詩 を 爲れる 者 は、 其れ 道 を 知る かと。 故に 物 あれば 必ず 則 あり。 の！？ \ド 

i ら^、  .>olay>^"SK.>dtfJ-  to 註。 (前 if)  ge. ナ 曰く  (中 if)  ！ X 曰く、 性を^1じて氣をぉぜ-されば^は：>す 

輩る <  ぁ に是ジ 5ssfe を ift+t と 氣, で 論じて 性も^ ぜ ざれ ば£ かたらす。 之れ を 二つに す，；； は 則ケ- せた. た！ - 

張.^ 曰く、 形 ありて 後に 

氣 質の 性 あ h -。 (後略) 

0 乃ち 其の 情に 若へば 則ち 以て蕃 を爲 すべし、 乃ち 所謂 善な り。 若し 夫れ 不善 を爲す 

は才の 罪に 非ざる なり。 

孟子の 性 善 を 論ずる、 此の 二 句 あるの み。 然れば ^^： をな す は 件なる ベ けれども、 不善 

を 爲すは 何 を 以てた すか、 遂に 人力い 明せ ず。 且つ 情 は 性の 動に して、 立： 怒」！ 樂の發 して 

節に 中る は、 中^の 所謂 和に して、 卽ち 孟子の 所謂 善な り。 然れ ども.^ は 節に 中らず 

んば、 和に 非ず、 善に 非ず。 然れば 情 は 善 をな すべきの みに 非ず、 又 不碎を もな すべ 

し。 是に 於て 程 子 曰く、 性 を 論じて 氣を 論ぜ ざれば 備 はらず と。 •= ^子：： く、 形 ありて 

後に 氣 質の 性 ありと。 氣 質の 說與 りて より 孟子 性 # の說 初めて 礙る 所な し。 備 はれり 


^^ip^  . と 云 ふべ し。 然れ ども 是に 於て 孟子と 程 • 張と 學問 優劣 ある を 知るべし。 程 • 張は議 

論 上の 事に て、 孟子 は事實 上の 敎 なり。 孟子の 人を敎 ふる、 始終 人の 性 善 を 引 起す こ 

と を 主と す。 故に 一 人 あり、 孟子に 謁し 性 惡と云 ふ 者 あれば、 孟子 敎 へて 云 はく、 r 汝 

惻隱の 心 はなき か」。 云 はく 「あり」。 云 はく  r 是れ 仁な り」。 「汝羞 惡の心 はなき か」。 

云 はく 「あり」。 云 はく 「是 れ義 なり」。 「汝 恭敬の 心 はなき か」。 云 はく 「あり」。 云 

はく  r 是れ禮 なり」。 r 汝 是非の 心 はなき か」。 云 はく 「あり」。 云 はく 「是 れ智 なり」" 

r 汝已に 仁義 禮智を 具す。 是れ性 善に あらず や」。 其の 人 若し 好貨 • 好色 • 好 樂と云 へ 

ば、 衆 と共にす るの 良心 を 引 起し、 大欲 ありと 云へば、 心に 快き かと 云 ふ。 故に 孟子 

の 前にて 性惡を 主張す る 者 ありと も、 其の 人々 に 就いて 其の 本然の 良心 を 引 起さる る 

故、 絶えて 性 惡の說 を 云 ふに 暇 あらず。 孟子の 人を敎 ふる 斯 くの 如し。 程 • 張に 至り 

5 しろ だて 

て は 孟子 を 後 立に して、 苟卿 *揚 雄. 韓 愈の 徒と 難 を 構 ふるのみ。 其の 說愈  >備 はり 

て 其の 實愈. ^疎たり。 故に 孟子の 書 を讀む 者、 眞に心 をぎ に 留め 議論に 渉らず、 只 だ 

事 實を學 ぶべ し。 先づ 己れ の 性 を眞に 善と 篤信し、 良心の 發見、 惻隱 • 羞惡. 恭敬 • 
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是非 等 を擴充 し、 或は 物欲 邪念 起る こと あらば 速 かに- R 心 を.：？： ね來 り、 其の C ら安ん 

じ 自ら^き 所 を 求め、 悔齐 のな き 如くすべし。 人を敎^^するに於て亦然り。 然ると き 

は 件：. の 外 復た氣 質の 說 を^る ことなし。 

右三 月 一 一士 一日 

^七 章 

孟子 曰く、 富歲 には子 弟 頼 多く、  W 歳 には子 弟 暴 タ> し。 天の 才を 降す こと 爾く殊 なる に 非ざる 

なり。 其れ 其の 心 を陷溺 せし むる 所以の もの 然るな り。 今 夫れ IS 麥 種を播 きて 之れ を 接 ふ、 其 

の 地 Ei: じく、 之れ を樹 うる 時 も 又 同じければ、 浮 然として 生じ、 日" 4^ の 時に せりて if:: 孰； せん。 

ひ やう  やしな ひ  ひと 

同じから ざる ありと 雖も、 則ち 地に 肥曉 あり、 雨露の 養、 人事の 齊 しから ざれば なり" 故に 凡 

そ 類 を 同じう する もの は、 擧 相似たり。 何 ぞ獨り 人に 至りて 之れ を 疑 はん。 人 も 我れ と 額 を 

同じう する 者な り。 故に 龍 子 曰く、 「足 を 知らず して 履 を爲る も、 我れ 其の 费と ならざる を 知 

る」 と。 履の 相似た る は 天下の 足 同じければ なり。 口の 味 ひに 於け るゃ问 じき あり。 易 ik- は 

先づ 我が 口の 寄む 所 を 得た る 者な り。 如し 口の 味 ひに 於け る、 其の 性 入と 殊 なること、 犬馬の 

我れ と 類を问 じうせ ざるが 若くなら しめば、 則ち 天下 何の 脅 か、 比，：： 易 ik- の 味 ひに 於け るに 從は 


んゃ。 味 ひに 至りて は 天下 易 牙に 期す。 是れ 天下の 口 相似 たれば なり。 惟 だ 耳 も亦然 り。 聲に 

へ 三) B の 平 至りて は 天下 師曠に 期す。 是れ 天下の 耳 相似 たれば なり。 惟 だ 目 も亦然 り。 子 都に 至りて は 天 

公の 時の 人。  かほよ き 

音律 を審 かに 下 其の 姣を 知らざる なきな り。 子 都の 姣を 知らざる 者 は 目な き 者な り。 故に 曰く、  口の 味 ひ 

に 於け る や 同じき 耆 あり。 耳の 聲に 於け る や、 同じき 聽 あり。 目の色に 於け る や、 同じき 美 あ 

男 を 以て 聞り り。 心に 至りて は攝り 同じく 然り とする 所な からん や。 心の 同じく 然り とする 所の もの は何ぞ 

や。 謂 はく 理 なり、 義 なり。 聖人 は先づ 我が 心の 同じく 然り とする 所 を 得た るの み。 故に 理義 

の 我が 心 を悅 ばす は、 5«r の 我が 口 を悅 ばす がごと し。 

しと。 此の 語 親切に して 味 あり。 須 らく 實に琿 義の心 を ばす こと- 

眞に猶 ほ^ 蒙の ロを悅 ばす がごと きも 體察 得して 始めて 得べ し。 

〇 富 歳 には子 弟賴 多く、 凶歳 には子 弟 暴 多し。 天の 才を 降す こと 爾く殊 なる に 非ざる 

なり。 其れ 其の 心 を陷溺 せし むる 所以の もの 然るな り。 

此の 章、 人性 皆 善、 聖人 も 我れ と 類 を 同じう する 者なる を 論ず。 但し 此の 一節 叉 以て 

政 をな すの 耍をも 悟るべし。 孟子 曾て 云 はく、 「民の 道た る や、 恆の產 ある 者 は恆の 

心 あり。 伍の 產 なき 者 は恆の 心なし。 苟も te の 心なければ、 放 僻 邪佟、 爲 さざる なき 

あみ  ， 

のみ。 罪に 陷 るに 及んで、 然る 後に 從 つて 之れ を 刑す。 是れ民 を 罔す るな り。 B んぞ 
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仁人 位に 在る ありて、 民 を 罔す る こと を 而も 爲 すべ けんや」。 ssgMgis ム I ほほ：； 力 

又 云 はく， 「聖人の 天： 卜 を 治む る、 ^粟 あ る こと 水.^、 の 如から しむ。 ^.0- 水火の 如く 

にして 而 して 民. おん ぞ 不仁なる 者 あらん や」 ^ と。 =: 疋れ 等の 語と 其の^ 相 通ず る 

なり。 孔子の」 化 -富. 敎、 孟子の 五 畝の^  •  k^igs 田： E 序 學校、 乂^: ：: えれ と &へ考 

ふべ し。 此の 論 具 さに 梁 惠王篇 等に 見 ゆ。 

〇 謂 はく 理 なり、 義 なり。 

此の 一 句几：^れ全^の_5^^|^する處なり。 心 を 付くべし。 

〇 理義の 我が 心を悅 ばす は、 祸ほ！^^^の我が：！を悅ばすがごし-し。 

程 子：： く、 此の 語 親切に して 味 あり。 須 らく 實 に理義 の 心を悅 ばす こと， 3^ に祸ほ 

§ ^の！：： を悅 ばす がごと きを 體察 得して 始めて ^べしと。 余 謂へ らく、 本文 • 程 説- 並 

びに 親切と 云 ふべ し。 試みに 余が 體察 得する 所を說 かん。 余 理雜に 於て 阆 より^へ て 

0 ら 得る 所 ありと 云 はず。 然れ ども 好んで 書を讀 み、 最も 古 #=忠 ぼ . 孝子 • 雜 人 • 烈 

の 事を悅 ぶ。 朝起きて より 衣寢 ぬるまで、 兀々 孜々 として 且つ |ぽ み 且つ 抄し、 或は 


fK)  S 語述 
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感じて 泣き、 或は 喜びて 躍り 1 自ら 一 匕 むこと 能 はず。 此の 樂 しみ 中々 他に 比 絞すべき 

もの ある を覺 えず。 况ゃ 更に 良友 を 得て 獎勵切 礎し、 肝膽を 吐露し、 互に 天下の 大計 

を 論じ， 身 を 以て 大難 至 險に當 らんと する に當 りて、 滿 心の 偸 快 比すべき ものな し。 

此の 樂 しみ 到る 所 居る 所 吾れ と相隨 はざる はたし。 過ぐ る もの は 追 思して 之れ を樂し 

み、 來る もの は豫算 して 之 f 樂 しむべし。 今 美 肉嘉看 ありと 云へ ども、 ー飽 の餘復 

V- いかう 

た 顧みる に 意な し。 麥 鈸茱囊 と 云へ ども、 一 日 三食 すれば 復た 求む る ものな し。 且つ 

理 義の樂 しみ 胸中に 充？ S する に 方り て は、 孔子の 所謂 肉の 味 を 知らざる 如き もの あり ^ 

蓊し飢 ゑて 食 を 忘れ、 渴 して 飮を 忘れ、 寒して 衣 を 忘れ、 寢 ねて 寐を 忘る る 者、 是れ 

より 甚 しき はなし。 是れ 余が 自心體 察 得する 所な り。 故に 余斷 じて 云 はく、 理義の 我 

が 心を悅 ばす は！^ 祭の 比すべき に 非ず と。 

余 此の 章 を 講ずる に當 りて、 從弟毅 甫も亦 坐に あり。 余 顧みて 云 はく、 聖人と 我れ と 

類 を 同じう する 者の 義を 瑜れり や。 往時 大島 郡に 巨人 あり、 聲 名大い に噪 ぐ。 又 林 百 

非 翁 は 極めて 短 人な りし。 然れ ども 試みに 二人 を 比 絞して 見るべし。 巨人 とても 百 非 
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翁の 長に 倍す るに は 至る まじ。 是を 以て 類 を 同じう する 者の 大 異なき を：^ るべ し。 長 

臣太 の雄才 大略、 古今 一 人と 稱す。 然れ ども 亦譬 へば：：：： 人の 如きに 過ぎず。 今 吾が 

^卑琪 と 云へ ども、 亦譬 へば 百 非 翁の 短の 如きの み。 然れば 太^の 卞 ばに は 及ぶべし。 

而 して 余が 如き は 常に 謂へ らく、 太 天子の 關 n し-なり、 天下の 牧；^ を 率ゐ、 •  ぼかに 

能く 朝^ を 接り 朱 明 を 震 ふの み。 且つ 其の 身 一 たび 沒し 功卽ち 終す。 余 をして： ：4 を 5!： 

せしめば、 朝 ii- 支那 は 勿論、 滿洲 • 蝦夷 及びな！^ 斯多 辣理を 定め、 其の 餘は 後人に W 

めて 功名の 地と なさし めんの み、 如何 如何し-。 毅^ 大いに ズふ。 

第 八 章  - 

孟子； I く、 牛 山の 太 嘗て 美な りき。 其の 大國 に郊 たる を 以て や、 斧斤 之れ を ぼる。 以て 美と な 

すべ けんや。 是れ 其の 日夜の 息 ふ 所、 "雨露の i13 所、 i ゥ is 生ずるな きに 非ず、 牛 羊乂從 つて 

之れ を牧 す。 是を 以て 彼の 若く 濯々 たるな り。 人 其の 濯々 たる を 見る や、 以て 未だ 審て材 あら 

ずと なす。 此れ 豈に 山の 性な らん や。 人に 存 する ものと 雖も、 豈に 仁義の 心なから んゃ。 其れ 

其の 良心 を 放つ 所以の もの、 亦赭ほ 斧斤の 木に 於け るが ごときな り U  niv に 之れ を 伐る。 以て 

美と 爲 すべ けんや。 其の 日夜の 息 ふ 所、 平且 の氣、 其の1£|^^と相近きも2はほ#1,;|な"、 0 


たんち-つ  ま  こく まう 

ち 其の 旦晝 の爲す 所、 有た 之れ を梏亡 すれば なり。 之れ を抬 して 反覆 すれば、 則ち 其の 夜氣： J 

て存 する に 足らず。 夜氣 以て 存す るに 足ら ざれば、 則ち 其の 禽獸を 違る こと 遠からず。 人 其の 

禽獸 なる を 見る や、 而 して 以て 未だ 嘗て 才 あらず と爲す もの は、 是れ豈 に 人の 情ならん や。 故 

に 苟も 其の 養 を 得れば 物と して 長ぜ ざるな く、 苟も 其の 養 を 失へば 物と して 消せざる なし。 孔 

子 曰く、 「操れば 則ち 存し、 舍 つれば 則ち 亡 ふ。 出入 時な く、 其の 鄕を 知るな し」 と。 惟 だ 心 

つ |£  、  0 註。 (前略) 孟子 此の 夜氣の 說を發 す。 學 者に 於て 極 

グ！ tl-n 力 めて 力 あり。 宜しく 熟玩 して 之れ も 深 省すべき なり。 

〇 牛 山の. 木 嘗て 美な りき。 

牛 山の 喩に 就いて、 亦 山 を 春ら する の 術 を 知るべし。 徒らに 喩 とのみ 思 ふべ からず。 

方今 何れの 地に も 濯々 の 山 多し。 是れ亦 山の 性に 非ず。 嘆ず べき ことなり。 民政 家宜 

錢 しく 思 を 致すべし。 柳宗 元、 樹を 種うる こと を 問 ひて、 民 を 治む るの 法 を 得。 余 は 性 

文に あり を 論ずる の喩に 就いて、 山 を 蕃らす こと を 思 ふ。 小人 は 其の 小 を識ら ず。 笑 ふべき の 

み。 

〇 平 旦の氣 e 夜氣 以て 存す るに 足らず。 

朱 註に、 孟子 夜氣 の說、 學 者に 於て 極めて 力 あり。 宜しく 熟玩 して 之れ を 深 省すべき 
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なりと IK へり。 余 謂へ らく 夜 氣の說 は卽ち 浩然の 氣 f  l^s^i^T へ 5 を 養 ふの 手 を ド す 

工夫な り。 凡そ 浩然の 氣を養 はんとな らば、 先づ平 n: の 氣の淸 明に して、 未だ 外物の 

欲 を 交へ ざる 所 を 基本と して、 渐々 長 養すべし。 何となれば噪ぐs-は氣接れてt^:^す 

る 故、 靜 にして 清明なる 所 を 養 ふべ しとな り。 後儒靜坐等のェ夫も是れ等の^^^？に原づ 

き、 外物に 蔽 はれざる 所の 木 心 を 認め 出し 長 養 せんとな り。 然れども余^に又  一 ：^^ぁ 

り。 靜 鹿に 於て 木 心を認 むる、 固より 羊；： し。 又 動處に 於て 本心 を認 むる、 更に i^: し" 

或は 窨を讀 みて 意中の人に 遇 ひ、 意中の 事 を 見る か、 同志の 人 を 侍し 劇談^! する か • 

或は 風键を 冒し 山野 を ^渉す るの 類、 都て 吾が 心氣 カを發 動せ しめたる 後 は、 必ず^ 

浩勃 々 ？？？ 往鋭進 の 勢 察ぐ ベ か らざ るも の ぁ り 。 此 S ^！ょ り木心 を認め渐 々 長^す る も , 

亦是れ 一種の 手段な り。 實驗 して 其の 妙 を^るべし。 

〇 以て 朱 だ 嘗て 才 あらず と爲す もの。 

才の 字、 前の 第 六 章 「才の 罪に 非ざる なり」、 又 「其の 才を盡 す 能 はざる 者な り」、 m 

七 章 「天の 才を 降す こと 爾く殊 なる に 非ざる なり」、 及び 此の 才と、 皆同^！^にしてト 


能才藝 の才に 非ず c 說 文に 才を說 きて 云 はく、 「草木の 初めな り、 し 上 一 を 貫く  ir:! 

ふ、 將に 枝葉 を 一 地に 生ぜん とする たり」 と。 此の 説 を 以て 是れを 解す る、 甚だ 妙な 

はつげん 

り。 蓋し 所謂 才と は卽ち 性に して、 其の 發 見せん とする 所に 就いて 云 ふ。 草木の 初め 

て 枝葉 を 生ぜん とする が 如し。 故に 性の 發 して 情と ならん とする 所 を 指して  一 1^ ふなり。 

朱 註に は 「才 は猶ほ 材質の ごとし」 と 云 ふ。 是れは 六書 正譌に r 才は 木質な り、 地に 

註參 Si  か だ ど  ぶ 

在りて は 木たり、 旣に 伐り ては才 たり。 其の 枝 根 斬 伐の 餘に 象り、 木に 从 ひて く、 

^に 村に 作る は 非たり」. と あるに 依るな り。 然る 時 は卽ち 性の 材質に して、 性と 云 ふ 

と異る ことたし。 說 文の 說の發 生の 意 あるに 如かず。 

右三 月 二十 三日 

第 九 章- 

孟子 曰く、 王の 不智を 或 ふなき なり。 天下 生じ 易き の 物 ありと 雖も、 一 日 之れ を 暴めて 十日 之 

れを 寒さば、 未だ 能く 生ずる もの あらざる なり C 吾れ 見 ゆる こと も亦罕 なり。 吾れ 退きて (後) 

之れ を 寒す 者 至る、 吾れ 萌す こと ある も 如何せん。 今 夫れ 弃の數 たる 小數 なれ ども、 心 を專ら 
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にし 志 を 致さ ざれば、 則ち 得ざる なり。 弃秋は 通 國の弃 を 善くす る 者な り。 郭秋 をして 二人に 

弗を誨 へし めんに、 其の 一人 は 心 を專ら にし 志 を 致し、 惟だ弃 秋に 之れ 聽く こと を爲 す。 一人 

は 之れ を聽 くと 雖も、 一心に は 以 爲へ らく、 鴻^ ありて 將に 至らん とすと。 弓 繳を援 きて 之れ 

を 射ん こと を 思 ふ。 之れ と 俱に學 ぶと 雖も 之れ に 若かず。 是れ 其の IE の 若かざる が爲 めか。 闩 

く、 然るに 非ざる なり。 

うたが  あたた  や 

〇 王の 不智を 或 ふなき なり。 一 日 之れ を 暴めて 十 R 之れ を.^ I さば、 . ^だ 能く 生ずる も 

の あらざる なり。 

せっきよ しう 

此の 章の 義、 又滕文 公； 卜 篇第六 章、 莊嶽に 置く の 喩 .薛 居 州の 事と 併せ 考 へて 其の：？；^ 

に」 e 賁兄杉 . ^も 明かな り。 家兄 们敎云 はく、 人君た る も 亦 大艱と 云 ふべ. t。 群臣 數十 人 n^^w^ 

惟し， 何 か 一 事 君 公の 意に 投じ 歡に供 せんこと を 謀る。 少しく t ル &に顯 はるる もの あ 

れば、 小人の 逢迎 至らざる 所な し。 一 築造の 役、 ー玩 器の 製より チ 化色狗 に るまで、 

皆然ら ざる ことなし。 而 して 人君 坐ながら 其の 奉 承を受 くる、 凡 情に 在りて は 4 ^快と 

思 ふべ し。 而して5^然惑はざること我が今公の如きは、 實に剛 明の 資と ふ も 恐れ多 

きこと なりと。 家兄の 此の 說、 街の 太 宗謂ふ 所の 「人 主 は 惟 だ 一 心に して- 之^ を攻 


菌 5 

七 

章告 

參子 

BS 下 


むる 者 は 衆し。 或は 勇力 を 以てし、 或は 辯 口 を 以てし、 或は 詔諛を 以てし、 或は 姦詐 

を 以てし、 或は 嗜欲を 以てし、 輕湊 して 各.' 自ら 售 らんこと を 求む。 人 主 少しく 懈り 

て 其の 一 を受 くれば、 則ち 危亡 之れ に隨 はん。 此れ 其の 難き 所以な り」 の 意に して、 

蓋し 切に 時事に 感ずる 所 ありて 云 ふなり。 久保翁 亦 云 はく、 我が 今 公の 剛明 知るべし。 

茶道 某 云 はく、 公 深く 茶の湯 を 好み 給へ ども、 近來絕 えて 之れ を 麼し給 ふ。 蓋し 君 公 

一 たび 好み 給へば、 群 下 靡 然風從 し、 土民の 風 を 敗り 財 を 靡す る を惧れ てな りと。 鳴 

呼、 此の 種の 剛明、 古の 人君 絕 えて 無く， して 僅かに ある 所、 豈に 仰がざる ベ けんやと。 

余 此の 二 事に 感じて k へらく、 人 主の 難き 實に爱 にあり。 而 して 孟子 嘗て 云 はく、 

「吾が 君 能 はずと いふ、 之れ を 賊と謂 ふ」" 上 叉 云 はく、 「君の 惡を逢 ふる は 其の 罪 

大な り」 £と。 然れば 人 主 自ら 其の 心を淸 くし 欲 を 寡う し、 大罪の 賊 ありと 雖も、 乘 

ずる こと 能 は ざら しむる は 勿論 なれ ども、 亦 其の 大罪の 賊を誅 貴せ ずん ば、 此の 輩 何 

ぞ懲 るる 所 あらん。 國 家何ぞ 治平なる こと を 得ん や。 此の 說亦 以て 1 日 之れ を 暴めて 

十日 之れ を 寒す の說に 附考す ベ し 。 
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余 0^ ろ 一 母雞 をして 七 筒の 卵 を 育せ しむ。 初めて 伏してより、 今.， しに 十五-八 口、 大抵 

兩日問 一度 栖を 出で て、 水 少許を 飲み、 米粒 少許 を贫 ふの み。 其の 他 ポ：： となく、 未 

だ會て 少しも 放 過せ ず 。其の 專精斯 くの 如し。 余 必ず 其の 生ずる こと ある を 期す。 士 

大夫 道に 志し、 誠に 能く 伏 難の 卵 を 育す るが 如き を 得ば、 又何ぞ 其の 生ずる ことなき 

を 変 へん。 余幽闪 以來絕 えて 外事 ある ことなし。 一食 一 飲の 外、 唯だ讀 瞽 作文 を 以て 

命と す。 自ら 謂へ らく、 伏雞に 愧づる ことなし、 以て 生ずる こと ある を 期すべし し」。 

然れ ども 孟子の 暴む ると 云 ひ^すと 云 ふ は、 外形 を 以て 云 ふに 非ず、 .5： 心 を 以て：： -H ふ 

なり。 內心 ぺも存 せ ずん ば、 則ち 叉 一 心に 思ふ處 獨り鴻 $1 のみに 非ず。 是れ 自ら^ 察 

fer い =7 する 二ち るレ ょリ。 其の後 朔日、 七 卵 中^ かに  一^も 狀ふ のみに て、 六雞雜を^^^す。 今に至りて曰に盆.-,i^-:i- 

f  す。 母 難の 成功 彼れ が 如し。 吾れ 雞に對 する 毎に、 お S>H« 勵 せざる はなし。 七 =: 十九 日. 記す。 

〇 亦 秋 をして 二人に # を^ へ しむ。 

二 1?M 此の 喩 甚だ 的 切なり。 搏三 反復して 以て 志 を 動ます べし。 韓文 公の r 符， 窨を： い E に 

の： iT 古 文 S  ：:  し 

I 紫に？ 讀む」 の 詩に、 「刚家 各.' 子 を 生まん に、 提孩 まで は 巧 相 如く」 云々 と ある は、 平ぶ 

と學 ばざる とに 就いて、 初めは 同様なる 人物の 一 は 龍と なり、 一 は^^となることを云 


ふ。 此の 喩は 同じく 學 ぶに 就いて、 心 を專ら にす ると 否らざる とに W! りて、 一 は 巧と 

なり、 一 は 拙と なること を 云 ふ。 併せ 考ふ べし。 抑. -佘 是れに 由り て 遊 學の益 ある こ 

と を 知る。 今 萩 中學に 志す 者何ぞ 限り あらん。 然れ ども 俗事 紛冗、 東奔西走、 日夜 已 

むこと なし。 其の 鬧を 以て 書 を 讀み道 を 講ず ■。 故に 心 志專ー ならず、 機 脈 莨 通せず、 

何ぞ 成就す る こと を 得ん。 斷然國 を 出で て遊學 をな す 如き は、 俗事 を排 去し、 學 事の 

外 門 を 出で ず、 人に 接せざる こと を 得。 是れを 以て 心 専らに 志 致して、 學も亦 進む こ 

と 百倍す るな り。 或 ひと 云 はく、 人り て は 孝、 出で て は 弟、 暇 日 を 以て 孝悌 忠信 を修 

む、 皆學に 非ざる はたし。 且つ 遊學 して 花柳に 戲れ詩 酒に 狂し、 以て 光陰 を 费す者 亦 

衆し、 朱 だ 遊 學の签 たる を 知らず と。 云 はく、  I 固より 之れ あり。 然れ ども 花柳 詩 酒 

に陷る 如き は、 眞に 道に 志す 者の 必ず 暇 あらざる 所な り。 叉 今の 俗事 は 孝悌 忠信の 義 

にも 非ざる もの 多し。 之れ を耍 する に 專-, こ 云 ひ、 致と 云 ふ、 學 問の 工夫" 爱 にあり。 

第 十 章 

孟子 曰：、 魚 は 我が 欲する 所な o、 熊 掌 も 亦 我が 欲する 所な り。 二者 兼ぬ る を 得べ から ざれ 
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ば、 魚 を # てて 熊 掌を耿 らん。 牛： も 亦 我が 欲する 所な り、 義も亦 我が 欲する 所な り。 二者 波ぬ 

る を 得べ から ざれば、 半： を舍 てて 義を. 取らん。 生 も 亦 我が 欲する 所 なれ ども、 欲する 所 中： より 

甚 しきもの あり。 故に 苟も 得る こと を爲 さざる なり。 死 も 亦 我が. 惡む所 なれ ども、 悪む 所-?^ よ 

り甚 しきもの あり。 故. に 患 も 辟け ざる 所 あるな り。 如し 人の 欲する 所 をして 牛： よりもお しき も 

のなから しめば、 則ち 凡そ 以て 生 を 得べき もの は、 何 を かお ひざらん や。 人の. 您む所 をして. 死 

よりも^ しきものな からしめば、 則 も 凡そ 以て 患 を 辟くべき もの は、 何 を か爲さ ざ..： んゃ。 是 

れに 由ら ば 則ち 半" くる も 而も 用 ひざる こと あり。 是れ に. E らば 則ち 以て 忠を 辟くべき も、 而も 

爲 さざる こと あり。 是の故に欲する所生ょり^*」しきものぁり、 悪む 所 死より^ しきもの あり。 

5 レな 

痛り 賢者の み是の 心 あるに 非ざる なり。 人恃 之れ あり。 賢者 は 能く 喪 ふこと なきの み。 ー镇の 

食、 二 丑の 奠、 之れ を 得れば 則ち 半： き、 得 ざれば 則ち 死 せん も、 峰爾 として 之れ を與 ふれば、 

し^く C  きつじん .5 さぎよ 

道 を 行く の 人 も 受けず、 i 爾 として 之れ を與 ふれば、 乞 人 も 暦し とせざる なり。 萬鎚 (のき は 

則ち 禮義 を辨ぜ ずして 之れ を受 く。 萬鍾 我れ に 於て 何 を か 加 へん。 £=1： 室の 美、 妻妾の 奉、 識る 

所の 窮乏 者、 我れ に 得る が爲 めか。 鄉には 身 死す るが 爲め にして すら 受けず、 今 は it 室の 美の 

爲め にして 之れ を爲 す。 鄕には 身 死す るが 爲め にして すら 受けず、 今 は 妻妾の 奉の 爲 めに/て 

之れ を爲 す。 鄕には 身 死す る， が爲 めに して すら 受けす、 今 は識る 所の 窮乏^、 我れ におる が 


めに して 之れ を爲 す。 是れ亦 て已 むべ からざる か。 此れ を 之れ 其の 本心 を 失 ふと 謂 ふ。 §。)(f 

心と は羞惡 

の 心 を 謂 ふ。 

此の 章 明白 痛快、 一語の 論辨を 待たず。 唯 だ 危坐 朗誦 すれば、 義勇の 念 油然と して 涌 

a^T するな り。 此れ を 之れ 其の 本心 を 失 ふと 謂 ふと。 本心 は 卽ち性 善に して、 惻隱. 羞 

(1) 荣の吉 

悪. 恭敬 • 是非、 皆 包ね ざる ことなし。 而 して 朱 子 特に 羞惡を 以て 是れを 解す る もの 

ます。 ( 一 ) 

撫使 となり、 よ， 其の 切に 當る所 を 以て 謂 ふなり。 此の 羞惡に 就いて  一 二の 談 あり。 文 天祥、 元の 

元 兵の 入寇に  ： 

^^0^ 營に 使す。 元 將伯顏 之れ を 引きて 坐せ しむ。 時に 宋の臣 にて 元に 降りた る 賈餘慶 と 云 

め、 命 も 受け  • 

お ifi" け ふ 者 座に あり。 天祥 其の 國を賣 るの 罪 を 面 斥す。 呂文焕 も 亦 降 人に て 其の 座に 居 合せ 

眞 州に 人る。 たるが、 旁より 論 解せ し處、 天祥叉 罵りて 云 はく、 文煥， 汝 及び 汝が 姪師孟 父子 兄弟 

時に？？^ 宗 立ち 

00 國の 厚恩 を 受けながら、 死 を 以て 國に報 ゆる こと 能 はず、 却って 一 族 擧げて 叛逆せ し 

公に 封す。 天 

麵！ 身分に して 何 を 言 ふ ぞ と 云 ひければ、 賈餘慶 も 呂文換 も 倾愧し て辭 はたかり し と ぞ。 

，へられ、 遂に 叉璺臣 • 德川ー 一氏 取合の 時、 德川 氏の 將石 川數正 は長臣 より 八 萬 石を與 へんと て 誘 か 

Iro せ. 氣の  らは 

して.^ れ しに 歸 がれ、 參 河を駔 落して 大 坂に 往 きたれ ども- 里 雷に は 至って 手 輕く會 釋れた 
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る 故、 數正は 大いに 羞 ii して 門 を も 出で 得 ざり f とぞ。 其の後 刚家 和睦 調 ひ、 德川公 

f 浴の 時、 豊臣 公より 石 川が：^ 見 を 許されん こと を德川 公に 請 はれ、 又 井伊： d 政- ^ 

ありて 大 坂へ 使に 柱き- 直政へ^^應の時も石川を接作とせらる。 ^應 の 終る まで 一 言 

も 正と 辭を 交へ ず、 數正を 指し、 衆人へ 彼れ は 人面 gl- 心なる 奴な りと 云 はれし とぞ。 

a-u? 數正當 日の 心 を 推す に、 其の^ 愧 いかが や あらん。 是れ 程の^ 愧を 忍ばん よ 

り は、 一刀の 下に 義に 死す るの 心 快き に 如かん や。 一死 を 快く すれば 名 を 後 ゆに 揭げ、 

一^ を闕 けば 羞を 終身に 荷 ふ。 況ゃ^ を 行 ふ 者^だ 必ずしも 悉く 死し 且つ」」 びざる を 

や。 若し 然ら ずと IK はば、 何ぞ 仰いで 堂々 たる 近. な國犬 上^;^) 根械 三十 五， M 石の 大將 

翰 を 見ざる や。 

右三 月： ； 十五 日 

第 十一 章 

孟子 曰く、 仁 は 人の 心なり。 義は 人の 路 なり。 SS^^^^MB0^^m^0 


"-ゃ い" 其の 路を舍 てて 由らず、 其の 心 を 放ちて 求む る を 知らず。 哀しい かな。  <、 雞 

犬の 放る る あれば 則ち 之れ を 求む る こと を 知る、 放心 ある も 求む る こと を 知らず。 舉 問の 道 は 

他な し、 其の 放心 を 求む るの み。 

〇 仁 は 人の 心なり。 義は 人の 路 なり。 

よくく 

是れ 等の 語 能々 味 ふべ し。 仁 は卽ち 人の 心、 人の 心 は卽ち 仁な り。 程 子の 所謂 「滿腔 

子 惻隱の 心」 と 云 ふ、 是れ なり。 人の 心 を 一 々省察せば、 仁の 外に 出づる ことなし。 

忠孝 友涕衆 善行の 如き は 言 ふ を 待たず。 乃ち 不善 不正に 至りても、 其の 由り て 起る 所 

は 仁に 非ざる なし。 仍だ 其の 過不及 ありて 義に合 はざる や、 遂に 不仁に も 至るな り。 

故に 人心の 根本 を 尋ね 出せば、 仁の 一字に 盡 せり。 義は卽 ち 人の 行く 所、 人の 行く 所 

卽ち義 なり。 君子 小人と もに 日々 行く 所、 義に 出で ざる はなし。 若し 義に非 ざれば 必 

ず 今日が 通用せ ざる ものな り。 或 ひと 疑 ふ、 暴 客人 を 殺す も 亦 心に 出で ざる はなし、 

是れ 仁な り や。 盜贼物 を 盗む も 行に 非ざる はなし、 是れ義 なり や。 云 はく、 人 を 殺す 

は 不仁な り。 殺す の 心 は 必ず 仁な り。 仁 は 愛 を 主と す。 人 を 愛する、 己れ を 愛する、 
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同じく 仁な り。 大抵 人 を 殺す は 身 を 愛する より 起る。 を 受けて 怒れば 則ち 人 を 殺す。 

惡を なして 顯 はれん こと を S ズ るれば 卽ち人 を 殺す。 或は 吾が 愛する 人の 爲 めに 人 を 殺 

す も あり。 之れ を 要するに 愛の 一 字より 出で ざる はなし。 若し 愛する 所な くんば、 惡 

む 所な く 殺す 所な し。 盜は 不義な り。 盜を行 ふに は義を 以てす。 盗と 雖も 金.： e を 盗み 

て 自ら 利す るの みに 非ず、 或は 其の 同類に 分ち、 或は 其 の^子 を 養 ひ、 或は 愤^ を 塞 

お _-i 

ぎ • 或は 食 貨を脸 る、 皆義に 非ざる はなし。 若し 義 なくん ば盜 むこと を 要せず。 彼れ 

に 取る 所 あれば.' 此れに 與 ふる 所 あり。 一 取 ー與， 義 より 出で ざる はなし。 然れ ども 

仁の 人 を 殺す に 至り、 義の 物を盜 むに 至る は， 是れ亦 由らず 求めざる の 極と 云 ふべ. I。 

へ/ に 第 此の 極に 於て 人心 人跻を 求めば、 仁義 舉げて 用 ふべ からず。 米：^" に 中席の r"^ は-網 贝 

も 離るべからず」 の 意 を 取りて 是れを 解す、 尤も 親切な り V 味 ふべ し。 

〇 人、 雞 犬の 放る る あれば 則ち 之れ を 求む る こと を 知る。 

說、 下 章に 見 ゆ。  ■ 

Q 學 問の 道 は 他な し、 其の 放心 を 求む るの み。 


此の 語、 親切 着實 以て 加 ふること なし。 故に 特に 抄錄 す。 

第 十二 章 ■ 

孟子 曰く、 今、 無名の 指 屈して 信び ざる あり、 疾 痛して 事 を 害する に 非 ざれ ども、 如し 能く 之 

れを 信ば す 者 あらば、 則ち 秦楚の 路をも 遠し とせ ざらん。 指の (他) 人に 若かざる が爲 めな り。 

指の 人 に 若かざる は 則ち 之れ を 悪む を 知り、 心の 入 に 若かざる は 則ち 惡むを 知らず。 此れ を 之 

れ類を 知らず と 謂 ふなり。 

〇 今、 無名の 指 屈して 信び ざる あり。 

第 十三 章  . 

孟子 曰く、 拱 把の 桐 梓 は 人 苟も 之れ を 生 (長) ぜんと 欲すれば、 皆之れを養ふ所2^のものを知る 

身に 至りて は 之れ を 萎 ふ 所以の もの を 知らず。 豈に身 を 愛する こと 桐 梓に 若 かざらん や。 思 は 

ざるの 甚 しきな り。 

〇 拱 把の 桐 梓 は 人 苟も 之れ を 生ぜん と 欲すれば、 皆 之れ を 養 ふ 所以の もの を 知る。 

雞 犬. 無名の 指： 拱 把の 桐 梓、 兰喩 並びに 人の 惑 を 破る に 於て 妙な り。 大抵 心 は內に 

藏 して 目に 見えず。 故に 俗人 多く は 心 付かず。 雞犬 • 無名の 指 • 拱 把の 桐 梓 は 目に 見 
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め る 故、 俗人と 雖も心 付くな り。 故に 結末に 於て、 思 はざる の^しき なりの 一 句に て 

：是 れを收 む。 思へば 必ず 得る 故な り。 抑. '俗人 或は 謂へ らく、  -ITHiil^-i 他人の 見る 

所 ゆ ゑ 修飾せ ずん ば あらず。 心に 至りて は 人知らず して 已れ のみ 知る 所と し、 ^に， お 

惯 なきに 至る。 ，gr  も亦甚 し。 心 程 人の 能く 知る もの はなし。 斗：：：： は 相 見 ざれ 

ば 或は 知らず。 心に 至りて は 一見せ ずと 云へ ども、 名 を 好み 利 を 好み、 德を 好み- 屮" を 

好む の 類、 一として 人 rni に 逃る る 所な し。 王 ゆ 操の と 云へ ども、 天ド离 叱の 

公論 彼れ が 如し。 誰れ か是 れを隱 すこし」 を 得ん や。 ：： だれ を m，\ ば.： Tms: 體は 見る 人の 

み 知る。 必ずしも 修飾せ ずして 可な り。 心に 至りて は 天： 卜离 ゆの 知 >  W ズ るべき の 至り 

と 云 ふべ し。 然れ ども：：：，^ れ亦頼 母 敷の 至りと 云ぶべし。 

第.：' 四 章  、 

孟： 十 曰く、 人の 身に 於け る や 愛する 所 を 兼ぬ。 愛する 所 を 兼 ぬれば 則 ふ 所 を 兼ぬ るな り。 

尺寸の 腐 も 愛せざる ことなければ、 则も 尺寸の 膚も養 はざる ことなき なり。 其の 善不誇 を考ふ 

る听 の もの、 豈に他 あらん や。 己れ に 於て 之れ を联 るの み。 體にル ，2; 賤 あり、 小大 あり。 小 を 


2^て大を害することなく、 賤を 以て 責を 害する ことな かれ。 其の 小 を 養 ふ 者に 小人と なり、 其 

に はし  ご か す  きょく 

の 大を養 ふ 者 は 大人と なる。 今、 場師 あり、 其の 梧儐 を舍 てて 其の sil を 養 はば、 則ち 賤 しき 

場 師と爲 さん。 其の 一指 を 養 ひて 其の 肩 背 を 失 ひて 知ら ざれば、 則ち 狼疾の 人と 爲 さん。 飲食 

の 人 は 則ち 人 之れ を賤 しむ。 其の 小 を 萎 ひて 以て 大を失 ふが 爲め なり。 飮 食の 人 も 失 ふこと あ 

るなければ、 則ち 口腹 も豈に 適に 尺寸の 膚の爲 めの みならん や。 

第 十五 章 

ひと 

公都 子 問 ひて 曰く、 一： 夠 しく 是れ人 なり。 或は 大人と なり、 或は 小人と なる は、 何ぞ や」。 孟子 

曰く、 「其の 大 體に從 へば 大人と なり、 其の 小 體に從 へば 小人と なる」。 曰く、 「钩 しく 是れ人 

なり。 或は 其の 大體 に從 ひ、 或は 其の 小 體に從 ふ は、 何ぞ や」。 曰く、 「耳目の 官は思 はず、 而 

して 物に 蔽 はる。 物、 物に 交 はれば、 則ち 之れ を 引く のみ。 心の 官は 則ち 思 ふ。 思へば 則ち 之 

れを 得、 思 は ざれば 則ち 得ざる なり。 此れ 天の 我れ に與 ふる 所の ものな り。 先づ 其の 犬なる も 

の を 立 つれば、 則ち 其の 小なる もの 奪 ふこと 能 はざる なり。 此れ 大人と 爲す のみ」 と。 

二 章 同意に して、 前章 は 小 を 以て 大を失 ふ 惑 を 論じ、 後 章 は 其の 本 を 論ず。 •  斗 目の 官 

心の 官は^ 人に 譬 へて 云 ふ。 心 は 主 公に して 环目ロ 鼻 四體は 夫々 の 下役 人な り。 主 公 

と して 却つ て 下役 人 に 引 廻され て は濟ま ざ る こ と な り 。 唯 だ 主 公 確乎 たれば、 下 i71 人 
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ども も 決して；^ ハ 廻す こと はならぬ なり。 れ修 身の 要に して 卽ち 义治國 S 道な り。 

幽^- £1 近 來批に 河 隊を嗜 む 者 衆し。 余 頃ろ、，^ 豚を惡 むの 說 一 篇を著 はす。 謂へ らく、  "；.^ れ^ 

-.J^^SJ に" 小 を 以て 大を 害し、 賤を 以て 貴 を 害し- 其の 小 體に從 ひて 小人と なる の 道な りと。 

右三 月！ 一十 六日 

第 十六 章 

孟 マ！. >:n く、 天 なる もの あり、 人爵なる もの あり。 仁義 忠信、 善 を §ポ しみて 倦まず、 此れ- 大爵 

なり。 公卿 大夫、 此れ 人 慰な り。 古の 人 は 其の 天爵 を 修めて、 入爵 之れ に從 ふ。 今の 人 は 其の 

天 を 修めて 以て 人爵 を 要む。 旣に 人爵 を 得て 而 して 其の 天爵 を棄 つる は、 則す， 惑へ るのお し 

つ ひ  5 しな 

きものな り。 終に 亦 必ず 亡 はんの み。 

〇• 大 1^ なる もの あり、 人爵なる もの あり。 

. 或 ひと 云 はく、 天假は 公卿 大 夫の なくして 人の 尊ぶ を 云 ふ。 仁 忠；； -の人 は 鄉{ 化 之 

れを 敬し、 州§s^!れを直んず。 又 孔孟の 如き 一時に： i:: すと 云へ ども、 千歳 論定 まるの 

なら 

後 は， 堯舜. 禹 =：! 杯の 尊き 天子と 肩 を 比べて 論ず。 後^ 天子と 云へ ども、 孔. を 以て 


比すれば 蹴 然として 安ん ぜ ざるの 貌 あり。 桀紂も 亦 犬 子な り。 今 是れを 以て 比すれば、 

.  卑賤の 士と云 へど も艴 然として 悅 ばざる の 色 あるが 如き、 是れ天 露 • 人爵の^ なりと。 

余 云 はく、 然ら ず。 他人の 敬 重し 後世の 尊崇す る 如き、 是れ亦 人爵の 類の み。 樂 善 

不 倦の gK 子 を 深く 味 ふべ し。 ，！^ 一一？ |;;;;>11萨§ せ 他人 へ も 後人 へ も拘る ことに 非ず e 

一 iiy? セ 下 章の 「旣に 飽かしむ るに 德を 以てす。 人の 膏 梁の 味 ひ を 願 はざる 所以な り。 令聞 廣 

譽 身に 施す、 人の 文 纖を願 はざる 所以な り」 を 以て、 此の 四 字の 味 を 解して 益.^ 明か 

顏 I お なり。 論語に 「一 第の 食、 一 瓢 の飮、 陋巷に 在り。 人 其の 憂に 堪 へず。 囘ゃ 其の 樂し 

み を 改めず」 魏と云 ひ、 又 「疏食 を 釵ひ水 を 飲み、 肱 を 曲げて 之れ を 枕し」 す。 樂 しみ 

も 亦 其の 中に 在り。 不義に して 富み 且つ 貴き は 我れ に 於て 浮 雲の 如し」 i と 云 ふ 類と 

§ 栄の詩 義相 通ず。 皆 己れ に樂 しみて 倦まざる 所 ありて、 外物の 貧富 貴賤、 吾が 心の 損益 をな 

人 陸游" 官に 

妹 ^ お 六， 5 すに 足らざる を 云 ふなり。 陸 放 翁の 句に 「身 仕へ ざるに 因りて 尊し」 と 云 ふ も、 詩人 

自ら 興 を 寄す るの 語と は雖 も、 亦 借りて 天爵の 義を 解すべし。 

て 自ら： Si 翁と  もと 

a" す  〇 今の 人 は 其の 天爵 を 修めて 以て 人爵 を 要む。 旣に 人爵 を 得て 而 して 其の 天爵 を棄っ 
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る は • 則ち 惑へ るの 茶し きものな り。 終に 亦 必ずに はんの み。  一 

此の三事=^ハさに今の；ぬ人の情態を盡せり。 先 づ天倚 を 修めて 以て 人將を 要む と。 今の  ： 

^^^^i 俗人 文武 を 出精し、 明 倫^へ 皆勤し、 愿從檢 使 を 求む。 皆是れ なり。 ^にして 人 を  _ 

得て 而 して 天 餅を棄 つと。 其の 人-:^ 從投使 を 5:^ れば， 文武の 出精、 明 倫 Mi の 皆勤 は忽  一 

ちに 廢絕 し、 權門 勢家に 奔競 する こと^ 波の 如き U だれな り。 終に 亦」」 はんの みと。 凡  一 

そ是 くの 如き 者 は、 時 去り 勢 變じ憑 倚す る 所 を 失へば、 官 も亦從 つて 亡失す る- "だれ  ： 

なり。 然れ ども 是れ 殊に 其の 卑近 見易き もの を 以て 云 ふの み。 更に 救 等 をおう し、 才  一 

學ぁ リ志氣 あり、 平時 慨然 天下 國家を 以て 己が 任と す。 一 H: 身 を靑- 富の 上に 致し、 爲  一 

すべきの 位に 常る に 及んで は、 其の 爲す所 大いに 人心に 滅 かず。 是れを 難 ずれば 卽ち  I 

云 はく、 時勢の 艱>  書生の 知る 所に 非ず。 君 相の 暗、 ほ： 卜の 補 ふ 所に 非ず と。 -ハ に 知  j 

らん や、 外 難ず ベから ざるの 事に 託し、 S: 實は身 家 を 顧み {.I- 安 を 〈はり、 平 n と 判然. ゆ 

简の 人の 如し。 是れ 吾が 尤も 深 く^む 所な り。 是れ犬 を 修めて 人 を 求め- 人；^ を 

得て 犬 餘を棄 つるの..^ なり。  . 


第 十七 章 

孟子 曰く、 貴き を 欲する は 人の 同じき 心なり。 人々 己れ に 貴き もの あり、 思 はざる のみ。 入の 

(二)  丄ハ 貴く する 所の ものに 良 貴に 非ざる なり。 趙孟の 貴く する 所 は、 趙孟 能く 之れ を賤 しくす。 詩に 

卿の 長に 位す- 

\ る槽； S ハレ 云 ふ、 旣に醉 はしむ るに 酒 を：^ てし、 旣に 飽かしむ るに 德を しすと。 仁義に 飽くを 言 ふなり。 

^-^^^.3  i,  ぶんしう 

H^^: 人の 奢 梁の 味 ひ を 願 はざる 所：^ なり。 令聞 廣譽 身に 施す、 人の 文 繡を願 はざる 所以な り。 

雅、 旣 醉の篇 

C 趙孟の 貴く する 所 は、 趙孟 能く 之れ を賤 しくす。 

此の 事 仕途に 進む 者 最も 深戒 すべき 所な り。 大^夫 自立の 處 なかるべからず。 人に 倚 

りて 貴く、 人に 倚りて 賤 しき は、 大丈夫の 深く 恥づる 所な り。 若し 吾が 才管 仲の 如く 

んば， 飽叔が 能く 貴賤す る 所に 非ず。 吾が 才韓 信の 如くん ば、 蕭 何が 能く 貴賤す る 所 

に 非ず e 大抵 國家 天下の 事、 必ず 吾れ を 待ちて 然る 後 局 を 了す る樣 なれば、 其の 人 能 

(E) 唐の 韓  一 0) 

SI.LM^  く 自立す ると 云 ふべ し。 果して 然 らば 趙孟が 能く 貴賤す る 所に 非ず。 韓文 公の 柳 子 厚 

V  .>^"1^^にし て  し； 2 ん けつ れんかん  たくれ 、- ふう まつ 

^^_-p^^ 墓誌銘に 「子 厚、 燒傑廉 梓に して、 議論 今古に 證據し 經史百 子に 出入す。 踔^ 風發、 

i* 八 家 文に； 4$  お ほむ 

めら る - 率ね 常に 其の 座 人 を 屈せし め. 名聲 大いに 振 ふ。 一 時 皆 慕 ひて 之れ と 交 はり、 諸公耍 
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人 (卞 ひて 我が 門下に 出で しめんと 欲し、 口 を 交へ て 之れ を薦眷 す」 と あり。 余 謂 へら 

く， 子 素より. iV なり。 然れ ども 此の 時 聲名已 に 其の 實に 過ぎ、 又 鋭 進の 氣 過ぎて 甚 

路は 1^ し。 是れ 其の 身 を 失 ふ 所以な り。 若し 子 ：2-、 此の 時 一歩 を 退き、 門下に 出で しめんと 

"ibi せら 欲する の 諸 公 怒る と 云へ ども 顧みず、 退いて Jig 穴に 處る こと 十餘 年、 志 を 養 ひ^を^ 

^^.ii. へ、 然る 後 仕途に 進まば、 假 ベリ 顚跌 して 永 州. 柳 州に 贬寅 すると も、 附^の 恥 を： か 

るべ し。 誠に 惜しむべき かな。 凡そ 人 少年 英氣の 時 は 文章 議論 赫々 ゆ々、 必ずお： く 人 

を 動かし、 分外の 譽を 得る ものな り。 然れ ども 四十 五十 學 熟し 識 定まり、 老成 沈^に 

して、 愈. -嗨ん で 愈. -味 あるに 至ら ざれば、 眞 の：： は 定まらざる ものな り。 ^だ (え 

.  まらざる の 品 HE を 以て、 分外の に 乘じ權 貴の 汲 引 を 受けば、 趙孟に 貴賤せられ ざる 

者 は 古より.^ だ あらざる なり。 a ら 戒めざる ベ けんや。 

此の 章 本文の 意， 人々 贵き 物の 己れ に 存^す る を 認めん こと を 要す。 今 余 仕 途に進 

む 者の 戒 とす。 本文と 少 異なり。 然れ ども 亦是れ 一一： t 外の 意と すべし。 

第 十八 章 


孟子 曰く、 仁の 不仁に 勝つ は、 滴 ほ 水の 火に 勝つ がごと し。 今の 仁 を 爲す者 は、 猶ほ 一杯の 水 

を 以て 一車 薪の 火 を 救 ふが ごときな り。 媳 まざれば 則ち 之れ を 水 は 火に 勝たず と 謂 ふ。 此れ 

ニぉ43^nc^.s し.，！.,  t  x)o 註。 仁の 能く 不仁に 勝つ は 必然の 现 なり。 但だ 之れ が めに わめ ざケは W て 1^ 

ヌ^^,,:1に连ノ^-るグ 仁に 勝つ ことな L。 而 るに 人 遂に 以て 眞に 勝つ 能 はすと 爲すは 是.； i 我れ の ほす 

所、 以て 深く 不仁 を 冬 こス が 〕 つ 十 0 註。 言 ふこ ころ は 此れ 人の 心 も 亦且に 自ら 仁 を すに 怠ら 

助く る ある ものな り。 .^f にせす 亡：：： ん のみ ば 、終に 必す與 に 其の 爲す 所も幷 せて 之れ も 亡 はんとな り。 

〇 仁の 不仁に 勝つ は、 猶ほ 水の 火に 勝つ がごと し。 今の 仁 を 爲す者 は、 猶ほ 一 杯の 水 

を 以て 一 車 薪の 火 を 救 ふが ごときな り。 媳 まざれば 則ち 之れ を 水 は 火に 勝たず， こ 謂 ふ。 

此れ 又 不仁に 與す るの 甚 しき 者な り。 亦 終に 必ず 亡 はんの み。 

此の 章、 大志 ある 者 日夜 朝 墓に 諳誦して 志を勵 ますべし。 余 囚徒と なりて、 神州 を以 

て 自ら 任じ、 四 夷 を撻伐 せんと 欲す。 人に 向 ひて 是れを 語れば 駭愕 せざる はたし。 然 

れ ども 此の 章 を 以て 益. - 自ら 信じて 斷 じて 疑 はず。 今 神州 を 興隆し 四 夷を撻 伐す る は 

V また 

仁 道な り。 之れ を礙 ぐる 者 は 不仁な り。 仁豈に 不仁に 勝た ざらん や。 若し 勝た ざれば 

仁に 非ず。 故に 先づ 一 身 一 家より 手 を 下し、 一 村 一 鄕 より 同.， 志 同志と 語り 傳へ て、 此 

の 志 を 同じう する 者 日々 盛に ならば、 一人より 十 人、 十 人より 百 人、 百 人より 千 人、 
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千 人より 萬 人、 萬 人より 三軍と、 順々 進み 進みして、 仁に 志す 者- ハ に 〔义， 4 々たらん や。 

此の 志 を 一 身より 子々 孫々 に傳 へば、 其の 遣 澤十年 百年 千年 寓 年と 愈. '益. -繁： ：：： すべ 

し。 今 天： 卜の 勢， 無事 ヒ して 多難 を 伏し、 至 安に して 至危 を^す。 伏す る もの は 必ず 

はっせつ 

發す、 自然の 勢な り。 一 n; 多難 至 危の發 滑す るに 至りて は、 f& 败 復た收 むべ からず。 

此の 時に 當 りて 一 人より 三軍、 一 身より 子孫に 傳 へたる 所が 大用 をな し、 神州 興隆、 

四 夷 健 伐の 功 必ず 成るべし。 而 して 其の 規校は 今日に.：^ るな り。 願 はく は 此の i^J を^ 

むの 人， 吾が 言 を 以て 誇. 誕 とせず して- - 吾が 曾 をして 架して 誇誕 にならざる 如く 心 を 

用 ひ 給 はば、 神州の 爲 めに 大 幸な らん。 若し誇^^の言と云ひて；！^^^し、 a ら祌 州の 陸 

沈、 四 夷の MM を 坐視す る 者 は、 其の 罪 逆賊よ り fn: 等 も 重きな り。 1^ <^?|;、る^^ け1。 

吾れ 其の 人と 共に 天 を かざるな り。 

此の 章の 本意、 性 の^き " 仁 終に 私欲の 惡 5^!^ に！！ つに 足る を 云 ふ。 朱：^、 的たら 

ず。 余が 記す る 所 は 一歩 を 追んで 論ずる ものにして、 亦 此の 牽の 本意に 非ず。 

第 十九 掌 


孟子 日く、 五穀 はぎの 美なる ものな り。 苟も 熟せざる こと を爲 さしめば、 JI 第に；！ かず。 ら I 

仁 も 亦 之れ を 熟する に 在る のみ。 

〇 五穀 は 種の 美なる ものたり。 

人性 は 性の 善なる ものな り。 聖學 は學の 美なる ものな り。 人の 性 を 以て 聖の學 I ぶ 

は、 此の上 もな きこと にて、 善の 善と 云 ふべ し。 今の 人 も鳥獸 にも 非ず、 木石に も.. 

ず、 二目  一 口、 上 頭 下趾の 人な り e 今の 學ぶ 所の 四書 五經 は、 皆 聖人の 學 なり。 然る 

に 善の 善に 至らざる は、 熟の 一字 を闕く 故な り。 熟と は 口にて 讀 み- 讀 みて 熟せ ざ L 

ば 心に て 思 ひ、 思 ひて 熟せ ざれば 行 ふ。 行うて 叉 思 ひ、 思 ひて 又讀 む。 誠に 然 らば 善 

の 善た る こと 疑な し。 

第二 十 章 

ちきく せ I 人 孟子 曰く、 き、 人に 射を敎 ふるに は 必ず 彀-? i 志す。 學ぶ者 も 亦 必ず 彀に 志す。 大 匠の 人に 敎 

ふ る に は 必ず 規矩 を 2X てす。 學ぶ者 も 亦 必ず 規矩 を以 てす。 

上 章に 五穀 も 熟せ ざれば 夷 稗に 如かず と 云 ひたる 故、 柔懦 なる 人 は、 五穀と 云 ひて は 
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^り 大^なる こと 故 •  ^^稗にて濟ますべしと云ふ者ぁらんことを恐れて、 父 此の 二つ 

の 譬を設 くるたり。 射 術 にても 番匠 にても 初學 より 極 詰 を 以て 敎 ふるに、 却って^^^人 

の 道に 至りて 中等 下等 を 以て 敎 ふるの 義 あらん やとな り。 程 子の 所謂 「第 一 等 を 以て 

^人に 譲り、 姑く 笫 二等 をな すと 云 ふこと なかれ。 是れ 卽ち自 菜たり」 のまに て、 全 

篇性卷 の 議論の 歸結 なり。 

吿子 卜： 篇 二十 章、 皆 性 善 を 論ず。 首章より 泉 六 章 迄 は 正面の 論な り。 故に 第 六 章に 

於て 惻隱. 荒 惡- 恭敬 • 是非の 說に 及び、 性のお： なる 所 を說き 翁すな り。 

第五 iiir 合して 一章と なして 見るべし。 第七章ょり_.;^^,:;4迄は性溫：なれども、 不^ 

に^る 故 を 明す。 第 十 章、 叉 性 湿： 人々 これ ある こと を 明す。 第 十 H:if より 十七"！ isf 

迄 は 皆 人の 惑 を醒 す。 第 十八 章、 前 草 人の 惑 を 云 ふ を 承け、 性 養の 遂に 私欲に 勝つ 

. を 云 ひて 人を勵 ます。 末 二 章、 學 問の： ：！ 的 を 立てて 全お の 結： とす。 Rig 皆 性^の 

1 一字より 說き 出すな り。 
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吿 子下篇 

首章  - 

二)  ニーン 

任 人、 屋魔 子に 問 ふ あり。 曰く、 「體と 食と 孰れ か 重き」。 曰く、 「禮 重し」。 「色と 鱧と 孰れ か 

重き」。 曰く、 「禮 重し」。 曰く、  r 禮を 以て 食へば 則ち 飢 ゑて 死し、 禮を 以てせず して 食へ ぱ則 

ち 食 を 得る、 必ず 禮を 以てせん か。 親迎 すれば 則ち 妻 を 得ず、 親迎せ ざれば 則ち 妻 を？ おる、 必 

ず親迎 せんか」 と。 屋 魔子對 ふる 能 はず。 明曰挪に之きて2^て孟子に吿ぐ。 孟子 曰く、  r 是れ 

に 答 ふるに 於て 何 か あらん。 其の 本 を揣ら ずして 其の 末を齊 しう せば、 方寸の 木も^ より 高 

からしむべし。 金 は 羽より 重し と は、 豈に 一 鈎の 金と 一 輿の 羽との 謂 を 謂 はんや。 食の 重き も 

のと 禮の輕 きものと を 取りて 之れ を 比せば、 奚ぞ翅 に 食の 重きの みならん や。 色の 重き ものと 

fj の輕 きものと を 取りて 之れ を 比せば、 奚ぞ翅 に 色の 重きの みならん や。 往 きて 之れ に應 へて 

ひ； 0 ねぢ 

曰へ、 兄の 臂を 絵り て 之れ が 食 を 奪へば 則ち 食 を 得、 轸ら ざれば 則ち 食 を 得ざる、 則ち 將に之 

れを轸 らんと する か。 東家の牆を躏ぇて其の處子を43^けば則ち妻を得、 摟 かざれば 則ち 妻 を 得 

ざる、 則ち 將に 之れ を摟 かんとす るかと」。 

〇 禮を 以て 食へば 則ち 飢 ゑて 死し、 禮を 以てせず して 食へば 則ち 食 を 得る、 必ず 

を 以てせん か。 親迎 すれば 則ち 妻 を 得す、 親迎せ ざれば 則ち 妻 を 得る、 必ず 親迎 せん 
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力 

此の 刚句 義理 不通と 云 ふべ し。 禮と 云へば 經！！ 三：， w- 威 三千、 皆 其の 內に ねたれ 

ば、 獨り琅 事 末節の み を 云 ふに 非ず。 然れ ば禮を 以て 食 ひて 飢 ゑて 死す と 云へ ども、 

豈に 恨と せんや。 伯 夷 • 叔齊首 陽の 下に 死す る 如き 是れ なり。 乂上篇 第 十 章 「生 を 八-!: 

てて 義を 取る」 の義と 合せ 考 へて 知るべし。 叉 親迎は 婚禮に 於て 納采. 問 名. 納 1: 口. 

請 期. 親迎. 納微を 六 禮と云 ひて、 親迎も 亦已に 其の 一 に 在り。 且つ 禮 記に 「男子 親 

迎す、 男、 女に 先 だつ は剛 柔の義 なり。 天、 地に 先 だち、 f!?r ぼに 先 だつ、 其の^ 一 

なり」 と 云 ふ。 余 朱 だ 其の 詳を 知る こと 能 は ざれ ども、 是れに 由り て 之れ を考 ふるに * 

親 迎の禮 は 小節と も 見えず。 「聘 すれば 則ち おたり、 奔 れば刖 ち-や ス たり」 の も あり。 

奔 は聘禮 朱だ備 はらず して 嫁す る を 云 ふ I 職 I と あれば、 親迎の 一 禮を闕 く 時 は亦奔 

の 類に 非ず や。 是れ等の^！！名敎に關ることなれば、 ， 勾 々に^ 過すべからず。 然れ ども 

本文 春の 意 は、 禮と云 ふ は なき を 問 はず、 iii.x.^ftir^ 

^H. 純の 儉に從 ふ ifSS 化〕 SfSSSS 、ん i, や の 類なる こと 固より なり。 唯 だ 語 病 ある 


のみ。 徂し親 迎の義 に 至りて は 追考を 要すべし。 

さと 

禮 中に も輕重 あり。 食 色 皆 各.^ 輕重 あり。 物皆然 り。 是れを 以て 一本の 義を喩 るべ し。 

^s^^0§0MB^^ 君臣 父子の 五倫 も、 遇 ふ 所隨ふ 所に 依りて 輕重ぁ 

り。 此れの 輕 きもの を 以て 彼れ の 重き ものに 比せば * 彼れ 固より 重し。 彼れ の輕 きも 

の を 以て 此れの 重き ものに 比せば、 此れ 固より 重し。 故に 輕 きもの 常輕 ある ことたし. 

時 ありて 重し。 重き もの 常 重 ある ことなし" 時 ありて 輕し。 是 れ亦權 の義、 時 中の 義 

なり。 合せ 考ふ べし。 

第二 章 

S 曹 君の  一 父 問 ひて 曰く、 「人 皆 以て 堯舜 となる ベ しと。 これ あり や.」。 孟子 曰く、 「然 り. つ 「交 聞く、 

m  文 王 は 十 尺、 湯 は 九 尺と。 今、 交 は 九 尺 四寸、 2^て長きも、 粟を食 ふの み" 如何せば 則ち 可な 

らん」。 曰く、 「1 か是れ にあらん、 亦 之れ を爲 さんの み。 此に人 あらんに、 カー 匹の 雛に 勝 ふ 

S) 奉の C る 能 は ざれば、 則ち 力なき 人と 爲 さん も、 今 百 钩を擧 ぐと 曰 はば、 則ち 力 ある 入と 爲 さん" 然 

00.^ らば 則ち ilk の 任を擧 ぐれば、 是れ亦 烏 獲た るの み。 夫れ 人豈に 勝へ ざる を. 以て 患と 爲 さんや- 

？ t1 げ 移す 爲 さざる のみ。 徐行して 長者に 後る、 之れ を 弟と 謂 ひ、 疾 行して 長者に 先 だつ、 之れ を不 弟と 
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謂 ふ。 夫れ 徐行す る もの は、 人の 能 はざる 所な らん や、 爲さ， さる 所な り。 堯舜の 迫 は 孝弟 

のみ。 子、 堯の服 を 服し 堯の言 を 誦し 堯の行 を 行 はば、 是れ堯 のみ。 子、 桀の服 を 服し 1^、 の！ n 

を 誦し i 行 を 行 はば、 是れ i み」。 p^^^-^^i^^^^^^^^^lpi 

. Mi 「交、 挪の 君に ゆる を？、 以て f  & るべ し。 願 は 

く は 留まりて 業 を 門に 受けん， T 曰く、 「夫れ 道 は 大路の 若く 然り。 豈に 知り 難 からん や。 入 求 

めざる を i;^ ふるのみ。 子^りて 之れ を 求めば、 餘師 あらん， 一 と。 

〇 人 皆 以て 堯舜 となるべし。 

(1) i 周 書 多 方に 「惟れ 聖も念 ふこと なければ 狂と なり、 ^れ 狂も克 く 念へば 聖 となる」 0 

0. タノ 方篇 

語 あり。 是れ 此の 語と 符合す。 是れ 徒らに 自暴自棄の 者 を .ig 激 する の說 となす も、 .u 

(二に Igg らー說 なるべし。 然れ ども 是れ 性まい の 本 ぼに 本づ かざる の說 なり。 王 ほ 明の？^ に、 聖 

^  と は 私欲 消盡 して 天理 純 全なる の 名な り。 量 H の 輕 軍； に 非ず。 故に 聖は 純金の 如し。 

其の 輕 重に 至りて は、 聖 たる 所以に 非ざる なり。 故に 聖人 中に 在りて n ら 1! 重 あり。 

堯舜. 孔子の 如き は百兩 金なる べし。 文 王.^ 公 は 七 八十 刚， ^武は 五六 十刚 などと 

各. -輕 重の 差 は あれ ども、 純金た る こと は 同じ。 今 吾が^と 云へ ども 私欲 を 「m ，し大 


理純 全なら ば、 亦 自ら ー兩ゃ ニ兩の 純金 は あるべし。 然れ ども 後世の 學者カ を 此の 處 

に 用 ひず、 徒らに 才力 智力 を 尙ぶは 銅鐵を 混じて 金の 量 nil を 重く せんとす るが 如し。 

故に 愈. -學ん で 愈. i を 去る こと 遠し と iK へり。 記 5。 此の 說 明白と 

IK ふべ し。 然れ ども 學者 多く 銅鐵を 混じ 量目 を 重く する の 念 巳み 難し。 浩 嘆に 餘りぁ 

り。 余 因って 自ら 期す る 所 あり。 凡そ 人の 人た る 所 は 私心 を 除去す るに あり。 是れ聖 

學の 工夫な り。 故に 是れを 以て 主 本と し、 其の 他 記誦 詞章 以下 は ー个の 技藝を 以て 視 

るべ し。 聖人と 雖も、 射. 御 -書- 數の 類の 技 藝を廢 する こと 能 はず、 而 して 其の 是 

れを學 ぶに 當 りて は 心 を專ら にし 志 を 致さざる はなし。 是れ卽 ち 敬の 道な り。 唯 だ 技 

藝は 技藝を 以て 是れ を視 て、 之れ を 以て 人の 人た る 所以と なさざる のみ。 故に 記誦 詞 

章の 如き も是れ に準じて、 技藝を 以て 視るは 固より 麼 すべきに 非ず。 而 して 又 何の 害 

か あらん や。 叉 武士道 を 以て 考ふ べし。 武士た る 所 は 國の爲 めに 命 を 惜しまぬ ことな 

り。 弓馬 刀 槍 銑磁の 技藝に 非ず。 國の爲 めに 命 さへ 惜しまねば、 技藝 なしと 云へ ども 

武士な り。 技藝 ありと 云へ ども i 國の爲 めに 命 を 惜しむ は 武士に 非ず。 然れ ども 武士 
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の 武士た る 所 を 知る 上 は， 技 藝 固より 拾つべき に 非ず。 記 謡 詞章 も亦斯 くの 如- -。 俗 

學者 記誦 詞章 を 以て 一 大事し 一す。 是れを 以て 人の 人た る 所し」 す。 其の 極め、 =： だれ を以 

て 自ら ぶれり 骨に 「何 ひ、 孝弟 仁義 何物た る を 知らざる に 至る。 迂 儒者 其の 是 くの 如き を 

憂 ひ、 遂に 記： iil 章 を惡み 人心 を 害する と 云 ひて、 異端 邪說に 比し， 靜 f.; 默識、 M 蝉 

となら ざれば 學 問と 思 はざる に 至るな り。 二つの 者 皆  一^にして 聖學に 非ず。 唯 だ 火 

もて あそ 

れ 人の 人た る 所 を 知りて 主 本と し、 旁ら 記誦 il 章 を玩ん で技藝 とする は眞の 君子なる 

べし。 猶ほ 眞 の 武士の 國の爲 めに 命 を 惜しまざる のま ありて、 又 武藝に 長ず るが 如し" 

論語 述而 (き に 「道に 志し、 德に據 り、 仁に 依り、 藝に游 ぶ」 と 云 ふ、 "I- れ なり。 豁 

とは禮 • 樂 • 射 • 御 • 書 • 數 のこと にて、 卽ち 文の 記誦 II 章、 武 の .o-il パ.^ 撇銑 の こ 

とと 知るべし。 

此の 章、 徐行*疾行を以て孝^^-を論じ、 言行. 衣服 を 以て 堯 .！^- を 分つ。 ：：n 淺 近たり 

と 云へ ども、 其の 然る 所以の 故 を 求めば、 件の 本然、 道の 全 體、 ：：^、 さに- H に存 する は 

勿論な り。 然れ ども 心を舍 てて 言；：；： を 論ずる は 至論に 非ず。 若し 此の 論の み を 信ぜば、 


(二 詩經小 

の 篇名リ 局 

の幽王 姒を 

愛して 伯 服 を 

生み、 皇后 申 

后の 太子 宜臼 

を 終す。 太子 

の 15 こ の 詩 を 

作りて 哀痛の 


巧言令色、 足 恭色莊 の 者 を 以て 孝弟と し、 堯舜 とする の 誤 あらん。 叉 或は 義 外の 說 

に陷 り、 道 を 以て 偽と なすに 近 からん。 是れ亦 思 はざる ベから ず。 故に 註に 「曹 交の 

問を詳 かにす るに、 淺陋蠤 率、 必ずや 其の 進 見の 時、 禮貌 衣冠 言動の 間、 多く 理に循 

は ざり しならん。 故に 孟子 之れ に吿 ぐる こと 此の 兩 節の 如しと 云 ふ」 と あり。 然れど 

も曹 交の 淺陋蠤 率專ら 言語 上に 於て 求む ベ からず。 唯 だ 言語 外に 於て 其の 精神 を 想像 

すべし。 然らずんば 十：：.、 九 尺の 言 淺陋の 如しと 云へ ども、 上 篇第七 章 足 口耳 目の 喩の 

如き も 亦 相 類す と 云 ふべ し。 故に 其の 淺陋の 所 は 十 尺 九 尺に 非ず。 其の 言語 動作の 間 

少しも 精神な きのみ。 又 梁の 襄王を 以て 曹 交に 比し 其の 優劣 を 臆 度 せんに、 襄王は 小 

卞 ありて 絕 えて 實 心なし、 曹 交は遲 鈍の 極と 云へ ども 却って 少しの 實心 あり。 故に 襄 

王 は 必ず 事 を 誤る 人な り。 曹 交に 至りて は 却って 大誤 なかろ べし。 千古の 人を懸 空に 

論ずる は 無益 なれ ども， 亦 致 格の 一端な らん か。 

第三 章 

公孫 丑 • 問 ひて 曰く、 「高 子 曰ぐ、 小 弁に 小人の 詩な りと， 一。 孟子 曰く、 「何 を 以て 之れ を 言 ふか」。 
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I」 のに si 日く、 「怨み たれば なり」。 日く、 「i: なる かな、 高 叟の詩 を^むる や。 に 人 あらんに、 it 

弓を關 きて 之れ を 射 (殺さ) ん とせば 則ち 己れ 談笑して 之れ を 道 はん、 他な し、 之れ を i スずれ 

L にの) ばな り。 其の 兄 弓を關 きて 之れ を 射ん とせば 則ち 己れ 涕泣を 垂れて 之れ を 進 はん、 他な，、 之 

00, れを戚 しめば なり。 小： fk の 怨は親 を 親しめば なり。 ^を 親しむ は 仁な り。 罔なる かな、 高叟の 

^^^^^ 詩を爲 むる や」 U 曰ぐ、 「凱風 は 何 を 以て か 怨みざる， f 曰く、 「凱風 は 親れ" If 小なる ものな りリ 

作りて、 その 小 弁 は 親の 過大なる ものな り。 親の 過大に して 怨みざる は、 是れ 愈- 疏ん ずるな り。 親の 過小 

む ^ 能 は- f にして 怨 むは、 是れ 磯むべからず とするな り。 愈. -疏ん ずる は 不孝な り、 g むべ からず とする 

S 輕 も 亦 不孝な り。 孔子 23 く、 ぼ 其れ 至孝 なり。 五十に して 慕 ふと」。 S^SM^^^^ 

む  〇i 氏 5 ソ、. れ t 膝下に 生じ、 一 體 にして 分た る。 喘 c-is- 吸 も t せ菽 に. 通す。 常 

(三) 膂叔 • に8!-しむべくして疏まる、 是れを以て小弁の怨は未だれ.^と53すに足，^さだ"なりピ。 

蔡叔。 武 王の 

； g にして 周 公 

B^^^^^  風 は 親の 過小た る ものたり。 小 弁 は 親の 過大た る ものたり。 

と. tsi. ひて 反く。 

M^^M 大とは 天下 國 家の 安危 存亡の 救に 係る こと を 云 ふ。 小と は  一 の 事の みなる を 云 ふ。 

母お。 J£ 傲 周公の管蔡を誅するは天^^-を亂る故なり。 所謂 大な り。 舜の 5^ を 封ず る は 其の 舜を惡 

むの 一身に 加 ふるに 止まる 故な り。 所謂 小たり。 此の 大小の 辨、 大いに 名敎 に" 干 こ 

萬 京 上篇？ S 三 

ま？ 參£  となり 匆々 にす ベ か らず。 


：2 以呼も b  f^©©:--2 
0てぶ以年者爭國に^； 

すに て 長 "反 遊 
地 先 、者孟 き 說にネ き 
名 生 孟な子 平の 作の 
を 子る よ 和 士る字 


0 舜は 其れ 至孝な り。 五十に して 慕 ふ。 

朱 註に、 萬 章上篇 首章の 怨 慕の 意 を 取り、 慕 を 以て 小 弁の 怨と 引合 はする は、 余 未だ 

其の 意 を 得ず。 余 謂へ らく， 慕の 字、 怨の義 あるに 非ず。 卽ち 思慕の 意な り。 小 弁の 

怨も 思慕より 出づ るな り。 凱風の 怨みざる も 思慕より 出づ るな り。 故に 慕の 一 字を以 

て、 怨 • 不 怨の兩 意 を 結びた る ものな り。 

第 四 章 

そ 5 か 51- 五)  ゆ  (六)  いづ 

宋粹將 に楚に 之かん とす。 孟子、 石 丘に 遇 ふ。 曰く、 「先生 將に 何く に 之かん とする か. r 曰く、 

「吾れ 秦.楚 兵を搆 ふと 聞く。 我れ 將に楚 王に 見えて 說 きて 之れ を罷 めし めんと す。 楚王悅 ば 

ざれば、 我れ 將に秦 王に 見えて 說 きて 之れ を罷 めし めんと す。 二王 我れ 將に遇 ふ 所 あらんと 

す」。 曰く、 一， 軻請 ふ、 其の 詳を問 ふなく、 願 はく は 其の 指 を 聞かん。 之れ に 說く將 に 何 如 せん 

とする や」。 曰く、 「我れ 將に 其の 不利 を 言 はんとす. r 曰く、 「先生の 志 は 則ち 犬なる も、 先生 

の號は 則ち 不可な り。 先生 利 を 以て 秦*楚 の 王に 說き、 秦*楚 の 王 利を悅 びて I？ て 三軍の 師を 

罷 めば、 是れ 三軍の 士罷 むる こと を樂 しみて 利を悅 ぶな り。 人の 臣たる 者 利を懷 ひて 以て 其の 

君に 事へ、 人の子た る 者 利を悽 ひて 2? て 其の 父に 事へ、 人の 弟た る 者 も 利を馕 ひて 以て 其の 兄 
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に 事へ なば、 是れ 君臣 父 兄弟 終に 仁義 を 去り、 利を懷 ひて 以て 相 接するな り。 然 り而！ て」」 

びざる 者 は 未だ 之れ あらざる なり。 先生 仁義 を 以て 秦，楚 の 王に 說き、 秦 *楚5 王 仁義 を悅ひ 

て 三軍の 師を罷 めば、 是れ 三軍の 士罷 むる こと を樂 しみて 仁義 を悅 ぶな り。 入の 臣 たる 者 仁義 

を懷 ひて 以て 其の 君に 事へ、 人の子た る 者 仁義 を懷 ひて 以て 其の 父に 事へ、 人の 弟た る^ 仁義 

を懷 ひて 以て 其の 兄に 事へ なば、 是れ 君臣 父 千 兄弟 利 を 去り、 仁義 を懷 ひて 以て 相 接 十るな り" 

然り而 して 王たら ざる 者 は 未だ 之れ あらざる なり" 何ぞ 必ずしも 利と 曰 はん」 と J 

此の 章、 利と 仁義 を 論ず。 梁惠 王上篇 首章と 大いに 同じ。 孟子 一生の 定論な り。 不利 

を 云 ふ は、 戰は 勝つ と 雖も兵 鈍し 鋭 挫け、 力 屈し 財丄  =1  く。 ぼ^、?  §§5。 況ゃ戰 必ずしも 

勝たざる を や。 且つ 秦-楚 の 戰は兩 虎 相！^ ォ つが 如し。 兵 連り 禍 結び、 韓. 魏.： 超 一 

是れに 乘ぜば •  々しき 大事な りと 云 ふに 過ぎざる べし。 仁義の. 説 は、 先 づ山丘 (を與 一 

し. H 臣を危 ふくし 怨を 諸侯に 構へ、 土地の 故 を 以て 其の 民 を麼爛 する の 不仁た る を 云 

ひて、 其の 仁心 を感發 せしめ， 又寸壊 尺地 も 不義 を 以て 取る 間 敷き 事 をお いて， 、レ 一 

を 興起せ しむる なるべし。 古今 兵 を 論ずる 者 皆 利 を 本と し、 仁義 如何 を 顧みず。 今時 一 

に 至り 其の 弊 極まれり。 其の 實は 仁義 程 利なる もの はたく- 又 利 程 不仁 不義に して 不 一 


利なる もの はなし。 近日 魯. 墨の 事に 依りて 知るべし。 

第五 章 

f 一)  じん しょしゅ 

孟子 鄒に 居る、 季任、 任の 處 守たり、 幣を 以て 交 はらんと せし も、 (孟子) 之れ を 受けて 報ぜず。 

平 陸に 處る、 儲 子 相たり、 幣をz^て交はらんとせしも、 之れ を 受けて 報ぜず。 他日 鄒 より 任に 

之き しとき 季子 を 見る。 平 陸より 齊に 之き しとき は 儲 子 を 見ず。 屋廬子 喜びて 曰く、 「i^ い 0 

を 得たり」 と。 問 ひて 曰く、 「夫子 任に 之き て 季子 を 見し も、 齊に 之き て 儲 子 を 見 ざり し は、 其 

の 相た るが 爲 めか」。 曰く、 「非な り。 % に 曰く、 享に儀 多し。 儀、 物に 及ばざる を 不享と 曰 ふ。 

二  えき 

惟れ 志 を享に 役せ ざれば なりと。 其の 享を 成さざる が爲 めな り」。 屋 廬子悅 ぶ。 或 ひと 之れ を 

問 ふ。 屋廬子 曰く、 「季子 は鄒に 之く を 得 ざれ ども、 儲 子 は 平 陸に 之く を 得れば なり」 と" 

是れ 等の 章に 於て、 古人 賢 を 貴ぶ の 重く、 賢者 自ら 居る の 貴き を 知るべし。 今や 賢 を 

貴ぶ 人な く、 又 自ら 貴ぶ 人な き は、 古今の ー變 革と 知るべし。 古道 を 以て 自ら 任ずる 

者、 豈 に嘆ぜ ざる こと を 得ん や。 儀、 物に 及ばず の 一 句 深 思すべし C 儀 薄く して 物 重 

き は、 及ばざる なり、 不享 なり。 物輕 しと 云へ ども 儀 厚き は享 たり。 儀 は 外 容の禮 成 

を 云 ふに は 非ず.、 禮 意の ことと 知るべし。 rlr!- 馬溫 公の 所謂 r 會數. ^にして 禮 勤め、 物 
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二) Iff 父吉 

m 大助。 第 十 

ニ卷 所^^ 記 

照 

(二) 離？ * 上 


(三) 姓 は 公 

0, 名 は 休。 

_je の 相 

(£) 共に 當 

^の S 者 

(五) 王 豹 は 

の 人、 お！ a 

は齊の 人、 と 

もに 歌もう た 

ふこと 巧な り 
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蒲く して 情 5- し」 と 云 ふ も 此の 義と 通ず。 


り， なは臃 お！ に 止まり、 SS 

て^221め、 ；^? S くして iswt と。 


にして 七 行 も 過ぎす。 は 市に 沾ひ、 果は梨 n-iEKit に 止ま 

；乞用 ふ。 當 S: の士 火夫 1J: 然り。 人、 相 ダ。 ぉ數； に L 

右 四月 三 S  に。 十 

第 六 章 

淳于 l^I: く、 「名實 を 先にす る 者 は 人の 爲 めに するな り。 名實を 後に する 者 は， E ら爲 めに する 

なり。 夫子、 三 卿の 中に 在りて、 名實 未だ 上下に 加 はらず して 之れ を 去る。 仁者 は 固より 此く 

の 如き か」。 孟子：：： く、 「下位に 居て 賢 を 以て 不 $；： に 事へ ざり し 者 は、 伯fii?^i;:-り。 五た び 揚に就 

き、 五た び 梁に 就きし 者 は、 伊 尹な り。 汙君を も 悪まず、 小官 を も辭せ ざり し 者 は、 柳 下 な 

り。 三 子 は 道 を 同じう せ ざれ ども、 其の 趨は 一 なり」。 「一 と は何ぞ や」。 曰く、 「仁な り。 n^. 

は 亦 仁なる のみ。 (去就) 何ぞ 必ずしも 同じ からん」。 ^.M3^§^0MS^ 

り。 ^豈に^-も伐っ の^^5ぁらんゃ。 其の 5； 尹 を 進む る は 以て 之れ に 1* ふるな り。 其の 過な 悔いて に？！？ らんこと^ 欲せし のみ。 

伊尹旣 に^に 就きて は 則ち. 湯の 心 を 以て 心と 爲 せり。 其の 終りに 及んで は 人 之れ に おし、 ： 人 之れ に 命じ、 「しむ を すして 之 わ 

も 伐ちし のみ。 i おし fiS 初めて & 尹み-求めし とき、 卽ち «-,yJW つの 心 あり、 而 して 尹な して 遂に 之れ に扣 たもし め JI メ、、 

て 以て な； « たば、 是. c: 犬 下 を 取る を 以て 心と 5：：!. せし なり。 天下 を 取る も W て 心と はす は豈！ is 人の 心ならん や， - f 

「魯の 編 公の 時、 八ム儀 子、 政を爲 し、 子 柳 • 子 思、 臣 たりし も、 魯の 削らる る や 。 是 

くの 若き か、 賢者の 國に 益な きこと」。 H く、 「處は 百 里 奚を川 ひずして 亡び、 秦の穂 公 は 之れ 

を 用 ひて 露たり。 K を 用 ひざれば 則ち 亡ぶ、 削らる る こと 何 ぞ^べ けんや」。 闩 く、 「昔老 豹、 


g ともに 洪に處 りて 河 西 善く i ひ、 i 駒、 高 唐に 處 りて 齊右 善く 歌 ふ。 華 周 *杞 梁の 妻 は 善く 其の 夫 を 

齊 の臣、 莒に -  あま  ， ， 

戰 死す  哭 して 國 俗を變 ず。 これ を內に 有すれば 必ず これ を 外に 形す。 其の 事を爲 して 其の 功な き 者 は 

^？^未だ嘗て之れを^ざるなり。 是の 故に 賢者な きなり。 あらば 則ち 髡 必ず 之れ を識 らん」。 曰 

く、 「孔子 魯 の司寇 たりし とき 用 ひられず。 從 ひて 祭りし に燔肉 至らず。， 鋭を稅 がず して 行る。 

知らざる 者 は 以て 肉の 爲め なりと 爲し、 其の 知れる 者 は：^ て禮 なきが 爲め なりと 爲す。 乃ち 孔 

子 は 則ち 微菲 を：^ て r 仃 らんと 欲し、 苟 めに 去る こと を 爲すを 欲せざる なり。 君子の 爲す 所に 衆 

.人固ょり識らざるなり」。 |;籠.8§^?蒙^1ぉ藉£^|?ぉ^1れ 

る g- 決に して、 意 を 用 ふる 忠 厚なる こと、 

固より 衆人の 能く 識る 所に „s; ざるな り。 

〇 五た び 湯に 就き、 五た び樂に 就きし 者 は、 伊 尹たり。 

伊 尹の 事、 萬 章 上 篇第七 章に 云 ふ 所 尤も 明確 を覺 ゆ。 因って 其の 章 下に 於て 略 ぼ 鄙見 

を劄 記す。 而 して 此の 章に 於て は竊 かに 疑 あり。 公孫 丑上篇 第二 章. 萬 章下篇 首章 並 

びに 伊 尹 を 論じて、 「何れに 事 ふるとして か 君に 非ざる。 何れ を 使 ふとして か 民に 非 

ざる。 治に も 亦 進み、 亂 にも 亦 進む」 と 云 ふ。 是れ 此の 章の 口  1 に 就き 续に 就く と 全く 

同義たり。 唐の 柳 子 厚、 是れに 因りて 「伊 尹 五た び榮に 就く の贊」 を 作る。 大意 謂へ 
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ちく、 「退きて 思うて 曰く、  ？ おは 誠に 仁 なれ ども、 其の 功過 からん。 I ^ひも 舛人は 誠に 

不仁 たれ ども、 朝に 吾れ 從 ひて 暮には 天下に 及ばん こと 可な り と。 gsjusi- 是に 於て：^ 水 

に 就く。 桀 果して 得べ. からず。 反りて"：！ に從 ふ。 旣 にして 义 m やって：：： く、 尙は くはい 

の 一 を 可とせん か、 斯の人 をして 资く 其の 澤を 被らし めんと。 又往 きて；^ 木に 就く。  HA 

可とせず。 而 して 又 湯に 從ふ。 以て 百 一 千 一 萬 一 に 至りて 卒に 可とせず。 乃ち を 相 

けて！^ を 伐つ」 と 云へ り。 蓋し 聖人 民 を 救 ひ 道 を 行 ふ、 其の 意のお たる こと 斯 くの 如 

しとたり。 余 謂へ らく- 古より 大業 を 成す の 人、 怙 退緩靜 ならざる はなし。 ^しゅ # 

をして 度量 狭隘、 褊〈11| 躁妄、 果して 柳 子の 言の 如くなら しめば、 -V; に 犬： 卜 を 任ずる に 

足らん や。 且つ 三 聘の後 始めて 播 然として 出で 仕 ふるの 氣 象と 雲泥と 云 ふべ し。 故に 

わう ひ  あやまち 

古人 或は 柳 子の 赞を 以て、 己が 王 • 王叔 文に 凝す るの 過 を 飾る と 「ムふ 者 あり。 が t る 

と 云 ふは甚 しけれ ども、 子； ^l- の 見 0 ら是 くの 如し。 乃ち. 仆. 叔 文に 黨 する を％ か，；， ざ 

る 所以たり。 而 して 子 I5r 末年 深く 自ら 平 昔 を 悔悟す るの 語 多し。 是れ 其の 學 進み 見 進 

むこと 知るべし。 然れば 赞に謂 ふ 所 は 子 1^ に 在りても 朱定の 見に して、 何 ぞ伊尹 を 論 


一 y 一 f| 文 ずるに 足らん や。 蘇 潁濱の 古史に 云 はく、 「伊 尹莘 野に 耕し 旣に 處士を 以て？ 一! に從 へ 

字 は 子 由.、 潁  S  ぁづか 

濱 と？。 蘇 り。. 其の 夏に 適く に 及んで は、 其の 私の 行に 非ず。 湯 必ず 之れ を與り 知る。 其の 君 ほ 

沟の 子に して 

JB^ 支 r-s  お も 

の 心以爲 へらく、 湯に 從 ひて 梁 を 伐ち 以て 斯の i を濟ふ は、 伊 尹 をして 樊-に 事へ しめ 

て 其の 亂を 止む るに 若かず。 夏 をして 亡びず、 商 をして 興ら ざら しむと 雖も 憾みな き 

なりと」。 叉 集註に、 「楊 氏 曰く、 伊 尹の 湯に 就きし は 三 聘の勤 を 以てすれば なり。 其 

の桀に 就きし は „f 之れ を 進め たれば なり。 „f 伊 尹 を 進む る は、 の 過 を 悔いて 善に 遷 

らんこと を 欲せし のみ」。 兩說 共に 聖人の 心に 於て は 得る こと あるが 如し。 而 して 本 

つ， 

文、 に 就き 续に 就く は 自ら 就くな り。 事と 云 ひ 使と 云 ひ 進と 云 ふ、 皆 自ら 事. 使- 

進す るな り。 然れ ば兩說 果して 當るゃ 否 を 知らず。 柳 子の 贊 却って 五 就 亦 進の 義に當 

れ るが 如しと 云へ ども、 叉 三 聘の說 に 合 はず。 況ゃ伊 尹の 度量に 似ざる を や。 孫子 用 

間篇に r 殷の 輿る や、 伊摯 |£ 夏に 在り」 と 云 ふが 如き は、 伊 尹 を 以て 問 者と する の 

義 にして、 曰 B の 意 を 承け て 夏に 事 ふる 所 は 蘇. 楊の 兩說と 同じ けれども、 黑白 誠僞復 

た 同年の 論に 非ず。 故に 姑く 疑を闕 くの み。 
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〇i;„l 者 王 豹、 洪 に^りて 河 西 t: く， 齲 ひ、 縣駒、 高 街に 處 りて 齊右 i.^;: く 歌 ふ。 i 难^. 杞 

梁 の 妻 は 善く 其 の 夫を哭 して 國俗 を變 ず。 こ れ を s: に 有すれば 必ず こ れ を 外に ず。 

其の 事を爲 して 其の 功な き 者 は、 梵朱だ It て 之れ を舰 ざるたり。 

此の  一 ！ s^..- 髡の 言と 云へ ども 甚だ 偸 快な り。 余 野山獄 に.^ る 時 常々 斯の語 を 念！ i し、 

II- つて 獄中の 風習 を 一 變 せんと 欲す。 而 して 卞辣カ 弱 且つ 獄に 在る こと^しから ず、 

遂に 成功 を 見る に 至らず。 王 豹 .縣 駒 ニ|-*杞 の _ ^に 愧づる も亦甚 し。 然れ ども 斯の 

語の 如き は 今に 至りて 常に 胸中に 往來 す、 故に 茲に抄 す。 意な きに 非ず と ーガ、 ふ。 

華 周 .杞 梁 二人、 苔に 戰 死せ しこと、 說苑立 節 篇に見 ゆ。 今、 文 長き を 以て-いお、 に 略す。 

二人の 事 固より 中道に 非 ざれ ども、 頗る 皇國 武士の 意氣 あり。 往 いて 一見し- 怯 無 

恥の 者を勵 ますべし。 

〇 孔子 科の 司寇 たりし とき 云々。 

孟子 自ら 齊を 去る を 以て、 孔子の 稃を 去る に 比す。 此の 意 を 味 ふに 必ず. E あらん。 公 

孫 S 下篇末 章に 「崇に 於て 吾れ 王に 見 ゆる こと を 得たり。 退きて 去る の 志 あり。 (中 S 


齊にク 、しき は 我が 志に 非ざる なり」 と あり。 其の 第 十一 章に 「子、 長者の 爲 めに 慮り 

て 子 思に 及ばず」 と あり。 其の 第 十二 章に 「王 111 はく は 之れ を 改めん こと を」 と あ 

り。 此の 類 を 合せ 見ば、 大略 伺 ふべ し。 蓋し 孟子 初めて 官 王に 見えて より 旣に去 志 あ 

り 然 4, とも 故な くして 去る こと を 欲せず。 故に 必ず 時 を 待ちて 後 去るな り。 或は 一 

事に 託して 去るな らん。 待つ こと あり 託する こと ありと 云へ ども- 其の 本意 は宣王 賢 

を 尊ぶ の 誠心な く、 王政 を 行 ふの 實 心なき の 故 を 以てたり。 豈に他 あらん や。 

第 七 章 

孟子： n く、 五 霧 は 三 王の 罪人な り。 今の 諸侯 は 五 露の 罪人な り。 今の 大夫は 今の 諸侯の 罪人な 

り。 天子の 諸侯に 適く を 巡狩と 曰 ひ、 諸侯の 天子に 朝す るを述 職と 曰 ふ。 春 は 耕す 4jr みて 足 

ら ざる を 補 ひ、 秋は敏 むる を 省みて 給らざる を 助く。 其の 疆に 入りて 土地 1^ け 田野 治まり、 老 

を 養 ひ 賢 を 尊び、 俊傑 位に 在れば 則 まあり。 慶す るに 地 を 以てす。 其の P 人り て 土地 荒 蕪 

し、 老を 遣て 賢 を 失 ひ、 掊克 位に 在れば 則ち i あり。 一た び 朝せ ざれば 則ち 其の 爵を 防し、 再 

び 朝せ ざれば 則ち 其の 地 を 削り、 三た び 朝せ ざれば 則ち がま 之れ を 移す。 是の 故に 天子 は 討 じ 

て 伐たず、 諸侯 は 伐ちて 討ぜ ず。 五 露 は 諸侯 を I、 きて て 諸侯 を 伐つ 者な り。 故に H く、 「五 
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粒 は 三 王の 罪人な り」。 五 I おは 桓公を 盛な りと 爲す。 の會 に、 Bl^yk かね、 ！^：を戟せて 

血 を 欺らず。 初 命に 臼く、 「不孝 を誅 し、 樹子 をう み ふること なかれ。 妾 を 以て 姿と 爲す ことな 

力れ」。 再 命に a く、  g を 尊び 才を宵 ひて Z? 有德を g はせ」。 三 命に 曰く、  r 老を敬 ひ 幼 を 鉱13 

み、 賓旅を 忘る る ことな かれ」。 四 命に 曰く、  r 士は官 を！？ にす る ことな かれ。 は 寧は攝 する 二 

とな かれし 士を 取る こと 必ず 得よ" 奪 に 大夫を 殺す ことな かれ」。 五 命に 曰く、 「g*i- まぐ る 

.  かひよ ね とど  IT  F 

ことな 力れ。 權を遏 むる ことな かれ。 封ず る ありて if:; げざる ことな かれ」。 曰く、 「凡そ 我が 问 

の 人、 旣に盟 へ るの 後 は 言の 好に 歸 せよ」 と。 今の 諸侯 は 皆 此の 五禁を 犯せり。 故に 今の 諸 

. 侯 は 五 薪の 罪 入な りと 曰 ふなり。 君の 悪 を 長ず る は 其の 罪 小な り。 君の 惡を i ふる は 《の罪大 

なり。 今の 大夫は 皆 君の 惡を逢 ふ。 故に 今の 大夫は 今の 諸侯の 罪人な りと 曰 ふなり。 1^ (の.？ 

功 4^ る 者 未た 五 Is より. なる は あら ャ。 ある Sic もお ビ E お t,5J^  ： 。た， C  y^c  rK 

に gsg にし 5 の 魁な り。 の TSAiss:?  一 は 。Tfl 

此の 章 伊藤 仁齋云 はく 、「孟子の 言、 亦 徒らに 時の 益！ 降る を 歎ずる のみに 非ず。 ^し 

夫子 春秋 を 作る の 意を述 ぶと 云 ふの み」。 此の 説先づ 吾が 心を據 たり。 孔子の^ 秋 を 

作る は、 平生 經綸の 志 遂に 實 事に 施す こと を 得ざる を 知り、 是れを 行事に 載せて 大. 卜 

萬 世に 示す ものな り。 孟子の 此の 章 其の 意亦然 り。 余 背て 野 山獄に 在りて ikf 著 


はし- 天下の 大計 を 論ず。 其の 意竊 かに 亦寓 する 所 あり。 今 此の 章 を 講ずる に 因りて 

前 念叉發 す。 苟も 時 あり 勢 ありて， 朝廷の 體を 正し、 諸侯の 制を嚴 にし、 巡狩 • 述 職 • 

こ よしみ 

慶賞 • 讓責の 政 を 明かに し、 叉 五 霸の五 命 を 兼ねて 言の 好に 歸す るに 至らば， 如何ば 

かり 芽出度き ことたらん。 一念 兹に 及べば、 寢 ねて 寐 ねられず、 食 ひて ぼからず。 然 

れ ども 幽囚の 人 如何と もす る ことなし。 爲す こと を 得る の 人 絶えて 此の 念な きを 恨み 

ると、 退きて 時勢の 至る を 待つ と あるの み。 悲しい かな。 

〇 天子の 諸侯に 適く を 巡狩と 曰 ふ。 

巳に 時 あり 勢 ありて 皇道 再び 輿ら ば、 巡狩の 事 第一 に議 せざる ベから ず。 巡狩の 事、 

に 一一) 書の sk. 周官に 依る に、 皆 天子 四 岳 S 職 誠、 -輔 、迄 行幸し、 其の 地方の 諸侯 を 

經 の篇： 來 朝せ しむる ことと 見 ゆ。 然れば 天下 中の 山 陬海濱 悉く 巡行す るに 非ず。 因って 皇國 

に て も 此の 意に 倣 ひ、 東海 • 東 山 1 一道 は 伊勢 國に、 北陸 • 山陰 一 一道 は 若狹國 に、 山陽 • 

南海 • 西 海 三 道 は 攝津國 に 行宮 を 營し、 其の 道の 諸侯 を 兹に會 せば 甚だ 其の 宜しき を" 

s^/_<s!l 得ん。 明の 宣宗云 はく、 「舜の 時には 五 載に 一 たび 巡狩し、 成 周に は 十一 一年に 一 巡す、 
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^^^^^^^s^s^^. 時 同じから ず。 況ゃ後 ゆ iKi の 衆き 征 求の 腐き を 以て 時 巡の 

禮を行 はんと 欲す、 難し」 と。 余 謂へ らく、 宣宗は 明の 賢主に して、 講^ 赏 を^び て 

名 を 好まず。 泰皇 .漢 武以來 ^代の 帝王 多く 封 禪に惑 ひ、 神仙に 耽り、 化れ 大を」 3|: び 下 

民の 闲苦を 顧みざる が 如きに 懲り、 深く 邁狩を 難ん ずるな り。 故に 宣宗の 巡狩せ ざる 

は、 秦*  ^の 封喊に 比せば 其の 勝る こと 萬々 なり。 然れ ども 痛く 侍衞 を^き 大いに 征 

求を宽 うし て^^の 古に 復 し- ^朴 を大ド に： 小す、 乂に 其の 術な からん や。 而 して 穴 

宗兹に 及ぶ こと 能 はず。 "；，^ れ余 深く  IE しむ 所な り。 i -々、 皇道に 志 ある 者， 巡狩の f お 

に 於て ひ： に 請求せ ざ る ベ けんや。 

〇 春 は 耕す を 省みて 足らざる を 補 ひ、 秋 は^むる を 翁み て 給らざる を 助く。 

此の 事 叉 梁 惠王下 篇第四 章に も 出づ。 s，2J;K?sg*ififi^;:;u。 其のな に 一ぶ はく， 

「春秋に は 郊野 を循 行し- ：!^ の 足らざる 所 を 察して 之れ を 補助す」 と あり。 其の 意 ャハ； 

狩 • 述 職の 外に 叉 補助の 爲 めに- 邓 野を循 する に 似たり。 余 謂へ らく、  ^して 補助の 

爲 めに のみ 術 行す ると 云 はば、 常 今 「お 郡 代官の 檢 見の 如くに して 足れり。 I チの |£§.；5； 


s， 何ぞ 人君 自ら 循行 を勞 する を 待たん。 且つ 周の 制、 六 年に 五 服 一朝し、 又 六 

年に 王 乃ち 時に 巡る。 i ピウ s。 然れば 此の 外 年々 春秋、 叉 天子 畿內を 巡り、 諸侯 其の 封 

內を循 ると は 心得難し。 果して 然 らば 古 時 百事 簡易と は 云へ ども、 民間 を騷擾 する こ 

とな くんば あらず。 且つ 人 主 亦 其の 多事に 堪 ふること なからん。 殊に 補助の 爲 めの 循 

行なれば、 山 陬海濱 迄も徧 から ずん ば あらず。 巡狩の 一 筋道 を 行く 如きに 非ず。 尤も 

しば/、  -  -  ^ 

に』 ！^„^の 疑 ふべき ことなり。 故に 余 謂へ らく、 漢 武數. '天下 を 巡行す。 行の 過ぐ る 所 或は 復作 

女 徒に 雷 I  .W て 

ある ことなから しめ- 或は 田租 を 出す ことなから しめ、 或は 錢帛を g ふこと あり。 是 

れ より 後 諸 帝 多く 是れに 傚 ふ。 是れ 暗に 補助の 意に 合 ふなるべし。 故に 凶年 飢歲 其の 

他の 賑恤は 人 主の 循行を 待たず。 人 主の 循行は 行の 過ぐ る 所の み 補助の 事 あり。 是れ 

循 行に 因りて 下民 を 騒擾し、 r 飢ゑ たる 者 は 貪 はず、 勞 する 者 は 息 はず、 P ぶと して 

胥讒 り、 民 乃ち 慝を 作す」 Jf^g と 云 ふ 如き を恤 ふる 所以な り。 

Q 五霸は 諸侯 を摟 きて 以て 諸侯 を 伐つ 者な り。 

頼 朝 以下 本邦に も五霸 あり。 顺 gi^ls^i 跃 iag. 、德 諸侯 を褸き 諸侯 を 伐つ、 其の 事 

講孟餘 話  三 四 三 


講孟餘 話  三 2y 

亦 相似たり と 云 ふべ レ。 其の 間 叉 天子の 命 を 奉じて 其の 罪を聲 し、 是れを 討ず る あ 

り。 就中 賴 朝の 藤 原 泰衡を 伐し、 秀吉の 相 模.薩 摩 を 伐す る 如き， 其の 義 尤も 顯 明な 

りと 云 ふ。 叉 案ずる に、 集註に、 五霸は 功の 首にして 罪の 魁な りと 云 ふこと あり。 此 

の 言 和漢に 通じて 旳當と 云 ふべ し。 而 して 頼 朝の 如き 尤も 功 首 罪 魁と 稱 すべ し。 

〇 葵 丘の 會 

五 命中 一 言 も 王事に 及ぶ ものな し。 我が 秀吉聚 樂の盟 の皇恩 王事 を 以て 第一 としたる 

に 比せば、 豈に 雲泥の差に 非ず や。 前件 命 を 奉じ 罪 を 伐つ 事と、 此の 件の 裏と、 ：：： 化れ 

頼 朝 • 秀吉 の才、 獨り齊 桓 • 晉 文に 過 越す るの みに 非す、 我が 皇 朝の 盛， 國體 の^、 

固より 周 家と 同日の 談に 非ざる を 以てな り。 然れ ども 其の 詐カ權 謀 • 天子を挟んで^5 

侯 にん" する の 心に 至りて は、 頼 朝と 云へ ども 亦； 5!  • 文と 同じき のみ。 獨り 秀吉に 至り 

て は 至 性 純忠、 誠心 を 以て 天朝 を^ 奉し 皇恩 を感 佩す。 5 おに 後^ 霸 者の 能く 及ぶ 所な 

らん や。 惜しい かな 學問 足らず、 制度 文 爲* 古 朝廷に 復 する こと を 知らず。 又 其の^ 

を 早う せし は 實に皇 國の大 不幸、 嘆きても 餘り ある ことなり。 然れ ども 後^ 時勢 あら • 


ば、 秀吉の 業に 本 づき， 古聖 代の 典に 據り、 下 源氏 以來の 故 實を考 へ、 又 漢土 三代 以 

下 王 伯の 業を稽 へば、 何 ぞ秀吉 の 世 を 早う す る の み を 嘆 ぜんや。 

0 故に 今の 大夫は 今の 諸侯の 罪人な りと 曰 ふなり。 

此の 一節、 是れ 全章歸 宿の 處 にして、 遽 かに 是 れを讀 めば 甚だ 索然た るが 如し。 細か 

に 是 れ を 味 ふに、 今の 大夫 其の 君 に 吿 ぐ るに 三 王の 道 を 以てする こ と 能 は ざ る の み な. 

らず、 五 霸の道 すら 時に 行 はしむ る こと 能 はず。 小に して は 君の 惡を長 じ， 大 にして 

は 君の 惡を逢 ふる、 最も 惡 むべき ことたり。 大 夫の 罪 彼れ が 如くに して、 諸侯 敢 へて 

是れを 罪せざる のみならず、 方に 且つ 是れを 祟び 是れを 愛す。 是れ叉 諸侯の 罪な り。 

ひら 

大夫 として 眞 切に 是れを 今日に 求む る 時 は、 三 王の 道の 內 「土地 辟け 田野 治まり、 老 

を 養 ひ 賢 を 尊び、 俊傑 位に 在る」 の數 句、 五霸の 道の 內 「不孝 を誅 し、 樹子を 易 ふる 

ことな かれ。 妾 を 以て 妻と 爲す ことな かれ， r 「賢 を 尊び 才を育 ひて 以て 有 德を彰 せ」。 

「老 を 敬 ひ 幼 を 慈しみ , 賓旅 を 忘 る る ことな かれ 」。 「 士 は宫 を I に す る ことな かれ e 

i,%Lf5。 も 官事 は攝 する ことな かれ。 認 i§ ぼ， 士を 取る こと 必ず 得よ.^ 專 に 大夫を 
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殺す ことな かれ」。 「防 を. M ぐる ことな かれ。 S まい？ 嫌 liiiSJT を 化 や 確 を むる こ 

とな かれ。 封ず る ありて 4：： げざる ことな かれ」。 「言の 好 に^せよ」 の 五 

命 十四 五 事、 勉めて 是れを 其の 國に行 はば、 侯の 罪人た る を， かるべし。 ャャ 狩. 述 

職 • 慶 赏. 譲^、 凡ぞ 王政の 事 は 所謂 時勢 を； つに 如か ず。 

右 四月 七日 

第 八 章 

魯、 慎 子 をして 將： ホた らし めんと 欲す。 孟子 曰く、 「民 を敎 へずして 之れ を 川 ふ、 之れ を：；；、 を 

狭 すと 謂 ふ。 民 を 狭す る 者 は 堯舜の 世に t 介れ られ ず。 一 たび 戰 ひて 齊に 勝ち、 遂に南陽を^1？ 

^ 一 i の 1 臣 つと も、 然も 且つ 不可な り」 と。 慎 子 勃然として 悅ば ずして H く、 「此れ 則ち 滑-ぬの 識ら ざる 所 

なり」。 曰ぐ、 「吾れ 明かに， 子に 告げん。 天子の 地 は 方 千里、 千里なら ざれば 以て 諸侯 を 待つ に 

足らず。 諸侯の 地 は 方 百 里、 百 里なら ざれば 以て 宗廟の 典籍 を 守る に 足らず。 周 公 の^に 封ぜ 

とどま 

ら るる や 方 百 里と 爲す。 地 足らざる に 非 ざれ ども ほ 里に 儉る。 太 公の 齊に 封ぜら るる や、 亦い〃 

百 里と 爲す。 地 足らざる に 非 ざれ ども 百 里に 儉る。 今醤は 方 里なる もの 五つ あり。 子以爲 へ 

らく、 王者 作る あらば 則ち 魯は摂 する 所に 在らん か、 益す 所に 在らん か。 徒に これ を 彼れ に； 5- 


りて 以て 此れに 與 ふるすら、 然も 且つ 仁者 は爲 さず。 況ゃ入 を 殺して 以て 之れ を 求む るに A- 一、 

を や。 君子の 君に 事 ふるや、 務めて 其の 君 を 引きて 以て 道に 當り 仁に 志さし むる のみ」 と， 

此の 章 は 前章、 三 王. 五霸. 今の 諸侯の 事 を 云 ふに 因りて、 遂に 孟子 志 を 得、 天下に 

行 ふの 大體を 示すな り。 天子の 地、 方 千里、 諸侯の 地、 方 百 里、 是れ 周の 定制 なり。 

而 して 春秋より 戰國に 及び、 諸侯 皆 大は小 を 呑み、 强は弱 を 井せ、 孟子の 時に 至り 大 

諸侯 九國各 . 千里 の 地 を 有す。 i 謹 55薩：秦€,、.£€£|§ は：； 孟子 を し て 

に r 醫 志を 得、 天下に 行 はしめば、 必ず 先づ政 I し 仁 を 施し、 國中 をして 富. 敎の實 

出 つ。 治國の 

^, あらしめ、 然る 後 諸侯に 諭し- 橫斂 暴稅を 禁じ" 隣 境 俊 蝕の 地 を 還 さしめ、 滅國を 興 

る をい し絕 世を繼 ぐ。 而 して 其の 諭に 違 ふ 者 あれば、 罪 を 鳴らして 是れを 討ず るの み。 是れ 

其の 大體 なり。 古人 或は 此の 章 を 疑 ひて 爲し 難き の 事と し、 謂へ らく、 此の 時 百 里の 

制を踰 ゆるの 國比々 皆是れ なり。 假令 王者 起る こと ありと も、 安ん ぞ 能く 一  々4曰ビし 

を 削除す る こと を 得ん やと。 丙 つて 漢 代の 諸侯 王 私 恩 を 推し、 子弟に 邑を 分つ の 事 を 

引きて 此の 章 を 解し * 謂へ らく、 五百里. 千里の 大國 も漸々 に 附庸支 封 を 多くし、 其 
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の 國カを 分つな らんと。 是れ國 運の 季叔を 小 補す るに は 良策 なれ ども * 1  ハ： =: に 王者 大有 

わう じ やお こる あらば 

爲の略 を 語る に 足らん や。 本文 有 王者 作の 四 字、 眼 を 付けて 見るべし。 王者 勃興の 

勢 沛然と して 誰れ か 能く 之れ を禦 がん。 中々 書生 紙上の 常 理常勢 を 執りて 論ずべ けん 

や。 且つ 見よ、 近古 織 田 • 璺臣 *德 川 三 氏の 如き • 固より だ 王者 を 以て 論じ 難 けれ 

ども.. 其の 大國 を^り 强國を 除く こと 意 想の 及ぶ 所に 非ず.。 5^ や 王者 古制と 大義と を 

以て、 無道 不義 を 正す に 於て を や。 何ぞ 其の 爲し 難き を 疑 はんや。 

民を敎 ふと は 民に 禮满 を敎 へ、 上 を 親しみ 長に 死す るの 義を 知らし め， 乂 戰^, 识 旅の 

法 をお はすこと なり。 是れ已 に」；^ にして 叉 富なる 上の 敎 なり。 而 して 其の 敎 なる もの 

は、 又 皆 人君 S 行實 踐の餘 より 流出せ ざる はなし。 故に 一章の 結：： に 至りて、 乃ち 云 

はく， 君子の 君に 事 ふるや、 めて 其の 君 を 引きて 以て 道に 常り 仁に いふ さしむ るの み 

と。 人君 已に 道に 當り 仁に 志す 時 は、 ^行 實踐 日に 益.' 著明に して 國屮 に遍 し。 然る 

後敎を 施す、 敎 至らざる ことなし。 M 疋れ 則ち 此の 章 言外の 意- 常に W わ ひて 得べき なり？ 

君 を 引き 道に 當 つるの 義 * 離^ 上篇 第一 一十 章と 合せ！^ ふべ し。 


第 九 章 

孟子 曰く、 今の 君に 事 ふる 者 は 曰く、 「我れ 能く 君の 爲 めに 土地 を g き、 s?rf と。 

今め 所 I 臣は 古の 所謂 晨 なり。 霊に i はず 仁に 志さず して、 之れ を 富まさん こと を 求む。 

是 れ榮を富 ましむ るな りつ 「我れ 能く 君の 爲め にぎ g を f、 戰 へば 必ずぎ」 ち 

良臣 は 古 の所驚賊 なり。 sia 之れ. I めに 屬 せんこと を 求む r 

是れ 樂を 輔 くるな り。 今の 道に 由り て 今の 俗を變 ずる ことなくん ば、 之れ に 天下 を與 ふと 雖も、 

一朝 も 居る こと 能 はざる なり。  - 虽 

此の 一^、  土地 を 辟き、 府庫 を充 たす， 與國を 約し、 戰 へば 必ず 克 つきむ こ 非ず。 t 

道に 鄉はず 仁に 志さず して、. 之れ を 富まさん こと を 求め、 而 して 之れ が 爲めこ 腿せ 

ん こと を 求む る を 憎むな り。 此れ等の 章大體 上より 見下さ ざれば 明かなら ず。 故こ吉 

語に 云 はく、 今の 道に 由り て 今の 俗を變 ずる ことな くんば、 之れ に 天下 を與 ふと 雖も， 

一朝 も 居る こと 能 はざる なりと C 今の 道に 由らず、 今の 俗を變 ぜんとな らば 如何。 前 

章晨 ニー 一王の 事、 及び 其の 君 を 引きて 以て 道に 當り 仁に 志さし むる の 說ょ り 工夫 を 

下す とき は 大本 立つな り。 大本 已に 立つ 時 は讓是 れに從 ふ。 已に 一一 一王の 道 を 立て、 
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五 霸の術 を 採り、 道に 常り 仁に 志す 上 は、 土地 を 辟き 府^ を充 たす の！ £r 與國を 約し 

戰 へば 必ず 克 つの ほ も 亦 皆 有用な り。 離 上篇第 十四 章に 「普 戰者は 上 刑に 服し、 ^ 

侯 を 連ぬ る 者 は 之れ に 次ぎ、 草萊を 辟き 土地に 任ずる 者 は 之れ に 次ぐ」 と あり、 盡心 

(一) i ド 篇に 「我れ 善く 陳を爲 し、 我れ 善く 戰を爲 すと。 大罪な り」 と。 面して 前章 三 王の 

事を說 きて は 云 はく、 「土地. 辟け 田野 治まる」 と。 五霸の 事を說 きて は 、はく、 「旣 

に盟 へる の 後 は、 言の 好に g せよ」 と。 公孫 a 下篇 首章、 r 界 子は戰 はざる こと あり、 

戰 へば 必ず 勝つ」 と 云 ふ。 叉梁惠 王ド篇 第三 章 文武の を 稱し、 其の 他 燕 を 伐つ を 論 

ずる 諸 章，^^ |& 針 一 を 以て 見れば、 孟子 をして 志 を 得せし めば、 ^必ず々. a 國强 

\：：：： ハの策 を 採用し、 善戰^ 陳の 士を驅 使す る こと 必 せり。 故に 孟子の 憎む 所 は キ；^ に鄉は 

(二) ともに ず 仁に 志さざる を悄 むの み。 譬へ ば五穀と^:::n职 • 大^の如し。 人 を甚ふ はだ 效に 過ぎ 

^草 

たる はなし。 病を驅るは^:::?頭 • 大^に^ぇたるはなし。 故に 五穀 を 以て 人 を 養 ふと 云 

へど も、 义 疾病 來り加 はる 時 は、 till 頭. 大黄 を 以て 是 れを驅 除せ ざる こと を 得ざる が 

如し。 i: 女爵 あり、 ^：！ぺ頭 • 大黄を以て人に勸めて常勝となさしむ。 人 安ん ぞ 之れ に堪へ 


んゃ。 是に 至りて 妄醫 の妄、 大罪 を遁 るべ からず。 醫 あり、 其の 烏 頭. 大黄 を藥籠 

中に 蔵し、 他日 病 を 視- 機 を 察して 之れ を 投じ 奇效を 奏す。 是に 至りて 叉 良醫の 良、 

大功と なさざる こと を 得ず。 仁と 道と は 五穀な り。 富國强 兵. 善 戰善陳 は 烏 頭. 大黄 

なり。 王者 は良醫 なり。 故に 五穀 を 以て 人 を 養うて、 烏 頭 • 大黄 を 以て 病を驅 除す。 

世 王 は妄醫 なり。 故に 五穀 を 辟 結して 烏 頭. 大黄 を 以て 人 を 是を 以て 孟子の 論 

を 觀ば思 半ばに 過ぎん。 此の 事 頗る 腐 論に 似 たれ ども、 余 今 世を視 るに、 强兵 富國を 

策す る 者 は滔々 乎と して 功利の 流に 陷り、 夢にも 王道の 大體を 知らず。 其の 極 兵 も 亦 

日々 に 衰弱し、 國も亦 日々 に貧耗 し、 遂に 危 亡と 相隨 ふに 至る。 叉 王道 を 說く者 は 腐 

えんそう 

儒 陋學の 淵 藪と なり、 古に 拘り 今に 通ぜ ず。 仁義の 大道 を 明かに して、 人心 を 正しう 

する こと は 望む 所に 非ず.。 人倫 日用、 俗吏 武人の 容易に 辨 ずる 所 だも辨 ずる 能 はず、 

碌々 として  一 *t の 笑 侮を受 くるに 至る。 慨嘆に 堪 へざる の餘 りに 此の 腐 論を發 するな 

り。 讀者 幸に 細 思せ よ。 

第 十 章 
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白圭 曰く、 「吾れ 二十に して 一 (のき を 取らん と 欲す、 何 如」。 ff^^^^^^^^s 

樂を 同じう し， 時變 を觀る こと も樂 しむ。 人の 棄 つる は 我れ 取り、 人の 取る は 我ゎ與 ふ。 此れ を以 、 「：^  ？ 

てぱ箱 I て S を 致す。 其の 此の 論 を 爲すは >  蓋 L 其の 術 を 以て 之れ も S. おに 施さん と 欲するな り。 孟子！ n く  - 子び 

道 は貉の 道な り。 萬 室の 國、 一人 陶 すれば 則ち 可な らん か， r  n: く、 「不可な り。 器 W ふるに 足 . 

ら ざるな り」。 HI く、  1.. 夫れ 絡 は 五穀 生ぜず、 惟だ泰 のみ 之れ に 牛； ず。 城郭： 2r 宗廟 祭祀の 艚 

なく、 諸侯 幣帛 iti なく、 百官 有司な し。 故に 二十に して 一 を 取りて 而も 足れり。 今、 中國に 

si^ り、 人倫 を 去り 君子な くんば、 之れ を 如何 ぞ 其れ 可な らん や。 陶の以て^^きすら且っ以て國 

を爲 むべ からず。 况ゃ 君子な きを や〕 之れ を 堯舜の 道よりも 輕 くせんと 欲する 者 は、 大^ *小 

絡な り。 之れ を 堯舜の 道よりも 重く せんと 欲する^ は、 大 小 桀 なり」 と。 

〇 白圭 曰く、 吾れ 二十に して 一 を 取らん と 欲す。 

此の 章の 義、 又^ 文 公 下篇第 八章劄 記す る 所と 參觀 すべし。 孟子の 時に 方り て 卜 一 の 

稅 にて さ へ 足らざる 列國の 習なる に、 況して 二十に して 一 を 取らん と 欲すと は、 其の 

誇 誕實效 なき こと 云 はずして 知るべし。 故に 孟子、 城廊 宮室. 宗廟 祭祀 •  Is ぉ楚 ぬ. 

百官 有司、 中國 人倫の 道 を 行 ふに 於て、 十一 の稅 なくて は 不足なる こと を 云 ふなり。 

若し 十一 は 中正の 制に して  >  是れ より 重き は 大桀. 小！^、 是れ より！！ き は 大ハ站 • 小 ；醅 


と、 古今 を 一 概に 通論せば 大いに 非な り-。 果して 然 らば、 漢の制 三十に して 一 を稅 し、 

本朝の 古制 三十に して 一 を稅 する、 (之れ) よりも 又輕 し。 是れ皆 絡の 道と iK ふべき か。 

故に 什一 より 重く する の 大樊： 小榮 は、 是れが 民た る 者 實に憐 むべ しと 云へ ども、 什 

一より 輕 くす るの 大 絡. 小 絡 は、 甚だ 願 はしき 事 どもな り。 然れ ども 中國 人倫の 道 を 

去りて 是 れを爲 すに 至りて は、 叉 不可な り。 抑.^ 本朝 及び 漢制、 能く 三十に して 一 を 

稅 して 足りて、 唐 虞 三代 乃ち 十 一 たら ざれば 足らず。 方今 邦 國の稅 に 至りて は 四 公 六 

民と 云へば、 十一 より 更に 重し。 是れ 其の 故何ぞ や。 蓋し 封建の 制、 百官 有司 衆多に 

して 穀祿も 重く 且つ 世襲す。 會同朝 親、 儀衞 盛に 禮文繁 し。 是れ唐 虞 三代の 稅 重き 所 

以 なり。 特に 當 今の 如き は 無用の 武士、 無用の 僧徒、 無用の H 商 甚だ 夥しき 上に、 奢 

し. A つみなら す 

侈 淫逸の 風甚 しく、 加 之、 江戸の 參勤 年々 大役 を 興す。 是れ稅 の 更に 重き 所以な り。 

郡 縣の制 は、 郡 守 . 縣令 • 國司 • 郡 司 皆當座 物に て 世襲す るに 非ず.。 故に 臣隸も 少な 

く 百事 簡易な り。 是れ 本朝 及び 漢 代の 稅輕き 所以な り。 然れ ども 封建. 郡縣は 立國の 

大體 なれば、 各 得失 ありと 云へ ども、 勢變更 せらる る ものに 非ず。 唯 だ 封建の 制に 

講孟餘 話  .  一二 五 一一 一 


講孟餘 話  一二 五 四 

て も 簡易の 政 を；：；： はば、 稅を 輕 くす るの 實 あるべし。 邶縣の 制 にても 繁： 几の 政 を 行 は 

ば、 稅の 道き を 免 かれず。 且つ 余 疑 ふ" 三代 稅の 大略、 膝 文 公上篇 第三 章に 「其の 货 

10 は 皆 付の 一 なり」 と あれ ども、 堯舜 の稅法 他篇に 於て 稽 ふる 所な し。 一 s: に 田 賦九等 

の 事 見 ゆ。 禹寅は 卽ち街 虞の 時の 定め たれ ども、 九 等の ni のみ 見えて ト 一 か：： 卜 ： 力 

遂に 朱 だ 知るべからず。 「十の 一 にして 稅 する は 堯舜の 道たり」 と 云 ふと 靴 も、 W お、 

簡易 古朴の 政に して、 乃ち^ 代の 稅 より 重し と は 思 はれず。 仉し名 は 十 一 と 云 へど も 

ぇラ えきこう ひ 

二十 一 と 云へ ども 三十 一 と 云へ ども、 正 稅の外 ゲ$ 役お 龍の 得失 も あるべ ければ、 .k 

に 論じ 難き こと あり。 唯 だ 着 實に當 今の 事に 目 を 注け 心 を 港め、 -斷を 以て 橫 ^をれ 

き、 一分な りと も 稅を輕 くし、 大：^ A  • 小舛 灰の 誚を免 かれ、 ^澤 を^ 赤に^ら t めば. 货 

論と 云 ふべ し。 本 注、 林 氏 1： く、 史記 を-おず るに、 ，：：.^： 能く 飲食 を 滞く し 1= 欲 を 忍び * 

童 僕と 苦樂を 同じう し、 時 變を觀 る こし ーを樂 しむ e 人の 棄 つる は 我れ 取り、 人の 取る 

は 我れ 與ふ。 此れ を 以て 居 精して 富 を 致す。 其の 此の 論 を爲す は、 i 益し 其の 術 を 以て 

之れ を國 家に 施さん と 欲するな りと。 ^s%SBB^SS0^ 


(二) 伊！ JSJ 

0. 說ほ 孟子 

古 義 に-.!： r つ 

(三) S5i 文 公 

上篇第 £ 章參 

照 


S) 漢の难 

a の 人， 武帝 

に 仕へ て 待 中 

となる。 心 計 

も 以て 事 も-用 

ひ 利 も 一事と す。 
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らる 
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二。  K 濟要錄 


一 Pr&f-T^11;i0。 伊藤 氏 も 亦 此の 說に 同ず。 伊藤 氏 叉 曰く、 「白圭 の 

ニニ)  二た < 

論 亦 許 行の 說 たり」 と。 余 謂へ らく、 孟子の 對を 観ても 白 圭は許 行  一 ：！？^ の 人に して、 

民と 並び 耕す の 意た る；.. r 一知るべし。 果して 然 らば 亦 衰世 を 維持す るの 一 良 術な らん。 

然れ ども 其の 居 積して 富 を 致す， こ 云 ふが 如き は、 吾れ 恐らく は、 後世 桑弘羊 輩の 心 計. 

賦を 加へ ずして 民 足る の 類に 陷 らんこと を。 余 且つ 他 書を證 せず、 直ちに 下 章の 「丹 

の 水 を 治む るゃ禹 よりも 愈れ り」 の 一語 を 以て、 其の 人 誇 誕實效 なきの 極なる を 知り. 

因って 此の 章 二十に して 一 を 取る の說 も、 亦 妄りに 大言 をな して 世俗 を虛喝 する の尤 

たる こと を 知るな り。 余 故に 一 言斷 じて 云 はく、 白 圭は猶 ほ 近時の 佐 藤 百祐の 如き 男 

な り C 然 ら ずん ば 孟 子何ぞ t め ら る る こ との 深き や C 

第 十 一 章  、 

白圭 曰く、 「丹の 水 を 治む るゃ禹 よりも 愈れ り」。 孟子 曰く、 「子 過てり。 禹の水 を 治む るに、 

水の 道な り。 是の 故に 禹は 四海 を 以て 壑と爲 す。 今 吾子 は 隣國を 以て 壑と爲 す。 水 逆行す る、 

かう 15-Q 

之れ を锋 水と 謂 ふ。 ^^：水とは洪水なり。 仁人の 惡む 所な り。 吾子 過てり. 一 と。 
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講孟餘 話.  二 五六 

〇 禹は 四海 を 以て と爲 す。 今吾子は隣國を以て^^ーと爲す。 

前章 五 霸の五 命に 言へ る こと あり。 云 はく、 「防 を 曲ぐ る ことな かれ」 と。 此の-お 丹 

の 治水、 隣國を 以て 壑と爲 す は、 乃ち 防 を.^ ぐるの 治 方な り。 何ぞ大^^の水を治むる、 

四海 を 以て 壑 とし 天下 共に 其の 澤を 被る と、 年 を 同じう して 語る こと を将ん や。 此の 

義萬 事に 就いて 考ふ べし、 獨り 水の みならず。 ^く、 肥 後の 靈感 公の 罪人 を 他 國へ追 

放す る こと を-: i めら れ たる も 亦 此の 意な りと。 乂 吾れ 付て 水府に 遊び、 -^.s 幾 太郞を 

訪ふ。 桑原 余が 爲 めに 云 ふ、 ^§;^の士を觀るに、 大抵 束ホ、 へ 夷 船の 兌え たる は、 筑紫 

には忠 へず、 北陸へ 夷人の 來 りたる、 い E 海に は- # へざる 者 多し。 何ぞ. U: ら小 にし，： Z ら 

私する の甚 しき や。 凡そ 神州に 生れた る 者 は 切に 此の 念 を 除.^ し、 共に 祌州を ひ、 

四海同胞の 如く あり 度き ことなり。 況ゃ 夷し， W の番、 獨り朿 のみに して 网 は^らず、 獨 

り 北の みに して 南 は 脇らざる に 非ず。 一 R: 事變 起ら ば 東. g: を 分つ ことなく、  乂ぃ m 北 を 

限る ことなし。 神州 一同の 大 巾-なり、 思 はざる ベ けんやと。 余 乃ち 起ちて 謝す。 今に 

して 思 ふに、 亦 此の 章の 義と 通ず るな り。 又 五 命の 內 「雜 を^むる なかれ」 と 云 ふ も、 


同じく 此の 義 なり。 隣國 凶荒の 時、 我が 國の餘 米 を閉ぢ て賴ら ず、 或は 隣國の 流民 我 

が 國に來 る を追拂 ふの 類、 實に 隣國を 以て 塾と すと 云 ふべ し。 隣國は 自ら 隣 國の主 あ 

り、 我れ 何 ぞ隣國 の 民 を 憂 ふるに 睱 あらん やと 云 ふ、 一通り 聞え たる 說 なれ ども、 已 

に 能く 我が 民 を 養 ひ、 其の 餘を 以て 隣國の 民に も 及ぼす と ふ は、 實に 王者の 道と 一 K 

ふべ し。 是れ 平素の 心 懸けに ある ことなり。 政 を 執る 者 思 はざる ベ けんや。 

第 十二 章 

孟子 曰く、 君子 亮.； なら ずん ば、 惡んか 執らん。 f そ輕 れ ぽー fa^s ゆ。 4、 

〇 君子 亮 なら ずん ば、 惡んか 執らん。 

亮は 註に 諒と 同じと あり。 諒は 論語に 「匹夫匹婦の 諒と爲 す」 I の 註に、 「小 信」 と 

あり。 又 「君子 貞 にして 諒 ならず」 I 蟹 の 註に、 「是非 を擇 ばず して 信を必 とす」 と あ 

り。 然れば 小事に 拘り、 是非の 分な く、 必ず 信 を 失 はぬ 様に する ことにて、 善 を盡せ 

るの 德と云 ふに は 非ず。 固より 「大人 は 言、 信を必 とせず、 行、 果を必 とせず、 惟 だ 

義の 在る 所の ままに す」 籠 3.11 杯の 地位に 及ぶべき に 非ず。 然れ ども 此の 章の ilin は、 

講孟餘 話  一一！ 五 七 


講孟餘 話  一一 一 五八 

f 1 1  いま  * やう けん 

孔子 陳に 在し て^の 狂 を 思 ひ、 又 其の 剛毅 木 豹 を 仁に 近し と ふの 意に して、 人の 

生 質に 就いて 其の 學に 進むべき こと を 云 ふなり、 全く 成德を 語る に 非ず。 故に 其の 意 

謂へ らく、 人 は 小事 にても 是非 善惡 必ず 信 をば 失 はぬ と 云 ふ 片意地 者に 非 ざれば、 何 

事 も 苟且の みに して、 執 持す る 所 はなき ものな り。 世に は 一 種の 片意地 者 あり。 ^人 

は 偏屈 者と 笑へ ども、 是れ こそ 誠に 甲斐 中斐 しき 持 方 ある 人と 云 ふべ しとな り。 執の 

字、 固執 拘泥の 事に も 用 ふ。 盡心 ト篇の 「子 莫は中 を 執る」 の 執、 "： 儿れ なり。 义操持 

^固なる 所に も 用 ふ。 離 fs- ド篇の r„I は 中 を 執る」 の f;::- 執、 ""えれ なり。 n だれ 等の 所 

文字に 固執せ ず、 直ちに 義理 を 以て 見通すべし。 伊藤 氏 は 張子の 說を 取る。 云 はく、 

「君子 信を必 とせざる は、 其の 一 を 執りて 通ぜ ざる を惡 むな り」 と。 £ つて 「孔子：： 

く、 敢 へ て 3 と爲 すに 非ず、 固なる を疾 むな り」、 ■ 「孟子 门 く、 一  を 執る こと を * 惡む 

は 其 3 道を賊 ふが 爲め なり。 一 を 舉げて 百を廢 すれば なり」 を 引き 證 とす。 此の 說 

に從 へば 「君子 亮 ならざる は、 執る こと を惡ん でな り」 と^ずべ し。 是れ し亮 執の 

二字に 固執した る說 なるべし。 然れ ども 義理 固より 通ず。 兩存 して 可な り。 


(三) ^.^.^ 

孟子 古 に 出 


、，s) 盡心上 

tr&J- 二十 六お： f 


( 一 ) f-s 心 下 

ti  一， JU 一一  十七 SI 


第 十三 章.  . 

魯、 樂 正子 をして 政を爲 さし めんと 欲す。 孟子 曰く、 「吾れ 之れ を 聞きて 喜びて 寐 ねられず .「 

公孫 丑 曰く、 「樂 正子 は 強なる か」。 曰く、 「否ヒ  一，. K 慮 あるか。」 曰く、 「否」。 「聞識 多き か」。 曰 

く、 「否」。 「然 らば 則ち (关 Si れぞ 喜びて 寐 ねられざる」。 曰く、 「其の 人となり や 善 を 好む」。 「善 

を 好めば 足る か」。 曰く、 「善 を 好めば 天下に 優な り、 而る を况ゃ 魯國を や。 夫れ 苟も 善 を 好め 

ば、 則ち 四海の 內、 皆將に 千里 を輕ん じて 来り、 之れ に告 ぐるに 善 を；^ て せんとす。 夫れ 苟も 

善 を 好ま ざれば、 則ち 入 將に訑 、々として 予れ旣 に 巳に 之れ を 知れり と 曰 はんとす。 訑々 の聲音 

. 顔色 は 人 を 千里の 外に 距っ。 士 千里の 外に 止まらば、 則ち 讒讓面 諛の人 至らん。 讒詔面 諛の人 

と 居らば、 國 治まらん こと を 欲する も 得べ けんや」 と。 

ビんを 二  C  .1 ひ  ( ^ ) 

S)  好 善 の 二字 全 章の 主意に して、 善 を 好まざる は 其の 禋 なり。 中庸に 云. にく、 一. 舜は 

(六) i 其れ 大 知なる か。 舜、 問 を 好みて 好く 邇言を 察す」 と。. 秦 誓に 曰く、 「若し 一 へ —の臣 

書の «13 名 

あらんに、 斷々 兮 として 他 技な きも、 其の 心：：^々" や 1 として 其れ 容 るる こと あるが 如く 

人の 技 ある は 己れ 之れ あるが 若く、 人の 彥聖 なる は 其の 心に 之れ を 好みし、 啻に 其の 

口より 出す が 若き のみならず、 定に 能く 之れ を 容れ， 以て 我が 子孫 黎民を 保ん ぜん。 

IS 孟餘話  一一 一 五 九 


二) 

王の 將、 0m 
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Be となる。 然 

れ ども 後に 淸 

Ai 释っ て铁せ 


講孟餘 話  一一 I 六 〇 

尙 はく は 亦 利 あらん かな。 人の ある は娼疾 して 以て 之れ を si- み、 人の^^なる は 

而も 之れ に 遠 ひて 通ぜ ざら しめ- せ に容 るる 能 はず、 以て 我が 子孫 黎民を 保ん ずる 能 

はず、 亦 ここに 殆 いかな」、 は 5;"^ 及び 此の 章と-人の 上と なり 政 を 執る 者- 一通 を 

錄 して 座右の銘と なすべし。 才を嫉 み 能 を 妬む 時 は、 有志の 士 日に； し、 朝廷 無人の 

地と なり、 ー國の 正氣衰 茶し、 甚 しき は正氣 下に！^) 結し- 大變 亂を發 する に .rj.; る。 ト：！ 

今亂 亡の 朝野 を歷觀 する に- 皆然ら ざる ことなし。 大抵 變亂 を煸 起す る 者は智 傑物な 

り。 故に 亂首贼 魁と なる 者、 登りて 朝廷に あれば F 、ぼ^ なり。 龍の 如き、 力れ. 

ば刖ち 海賊な り、 歸 すれば 則ち 名將 なり。 平將 門 も wi- く檢非 遠 使と ならば 能お の 名 あ 

らん、 去りて 束 すれば 則ち 朝敵な り。 人^ 然り。 此の 二人 は 特に 其の しき 者な り。 

是を 以て 政を爲 すの 難から ざる を 知るべし。 豪傑 を 登 J) ポ して 朝廷に けば 國 安く、  ^ 

傑を黜 斥して 草 野に 放てば 國危 ふし。 大國 小國、 大事 小事、 皆 類推すべし。 5^ るべき 

の甚 しきに 非ず や。 

第 十四 章 


子 曰く、 「古の 君子、 如何 なれば 則ち 仕 ふ， r 孟子 曰く、 「就く 所 三つ、 去る 所 三つ ^ 之れ を 

迎 ふるに 敬 を 致して 以て 鱧 あり、 言へば 將に 其の 言 を 行 はんと すれば 則ち 之れ に 就く。 鱧貌未 

だ衰 へざる も、 言、 行 はれ ざれば 則ち 之れ を 去る。 其の 次 は 未だ 其の 言 を 行 はずと 雖も、 之れ 

を迎ふるに敬を致して：^て禮ぁれば則ち之れに就く。 禮貌衰 ふれば 則ち 之れ を 去る。 其の 下 は、 

its はず、 が Is はず、 飢餓して 門 戶をも 出づる こと 能 はざる とき、 君 之れ を 聞きて、 吾れ 

大 にして は 其の 道 を 行 ふこと 能 はず、 又 其の 言に 從 ふこと 能 は ざれ ども、 我が 土地に 飢餓せ し 

むる は、 吾れ 之れ を 恥 づと曰 ひて、 之れ を 周 はば 亦受 くべき なり。 死 を 免 かるる のみ」 と。 

司 馬 溫公云 はく、 「君子の 仕 ふるや、 其の 道 を 行 ふなり、 禮 貌と飮 食との 爲 めに 非ざる 

なり。 孟子の 言に、 未だ 其の 言 を 行 はずと 雖も、 之れ を迎 ふるに 禮 あらば 則ち 之れ に 

就き、 禮貌衰 ふれば 則ち 之れ を 去る と 曰 ふ は、 是れ禮 貌の爲 めに 仕 ふるな り。 叉 朝に 

食 はず、 夕に 食 はざる とき、 君、 吾れ 其の 言に 從 ひて 其の 道 を 行 ふ 能 は ざれ ども、 我 

が 土地に 飢餓せ しむる は 吾れ 之れ を 恥 づと曰 ひて、 之れ を 周 は ば 亦受く ベ きなりと 曰 

ふ は、 是れ飮 食の 爲め にして 仕 ふるな り。 必ず 是 くの 如くん ば是れ 先王の 道を鬻 いで 

以て 其の 身 を 售るを 免 かれざる なり。 古の 君子の 仕 ふるや、 殆ど 此 くの 如からず」 と 

講孟餘 話  三 六 一 . 


二)  KE 代の 

詩人。 名 は „is、 

少時より 高^ 

あ h-^ 利 や- 顳 

はす。 父 fgA 

来 Kra のおな り 

しため、 南北 

胡 劉 氏の 立て 

し 朱ら 代と な 

りても 仕 へす。 

人 呼んで 靖© 

先生と いふ。 

ほら 返處 して 

ー！？を愛し^^酒 

に を 送る 

(二) lie の 文 

帝 

(三) のる 

の 人， ゆ； 

秀で 文 帝に 《 

されて 博士と 

なり、 法 1 乂  12 

つ^や 

液^,?に斥けら 

れて S 沙王太 

冗に せらる。 

後 召されて 閎 

B, ど.！ を 出 _^ 治安 

i^Ty 上る。 梁 

王 太 となり 

一-死す、 年 三 

十三 


講孟餘 話  一一！ 六 二 

然れ ども 靱に食 はず、 夕に 食 はず 云々 は、 末に 死 を 免 かるる のみと あれば、 仕 ふるに 

わらび と  ( 1 ) 

非ず。 们夷. 叔齊は 周の 粟 を 食 はずして 西 山の 薇を采 り、 陶淵明 は 劉宋の 年^ を 用 ひ 

ずして 東 籬の菊 を 愛す。 況ゃ國 君 周 救 娠恤の 意 あれば、 2^ 君と 云 ふに も あらず。 且 

つ 人の 用 拾 遇 否 は 叉 一 概に 論じ 難き こと あり。 漢文の 君に して 贾 用 ひられず、 明祖 

の 君に して 方 孝 孺遣歸 せら るる 樣の事 も あり。 S は、 BSSM0^^^^^ 

其の 他 |么盘 • 晃錯相 仇し、 姚}5^* 張說 相容れ ざる 如き、 ？ カー に  一 二な らん や。 故に 道行 

はれず とて、 飢娥 して 死す るに は 及ばぬな り。 大丈夫の 一 死豈に犬-^^と同じぅすべけ 

んゃ。 死 を 免 かるる のみ も、 何ぞ 不可な らん。 凡そ. 一 n 行 はれず t- 貌 なければ、 e£{:I::. ゆ 

位を辭 する は 固より なれ ども、 周 救を受 くる こと は 害 ある ことなき は、 亦 r 往 きて 役 

する は なり、 往 きて 見 ゆる は 不義な り」！？ SK§ と 同義な り。 禮貌. の爲 めに ふる 

は 正義に 非ざる に 似 たれ ども、 亦 已むを 得ざる もの あり。 司 馬？ J 公、 神 {: がの 朝に かリ 

て、 王 安 石と 合 はざる を 以て、 辭返 あれ ども 遂にお されず。 w つて 政槽を 離れ、 

十九 年 問 優待？！！ 遇 を 受けて， 資 治通鑑 三百 五十 四卷を 成して 上る 如き， 天： 卜 後 1^ れ 


(II) 明の 太 

祖 

(五) 字 は 希 

直 >  义は希 古。 

去 凍 G 門下、 

W 代 第 一 の鴻 

儒。 嘗て 太祖 

に 謁す。 太祖 

これ も 見て 喜 

び、 皇孫に 謂 

つ て 曰く、 「こ 

の 壯士當 に 其 

の才を 老いし 

めて 以て 枚 を 

けし めん」 

と。 故ら に 用 

ひす。 後 建 文 

帝 (惠 帝) も輔 

け 正義 を 以て 

永樂帝 (成？ t は) 

に抗 して 殺さ 

る。 世に 正 暴 

先生と 稱 1 

(六) ？Sの^^J;•- 

景 帝の 時、 諸， 


asK は 孝景帝 

の 御史. K 夫に 

して 漢の ため 

に 諸侯の 勢力 

嚿を 策す。 


か 是れを 不可と 云 はん e 故に 溫公、 孟子 を 非す と 云へ ども、 其の 自ら 居る 所豈に 孟子 

こうえう 

の 云 ふ 所なら ず や。 且つ 孟子の 所謂 言行 はるる と 云 ふ は、 舜の堯 に 於け る、 禹. 皐陶 

の舜に 於け る、 伊 尹の 殷に 於け る、 周 公の 周に 於け る、 管 • 晏 の桓. 景に 於け る 如き 

を 云 ふ。 斯 くの 如き は實に 千載一遇と 云 ふべ し。 其の 次 は禮貌 ある 如き は、 德を慕 ひ 

其の 能 を 重んずれ ども、 斷 然として 是 れを大 用す る こと 能 はざる のみ。 聲昔笑 貌を以 

て 正 士を外 敬す るの 謂に 非ず。 若し 聲昔 笑貌 の禮貌 ならば、 鄕黨の 自ら 善くす る 者 も 

將 に嘔噎 して 去らん とす。 安ん ぞ大 聖賢 を留 むる に 足らん や。 凡そ 書を讀 むに は 立言 

の 本旨 を 味 ふ を 主と す。 此の 章の 如き、 亦滕文 公下篇 首の 四 章、 及び 第 七 章、 萬 章 下 

篇 第三 章より 第 七 章 迄と 合せ 考ふ べし。 蓋し 孟子 當時有 爲の才 を 抱き、 難 進の 節 を 守 

ら るる 故、 門人 輩 其の 一度 用 ひられて 功業 あらん こと を 願 ひ、 色々 と 問 難す るな り。 

故に 其の 答、 仕 ふる を 欲せざる に 非ず、 已むを 得ざる の 由 ある こと を 云 ふ。 其の 婉切 

の 意、 諸 章 を 合して 熟 味せば 自ら 知らん。 


s の^を 惹起 


講孟餘 話 


コ 一六 ニー 


ニ禁穴 

れ管 九 
し 仲 十耷萬 
も獄は 
' に fel 照 上 


講， ^4 餘話  11 一六 四 

孟子 曰く、 舜は畎 畝の 中より 發り、 傅 說は版 築の 間より 擧 げられ、 膠"0^は魚|^の中ょり群げら 

れ、 ^夷吾 は士 より 擧げ られ、 孫 叔敖は 侮より 擧げ られ、 百 里奚は 市より 舉 げらる。 故に 天の 

將に 大任 を是の 人に 降さん とする や、 必ず 先づ 其の 心 志 を 苦しめ、 其の 筋骨 を t ガ せしめ、 其の 

^腐 を餓 ゑし め、 其の 身 を 穴 *i 乏に し、 行 其の 爲す 所に 拂亂 す。 心 を 動かし 性 を 忍び、 其の 能く 

言えき  よ 二 i- 

せざる 所 を 曾 益せ しむる 所以な り。 人：^ に 過ちて 然る 後に 能く 改. め、 心に £ しみ！^ に衡， はりて、 

而る 後に 作り、 色に 徵し 聲に發 して、 而る 後に i る。 人り て は 則ち 法 家拂士 なく、 出で て は 則 

ち 敵 國外忠 なきもの は 國惊に 亡ぶ。 然る 後に 憂 まに 生じて 安樂に 死す る を 知るな り。 

余が 罪 ありて 江戶 獄に繁 がるる や- 吾が 師平象 山 も 亦 連.^ せらる。 時に 余と： 版 II を 

隔てて 居る。 獄中 四書 一本 あり。 象 山 日夜 孟子 を誦讀 す。 獨り 此の 袁を 取り 一日 必ず 

一 1" す。 又 其の後に 题 せる こと あり。 其の 意 嘆 玉 Q 連 城し-なり、 鋼錢 の： 十將 となる、 

其の 球 磨^ 勵 を-父く る 亦 甚だ 苦しき を 引き • 自ら 十年來 海防の 事に 苦勞 し、 ^^に獄に 

も 降る こと を 叙述し、 畢竟 だれ 天 の 大任 を 降さん と 欲する の 意 なれば、 愈-益.' 琢膽 

淬勵 して 天意に 報ぜ ずん ば あるべからず となり。 其の 文 tr た 美な り。 余 亦寫錄 して，； E 

ら厲 ます。 然れ ども 獄を 出づ ると き携 ふること を 得ず、 今乂 其の 全文 を, ぐる こと を 


す： S^'A 

fflsa と f4 和な. 

る を 以て 錯4 一 

斬らば ft 冶 

らんと 帝に 進 一 

営す。 帝 これ 

も^じて 遂に- 

錯も 許す 

之。 ^！？の玄宗 

良 帝に 仕へ て； 

宰 ii: となり «. 

S ^決、 

isw せらる。 

K 說は (- "は 追 

#。 姚 と 1 

m に玄宗 立- 

に  おむ。  朝 to- 一 

の， ^文意 は ai| 

て 張說の 手に 

出で 大手 と 

せられ t も、 

lik 、と と扣容 

れす、 めに； 

官を めら れ， 

て剌史 に^さ- 

れ岳州 に^せ 

らる 


ほ は士ひ K 得ず、 以て 憾みと す。 徂だ 其の 主意の 如き は、 巳に 是れを 胸臆に 銘す、 死す と 雖も忘 

J 齊の桓 公 

す  れ ざるべし。 又 余 野 山獄に 在る 時、 友人 土 谷 松 如、 居 易 堂 集 III 錢を贷 し 示す。 其 

-' 二) 法度の 

p^^^ の 中に 「潘生 次 耕に 與 ふる 書」 あり。 才を 生じ 才を 成す と 云 ふこと を 論ず。 大意 謂へ 

(三) 佐久間 

■ 山 、姓 は 平 らく、 天の 才を 生ずる 多 けれども、 才を 成す こと 難し。 譬 へば 春 夏の 草木 花 葉 I お 蒼た 

名 名 玉 るが 如き、 是れ才 を 生ずるな り。. 然れ ども 桃李の 如き は、 秋 冬の 霜雪に 逢 ひて 皆 零落 

(五) 名劍の 

^ハ) 通稱矢 凋 傷す。 獨り 松柏 は然ら ず、 雪中の 松柏 愈.^ 円々 たり。 是れ才 を 成す たり。 人才 も 亦 

之 助、 萧 海と 

？^。 下 1 は！ 5 然 り。 小 年 輕銳、 蒙 蒼 喜ぶべき 者^だ 衆し。 然れ ども 艱難 困苦 を經 るに 從ひ、 英氣額 

^0 收 して 一 俗物と なる 者少 からず。 唯 だ眞の 志士 は 此の 處に 於て 愈？ 激昂して、 遂に 才 

傳〕  . 

を 成すな り。 故に 霜雪 は 桃李の 凋む 所以、 卽ち 松柏の 實 する 所以な り。 艱苦 は 輕銳. の 

額る る 所以、 卽ち 志士の 激 する 所以な りと あり。 是れ亦 全文 を 請せ ず、 大意 斯 くの 如 

し。 今 吾れ 不才と 云へ ども 象 山の 徒にして、 叉徐 氏の 文を讀 む。 豈に 桃李に 伍して 松 

柏に^ はれん や。 當に 琢磨 淬勵 して 連 城 • 干將 となるべき のみ。 是れ 此の 章に 於て 感 

ある 所な り。 抑. '入りて は 則ち 法 家拂士 なく、 出で て は 則ち 敵國 外患な きもの は國 

講孟餘 話  三 六 五 


譁孟餘 話  三 六 六 

に 亡ぶ と 云 ふに 至りて は、 ー轉 して 國 家の 事に 人る、 t も 思 を 致すべし。 余 乃ち ーパは 

く、 內に法 家拂士 あれば、 敵國 外患に 因りて 國隨 つて 興り、 法 家拂士 なけおば， 敵！： 

外忠に 因 りて 國隨 つて 亡ぶ。 今や 敵 國外忠 なきに 非ず、 法 家 拂士の 有無 は國家 興亡の 

界 なり。 ？ー に 寒心せ ざる こと を 得ん や。 

末 章 

"さぎよ 

孟子 曰く、 敎も亦 術 多し。 予れ 之れ を敎誨 する を 暦し とせざる こと も、 是れ亦 之れ を敎誨 する 

のみ。 

"だれ 前 t>f、 「色に 徴し 聲に發 して、 而る 後に 喻る」 と 云 ふに W りて、 遂に 人 を ふる 

の 道 を 云 ひて 全篇の 結 をな すなり。 しとせ ざる は 卽ち前 ：： 交に 於け る、 者 夷之 

に 於け る、 膽 上 の 類な り。 凡そ 有志の 士 は；^ しとせ ざるの 敎 it を- て 大いに 慚ダ必 

激昂し， 無 志の 徒 は：：^ しとせ ざるの 敎錄を 受けて 大いに^ 縮. 泔 喪す。 =： だれ 亦 前章に 劄 

記す る 桃李 • 松柏の 霜雪に 於て する の喩の 如し。 

此の 篇 首章、 禮と食 色との 輕 重を辨 じ、 第三 章、 小 弁 • 風の 怨不 怨を辨 じ， 第 四 


章、 義 利の 得失 を辨 じ、 第五 章、 季任 • 儲 子 を 待つ の 異同 を辨 ず。 以上 大抵 疑似 を 

辨 ずるな り。 第 七 章より 第 十三 章 迄、 Mi に 皆 經綸の 大業 を 示す。 第 十四 章、 去就 

の義を 論じ， 第 六 章、 齊を 去る の義 と呼應 し、 經綸の 大業 を 示す 諸 章 を 其の 中 i^- に 

挾む。 而 して 第 六 章 は 叉 伯 夷 • 伊 尹 • 柳 下 惠の趨 一なる を 以て、 前章 疑似の 辨を承 

くるな り。 第 十二 章 は 上 二 章 白圭の 虚誕 を 承け て、 諒 なら ざれば 執る 所な しと 云 ひ 

て、 下章强 たらず 知慮な く聞識 少なくとも、 善 を 好む の樂 正子が 白 圭には 勝る と 云 

ふ 意な り。 第 十五 章 は 上 章 去就の 義を 承け、 己れ の 就くべき 所な く、  に 不遇なる 

は 乃ち 天意 なれば、 激昂せ ずば あらず とて、 直ちに 末 章 人 を 教育す るの 意に 轉 じ、 

道行 はれ ざれば 人を敎 へ、 道を傳 ふるの 餘 地を留 む。 是れ全 章の 結た る 所以に して 

語盡 きて 意盡 きざるな り。 且つ 第二 章曹 交に 對る意 を^す。 凡そ 十六 章。 

右 四月 十五 日 


議 餘話  三 六 七 


講孟餘 話  三 六 八 

講孟劄 記 卷の四 中 

盡 心上篇 

此の 篇 首の 數章、 皆 精微の 論な り、 宜しく 心 を 潜めて 味 ふべ し。 

首章 

孟子 闩く、 其の 心 を 盡す者 は 其の 性 を 知るな り。 其の 性 を 知れば 則ち 天 を 知る。 5f し；？ I お 

て 萬 l»i„. に應 する 听以の ものな り。 性 は 則ち 心の ルふる の raf にして、 天 は 父 理の從 つて 以て 5^. つる 所の ものな り" 人に 足の 

、，；J あわ は 全 J^- に 4 ^ざる はなし。 然れど 4 现も 窮め ざれば 則ち 蔽ふ所 ありて、 以て此の心の«!か-^;ぉ-すな1。 故に 能く 其の 心 

の全體 J« 極：^ て盡 *| ざるなければ * 必す 其の 能く 41- の堙も 窮めて 知らざる なきもの なり。 既に 其の も. W れ ば、 刖ち 其の 

つて 出， つる 所 も 亦 是れに 外なら す。 大舉の 序な 以て 之れ きー：：： へば 3 性 を 知る は 則ち 物 格る ゾ、 心》 翁す？^^ 知划 

其の 心を存 し、 其の 性 を 養 ふ は、 天に 事 ふる 所以な り。 いさ^^? i ぃ频 

0,^ 祅導 がず、 身 を 修めて 以て 之れ を俟っ は、 命 を 立つ る 所：？ なり" 

Q 其の 心 を^す 者 は 其の 性 を 知るな り。 其の 性 を 知れば 則ち 大を 知る。 

其の 心 を 謹す と は、 心 一杯の 專を行 ひ魏す ことたり。 力 を It^ と 一 おへば、 卜 五赏ほ 持 


つ 力 ある 者 は 十五 曹を 持ち、 二十 f§ 力 ある 者 は 二十 f を 持つ ことなり。 ^ 

を 以て 考ふ べし。 今人 未だ 嘗て 心 墓さず。 故に 其の 一杯の 所 を 知る こと 能まず。 若 

し 是れ皇 す 時 は、 堯の 民を 治め、 舜の 父に 事へ、 孔子の 道 を 明かに する、 皆 ふの 外 

に 非ず。 唯 だ 心の 一杯 を盡 すの み。 若し 少しく 行 を 修め、 少しく 事 を 勤め、 ti 

し、 少しく 孝して、 自ら 我れ 善く 吾が 心を盡 すと 云 はば、 大いに 吾が 心に 負く と S 

べし。 一事より 二 事、 三 事より 慕 千 事と、 事々 類 を 推して 是れを 行 ひ、 一日より 一一 

曰 三日より 百日 千日と、 曰 さ を 加へ て 是れを 積まば、 豈に 遂に 心 基す) 至ら ざ 

らん や。 宜しく 先づ 一 事より 一 日より 始 むべ し。 然れ ども 一 杯皇 すと 云 ひても、 其 

の 一 杯の 所 何程と 云 ふこと を 知ら ざれば ならざる こと 故、 其の 性 を 知る と 云 ふ。 性と 

は 人の 生れ 付 持 出しな り。 所謂 仁薦智 の 性な り。 此の 性錄 にして 惡 なきもの にて、 

聖人 も 我れ と 同じき 直り。 人 此の様の 性 を 具 ふ ると； こと を眞 S 着す る 寺 ま、 

く 性 中天 下の 善皆備は る こと を 知る。 故に 心の 一杯 を盡 すず 出來 るな り。 又 

ルの性 を 知る 時 は 天 を 知る。 天と は 蒼々 の 天 臭 ふに 非ず。 天 は？ 理 なり。 眞に性 

講孟餘 話 
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を 知り 眞に心 を 盡す時 は、 天下の 理復た 此の 外に ある ことたし。 故に 天： ト の理、 悉く 

吾が 物と なるな り。 王 陽 明 云 ふ 、「知 は 知 府 • 知縣の 知の 如し。 知府 となれば、 ー府 

の 事大 小と なく 皆 吾が 分^の 事、 知縣 となれば、 ー縣の 事大 小と なく 皆 吾が 分. <M の 事 

なり」 と。 此の 說絕 妙。 天 を 知れば 天下の 理皆 吾が 物と なり、 性 を 知れば 自己の 性分 

皆 吾が 物と なるな り。 s,^f;Ji;^^gfg!JSS" 余是に 於て 深く 感ずる こと あり。 人 此の 

性 あり、 此の 心 あり。 然れば 此の 天 亦 吾が 分外の 事に 非ず。 吾が 一身の 抱負 亦-:: 乂に盛 

大 雄偉なら ず や。 然れども盡さず知らざるに至りては 一 裸蟲にして、、草木^^|-の 一類 

たる を； 3^ かわず。 然る 時 は 盛大 雄偉の 抱負、 性と 云 ひ、 心し-云 ふ もの、 皆 持ち 腐りと 

なるな り。 に だ 惜しむ ベから ざらん や。 是れを 思 はば、 學問 行事、 -:>: に 一 日と し 

て廢 怠す ベ けんや。 

C 其の 心を存 し、 其の 性 を 養 ふ は、 天に ふる 所以な り。 

此の 一節 は 前節の 次 を 云 ふ。 心 を すと 云へば 此の上 もな きこと なり。 然れ ども" だれ 

大聖 堯. 舜. 周. 孔の 上の 事 なれば、 遽 かに 至り 難き 故、 乂 其の 次 一 段 を 云 はば 心 を 


存 するな り。 存は 註に 操りて 舍 てざる を 謂 ふと。 此の 心 を 放散せ ぬ 如く、 日夜 朝暮 n 

に 服して 居る ことなり。 此の 功の 積る 上 は 遂に 心を盡 すに 至るな り。 性 を 養 ふ は 子 を 

養 ふの 養と 同じ。 子 を 養 ふに は 懐に 人れ て 緩め、 乳 を 呑ませて 飽かせ、 病の 生ぜぬ 如 

くに 色々 樣々 に 心 を 用 ひて 長 育す る ことなり。 苟も 吾が 性 を 長 育す る、 愛 兒を養 ふ 如 

くす る 時 は- 遂に 性 を 知る に 至るな り。 天に 事 ふと 云 ふ は 理へ事 ふること. なり。 事 は 

君に 事 ふ 父に 事 ふの 事の 如し。 理を 大切に して 是れを 承け 順 ひ、 假初 にも 理に違 はぬ 

樣 に心掛 くる こと、 君 父に 事 ふると 同じ ことなり。 此の 功 熟する 時 は 天 を 知る に 至る 

なり。 故に 存と云 ひ、 養と 云 ひ、 事と 云 ふ は、 皆 前節の 盡 すと 云 ひ、 知る と 云 ふの 次 

なり。 蓋し 事と 云へば 天と 我れ と 二な り。 知と 云へば 天と 我れ と 一な り。 此の 說朱註 

と 少し 異なり。 余 臆 度 を 以て 是れを 云 ふの み。 叉 曾て 王 陽 明の 傳習 錄を讀 みしに， 其 

の 說亦斯 くの 如く ありし やと 覺ゅ。 他日 其の 書に 就いて 考ふ べし。 

〇 妖壽せ m はず、 身 を 修めて 以て 之れ を俟っ は、 命 を 立つ る 所以な り。 

Ji< 壽は 命の 短 長な り。 命の 短 長に 於て 疑 貳の心 を 生ぜず、 唯々 身 を 修めて 以て 之れ を 
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俟っ とて、 吾が 心 力の 及ぶ だけ は して、 其の 餘は 命に 任せ 置くな り。 然れば 命 を 立 

つると て、 命 を 人爲を 以て 害する に 至らず。 余 是れに 因って 思 ふこと あり。 歲、 余 

しば z\ 

病 あり、 數 ニニ 分利 良. 哲 方へ 注き 治 を 求む。 時に C^&I が 家の：^ 風に 「人事 を^して 以 

て. 天ん 叩を俟 つ」 と 云 ふ 語の ありた るを覺 ゆ。 常時 予 始めて 此の 語の 醫 の 事に 就いて 

發 明すべき を 知る。 蓋し死生命ぁりと云ひて醫^^せず、 すると 云へ ども、 撷化藥 

餌に 心 を 用 ひずして 死 を 致す 者 あり。 是れは 毒 1^ はずと は 云 ふべき かなれ ども、 身 

を 修めて 命を俟 つと 云 ふべ からず。 又 醫故攝 生 至らざる 處 なくして、 一： 〈I 命の 盡 くるに 

至りて、 しく 朱 練の 心 を 生じ、 醜態 を發 する は、 身 を 修めず して 命を俟 つに は異れ 

住 III ども、 お はずの 義を 知らざる の 極と 云 ふべ し。 浮：^淸狂種^：^の詩に、 「Jfl- りに 一 W 

上人。 海防- £  ,r と 

t て 名 あ h- ふ洋法 神よりも 妙、 引 絕 えて 夭折の 人な しと。 識らず 死生 元 命 あり、 枉げて 牛^ を 

移して 人身に 種う」 と。 余 謂へ らく、 種 li^ の 類 は 皆 人事 を識 すの 一端に て、 此の^：：-術 

を廢 して、 死生 命 ありと 云 ふ は、 身 を 修めず して，^ 叩を俟 つに 近し。 他日 を忟 ちて 淸狂 

と 此の 義を 論ぜん と 欲す。 
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妖壽不 貳め四 字、 誠に 吾が輩の 良誡 なり。 妖も壽 も 皆 吾が 心底に 任す る こし-に 非ず。 

はか 

唯 だ 身を修 むる は 己れ にあり。 我れ 巳に 老いたり、 今更 學問 にも 及ばず、 或は 墓な き 

浮世 僅か 五十 年の 光陰に 事業 も 入らぬ 物な りと 云 ふ 類、 或は 悟り を 開きた るに 似た る 

あり、 懶 惰に陷 りて 返る こと を 知らざる も あり、 少し は 優劣 あるが 如しと 雖も、 均し 

くら 

く 皆 立命と 云 ふこと を 知らざる なり。 凡ュ」 人 一日 此の f にあれば 一 日の 食 を 食 ひ、 一 

たと 

日の 衣 を 着、 一日の 家に 居る。 何ぞ 一日の 學問、 一日の 事業 を勵 まざる ベ けんや。 假 

へば 逆旅の 如し。 茶屋 小屋に 休 宿す る 時 は、 夫々 に 茶代 宿 代を與 ふるが 如し。 天地 は 

萬 物の 逆旅に して、 衣食 居 を 初め 天地 萬 物の 恩 を 受けながら、 其の 恩に 報ぜざる は實 

とちめ う 

に 天地の 盗人、 萬 物の 蠹蟲と 云 ふ ものに て、 茶代 宿 代を與 へずして 逆旅 を 過ぐ るが 如 

し、 豈 に惧れ ざらん や。 余 甲 寅の 歳、 ^木 生と 下田 獄に囚 はる、 僅かに 半 坪の 濫に兩 

人 坐 臥す。 日夜 無事なる に 因りて 番人に 賴み、 赤穗 義臣 傳 ニニ： E 後 風土記. 眞田 三代 

記な ど 數種を 借りて 相 共に 誦讀 す。 時に 兩人萬 死 自ら 期す。 今日の 寬 典に 處 せらる ベ 

きこと は- 夢に だ も 思 はざる ことなり。 因って 余 木 生に 語り 云 はく、 今日の 讀誊こ 

0 孟餘 話.  三 七 三 
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そ 眞の學 問と 云 ふ ものな り。 昔 漢のー 复侯隊 • 黄霸 入獄に 下る。 侯 勝 は 儒者 なれば. 

黄霸、 夏 侯 勝に 學問を 授かり 度き 由 を 云 ふ。 勝 云 はく、 遠からず 罪 死に 遇 ふべき 身分 

の 學問は 入らぬ ものな りと。 霸云 はく、 朝に 道 を 間き て 夕に 死す とも 可な りと 「ム ふこ 

ともあれば、 是非とも 投 かり 度し と 申せし 故、 勝 も 其の 辭に 感じて 遂に 授けし に， 二！ 

年の 問 獄中に て講論 怠ら ざり しが、 後 大赦に w りて： ゆ 人 共に 獄を 出で 再び 官に なりし 

と 云 ふこと あり。 兩 入獄に 在る 時 >  固より 他日の 大赦 は 夢にも 知らぬ ことなり。 然れ 

ども 道を樂 しむの- 2;- く、 學を 好む の 至り 斯 くの 如し。 今 吾が輩： 吶人亦 此の 意 を ：1, こす 

べしと 云へば、 潞木生 も 大いに ま C ベり。 余 今 此の 章 を 讚み、 前日の 說と^ 合する こと 

ある をい： 一: び、 又^ 木 生が お 夕 死し、 後た 共に 此の 章 を 講：^ i する こと を 5:^ ざる を^み. 

泫 然として-; r 卜る。 

叉 案ずる に， ^^？: へ ^ 试は ずと 云へば、 人 多く は の 字に のみ H を 付く る。 其の. 説 右に 一 K 

ふが 如し。 余 今 薄に 因りて 试ふ者 を 云 はん。 今 ゅ學問 をす る 者 已れの 年少 を^み、 何 

事 も 他日 他^と 推延 ぶる 者 あり。 殊て 知らず、 人生 1^ 問、 .c 駒の 隙 を 過ぐ るが 如し. 


(一一 一) 高洲は 

松 陰の 從弟、 

ijt:^i 木 は ^人、 

玉 木 は從弟 

一 i 


.假 令 百年の 命 を 全くす とも. 誠に 暫時の 間な り。 况ゃ五 七十なら ずして 死す る 者 世に 

しかつ みならす 

は 甚だ 多し。 加 之、 朝露の 如きの 命 もて 測り 難き の 禍災息 難 を 待つ、 實に 一 日も覺 

束な き 浮世に て、 何ぞ 他日 他年に 推 延べ、 壽を恃 みて 疑 貳猶豫 すべ けんや。 時に 在 座 

の 人. 高 洲生瀧 之 允、 年 二十 二、 佐 佐 木 生 梅 三郞、 年 十七- 玉 木 生ま 介， 年 十六、 而 

して 余 年 二十 七。 故に 是れを 云 ひて 以て 相勵 ます。 

第二 章 

孟子 曰く、 命に 非ざる ことなき なり。 其の 正 を順受 す。 是の 故に 命 を 知る 者に 巖 II の 下に 立た 

ず。 其の 道を盡 して 死す る 者 は 正 命な り。 桎拮 して 死す る 者 は 正 命に 非ざる なり。 

〇 命 に 非 ざ る こ とな き なり。 其の 道 を盡し て 死す る 者 は 正 命な り。 桎榜 して 死す る 

者 は 正 命に 非ざる なり。 

是れ上 章 立命の 說を 承け て、 正 命. 非 正 命の 說を發 す。 命 を 論ずる 尤も 詳 かなり。 命 

は卽ち 天命な り。 俗人の 心得に て は 一穴 命と 云へば、 天に 心 ありて 吉凶 禍福 を 人の 5:^: 惡 

に 因りて 夫々 に 降し 賜 はる ことの 樣に思 ふ は 大いに 誤な り。 此の 章の 命と 云 ふ は、 萬 
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孟餘 M  二十 六 

章 (上) 篇笫六 章 「之れ を 致す ことなくして 至る もの は 命な り」 の 命に て、 都て 人 わに 

叶 はぬ こと を 云. - なり。 吉凶 禍福の 類、 皆 吾が 心- に 任せぬ もの 故に n: ルれを 命し-云 ふ „ 

L ほ， て 命に 非ざる ことなき なりと 云 ふ に， 正 命と 正 命に 非ざる との^^ あり。 "1 車 疾 

病の を 以て 其の 他 皆 推して 知る ベ し。 、頑 父 • 顔母 • 傲^^  > 不 $1： 子 及び 洪水 • 叭機 

の 類、 皆 命な り。 然れ ども " だれ 命な りと 云 ひて 安^して  >  初めより 手 を 下さざる は： 止 

命に 非ざる なり。 其の 道を盡 さ ざれば なり。 聖人の 心 力 を 盡し給 ふ 上に て、 丹 米. だ：？ 

均の 如きの 不肖、 終に 如何と もすべからざる に 至りて は 正 命と も 云 ふべ し。 相 ft して 

死す る 者 は 皆 自ら 取る の禍 なれば、 正 命に 非ざる なり。 ，：K ら竊盜 た 沖の 諸惡 さへ 爲さ 

ざれば、 相 株に 繁 がるべき 理斷 えてな し。 然れ ども 成"；！. 文 王の 人 も い の 

囚人と なり、 龍 逢 • 比 干の 忠 にして 誅死を 免 かれざる は、 是れ正 命 か： 止 命に 非ざる か 

恩 ふべ し。 朱 子 語類に 此の 事 を 論じて 云 はく、 「孟子に、 枝 枕して 死す る 者 は 正 命に 

非ず と說 くが 如き は、 須 らく 是れ孟 子の 意 如何 を 看 得すべし。 且つ 公冶 長の 如き は 挑 

紲に 在りと 靴 も 其の 罪に 非ざる なり。 若し 當時 公冶 長 縲紲に 死せば、 他れ は バルれ 正 命 


ならず と說 くこと を 成さ ざらん。 罪 ある も 罪な きも 我れ に 在る のみ。 古人 身 を 殺して 

以て 仁 を 成す 所以な り」。 余 ra つて 思 ふに、 道義に 從 ひて 禍 罪に 遇 ふ は 其の 道 を盡す 

の 極に して、 凡そ 人 は 道義の 外に 行くべき 處 はなし。 道義 を 踏みて 禍 罪に 遇 ふ は 心底 

に 任せぬ ことにて * 亦 是れを 「之れ を 致す ことなくして 至る もの」 と 云 ひて、 何ぞ不 

可な らん。 此の 義細 思すべし。 

第三 章 

孟子 曰く、 求 むれば 則ち 之れ を 得、 舍 つれば 則ち 之れ を 失 ふ。 是れ 求めて 得る に 益 あるな り、 • 

我れ に 在る もの を 求 むれば なり。 職。 そ If れ？ ぉ智、 之れ を 求む るに 道 あり、 之れ を 

得る に 命 あり。 是れ 求めて 得る に 益な きなり、 外に 在る もの を 求 むれば なり。 

是れ上 章 正 命 • 非 正 命の 說を 承け、 我れ に 在る ものと 外に 在る ものとの 差別 を 明す。 

我れ に 在る ものと は 仁義 禮智の 類、 外に 在る ものと は 富貴 利 達の 類な り。 註 已に悉 せ 

り。 我れ に 在る もの は 求む る 時 は 得べ し。 然るに 求めず 得ず して 諉 して 云 はく、 是れ 

命な りと、 是れ正 命に 非ざる なり。 外に 在る もの は 求む とも 得べ からず。 夫れ を 種々 

. 講，^ -餘話  三 七 七 


講孟餘 話  一一 一七 八 

術智を 加へ て 是れを 求め- 遂に 得 ざれば 或は 放曠に 至り、 或は 悲愁に 沈む は、 .ri! 命 を 

知らざる なり。 の 术ナ. ^n:  く、 「天命 は 他の 人 皆 以て 之れ を： 一一 〔ふべき も、 怖 だ 君 相 は 

言 ふべ からず。 蓋し 君 相 は 命 を 造る 所以 なれば なり」。 韓 愈：：： く， 「所謂 時なる もの は- 

固より 上位に 在る 者の 爲 のみ」 と。 二 語 誠に 妙な り。 國家の1"^^亂も夷狄の5?獗も、 ド 

民に て は 天命と 云 ひても、 時運と 云 ひても、 或は 濟む べし。 ^上の 人に. < りて は、 ，M 

亂 厥 を 以て 時 〔速 天命に 誘す る は 大いに 誤な り。 是れを 以て 推す に、 ^府 大名 はお 府 

大名の 職 あり、 大夫士 は 大夫士 の 職 あり、 農工 商 は 農工 商の 職 あり。 各  >- 其の 職の 上 

に 於て、 天命 時運と 云 ふこと は 決して： W はれぬな り。 太平に 鼓 股した る 土の 常ば に、 

今の 士は 昔の 士の樣 に 猛 なること は出來 ぬな り、 是れも 時運な り 杯 云 ふ 者 あり。 余 

^だ 其の 言 を惡 む。 己が 職 を 自ら 廢し、 "だれ を 時運 天命に 附 せば、 不忠 小ネ， 不仁 .ィ 

0, 皆 時運 天命になる たり。 何 ぞ"： れを惡 まざる こと を 5^ んゃ。 余が 意 を 以て；：. ルれを 

言へば、 國家 夷狄の 事 * 固より 君 相の 職に は あれ ども、 神州に 生れた らん 者 は、 齊尸、 

率土の 萬 民 皆 自ら 職と せ ずん ば あるべからず。 故に 水 や . 韓のニ 說も君 相に 說 くの In ゆ 


- ごへ  いづく 

ゑ、 ^に 重き を歸 する 所 あり" 吾れ 幽囚の 罪人と 雖も、 惡 んぞ國 家の 衰亂、 夷狄の 

獗を度 外に 置く に 忍びん や。 諸君に 於て は 如何。 

第 四 章 

孟子 曰く、 萬 物 皆 我れ に 備にる。 身に 反み て 誠なる、 樂 しみこれ より 犬なる はなし。 强恕 して 

行 ふ、 仁 を 求む る ことこれ より 近き はなし、" 

此の 章、 上の 「我れ に 在る もの を 求む」 を 承け て 云 ふ。 强恕 して 行 ふ、 仁 を 求む る こ 

とこれ より 近き はなしと は、 何等の 親切の 敎ぞ や。 大儀なる こと を 勉強して すると、 

人の 情 を 思 ひ 遣りて 己れ の 行 ひ をす る と より 學問は 始ま る ことにて、 れ强恕 の 道 な 

り。 此の 下 三 家、 皆 これより 近き はなしの 意 を 推して * 切 近の 事 を 以て 至 理を說 くな 

第五 章 

孟子 曰く、 之れ を 行 ひて 著なら ず、 習 ひて 察 ならず、 終身 之れ に 由れ ども、 其の 道 を 知ら ざ 

^L^.r  ：  0 註" 著 は 知の 明かなる もの。 察 は識の 精なる もの。 言 ふこ はろ は！ 之れ，.^" A ひ 一八^の! f ま，" ド 

ろ 者衆キ M なり r 明かに おる 能 はす、 既に 習 ひて 而も 猶ほ 其の 然る 所以 を J!S らす。 終身 之れ に 由れ ど- - 其の 道 を.^. りさ 
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講.^^"餘話  二八 〇 

ろ 省 多き 所 

以 なりと。 

此の 章 專ら學 問 思 辨の益 を 云 ふ。 世に は 生 質^だ 美に して、 一！：！：： を愼 みれ を み、 人り 

て は 孝、 出で て は"： 鄉黨も 之れ を 愛し、 朋友 も 之れ を 1::^ ずる  一 ^の 人 あり。 此樣 

の 人 は^に 蘇 一問 を爲 さず とも 濟 むべ き樣 なれ ども、 生 質の 美に て 能く れ 程の 事 を爲 

せど も， 學問 せず 思辨せ ざれば、 何 か 天： 卜の 大亂、 人倫の 至變、 忠孝の 大關係 ある こ 

とに 至りて、 却って 大いに 謬戾を 生ずる こと あり。 n:,- れ 箸なら ず、 -X 小なら ずの 她：： なり。 

故に 學問 思辨は 固より 日用 常 行の 爲め なれ ども、 曰 用 常：：；： は 無學に て も：？ 也に 出來る 

者 衆ければ、 M だれ を 以て 學問 思辨と 篤る に 足らず。 必ずや 大節 大義に 明かに、 天： 卜の 

大亂、 人倫の 至變に 至りて 謹 房な き 如く 常々 工夫すべし。 れ學問 思辨の 功に ル ずん 

ば、 惡んぞ 能く 是に 至らん や。 余 足 利 末路の 史を讀 む に、 其の^^^！^の人多きに感じ， 

义 其の 君 を 見る こと 逆旅の 主人の 如く、 其の 大節 大義に^ けたる 人 多き を 哀しむ。 余 

闪って常時，？-^^の士を分ちてニ等とし、 一 は 全節傳 とし、 山中^ 之 助：^ 盛の 如く 始終 

一 主の 爲め にせし 人を收 め- 一 は 一 節 傅と 云 ひて、 後藤 乂北 ハ衞基 次の.？^ 維と 云へ ども、 


初め 黑 田に 仕へ、 叉 細 川に 仕へ、 後 遂に 大坂 城に 人り 節を盡 す。 此の 類の 人を牧 め、 

ニ傳を 以て 世 祿の士 を 諷せん と 欲す。 朱 だ 及ぶ こと 能 はず。 是れを 源平の 時に て 言へ 

ば、 齋藤^ 當實 盛の 如き 白髮を 染めて 北陸に て戰 死せ し は 勇々 しけれ ども、 闢 東の 舊 

臣 にて ありながら 義 朝の 沒 落に 死す る こと 能 はずして 叛 いて 平氏に 事へ たれば、 一 節 

の 人な り。 上總 五郞忠 光の 如き は 平家 滅亡の 後 八 年まで 其の 志 を變ぜ ず、 利刃 を懷に 

光、 ぉ府を して 頼 朝 を 刺さん とせし は 事 成らず と 云へ ども、 眞に全 節の 人と 云 ふべ し。 是れ 等の 

閑 ふ鬪に 題す 

る， に时」 あり 處學問 思辨の 入る 所な り。 鄕里 無學の 一善 人に ては覺 束な し。 此の 章 本文 巳に 明かに 

して >  朱 註叉盡 せり。 故に 姑く 言外の 餘意を 論ず。 

第 六 章 

孟子 曰く、 人 以て 0^ づる ことな かるべからず。 恥づる ことなき を 之れ 恥づれ ば、 恥な し。 

第 七 章  ■ 

孟子 曰く、 恥の 人に 於け る や、 大 なり。 機 變の巧 を 爲す者 は 用って 恥づる 所な し。 人に 若 かざ 

る を恥ぢ ざれば、 何の 入に 若く こと か あら ん。 
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る 者 多き 所 

なりと。 

此の 章 尊ら 學問思 辨の益 を 云 ふ。 世に は 生 質^だ 美に して、 一！： 一：： を 愼み行 を 謹み、 人り 

て は 孝、 出で て はお、 鄕黨も 之れ を 愛し、 朋友 も 之れ を る 一 简の 善人 あり。 

の 人 は^に 患 一問 を爲 さず とも 濟 むべ き樣 なれ ども、 生 質の 美に て 能く 是れ 程の 事を爲 

せど も， 學問 せず 思辨せ ざれば、 何 か 天： 卜の 大亂、 人倫の 至變、 忠孝の 大關係 ある こ 

とに 至りて、 却って 大いに 謬 戻 を 生ずる こと あり。 是れ 著なら ず、 .X 小なら ずの なり。 

故に 學問 思辨は 固より 日用 常 行の 爲め なれ ども、 日用 常 行 は 無學に て も.； に 出來ろ 

者 衆ければ、 是れを 以て 學問 思辨と 篤 るに 足らず。 必ずや 大節 大^に 明かに、 天ドの 

大亂、 人倫の 至變に 至りて 謬 戻な き 如く 常々 工夫すべし。 ：： だれ 學問思 辨の功 に^ずん 

ば、 惡んぞ 能く 是に 至らん や。 余 足 利 末路の 史を讓 む：：^ に、 其の？？ 威の 人 多き に 成ん じ， 

义 其の 君 を 見る こと 逆旅の 主人の 如く、 其の 大節 大義に 闕 けたる 人 多き を 哀しむ。 余 

E つて 《：2 時. s_ ^の士 を 分ち て 二等と し、 一 は 全節傳 とし、 山中^ 之 助 幸 盛の 如く 始終 

一 主の 爲め にせし 人を收 め- 一 は 一 節 傅と まひて、 後藤 乂共衞 基 次の-?^^ と 云へ ども、 


初め 黑 田に 仕へ、 叉 細 川に 仕へ、 後 遂に 大坂 城に 人り 節を盡 す。 此の 類の 人を收 め、 

ニ傳を 以て 世 祿の士 を 諷せん と 欲す。 朱 だ 及ぶ こと 能 はず。 是れを 源平の 時に て 言へ 

ば、 齋藤^ 當實 盛の 如き 白髮を 染めて 北陸に て戰 死せ し は 勇々 しけれ ども、 闢 東の舊 

臣 にて あ り な が ら義朝 の 沒 落に 死す る こと 能 はずして 叛 いて 平氏に 事へ たれば、 一節 

の 人な り。 上 総 五郞忠 光の 如き は 平家 滅亡の 後 八 年まで 其の 志 を變ぜ ず、 利刃 を 懐に 

して 賴朝を 刺さん とせし は 事 成らず と 云へ ども、 眞に全 節の 人と 云ぶべし。 是れ 等の 

處學問 思辨の 人る 所な り。 鄕里 無學の 一善 人に ては覺 束な し。 此の 章 本文 已に 明かに 

して • 朱 註叉盡 せり。 故に 姑く 言外の 餘意を 論ず。 

第 六 章 

孟子 曰く、 人1^ て ^$づ る 一 」 とな かるべ からず。 恥づ る - - となき を 之れ 恥づれ ば、 恥な し。 

ね S 七 章 

ュ，" T 曰く、 恥の 人に 於け る や、 大 なり。 機 變の巧 を 爲す者 は 用って 恥づる 所な し。 入に 若 かざ 

る を恥ぢ ざれば、 何の 人に 若く  - - と か あら ん。 
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一： 章、 恥の 事 論じ 盡 せり。 今 又 何 を か 一 W はん。 ^しl;^;子の恥づる所と小/、の恥づる所 

と を、 試みに 比铰 せんに、 君子 は德義 なき を 恥ぢ、 小人 は 名 なき を 恥づ。 君子 は，. す 

能な きを 恥ぢ、 小人 は官祿 なき を 恥づ。 此の 類 を 推して 知るべし。 大抵 小人の 恥. つる 

所 は；^. 見なり。 君子の 恥 づる所 は內實 なり。 仰.' 恥の 一字 は 本邦 武士の 常；！ H にして、 

恥 を 知. ら ざる 程 恥なる はなし。 武士の 恥 を 知らざる こと 今日に 至り 極まれり。 武道 を 

輿さん とならば、 先づ 恥の 一字より 輿すべし。 今日 何事 か 第一 の 恥なる、 第-: の 恥な 

る- 第三なる、 第 四なる と、 一 二 條款を 立てて 工夫せば 可なる に^ 幾 からん か。 

右 五月 十四 夜 

第 八 章 

孟 f 曰く、 古の 賢 王 は 善 を 好みて 勢 を 忘る。 古の 賢士 何ぞ燭 り然ら ざらん。 H 、の 道を樂 しみて 

< "の 勢 を 忘る。 故に 王公 も 敬 を 致し 禮を盡 さ ざれば、 則ち 亟- 之れ を 見る こと を 得ず。 見ろ こ 

とすら 且つ 猶ほ亟 > する を 得ず、 而る を況ゃ 得て 之れ を臣 とする を や。 

此の. 章、 古の 賢 王 善 を 好んで 勢 を 忘る るを报 して、 其の 賢 士道 を樂 しんで 人の 勢 をお 


るる を 知り、 終に 古の 賢士を 借りて 今の 賢 士を勸 むる に歸 するな り。 大抵 賢者の 樂し 

む 所 は 道の み、 好む 所 は 善の み。 勢 位 利祿、 一 も 心に 入る ことなし。 忘る ると は、 厭 

ふに 非ず、 慕 ふに 非ず、 其の 間に 意 ある ことなき の 謂な り。 是れ 孟子の 常談 にして、 

又 萬 章 下 篇第八 章、 友 を 論ずる の義と 併せ 考ふ べし。 此の 章、 上 二 章の 恥の 字 を 承け 

て、 *1 の奔 競の 士、 無廉 無恥の 徒 を 諷し、 且つ 下 章囂々 、の 意 を 起すな り。 

第 九 章 

孟子、 宋句踐 に 謂って 曰く、 「子、 遊 (說) を 好む か。 吾れ 子に 遊 を 語 げん。 人之れを知るも亦5|^^ 

囂 たれ、 人知らざる も 亦囂々 たれ」。 曰く、 「何 如せば 斯に W 二」 囂々 たるべき， r 曰く、 「德 iv 尊 

び 義を樂 しめば、 則ち 以て 囂々 たるべし。 故に 士は窮 する も 義を失 はず、 達する も 道 を 離れず。 

窮 する も 義を失 はず、 故に 士は 己れ を 得。 達する も 道 を 離れず、 故に 民望み を 失 はず。 古の 人、 

志 を 得れば 澤、 民に 加 はり、 志 を 得 ざれば 身 を 修めて 世に 見る。 窮 すれば 則ち 獨り 其の 身 を 善 

くし、 達すれば 則ち 兼て 天下 を 善くす」 と d 

〇德 を 尊び 義を樂 しめば、 則ち 以て 囂々 たるべし。 故に 士は窮 する も 義を失 はず、 達 

する も 道 を 離れず。 窮 する も 義を失 はず、 故に 士は 己れ を 得。 達する も 道 を 離れず、 
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講孟餘 話.  三 八 2： 

故に 民望み を 失 はず。 古の 人、 志 を 得れば 澤、 民に 加 はり、 い： 心 を 得 ざ わば 身 を 修めて 

世に 見る。 すれば 則ち 獨り 其の 身 を f; くし、 達すれば 則ち 兼て 天下 をお；： くす。 

此の 章 大いに 吾が 心 を 得。 因って 繁を賊 はず 其の 全文 を舉 ぐ。 宜しく 反^ 熟 .1 すべし。 

嚣々 の 二字 是れ全 章の 主意な り。 尊 德樂義 の 四 字、 是れ 其の 工夫な り。 尊 德 と 

云 ふに. 刚義 あり。 公孫 丑下篇 第二 章に 「其の 德を 尊び 道を樂 しむ こと：： だくの 如くなら 

ざれば * 與に爲 す あるに 足らざる なり」 の尊德 は、 有 德の人 を 尊崇す る ことなり。 此 

の 本文 も 夫れ にて 濟む なり。 又 中庸に 德性を 尊ぶ と 云 ふこと あり。 是れは 己れ に 存す 

る 德性を 自ら 恭敬 奉持す る を 云 ふ。 是れ 自ら 一 義 なり。 然れ ども 德は 一 なり。 己れ に 

存 する を 尊ぶ。 故に 人に 在る を 尊ぶ。 本是れ  一 $1:- の 事な り。 畢竟 本文 德の 字、 固より 

ぎ 4. たっしむ 

己れ の 德と云 はず、 又 人の 德と云 はず、 唯 だ 是れ德 なり。 樂義 も亦然 り。 天： 卜の 德^ 

を尊樂 し、 更に 人 己 を 分つ ことなし。 是れ 意々 然として 自得 無欲なる 所以な り。 凡そ 

士 たる 者 何程 困 翁す ると 云へ ども- 遂に 士の覺 ^は 失 はず、 又顯 達する と 云へ ども、 

富貴に 淫 して 平生の 志 を 亡失す る ことなく、 治 を 致し 民を澤 し： 1}^ の 素 望に 協 ふなり。 


佘當今 を歷觀 する に、 達する も 道 を 離れざる 者 少なし。 貧賤の 際、 少壯の 曰、 書 を 挟 

み經を 講ずる 時の 議論と、 廟堂に 登り 政事に 從 ふの 功業と、 大抵 は 相當ら ず。 然れど 

も是れ 必ず 已むを 得ざる の 由 も あるべ ければ、 吾れ 必ずしも 論ぜず。 但し 窮 する も義 

を 失 はざる に 至りて は、 切に 吾が 身上の 事な り、 勵 まざる ベ けんや。 吾れ 甲 寅 以來身 

を關 する に 木 を 以てし、 體を 縛す るに 索 を 以てす。 濫舆 三百 里 を 走り、 狴犴六 百日 を 

涉る。 今日 禁錮 稍杼 ぶと 云へ ども 足 門徑を 出で ず、 親近の 外敢 へて 他人に 接せず、 亦 

窮と 云ぶべし。 然れ ども 其の 志に 至りて は 松 本 ー邑に 一二の 奇傑を 生じ、 以て 忠孝の 

首、 天下の 唱 とならん こと を 欲す。 果して 義を失 はざる か、 亦 失 ふこと 多き か、 自ら 

ひとりよ くす 

信ずる こと 能 はず。 故に 孟子 を 把り て玩 索して 其の 當否を 質さん と 欲す。 獨 善の 義、 

滕文公 下 篇第四 章に 「入りて は 則ち 孝、 出で て は 則ち 悌、 先王の 道 を 守りて 以て 後の 

學者を 待つ」 と 一 K ひ、 本篇下 章に、 「其の 子弟 之れ に從 へば 則ち 孝弟 忠信」 と 云 ふ、 

合せ 考ふ べし。 蓋し 獨 善と 云 ふ は、 頑然 獨處、 世に 接せざる の 謂に 非ず。 特に 兼て 天 

下 を 善くす に 對 して、 其の 及ぶ 所の 小なる を 云 ふの み。 然 ら ずん ば 「子弟 之 れに從 ふ」 

講孟餘 話  三 八 五 


講孟餘 話  一：： 八 六 

「後の 學者を 待つ」、 皆獨 善の 事に 非ざる か。 何ぞ 其れ 然 らん。 余 野 出獄に 於て 同 囚 

ート sf^i 富 永德有 隣が 爲 めに 名字 說を 作る。 云へ る こと あり、 r 獨^ の 志 ありて、 而 して 後 „^ 

「~ の說^ (は 五! 善の 業 あり」。 叉 云 ふ、 r 大舜は 耕稼陶 漁を爲 せし ときより 乃ち 都 君の 稱 あり。 孔子 は 

^-衞- 陳蔡に W しみし も 乃ち 三千の 徒 あり」 と。 有 隣 は 倔強の 士、 議論 相： 卜らず。 

然れ ども 深く 此の 說を 以て 至； 一 H とす。 蓋し 余 有 隣と 平生の 志茲 にある を 以てな り。 今 

より 三 五 年の 後、 必ず 微效を 見す に 至らん。 

第 十 章 

孟子 曰く、 文 王 を 待ちて 而る 後に 興る 者 は 凡 民な り。 夫の 豪傑の 士の 若き は 文 王な しと 雖も^ 

ほ 興る。 

〇 文 王 を 待ちて 而る 後に 興る 者 は 凡 民な り。 夫の 豪 llf の士の 若き は 文 王な しと 靴も^ 

ほ 輿る。 

凡 民と 豪傑の 分 明かに 知るべし。 豪傑と は 萬 事 自ら 草創して 敢 へ て 人の 轍 跡 を踐ま 

ぬ ことなり。 滕文公 上 篇第四 章に、 陳^：^を稱して云はく、 「彼れ 所謂 豪傑の 士 なり」 


ニー) 名 は 勝 u 

© は 字。 陽 城 

の 人。 吳廣と 

共に 兵 を擧げ 

て 王 も 種す る 

こと 六ケ Co -。 

部下の 殺す 所 

となりし も、 

秦の 滅亡 はこ 

こに 端も發 す 

(三) 項 <^。 

陳 涉に應 じて 

叔父 項 梁と 兵 

ち 擧げ、 遂に 

秦も 亡して 管 

王と なりし，？ 

漢の 高祖 劉 邦 

に 敗れて 死す 

(四) 劉 邦、 

字 は季。 天下 

も統 一 して 漢 


す。 卽ち漢 の 

高祖 

(五) 荻生徂 

报と 伊藤 仁- IT 

各.、 別に 復古 


と。 蓋し 陳良は 楚の產 なり。 楚は 南方に 在り、 蠻 夷に 交 はる。 而 して 陳良獨 り 能く 習 

俗の 表に 拔 けて、 北方 中國 に遊學 し、 剩へ中 國の學 者 も 是れに 先んずる こと 能 はざる 

を 以てな り。 西 漢人の 詞に 「山 東の 豪傑 並び 舆 りて 秦を 亡ぼす」 と 云 ふこと あり。 是 

ニー) (三)  <EP 

れも 天下 滔々 秦の 威風 を 長る る 中に、 陳涉. 項籍を 初め 劉季 杯の 如き 者、 決然 自ら 斷 

じて 大事 を 起す こと を爲 す。 是れ豈 に 豪傑と 云 はざる ベ けんや。 勿體 なく も 皇 朝に 

て、 神 后の 三韓 を征 し、 時宗の 蒙古 を殲 し、 秀吉の 朝鮮 を 伐つ 如き、 豪傑と 云 ふべ し „ 

西洋 にても 墨 瓦 蘭が 西洋 よれ-東洋に 航し、 閣 龍が 亞 墨！： 加を撿 出し、 那樸列 翁が 歐羅 

巴 を 混 丁す る 如き、 豪傑と 云 ふべ し。 近世、 徂徠翁 • 仁 齋を稱 して 豪傑と 云 ふ。 是れ 

は滿 世宋學 世界より 宋學を 看破し、 古 學を唱 ふる を 以てな り。 然れ ども 宋學を 疑 ひ 書 

を 著 はし 是れ を辨 じ、 終に 流 諭に 遇 ふの 山 鹿 素行 先生の 如き は、 叉 仁齋. 徂徕の 先に 

あれば、 尤も 豪傑と 云 ふべ し。 本 藩 試合 劍槍を 初めた る は、 橫地 *內 藤の 二子に て、 

二子 實に 豪傑と 云 ふべ し。 然れ ども 二子 幸に 時に 遇へ り。 文武 興隆 治敎更 張の 機に 乘 

じ是 れを爲 す。 所謂 風に 順うて 喚ぶ が 如き ものな り。 是れ より 先き 栗栖叉 助と 云 ふ 者 

講孟 i.- 話  三 八 七 


講孟餘 話  三 八 八 

あり、 古武士の 風 あり。 又 能く 試合 劍檢を 以て 人 を Si -^。 "；-れ尤も"？^傑と云ふべし.- 

當今天ドの士風亦颇るニ^^ふ。 松 木 小お と 云へ ども 諸君 能く 心を戮 せ、 斷 然として fHA 

士の風 を 以て 自ら 任じ、 以て 大 下の 先と ならば、 亦〕 傑と 云ぶべし。 今一 介の 十； を以 

に』 て 天下の 先と ならん と 云へば、 rnl: ら 端らざる に 似 たれ ども、 孔孟 何者 ぞ、 程 朱 何者 ぞ 

00 の 二. f- «SI*f 

亦是れ 一介の 士を 以て 天ド 後世の 程 式と なること 彼れ が 如し。 且つ 前に 賸舉 する 所の 

者 

(二) .次| 豪傑、 亦^ 素より 王侯の 位、 韓*魏 の 富 あるに 非ず。 是れを 思うて 勵 まざる 者 は：^::^ 

註參 Si 

(三) にも 及ばざる なり。 孔子の 七十 二 弟子、 漢 高の 蕭- 前 リ陳. 周の 如き、 奈^ を t::: ちて 

祖 の；？； ：- お、 -范 

"Kl^s 興る 者、 凡 民と 云 ふべ し。 凡 民の 爲す 所猶ほ 能く 彼れ が 如し。 

人 一 

第 十一 章  ， 

^^k^ 孟子： n く、 之れ に 附§ す るに 韓-魏 の 家 を 以てする も、 如し 其の ほら 視る こと 欲然 たらば、 

襲お 則ち 人に f こと遠 し。 

^然 自ら 滿 たざる は、 其の 志大 に、 其の 量宏 に、 願 ふ 所 素より i 幼に あらざる なり。 其 

の 次 は 是れを 5^ て恣然 自ら 放 にす る あり。 乂 更に 跪 ts! 自ら 安ん せざる 者 あり。 "だれ 


(五) 後漢復 

興の 祖 光武帝 

の 族 兄に 當る。 

字は聖 公。 光 

武兵も 起す や、 

玄、 更始 將， 逮 

と號 し、 諸將 

に-擁せられて 


長 安に 遷都せ 

しも、 酒色に 

耽りて 政事 を 

親す、 赤 眉に 

攻められて 遂 

に^さる 


を 最下と す。 漢の 更始 將軍 劉玄の 如き 是れ なり。 

第 十二 章 

孟子 曰く、 佚 道 を 以て 民 を 使へば、 勞 すと 雖も 怨みず。 生 道 を 以て 民 を 殺せば、 死す と 雖も殺 

す 者 を 怨みず。 

すべ 

佚 道と は 道 橋 河 池 堤防の 普請 修補の 類、 都て 民利の 爲 めに する こと を 云 ふ。 生 道と は 

防火 防水、 猛 獸を馳 り、 夷狄 を镇 ひ、 叉 罪人 を 誅伐す る 類な り。 是の 類の 事に て 民 を 

使 ひ 民 を 殺す 時、 誰れ か敢 へて 上を怨 むこと を 得ん や。 是れを 以て 知るべし、 下民 愚 

かなりと 云へ ども、 人君 尊し と 云へ ども、 一誠の 貫通 影響の 如し。 然 らば 則ち 上 誠心 

なくん ば、 稅敛 薄く^ 役輕 しと 云へ ども、 民尙ほ 上を德 とし 上 を 恩と する こと を 知ら 

ず。 愼 まざる ベ けんや。 

第 十三 章 

孟子 曰く、 翳 者の 民 は驩虞 如たり。 王者の 民 は 噑，？ 如たり。 之れ を 殺して 而も 怨みず、 之れ を 

利して 而も 爾 とせず、 民， 日に 善に 遷 りて、 而 して 之れ を爲 さしむ る 者 を 知らず。 夫れ 君子の 過 

講孟餘 話  三 八 九 


2 ふせ 的 i       宽 XSS? 就 二 

e しに 稱分 3 政 w 主 g  °w 
む 藩し を 元 二と も！ r 

前 るに て 御 知 年年な 16 展毛 

m も獻强 SS 行歿？ 5 り ぎ 元利 

の ぃ納制 走の す/ま 'て 年 S 


講孟餘 話  三 九 〇 

ぐる 所の もの は 化し、 存 する 所の もの は 神、 上下、 天地と 流 を 同じう す。 豈に 之れ を 小 補す 

と 曰 はんや。 

くわん ぐ じょ  かう/、 じょ  • 

〇 露 者の 民 は驩虞 如たり。 王者の 民 は f- 々如たり。 

政 を爲す 者、 先づ 職！^ と ゆ々 と の^を 知るべし。 王者の 政 は 孟子の 毎々 說 かるる？^ 一り 

五 畝の 宅 • 百 畝の 田 等 を 以て 民の 產を 制し、 仰いで 事へ 俯して 奋 ふの 差 障りな き 様に 

致し 置く のみに て、 脇 恤等は 第一 一義に 屬す。 脤恤は 一 時 民 ii 犬い に驩虞 すれ ども、 舉 

竟末を 治む るの 論に て、 非常の 金穀 手に 人れば、 民心 何とな. く 緩み、 一時に 遣 ひ 松て 

跡に て は 却って 難^す る ものな り。 程 子の 所謂 「造 爲 する 所 ありて 然り、 ， ハ： 一 に 能く 久 

しからん や」 と 云 ふ もの、 最も 深く 味 ふべ し。 民產を 制する 如き は、 ni 前 は 民 だ 

悅 ぶに は あらね ども、 永久へ 掛けて 自ら 民 無告の 者 もな く、 太平 を樂 しむ こと を 得 

るな り。 余.！：： て^く こと あり。 t/ir ぢ 公の^、 十 ケ年半 知の 御馳走 なれ ども、 其の 間 御 

惠銀 とて は 只 だ 一 度 百 石に 百 目 を 賜 はりし のみ。 近 來は半 知より 輕 き 御馳走の 時 も、 

毎度^.; m 心 銀を赐 はる こと あり。 全 體御惠 は 一時の 騒 虞の みに て、 諸士中 大いに 悅べと 


子 士笃人 諸の 防 る 英文 宗年ニ 镇十廣 年 

に 職 あ 長 。も 1 事の 二十ぎ 二 
文輯 作》 丁て 員り 百 天と に 門 十九 天 
と しるす 及し 姓保稱 志に 三日 そ 家 保 毛 
題て 。誊 び' 後一 二せ 厚 事 。歿の 督七利 
す 世 藩 二 吏 、揆年 ら く ひ' 林す g を年齊 


^w^^ も、 百 石の 士、 百 目の 銀 を 賜 はると も、 或は 酒 貪に 費え、 i 衣服 家宅に 費え、 總べ 

一 Mi? 孝 文 て 奢侈 を 導く のみに て、 其の 武 前の 有用と なる、 誠に 希 幾なる のみ。 夫れ より は i. 虫 5 

皇帝 • 孝景皇 

fs) 孝哀皇 銀 を 停められ、 數十 年の 後、 一 石 二 石な りと も 本 石 を 賜 はる 方 甚だ 便と す。 然る 時 は 

帝 (元 帝の 孫) 

よ：：、 王 一 時の 悅び はな けれども、 廻り 廻りて 士 家の 強みと なる。 是れ 峰々 の 政に 近し。 士林 

Jts- 化 を專ら に 

$00 民間 皆 同じ 事な り。 或は 云 はく、 民 問 杯 は 殊に 御惠 もさまで 惠 とならず、 仕方 惡 けれ 

f ュて前 f  まさ 

fwl 安政 一一 ば 却って 民間 を 煩く する に 至る ものな りと。 果して 然 らば 亦驩虞 にも 非ざる なり.。 

〇 君子の 過ぐ る 所の もの は 化し、 存 する 所の もの は祌。 

過化存 神の 妙と 云 ふこと 宋 儒の 常 言な り。 余 試みに 是れを 云 はん。 凡そ 天下の 事 >  議 

論 も 理窟 も 皆 徒 事な り。 唯 だ 妙處は 妙に あり。 漢の 元. 成 間の 制 詔 は 如何にも 難 有き 

事 計りに て、 少しも 文. 景に替 る ことな けれども、 天下 衰微して 遂に 王 氏に 奪 はれた 

り。 其の 如くに て聲昔 笑貌は 何程 恭儉 を盡 しても、 人 を 服す る こと はならぬ なり。 是 

れ皆 妙處に 非ざる 故な り。 余 乙 卯の 歳、 野 山獄に 在りて 自ら 揣ら ず、 勿體 なく も崇文 

公の 著 はし 給 ふ f 子 吿文を 講ず。 囚徒 十 一 人 及び 番人 獄卒に 至る まで、 皆 感激 流涕せ 

講孟餘 話  三 九 一 


Ill 九 二 


二) 井上 喜 

左 門" HW 

尻 は 今の 防府 

市 


(二) 今 防 

SC 古 郡 小 郡 

町 

(三) 

上の 一 小 a 

？ 次郎の 


ざる はなし。 且つ 公の 世子の 時の 事 を 知る に 及べる 者， 各. '公の 德、 民心に 感ハ. る 

の 狀を說 くこと 悉 せり。 同囚 井上 某、 三 ん人 にして、 常時 ゆ 子 殿の 陳^たり。 泣い 

て：：： く、 予 殿中に 仕 ふると 云へ ども、 朱 だ 祌て阯 子 此の 著 ある こと を 知らず。 今 則ち 

獄に 下り 是れを 聞く こと を 得る、 何の 幸ぞ や。 三 は 常時：^ 變の 山って 起る 所な"。 

初め 變の 未だ 起らざる、 ^虐の 政に 堪へ兼 ぬれば、 父老 集議 して：： く、 數ハ ヰの 後 吾が 

世子 職 を 繼ぎ給 はば、 吾が 倚 蘇生の 時 あるべし、 夫れ まで 辛抱すべし と。 斯 くの 如き 

もの 亦-しに 久し。 而 して 遂に」 ニ奸 民の 誤る 所と なり、 彼の 大變を するな り。 やおし 

三 田 尻の もの をして {"2 時 此の 文 を 聞く こと を 得せし めば、 常に 號哭 I 微を失 ふべ しと。 

時に 富 永 も 亦 云 はく、 公の 德 誰れ か 傳 へて 誰れ か喩 す。 而 して ニ國の 民、 逸 §1 の老 「がん 

(•  ニン 

m^^s に 至る 迄感 戴せ ざる 者な し。 余 は小邯 人な り。 小 II のお 感 の 狀は備 さに 知れり „ 

ニニ) 

後 余 亦 又 相， sis に 流さる。 ， お 人と 云へ ども、 言、 公の 德に 及べば 感激せ ざる はなし。 今 

5) 

とら ぐ 

猶ほ然 り。 是れ 露に 其の 故 を 知る ことなしと。 {贝 の 3>是 に 於て 始めて 過化存 神の 妙、 

中々 議 論理 の 及ぶ 所に 非ざる を^れ り。  - 


第 十四 章  . 

孟子 曰く、 仁 言 は 仁聲の 人に 入る の 深き に 如かざる なり。 善政 は 善 敎の民 を 得る に 如かざる な 

り。 善政 は 民 之れ を 畏れ、 善 敎は民 之れ を 愛す。 善政 は 民の 財 を 得、 善敎は 民の 心 を 得。 

此の 章、 仁 聲は卽 ち 前章 劄記 する 所の 妙の 義を 以て 合せ 考ふ べし。 其の 人に 入る の 深 

き は 更に 論を俟 たず。 仁齋云 はく、 「善政 は 桓公莫 丘の 會に、 諸侯に 命ずる 所の 事の 

如き 是れ なり。 ； 5)の~&5. 子 善 敎は庠 序學校 を設爲 して 之れ に 申ぬ るに 孝悌の 義を 以てす 

るが 如き、 是れ なり」。 fgl 針 _g， 叉 云 はく、 「善政 は 民 之れ を畏 るる こと、 訟 者の 明 

吏に 對 して 欺く を 得ざる が 如きな り。 善 敎は民 之れ を 愛する こと、 子の 父母 を 視て欺 

くに 忍びざる が 如きな り」 と。 皆說き 得て 好し。 

第 十五 章 

孟子 曰く、 人の 學ば ずして 能くす る 所の もの は、 其の 良能な り。 慮らず して 知る 所の もの は、 

其の 良知な り" 孩提の 童 も 其の 親 を 愛する こと を 知らざる はなく、 其の 長ず るに 及んで は、 其 

の 兄 を 敬す る こと を 知らざる はなき なり。 親 を 親しむ は 仁な り。 長 を 敬す るは義 なり。 他な し- 
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之れ を 天下に 達するな り。 

此の 章切實 易簡、 妙と 云 ふべ し。 孩提の 童の 親 を 愛する 心 は卽ち 仁に して、 ト：， しに 斯 

の 心 を 以て 天 下の 親 を視れ ば、 天下の 人 各. - 其の 親 を視る こと、 又 童の 親 を 愛する 如 

くにして、 天. トの親 各. '其の 子 を視る こと、 亦 孩提の 童を視 るが 如し。 是に 於て 不孝 

の 子な し、 不 慈の 親な し。 其の 兄 の 際 も亦然 り。 古今 此の 章 を諫む 者何ぞ おりあら 

ん。 獨り王 陽 明 是れに 2： りて 大いに 發 悟し、 遂に 一家の 學を 成し、 千古の 人 都て 及ぶ 

ことたし。 是れを 以て 知る、 書 は 精 思 熟考す るに 非 ずん ば、 安んぞ其の原に^！^ひ其の 

流 を 達する こと を 得ん や。 

叉-おず るに、 他な し、 之れ を 天ドに 達するな りの 一 結、 多少の 運用、 多少の 工夫 を 

む。 離 上 篇第十 一 章 「人々 其の 親 を 親と し、 其の 長 を 長と して、 天ド： 个 かなり」 と， 

同 一 種の 語な り。 

右 五 十七 衣 

第 十六 章 


孟 L 曰"、 舜の 深山の 中に 居る や、 木石と 居り 遊ぶ。 其の 深山の 野人に 異る 所以の もの 

は 幾 ど 希 なれ ども、 其の 一善 言 を 聞き 一善 行 を 見る に 及んで は、 江河 を 決する が g く、  と 

して 之れ を 能く 驚ぐ ことなき なり。 S^BMm0^^^^sis 

に， ズ ，ざる 所な し。 售 道に 造る の. e,-  c£?f 貝, 其の |ブ？ 

きに *R され は、 形容 此に lii る 能 はざる な.^。 

〇 其の 一善 言 を 聞き 一 善行 を 見る に 及んで は、 江河 を 決する が 若く、 沛然と して 之 L 

を 能く 禁ぐ ことなき なり。 

此の 二 句、 智仁 勇の 三 德を備 ふ。 蓋し 仁心 あり、 故に 聞く 所見る 所、 皆 善な り。 人の 

善 を 取りて 己が 善と する は智 たり。 是れを 行 ふの 決なる は 勇な り。 註に 至虚と ー}- ふ は 

仁な り。 至 明と 云 ふは智 なり。 宜しく 至斷の 二字 を 加へ て 勇の 義を 明すべし。 本文 江 

； 刈の 譬、 極めて 勇斷の 處を贊 するな り。 人 苟も 勇な くんば- 仁智 並びに 用 をな さざる 

なり。 此の 章、 公孫 a 上 篇第八 章と 合せ 考 ふべ し。 又 中庸 第 六 章に、 「舜は 其れ 大知 

たる 力 舜、 問 を 好みて 好く 邇言を 察す。 惡を隱 して 善 を 揚げ、 其の 兩端を 執りて 其 

の 中 を 民に 用 ふ。 其れ 斯れ 以て 舜た るか」 と 云 ふ。 合せて 是れを 見れば、 舜の舜 たる 
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所以 從 つて 知るべし。 而 して 公孫 丑に 云 ふ 所 は 仁 を 重んず。 中 魔に 云 ふ 所 は 知 を 重ん 

ず-』 此の 章 獨り至 斷の勇 を 見る に 足る。 苟も 思 を ー鈦に 致さば、 今の 沾々 自ら 足れり と 

し、 人 言 を担絕 する 者と、 怠惰 放肆、 義を 聞きて 徙る こと 能 はず、 不善 改 むる こと 能 

はざる 者と、 亦 少しく s: 省す る 所 あらん。 

第 十七 章 

孟子 曰く、 其の 爲 さざる 所を爲 すなく、 其の 欲せざる 所 を 欲するな し。 此 くの 如き e  rr 

〇 其の 爲 さざる 所を爲 すたく、 其の 欲せざる 所 を 欲する たし。 此 くの 如きの み。 

爲 さざる 所 は卽ち 良能な り。 欲せざる 所 は卽ち 良知な り。 きせて 是れを 云へば 性な り- 

無爲 無欲 は 率 ふの 謂たり。 つれの 章 率 性 の 二字 を 以て 解すべし。？！ f む S は 1S1」 ノ、 /| ば 55 はい 

古今 大聖 大賢 亦？； に 此の 外 一 毫の事 あらん や。 故に 云 はく、 此 くの 如きの み。 是れ等 

に) ：塞心 下 の 章、 多言 を 待たず、 只 だ切實 a 反する にある のみ。 叉下篇 * 仁者 は 其の 愛する 所 を 

以て 其の 愛せざる 所に 及ぼし、 不仁 者 は 其の 愛せざる 所 を 以て、 其の 愛する 所に 及ぼ 

へ 4! 一； )% 第一 一一 す」 及び r パ皆 忍びざる 所 あり、 之れ を 其の 忍ぶ 所に 達する は 仁な り。 人 $1 爲 さざる 


所 あり、 之れ を 其の 爲す 所に 達する は義 なり」 と、 參へ考 へて 益. - 其の 下手の 所 を 知 

るべ し。 蓋し 此の 章 純ら 本心 を 以て 云 ひて、 下篇は 乃ち 私意 を 兼ねて 云 ふの み。 

第 十八 章 

ちんしつ  け つし  と 

孟子 曰く、 人の 德慧術 知 ある 者 は 惊に疢 疾に存 す。 攝り孤 臣擊子 は 其の 心 を 操る ゃ危 ふく、 其 

の i: を 慮る や 深し、 故に 達す。 

〇 人の 德慧術 知 ある 者 は に^ 疾に存 す。 獨り孤 臣孽子 は 其の 心 を 操る ゃ危 ふく、 其 

の忠を 慮る や 深し、 故に 達す。 

此の 章、 吿子 下篇第 十五 章と 合せ 考ふ べし。 疚疾 は卽ち 「其の 心 志 を 苦しめ、 其の 筋 

骨を勞 し、 其の 體膚 を餓 ゑし め、 其の 身 を 签乏 にし、 行 其の 爲す 所に 拂亂 する」 の 謂 

なり。 德慧術 知 は 「心 を 動かし 性 を 忍び、 其の 能 はざる 所 を 曾 益し」、 及び 「能く 改 

め」、 「後に ぎり」、 「後に 喩る」 の驗 ある 處 なり。 其の 心 を 操る ゃ危 ふく、 其の 忠を 慮る 

や 深し、 故に 達す。 危深 達の 三 字、 服 牌して 其の 味を覺 ゆべ し。 此の 章 獨り孤 Hi 擘子 

讀み て 益 、、勵 むこと を 知る ベ きのみな らず、 寵臣 愛子 讀み て 益 ^ 愼む こ と を 知るべし。 
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第 十九 章 

孟子 曰く、 君に 事 ふるの 人なる 者 あり。 是の 君に 事 ふれば 則ち 容悅 を爲す 者な り。 社稷 を 安ん 

ずるの 臣 なる 者 あり。. 社稷 を 安ん ずる を 以て 悅 びと 爲す者 なり。 天 民なる 者 あり。 li 天下に 行 

はるべく して 而る 後に 之れ を 行 ふ 者な り。 大人なる 者 あり。 已れを正しぅして物正しキ-^|<;なり< 

〇 大人なる 者 あり。 己れ を 正しう して 物 正しき 者な り。 

仁齋云 はく、 「此の 章、 大人の 事 を 論ぜん と 欲して、 先づ 其の 下なる 者より 次第に 之 

れを言 ふ」 と。 最も 善く 讀む 者と 云 ふべ し。 正 已 の 二字"：：^ れ 其の 工夫な り。 而 して 

物 正しに 至りて は、 前章、 過化存 神の 妙、 仁 やせ 人に 人る の 深き 等と 合せ 考ふ べし。 犬 

下の 事 才力 議論 皆是れ 末な り。 一人の 手、 三寸の舌 を 以て、 天下の：：： を 掩ひ傥 兆の 心 

を 服す る こと は斷 じて 成らぬ ことにて、 只 だ 德を接 まば、 其の 流：：；： §1^ 郵 して 命 を 傅 ふ 

るよりも 速 かなり。 粗淺薄 俗の 儒者 は 決して 此の 妙 境 を 知る こと 能 はず。 只 だ， せに 驗 

して 其の 實否を 知るべし。 余の： 山-劣 を 以て、 遽 かに 大人の 己れ を 正しう して 物 正しき 

を冀 はんと 云 はば、 人 必ず 怪異の 想 をな さん。 然れども是れ亦：^^ぁり。 人 は 必ず 人々 


の體段 あり。 其の 體段は 皆 立志の 初めに ある ことなり。 故に 君に 事 ふるの 人 は 終身 君 

に 事 ふるの 人な り。 社稷 を 安ん ずるの 臣は 終身 社稷 を 安ん ずるの 臣 なり。 天 民 は 終身 

天 民な り。 大人 は 終身 大人な り。 往古 來今、 未だ 嘗て 君に 事 ふるの 人の 容悅の 功 を 積 

み、 社稷 を 安ん ずるの 臣 となり、 天 民と なり， 終に 大人に 至る こと を 聞かず。 是れ必 

無の 事な り。 故に 余 は 初めより 大人 を 以て 志 を 立て、 己れ を 正しう して 物 を 正しくせ 

んと するな り。 若し かくの 如くに して、 功な くして 徒死す ると も、 吾れ 敢 へて 悔い ざ 

るな り。 

第二 十 章 

ぁづ か 

孟子 曰く、 君子に 三樂 あり、 而 して 天下に 王た る は 與り存 せず。 父母 俱に存 し、 兄弟 (事) 故な 

き は 一 の樂 しみな り。 仰いで 天に 愧ぢ ず、 俯して 人に 怍ぢ ざる は、 二の 樂 しみな り。 天下の 英 

才を 得て 之れ を敎 育す る は、 三の 樂 しみな り。 君子に 三樂 あり、 而 して 天下に 王た る は 與り存 

せず。 

〇 君子に 三樂 あり。 而 して 天下に 王た る は 與り存 せず。 云々。 
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仁齋云 はく、 「此の 章、 人 苟も 一 の樂 しみ あれば 則ち 天下に 王た るの 樂 しみと 雖も、 

以て 之れ を 易 ふること 能 はざる を 謂 ふ」 と。 余 返いて. S ら思 ふに、 余が 如き 赏に 勿體 

なき 多」？； -の 人と 云 ふべ し。 周 公の 聖も 兄弟の 難 あり、 孔子の 聖も 幼に して 父母 を 失 ふ- 

天子の 貴に も陶 朱の 富に も 易 ふべ からざる は、 父母 仉に存 し * 兄；^；^故なきの 一 樂 なり- 

然るに 此の 樂 しみた る 事 を 思 はずして、 悠々 n: を 過す は、 實に 天地神明に 負く の 至り 

と 云ぶべし。 第二の 樂 しみの 天に 愧ぢず 人 に怍ぢ ざる は、 中々 吾れ 等式の 云 ふ ベ き に 

非ず。 然れ ども 線 紲岸獄 は 衆人の 愧：^ する 所に して、 余獨り CI ら誇 伐の 意 あり。 是れ 

を 以て 思 ふに、 天下の 事 亦 何 を 以て 吾が 心 を愧怍 せしめん や。 然れ ども 愧 作 は {H: しく 

隱微 愤獨の 際に 在りて、 反觀. 2： 賓 すべし。 nt:- に 人に，： E ひて •  鲤顏抗 辯の 時 を 以て 知る こ 

と を 得ん や。 第三の 樂 しみ、 天ドの 英才 を敎 育す る は 吾が 凝の 無 學無識 の 及ぶ 所に 非 

ず。 況ゃ^ 囚廢 銅の 餘を や。 然れ ども 幽囚 廢 銅の 久しき、 少しく 自得す る^ ありて、 

平生の 志 を^ ひ、 且つ 他日 恩赦の 日に 常り て、 幸に して 未だ 死せ ずん ば、 此の 事 未だ 

必ずしも 全く 巳ん ぬる かなと 云 ふべ からず。 耍は 第一 の樂 しみ を樂 しみ、 第二の 樂し 


みを勵 み、 第三の 樂 しみに 至りて は、 悠々 の 天に 附 せんの み。 抑. - 論語の ずめ にも、 「朋 

あり 遠方より 來る、 亦樂 しからず や」 と 云へ り。 夫れ 君子 何 を 以て 英才 を敎 育す る こ 

とを樂 しむ や。 固より 其の 材能德 行 を 人に 耀 かさんと に は あらず。 君子の 任と する： il 

は 天下 後 # にあり。 故に 身 天下に 王たり と 云へ ども、 英才 を敎 育せ ずん ば、 何 を 以て 

天下 を 治めん、 何 を 以て 後世， に 法 せん。 巳に 英才 を 育せば、 身 天下に 王たら ずと 云へ 

ども、 天下 後景い 必ず 來 りて 法 を 取る 者 あるたり。 天下 は 活物 なれば、 今 治まり たれば 

とて、 後 必ず 亂 るる こと あり。 今衰 へたれば とて、 後 必ず 盛なる こと あり。 夫れ 治亂 

盛衰の 際會は 英雄 豪傑の 力 を 致すべき 所に して、 幸に 身 其の 時に 遇 はず、 其の 職に 當 

ら ざれば， 天下 後 # の 間 必ず^に 其の 人 あるな り。 故に 吾れ 苟も 英才 を 得て是 れを敎 

育せば、 是れ卽 ち 其の 人な らん。 是れ 余が 志な り。 君子の 樂 しみな り。 

第二 十一 章 

孟子 曰く、 廣土衆 民 は 君子 之れ を 欲する も、 樂 しむ 所 はこ こに 存 せず。 天下に 中して 立ち 四海 

の 民を定 むる は、 君子 之れ を樂 しむ も、 性と する 所 はこ こに 存 せず。 君子の 性と する 所 は大ぃ 
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一行 はると 雖も 加へ ず、 sie すと 雖も 損せず、 分 定まる が 故な. 


^子の とする 所 は 仁 や 

§:、 心に 根ざす。 色に： if; ずる や 昨 然として 面に N ル はれ、 ^に 益 わ、 四！^ に 施， ！：ぬ言 は T 

して 喩る。 

此の 章、 欲する 所、 樂 しむ 所、 ^とする 所、 一 2^ 一  肝 次を逐 ひて 深し。 上 茸の 樂の字 

を 承け て、 遂に 仁義 禮智の 性に 歸す。 大いに 行 はると 雖も 加へ ず、 ir^i- すと 雖も W せ 

ずの 二 句、 善く 性分 を形狀 すと 云ぶべし。 余 頃ろ 漢書 趙充國 傳を讀 みて 感ずる こと あ 

り。 傳中數 千 言、 力 を 極めて、 名將の 略、 老 e の 心 を摸寫 す。 而 して 共の 載す る 所、 

大抵 神爵 元年、 充國 七十 六 歳 以上の 事に して、 先國の jit 此は 甘露 二 年 八十 六^の 時な り „ 

ニー) 

然れ ば充國 をして 五六 十 歳に して 死せ しめば、 ：ネ 开を釋 して 先 1K ケを誅 する の 策 も、 屯 

田， を留 むる の 便宜 十一 一事 も 施行す る ことなくして 終らん のみ。 史官 尙ほ 何れ の^より 

筆 を 下さん や。 且つ 徒らに 壯 士百餘 人と 園 を 憤し 陳を 陷れ、 身 二十 餘の. を 被る のみ 

を 書せば、 一 健將の 事に 過ぎず。 然れ ども 此の 略 も 此の 心 も、 其の 基は少 くして 將帥 

の 節 を 好みて 兵法 を學 び、 四 夷の 事 を 通知す るの 時に 已に備 はれり。 然れぱ 充國の 能 


七 八十に して 始めて 得る に 非ず。 特に 衆人 是に 至りて 始めて 覩る こと を 得る のみ。 鳴 

呼、 用 ふれば 夭 下に 施して 人 皆 是れを 仰ぐ。 捨 つれば 一身に 藏 して 世知る こと 能 はず。 

天下 後世の 吾れ を 知らざる は 1K 下 後世に 大損 ありて、 吾れ に 於て は 毫も 損 ある ことな 

し。 夭 下 後世の 吾れ を 仰ぐ は 天下 後世に 大签 ありて、 吾れ に 於て 毫も 加 ふること なし。 

充國の 事 も 亦 加へ ず、 損せず の 一 證に當 つべ し。 

第 二士 一章 

孟子 曰く、 伯 夷、 紂 を、 & けて 北海の 濱に 居り、 文 王 作興す と 聞きて 曰く、 「盍 ぞ歸せ ざらん や。 

吾れ 聞く 西 伯 は 善く 老を萎 ふ 者な り」 と。 太 公、 を 辟け て 東海の 濱に 居り、 文 王 作興す と 聞 

きて 曰く、 「盍 ぞ歸せ ざらん や。 吾れ 聞く 西 伯 は 善く 老を萎 ふ 者な り」 と。 天下に 善く 老を養 

ふ もの あれば、 卽ち 仁人 以て 己が 歸と爲 す。 五 畝の 宅、 牆 下に 樹 うるに 桑 を 以てし、 匹婦 之れ 

に蠶 せば、 卽ち老者：^て帛を农るに足る。 五 母雞、 二 母 翁、 其の 時 を 失 ふな くんば、 老者以 て 

、 肉 を 失 ふなき に 足る。 百 畝の 田、 匹夫 之れ を 耕せば、 八ロの家！^て飢ぅるなかるべし。 所謂 西 

伯 善く 老を養 ふと は、 其の 田 里 を 制して 之れ に樹 畜を敎 へ、 其の 妻子 を 導きて 其の 老を養 はし 

む" 五十 は 帛に非 ざれば 煖 かならず、 七十 は 肉に 非 ざれば 飽かず。 煖 かならず 飽かざる、 之れ 
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と*< 'ビレ  い U  • 

を 凍綏と 謂 ふ。 文 王の 民に は 凍餒の 老 なしと は、 此れの 謂な り。 

此の 章、 梁惠 王上篇 第三 章 • 末 章に 云 ふ 所と、 全く 其 の^を 问 じ-つす。 ^し是 れは： 炎 

老の 二字より 説明す。 も 親切 を覺 ゆ。 -m 序學校 を^ 爲 すと 云 はずして、 4=1 ハの ケケを 

きて 其の 老を養 はしむ と 云 ふ。 れ 上；：；： ひて ド傚 ひ、 上 ベリして • 卜 從ふを 以て 「4 う 一 

-m 序學 校、 其の.^ にあり。 IfflK* 太 公の 文 王に 歸 する こと、 乂離 1^ 上篇第 十：！ W いに 屮： 

づ。 合せ 考 へて 知るべし。 彼れ は虚を 以て. 説き、 是れは赏を以て^^くことを。 

孟子 聖人 を 引く、 各.' 指す 所 あり。 舜の事の如きは前の^^^:ハ"ュ：：+に云ふが如し。 文： にの 

事に 至りて は此 の 章 及び 梁 惠王ト ：篇 第- 一章、 s^^^ ド篇 第三 章、 第五， ，1 

f§ る 離お 卜： 篇第七 章、 $S ナ  第 十三 章、 ？ I 下篇 第一 一十 章、 紐ゅ滅 ぃノ お h の m 十え ゆ？ 

g ^ソ^ 等、 大抵 5^ を 愛し 仁 を 施し、 業 を 创め統 を, ffi.- るるに 就いて ーラ r  めに？ S ふ、 

( ； - 

二) ぁ利- 兀 今の 諧 侯に.^ りて 尤も 法 を 取るべき は 文 王に 如く はなしと。 乂竊 力に ふ、 我が-洞^ 

公の 業 大いに 文. 土に 似たり と。 文 王の 志 は 他 國を并 おする に.^ らず、 .大 位 を 说化 する 

に 在らず。 只 だ 己が 國政を 正し、 己が 國民 を撫 し、 其の 心を批 して^ 1： 他 國 にても： 止 


な、 しのに るに ち：:: 
や て 美 赴 0 判审じ 
む遂 風き め决ひ 
にに 、そ を 、二 
爭感國 の 求文國 
ひ 歎 人 國め土 田 


しから ざるの 政、 安ん ぜ ざるの 民 あれば、 往 きて 正し 往 きて 安んじ、 方 百 単一より 天下 

を 三分して 其の 二 を 有する に 至る と 一 K へど も、 一毫の 霸氣 ある ことなく、 敢 へて 威力 

け ふせい 

を 以て 人 を 劫 制し、 其の 國を 利し 其の 民 を 役す るに 非ず。 仍だ 隣國を 正して 隣國 服し、 

他國を 安んじて 他國悅 ぶの み。 虞. 芮の ニ國、 成 を 質す の 一 事 を 以て も 亦 知るべし。 

我が 國足利 氏の 末 天下 瓜 分の 際、 群雄 方 隅に 割據 し、 各.' 旗 を 上國に 立て >  天下に 號 

> する こと を 願 はざる はなし。 而 して 其の 心天 子將 軍の 爲 めに 非ず、 天下 萬 民の 爲め 

に 非ず、 皆 其の 私 を 逞しく せんと 欲する のみ。 E- . 越 二 氏 及び 三 好 氏 杯の なす 所に 至 

ニニ，) 

^^h^ りて は、 人 をして 吐に 堪へ ざら しむ。 獨り 我が 洞 春 公、 陶賊を 伐ち 尼 子を征 す。 或 

,  は 大義 を 明かに し、 或は 民 命 を 重んじ、 特に 足 利 氏の 義頹を 憂 ひ、 義昭を 館し、 朝 典 

の 廢闕を 嘆きて、 卽位 料を獻 ずるの 類、 皆 至 公 至 仁の 心より 出で、 殊て私 を 逞しく す 

るの 念 ある ことなし。 敢 へて 廣土衆 民を爭 ふに 非ず。 是れ洞 春 公の 洞 春 公た る 所 は、 

卽ち文 王の 文 王た る 所に して、 皆 今 諸侯の 良師と 云ぶべし。 余 常に 慨す。 今の 諸侯の 

臣 たる 者、 其の 志す 所、 皆 其の 一 國に 4,: まりて 其の 他を恤 ふるに 遣 あらず。 其の 極め 
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ー國 すら 治め 得ず。 哀れむべき の^しき なり。 安ん ぞ 英傑の 士を與 して、 文 王. 洞^ 

公の 德業を 語る こと を^ん や。 

右 五月 二十 夜 . 

第二 十三 章 

孟子 H く、 其の 田 鳴 を め 其の 稅敬を 薄く せば、 民赏 ましむべき なり。 之れ を 食 ふに 時 を 以て 

し、 之れ を 用 ふるに 禮を 以てせば、 財 勝げ て 用 ふべ からず。 民 水火に 非 ざれば 生活せ ず。 1^^^ 

に 人の 門戶を 叩きて 水火 を 求む るに 與 へざる 者な き は、 ！ f: つて 足れば なり。 聖人の 天下 を 治む 

る、 寂 粟 ある こと 水火の 如くなら しむ。 寂 粟、 水火の 如くに して 民焉 んぞ 不仁なる 者 あらん や" 

是れ上 章 養老の 說を まけて、 民政 を 論ずるな り。 其の 田^ を：： k 力む と は、 民に 業 を 出 

精 させ、 田帛を 荒させぬ ことなり。 其の 稅斂を 溜く すと は、 取 a: を輕 くす る ことなり 

民 出精す ると も 取 重くて は、 民の 成立つべき 様な し。 取茵 1： ければ、 民 も 自ら 勵み 

て 出精す る ものな り。 余 老農の 一 H を 聞く、 精農 は 田 白 3 の 端々 を 菜： く us めむ。 端々 は 僅か 

一 二 尺 宛 にても 甚だ 廣し。 惰 11^ は 中 計り 耕して 端々 を 荒す。 れを 以て 同じ f.H 畝の 田 


も、 農の 精惰に 因りて 夥しく k 歉 ある ことなりと。 余 謂へ らく、 是れ 其の 田 疇 を 易む 

るの 解と すべし。 之れ を 食 ふに 時 を 以てすと は、 民に 飲食の 侈 を させぬ ことなり。 之 

れを用 ふるに 禮を 以てすと は、 民に 萬 事 過分なる こと を させぬ ことなり。 田 峰 能く 易 

まり、 稅 斂又輕 くと も、 民間 奢侈に して 過分の 事 多ければ.、 貧弱と なる 基な り。 其の 

極 は 田 疇 も 荒れ、 輕き 稅斂も 重く 覺 ゆるな り。 此の 四つの 者 は 民政の 始めにして、 此 

の 四つ 已に行 はるれば、 倉廩 實 ちて 禮節を 知り、 衣食 足りて 榮辱を 知る の理 にて、 民 

不仁なる 者な きに も 至るべし。 是れを 行 はずして 書面の 下知 を 以て 民 を 有難 がらせ、 

聖經佛 典 を 借りて 民 を 服 させんと する は、 末なる かな、 末なる かな。 

第二 十四 章 

孟子 曰く、 孔子 東 山に 登りて 魯を 小と し、 太 山に 登りて 天下 を 小と す。 故に 海 を 觀る者 は (百 川 

*0 水と 爲し 難く、 聖人の 門に 遊ぶ 者 は (百 家の 言 も) 言と 爲し 難し。 水を觀 るに 術 あり、 必ず 其の 

瀾 を觀 る。 日月 明 あり、 容光 (の 隙) も 必ず 照す。 流水の 物た る や、 科に 盈た ざれば 行かず。 

ま 乙 ク直こ .5」 、  irT^ ご tws- ど- r-f  JSU  ニー  0 註。 (前略) 章を戎 すと は、 積む 所の もの 厚く して、 文章 

君子の 道に 志す や 章 を 成さされ は 達せす 外に 見る るな り。 達と は 此れに 足りて 彼れ に邁 するな り。 
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此の^ 初めに 聖人の 道 甚だ 高大 なれば、 此の 道 を 得さへ すれば、 他の 道 は n ら 低く 自 

ら 小なる を 云 ふ。 次に 道 高大な りと 云へ ども、 亦 其の 至近 至 明、 智 in 用 常 行の 事 なれ 

ば、 甚だ 隱微 知り 難. <、 峻 巉攀ぢ 難き ことに 非ざる を 云 ふ。 終に 撃 問の 道 • 渐を 以て 

接み^ へて、 其の 高大の 極處に 至るべき こと を 云 ふ。 八， -れ 吾人 手 をド すの 貨^の^ な 

り。 ド 文に 其れ を悉 す。 

G 流水の 物た る や， 利に 盈た ざれば；！；： かず。 君子の 道に + 心す や、 荤を 成さ ざれば 達せ 

ず。 

流水の^、  乂離^ ド篇, . ^十八 章と 合せ 考 ふべ し。 其の 文に 云 はく、 「徐 子：：： く、 仲：^ 

,w  水を稱 して！：： く、 水なる かな， 水なる かなと。 何 を か 水に 取れる と。 孟子：： く" 

水 混々 として、 戴 夜 を 含て ず。 科に 盈ちて 而る 後に 進み- m 海に 放る。 本 ある 者 は 

是 くの 如し。 是れを 之れ 取れる のみ。 ^？も本なきを爲さば、 七 八月の 問、 雨 集まりて 

溝： 皆 つ。 其の 涧 るる や 立ちて 待つべき なり。 故に 聲聞 情に 過ぐ る は、 君子 之れ を 

恥づ」 と。 是れ實 行實德 なくして 虛聲虛 聞 ある 者 は、 或は 一 人 を 惑 はし、 一 時 を 眩 ま 


すべ けれども、 終に 天下 後 f の 公論 を 免 かれざる ことたれば、 君子 は 行 を 積み 德を累 

ぬる こ， 二 を、 源泉の 如くに 晝夜 となく 勤むべし となり。 卽ち 此の 章、 章 を 成さ ざれば 

達せず と 同 工夫な り。 章 を 成す と は 註に、 積む 所の もの 厚く して、 文章 外に 見る るな 

しるし  <  1 ) あう けん 

り， 二 云へ り。 積行累 德の驗 にして 面 背に 盘 見し- 四體に 施す 所な り。 達と は 註に- 

篇 f.„lj 二十  一 K 

かんぷ 

. れに 足りて 彼れ に 通ず るな りと 云へ り C 積 行 累德、 人に 感孚 する ことなり。 臣忠 足り 

て 君に 通じ、 君 是れを 信じ、 上 仁 足りて 下に 通じ、 下忠に 興り、 子 孝 足りて 父に 通じ、 

父 是れを 慈し、 父 慈 足りて 子に 通じ、 子 孝に 興る の 類な り。 若し 夫れ 忠 足らず 仁 足ら 

ず、 孝 足らず 慈 足らずして、 一 時の 聲聞 あらば、 必ず 七 八月の 雨の 如きな り。 徂し離 

の 註に、！ JltM 第 「鄒氏 曰く、 孔子の 水を稱 する は 其の 旨微 たり。 孟子 獨り 此れに 取 

れる は、 徐 子の 各ん とする 所の ものより 之れ を 言へば なり」 と。 余 論語 子 罕の篇 を觀る 

に、 「子 川上に 在して 曰く、 逝く 者は斯 くの 如き か、 晝 夜を舍 てず」 と。 按ずる に、 

此の 語 固より 先 儒の 言の 如く、 天地の 化 を 以て 道體を 明せ しなれ レー も、 今 是れを 身に 

取りて； ひふ 所 は、 「君子 之れ に 法り、 自ら 强 めて 息まず」 と 云 ふに 過ぎず。 然れば 其 
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の晝 夜を舍 てず、 科に 盈ちて 後進む に 法り、 實行赏 德を赜 み、 -碟^ 情に 過ぐ る を 恥ぢ、 

章 を 成さ ざれば 達せざる と 毫も 異る ことなし。 俗儒 書を讀 む、 徒らに意を.；：^:^に55め 

て、 身 を 以て 其の 地 に^せず。 故に 是れ 等の 處に 於て 虚高 無益の 論 を なすこと 冬し" 

察せざる ベ けんや。 

. 第二 十五 章 

孟千 H く、 雞鳴 きて 起き 華、々 として 善 を 爲す者 は舜の 徒な り。 れ i な？ 魏 

y の) 字 ttsr は" 雞 鳴きて 起き^々 と • して 利 を 爲す者 は 跪の 徒な り。 舜 と^との 分 を 知. りんと 欲せば、 他な 

に 作る。 大巧」  し、 ^と窘 と な JO  つ つ： S ち 或は S ふ、 雑^き て 起く る も、 若し 来 だ 物に 接せ ざれば、 如何に 

；卞惡 の 人  禾， -妻 とジ HE 力， - L て？ W を さんと。 程. ナ 曰く、 只お 敬 を 主と せば、 便ち 是れ？ 5 も はすな りと。 

此の 章、 上 章 「章 を 成す」 の 意 を 承け て 其の 工夫 を 云 ふ。 雞 鳴きて 起き、 ^、々として 

善を爲 す。 一語 至れり 寵 せり。 章 を 成す の 工夫、 此の 外復 た： 事 ある ことなし。 此の 

章 善と 利との^、 又 下 章 楊！^; の說を 起すな り。 楊子 は 利に 似たり、 甲お 子 はぶ： に 似たり。 

註に、 或は 問 ふ、 雞^ きて 起く る も、 t 右し 朱 だ 物に 接せ ざれば、 如何にし てぶ：： を爲さ 

ん と。. 程 子 曰く、 只 だ 敬 を 主と すれば、 便ち 是れ t: を爲 すなり と。 是れ等の：^:^取も{仝 


(二) 商の 時 

代の 聖人。 高 

宗 一夜 夢み て 

人 をして 探し 

求め、 擧！ b て 

相と なす。 周 

公の こと は、 


孔子 曰く  r 甚 

しいかな 吾れ 

の Kf« へたる や 

久し。 吾れ 復 

た 夢に 周 公 を 

見す」 と ある 

に 基く 

(三) 轄 記の 


(四) 午前 四 

時 


論に して 著 實を闕 く。 本文 孳々 の 二字 を 善く 觀る べし。 註に も 勤勉の 意と あり。 空々 

,  M 一) 

茫々 の 意に 非ず。 凡そ 有志の 士は 片時 も 空々 茫々 の 間な し。 夢寐の 間と 云へ ども、 „ お 

えつ 

說. 周 公 を 見る に 至る。 況ゃ 巳に 起きて 尙ほ 空々 茫々 物に 接せざる を 疑 はんや。 且つ 

, _  (三)  くわん そうしつ  きう こ 

人家 早 曰， 尤も 忙しき ものに て、 .e: 則に も M 嗽 櫛より 父母 募 姑を拜 する に 至る 迄、 許 多 

の 事 ある をみ て 知るべし。 余が 疎 懶生來 未だ 嘗て 初 鳴の 雞を 聞かざる 程の 朝 寢太郞 を 

以て、 野 山 獄ニ疊 の 室に 居る。 宜しく 未だ 物に 接せざる の 時 あるべし。 然れ ども 大抵 

しとぬ 

起 くれば 隣囚と 語り、 蓐を收 め 塵を拂 ひ、 已 にして 書 を 披き是 れを讀 む * 寸隙 ある こ 

となし。 況ゃ 人家に ある を や。 若し 或は 冬 月 永 夜、 獄中 火氣 絶えて 是れ なく、 寒氣酷 

烈 なる を 以て、 寅 刻 前後より 眠る こと 能 はざる こと 多し。 此の 時は蓐 中に して、 

まさ 

方に 僅かに 思 ひ を 致す こと を 得。 或は 父母 • 親戚 • 故 舊を思 ひ、 或は 終身の 計 を 思 

ひ、 天下の 勢 を 思 ひ、 晝 間の 書 義を思 ひ、 孳々 讀 書す るよりも 一 暦の 新 見を發 明す る 

こと あり。 余、 入獄 以來 議論 識見 大いに 往時に 異 るを覺 ゆ。 皆 是れを 此の 時に 得るな 

り、 故に 或は 未だ 物に 接せざる を 問 ふ は、 尤も 是れ 志な き痴孩 男兒な るべ し。 程 子、 

講孟餘 話  SI 一 


名 は 朱。 


1 說 を屮： して 

利，」 卞 な 

ふ 

おは »s。 

傲 i*!^ 別 平 や 愛 

も ふ 

(1)  ® の K 

人 

(：i) 東武城 

の 人、 卞は ゆ 

wr  ,5 め州邶 

I て遼. € の 尸 A 

守と なる- ^ 

も L て 母 *1 J 

に途 にて 鮮 5今 

の 人寇に fiSi ひ、 

捕 はれて ST と 

たる" 

す。 母？ g かに 

I？ ひて 曰く 

「人 各 C  <i 叩 あ 

り， W ぞ相顧 

みて 以て 忠 *jgs 

夂 くこと 4 

ほんや」 と。 

苞進 JstL て賊 

も 破り、 ^案 

子^ せらる。 
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主 敬 の 二字 を說 きて 一 時の資 を 塞ぐ、 亦 其の 與に 語る に 足. りざる を以 てす るか。 

抑 >. 文公是 れを； t," に收 むる は 义復た 何の 意ぞ や。 直に 天下 萬^の 士 を 待 つ に 痴孩 If- 

,w を以 てす るに や。 

^二十 六 奪 

s^i.j ::>,、、  は 我が 爲 めに する を联 る。 一毛 を拔 きて 天下 を 利す るも爲 さざる なり" f》：s は 

兼 愛す。 を麼 して 踵に 放る も、 天下 を 利す る こと は 之れ を爲 す。 子 莫は中 を 執る。 中 を 執る 

は 之れ に 近し と爲 す。 中 を 執りて 權 なき は、 ^ほ 一 を 執る がごと きなり。 一 を執るを^^む所の 

もの は、 其の 道を賊 ふが 爲め なり。 一 を 擧げて 百を廢 すれば なり。 

摘の ： ( ハ是れ 中 を 執る の 法に して、 全 章の 歸宿 なり。 余 常に 謂へ らく、  i^, 人 の^は 人 

,k や 明かに する にあり.。 明の 工夫- 是れ權 の 功な り。 君 ぼ 父子 夫お 長：^ 朋友の 五つの 

I  .  (s)  (六 1 

物 親^^" な：；^ の 五つの 事、 是れ 人倫な り。 然れ ども 後^の 趙 严3 の 如く、 三國の 徐-ヒ 

の 如く、 不」 やにして 人倫の 變に遇 ひたる 時 は 輕直を 衡 り、 或は 化 を^して 親に ひ， 

或は 國に f 'じて {诙 を 顧みざる、 智 時と 勢と に s: りて 義を 卞- ずる- 是れ 横な り。 故に 徙 


後に 鄕. < "に 謂 

つ て 曰く  r 祿 

ち 食み て 難 を 

避く るは忠 に 

=^ す。 母 を 殺 

，して 以て 義を 

全うする も 孝 

に * す。 何の 

面目 ありて 天 

下に 立 おん 

年」 と。 遂に 

^1を15|1きて死 

す 

(六) 蜀 » の 

親 川の 人、 字 

ほ 元 直。 i! 備 

に 仕へ しが、 

そ- 0 母曹 操の 

捕 ふるところ 

とたり、 孝 を 

全うせん ため、 

去って 薄 操-に 

歸す。 母 総 死. 


めに 謀らす 

(七) 論語 爲 

篇第十 一 章 

(八) 晉の大 

夫 

(九) 内篇の 

^倫 第二の； 通 

誇に 出づ。 ni? 


らに 忠孝の 道を學 びて、 權の 字に 心 付か ざれば、 不忠 不孝に 陷る こと 多し。 余 常に 是 

れを憂 ふ。 故に 古今 人倫の 變に遇 ひて、 或は 善く 權 して 其の 義を 全うし、 或は 權 する 

こと 能 はずして 其の 義を闕 く 類の 事蹟 を類輯 して 一 書と なし、 略 ぼ 論 斷を加 へ て. 冃ら 

觀 省に 備 へん レー 欲す。 未だ 及ぶ に 暇 あらず。 然れ ども 已に變 し) 云へば 千； i 萬^ 始めよ 

り定體 なし、 又 一 言の 盡す 所に 非ず。 且つ 往古の 死 例 を 以て、 將來の 萬變を 制せん と 

する は迂澗 拘泥の 至りなら ず や。 云 はく、 「故き を， 3| ねて 新しき を 知る」 は 孔門の 學 

則な り。 死 例 を 活用 すれば、 思 を廣め 52 を發 する の 一 助と もなる べし。 其の 要に 至り 

て は欒共 子の 所謂 55^， 「在 る 所 に 則ち 死 を 致す」 の 意 に 原づ きて 是れ を 思 は ば 、 

權の義 に 於て 思已に 半ばに 過ぎん。 

第二 十七 章 

孟子 曰く、 飢ゑ たる 者 は 食 を 甘し とし、 渴 したる 者 は 飲 を 甘し とす。 是れ 未だ 飮食の 正 を 得 ざ 

るな り、 飢渴 之れ を 害すれば なり。 豈に惟 だ 口腹の み 飢渴の 害 あらん や。 八 心 も 亦 皆 街 あり。 

人能 く飢渴 の 害 を て 心 の 害 と 爲す な く ん ば 、 則 ち 人 に 及 ばざ る を憂 と 爲 さ ず。 
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ほ： •！( 父師 君) 

より 生す。 こ 
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卽ち！*^には^；、 
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に は師の ため 

に 死す る をい 
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大 詩人 
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第二 十八 章 

孟子：：： く、 柳 下惠は 一 一 (一 1<ム を 以て 其の 介 を：：^ へず。 

ニ章同^？^に歸す。 飢？ f の 害 を 以て 心の 害と 爲 すなき 十 は、 貧^ を 以て 共の 心 を 動 

かさざる を 云 ふ。 三 公 を 以て 其の 介 を ni. ごず お- 十 は、 富貴 を 以て 其の 志 を 移さざる 

を 云 ふ。 卽ち 「富貴 も！^ はする 能 はず、 貧賤 も 移す 能 はざる」 の 大丈夫に して、 ，gf? 釘 

程 子 も 亦 詩 あり 云 はく、 「富贵 も 1^ せず 貧賤 も樂 し、 男 兒此に 至れば：：；，^ れ 英雄」 と是 

れ なり。 人 何 如せば 大^夫と なり、 英雄と なること を 得ん か。 他な し、 伊.^ の 志を以 

て 志と し、 顔 淵の 學を 以て 擊と するとき は、 其の 他の 富貴 貧賤 自ら 輕 くして、 何 ぞ能 

く 吾れ を！^ 移せん や。 杜子 美の. 詩に 云 はく、 「丹靑 して 老の將 に 至らん とする を 知ら 

ず。 富贵は 我れ に 於て 浮チ： _ 、の 如し」 と。 丹靑 すら，： i ほ然 り。 況ゃ 君子の 大逍を や。 


第二 十九 章 

孟子 闩く、 爲す ある 者 は 辟へば 井 を 掘る が 若し。 井 を 掘る こと 九 籾に して 而も 泉に 及ば ざれば- 

猶， ほ 并を槳 つると 爲 すなり。 


(三) 東晉の 

書家。 隸書 • 

草書 を 善くす。 

、0) 東 © の 

晝家。 博 a 多 

才、 特に 人物 

» に 長す 

(五) 禮 記の 

篇名 


一善 を 行へば 一善 己れ に存 す。 H 金 を 得れば 一益 己れ に存 す。 一日 を 加 ふれば 一日の 

功 あり。 一年 を 加 ふれば 一年の 功 あり。 人を敎 ふる 者 かく こそ 言 ふべ し。 然ら ずして. 

九 籾の 功 も 泉に 及ば ざれば 井を棄 つと 云 はば、 人々 退屈して 遂に 始めより 一 善 一 益 も 

求めざる に 至らん と 云 ふ 者 あり。 此の 說ー 理 ありと 云へ ども、 道の 明かなら ざる 所以- 

學の 講ぜざる 所以、 皆 此の 語に 原づ くな り。 此の 章の 如き 誠に 切 實の學 則に て、 人々 

服臂 すべきな り。 凡そ 學 問の 道 死して後已む。 若し 未だ 死せ ずして 半 塗に して 先づ廢 

すれば、 前 功皆棄 つる ものな り。 學と云 ふ もの は 進ま ざれば 必ず 退く。 故に 日に 進み- 

月に 漸み、 遂に 死す とも 悔 ゆる ことなくして、 始めて 學と 云ぶべし。 然ら ざれば 皆 井 

を棄 つるな り。 且つ 曲藝を 以て 見るべし。 書 畫を學 ぶ 者 は、 終身 書 畫を學 びて 愈. '已 

( 四 J 

ニニ)  こ お、. I いし 

れの 不足 を 知る。 若し 我れ は王羲 之な り、 我れ は顧愷 之な りと 云 ひて、 巳に 其の 極處 

に 至る とし 糜絕 せば、 妄 人と 云 ふべ し。 故に 泉に 及ぶ と 云 ひても、 學 問の 極處に 至れ 

ば事已 に畢. ると 云 ふに は あらず。 學記 にも 「學 びて 然る 後に 其の 足らざる を 知る」 と 

云へ り。 學 ベば 學ぶ 程、 益  >  高く 益.' 堅き の 味 を 知るな り。 然れ ども 井 を 掘る は 水 を 
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5^ るが 爲め なり。 學を 講ずる は 道 を 得る が爲 めな り。 水を^ざれぱ掘ること深，.，ニ.^^ 

へど も、 井と する に 足らず。 道 を 得 ざれば 講ずる こと 勤む と 云へ ども、 風 (とする に 足 

むず。 w つて 知る、 井 は 水の 多少に 在りて、 掘る の淺 深に^ら ず。 學は 道の "ォ否 こ. ：| 

りて、 勤む るの- 簿に 在らざる こと を。 

第三 十 章 

孟子 z: く、 堯舜は 之れ を 性に するな り。 湯武は 之れ を 身に するな り。 五^ は 之れ を I るな り。 

久しく 假 りて 歸 さず、 惡んぞ 其の 有に 非ざる を 知 らん や。 

是の 章、 ？一! 武の 之れ を 身に する に 傚 ふ 時 は、 終に は 堯舜の 之れ を 性に すろ h;^  ： にな 

る こと を 云 ひて、 人を勵 まし、 叉 深く 五霸の 之れ を假 るを戒 むるな り。 之れ を假る は、 

實 心に 之れ なき こし-を 有る 容 子に 外に 僞飾 する ことなれば- 誠に 學 問に 於て： i めて せ 

事と するな り。 之れ を-せに する の ェ 夫 は、 ト： 章 井 を 掘る の喩を 以て 知ろ べし。 

第三 十 一 章 

公孫？ tiH く、 「伊 尹 は、 予れ不 願に 狎れ しめず と 曰 ひて、 5^ 甲 を 桐に 放せし に、 民 大いに 悅. ふ。 


太 甲 賢と なり、 又 之れ を 反せし に、 JI5< ぃに悅 ぶ。 賢者の 人臣と なるや、 其の 君不 賢なら ば 則 

ち 固より 放すべき か」 。孟子 曰く、 「伊 尹の 志 あらば 則ち 可な り。 伊 尹の 志な くんば 則ち. g へる 

なり」 と。 

〇 伊 尹の 志 あらば 則ち 可な り。 

一 語亂臣 賊子 をして 骨 寒から しむ。 眞に身 を 設けて 其の 地に 置かば ぎら 知らん e 此の 

1^1^せ！^| 語の 功、 一口 二に 夫子 麟經の 下に 居らん や。 此の 義、 萬 章 下 篇末章 貴戚の 卿、 君の 位 を 易 

の 異名  ふるの 下に 於て 劄 記す。 往 きて 見るべし。 

右 五月 二 十三夜 

第 三士 一章 

八 ム孫丑 曰く、 「詩に 曰く、 素餐 せず と。 君子の 耕さず して 食 ふ は何ぞ や」。 孟子 曰く、 「君子の 

是の國 に 居る や、 其の 君 之れ を 用 ふれば 則ち 安富 尊榮 ならしめ、 其の 子弟 之れ に從 へば 則ち 孝 

弟 忠信なら しむ。 素餐 せざる こと、 i れ か是れ より 大 ならん」 と。 

第三 十一 一； 章 

(三) 齊 iQ  ニー P てん 

子  王子 塾 問 ひて 曰く、  r 士は何 を か 事と する」。 孟子 曰く、 「志 を 私く す」。 曰く、 「何 を か 志を尙 
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くす と 謂 ふ」。 n く、 「仁義の み。 一 の 罪な きを 殺す は 仁に 非ざる なり。 其の 有に 非ず して 之れ 

を. 取る は義に 非ざる なり。 居惡 にか 在る、 仁是れ なり。 路惡 にか 在る、 義娃れ なり。 ；： に： lis り 

義に 巾れば、 大 入の 審備 はれり」 と。 

(し 一て 社に 此の 二 章 を熟讀 すれば、 平士の 心得 は 知るべき のみ。 蓋し 農 は 耕し、 ェは 家宅 器 皿 を 

) ぜ 士 製し、 商 は 有無 を 交易す。 各. '其の 職 ありて 國に益 あり。 士の化 ふる 者、 -:m 老は 老 

ばんべ：； しら  も- ； t しら 

の 蛾 あり、 奉行 は 奉行の 職 あり、 番頭 は 番頭の 職 あり、 物 頭 は 物 頭の 職 あり。 ュ"： ^の 

職 あり、 理財の 職 あり、 亦 皆 各-' is^ とする 所 あり。 獨り 平士は 上に して は.^ だ 化 ふる 

の 職 あらず、 下にして は 又 農工 商の 職 ある ことなし、 頗る 素 ig- に 似たり。 然れ ども 大 

いに 然ら ず。 其の 身 は 仁に 居り、 其の 行 は：.^ に. S り、 其のf!^-之れを川ふれば、 ^より 

其の 國 をして 安富 尊榮 ならしめ、 乂 其の 君 用 ひずと 云へ ども、 其の 子：^ 是 れに從 遊す 

れば、 子 は 孝子と なり、 は^おと 成り、 人の 交り は 忠信と なるな り。 故に-牛 士 の-腿 

は 一 身の 修治を 本と し、 一 I の 風俗 を 以て 己が 任と なすべし。 然 らば 其の 素 Jg- せざる 

の 功、 豈に 農工 商の 比すべき ならん や。 乃ち 公卿 大 夫と 云へ ども、 亦： 11^- れに 外なる こ 


と 能 はず。 武敎 小學の 序に、 「大農 • 大工 -大 商 を 天下の 三 寶と爲 す。 士の 農工 商の 

業な くして 三 民の 長た る 所以の もの は、 他な し、 能く 身 を 修め 心 を 正しう し、 而 して 

國を 治め 天下 を 平 かに すれば なり」 と 云へ り。 此の 二 章と I おす。 又 上の 第 九 章獨善 

の義と 合せ 考ふ べし。 抑-今の 士は名 づけて 武士と 一 K ふ。 其の 本職、 禍亂を 平げ 夷賊 

を攘 ふに あり。 今時の 如く 天下 太平の 唯 中に て は、 人 皆 其の 本職 を 忘れ、 修文 講武 も 

何の 用た る こと を 知らず。 此の 時に 當 りて、 自ら 其の 本職 を 講究し、 一 f の 武士 をし 

て 亦 其の 本職 を 知りて 是れを 講究せ しめ- 國家を 盛强に 馴致せば、 豈に 其れ 徒 喰と せ 

んゃ。 

〇 素餐 せず。 

此の 四 字 は 切實の 語な り。 徒喻 せぬ と IK ふこと なり。 責賤智 愚と なく、 三度の 食事 を 

せぬ 者 はなし。 功な くして 徒 1.^ せば、 空しく天地間有用の物を|^_,,と云ふべし。 宜し 

く 一  日 三省して 三食の 徒になら ぬ 如く 心掛 くべ し。 

Q 曰く、 何 を か 志を尙 くす と 謂 ふ。 曰く、 仁義の み。 . 
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ぽ s  55 

俗人の 小 ざ かしき 者は尙 志の： 一字 を 見て は、 何 か 雄偉の 論な，/ しと 興起すべし。 义、 

仁 S みと 云 ふに 至りて は、 ii 論と 思 ひて、 復た 其の 次 を If ぬが 常 情なり。 

是れ 深く  f 致さぬ 故な り。 試みに 思へ、 天地 問、 仁の 外に 何の f 所 ある、 蒙 

に 何の 出る 所 ある。 己れ を 修め 人 を 治め、 家 を 齊へ國 を 治む る， 終に 是れ 仁^ を^て 

て 他 ある ことなし。 若し 仁^ を 外にして 是れを 求めば、 皆 狹^^ 陋舉げ て；； ム ふに，^ へ 

ず、 思 を^に 深う して、 始めて 仁^の^ 志た る を 悟るべし。 

第三 十四 章 

1^ H<、 仲 子 は 不義に して 之れ に齊 國を與 ふる も 受けず、 人 皆 之れ を 付ず。 是れ きを 

$ るの義 なり J 人、 親戚-君臣 丄下を tJ する より 大なる (S) はなし。 其の 小なる もの を，， 

て、 其の 大 なる もの を 信ずる、 (ぁ がぞ 可な らん や。 

是れ上 章 「其の 有に 非ず して 之れ を 取る S に 非ざる なり」 と 云 ふに g りて、 陳仲チ 

の, 大義と する に 足らず。 只 だ 是れ筚 食豆灣 を舍 つるの 義 なる を 一 K ふ。 陳仲 子のお 

は、 滕文公 ド篇末 章に 詳 かなり。 仲 子、 兄 を 避け 母 を 離れ、 君祿 I はず。 これ 親诚. 


二) 齊の 人、 


K 人」； つて こ 

れを 不孝 者と 

なす。 1^5* 下 
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(二) 舜の臣 

にして 賢人、 

司 寇卽ち 刑罰 

も 司る 長官た 

り。 ここの 士 

と は こ の官 を 

さす 

(一一；) 舜の父 

にして 頑愚な 

れ ども、 舜至 

孝 を 以て 仕， i 


君臣 • 上下 を 亡す るな り。 已に 人の 大倫を 外した る 人 なれば、 他の 小 義は復 た 云 ふに 

足る ものな し。 今 齊國大 なる 如しと 云へ ども、 畢竟 箪食豆 羹と異 る ことなし。 孟子 論 

ずる 所 は 物の 大小に 非ず、 乃ち 義の 大小な り。 是れを 以て 知るべし、 聖人 は 人倫の 至 

りに て、 聖人の 道 は 又 人倫 を 以て 大綱と す。 辭受の 際に 至りて は、 特に 其の 細目の み。 

夷. 齊の 餓死す る 如くに して 君臣の 義 あり、 匿 章の 養 はれざる 如くに して、 却って 父 

子の 親 ありと 知るべし。 

第三 十五 章 

(二) かう えう  f 三.) 

桃應問 ひて 曰く、 「舜 天子たり、 皐 陶土たり。 (若し) 瞽瞍人 を 殺さば 則ち 之れ を 如何せん. r 

註。 桃應は 1 子の 弟子な り。 其の 意に 以爲 へらく、 舜、 父 を 愛すと 雖も、 私 を 以て ヘム を 害すべ からず。 藥陶、 法 を 孰る と雖 も、 

A て 天子の 父 を 刑す ベから すと。 故に 此の 問 も 設けて 以て 聖賢 心 を 用 ふるの 極まる 所を觀 る。 以て 眞に 此の 事 あ ると 爲 せし 

0O 孟子 曰く、 「之れ を 執 へんの み」。 「然 らば 則ち 舜は 禁ぜざる か」。 曰く、  f 夫れ 舜惡 んぞ 

得て 之れ を 禁ぜん。 夫れ 之れ を受 くる 所 あるな り」。 f る ぼ sissfK 雖 5、 受射 |?5_"； きね 

はつ 「然 らば 則ち 舜は 之れ を 如何せん」。 曰く、 「舜 天下 を棄 つる を視る こと、 猶ほ敞 1^ を棄 つる 

がごと し。 竊 かに 負 ひて 逃れ、 海 濱に遵 ひて 處り、 終身 訢 然として 樂 しみて 天下 を 忘れん， 一 と。 

註。 ほ 草履な り。 遵は循 なり。 言 ふこ ころ は舜の 心、 父 ある を 知る のみ、 天下 ある も 知らざる なりと。 孟子 嘗て 一一 a へらく、 

舜 は 天下 も 親る こと 猶ほ草 介の ごとくに して、 惟 だ 父母に 順 ひて 以て 憂 を 解くべき のみと。 此の 意と 互に 相發 す。 〇 此の 章 
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，ふ こ ころ は 上た, は 但だ法 ある を 知りて、 H<f の 父の K: きたる を 知. りす。 子た る？ it は但だ 父 ある を 知りて、 ：ナ下 。十、 たも 

も 知らす と。 し 其の 心と S3 す 所以の もの は の 極， 人倫の 至りに 非ざる はなし。 此を 察して 得る あれば-則ち K 針 » 

« を たす して、 天下 

€i し 難き の なからん。 

前章 匕に 云 ふ、 齊國と 一 K へど も、 人倫に 比せば 甚だ 輕 ぐして、 ^食 豆 に異る ことな 

ただ  へい 

しと。 此の 章 云 ふ、 徒に 齊國 のみに 非ず。 乃ち 天下と 云へ ども 父子の 重きに 比せば 敝 

蹤に 均しき のみ。 此の 章の 義、 萬 章上篇 首章と 合せ 考 へて、 大舜の 心事 を 察し、 孝の 

道 を 悟る ベ し。 大抵 孝の 道 は HI 中心 中獨り 父母 あるの み。 父母なければ  一 n も 此の 身 

なし。 何 ぞ況ゃ 天子の 贵、 四海の 富 も 敝蹤に 均しき もの を や。 此の 意 * 本：^" 至れり 盡 

せり。 

讀史餘 論に 引く、 「保 元 物語に、 、1_ ^朝に 父 i を 切らせられ しこと 前代 朱 M の： おなり、." 

且つ は 朝家の 御 誤り、 且つ は 其の 身の 不覺 なり。 孟子に、 舜 天子たり、 ^^人 を 殺す 

こと あらん を、 畢陶 執らへ たらば、 舜は 如何し 給 ふべき と 云 ふに、 位 を 索て 父 をね う 

て 去るべし と ありき。 義朝實 に 助けん と 思 はんに、 など か 其の 道な かるべき。 恩赏を 

給 ふに 中し かふる とも、 假ひ 我が身 を 衆つ ると も、 いかで 是れを 救 は ざらん」 と あり 


子 雨 (楚 

寵臣 

觀 起と 結託し 

國 人に 忌まれ 

て 遂に 王に 誅 

せらる。 ェ-棄 


棄 たおに 勧めて 

國を 去らん こ 

とも-請 ふ。 棄 

疾 王が 父を誅 

する こと を豫 

め吿 げしに 父 

に 語ら ざり し 

は 父 も n ら殺 

せし に 等しく、 

何處 にか 去る 

所 あらん、 又 

父の たる 王 

に 仕 ふるに も 

忍びす とて 遂 

に裕 死す。 左 

傳襄 公二 十二 

年參照 

德宗に 

： 監察 御 

二； り、 寵 

0LC 時に 父 

懷光咸 陽に 屯 

す。 瑶 密かに 

父の 叛 せんこ 


此の 說先づ 吾が 意 を 得たり。 かくの 如くに して 救 ひ 得 ずん ば、 父と 命を俱 にして 死す 

ると も、 何の 憾み か あらん。 舜とー K へど も亦然 り。 人 を 殺す の 罪人 を竊 かに 負うて 逃 

るると も、 天下の 威勢に て 是れを 追 捕せば、 不日に 露顯 する も 料るべからず。 終身 g 

ぜん  たち どころ 

然 たる こと は覺 束な し。 然れ ども 立 所に 父子 命を俱 にして 死す ると も、 亦 其の 終身 訢 

然 たるに 害な しとす。 楚の令 尹 子 南の 子 棄疾、 废 の李懷 光の 子瑶が こと、 卽ち 此の 義 

に 叶へ り。 此の 義、 滕文公 上 篇末章 一本の 說 及び 上の 第二 十六 章 權の說 等と 合せ 考ふ 

べし。 而 して 此の 章專ら 父子 を說 く。 此の 心 を 推して 君臣の 義に 達すと 11^ へど も 同じ 

ことなり。 孝經に 「孝 を 以て 君に 事 ふれば 則ち 忠」 と 云 ふ、 是れ なり。 

第三 十六 章  、  • 

孟子、 范 より 齊に 之き 齊 王の 子 を 望み 見て、 喂 然として 歎じて 曰く、 居 は氣を 移し、 養 は體を 

移す と、 大な るかな 居 や。 夫れ 盡く 人の子に 非ず やと。 孟子 曰く、 王子の 宮室 車馬 衣服 多く 人 

と 同じ、 而 して 王子の 彼れ が 若くなる もの は、 其の 居 之れ を然 らしむ るな り。 況ゃ 天下の 廣居 

に 居る 者 を や。 魯の 君、 宋に 之き 垤澤の 門に 呼ぶ。 守 者 曰く、 「此れ 吾が 君に 非ざる なり、 何 
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曰く  * 「果し 

てし からば、 

卿 何も 以て.： Z 

ら 18- かれ， c」 

と。 へこ d 

く、 「臣が 父 敗 

れ なば、 これ 

に 死 せん。 

S もし て 父 も 

S りて な-求 

めしむ とも、 

下 亦，：^ んぞ 

用 ひん」 と。 
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ぞ 其の 聲の 我が君に 似た る や」 と。 此れ 他な し、 居、 相似 たれば なり。 

余 一問の 室に 幽閉し、 日夜 五大洲 を 井 せんこと を 謀る。 人^ 其の 狂 妄を笑 はざる は 

な—。 是れ 他人の 笑 ふ 者 は、 其の 居る 所 狭窄に して、 余が 居の 廣大に 若かざる を 以て 

なり。 吾が 邦 海 禁の嚴 なりし より-、 天下の 人 六十 六國の 外、 寸 W 海に 下る こ， vj を ST す = 

故に 其の 奴る 所 僅かに 六十 六國に 止まる。 狭窄と 云ぶべし。 余獨り 一室に ぼ^し、 古 

今 を達觀 し， 萬國 を通視 す。 是れを 以て 覺 えず 知らず 廣大を 致す こと を 5^ る。 i,-^ し 余 

他人し」 其の 智能 大小 あるに 非ず、 獨り 其の 居の 廣狄 あるの み。 今や 歐羅 巴. 米 利 4t の 

夷 萬國 を梯航 し卞內 を 合して 一 となさん と 欲す。 是れ乂 其の 智能 人に 過ぐ る こと 

あるに 非ず、 唯 だ 其の 大艦 K 舶、 离國を 以て 比隣と する の 故 を 以て 能く 然り、 其の 居 

廣大 なる の效 なり。 今 六十 六 國の人 をして 萬國 に梯航 せしめば- 亦 何ぞ其 の狹ゃ を- 

へん や。 欧羅巴 • 米 利 4t 亦 何ぞ云 ふに 足らん。 犬なる かな 居 や。 "人れ 居 は氣を 移し、 

養 は體を 移す もの は 常人の 論な り。 天下の 廣 居に 居る 者に 至りて は、 亦 居 養の 能く 移 

す 所に 非ず。 萬國 に梯航 する を 待ちて、 始めて 廣大を 致す 者 は 常人な り。 余が 一 室に 


幽囚して 廣大を 致す 如き は學の 力の み。 


二) 燕の 國、 

齊 に！^ K 略せら 

れて難 あり、 

昭 王立ち て 賢 

者 も 招く。 先 

づ賢臣 郭隨に 

れを 諮りし 

に、 答へ て 曰 

，、、「先 づ よ 

り 始めよ」 と。 

.LS ち 隨の ため 

にせ：： 室 を 建て 

て 居らし む。 

士 これ も 一 聞き 


する を 知り て 

来り 投 やる 者 


齊に復 ij す 

ニー) 蜀， € の 

主 劉備、 S 

孔明を 南 陽の 

*J に 三度 訪ね 

て-お 馬 キ請ふ 
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やしな  ぶー， 1  けもの 

孟子 曰く、 食 ひて 愛せざる は、 之れ を豕 として 交に るな り。 愛して 敬せ ざる は、 之れ を獸 とし 

て畜 ふなり。 恭敬 は幣の 未だ 將 はざる ものな り。 恭敬に して 實 なければ： 君子 虚しく. f むべ か 

らず。 

やしな 

此の 章、 云 はく 食 ふ、 云 はく 愛する、 云 はく 幣、 云 はく 實、 歷々 說 きて 深き に 進む。 

若し 施行の 次序 を 云 はば、 逆に 說く べし。 其の 第 一 は實 なり。 實 とは實 事な り。 賢 を 

招く の 初め、 先づ實 事なくて は 叶 はぬな り。 燕の 昭 王の 臺を 築き、 劉 先主の 魔 を 顧み 

る 如き、 是れ 其の 實を著 はす 所な り。 苟も 實 あれば、 恭敬 あり 幣 あり。 愛する と 食 ふ 

，こ は 更に 云 ふに 足らず。 此の 義 徒に 人 主 賢 を 招く を 云 ふの みに 非ず、 學者師 を 求む る 

も 同じ ことなり。 學者師 を 求む る を 以て 云 はんに、 師を 求めざる の 前に 先 づ實心 定ま 

り實事 立ちて、 然る 後往 きて 師を 求むべし。 凡そ 學を爲 すの 耍、 皆爰 にあり。 思 ふこ 

と ありて 未だ 達せず、 爲す こと ありて 未だ 成らず。 是に 於て 憤悱 して 學に 志し、 而し 
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( 一 ) 孫 


(二)  # ^心上 
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て師を 〈ポ む。 是れ赏 事 ありと 云ぶべし。 師を 求めて 後學 び、 學 びて 後 行 ふ、 ：： だれ 虛 

事な り。 孫子：：： く、 「勝 兵 は先づ 勝ちて 後に 戰を 求め、 败兵は 先づ戰 ひて 後に 勝 を 求 

む」 と、 丘 ハと學 と 何 を 以て 異 らん や。 

第三 十八 章 

孟. iz: く、 形 色 は 天性な り。 惟 だ 聖人に して 然る 後に 以て 形 を * むべ し。 

0 ^ だ 聖人に して 然る 後に 以て 形を踐 むべ し。 

形を踐 むと は、 此の 篇 首章 心を盡 すの 義と 相似たり。 心 を^す は 心の 一杯 を i^. すなり〕 

形を踐 むは 形の 持 前 を 使 ふこと なり。 形 は _ 斗 鼻 四 皆 形な り。 は ^i- 惡 を^き 分 

くるが 持 前な り。 n は i^: 惡を視 分く るが 持 前な り。 nl^s; 體ぉ 各. -持前 あり。 此の 

前 を 使 はざる は 凡夫の 常な り。 若し 皆：：：.！ れを使 はば 卽ち 聖人な り。 而 して 形を踐 むは 

心 を^す と、 共の 實は： 刚般の 事に 非ず。 抑.' 造化の妙、 是れ 等の 所に 於て：：： 皮れ を觀れ 

ば、 實に 驚く に餘り あり。 「萬 物 皆 我れ に備 はる」 の義 も、 ^^知良能も、 性 i せ も、 $1 

是れ にて 知るべし。 人々 其の 持 前 を 使へば 卽ち 聖人に て、 ^に！： li^ も..^ f,;: もな きと は、 


妙なる かな、 妙なる かな。 余 又 常に 謂 ふ、 神州の 形 は 如何なる 持前ぞ や。 當 今の 如く 

外 夷の 凌辱と なる、 是れ 其の 持 前 か。 叉 神 功. 秀吉の 時の 如く、 海外 を懾 服せ しむる 

が 持 前 か。 今 八 尺の 力士 ありて、 一人の 力 能く 數十人 を 制する に 足る。 其の 倦 臥の 際、 

せん ふ 

病 困の 日、 ー孱 夫と 一 K へど も 是れを 苦しめて 餘り あり。 力士の 持 前、 前に あらん か、 

後に あらん か。 

第三 十九 章  、 

齊の宣 王 喪 を 短く せんと 欲す。 公孫 ft 曰く、 「朞の 喪 を爲す は、 猶ほ已 むに 愈らん か」。 孟子 曰 

つ ぢ し 

く、 「是 れ猶ほ 其の 兄の 臂を轸 る もの あらんに、 子 之れ に 謂 ひて 姑く 徐々 にせよ と 云 ふが ごと 

(三 •) 

し、 亦 之れ に 孝弟 を敎 へんの み」 と。 王子に 其の 母 死す る 者 あり。 其の 傅 之れ が爲 めに 數 月の 

喪 を 請 ふ。 公孫 丑 曰く、 「此 くの 若き は 何如ぞ や. f 曰く、 「是れ 之れ を 終へ んと 欲して 而も 得 

ベから ざるな り、 一 曰 を 加 ふと 雖も、 已 むに 慈れ り，】 (我が 前に 請り し は) 夫の 之れ を 禁ずる ことな 

くして 爲 さざる もの を 謂 ふなり」 と。 

此の 章、 本義 明白 辯 を 待たず。 余 嘗て 滕文公 下篇第 八 章に 於て！^ 記して、 關 市の 征を 

去る の喩 とす。 今 又 勤 學の士 に 就いて 一 喻を發 せん。 凡そ 讀 書の 功は晝 夜を舍 てず、 
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講，^ _餘 話  四 二八 

寸陰を 惜しみて 是 れを勵 むに 非 ざれば、 其の 功 を 見る こし-たし。 ^に 一書， i..- あり。 

れ勒學 に^めり、 將に 學を疲 せん， こ 欲すし)。 其の 師 之れ に敎 へて：： く • 全く せんよ 

り、 遊^心に 任せて、. 時に 其の 問 を 得ば 讀窨 すべし， こ。 余 必ず 傍より 椅 して r ム はん。 

學を なして 斯 くの 如き は、 遂に 功 を 見る ことなし、 全く 魔す るの！^ J れ るに 如かず と。 

若し ： 子 あり。 人り て は 孝、 出でては^^  行の 餘カを 以て、 一 ： 三 Hil 時に 或は 1^1 

を 讀み學 を 講ぜば、 余將に 其の 志 を 憐んで 益. -是 れを勵 まし、 一日 を 加 ふと 一！ U ども 

已む に^れり と 云 はんし. -す。 而 して 遂に 讀書の 功 を 得ん 者 は、 前の ；窨 牛-にやり ずし 

て、 後の 一 お 子に ある こと 必 せり。 此の 類 萬 事に 就いて 熟考し、 之れ を 終 へんと 欲し 

て 而も 得べ からざる と、 之れ を 林： f する ことたく して 爲 さざる と の^を 知るべし。 特り 

居 喪の 禮 然るの みに あらず。 

お 五月 二十 六 衣 

第 四十 章 

孟子 曰く、 君子の 敎 ふる 所以の もの 五。 ^闹の 之れ を 化する が 如き もの あり。 德を 成さし むる 


もの あり。 时 (材) を 達せし むる もの あり。 問に 答 ふるもの あり。 tf4" に淑艾 する もの あり。 此の 

五 者 は 君子の 敎 ふる 所以な り。 

〇 君子の 敎 ふる 所以の もの 五。 

敎 ふる 所以 五 なれ ども、 末の 一條、 私に 淑艾 する もの は 姑く 置く。 其の 外尙ほ m あり。 

資質 高 明、 功力 深厚なる 者の 君子の 言 を 聞く や、 草木の 時雨 を 得て 生長す るが 如し。 

是れー つなり。 资質昏 弱、 功力 淺簿 なる 者 は、 據 かに 大道 を 聞く と 云へ ども、 其の 意 

に 通ず る こと 能 はざる 故、 君子 只 だ 其の 問 ふ 慮に 因りて 是 れを點 化する のみ。 是れ： ： 

なり。 蓋し 人已に 此の 二 品 あり。 故に 敎 ふる 所以 も 亦 異なり。 叉德を 成す、 材を 達す 

るの 二つ を 合せて 四と す。 德とは 忠孝 信義 皆是れ なり。 材とは 治 民 理財 軍務 等に 長ず 

るの 類 皆是れ なり。 君子の 人を敎 ふる は、 人君の 人 を 用 ふると 異る ことなし。 人 を 用 

ふるの 法、 大 才能の 人 は 始めより 大任 重職 を 命ず。 而 して 其の 人 亦 自ら 奮- M し、 犬い 

に 其の 忠思 を舒 ぶる こと、 猶ほ 時雨の 化する が 如し。 若し 大 才能の 人 を 瑣事 賤 役に 役 

使 すれば、 其の 人 必ず. 厭 怠して 之れ が 用たら ず。 敎 も亦然 り。 叉 不才 無能の 者に 大任 
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重職 を 命ずれば， 其の人困死せざれぱ勞-：！^^べ きのみ。 是れ 亦敎と M じ。 蘇 明. の銜 

論 中、 御 將の篇 に 云 はく、. r 才の大 なる 者 は^ 麟 なり。 先づ 之れ を せ ざ ると き は、 是 

れ験驥 を 養 ふ 者 之れ を 磯 ゑし めて 其の 千 wii なる を. W むるな り、 粉べ からざる なり。 ト 

の 小なる 者 は 磨な り。 先づ 之れ を赏 するとき は、 是れ^ を 養 ふ 者 之れ を 飽かしめ て 其 

の 擎搏を 求む るな り、 亦 5r へからざる なり」 と。 是れ亦 同意な り。 是れを 以て 時- 

答 問の 別、 治 敎の術 を 悟るべし。 又德 ありて 村な き 者 あり、 村 ありて 德 なき 者 あり。 

；：? なき 德 なきと 云 ふお は、 某 W 某德と 指し 云 ふべ it コ： s?ise.rnpT ぉヌこ fr- すし 义 fet- よ ス 1r  ノら ャヒ！ 卜- ド。 I、 

きな きき K ふ。 無 狂 5- 失 德の人 を 云 はす。 乙に.|4?;:化！^は、.^すし<ぉを|^.せす I ノ 

だ德を 選ぶべし。 治 民の 職 は 治 民の 村 あり。 理財の 職 は 理財の 村 あり。 fsf, おの 職 は 

の衬 ぁケ。 公依人は^^府列藩の制度格例事體事情に通ずる人なるべし。 物 は.：， ノ莸 

の 技、 ^作の 節， 陣營の 法、 戰 闘の 機 を^る 人なる べし。 所謂 「賢者 位に.^ り、 能 者 

職に 在り」 と 云 ふ も 此の 事に て、 贤者 は卽ち 有德の 人な り。 能 者 は 卽ち有 村の 人な り。 

而 して 德材を 兼ね 敎 ふる 者 は 君子な り。 贤能を 合せ 用 ふる 者 は 君 相な り。 君子 を 以て 

是 れを敎 ふる 時 は、 德 は實德 となりて、 ：辻 湖 事情に 通ぜ ざるの 物 を 措して 德 とする 


きっさ かんとく 

に 至らず。 材は實 村と なりて、 譎詐 姦慝の 惡漢を 目して 材 とする に 至らず。 譬 へば 明 

君 良 相の 所謂 賢 は 無能の 異名に 非ず。 所謂 能は不 賢の 偽作に 非ざる が 如し。 余 巳に 人 

を敎 ふるに 因りて、 人 を 用 ふる を 悟り、 叉學 者の 師を擇 ばざる ベから ず、 仕 者の 主 を 

LI  は へきし や fen  (no 

„lf の) 寵 擇 ばざる ベから ざる を 知る。 若し 跛. 燈 者に 飛 廉の善 走を敎 へ、 盲 瞽者に 離 宴の 善視を 

てせ を？. S くす。  . 

is 文 〈ム 下篇第 敎 ふる 如きの 師に遇 はば， 百年 孜々 勤厲 すと 云へ ども、 寸益を 得る ことなし。 仕 者， -- 

九 章に も出づ 

Siliw 錄 I 上 云へ ども、 何 を 以て 是れ に異 らん。 古より 聖賢の 村德と 云へ ども、 主に 遇 はずん ば 何 

を 以て 其の 功 を 成さん や。 舜 • 禹. 伊 尹. 1^ 公より 皆然 り。 若し 其の 主に 遇 はずん ば.. 

孔孟の 聖賢と 云 へ ども、 一 匹夫に して 終る のみ。 是れを 思 へ ば將に 千古 不遇の 人の 爲 

めに 痛哭 せんと 欲す。 然れ ども 反して 是れを 思へば、 本文 所謂 君子 は卽ち 孔孟の 類に 

して 不遇の 魁な り。 而 して 是れを 以て 天下 後世 を 維持す るに 至りて は、 其の 功 更に 遇 

ふ 者の 上に 居らん とす。 孔子の 堯舜に 勝れる、 却って 其の 不遇の 所に あり。 

第 四十 一 章 

八 ム孫丑 曰く、 「道 は 則ち 高し、 美し。 宜ど 天に 登る が 若く 然り。 及ぶべからざる に 似たり。 何 
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ぞ 彼れ をして 幾 ど 及ぶべき を爲 して 日 々#- 々たらしめ ざる」。 孟子 曰く、 「大匠 は 拙- 丄の爲 めに 

繩墨 を改廢 せず。 は 拙 射の 爲 めに 其の k 率 を變ぜ ず。 君子 は 引きて 發 せず、 躍如たり.^ 巾々 3 

に— て 立ち、 能 者 之れ に從 ふ」 と。 

サ h しいかな、 公孫；：^ の 道 を 信ぜざる や。 上の 第三 十九 章に 於て 齊の宣 王の 爲 めに 短 喪 

を 問 ひたる も 此の 人な り。 其の 見る 所、 孔門の 宰予と 同じ。 lffi;,fl54;.;-lTr-ii 

木^土 復 た雕朽 すべから ざる ものな り。 故に 其の 道に 於け る、 朱 だ て^;:;: 心 川.^ せず。 

只 だ是れ 孟子の 議論 博大なる を 聞きて 高し 美しと なす。 殊て 知らず、 逍 は：：： 川 

事物 常然、 人々 行 ふに 任せ 一 も 高遠 艱深 及ぶべからざる の jsiif なし。 U だ 行 はざる をな V 

ふるのみ。 孟子 深く； ±！ を 怒る。 故に 其の 一一： -I: 却って 高 美 益. '及ぶべからざる が 如し。 大 

と 羿とを 以て 自ら 居り、 直ちに； I：！ を 卸し 付けて 拙ェ拙 射と なす。 大 羿の臂 は^ 

子 上 篇の末 章に も あれ ども、 其の 詞氣 の宽 猛を視 て、 孟子の 丑 を 怒る、 や 叶 色 共 に^な 

る を 想像すべし。 結末、 能 者 之れ に從 ふの 一 句 尤も 厲し。 蓋し 能の^、 前の 拙の 

字に 對 して 下す。 謂へ らく、 吾が 道 は 只 だ 能 者の み 之れ に從 ふ。 汝 如き 拙者の 及ぶ 所 


へきえき 

に 非ず となり。 想 ふに、 當日 a 此の 語 を 聞き 辟易 退 縮す るの みに て、 遂に 孟子の 意 を 

悟らざる べし。 或は 是れ より 復た 孟子の 門 に 入らざる か。 下篇中 孔子の 語 を 引きて、 

E 二 「我が 門 を 過ぎて 我が 室に 入らざる も、 我れ 憾みざる もの は 其れ 惟 だ鄕原 か」 と ふ 

は、 殆ど 此の 種の 人の 爲 めに 發 する が 如し。 然れ ども 今 深く 孟子の 言 を 思 ふに、 切實 

明白と 云 ふべ し。 引きて 發せ ずと 云 ふ。 引の 一字 是れ 頭腦 なり。 引と は 弓 を引滿 つる 

なり。 弓 を引滿 つる 如く、 孟子 平生の 動靜 云爲、 去就 辭受， 一 として 萬 衆の 觀に 當ら 

た <  んぢ  とも 

ざる はなし。 卽ち 孔子の 「吾れ 爾に隱 すなし。 吾れ 行 ひて 二三 子と 與 にせざる ものな 

し」 fi の義 なり。 若し a 是れ を觀て 法則と して 是れを 行 はば、 3 豆に 更に 餘蘊 あらん 

や。 發せ ずと は 是れを 議論 文章に 發せ ぬと 云 ふこと なり。 是れ亦 孔子の 「天 何 を か 言 

はんや、 四時 行り、 百 物 生ず、 天 何 を か 一一 H はんや」 の義 なり。 躍如と は、 發 せず 

と 云へ ども、 皆 躬行 上に て認 むべ ければ、 蹈 躍活潑 なること、 議論 文章の 死物に 非 ざ 

る を 云 ふ。 中道に して 立つ と は、 叉 其の 仃の 所、 過不及 已甚の 行に 非ず して、 平 正 

允當 なる を赞 するな り。 嗚呼、 夫れ 學 者の 議論 文章の 死物 を 以て 聖賢 を 窺 ふこと、 蓋 
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し 亦 久しい かな。 今に 及んで 躬行 を 勵み實 箏を著 はさ ずん ば、 此の 道 遂に 地 に^ちて 

復た牧 むべ からず。 念 を 起して 茲に 至れば、 余が 剂 記の 作 も 破り 去らん と 欲す。 面し 

て 未だ 能 はざる もの ある は何ぞ や。 

第 四十 二 章 

孟子 臼く、 天下 道 あれば 道 を 以て 身に S -。 天下 道なければ 身 を 以て 逍に殉 ず。 た^を 以て 

人に 殉 ずる 者 を 聞かざる なり。 

此の 奪、 專ら道 を 以て 人に 夠 ずる 者の 非 を 1K ふ。 道 は * 吾が 身に 存す。 故に-:^ は 道の 宅 

なり。 道 を 以て 人に^ ずると は、 道 を 抱きた る 身 を 持ちながら 人に 曲從； 1： ゆいし、 = ^に 

陷り 惡に沒 する ことにて、 さすれば 吾が 身の 道が 他人の 爲 めに： r び 死す る 故に、 道が 

人の IT 死と なるな り。 是れ道 を 以て 人 に^ずる の^な り。 仁齋 一： A はく、 「^の 外に 身 

なく、 身の 外に 道な し。 故に 道 を 以て 身に^ ずるに 非 ざれば、 則ち 身 を 以て 道 に^ず。 

時に 治 否 ありと 雖も、 而も 身と 道と 朱 だ 嘗て 相 離れざる なり」 と。 此の. 説、 ，^r と 道と 

の^, 説き 得て 明白な り。 ^に 議論に 及ばず。 只 だ 近と 身と 一物と 成りて 卟 ml 邪魔 を 


防禦すべし。 は： ラの 大要に て 云 はば、 道 は 身の 本尊に て、 身の 尊き 所以 は 道に 

あり。 身 は 道の 伽藍に て、 道の 安置す る 所 は 身なり。 如何なる 大 伽藍 ありても、 本尊 

なければ 伽藍と 云 ふべ からず。 如何なる 難 有き 本尊 にても、 水に 流し 火に 投じて は、 

灰塵と なり 泥 沙に埋 るるの み。 故に 本尊 を 守護す る は 伽藍に 如く はなし。 道 を 守護す 

る は 身に 如く はなし。 道の 身と 離れて 相濟 まざる は、 猶ほ 本尊と 伽藍との 如し。 然れ 

ただ 

ども 細かに 論ずれば、 徒に 是れ のみに 非ず。 一身 若し 道 を 離れば、 环 HI 手足 少しも 用 

に 立たず。 其の 爲す 所驟晨 にして、 君子より 視る時 は 狂人と 少しも 異る ことなし。 若 

し 擧げて 是れを ー國に 置き 天下に 置く 時 は、 ー國 天下 皆 狂國狂 天下と なる。 狂 國狂天 

下 を 以て 外 夷の 外道 邪魔 を 防がん とせば、 誠に 危 ふきこと なり。 故に 人々 道の 身 を 離 

れぬ樣 に、 狂人と ならぬ 様に 心掛く べし。 且つ 守 城の 一 事 を 以て 云 ふに、 主將 たる 者 

道 已に身 を 離る る 時 は、 將吏も 士卒 も、 金城 Fj! 池 も、 器械 糧餉 も、. 一 つと して 用に 立 

たざる なり。 公孫せ 下篇 首章に 「天の 時 は 地の利に 如かず、 地の利 は 人の 和に 如か 

ず」 と 云へ り。 而 して 人 和の 本 は、 又主將 たる 者 道 身ー體 なる 所に あるな り。 
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第 四十 三 章 

(一) 膝の 君  公都 子 曰く、 「隙更 の 門に 在る や、 禮 する 所に 在る が 若し。 而 るに へ， さるに 何ぞ や」。 孟子 ：《 

子の 許に 2f  く、 「贵を 狭み て 問 ひ、 賢 を 挾みて 問 ひ、 長 を 狭み て 問 ひ、 勳勞 ある を 挾みて 問 ひ、 故、 *) を 挾 

2)  f  0 みて 問 ふ は、 皆 答へ ざる 所な り。 ^更に は 二つ あり」 と。 

む：^ f  _ 帥.^ 朋友 皆德を 以て 交 はる 者な り、 t: む 所 あるべからず。 此の 章、 萬" せ 卜篇^ -:: 車し- 

も 挾む との 一 , 

つ i.-. ュ 朴せ考 ふべ し。 

第 四十 四 章 

孟子 in く、 巳むべからざる に 於て 已む者 は、 已 まざる 所な し。 ra: くす る 所の 者に 於て 藏く する 

は、 薄く せざる 所な し。 其の 進む こと 銳き者 は、 其の 返く こと 速 かなり， - 

匕 むべ からざる に 於て 已 む 者 は， 已 まざる 所な し。 ；2^： くす る 所の 者に 於て 滩く する は、 

簿 くせざる 所な しと 云 ふ は、 大學に 「其の 本 亂れて 末 治まる 者 はなし。 其の- 2: くす る 

所の 者 薄く して、 其の 簿く する 所のお ：2i- き は 未だ 之れ あらざる なり」 と「ムふし--:1^^な 

り。 梵 しく 大學を 以て 解し-すべし。 ，しむべからざる は卽ち 本に して 修身 を；. S 、ふ。 く 

する 所と は 家 を 云 ふ。 故に 格物致知、 誠意 正 心の 工夫 を 以て 身を修 むる は、 人の 本に 


(三) 禮記表 

記の 中に 出で、 

又莊 子の 山 木 

篇 にも 出づ 

范質、 

{ゃ は 文 素。 宗 

城の 人" 性 明 

悟に して 能文 

家。 宋 の太龃 

の 時に 宰相と 

なり、 魯！： 公 

に 封ぜら る. - 

文集 及 ひ 五代 

透錄 共に 九十 

卷 あり 


て 巳むべからざる ことなり。 家を齊 へて 國 天下に 及ぶ は、 12^: より 先にして 薄き に 及ぶ 

なり。 是れ大 學通篇 の 32 にして、 其の 他の 聖經 賢傳皆 其の 義疏 なり。 

其の 進む こと 鋭き 者 は、 其の 退く こと 速 かなりと。 已 むべき に 於て 却って 已 めず、 薄 

くす る 所に 於て 却って！^ くす る 者、 一 旦の赛 E 激に てす る ことにして、 眞に 誠より 發し 

終始 衰 へざる 者に 非ず。 故に 其の 進 鋭の 時に 方り て は、 已 めざる 者 も 厚き 者 も 或は 及 

ばざる こと あり。 而 して 其の 退く の 速 かなる、 時 去り 勢變 じ、 索然 跡な きに 至る。 是 

れ卽ち 孝經の 「其の 親 を 愛せず して 他人 を 愛する 者， 之れ を 悖 德と謂 ふ。 其の 親 を 敬 

せず して 他人 を 敬す る 者、 之れ を 悖 禮と謂 ふ」 の義 なり。 I 固より 其の 親 を 愛敬せ ず 

して 他人 を 愛敬す るの 人 あり。 此の 類豈に 其れ 久し からん や。 是を 以て 君子の 交 は 淡 

あまざけ 

くして 水の 如く、 小人の 交 は 濃く して 醴の 如し。 その 味 も 知るべし。 君子 道義の 交 は. 

淡き 故に 久しう して 變ぜ ず、 小人 利欲の 交 は 濃き 故に 久しから ずして 變ず。 范魯 公の 

詩に、 「せ を 擧げて 交遊 を 重んじ、 金 蘭の 契り を 結ぶ に擬 す。 忿怨 容易に 生じ、 風波 

時に 當 つて 起る。 所以に 君子の 心 は、 汪々 として 淡き こと 水の 如し」 と。 善く 此の 情 
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を盡 すと 云 ふべ し。 又 此の 章に て 忠臣 を 求む る は 孝子の 門に 於て する の義も 知らる る 

なり。 其の 源に 溯りて 云 ふに、 人 唯 だ 一 誠 あり、 以て 父に^ ふれば.^ r 君に 襄 ふれば 

-M ふ、 友に-: 父 はれば 信。 此の 類 千 百、 名 を 異にすれ ども、 畢竟 一誠な り。 故に 近き より 

遠き に 及ぼし、 家より 國に 達する、 亦 自然の」 ii: なり。 所謂 「科に 盈ちて 而 して 進む」 

(二) 

と 云 ふ も 此の 事な り。 吾が 友宮部 鼎藏、 國をー 焚 ひ 君に 忠し、 又^く 朋友し」 交 はり 信 あ 

り。 其の 人 懇篤に して 剛毅と 云 ふべき 人な り。 余 素より 共の 人 を 3 ^とす。 後 果して 其 

の 藩に て 孝行の 名 ありて 官府より 稱揚 せられたり。 共の 文に 云 はく、 「其の 方^ 祖母 

父母 存^中 事へ 方 宜しく、 刖 けて 祖母 幷 びに 母 病中、 介抱 手 がく、 死後 追ポも 懇ろに 

之れ ある 様子、 委しく 尊聽に 達し、 尤もの^と 思：^:: し 上げられ 候、 此の 段 巾 し^かす 

べき 匕：：、 之れ を 仰 出さる」 と。 余是に 於て 擎 節して 1K はく、  ii 蔽唯だ 懇^ 剛毅の 性、 

君に は忠、 友に は 信、 而 して 親に 事へ て 孝たり。 然らぱ训ち忠^信^^^してニ心たき 

なり。 に嘉稱 せざる ベ けんや。 

余 此の 章に R りて 一 議 あり。 癸丑 •  5. 寅の 變に 《"3 りて、 余 同 志と 國家 天下 を ^ひ- 共 


に 論じて iK はく、 身 を 修め 而る 後に 家を齊 へ、 而る 後に 國を 治め、 而る 後に 一大 下 平 か 

なりと 云 ふ は 一 定の論 なれ ども、 是れは 尋常の 事に て、 非常 を 論ずる 所以に あらず。 

且つ 今日の 事 天下 相互に 維持す るの 形勢 なれば、 天下 正論 有志の 士と 謀り、 上 列 侯よ 

り 下大夫 士庶に 至る 迄 心 を 協へ カを戮 せ， 相 共に 幕府 を諫爭 し、 天朝 を 尊 奉し、 外 

夷 を撻伐 せんこと 然るべ し。 是れ 則ち 己れ を 成し 物 を 成し、 身 を 修め 家を齊 へ、 國を 

ュ S め 天下 を 平 かにす る こと ー齊 並び 下る の 工夫、 今日の 急務な りと て、 東西 奔走、 一 

日 も 寧處せ ざり しに、 天下 吾れ と 志 を 同じう する 者亦少 からず。 奈何 せん、 俗論の 鞏 

こもん、  いか 

交.' 其の 議を沮 み、 云 はく、 自國 だに 治まらぬ に、 爭 でか 1K 下の 列藩と 事 を 謀らん や、 

爭 でか 幕府 を諫爭 せんや、 爭 でか 天朝 を 尊 奉 せんや、 叉爭 でか 外 夷 を撻伐 せんや、 

宜しく 先づ內 自ら 治むべし と。 此の 說 遂に 頑 乎と して 國是 となれ り。 然れ ども 余を以 

て 思 ふに、 是れ皆 身 家 を 惜しみ 妻子 を 顧み、 分 毫も 天下 國家を 憂 ふる 心なき 不忠 不孝 

の 徒の 言に して、 其の 徒 却って 吾が輩 を 側 目して 云 はく、 事を好む は 浪人の 常にして 

，祿 の臣の 志に 非ず と。 喧、 天下 浪人 少なく して #臣 多し。 是れ 其の 今日の 晦盲否 塞 
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を 致す 所以なる か。 しいかな、 悲しい かな。 

第 m 十五 章 

孟子：：： く、 君子の 物に 於け る や、 之れ を 愛して 仁せ ず。 民に 於け る や、 之れ を 仁して 親， - まず。 

親 を 親しみて 民 を 仁し、 民 を 仁して 物 を 愛す。 

前章 一は 薄の 說を 承け て、 物に 於け る、 に 於け る、 親に 於け る、 各. ^へ 等 ある こと を 

云 ふ。 且つ 1.^!^ 兼 愛の 說を 破り、 投朱爲 我の 說を黜 く。 

第 四十 六 章 

孟子 闩 く、 知者 は 知らざる ことなき なり、 當に務 むべき を 之れ 急と 爲す。 仁者 は 愛せざる こと 

なきな り、 賢 を 親しむ を 急に する を 之れ 務と爲 す。 堯舜の 知に して 物に 偏から ざる は、 先務 を 

急に すれば なり。 堯舜の 仁に して 人 を 愛する に 偏から， さる は、 賢 を 親しむ を 急に すれば なり。 

し  はう はんり iC 'せつ 

三年の 喪 を 能くせ ずして 而 して 總. 小 功 を 之れ 察し、 放 飯 琉潘、 して 而 して 齒 決な きを 問 ふ。 是 

れを 之れ 務を 知らず と 謂 ふ。 

是れ亦 上 二 章 を 承け て， 仁智 共に 先んずる 所、 ^にす る 所 ある を 云 ふ。 本^^-しに明か 


なり。 是れを 以て 又 學の耍 を 知るべし。 近世 西洋 究理 學を修 する 者、 孔子 も 日食 を 知 

ら ざると て 聖人 を詳 り、 天 動 地 靜の說 を 以てし 周1| を 議し， 又 儒 を 學ぶ者 も是れ 等を以 

て 聖人の 恥と する に 至る。 其の 鮮るも 恥 づるも 皆 瑣事 小節に して、 其の 道に 於て！^ H 重 

なき は 同じき なり，。 今更 IK ふ も 事新し けれども、 道の 大本 を 云 はば、 人と 生れて は 人 

たる 所以 を 知り 五倫 を 明かに し、 皇國に 居りて は皇國 の體を 知り、 本 藩に 仕/ C は 本 

藩の 體を 知り、 以て 根基 を 建て、 扨て 其の上に て 人 々各-其の 職掌 を 治むべし。 儒官 

は 經史を 博 覺精究 し、 天文家 は 天文、 地理 家 は 地理、 醫 家は醫 術、 畫 家は畫 法、 叉 弓 

馬 刀 槍 銑 砲 >  各.^ 其の 技藝を 以て 專攻の 家業と する 者 は、 更に 其の 精妙 を 究め、 其の 

他、 士 は士、 農 は 農、 ェは ェ、 商 は 商、 皆 其の 職掌 を 治む るな り。 かくの 如く 大小 綱 

目、 井 然畫定 する 上 は、 西洋 究理 學の 如き も 亦 ら I に慶 すべきに 非ず、 而 して 叉 黄 

小の 事 を 以て 聖人 を 群議す るに は 至らぬな り。 是れ 則ち 仁智の 極 功な り。 然ら ずして 

惑 ふ 者 は、 西洋 名物 分析 等の 學を 以て 吾が 修身 治 國の敎 の 上に 加へ、 憎む 者 は 或は 其 

の學を 外道 邪魔と して 一切に 担 結す る、 皆 此の 章を讀 まざるな り。 
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〇 三年の 喪 を 能くせ ずして 而 して 据 . 小 功 を 之れ， おし、 放 飯流默 して 而 して 齒 決な き 

を 問 ふ。 是れを 之れ 務を 知らず と 謂 ふ。 

亦 良- i なり。 今人 大^ 目な し、 好んで 琪事 末節 を 論ず。 此の 弊讀 ^{3 人.^ も^し。 夫れ 

不忠 不孝 • 不信 不雜は 人の 大罪な り、 却って 措いて 論ぜず。 極論 直官 する 者 を 不敬と 

號し、 酒 を 飲み 人 を 罵れば 狂 氣と號 す。 其の 書 を 講ずる に 至りて は、 一一 一"！： 半句 朱 註に 

もと  二. - 

n) - 一人と 戾れば 異端 雜學 と號 す。 天下國家を；4^々れば蘇泰*張儀と號す。 1； 懲據伐 を 論ずれば 

もに 戰« 時代  ：  .. 

^ 籠 瘗 豪し- 號す。 而 して 其の 自ら 行 ふ 所 を 見れば、 逢： S を 修飾し、 言語 を 沈 重し、 小^:^ 

て 諸侯に 說く  ？ 、 

謹、 鄕里 善人の 名 を 貪り、 權 勢の 門に 伺候し、 阿諛 曲從 至らざる 所な し。 行々 の 色 著 

はれず、 ^々の 聞えず、 忠 ならず 孝なら ず、 尤も 朋友に 信なら ず、 而 して 自ら： り 

て 愧づる こと を 知らず。 是れを 之れ 務を 知らず と 謂 ふ。 

此の 篇， 下 篇と相 馬く。 故に 總論 は下篇 にて 云 ふべ し。 仉し 此の 篇 大抵^ 心の 二 (子 

を 以て：.； = 子と し、 君子 窮 達の 道、 國政王 霸の辨 等、 ^かませり。 或は 三 四 葷も相 連り、 

或は 斷 えて 他事に 及ぶ も あり。 各 章に 於て 已に略 ぼ 之れ を 論ず。 意 を^め て 4- れを 


貝ば 自ら 知らん。 結末 三 章 相承く、 是れ亦 尤も 盡 心の 工夫な 

右 五月 一 一十 九 夜の 書 
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纖話  E 

講孟劄 記 卷 5 四 下 

六月 初 四 夜 

義心 ド篇 

首章 

孟.. H く、 「不仁なる かな、 梁の 蠻ゃ。 仁者 は 其の 季る所 を 以て 其 sf"1 所に 及ぼし、 

不仁 老は 其の 愛せざる 所 を 以て 其の 愛する 所に 及ぼす」。 八ム孫 S く、 「何 S ぞ や」。 

王 は 土地の 故 を 以て 其の 民を罷 して 之れ を戰 はしめ て 大いに 敗らる。 將に 之れ 裹 せんとし 

て、 勝つ こと 能 はざる を 恐る。 故に 其の 愛する 所の 子弟 を驅 りて 以て 之れ に^ぜし む -.^ を 

之れ 其の 愛せざる 所 を 以て 其の 愛する 所に 及ぼす と 謂 ふなり」 と。 

〇 不仁なる かな、 梁の 惠王 や。 

P 一  句、 是れ全 章の 主意、 是れを 承く るに 仁者 不仁 者の： 刚^ を 以てし、 其の ド 公孫 


t^l の 問に 因りて 梁の 惠 王の 不仁なる 譯を云 ひて、 不仁の 一 股を釋 す。 仁の 一 股 は 言外 

に藉 する のみに て敢 へて 發顯 せず。 然れ ども 其の 落着 却って 發顯 せざる の處 にあり。 

惠 王の 事 實は、 梁惠 王上篇 第五 章を考 ふべ し。 叉 仁の 譯も同 章に 云 ふ 所 を 以て 知る ベ 

レ。 仁政 も 施し、 刑罰 を 省き、 稅欽も 薄く し、 入 

し りて は 事へ、 出で て ほ 事 ふるの 親是れ なり。 

yluM^^ 余 野 山 獄に囚 はるる こと 一 年餘、 具 さに 獄中の 艱苦 制度の 陋惡を 知り、 憨 然に堪 へず。 

おは 野 山獄と (二) 

いふ  先 づ江戶 歸記を 作り、 其の 制度の 可なる もの を錄 し、 野 山獄に 施行 せんこと を冀 ふ。 

(一一) 江戶獄  (三) 

I 一； 野 叉 福 堂 策 二 則 を 作り、 處 置の 宜しき を 詳論し、 叉 野 山 獄囚名 錄敍論 を 撰び、 野 山獄記 

山雜 著に 牧む  それ，， 、 - て 

胚幽 ^1 を 撰び、 諸囚滯 獄の甚 しき を 著 はす。 又 夫々 の 傳手を 以て 滯獄 の宽 狀を陳 じ、 才能の 

is じ 隱沒を 嘆 じ、 免宥を 謀る もの 一 にして 足らず、 或は 書 を與へ て" だれ を 辯 論す るに 至る。 

余 平生 伊 尹の 任 を 以て 志と す。 「天下の 民、 匹夫^;^ も堯舜 の澤を 被らざる 者 あれば、 

己れ 推して 之れ を 溝 中に 內 るるが 若く 思 ふ」  一 f き 潔 gsgsr  一？ S 一  Isa に の 言の 如き、 

固より ぼ々 一 囚扠の 及ぶ 所に 非 ざれ ども、 囚徒 Q 事 は 己が-耳目の 及ぶ 所に して、 特に 

吾れ ならでは 他人 論じ 及ぶ 者なければ、 一身に 負荷し、 罪 を 獲る とも 萬々 悔 ゆる iw- な 
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し。 況ゃ n 舌の 謗議を 顧みる に 暇 あらん や。 然るに 顷日 一友 あり、 人 をして へ を：^ し 

F^^o て 云 はく、  {且 しく 野 山獄の 周旋 をば まむべし。 然らずんば 人 將に云 はんし-す、 お 二 罪 

妹 人に 比^す と。 余 此の 一 w を 聞き 激怒に 堪 へず、 直ちに 頭髮 上り 刺す。 ^. 誠に 不仁の 

す 

：^ャ しきなる かな。 蓋し 其の 人の 意 謂へ らく、  (A 二 幸に して 獄 を^す、 ^右し.！-は^^1に 

係り、 再び 狱に陷 らば 無益の 事な り。 己が 身 さへ 獄を脫 すれば- ハ！ -に 他人 を恤 ふるに：：； 

あらん やと。 "だれ 世俗 身 家 を 惜しみ 妻子 を 顧みる の 常態に して、 何 ぞ與に 伊.^ の 志 を 

論ずる に 足らん や。 若し 野 山獄の 諸囚皆 繁を脫 すべきの 理 なくして、 余杆げ て 罪人に 

比 周し 此の 妥舉 をな さば、 一友の 言 誠に 常れ り。 然れ ども Igw 繁を脫 すべきの 现は、 

願 はく は 余が 著 はす 所の 諸篇 を熟覽 せよ。 亦 其の 妄舉に 非ざる を 知る に 足らん。 夫れ 

衆生 濟 度の 爲 めの 草 韩 掛けの 苦 勞は親 鬻猶ほ 能く^ら ず、 外道 懾 服のお めの 斬せ：： ば 流 

は 日蓮 猶ほ 能く 畏れず。 彼れ 皆 異端 邪說、 聖人の 徒の 齒 せざる 所に して 彼れ が 如し。 

況ゃ 聖人の 道に 志し 伊 ftK の 任 を 願 ふ 者、 何 ぞ！！ 々として 誘議 と-:. ト獄 し-を^ れんや。 =^;= 

i£2 は 天下に 溺 るる 者 あれば 由 ほ 「にれ 之れ を溺ら すが ごとしと 思 ふなり。 稷は 天 ドに飢 


うる 者 あれば 由 ほ 己れ 之れ を飢 すが ごとしと 思 ふなり。 仏 ir と 配 f 鶴 St" 

0^^^ 蓋し 堯の 時に 當り、 天下 猶ほ 未だ 平 かならず。 洪水 横 流 夭 下に 氾濫し、 黎 

民 饑に沮 む。 禹と 云へ ども、 安ん ぞ 天下の 溺を救 はんとして、 己れ 却って 其の 身を溺 

ら さざる こと を 知らん や。 稷と 云へ ども、 安ん ぞ 天下の 飢を救 はんとして、 己れ 却つ 

て 其の 身を飢 さざる こと を 知らん や。 而 して 禹 • 稷 のニ聖 己れ の溺 飢を恤 へずして， 

天下の 溺 飢を恤 ふるもの は、 是れ皆 聖人の 仁に して、 伊 尹と 先 後 其の 授を 同じう する 

所な り。 然れ ども 一 友の 意 叉 必ず 云 はん。 禹 • 稷 • 伊 尹 皆 天下の 爲め なれば、 假令其 

の 身 を 殺す とも 恤 へざる もの あり。 今 寅 二 野 山の 謀 は 小事の み。 何ぞ云 ふに 足らん や 

と。 是れ亦 不仁の 言な り。 人命 は 至って 重し。 一人 も 十 人 も 百. 人 も 皆 同じ。 吾れ 今一 

身 を 顧みて 野 山の 事 を 顧み ずん ば、 囚徒 十 一 人 遂に まさに 天日 を 見ず して 死す ベ きの 

み。 一人 を 以て 十一 人に 替 へば、 吾れ 亦 固より 其の 身 を 顧みざる に 足るな り。 且つ 昔 

yl) 謀 ■。 の ー^  g くこと あり、 漢の陳 平の 未だ 高祖に 遇 はざる や、 家 貧しく して 讀書を 好む。 嘗て 里 

帝の 時 丞相と  .  つ. A さ 

なる  中の 社に 平宰 たり。 宰とは 肉 を 切 割す る こと を 主 どると 云 ふ。 平 肉 を 分つ こと 甚だ 均 
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し。 父老の：：： く、  いかな 陳 子の. _ 中 たる やと。 平が H く、  ^乎、 平に 天 ドをネ 十る 

こと を 得せし めば、 亦 此の 肉の 如く せん もの をと。 余 亦 自ら 視る こと 陳 平の 如？^。 

第 •： 章  . 

孟子 M: く、 ぎ 秋に 義戰 な！。 彼れ 此れより き は 則ち 之れ あり。 征と は. 4、 下 1> 伐つな り。 敵 

國 は相征 せざる なり。 

此の^、 小：： 子 下 篇第七 章と 幷せ考 ふべ し。 春秋に 義戰 なしと 云 ふ は、 卽ち 彼の 章 「五 

霸は三 王の 罪人な り」 の說 なり。 彼れ 此れよ り^き は 則ち 之れ ありと 云 ふ は、 卽ち 

「今の^^候は五霸の罪人なり」 の義 なり。 故に 彼の 章に 於て 劄記 する 所 を 化き て 見る 

べし。 

孟子！： く、 盡く書 を 信ぜば 則ち 窬 なきに 如かず。 吾れ 武 成に 於て 二三 策を联 るの み。 仁人 は 天 

下に 敵な し、 • ま 仁 を 以て^ 不仁 を 伐つ。 而 るに 何ぞ 其の 血杵を 流さん や。 1。 モ メ が 成 Jili が 

前 徒、 戈 を M にして 後 を 攻め 以て 北ぐ、 血 流れて 杵を 漂 はすと。 孟子の 一；； C は 此れ-恥ち 其の！ IS やべ からざる ものと なり。 s^-れ 

ども！^:の木一!なは乃+,商人^:;ら和殺すも^?ひ、 武王 之れ も 穀すも SS ふに * ざるな h -。 孟子の 是の官 を 股け.^ る は、 後佌の ひ 

n! つ 仁 P 心な ISJ ぜ 

ん ことか 權；； しのみ。 


此の 章 甚だ 讀み 難し。 若し 泛 然として 讀 書法 を 論ずと なさば、 盡く書 を 信ぜば 則ち 書 

なきに 如かず の 一句、 是れ 主意に して， 吾れ 武 成に 於て 二三 策 を 取る のみ 以下 只 だ 其 

の 引 證に備 ふるの- J。 其の 意 正に 萬 章 上 篇第四 章 詩を說 くこと を 論じて、 雲 漢の詩 を 

引く が 如し。 然れ ども かく 云 ふ 時 は 意義 甚だ 淺し。 且つ 詩 書 • 周易. 春秋の 如き， 未 

だ 疑 ふべ きもの ある を 見ず。 偶.' ありと 云 へど も、 字句の 末にて 大義の 關 はる 所に 非 

t  S? 畑。 或は 讀 者の 拘泥に て 本義の 謬妄に 非ず。 gs§?""」 秦 漢以來 樂書缺 亡し、 禮 

書 純なら ず。 故に 盡く 信ずべ からず。 然れ ども 孟子の 時 未だ 必ずしも 然ら ず。 孟子 中 

辨 ずる 所の 齊東 野人の 語、 好事 者の 爲す 所の 如き 多し と 云へ ども、 孟子 豈に 是れ 等の 

爲 めに 事々 しく 此の 言を發 せんや。 叉 專ら武 成の 爲 めに 發す とせば、 吾れ 武 成に 於て 

の 句、 是れ 主意に して、 盡く書 を 信ぜば 云々 も泛く 天下の 書 を 云 ふに 非ず。 然れ ども 

余 武成を 按ずる に、 今 文の 無き 所に して 古文の み存 すれば、 强ち 信じ 難 けれども、 

生の 口授す る 所 二十 八篇， 後 潘の信 を 取る 所な り。 古文 は孔 古，、， 1 コ t こ.. W レ？ こ JO  L  ，つ こ、 一一 一一 、、/  > 

子 壁 中の 書と 云 ふ、 東晉 Q 時 初めて 出-つ。 故に 或は 疑 を容る く. に きて 之れ を 論ュ" ^るに 信す へ 力 

(三) 書 P  ニニ)  & な& 

書武 成の 氳 ら ざるの 事殊 えて 少なし。 只 だ 「馬 を 3| 山の 陽に 歸し、 牛 を 桃 林の 野に 放ち、 天下に 
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服 ひざる ことき： 小す」 と 云 ふ もの、 語 氣の問 頗る^ 誇に 過ぐ る を 恨む るの み。 然れど 

も"：.！ れ亦 形容の 常 語に て、 力 を 極めて 惬武修 文の 盛 を梭寫 せんし 一 欲して、 覺 えず：： だに 

至る のみ、 深く しむに 足らず。 余 前後の 奪 を 以て 考ふ るに、 此の^^:十の主意* 仁人 は 

天ドに 敵な しの 一句に あり。 孟子 謂へ らく、 仁人 敵な しと 云 ふと 雖 も. 人 或は 武 成に 

血 流れて 杵を漂 はすの 語 ある を 以て 證 とし、 仁人と 云 へ ども 朱 だ 必ずしも 無敵に あら 

ずと 一 K はんこと を 恐れ、 £ つて 云 ふ、 吾れ 武 成に 於て 云々。 义 w つて 云 ふ、 壶 く^を 

ひろ 

信ぜば 云々 と。 故に 盡く書 を 信ぜば 云々 の 語 は、 汎く讚 書の 法 を 論ずる 如しと 云へ ど 

も、 實は武 成に 2： りて 發す。 武 成に 二三 策 を 取る の說 は、 汎く武 成 を  < ，ずる 如しと 一ぶ 

へど も， ！：^は血流れて扑を漂はすの^；-ょり發するなりリ 

，やう ひと 

朱： "に 云 はく、 書の 本意 は 乃ち 商人 自ら 相殺す を 謂 ひ、 武王 之れ を 殺す を ふに = ^ざ 

るな り。 孟子の " だの iw を i:^ けたる は、 後^の 惑 ひ In- つ 不仁の 心 を 長 ぜんこと を^れ し 

二)  のみと。 否が^ 象 山、 ：a 戶獄に 在りて 孟子 を 讀み痛 熟す。 此の-; i«f に 於て 朱： t.," をお ぜ ず- 

训に 一 篇の 文字 を 著 はす。 余 隣 にあり し 故^ 讀 したれ ども、 今 其の 全文 を^ぐ る こ 


と 能 はず。 其の 大意 蓋し 云 はく、 書の 本意 固より 商人 自ら 相殺す を 云 ふ。 而 して 孟子 

の 意 も 亦 同じ。 蓋し 前 徒 戈 を 倒に すと 云へば、 前 徒の み武 王に 辟易 すれ ども、 後軍 は 

踏み 留まりた る こと 知るべし。 武 王の 至 仁に て 村の 至 不仁 を 伐た ば、 下 章の 所謂 「阪 

の 角 を 崩す が 若く にして 稽首す」 と 云 ふこ そ傳 信なる べし。 蓋し 商人 總軍 悉く 稽首す 

と 云へば、 前 徒 戈 を 倒に すと 云 ふの みに 非ざる なり。 且つ 孟子 書の 本意に もな き 妄言 

を 設けて、 後世の 惑 ひ を 解き、 不仁の 心を銷 すると は、 誠に 迂澗 なること にて、 孟子 

決して 然ら ずと。 余 按ずる に、 收 軍に 友 崩れ. 裡 崩れと 云 ふこと あり。 友〕， 明れ と 云 ふ 

は 前 徒 敗走して 後軍へ なだれ 掛かる に s: りて、 後軍 も 溜り 得ず 一 同に 崩 する ことな 

り。 裡 崩れと 云 ふ は， 前 徒 は 朱 だ 戈 を も 交へ ぬ. 2： に、 後軍より 先づ 崩れ 立ちて、 前 徒 も 

亦 同じく 崩る る ことなり。 今、 前 徒 戈 を 倒に して、 後 を 攻め 以てお ぐと あれば、 前 徒 

崩る るの みに て 後軍 は 踏み 留まりた る 故、 勿論 裡 崩れの 形は殊 えてな く、 又 友 崩れよ 

り も 一段 後軍 手强 きなり。 且つ 血 流れて 杵を漂 はすと 云 ふ もの は、 兵法に 前 徒 崩れて 

後軍へ なだれ 掛かる 時 は、 後軍に て 打 拾て 切捨 つる こと あり。 後を攻 むる も 血 流る る 
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二) 射 御 を 

くす る >e -士 

にして、 親：^ 

卽ち禁 0? をい 
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も、 蓋し n- 疋 れが爲 めな り。 余是 れを考 へて 朱 註の^、 眞に象 山の 說の 如き を 知れり。 

第 四 章 

孟子 曰く、 人 あり、 曰く、 「我れ 善く 陳を爲 し、 我れ 善く 戰を爲 す」 と。 大罪な り。 國君仁 を 

好めば 天下 敵な-」。 南面して 征 すれば 北狄 怨み、 東面して征すれば两！^^^怨む。 in ぐ、 「奚 £3 れ 

^ 1 ) こほん 

ぞ 我れ を 後に すろ」 と。 武 王の 股 を 伐つ や、 革 isH 二百 兩、 虎賁 三千 人。 王 ：！： く、  rE- ひ？ る こと 

なかれ、 爾を 寧ん ずるな り。 百姓 を 敵と する に 非ず」 と。 厥の 角 を 崩す が 若く にして 稽 なす。 

征の 言た る、 正な り。 各 》• 己れ を 正しく せんと 欲するな り。 焉ん ぞ戰を ffl ひん。 

此の 章、 離^ 上 篇第四 章 及びせ 子 下 篇第九 章と 同意， 記 亦 章と 朴せ考 ふべ し。 主 

意 國君仁 を 好めば 天下に 敵な し。 而るにほたる者君を^3^/に仁を以てせずして、 く 

陳を爲 し、 t: く 戰を爲 すと 云 ふ を 以て、 1^ぉに常らんことを求むる，の大罪なるをー|^ふ 

なり。 已上四 章 意 相 連なる。 大意、 戰は 必ず 仁^ を 以て 用 ふべき を 論ずるな り。 

第五 章 

孟子 曰く、 梓 K 輪 興 は 能く 人に 規矩 を與 ふる も、 人 をして 巧なら しむる こと 能 はず。 

規； は師 .1 ^にあり. 巧 は 拳 者に あり。 巧 ありて 規； ^なく， 規； 5- ありて 巧な き， 街 以て 


宅 を 制し 器 を 造る に 足らず。 忠孝 仁義の 訓 は經籍 にあれ ども、 其の 躬行.，、！^ i に 至りて 

は豈に 人に 由ら ざらん や。 是れ師 たる 者の 敎 ふる 所以、 笫子 たる 者の 學ぶ 所以 を 論ず Q 

因って 又 良能 性 善 巧の 實を發 明し- 自ら 勉勵 する こと を 知るべし。 

第 六 章 

e し，.： ひ くら  くら 

孟子 曰く. 舜の模 を 飯 ひ 草を茹 ふや、 將に身 を 終 へんと する が 若し。 其の 天子た る こ 及んで よ、 

しん. 5 き  まんべ 

衫衣を 被、 琴 を 鼓し、 ニ女果 る. >  固より 之れ を 有する が 若 L。  は 一；？.^ fei? 以貧 一？ 歉 外に m 

あらす。 遇 ふに 隨 ひて， だく 已れに 預かる こ  ■ 

となし。 性と する 所のへ 刀 定まる が 故な り。 

朱 註に 云 はく、 聖人の 心 は 貧賤 を 以て 外に 慕 ふこと あらず.' 富貴 を 以て 中に 動く こと 

あらず。 遇 ふに 隨 ひて 安く 已れに 預かる ことなし。 性と する 所の 分 定まる が 故な りと。 

余 謂へ らく、 貧賤 にても 慕 はず、 富貴 にても 動かず と 云 ふ は- 枯禪に 似たり。 余 は 則 

ち 謂 ふ、 舜は 一 種の 至樂 あり。 故に 貧賤 にても 慕 ふに 遣 あらず- 富貴 にても， くに 遑 

あらず と 云ぶべし。 所謂 至 樂は卽 ち孔. 顏の樂 しみに て，. 糗を^ ひ 草を艇 ふの 樂 しみ 

は， 叉 伊 尹の 「我れ 豈に畎 畝の 中に 處り、 是れに 由り て 以て 堯舜の 道を樂 しむに 若 か 
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んゃ」 と 同じ。 天子た るの 樂し みは、 又 「五：！ れハ乂 に 吾が， せに 於て 親しく 之れ を见 るに 

若かん や」 と 同じ。 lis は 人情 聖激 甚だ 相 遠からず。 大抵 胸中お々 寂々 なれば 

常に 慊 からざる を覺 ゆ。 故に 心 常に 樂 しまず。 孳々 汲々 たれば 常に^. おを^ ゆ。 故に 

心 常に 樂 しむ。 聖人の 胸 巾 は 常に 多事に して 樂 しむ。 人の 胸中 は 常に 無事にして 樂 

しまず。 今畎 畝の 農夫 億兆 限りなし。 に 一?^ かに 舜 あらん や。 .^TM を 15 販 する 者 千 

二)  數 なし。 £::- に：^ 逃 かに 膠^ あらん や。 而 して 農夫 は 献敏を まお しみ- 15 販 はや 一 を樂 しむ 

^ ^の ™ ^に s^- ひ 

^slil もの は 他な し、 固より 處舜. 膠ぽと 其の 樂 しみ を 語るべき に は 非 ざれ ども、 、おれ 耕 

あきな ふ 街よ 

u^^.^ 耘收藏 各.^ 其の 時 を 以てし、 n 寶 利潤 以て 其の 货を やす。 .； ^ハ々 々以て 其の，：^ を 終 

へて、 役た 外 慕に 暇 ある ことなければ なり。 今の 華 者 却って 々- お々 に，： S 人り て、 

華 汲々 の 功を缺 く。 故に 靜 かなれば ：！：-:: ふ。 共の ナ：： ふ は國を ふるに 非ず， K に 贫賤に 

て 慕 ふなり。 庸 ふれば 遠 ふ。 其の 遠 ふ は國を 忘る るに 非ず、 富贵 にて 動くな り。 余 

山獄 にあり て 三 宅 尙齋の 傅を讀 み、 翡ま i ま 其の 獄中の 詩 を 見て 大いに 感じ. 

座右に 貼し， 臥：：：^ れを 見る。 其の に 云 はく， 「富 贵ぉ I 夭 心 を 二に せず、 ^だ 面前に 


(三) 第七卷 

松 陰 詩稿 ris 

舍吟 稿」 中の 

「秋 逢く る 夜、 

感を 書す」 の 

詩參 照。 但し 

それに は 三秋 

も 九 秋に 作る， 


向って 誠心 を 養 ふ。 四十 餘年 何事 をか學 びし、 笑って 獄中に 坐す 鐵 石の 心」 と。 尙齋 

已に獄 を 出で て 人に 語りて 云 はく、 佘 をして 書 を 知ら ざら しめば、 獄中に 在りて 何 を 

以て か 閑 を 消せん。 唯 だ 其れ 書 を 好む、 故に 長 日永 夜 終に 他事 を 思 ふに 暇 あらず、 何 

ぞ 更に 其の 閑 を 憂 へん やと。 此の 言 深く 吾が 心の 同じく 然る 所 を 得たり。 故に 余 獄中 

の 詩に 云 はく、 「幽囚 日月 速 かなり、 三秋 此の 夜に 過ぐ」 と。 實を紀 する の 語たり。 

眞に身 を 此の 地に 置く 者に 非 ずん ば、 安ん ぞ 速の 一字 を 解 せん。 叉 安ん ぞ朱子 一語の 

謬 を 知らん。 

第 七 章 

孟子 曰く、 吾れ 今にして 後、 人の 親 を 殺す の 重き を 知る。 人の 父 を 殺せば、 人 も 亦 其の 父 を 殺 

し、 人の 兄 を 殺せば、 人 も 亦 其の 兄 を 殺す。 然 らば 則ち el ら 之れ を 殺す に 非 ざれ ども、 一 間の み。 

人の 父 を 殺せば、 人我が 父 を 殺す。 人の 兄 を 殺せば、 人我が 兄 を 殺す。 人の 父 を 敬す 

れば、 人我が 父 を 敬す。 人の 兄 を 敬 すれば、 人我が 兄 を 敬す。 天下の 理勢 明白 的 切、 

斯 くの 如し。 釋氏三 f の 因果 應 報を說 く、 尙ほ浮 V にに 失す。 
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第 八 章 

孟子 曰く、 古の 關を爲 る や、 將に 以て 暴を禦 がんと す。 今の 關を爲 る や、 將に 以て さん 

とす。 

y)  余 孟子の 讀を 受けて より 二十 年、 此の 章の 如き は從來 おて 尊 常の 說話 とす。 突 丑の 歲 

江戶 にあり、 米 „ ^の變 を 目 華し、 大いに 此の 章に 感慨す る こと あり。 相 校の 贺 は：： d 

戶最 要の 海關 にして、 二百 年來 5§S- 下 PIS あ！^ 天下 IS 國の S 舶運 15 の 者- 其の r ま" 

法を畏 憚せ ざる はなし。 今 乃ち 溝舶の 出入に 至りて は、 其の 法 甚だ 宽縱 にして 絶えて 

畿 察せず、 絶えて 征稅 せず、 盜を拘 し 門に 入れ、 賊を延 き 堂に 登す と M じ。 然らば 則 

i  ただ 

ち 向の 厳 法 は 適に 暴 を. 爲す 所以に して、 今の 寬法は 又 暴 を 御 ー+ぐ 所以に 非ざる なり。 孟 

子 曾て 云 ふ、 「貧の 爲 めに する 者 は、 尊を辭 して 卑に 居り、 富 を r お-して 贫に： ^5 る。 (中 5 

惡くか 宜し からん。 抱 關擊析 なり」 § 薛 と。 浦 賀抱關 のお は 卑か贫 か。 同より 贫の爲 

めに する にて、 國の爲 めに も 非ず、 民の 爲め にも 非ざる か。 も 心 難き 事 どもな り。 

余 曾て 奥 羽に 遊ぶ。 其の 關法 暴を爲 すに 近き もの 多し。 先づ 越後より 出 羽に 入る 所に 


(二) 今の 鶴 

岡 地方。 當時 

ーほ 井 左 門 尉 

十 ras 石の 封 


(三) 今の弘 

前 地方。 當時 


2^ 關と云 ふ あり。 是れ より 莊內領 なり。 關吏 在らざる を 以て 直ちに 闌 過す。 行く こと 

十四 五 里 を 酒 田と す。 土人 云 はく、. 此處 にて 鼠關の 切手 を 納め、 新たに 切手 を 受けて 

行くべし。 余 云 はく、 向に 切手 を 受けず、 今 何 を 納めん、 叉何ぞ 新たに 受けん やとて 

去る。 行く こと 七 八 里 女 鹿に 至れば 叉關 あり。 關吏 大いに 余 を 詰して 云 はく、 何ぞ切 

手 を 持たざる。 余 云 はく、 何の 謂ぞ や。 吏 云 はく、 國法 當領に 入る より 出づる 迄、 必 

ず 切手 を 持た ざれば 通行 止宿 を 許さず、 宜しく 前 宿に 還り 切手 を 取り 來る べし。 余 因 

つて 關 傍の 民家に 過り 問 ふに、 錢幾 百孔を 出せば 當處 にても 切手 は 出來る 故、 必ずし 

も 前 宿に 還る に 及ばず と 云 ふ。 余 初めて 此の 關は暴 を 禦ぐ爲 めに 非ず、 乃ち 暴を爲 

す爲 めなる こと を 悟り、 且つ 領に 入る 時 は 關吏謖 察 を 失 ひ、 叉 每宿礙 りなく 止宿せ し 

むる 位の 緩怠の 國法 なれば 憚る に 足らずと て、 再び 關 吏に 向 ひて 此の 意 を 以て 罵詈  >  ン 

(三) 

て 過ぐ。 夫れ より 秋 田 を經、 津輕に 入る。 秋 田 • 津輕 9 界は卽 ち 出 羽 • 陸 奥の 界 にし 

やたてた 5 げ  いかりが せき 

て、 矢 立 嶺と云 ふを踰 えて 下れば 津輕 の碇關 なり。 此處 にて は 關法も 更に 嚴に 見え、 

佘も 奇策 を 得ず して 錢ー 一 百孔か を 出して 切手 を 受け 得たり。 津 輕領內 何れの 旅舍 にて 

講孟餘 話  四 五 七 


二) 今の 盛 

地方。 當時 

IS 部 為ぬ 守 二 

十お る 封土 
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も 切手の 有無 を 問 ひて 然る 後 宿 を 許す。 故に 此處 にて 切手 を 受け ずん ば 頗る^す る こ 

と あるべき に、 二百 孔を 費して 大いに 幸 を 得たり。 「」 にして 其の 城 F 弘前 にて 又 切手 

を 改めて 受く。 時に 叉 錢を耍 する こと 前の 如し。 夫れ より Eti: 關に 至り 切手 を 納め 丫 

る。 此處 は津輕 . 南部の 界 なり。 後に れを詳 か にす るに、 0^  • 秋 田 • 维輕 • 南部 • 

仙 裏 等、 切手の 法 大同小異 にて、 皆關 にて 錢を： やぶす る ことなり。 然れ ども. ゆ 羽 は 商 

の柱來 夥しき 所 故、 商 1:- を 待つ が爲 めに して、 士人は 大抵 見通しに する ことと； ：！^ ゆ。 

獨り津 1： 最も 僻遠 の 地 にれ る を 以て 其の 法 甚だ^ 固な り。 其の 他 感ずべ き は 米澤な り . 

米澤の 切手 は津 fe- に 同じ けれども、 關吏贫 て 一 錢を 要せず。 是れ眞 に 暴 を， ぐの 法な 

り。 他 藩； li を爲す ものと 同日の 論に あらず。 

第 火 章 

孟子 H く、 身、 道 を 行 は ざれば、 妻子に 行 はれず。 人 を 使 ふに 道 を 以てせ ざれば、 妻. 十に 行 ふ 

こと 能 はず。 

身、 道 を 行 は ざれば、 ベ 子に 行 はわず。 人 を 使 ふに 道 を 以てせ ざれば、 妻子に；：；： ふこ 


と 能 はず。 言 近くして 旨 遠し。 論 辯 を 待たず。 只 だ實行 を^す るの み。 

第 十 章 

あまね 

孟子 曰く、 利に 周き 者 は 凶年 も 殺す 能 はず。 德に 周き 者 は 邪 世 も 亂す能 はず。 

余 謂へ らく、 利に 周き 者 は 徒に 凶年 其の 身 を 殺す 能 はざる のみならず、 叉 能く 人を賑 

救して、 幷 せて 死せ ざら しむる に 足る。 德に 周き 者 は 徒に 邪 世 其の 心 を 亂す能 はざる 

のみならず、 叉 能く 人 を 蒸 化して 亂れ ざら しむる に 足るな り。 此の 章、 詩の 興體 にて、 

利に 周き 者 を 以て 德に 周き 者 を 輿すな り。 然れ ども 一 句 は治國 の耍、 一 句 は 修身の 效、 

並びに 親切の 語な り。 

第 十一 章 

孟子 曰く、 名 を 好む 人 は 能く 千乘の 國を讓 る" 苟も 其の 人に 非 ざれば、 簞 食 豆羹も 色に 見 はる。 

千 乘の國 を 讓るは 思 ひ 設けた る ことなり。 軍 貧 豆 獒も色 に 見 はる る は 心 な らず の 事な 

三) ！ ai り。 孔子の 「過 を 觀て仁 を 知る」 と宣ふ も同理 にて、 過 は、 いならず のこと なり。 都て 

仁 篇第七 章 

人 は 心ならず の 處に眞 情は發 する ものな り。 愼 まざる ベ けんや。 是 れを愼 まんと なら 
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ば、 亦 平素 獨りを 愼み誠 を 積む にある のみ。 I：：】 へば 戰の 如し。 大敵 勢に 遇 ふ 時 は 味 

方に も 其の 覺悟 ある 故、 却って 後れ は 取らぬ もの なれ ども、 全體の 節制 法」 耽. 緩お なる 

陣は 小々 の奇伏 夜襲 等に 遇 ひて、 大： 小覺を 取る こと ある ものな り。 其の 不覺 なか-りん 

と 欲せば、 平素の 戒備 にある ことなり。 

第 十二 章 

孟. 十 曰く、 仁 S を 信ぜ ざれば 則ち 國穴 r.: 虛 なり。 禮義 なければ 則ち 上下 亂る。 政 • なければ 則ち 

WW 足らず。 

仁贤を 信ずる は國 家の 經 なり。 禮義と 政事と は國 家の 緯 なり。 經 あり 緯 ありて- 布-:: 巾 

幅 を 成し、 國， 1 治 を 成す、 古今の 通論な り。 然れ ども 「しに 仁 を 信じて、 禮^！^たく政 

事な き 者 は.^ だ 之れ あらず。 若し 果して 禮義と 政事な くば、 仁贤を 信ずる と 云 ふべ か 

らず。 此の 語意 ..1^ 書經の 「人 を 知る に 在り、 民 を 安ん ずるに 在り」 の 類に て、 古人 f 疋 

れ 等の 處に 於て 常に 叮 峰 を 致す。 蓋し 仁贤を 信ずる も、 人 を 知る も- 亦 或は 且： 文と な 

らん こと を^る るの み。 


第 十三 章 

孟子 曰く、 不仁に して 國を 得る 者 は 之れ あらん も、 不仁に して 天下 を 得る は 未だ 之れ あらざる 

なり。 

〇 不仁に して 國を 得る 者 は 之れ あらん も、 不仁に して 天下 を 得る は 未だ 之れ あらざる 

たり。 

下 章に 云 ふ 如く、 「天子に 得られて 諸侯と なる」 の理 にて、 歷代 不仁に して 國を 得る 

者少 からず。 「丘 民に 得られて 天子と なる」 の理 故に、 泰. 魏. 晉 -隋. 五代の 如き 

と 云へ ども、 一種の 仁に 近き 所、 叉 は 彼れ 此れより 善き もの あるに 非 ざれば、 天下 を 

得 る こ と 能 はず。 叉 諸侯に て も戰國 の 韓 • 魏 • 趙 • 田齊の 如き、 亦些 の 仁に 近き 所な 

しと 云 ふべ からず。 本邦に て は 天下 は 一人の 天下に て、 他人の 窺裔 すべきに は 非 ざれ 

ども、 藤 原. 平 • 源 • 北條. 新田. 足 利. 織 田 • 璺臣の 如く， 一  時 天下の 權柄を 掌握 

する 者 は 各-^ 罪惡も あれ ども、 亦 仁に 近き 所なくて は 中々 彼れ 等の 如き こと は 出來ぬ 

たり。 其の 中に て 罪の 淺 深と 仁の 厚薄と に 因りて、 修短 治亂、 各 > 其の 報 ある こと、 
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尺度 分量 毫髮も 遠 ふこと なし。 其の 下に 至りて は、 執權の愛^？にて不仁を以て國をぺ；：^ 

る こと も 々あり。 然れ ども：：：： 几れ 亦 一時の 事の み。 何ぞ 永久 を 謀る こと を 5^: んゃ。 は 

m  ？?? G 哀 っ昆 よ、 淡の_^3?賢の如き、 」D ^帝の 寵を 承け、 年 僅か 二十 二に して 大 ：.？！：^ 衞將？ 5- し-な 

帝の 蒲お" 高  . 

^^^^^^ り、 一門の 榮華 比すべき ものな けれども、 哀帝 巳に-: 朋 じて 大司 馬の 印 絞を收 めら れ、 

後 王 S!t の？ S 劾 

にあ ひ.：：： す 卽 日に 自殺せ し を 以て、 和漢 古今 を例視 すべし。 故に 此の 章 を讀む 者、 不仁に して. 大 

下 を 得る は 朱 だ 之れ あらざる なりの 義を 知れば 足れり。 

第 十四 章 

孟子 曰く、 民 を 費し と爲 す。 社稷 之れ に 次ぎ、 君を輕 しと 爲す。 是の 故に 丘 民に^ら れて iK.J 

となり、 天子に 得られて 諸侯と なり、 諸侯に 得られて 大夫 となる。 諸：：^ 社稷 を危 ふく すれば 則 

ち變 置す。 横 牲旣に 成り、 粢盛 既に 潔く、 祭？^ 時 を 以てす。 然り而 して 早 乾 水 溢 あれば 則 も 社 

稷を變 置す。 

〇 民を贵 しと 爲す。 社稷 之れ に 次ぎ、 君 を 1! しと 爲す。 

此の 義、 人君 自ら 成む る 所な り。 yl^ し 人君の 天職 は 天：^ を 治む る ことなり。 21^ の爲め 


の 君 なれば、 民なければ 君に も 及ばず。 故に 民 を 貴と し、 君を輕 し-す。 是れ 等の 處は篤 

と 味 ふべ し。 異國の 事 は 姑く 置く。 吾が 國は 辱く も 國常立 尊より、 代々 の 神々 を經 て、 

伊弊諾 尊. 伊伸 册 尊に 至り、 大 八洲 國 及び 山川 草木 人民 を 生み 給 ひ、 叉 天下の 主たる 

，皇祖 天照皇大神 を 生み 給へ り。 夫れ より 以來 列聖 相承け、 寶祚 の隆、 天壌と 動きな く" 

萬々 代の 後に 傳 はる ことなれば、 國土 山川 草木 人民、 皆 皇祖 以來 保守 護持し 給 ふ もの 

なり。 故に 天下より 視れば 人君 程 尊き 者 はなし。 人君より 視れば 人民 程 貴き 者 はなし。 

此の 君民 は 関 闢以來 一 日 も 相 離れ 得る ものに 非ず.。 故に 君 あれば 民 あり、 君なければ 

民な し。 叉 民 あれば 君 あり、 民なければ 君な し。 此の 義を 辨ぜ ずして 此の 章を讀 まば- 

毛唐人の ロ眞 似して 一. 天下 は 一 人の 夭 下に 非ず、 天下の 天下たり」 などと 罵り、 國體 

を 忘却す るに 至る。 惧 るべき G 甚 しきな り。 近ろ 聞く、 明 倫 館の 文題に 「天下 は 一人 

の 天下に 非ざる の說」 と 云 ふ を 出されし 由。 余 因って 考 ふる に、 「天下 は 一 人の 天下 

に 非ず」 と 云 ふ は 六韜に 出づる 語に て、 必ずしも 聖經 に出づ るに 非ず。 漢土 にても 通 

論と する 二 非ず。 思 ふに 禪讓放 伐の 事に 因りて 云 ふなる ベ し。 「普 天の 王土に 非 
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ざるな く， 率土の 演、 王臣に 非ざる なし」 と 云 へば、 明かに 天ドは 一 人の 1K 下と する 

なり。 又- M 人の 云 はく、 「五 帝 は 天下 を官 とし、 三 王 は 天下 を 家と す。 家 は 以て 子に 

^ へ ， {n: は 以て 贤に傳 ふ」 と。 天下 を官 とする は 一 人の 天- 卜に ざるの； 5^ なり。 ^卜 

を 家と する は 一人の 天下と する の說 なり。 叉^  土 歴代の 人 多く 云 ふ、 「： 大. 卜 は 組-::. 小の 

天下な り」 と。 亦 皆 一 人の 天； 卜と するな り。 

第 十五 章 

孟子 曰く、 聖人 は 百世の 師 なり、 伯 夷. 柳 下 惠是れ なり。 故に伯：^？^の風を聞く老は、 1^ 夫も應 

に.！ 夫 も 志 を 立つ る あり。 柳 下 惠の風 を 聞く 者 は、 薄 夫 も 敦く？ I 夫も宽 なり。 百世の 卜： に竊ひ 

て、 百世の 下 も 聞く 者 興起せ ざる はなき なり。 聖人に 非ず.， て 能く 是 くの 若くな らん や。 而る 

を況ゃ 之れ に 親炙す る 者に 於て を や。 

〇 聖人 は 百^の 師 なり。 而る を況ゃ 之れ に 親炙す る 者に 於て を や。 

伯 夷. 柳 下 惠の事 は 前篇 數- "見 ゆ。 Kn^ の： 帥、 親炙の 化， 古の 架 人^ 然り。 獨り 此の 

ニ聖 のみ 然るに 非ず。 余 嘗て 淡 代の 寄を諫 むに、 都^の 地 * 孔孟の ネポ澤 と 見えて、 g 


^^^k^, 義 文雅 大いに 他の 郡國に 異なり。 其の 丘 〈事に 於け る も、 楚の 籍の 亡ぶ る、 魯獨り 降 

澳の劉 邦と： 大 

下を爭 ひて 勝 らず 項 籍の首 を 見て 始めて 降る。 是れ亦 聖人の 遣澤 なるべし。 是れ を：. 1; て 百世の 師 

六 烏-び. li 

項 I 嘗て I 財 たる を 知り、 更に 親炙の 化 を 想像すべし。 凡そ 聖人の 道に 志す 者、 に 注意せ ずん ば 

へ. ulbv しを以 

て、 魯の 人士 あるべ， f ら ぃー ラ 0 

最後まで 劉 邦 ，3  Z カー  へ 

に钪 す 

六月 初 七夜 

第 十六 章 

孟子 曰く、 仁と は 入な り。 合せて 之れ を 言へば 道な り。 

仁と は 人な り。 人に 非 ざれば 仁な し。 禽 獸是れ なり。 仁なければ 人に 非ず。 禽獸に 近 

き是れ なり。 必ずゃ仁と人と相合するを待ちて道とー！^^ふべ し。 *1 に は 人に して 仁なら 

ざる 者 多し。 又 人 を 離れて 仁 を 語る 者 最も 多し。 今の 讀書人 皆是れ なり。 是れ豈 に 道 

とすべ けんや。 

第 十七 章  、 

孟子 曰く、 孔子の 鲁を 去る や、 曰く、 「遲々 として 吾れ 行く」 と。 父母の 國を 去る の 道な り- 
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齊を 去る や、 浙を 接け て 行る、 他國を 去る の^な り。 

此の 章、 卽ち萬 章下篇 首章 中の 一段に て、 孔子の 速 久^ 仕 * 备.' 其の 町に 《おる を 云 ふ 

たり。 然れ ども 疑 ふべき もの あり。 吿子下 篇第六 章に 云 はく、 「孔子 ttCH おたりし 

とき 用 ひられず。 從 ひて 祭りし に潘肉 至らず。 握 を稅 1 がず して； 仃る」 と。 然れ ば；^ は 

遲 として 行く に 非ず。 叉 孟子の きを 去る、 「三 宿して 後に^ を 出づ」 と あり 

孟子 何ぞ 孔子の 淅を 接け て^るに 傚 はざる や。 余-おず るに、 淅を 接く ると 云 ひ、 3$- を 

稅が ずと 云 ふ は皆辭 なり。 三 宿と 云 ふは實 事な り。 米 子、 前 吿子篇 に：^" して 云 はく、 

「幾 を 見る 明 決に して 意 を 用 ふる 忠 .2:」 と 云 ふ、 簡明の 説と 云 ふべ し。 乂^€ 窜篇 に^ 

氏の 說を 引きて 云 はく、 「孔子 去らん と 欲する の 意 久し けれども カリめ に 去る を 欲せず。 

故に 遞々 として 其れ 行きしたり。 睡肉 至ら ざれば 則ち 微罪 を 以て；：；： るべ し。 故に を 

税が ずして 行る。 速 かにす るに 非ざる なり」。 亦 く 明決忠 "2: の 意を發 すと 云ぶべし。 

易に 云 ふ 如く、 「君子 は 幾 を 見て 作ち、 日 を 終る こと を 待たず」 の理 にて、 ^の • ネ：： 穴气 

時の 可否 は 聖人  一： n 晚然 にして、 速 久^: tfl:! に 初めに 決す、 亦 明 決なら ず や。 然れど 


其の 事に 當り、 其の 國に 居る 時 は 否泰も 可否 も 顧みず、 唯 だ 心 力の 至極 を盡 す、 亦 

忠 ならず や。 聖人の 忠厚、 他國と 云へ ども 薄き に 非ず。 其の 明 決、 父母の 國と 云へ 

ども 鈍き に 非ず。 然れ ども 人情の 至り、 二つの 者の 刖な きこと 能 はざる は、 聖人と 云 

へど も 凡人と 同じき ことにて、 所謂 情の 至る所、 理も亦 至る もの 是れ なり。 且つ 凡人 

の 情 を 以て 考 ふるに、 佘數年 他 邦に 周游 す、 至る所 常に 歡を盡 す。 其の 去る に 臨んで 

叉 常に 戀々 忍びざる の 情 あり。 乃ち：： d 山風 月に 至る 迄、 離合の 感 ある ものの 如し。 然 

000 れ ども 遂に 國を 去る の 情に 比し 難し。 萩 城 東南 郭外 大屋 村の 道 傍に 淚 松と 云 ふ あり。 

なる ti 名 はこ 此の 松 を 過 ぐれば 復た萩 城 を 見る こと 能 はず。 故に 俗に 云 ふ、 旅立の 人 此の-松 を 見れ 

わに 基く。 第 

七卷參 照  ば 皆 淚を墮 さざる はなし、 因って 此の 名 を 獲たり と。 宜しく 此の 松に りて 此の 情 を 

,  知るべし。 孔子の 遲々 として 行く、 豈に復 た 別 情ならん や。 然れ ども 此の 情人々 あり 

と 云へ ども、 此の 情に 因りて 發明 する こと 能 はざる は 凡人の 常な り。 夫れ 人情 自國を 

戀 ふること 斯に 至る もの 他な し、 君 あり、 親 あり、 墳墓 あり、 窒家 ある を 以てな り。 

苟も 思 を爱に 致さば、 忠臣 二君に 仕へ ざるの 理 自ら 明かに して、 防 長の 臣民 は 防 長に 
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死 牛； すべく、 皇國の 臣民 は 皇國に 死生す べきの 義に 至りて 何ぞ 疑を容 れん。 是 れ余講 

孟劄記 を 作る 第一義な り。 故に 開卷に 於て 已に 是れを 論ず。 八：： せ考 ふべ し。 

第 十八 章  ， 

L 一り)，., 孟子 曰く、 君子の 陳蔡の 間に g する は、 上下の 交なければ なり。 

名" 君子と は 

5 もさす 第 十九 章 

絡^ H  く、 「ss に 大いに 口に 理 あらず」 と。 孟子 曰く、 「傷む ことな かれ、 士は玆 の 夕々：！ に^ま 

る。 詩に 云 ふ、 憂心 悄々 たり、 羣 小に 慍ら ると は 孔子な り。 肆に 厥の n を殄 たず、. I ^厥の (，問 

を隨 さず と は 文 王な り」 と。 

二 章 同様の ことにて、 皆 聖人 君子と 云へ ども、 阯惡 人に 遇 ひて は陳 〈なの ゆ、 多 口の 

そしり 

訕を免 かれざる こと を 云 ふ。 然れ ども 此の 境： 概に： t じ 難き こと あり。 子に：； 等 あ 

り。 高 尙の士 は 固より 流 俗に 同じう せず、 ：汁 北に 合せず、 嚟々 然として 古人 を 以て： 帥 

とす。 此の 人の 世に：^ る、 俗人 庸夫 其の 奇：^ に 1^ き、 ：：： を 交へ て f 篤す ろは^よ りな 

り。 而 して 獨り 有識の 士 のみ 深く 是 れを报 服す。 德 行の 士は 「居處 恭しく 事 を 執りて 


敬し、 人と 忠なる は 夷狄に 之く と 雖も棄 つべ からざる なり」、 gl き 「言 忠信、 行 篤 敬な 

らば、 蠻貊の 邦と 雖も行 はれん」 の 類に て、 斯 くの 如き 者 は 君子 小人 並びに 服す 

iJLL!^£ るの 人な り。 然れ ども 忠信 恭敬 毫も 私意に 出づる こと あれば、 忽ち^ 原の 小廉 • 曲 謹 

ITI 第三. h 七 

. ,  の 流に 陷り、 君子の 賤 しむ 所に して、 小人と 雖も 信服せ ざる ものな り。 且つ 文 王 . 孔 

子の 大聖 を 以てすら、 群小の IM 怒 は 免 かれざる ことなれば、 忠信 篤 敬 も 亦 自ら 窮 する 

所 あり。 余 因って 細かに 小人の 情 態を閱 する に、 凡そ 三等 あり。 先づ愚 夫と 云 ふ 者 V め 

り。 是 れは陳 蔡の卒 徒の 孔子 を 園む 如き 是れ なり。 陳蔡の 君の 孔子 を惡 むは、 孔子の 

楚國に 適い て 用 ひられ 給 はば、 吾が 國の危 ふからん こと を畏 るるなる ベければ 故 由な. 

きに 非ず。 卒 徒に 至りて は 何の 辨も なく、 唯 だ 孔子 を 仇敵の 如く 思 ふなり。 余 就縛 以. 

來 多く 同心. 岡引. 番人 等を閱 する に、 陳 蔡の卒 徒の 如き 者少 からず。 是れ實 に喻す 

ベ からざる 者に て 慈む ベ きの 甚 しきな り。 叉 俗人 あり。 俗人と は 流 俗 一 同の 人に て學 

も識 もな く、 志も氣 もた く、 唯 だ 耳目の 見聞に のみ 泥み て、 稍氣概 あり 稍 奇異の 節 あ 

る を 見て は鬆き 怪しむな り。 是れ今 I 士 林の 人 大抵 此の 類に て、 皆 宴 安に 溺れ 艱難 を 
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長る るより 起る 私心な り。 又 俗儒 あり。 其の 學 原と 程 朱より 出づ。 程 朱道德 を， <^ ぶの 

說を假 りて、 已が不 村 不能 を 飾らん 爲 めに 村 能を黜 け、 已が 無氣無 節を掩 はん 爲 めに 

氣 節を惡 む。 是れ 尤も 憎むべき 者に て、 今 E- ル して 孔孟 • 程 米搏 生す とも、 必ず 此の 人 

の容 るる 所と ならざる なり。 小人の 情 態- 余が：：：： 撃お 交す る 者 大抵 此の 三等に 過ぎず。 

然れ ども 小人の 君子 を惡む 情 を 察する に 實に憐 むべき ものな り。 何と なれば、 彼れ 皆 

あば 

Q ら 不足の 所 あり、 又 其の 隱惡 邪應 を^ かれん こと を^る。 故に 君子 を 見て 5;^^ し、 

已むを 得ず 兹に 至る。 邪 人 は 正 人の 正 を^り、 夫 は 夫の. 屮 ゾを畏 るる 類批 して 知る 

べし。 .，读 平素 行 篤 敬なら ず、 一一： C 忠信なら ずと 云へ ども- 天^ た^^ -让 拙なる を 以て， 

平.^ 冬く 人と 怍 はず、 又 人の惡 を 察する こと 能 はず、 唯 だ 人のお のみ を 見る。 故に- :-- 小 

族鄕黨 より 朋友 故舊に 至る 迄、 多くへ ぶ をお 嫉 する 者 あらず。 然れ ども 幼より 山 鹿 氏の 

兵 (きを 業と し、 武士道 を 心掛け 死 を 以て 常に 心に 當る 故、 事變に 咸-激 する^に、 往々 

身 家 を 顧みず 危難 を 冒し 狂 i: 女 を 爲すを 以て、 前 三等の 小人 も 深く < ^を^む。 而 して 

< ^未だ 曾て 顧みず、 却って 古人 を 以て 自ら 比する に 至る。 是れ亦 ゆ、 ふべき のみ。 


第二 十 章 

孟子 曰く、 賢者 は 其の 昭々 を 以て 人 をして 昭々 ならしむ。 今 は 其の 昏々 を 以て 人 をして 昭々 な 

らしむ。 

自ら 昭々 にして、 人 をして 昭々 ならしむ る は 賢者に て、 必ず 其の 功 を 見るな り。 自ら 

昏々 にして、 人 をして 昭々 ならしむ る は 不肖に て、 必ず 其の 功 を 見ず。 是れ 前の 第 九 

章と 全く 同じ。 人君 官吏， 豪奢 を 好み 安逸に 耽り、 天下へ 質素 節儉、 文武 興隆の ベリ を 

降す 如き、 古より 来 だ 曾て 行 はるる もの あらず。 近 人の 文中に 「主人 晏く起 くれば 家 

僮 門 を 掃 はず、 騎 者膽壯 なれば 馬餘 あり」 の 語 あり。 余 以て 名言と す。 

第二 十 一 章 

孟子、 高 子に 謂って 曰く、 山 徑の蹊 間 は介然 之れ を 用 ふれば 路を 成す。 爲間も 用 ひざれば 則ち 

茅 之れ を 塞ぐ。 今 は 茅、 子の 心 を 塞げり と。 

山 徑の蹊 間 は、 是れを 用 ふれば 其の 路を 成す こと も， 倏忽の 間な り。 叉 用 ひざれば 茅 草 

生じて 是れを 塞ぐ こと も亦少 頃の 問たり。 人の 心 も亦然 り。 忠孝 節義に 人性の 好む 所 
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たれば、 其の敎.^^に入りて心に通ず、 甚だ 倏忽 なり。 仉だ 私欲の： S: 牛-じ 易き もの 故- 

暫く 惰慢 すれば 放心す る こと も 亦 甚だ 容易な り。 然れ ども^がる 者 は^く 塞がる のみ" 

も U ソじ. - i  5 

若し 荊棘 を^ ひ 蒙 #t を披 けば 又路を 成すな り。 放つ 者 は 暫く 放つ のみ。 t 右し 省して 

收斂 する 時 は 又 心を存 するな り。 或は 開、 或は 塞、 或は 放、 或は 存、 一 反 手の 如し。 

是れ堯 •  水の 分れな り。 子：： く、 「心中 開く る 所 あれば 卽 便ち 劄 記せよ。 思 は ざれ 

ば^ち また 之れ を 塞ぐ」 と。 然 らば 則ち 余が 劄 記の 如き も 亦 11 塞の 救に 益 あるか e 

第 二士  5 

高 子 曰く、 「禹の 聲は文 王の as に^れり」。 孟子 曰く、 「何 を 以て か 之れ を •；；.：： ふ、 s く、 「# の 

鏺 せる を 以てな り」。 曰く、  r 是れ 奚んぞ 足らん や。 城門の 軌は兩 馬の 力ならん や」 と。 § 。の (gRl 

<1« 本と 曉る ベから す、 說 相承 くろこと 此 くの 如し。 而 して R 氏ぎ や 

叫. a なり。 故に 今 之れ を存 すれ ども. 亦 未だ 其の 是 5 を 知らざる なり。 

0 此の 章の 文義、 朱 子：. しに 其の 曉 るべ からざる を 云 ふ。 今敢 へて 記す る 所 あらす。 

？ ありし-む、 

00 第二 十三 章 

あり  齊饑 う。 陳 .4^:: く、 「國 人皆以 へらく、 夫子 將に復 た 棠を發 く tu さんと すと。 ど 夜た すべ 


からざる か， r 孟子 曰く、 一. 是れ瑪 婦を爲 るな り" 晉 人に^ 婦 なる 者 あり、 善く 虎 を 1^ つ- - 卒に 

善士 となる。 則ち 野に 之く、 衆 あり 虎を逐 ふ。 虎、 絹に 負る。 之れ に敢 へて るる ものな し- 

1  婦を 望み 見て、 趨 りて 之れ を！： tH-  ^婦臂 を 攘げて 草 を 下る。 衆 皆 之れ. を悅 ぶ。 其の 士 たる 

者に 之れ を 笑 ふ」 と e 

此の 章 を熟讀 して、 賑蚀は 一時の 奇策 なれ ども、 永久の 長 策に 非ざる を 知るべし。 蓋 

し 孟子 初めて 齊 王に 見えて より、 首と して 五 畝の 宅. 百 献の田 • 牵序學 校の 說を發 す。 

謂へ らく、 此の 策 を 行 ふこと 數年、 旱乾水 溢 ありと 云へ ども、 民. &殍 なきに 足る、 復 

た 賑愤を 事， こする ことたし と e 孟子 曾て 梁の 惠王 移民 移 粟の 政 を 謂 ひて、 五十歩百歩 

と 云 ふ も 同意たり-」 故に 孟子 齊に勸 めて 棠の倉 を 發き民 を 救 ふ もの は、 先づ 民に 幾 色 

あり 野に 諛殍 ある を 救 ひ、 因って 次を逐 ひて 田宅學 校の 政に 及ばん とするな り。 然る 

に齊王其の說を信s^せず、 孟子 まさに 去らん とす。 故に 復た 王に 勸 めず e 且つ 已に去 

らんと して 叉 君の 物 を て 自ら 民に 悅ば るる こと をた す を 欲せず。 及び 再び 賑し 三び 

:p まば、 其の 民 上惠に 習れ 惰 頑に 陷り、 復た 治むべからざる に 至る をも惧 るるなる ベ 
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し。 故に.^ 常に 謂 ふ、 孟子の 定策は 田- の 制に あり、 然れ ども 常 今に. < ；: りて は、 

の 制斷々 改 むべ からず。 若し 必ず 耍務を 問 はば、 ^稅 1: 敛 にあり。 之れ を 要するに^ 

恤は 一 時の 事たり。 . 

^婦も 亦 一 奇士、 何ぞ晉 の 周 慮に， 輸 せん。 衆 あり 虎 を逐ふ は、 し 猛虎 民 害 を 作す を 

以て 是れ を驅： 逸するな り。 其の 峭 におる に當 りて， 之れ に敢 へて 攫る る 者た し。 ルリ も 

馮婦臂 を-: It^ げ 車より 下る に 非 ずん ば、 數十^ 人^"： i.: をハん かれざる なり。 疋れゅ 談 i 尸、 

して 能く 數十 W 人の 死命 を活 するな り。 4- れ何 ぞ^ 處が^ 山に 入りて 白 額の 猛虎 を 射 

殺し、 水に 投じて 長 橋 F の 蛟を搏 殺した るに 異 らん や。 ^：^ の やに ゃ士 となる は、 义 

周 鹿が 細 行 を 修めず して 州 曲の 忠ひ惡 む 所と なる を 知り、 慨然 改め 勵み、 ゆ を 好み.： J 

れに克 つと 同じき なり。 想 ふに^; も. 初めは 必ず 剛： i にして 人 をお する こと ありし な 

らん。 故にぶ」 -士 となる は 其の 惡を改 むるな り。 其の 惡は 必ずしも 虎 を！^ つに あらず。 

其の 必ずしも^ を搏 たざる に 非ず。 而 して 善士 となると 雖も、 其の 伙氣 -5- 力 遂に：： だ 

れ磨 減すべからず。 是 れ^;! たる 所以な り。 今の 時 果して^ の 如き 者 あらば" 


余從っ て 鞭 を 執る と 云 へ ども 甘ん ずる 所な り。 而 して， 遂に 此の 人な きを 嘆ず るの み。 

抑 > 方今の 士 な る 者 其 の 少壯の 時に 當 りて、 或は 武伎 勇力 を 練磨し 踏 水攀山 の 勞を顧 

ナ& でつ  おりめ  びん 

み ざれ ども、 年 未だ 强 ならざる に 意 氣已に Is 八 小して、 頗る 袴の 襞 積 を 付け、 頗る 璧 (を 

AP とどり 

薄う し眷を 細め、 修飾 を 事と し 文 柔を學 ぶ。 復た臂 を 攘げ車 を 下る の 英氣を 見ず。 是 

れ聘婦 の 愧づる 所な り。 方今の 吏た る 者 亦 壯强の 時に 當 りて は、 或は 果斷 剛直の 風 も 

あり、 賄赂を 絶し 請託 を 拒め ども、 年 未だ 老 ならざる に 志操 已に 弛廢 して、 上に 媚態 

を獻じ 下に 私惠 を； ぬひ、 簾なる 者 は 漸く 食 * 儉 なる 者 は 漸く 奢、 復た臂 を 鎮げ車 を 下 

るの 英氣を 見ず。 是れ 亦-お の 愧づる 所な り。 然 らば 則ち^ 婦實に 侮り 易から ざるな 

り。 而 るに 孟子の ニー 一一 n 遂に 千秋の 鐵案 となりて、 衆 皆 瑪婦を 笑 はざる はなし。 今 

婦の爲 めに 千秋の 宿 宽を洗 ふ。 世の 士 たる 者 固より 亦 余 を 笑 はんの み。 余 嘗て 知る 所 

の 一 武夫の 爲 めに- サ S 婦の事 を 語る。 其の 人 憮然と して 云 はく、 我れ の 如き や、 力 善く 

二十 五貫目 を 荷 ひ、 飯 を 食 ふこと 一 升に 下らず。 今已に 五十 歲、 往々 人の 爲 めに 往昔 

を 語り、 或は 人の 爲 めに 力し」 食と を 誇示 せん レー 欲し、 或は 疝瘤を 引出す こと 數. 'なり。 
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是れ眞 に^ JI の爲 さざる 所な り。 戒愼 せざる ベ けんやと。 今の 士吏 此の 章 を 讚む 者， 

誰れ か 能く 此の 武夫に 及ばん や。 

第一 ；十 四 章 

あ C  i ひ 

孟子：：： く、  口の 味に 於け る や、 H の 色に 於け る や、 耳の aS4 に 於け る や、 の 奥に 於け る や、 El 

肢の 安佚に 於け る や、 性 なれ ども、 侖 あり。 君子 は 性と 謂 はざる なり。 仁の 父子に 於け る や、 

義の 君臣に 於け る や、 禮の賓 主に 於け る や、 智の 賢者に 於け る や、 聖の 天道に 於け る や、 命な 

れ ども、 性 あり。 君子 は 命と 謂 はざる なり。 

此の 章 を 以て 吿子 上篇 論ずる 所の 性 を 知るべし。 口味 色、 斗 やお 鼻，： r 四^ 安佚、 是 

れ 皆形氣 上の 欲 なれば、 孟子 は 性と 一 K はず。 父子の 仁、 君 ほの^、 お 主の 禮、 K 者の 

^» 聖人の 天道， 皆是れ 人心 固有の 理 なれば、 孟子 は 是れを 性と 云 ふ。 孟子の 性 を 云 

ふ， 學者手 を 下す 嘴緊の 工夫な り。 故に 孟子^だ .1= て氣 質の 性 を 云 はず。 棘なる に 非 

ず、 敎を なす 所以な り。 詳 かに ホ：： 子 上 篇第六 章に 剳 記す。 

仁^^^ぬ智信五常の説は、 漢儒 五行 配 常の 宋强 より 出で たる ことにて、 古 は 五 字 井べ 碑 


せず。 孟子の 四 端 も 信 は 其の 數に 在らず と古學 者の 說 なり。 余 常に 五倫 五常 を 以て 合 

せ 云 はんと 欲して、 未だ 其の 據を 得ず。 此の 章に 於て 始めて 得たり。 蓋し 父子に 親 あ 

り、 親 は卽ち 仁な り。 故に 本文に は 仁 CK 义. 子に 於け ると 云 ふ。 君臣に 義 あり、 夫婦に 

^あり、 長幼に 序 あり、 ^と 序と 皆禮 なり。 本文に 禮の賓 主に 於け ると 云 ふ。 賓主亦 

其の 類な り。 朋友に 信 あり。 故に 仁義 禮信は 卽ち親 義^ 序 信な り。 余 因って 父子 君臣 

夫婦 長幼 朋 支の 五倫と、 仁義 禮信 0 四德と を經緯 とし、 智を 以て 是れを 織り 合せ、 名 

づけて 道と す。 是れを 外にして は 道た し。 故に 德とは 此の 道 を 行 ひて 心に 得る ことな 

り。 業， こは此 Q 道 を 行 ひて 成功 ある ことなり。 誠と は 此の 道を專 一 眞實に 行 ひて 息 ま 

ざる ことなり。 敬と は此 Q 道 を 奉持 愼 重して 捨てざる ことなり。 善と は 此の 道に 善な 

るな り。 才とは 此の 道に 才な るな り。 聖賢 千 言 萬 語、 豈に復 た 此の 外 あらん や。 實心 

實 行なき 者 は 道 を 以て 多端と す。 余 は 則ち 一 條の 大路と なす。 是れ 余が 創見と 云へ ど 

も、 是れを 聖人に 質して 悖らざる に 庶幾から ん。 且つ 下 章 善 信 美 大聖 神 Q 如き、 皆此 

の 道 を 主として 云 ふべ し。 又 按ずる に、 下 章 「聖 にして 知るべからざる」 の義 は、 己 
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に 上篇第 十三 章に 1^ 記す。 往 きて 見るべし。 

第二 十五 章 

浩生不 害 問 ひて H く、. 「樂 正子 は 何人 ぞ や」。 孟子 曰く、 「誇 人な り、 i:^ 入な り」。 「何 を かや" -と 

謂 ひ、 何 を か 信と li ふ， T 门 く、 「欲すべき 之れ を 善と 謂 ひ、 これ を， しれ に^する 之れ を 信と^ 

ひ、 充實 する 之れ を 美と 諮 ひ、 充實 して 光 輝 ある 之れ を大 と，？？ ひ、 大 にして 之れ を 化する 之れ 

を a>j ヒ？： ：：：-s 、註。 大 にして 能く 化し、 其の 大 なる^ をして 泯然復 た a るべき の^な からし むれば、 則ち はす 勉 めす、 從 

.  stn て {^5:として逝に中り、 而も 人力の 能く はす 所に * す" ！ 十 H  く、 大は^^すべきなり" 化 ははすべからざる な w。 

1^ 抓 sfJJ" 。聖 にして 知るべからざる 之れ を 神と f か。 粱正 f は 二つの 中、 E の 下な り」 と。 

此の 章、 已に上 章に 附 見す。 復た？ T "記せず。 

第二 十六 章 

n)  sffi  孟子 曰く、 墨 を 逃 るれば 必ず 楊に 歸し、 楊 を 逃 るれば 必ず 儒に 歸す。 ^すれば 斯に 之れ を 受け 

(二)  0^  * り  つ- 

ん のみ。  今の 楊 墨と 辯ず る 者 は 放 脉を追 ふが 如し、 旣に 其のせ に 入れば 又從 つて 之れ を 招ぐ G 

是れ 人を敎 へ、 人 を 治め、 及び 上に 事 ふるの 良法な り。 放 豚 を 迫 ふが 如し、 旣に 其の 

サ 立に 人れば 又從っ て 之れ を 招ぐ の：？ に 至りて、 < ^义 安ん ぞ 野山獄 を：！ 思せ ざる こと を 

得ん や。 夫れ 其の 人 罪 あり、 是れ を獄に 下す、 固より 理 なり。 其の 往事 を：^ み 前非 を 


悟る に 至りて、 猶 ほ出づ るを訏 さず。 其の？ 立に 人り て 又 之れ を 招ぐ の甚 しきに 非ず や。 

吾れ 孟子 を 起して 與に 野山獄 のこと を 謀らん と 欲す。 余 深く 水 府の學 に 服す。 謂 へら 

く、 神州の 道斯に 在りと。 然れ ども 其の 異端 邪說を 論ずる に 至りて は、 頗る 放 隊を追 

ふに 近き もの あり。 蜂 蠆尙ほ 毒 あり、 況ゃ佛 法の 如き 皇國に 行 はるる こと 亦 已に千 三 

百年、 人心の 歸依 する 所、 圍師は 必ず 闕 くに 非 ずん ば、 安ん ぞ 窮ま 却って 猫を嚙 まざ 

る を 知らん や。 余 水 府の諸 先と 此の 義を 論ぜん と 欲す。 而 して 身 幽囚に あり、 由な き 

のみ。 つて 怫害論 ー篇を 作り、 佛の害 ある 所 を 古今 を證 引して 是 れを條 列し、 此の 

害 悉く 除去せば、 佛法 固より 亦 國に益 ありと 云 ふに 歸 せんと 欲す。 而 して 朱 だ 及ぶ に 

暇 あらず。 余 曾て 浮培淸 狂に 贈る 詩 あり、 云 はく、 「曾て 專念 を將て 主に 讎を爲 す。 

儒 士而來 口 を 交へ て尤 む。 S に圖 らん や 文敎隆 輿の 後、 綱常 を 扶植す るは緇 流に 屬せ 

んと は」 と。 又淸 狂に 答 ふる 詩 あり e  一 K はく、 「君 見ず ゃ佛 法東來 して 幾た びか 灰 死 

うば 

し、 燼餘 更に 儒 風に 褫 はる。 因 果君 を弑す 甚だ 逆な り、 功德 IE を 度す 亦 害の み。 政 を 

厭 ひて 禪に 逃る 事 美に 非ず、 法 を 奉じて 主に 讎す 義辠 すべし。 豪 民 何ぞ識 らん 桑 梓 を 
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敬 ふ を、 高^ 自ら やや 5 りて 怙恃に 逸 ふ。 君が家の祖師^！^を^きて徙り、 人倫^ 備 はりて 

高^ を敍 す。 義に 親しむ の 天性 蜂^に すら^す、 何 ぞ.； ：•：： はんや 佛法械 ^に 化する を」 

と。 立言の 體 しく 然るべ しと 思 ふ。  や 執る 所 は、 孔子の 「人に して 不仁なる、 之 

れを疾 むこと 已甚 しければ 亂せ しむ」 ■%) の 一語に あり。 

第二 十七 章 

孟子：：： く、 布 緩の 征、 粟 米の 征、 力役の 征 あり。 は 其の 一 を 川 ひて ti: の 二 を II くす。 i:- の 

二 を 川 ふれば 2sb つる あり。 其の 三 を W ふれ- 1 父子 離る。 ！ ほ 8$、 は-, お W 數 あり。. 然れ ども 布 W は 

2 わ, 1* わ f は.,. J な； i 'に. IV り ハ役 

は 之れ か-冬に 収り、 CS に の^を 以てすべ し。 

若し 併せて 之れ を 取らば 刖 や，；^ カ堪 へざる 所 あり。 

〇 布縷 の征、 架 米の； 仗、 カ^の 征 あり。 君子 は 其の 一 を 川 ひて 其の-: を 緩く す。 其の 

二 を 用 ふれ ば^^うる あり。 共の 三 を 用 ふれば 父子 離る。 

^^^^ 余從來 未だ^ 禮 を^まず。 故に 此の 車に 於て 考設を 得ず。 又 fiss 志に 於ても 考ふ 

0  る 所な し。 然れ ども： it" に 2g れ ば-  一 より 三征を 三時に 取る に 似たり。 竊 かに 之れ 

を 疑 ふ。 公孫 丑上篇 第：. に 一； ム はく、 「^に 夫 里の 布なければ、 則ち； K. 卜の 尺 やせび 


て 之れ がお t となる こと を 願 はん」 と。 註に 云 はく、 「罔禮 に 宅の 不毛た る 者に 里 布 一め 

り。 民の 職 事た き 者 は 夫 家の 征を 出す と。 鄭氏謂 はく、 宅に 桑 麻 を is ゑざる 者 は 之. -? 

を 罰して • 一里 二十 五家の 布 を 31 さしむ." 民の 常 業た き 者 は 之； -を 罰して、 一夫 百敏 

の稅， 一家 力役の 征を 出さし む" 今戰國 Q 時、 一 切 之れ を 取る。 市 宅の 民に 己に 其の 

廛 を賦 し、 又 此の 夫 里の 布を岀 さしむ る は 先王の 法に 非ざる なり」 と." 按ずる に、 び： 

謂 里 布は卽 ち布樓 0 征、 夫 征は卽 ち 粟 米の 征、 家 征は卽 ち 力役の 征に 似たり 西して 

朱 註 前に は 先王の 法に 非ざる なりと 云 ひ、 新に は 當， に 各 i 其 0 時 を 1.- てす ベ し， こ 云 ふ 

は、 前後 矛盾せ り。 然れ ども 周禮 • 鄭說 最も 疑 ふべ し.^ 職 事た きの 民 をして 夫 家 0^ 

を 出さし むと 云 ふこと • 遊民 を 苦しむ る爲 めと は 云 へど も、 斷々 乎と して 行 はれざる 

ことたり" 里 布， こ 云 ふも詳 かたらず。 或は 一 一十 五家 用 ふる 所の 鈔を 作る 〇 布と 云 ふ， こ 

吾れ 敢 へて 信ぜず。 ：M に 直ちに 其 〇 布 緩の 征 たる を 疑 ふたり。 余^に 隐度 あり = 

^^h^^  ""- そ 民 征は粟 米 を 出す、 其の 常たり.^ 然れ ども 地に S りて は 布 樓をも 出さすべし。 吾 

き *" 方 ノ  (1」 改  や-二ろ と 二 n  二  I 1 

0  が 藩 山 代 - 德 地諸宰 1： の 紙の 如き 是れ たり.^ 叉 力 _忟 を 用 ふる 時 は 布 樓粟米 Q 常 征を免 
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ずる こし-も あるべし。 是れ カ^ を 以て 征 とする たり。 凡そ 征に 此の 三等 あり， 各-其 

の 便に 從 ひて 一 等 を 出さし むる のみ。 せハ の： ： を 用 ふれば £^ 娥^ あり、 其の 三 を 用 ふれ 

二)  S ば 父子 離散 するとな り。 山：：：； に  一 ：}i^ より 三征 を； 一一 時に 取る こと を 得ん や。 カ^の 車- 記 

の 王制に 云 はく、 「民の 力 を 用 ふる は 歳に 三日 を 過ぎず」 と。 然れ ども 十： 功： ホ旅^ 常 

の 興 作 あらん 時 は、 恐らく は 三 曰に ては濟 むま じきな り。 故に 三 曰 は り 前の 力 はに 

て、 三日 を 過ぐ る 時 は 日 數を算 へ、 五日な わば 常； 徒の 何分 を 減じ、 十 n なわば 何分 を 

減ずる と， おめ、 迭に滅 ずるの 法 あるべし。 是れ卽 ち 力 はの 制な り。 然れ ども；： だれ 制 

度 上の 事、 古 を 執りて 今 を 論じ 難ければ 皆 {t^ 論な り。 唯 だ 其の 一 を 川 ひて 共の *: を 緩 

(二)  rj- 子 古 くす の 一句 を 味 ふべ し。 仁齋の；^^には 「用と は 之れ を 已れに 用 ふる を Err 緩： すと 

義 

は 其の 餘を存 して 取り 盈 たさざる の 謂」 と あり。 朱：^" 1  おに 取る の 意と すろ ものと：^ じ 

からず。 余 朱 だ 其の 〈：s 否 を 決する こと 能 は ざれ ども、 民政の 要務 は 節：^ し 一 r&hllgs 儲 

蒂 とに き？ ある ことなれば、 仁齋 の說、 文 も现も 共に 眞 切なる を覺 ゆるな り。 
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第二 十八 章 

孟子 曰く、 諸侯の 寶は n 一、  土地と 人民と 政事と なり。 珠玉 を寶 とする 者 は 狭. 必ず 身に 及ぶ。 

〇 諸侯の 寶は 三、 土地と 人民と 政事と なり。 珠玉 を寶 とする 者 は 狭 必ず 身に 及ぶ。 

寶の 字、 說 文に 「Afl に从ひ 玉^ 貝 は聲」 と あり。 玉 は 珠玉の 總稱 なり。 は 瓦 器に 

て 酒 を 盛る 所以、 又 之れ を 鼓し 以て 樂を 節すべし。 蓋し 古 以て 器 皿の 總稱 とするな り。 

貝 は 古 は 貝を貨 とす。 秦に 至り 貝 を 廢し錢 を 行 ふ。 然れば 貨幣の 總稱 なり。 詩に 貝 錦 

あり、 書に 織 貝 あれば、 叉錦帛 の^ 稱 にも 當 つべ し。 d: は 家宅 宮室の 總稱 にして、 玉 

きょ ざう 

击貝を 弃藏 する 所な り。 宜な るかな、 叱 人の 珠玉. 器 皿. 貨幣 • 錦 帛* 宮室 を 以て 寶 

とする や。 然れ ども 此の 貨を 貪り 莫大の 禍效を 買 ふ 者、 比々 皆是れ なり。 然れば 所謂 

寶は禍 狭 を 買 ふの 資 にして、 眞寶 となすべからず。 況ゃ 諸侯の 身に 於て 是れを 以て 寶 

とする を や。 六韜に 「大農. 大工 .大 匠、 之れ を 三 寶と謂 ふ」、 お 易に 「聖人の 大寶を 

位と 曰 ふ」、 詩に 「稼穡 惟れ 寶」、 書に r 寶， 二す る 所淮だ 賢の み」、 大學に 「惟 だ 善 以て 

寶， こ爲 す」、 叉 「仁 親 以て 寶と爲 す」 と 云 ふ。 皆 其の 意の 屬 する 所 深 けれども、 各-其 
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の  一 £1 を說 くの みに て、 . ^だ 孟子の 此の 章の 明備 なる 如き ものな し。 し 卜： 地 は 人： 

政 車の 基な り。 i 右し 土地な くんば、 人 ありと 云へ ども 居るべき 所な し。 何 ぞ況ゃ 政 

事 を 施す 所 あらん や。 匕に 十； 地 ありて 人 なくん ば、 ^々たる 砂碛 何の 川 か あ、 りん。 

士 地 人お ありと 雖も 政事な くんば、 草木 格々、 鹿： 豕_ れ々、 何ぞ 其の 人倫 ある を见パ 

故に 三者 ーも闕 くこと あらば、 .£ 玉亇： 只 ありと 云へ ども、 安ん ぞ 能く  Ml,! れ を^と せん 

や。 若し 三者 兼ね 備 はらば、 玉；： S 只 亦 何 を 求めて か ざらん。 然れ ども^ 侯 に^り 

て は、 土地 人民-しに 其の 同 有の 物たり。 政事 は 今日の 勒 むべき 所、 三者 相 比する、 

に 小 倫 に^ず や。 云 はく、 否、 政事 は 固より 今日の 勤むべき 所と 一 K へど も、 亦肌ウ 小よ 

り创 業, f 統 する 所 なれば、 土地 人！^ も 冋 じく： g{ ポ より；： ふる 所に して、 子孫し-して 保 

守護 持す る こと は 三者：！^ じき ことなり。 六 國地を 割きて おに 胳 ふが 如き、 一 一: 者 を 守る 

こと 能 はざる の しきな り。 3- 扠の 冒頓單 下旣に 立ちて、 柬胡 方に 强し。 使 やな W はし 

て 先づ" ¥_ト 頭- 4 又の 時の 千里の 馬 を 求む。 群ぼ^^ め けれども、 冒： g 是れ を， r ふ。 胡 

叉 單于の 一 闕 氏 を 求む。 5ti§ ひ" I ザお 右 皆 怒り けれども、 HMW 是れ を予 ふ。 - しにして 


東 胡 愈.^ II り、 匈奴の 棄地を 得ん こと を 求む。 冒頓 大いに 怒り 云 はく、 「地 は 國の本 

なり、 奈何 ぞ 人に 予 へん」 とて、 諸 口 地を予 へんと 云 ひたる 者 を 斬り， 卽剥 馬に 上り、 

. 國 中に 令す らく、 後る る 者 あらば 斬らん と。 遂に 東 を 襲 ひ 東 胡を滅 すと。 冒頓は 夷狄 

雷の 最も 權詐惡 逆なる 者、 |鳛渡5ー滅ゃ？ 頌何ぞ 此の 章に 合せ 論ずる に 足らん。 然れ 

ども 「地 は國の 本な り" 奈何 ぞ 人に. r へん」 の 二 句 は、 實に 孟子 を釋す るに 足る。 按 

yi/ のえ ずるに， 朱 文 公、 宋の 孝宗の 時に 當り、 親しく 土地 人民 を 割きて 金 慮に 奉じ， 膝 を 屈 

し 臣と稱 し、 復 た中國 政事の 體な きを 目撃し、 此の 章を讀 む、 其の 意 果して 如何 ぞゃ。 

千歳の 下 感慨に 艰 へず。 

叉 按ずる に" 余 曾て 亡友 跪 木 生の 爲 めに、 學 業の 次序 を 語りて 云 はく， 地 を 離れて 人 

なく， 人 を 離れて 事な し、 人事 を 論ずる 者 は 地理より 始 むと。 跪 木 生 深く 是れ を然リ 

に 一む Jlif とし 1 是れ より 思 を 輿地の 學に 深う す。 生の 亡 後、 余 是れを 其の 行 狀に著 はす。 友人 

お g 軸 行 土屋 松如稱 して 名言と す。 今 此の 章を讀 むに、 孟子 已に 余に 先だって 是れを 云 ふ。 

第二 十九 章 
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盆 成 括 齊に化 ふ。 孟子 曰く、 「死 せんかな 盆 成 括」 と。 盆 成 括 殺さる。 門人 問 ひて 曰く、 「夫-十 

何 を 以て 其の 將に 殺されん とする を 知れる か」。 曰く、 「其の 人となり 小し く才 ありて 未だ； 5;^. 十 

の 大道 を 聞かざる なり。 則ち 以て 其の！？ 殺す に 足る のみ」 と。 £ 、の 1。 氏 i 、死？ お S の I 趣"！：： 

C 免 かる る ち ®!i も 

孟チ の. マ： 35 ほ； 5 なり。 - 

に) 攀古 君子の 大道と 云 ふ もの 何事た る を 斥？！： せず。 故に 仁齋の .：：^ に  一 is 、はく、 「^し 子は忠 

を 以て 心 をお し、 遮； ぼ を 以て 物に 接し、 心和し^^キかに、 行 ひて 5^ ざる ことたし，， 

と。 此の. 説 固より 是 なり。 然れ ども 余が 道の 卞を： おく、 五倫 五 德を總 is して 是れを  一 K 

ふ。 •  説 じに 上 第二 十 四 章に 見 ゆ， 往 きて 見るべし。 集註に 徐 氏：：： く、 盆 成 死の^ 

あり。 ^使 幸に して 免 かるる を權 とも、 孟子の 首 猶ほ 信な りと。 此の：^^絶妙。 せ 今斯 

くの 如くに して 死せ ざる 者何ぞ 限り あらん。 今と 云へ ども 亦 此の；^ 少 からず。 而 して 

宰 にして 免 かるる のみ。 

第三 十 章 

H^: 十^に 之き、 上宮に 館す。 牖 上に 業 履 あり。 館 人 之れ を 求 むれ ども 得ず。 或 ひと 之れ を 問 ひ 

て 曰く、 「是 くの 若き か從者 の^せる こと」 と。 曰く、 「子 は是 れ^や 竊 まんが めに 來 ると 以 


へる か」。 曰く、 「殆ど 非な り。 夫子の 科を設 くる や、 往く者 は i?^ にず、 来る 者 は i まず。 苟も 

5 心 を 以て 至らば 斯れ 之れ を 受けん のみ」 と。 ま" gsgsis,. むい お 

ある も 取る。 故に 之れ も 記せる たり C  . 


此の 章 事理、 朱註說 明せ ず。 館 人 業 屨を牖 上に 置きて 之れ を 失 ふ。 而 して 或 人 此 g 人 a 

si;1"ii 伫 -3?3ig;ii を 遽 かに 擊 G I あせる 臭 ふ、 

竦 忽の甚 しきな り。 然れ ども 屨を 織る 如き は 是れ賤 人奴隸 の 事、 孟子 乃ち 此の 輩に 對 

して 此の 過激の 語 を た す、 最も 君子 長者の 風 た しと 一 1,T ふべ し。 且つ 孟子の 言 に 云 はく、 

是れ 屨を竊 まんが 爲 めに 來 ると 以へ るかと は 何等の 過激 ぞゃ。 全く 是れ 間里惡 少年；.^: 

嘩 腰の 語に て、 叉對 ふべき 樣も なき 云 ひ 分な り C 館 人の 言 疎忽と 云-へど も、 敢 へて 孟 

子の 從者を 以て 屨を 竊む爲 めに 來 ると は 云 はぬな り。 但だ湊 せる にて はたき かと 疑 ふ 

なり C 庚す， こ 云へば、 穀れに 廃す も 庭すな り C 誤って 庚す も拷 すなり。 竊んで 廃す も 

鹿すな り。 If の 字は隱 なり、 匿な り、 隱伏詭 譎の意 あり。 多く は 一品 意 を 以てする 事に 
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似 たれ ども、 竊 むに 比せば 大いに^ 庭 あり。 故に. H 子 露に 君子 長者の 風 あらしめば、 

唯 だ 恭 して 從者を 詮議し、 然る 後 其の iK; に；^、 さざる 出を喩 して： なり。 然 りと 

雖も此 の^人 は！：^ 君子な り、 固 より 侮るべからず。 夫子の 科を設 くる やの 數； 緒， 

の 指に 合 ふこ， こ ある は 論 を 待たず。 其の：  一 n?,r 其の 氣平 かなりし」 云へ ども， 赏に 深く 

孟子 を 反 詰す るな り。 謂へ らく、 夫子の 從 者し」 て 悉く 颇： 1?^. 問に 非ず、 乂. 描 恋 

E 扔、 . 何， ^も 

孔子 0 おめ 闕 も あらん。 义 安ん ぞ履を 廃す 者な きを 知らん。 然れ ども 是れ亦 火 子の に は あら 

ず。 柱く 者 は 追 はず、 來る者 は^まず。 ルリ も：： 冗の 心 を 以て 至らば 斯れ 之れ を 受けん の 

みの 敎 なれば、 其の 勢^ を ま、 すに 至る とも 亦何ぞ まん * 却ってた 子の 腐大 を：^ るに 

足る のみと。 是に 於て 蓋し 孟子の 氣 折れ 顔 和し、 乂 一  ぜ なかり しと 州-はる。 七篇巾 =^ 

子.淳于|ルの眾の如き、 言語 を 以て 孟子 を赌 倒せん し」 欲して、 却つ て 孟子のお i.:.: を 

くる 者 一 にして 足らず。 何ぞ 此の 人の 溫：： U 平氣 以て 孟子 を 心服せ しむる に 如かん や。 

然 らば 則ち 此の 靴人隱 君子に して 侮るべからず と 云 ふと も、 £：：^ に 小.： ならん や。 サん t 

朱說の 如く、 或 人 自ら 其の 非 (失) を：！^ る 云々 の譯 ならば、 何ぞ 盛に 〈^. チ敎 化の 妙、 "惡 


人 邪 人と 云へ ども 變 じて 善人 正 人と なる の 美 を稱揚 せざる。 其 3 美を稱 せず して、 斯 

れ 之れ を 受けん のみ を 云 ふ、 其の 意 明白と 云ぶべし。 前 蒙是れ 等の 處に 於て 都て 說明 

一よ) 漢 せず。 蓋し 孟子に 阿諛す るの 弊 然るな り。 輔氏 廣，. M く、 「近 I 議論 を 好む 者、 往々 學者 

の 失 を 以て 先生 長者 を議 す。 是れ 其の 識量叉 當時履 を 織る 者に 逮ば ざるたり」 と。 此 

從擧 せし 錄 f 者。 

こ この 語 は 伊  り 4J_?Jf5s  L  ；  0  . 

转仁齋 孟子 古 せ ラオ i- 

義 に ーラ 用す  ま つもと むら 

館 人の 語、 三復味 益. -盡 きず。 今 諸君と 松 下 村の 風化 を 起さん と 欲す。 宜しく 此の 語 

を 以て 令 となすべし、 遣 忘す る ことな かれ。 柱く 者 は 追 はず、 然れ ども 其の 前日の 

善美 を 忘る る ことな かれ。 來る者 は 担まず、 叉 其の 前日の 過惡を 記す る ことな かれ。 

苟も 是の心 を 以て 至らば、 斯れ 之れ を 受けん のみ。 徒に 心の みに 非ず、 斯の面 を 以て 

來る 者と 云へ ども、 亦 是れを 受けん のみ。 

第三 十一 章 

孟子 曰く、 人 皆 忍びざる 所 あり、 之れ を 其の 忍ぶ 所に 達する は 仁な り， - 人皆爲 さざる 所 あり、 

之れ を 其の 爲す 所に 達する は義 なり。 人 能く 入 を 害せん と 欲するな きの 心 を 充てば、 仁 勝げ て 
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m ふべ からざる なり。 人 能く 穿 するな きの 心 を 充てば、 義 勝げ て 川 ふべ からざる なり。 人 能 

く 爾汝 (のき を受 くるな きの 實を 充てば、 往く として 義 たらざる 所な きなり。 士^. た 以て：：； 一 3 ふ 

ベから ずして 一； C ふ は、 是れ言 を 以て 之れ を 飴るな り。 以て； マ：： ふべ くして： マ：： はざる は、 是れ •：：：： は 

ざる を 以て 之れ を 話るな り。 是れ皆 穿 薪の 類な り。 

o.f^.;4 だ 以て：〉：： ふべ からず して (：：：： ふ は、 是れ へ"：： を 以て 之れ を^るな り" 以て：：：：：： ふべ く 

し て ：：：-:: は ざ る は、 是れ .：：-:: は ざ る を 以て 之れ を 話 る な り 。 

下 章 所謂 nH 近くして Is 遠き もの」 ，こ は、 正に 此の 章の 類： ri- れ なり。 人 をせ：： せんし-欲 

するな きの 心、 fSSS 穽翁 するな きの 心、 ー5§5 雨 汝を受 くるな きの 赏、 fSSS 人々 

呰 これ あり。 仉だ擴 ^すると 擴充 せぬ との：^ あるの み。 仁^ 一一 ム はく、 「此れ 常に. 叫 

篇 w: 端の 章と 參 すべし」 と。  謂 ふに 其の 語意 は 更に 親切なる を覺 ゆ。 .：：•：： を 以て 之 

れ をれ i ると、 一一：：：： はざる を 以て 之れ を ひ おる、 是れ 今人の 通 情- は 取 も官へ ：.^ 上の 人に 於て 觀 

るべ し。 一一：：：： はざる を 以て 之れ をな i る 者 は、 |;H 谷れ ら るる こし-を 取る。 此の 種の 人忽 

ち兑 れぱ重 I:- 簡默、 器 度 あるに 似たり。 俗人 4 淑も是 れを信 重す。 ^武 の-爪-相：^ おの 如 


き、 大害 なきが 如し。 然れ ども 其の 甚 しきに 至りて は、 五代の 媽 道の 如き、 五 朝 S 智 

八 姓- れは に 事へ 皆 相と なる に 至る、 豈に 憎まざる ベ けんや。 大抵 此の 人 小用 すれば 小 

譽 あり、 小 害 あり。 大用 すれば 大眷 あり、 大害 あり。 其の 器量 又 大小 數等 あり。 然れ 

ども 其の 言 はざる を 以て 之れ を^る こと は 則ち 一 なり。 言 を 以て 之れ を 飴る 者 も 亦 三 

數等 あり。 Is^ 佞 は 論ずる に 足らず。 又 利口 喋々、 才能 を 示さん と 欲する 者 あり。 是れ 

(£)  (5 

曹參 • 張釋 之の 取らざる 所、 其の 薄情 惡む べし。 又 侃々 誇々 鲠 直を墙 かさんと 欲する 

者 あり。 是れ 或は 可に して 未だ 全く 可なら ず。 畢竟 國の爲 めに する の 志、 身の 爲 めに 

する の 私に 隙ち 得ず。 抑>  余が 如き、 正直 國を憂 ふる を 以て 自ら 任ず-。 一二の 同志、 

亦 或は 其の 眞心 能く 然る を 許す もの あり。 然れ ども 自ら 反省す るに、 遂に 言 を 以て 之 

れ をい； i るの 私心 未だ 全く 銷盡 せず、 豈に 甚だ 慙づべ きの 甚 しきに 非ず や。 凡そ. 第 は 

其の 惡顯 明、 人 得て 之れ を 咎め、 官 得て 之れ を 罪す。 之. れ をい 一 i る は 其の 情 隱徵、 人 皆 

之れ を 喜び、 官皆 之れ を 愛す。 然 らば 則ち 之 を^る の愧 恥た る、 士 自ら 是れを 知る に 

非 ずん ば、 義氣 まさに 天地 間に 滅絕 せんとす。 是れ 吾が 黨の 任な り。 
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第 三士 一章 

むね 

孟- 十， L  く、  ：X 近くして 指逮 きもの は §c なり。 守 約に して 施 きもの は： Ji^M なり。 君子の ラ； I は 

帶を 下らず して 道存 す。 君 千の 守 は 其の 身 を 修めて 天下 平 かなり。 八 其の W を |h てて 八の W を 

芸り、 人に 求む る 所の もの 重く して、 ほ ら 任ずる 所以の もの 輕 きを g ふ。 

言々 語々、 我が 黨の 事に 切なり。 ^を 下して 劄記 する 所 を 知らず。 若し 强 ひて^ 记 わ- 

ば，  亦是れ 人の W を芸 るたり。 唯 だ 本文 を 以て 痛 熟 細 し、 是れ を^ 戲に銘 すべきの 

み。 抑. - 人の £ を芸 る- 猶 ほ是れ 可な り。 我が 黨に 至りて は、 に 人の サ： ムるを 傍觀し 

て、 是れが 高下 是非 をな す。 人に 求め おら 任ずる の輕 重、 一一 H はずして 知るべし。 

第三 十三 章 

孟 小：：： く、 堯舜は 性の ままなる 者な り。 湯武は 之れ を K するな り。 動お 周旋 螬 に：^ -は 盛， 始の. ャ 

りなり。 死を哭 して 哀しむ は 生者の 爲 めに 非ざる なり。 m-^isK ざる は 以て 祿をも むる に H 

ざるな り。 言語 必ず：；： H なる は 以て 行 を 正す に 非ざる なり。 君子 は 法 を 行 ひて 以て 命を俟 つのみ" 

此の 章 動 容^ 旋禮に 中る より、 言語 必ず 信なる に 至る 迄- 凡そ g: 事- ^聖人の 行 

勉强 作爲 を假ら ずして 自然に 出 づるを 云 ふ。 ち 上 二十 五 章に 所謂 「大 にして 之れ を 


化する 之れ を 聖と謂 ふ」 と 云 ふ ものな り。 朱 子 ：！ く、 「思 はず 勉 めず、 從容 として 道に 

中り、 而も 人力の 能く 爲す 所に 非ず」。 張子 曰く、  r 大は爲 すべきな り。 化は爲 すべ か 

ら ざるな り。 之れ を 熟する に 在る のみ」 と。 ざ 一 ユー 汁 唯 だ 此の 四 事 を 目的と して 勉强 

すべし。 作爲 する も 亦 妨げな し。 張子の 熟 之 の 二字 尤も 妙と す。 

第三 十四 章 

孟子 曰く、 大人に 說 くに は 則ち 之れ を 親ん ぜょ。 其の 魏々 然 たる を視る 勿れ。 堂高數 何、 S 

數 尺なる は 我れ 志 を 得る も爲 さざる なり。 食前 方丈、 侍 妾數百 人なる は、 我れ 志 を 得る も爲さ 

ざるな り。 般樂 して 酒 を 飲み、 驅騁 田獵、 後車 千乘 なる は、 我れ 志 を 得る も爲 さざる なり。 彼 

れに 在る もの は 皆 我が 爲 さざる 所な り。 我れ に 在る もの は 皆 古の 制な り。 吾れ 何ぞ 彼れ を 畏れ 

v^o 註。 (前略) 楊 氏 曰く、 孟子の 此の 章 は 已れの 長 を 以て 人の 短に 

ん. r 方ぶ る、 猶ほ 此れ等の 氣象ぁ XTC 孔" 子に 在.， 一」 J は 則：； っ此メ ^\fLC 

此の 章、 卽ち曾 子の r 晉楚の 富 は 及ぶべからざる なり。 彼れ は 其の 富 を 以てし、 我れ 

は 吾が 仁 を 以てす。 彼れ は 其の 爵を 以てし、 我れ は 吾が 義を 以てす。 吾れ 何ぞ慊 せん 

や」。 子 思の 「位 を 以てすれば 則ち 子 は 君な り、 我れ は臣 なり、 何ぞ敢 へて 君 

と 友た らん や。 德を 以てすれば 則ち 子 は 我れ に 事 ふる 者な り、 奚ぞ 以て 我れ と 友た る 
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ベ けんや」 の 意に て、 說者 孟子 を 以て 些の 英氣 ありと しま 角 ありし-する、 Sfl 

まさに 是れ 等の 處に 於て 云 ふなるべし。 集： jf" に^ 氏：： く， 孟子の 此のせ いは. D れの長 を 

以て 人の 短に 方ぶ る、. 猶ほ 此れ等の 氣象 あり。 孔子に.：^ りて は 則ち 此れな しと。 其の 

說 固より 確、 仉だ 之れ を貌ん ずるの^ 深考 すべし。 仁. 孀云 ふ、 「君子 は^を 以て 心 を 

存し、 其の 敬 を 用 ひざる 所な し。 (に 大人に 於て 之れ を 奴ん ぜんや」。 M:,l れ 之お を ん 

, .  J  そ 「 V- ケ. V んた. みる < ん. れ 

する を 以て 大人 を：^, 視す とする に 似たり。 是れ お^なり。 お 謂 ふに、 ，刃視其^§々 然 

の 六 字、 是れ 之れ を貌ん ずるの 注解な り。 下の^ 高 數仞、 梭^ 數： ir 

數：， H 人、 般樂 して 酒 を； M み、 驅騁 田獵、 後車 千^、 是 れ^々 然 の：.： £ 解たり。 然ら ずん 

ば、 ^3: も 亦 三 達德の 一 なれば、 に 恭敬 を 加へ ざるべ けんや。 ^だ 其の^々 然 たるに 

懾 伏して、 志氣 自ら 拽け fi 論 自ら^す る は、 貌視 せざる の 過な り。 15^;子は^を_5;-んじ 

德を崇 ぶ。 故に 富貴の 人に して 德 あれば、 固より 是れを 重す。 ：^5-踐の人にして^ぁ 

れば、 固より 是 れを崇 重す。 貧賤 を 以て：： 疋れを lijgi- する 者 は、 必ず {as お を 以て 是れに 

す。 是れ皆 富貴 貧賤 を視る こと 道德に 如かざる なり。 も 道德を 以て 重し し，！ する 


時 は、 貧賤 を 以て 自ら 輕ん ずる ことなく、 又 富貴 を 以て 人 を 重んずる ことたし。 是. れ 

孟子 此の 處に 於て 痛く 針 を 下す 所な り。 

第三 十五 章 

孟子 曰く、 心 を 養 ふ は 寡欲より 善き はなし。 其の 人となり 寡欲 なれば、 存 せざる もの ありと 雖 

も 寡し。 其の 人となり 冬 欲 なれば、 存 する もの ありと 雖も 寡し。 

〇 心 を 養 ふ は 寡欲より 善き はなし。 

へニ  § 余 少時 深く 此の 章 を 愛玩す。 蓋し 年 十六 七の 時、 寡欲 錄と云 ふ 隨筆を 著せん と 欲す。 

二  参照、 

顏ぉ S 僅々 數件を 筆して 業を廢 す。 頃ろ 之れ を 故紙 中に 得。 其の 敍 言に 云 はく、 「孟子 n: く、 

n 一；  擧 心 を 養 ふは窖 欲より 善き はなしと。 周 子 曰く、 これ を 寡く して 以て 無に 至る と。 孟. 

者 周. 蒙溪 

周の 言， 學 者に 於て 尤も 切なり と爲 す。 余 因って 物欲の 陷り 易く して 悔い 難き もの を 

雜錄 して 自ら 誠む。 凡そ 欲の 陷り 易く して 悔い 難き もの は、 多く 忽 せに する 所に 在り。 

詩文 書畫、 凡百の 玩好、 皆是れ なり。 其の 他の物 欲 はこれ より 甚 しきもの ありと 雖も、 

或は 陷り 難く して 悔い 易し。 何とな.；.； ば 則ち 外 揮る 所 あり、 內愧づ る 所 あれば なり。 
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夫れ 忽 せに する 所の もの は、 これに 臨みて 戒めず、 故に < S り し。 之れ に：^ りて 疑 は 

ず、 故に 悔いが たし。 而れ ども^々 の 害、 其の-中に 伏る、 ^まざる ベ けんや。 れ，、 ぶ 

の 斯の錄 ある 所以な り.」。 令 w つて 十 年 前 を！： 思す るに、 《ぉ時師友多く^.^文.！"^11査を以 

て 人 を 誘 ふ。 五 n が 二三の 同學の 如き、 ^茶 山 集 • 頼 山陽 紫な ど を枕藉 して， 本^と す 

(一) .5 文 る 者 あるに 至る。 其の 卑 li^ 淺簿亦 i! 吐すべし。 獨り叔父玉團子，：：心先生經^5;^を以てし、 

之 進。 十一 一 

^r!k 父 執 治 心氣齋 先生 兵學を 以てし、 以て 後進 を^ ふ。 而 して 治 心氣齋 t も 海贼を 以て^ 

(一：) 山 E 宇 

右 S:LS〕  とす。 <^:::_疋 に 於て W を 發し食 を 忘れ、 ュ防を 講究す。 謂へ らく、  ysssH 杌物志 

を 喪 ひ、 M 思 日 を 消す るの 魁な り。 其の 害 固より ゆ：^, 尖 色に 過ぐ。 y は ザお 乂. ム：： がれ 

の. f まざる 所 なれば、 先づ f:- 文書 畫の 欲より. 除 上すべし と E 心へ り。 .1:1 にして 游 

1, 今 に 至り 幽 に 苦しむ。 頗る 少時と 所見 を 異にす。 ：^;^ 文の 如き は M ハ來れ ば 亦 作 

る。 意 生ずれば 亦述 ぶ。 興 去り 意お ^ くれば 則ち 止む。 謂へ らく、 人 件 情 あれば 思^ あ 

り、 思慮 あれば： W 語 あり、 一 F 語 あれば 詩文 あり、 ；：•， -れ 自然の 勢な り。 性情 思慮^ 文、 

果して 道義に 出で 聖贤に 終ら ずん ば、 何 ぞ是れ を 欲と して 憎まん や。 仉だ^，にl^.:リ 


ては敢 へて なさず。 是れ敢 へて たさざる に 非ず、 實に 能くせ ざるな り。 故に 余 前日 寡 

欲の 說、 今日は 變 じて 薄 欲と たるの み。 薄と 云 ふ もの は 寡き に 非ず、 深く 意 を 留め ざ 

るな り。 山水 風月より、 詩文 書畫 より、 心 目に 接し 眞に樂 しめば 敢 へて 禁ぜず。 心 目 

を 去れば 亦敢 へて 追 はず。 而 して 其の 樂 しむに 當 りて や、 必ず 道義の 心 油然と して 雲 

起し、 聖賢 を 慕 ふの 念 沛然と して 雨 降し、 未だ 嘗て 樂 しみ を 以て 本心 を蔽 はず。 却つ 

て樂 しみ を 以て 本心 を 起す に 足る のみ。 是れ 余が 薄 欲の 験な り。 且つ 聊か 二 先生の 厚 

敎に 酬いん と 欲する 所な り。 

■ 第三 十六 章 

やうき う  く  fiu しゃ 

曾皙、 羊 棗を嗜 む。 而 して 曾 子羊 棄を食 ふに 忍びず。 公孫 丑 問 ひて 曰く、 「膾炙と 羊 棗と 孰れ 

か 美き」。 孟子 曰く、 「糟 炙なる かな」。 八 ム孫丑 曰く、 「然 らば 則ち 曾 子に 何 爲れぞ 膾炙 を 食 ひて、 

羊 棗 を 食 はざる」。 曰く、 「膾炙 は 同じく する 所な り、 羊 裏 は獨 りする 所な り。 名を諱 みて 姓 を 

諱 まず、 姓 は 同じく する 所な り、 名は獨 りする 所な り」 と。 

〇 臉炙は 同じく する 所な り、 羊 棗は獨 りする 所たり C 名を諱 みて 姓を諱 まずへ 姓 は 同 
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じくす る 所な り、 名は獨 りする 所な り。 

. 羊 棗と 臉炙、 姓と 名、 一 は 同じく、 一  は獨 りなり。 同じき を 食して 獨りを 〈； i{ せず。 11: 

じき を r1,t まずして 獨り を. 諱む。 孟子の 道 を 論ずる 精密と 云 ふべ し。 請 ふ 其 の^を 敷衍 

せん。 道 は 天下 公共の 道に して 所 li 同な り。 國體は 一 國の體 にして 所諮獨 なり。 1^ ぼ 

父子 夫： i 長幼 朋友、 五 者 天下の 同な り。 皇朝君 ぼの 義萬國 に. ：；ぃ 越す る 如き は、 ー國の 

獨 なり。 ， お 奴の 壯者は 肥 美 を 食 ひ、 老者は 其の 餘を飮 食し、 ^他 を 貴び、 老弱 を踐し 

め、 父 死 すれば 其の後 母 を _ ^とし、 兄^^-死すれば皆其の^^を取り是れを赛とする如き 

は、 亦 其の 一 國の獨 なり。 名 を r 一お みて 羊 棗 を 食 はざる の義を 以て是 れを报 すに、 國體 

の 最も 重き こと 知るべし。 然れ ども 道は總 名な り。 故に 大小 精粗 皆 是れを 道と 云 ふ。 

JH3f^ も. iA;s なリ。 1^ 俗と 國體 とせ C ら別 なり， ナ、 抵 s:n 然の俗 あり。 聖人 起り て 其の も采 り、 其の 惡も 18 

rf^  ^Mf, ひ、 一 筒のお 袼も 成す 時 は、 Ey.c を^ と 云 ふ。 おおの 事の 如き は. S 俗の なる もの 

二〕 きこ a なり。 ：^:*國*«!0-の體に比-;^て云ふは、 頗る不倫に似たり。 然れども是れ特に獨同 こ V iefe-t  3  n く、 

のび J ば の 別 も f すの み。 況£」 俗 自ら 別な りと 云へ ども、 其の 原 亦 一致なる を 以てな り。 るに 一老 先. a び.^ グ， 5  く 

縣 太華 もさす 道 は 天地の 問 一 理 にして， 其の 大. は 天より 出づ、 我れ と 人との なく、 我が 國， こ 他 

の國 との 別な しと 云 ひて、 皇國の 君お を^ 土の 君臣と 同一 に 論ず. る は、 < ^が 萬々 服せ 


ざる 所な り。 況ゃ 孟子 巳に 其の 此の 理 ある こと を 論ずる こと 明々 なる を や。 大抵 五大 

洲 公共の 道 あり、 各 一 洲 公共の 道 あり、 皇國 • 漢土  • 諸屬國 if  琉 公共の 道 あり、 

六十 六國 公共の 道 あり、 皆 所謂 同な り。 其の 獨に 至りて は 一 家の 道、 隣家に 異り、 一 

村 一 郡の 道、 隣村 隣 郡に 異り、 ー國の 道、 隣 園に 異る もの あり。 故に 一家に て は 庭訓 

を 守り、 一村 一郡に て は 村 郡の 古風 を存 し、 ー國に 居りて は 國法を 奉じ、 皇國に 居り 

て は皇國 の體を 仰ぐ。 然る 後 漢土 聖人の 道 をも學 ぶべ し。 天竺 釋 氏の 敎をも 問 ふべ し。 

-5ー.^ーゃひデ¥^^£.?;4は俨畑。 皇國の 事 は 云 ふ 迄 もな きこと たり。 水府の 論の 如く、 漢土 

は實に 日本と 風氣相 近ければ、 道 も 大いに 同じ。 但だ 歐羅巴 • 米 利 堅. 利 未 亞諸洲 に 

至りて は、 土地 隔遠 にて 風 氣通ぜ ざる 故に や、 人倫の 大道 さへ も 其の 義を失 ふこと あ 

り。 況ゃ 其の 他の 小道に 於て を や C 然れ ども 彼れ に 在りて は 亦 自ら 視て 以て 正道と す。 

彼れ の 道 を 改めて 我が 道に 從 はせ 難き は、 猶ほ 吾れ の 萬々 彼れ の 道に 從ふ ベから ざる 

が 如し。 然るに 强 ひて 天 IR〕 間 一理と 云 ふと も、 實 事に 於て 不通と 云ぶべし。 獨 同の 義 

を 以て 是れ を推究 すべし。 
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六月 仲 三 夜 

第三 十七 章 

萬 章 問 ひて 臼く、 「孔子 陳に 在して： 11/、、 盖 ぞ歸ら ざる、 吾が 黨の 士狂簡 にして 進みお り、 其 

の 初め を 忘れず と。 孔子 陳に 在して 何 ぞ魯の 狂 士を思 ふや， T 孟子 闩，、、 「孔子(》1く)中道(の— 

を^^て之れに與せずんば、 必ずや 狂 驚か。 狂者 は 進みて 取り、 廣 者は爲 さざる 所 あるな りと 

孔子 豈に 中道 を 欲せ ざらん や、 必ずしも 得べ からず。 故に 其の 次 を 思 ふなり」 と。 「敢 へて 問 

ふ、 何 如なる を斯に 狂と 謂 ふべき」。 闩 く、 「琴 張. 曾皙. 牧 皮の 如き 者 は、 孔子の 所謂 iJ:: な"， I。 

二) 雜^ 上  |1%1_^-;^^^、名はほ 字は子張。 子<8-111死す、 琴張其の喪に臨みて^^ふ。 lE„!-、 莊ゃに兑ゅ。 未だ必ャしも^^-く然らすと雖も 「J 

n 第 十お Sf  要するに 必す 近似なる もの あらん。 兮-哲は^？篇に見ゅ。 季武子 死す、 <w 晳 其の 門に 倚りて お ふ" 事、 植 "lif にが ゆ。 SKf)  ,  .^ 

を 以て 之れ を 狂と 謂 ふか， T 曰く、 「其の 志嚷々 然として、 曰く、 古の 入、 古の 人と。 ！^？：かに其 

の 行を考 ふれば、 掩 はざる 者な り。 狂者 又 得べ からず。 不潔 を 暦し とせざる の士を 得て 之れ に 

與 せんと 欲す。 是れ 還な り。 是れ又 其の 次な り。 孔子 曰く、 我が 門 を 過ぎて 我が 室に 人らざる 

も、 我れ 憾みざる 者 は 其れ 惟 だ鄉原 か。 鄕原は 德の贼 なりと」。 曰く、 「何 如なる を 期に 之れ を 

鄕 原と 謂 ふべき. 一。 曰く、 「何 を 以て 是れ嚷 々たる や。 言、 行 を 顧みず、 行、 言を顕 みず。 則ち 

曰く 古の 人、 古の 入と。 行、 何 爲れぞ 1^ 々涼々 たる。 期の 世に 生れて は斯の 世たり"」 i せらる 

えん ぞん 

れば 期れ 可な りと。 閹 然として 世に 媚 ぶる 者に、 是れ鄕 原な り 「 萬 章 曰く、  ニ鄉皆 原人と 稱 


す。 注く として 原人たら ざる 所な し。 孔子：^て德の賊と爲すは、 何ぞ や」" 曰く、 「之れ を g ら 

ん とする も擧 ぐる ことなき なり。 之れ を 刺らん とする も 刺る ことなき なり。 琉 俗に 同じ、 汗 t 

に 合し、 之れ に 居る こと 忠信に 似、 之れ を 行 ふこと 康 潔に 似たり。 衆 皆 之れ を悅 び、 自ら 3^ て. 

是と爲 して 而も 與に 堯舜の 道に 入る ベ からず。 故に 德の賊 と 曰 ふなり。 孔子 曰く、 似て 非なる 

者を惡 む。 莠を惡 むは 其の 苗 を 亂るを 恐 るれば なり。 1^$を惡むは其の義を亂るを恐るればなり， 

利口 を； 惡 むは 其の 信 を 亂るを 恐 るれば なり。 鄭 聲を惡 むは 其の 樂を亂 る を 恐 るれば なり." 紫 を 

惡 むは 其の 朱 を 亂るを 恐 るれば なり。 郷 原を惡 むは 其の 德を亂 る を 恐 るれば なり。 君子よ 經こ 

. 反る のみ。 經 正しければ 則ち 庶民 興る。 庶民 興れば 斯 に邪慝 なし」 と- 

第三 十八 章 

孟子 曰く、 堯舜 より 湯に 至る まで 五 百 有 餘歲。 禹. 皐陶の 若き は 則ち 見て 之れ を 知り、 湯の 若 

童の き は 則ち 聞きて 之れ を 知る。 湯より 文 王に 至る まで 五 百 有 餘歲。 伊 尹 .iy^ の 若き は 則ち 見て 

之れ， t 知り、 文 王の 若き は 則ち 聞きて 之れ を 知る。 文 王より 孔子に 至る まで 五 百有餘 歳" 太 公 

^ 文 王" 望 • 散宜 生の 若き は 則ち 見て 之れ を 知り、 孔子の 若き は 則ち 聞きて 之れ を 知る。 孔子より iii、 

今に 至る まで 百 有 餘歲。 聖人の 世 を 去る こと 此 くの 若く 其れ 未だ 遠から ざるな り。 聖人の 居に 

近き こと 此 くの 若く 其れ 甚し。 然り而 して i ある 二と なければ、 則ち 亦 こ とな からん. 
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ri。 林 氏 曰く、 孟 -ia ふこ ころ は、 孔子より 今に 至る ま 時 来 だ 遠から す、 «|*&1相^1る--と父！9し。 然 り-. m して：，」 に：？  C 

之れ を 知る 者 ある ことなし。 則ち 五 百 の 後 * 又 豈に復 た 問き て 之れ を 知る せ あらん やと。 》按 する に， 此 は敢 へ て 

c. り已れ 其の 傅 も 得て 後 ft 遂に 其の 傳を失 はんこと., yKA ふと？ S は-さるが 若しと 雖も、 然れ ども 乃ち c.r 其の tg する を W ざ る 

もめ ある を 見 はし、 而して又以て夫の天！^^^ぉ泯诚すべ からす、 百世の 下 必す將 に 神 «3 して 之れ も 心 W する" あらんと す る 

も 見 はす 听 W ハ み。 故に篇の|^りに於て群8?の統を歷序して之れを；«^.5るに此ち-以てす。 其の 之れ も！ * ふるもの 在る ありて 

又 以て 後 a- も-無窮に 俟 つも W かにす る 所以な り" 其の 旨， 深き かな。 〇 有 宋の元 R 八 年 河南の rels^ 伯に；： 卒す。 as 公文 ft !E 其の 

墓に M! して 明 道 先 牛-と 曰 ふ。 而 して 其の iss. 正 《 之れ に 序して 曰く、 周 公 S して 聖人の 近 行 はれす。 £:^死，- て i* 人の a-w 

は. りす。 道行 はれざる とき は 百世に や？： 治な く、  傅 はらざる とき は 千 私に filsif なし。 -ゅ 治な きとき は 十 S ほ U て 夫 治の 

な 明かに し、 以て これ も 人に 淑 くし 以て これ も 後に 傅 ふる を 得べ けん も、 fi-i* なきと き は 則ち： 太 下 は ほ * 焉 として 之く {i- 

も 知るな く、 人欲 まにして： 大8- 滅びん。 先生 は 干 rB 年の 後に 生れ、 不傳の*を！^經に|^て、 斯文な s: 起す るも以 て已 が 

iii とほし、 を！！ じ 邪説す ど 闘き &J 人の 道 をして S9> 然と L て復た に 明かなら しむ。 蓋し 孟 よりの 後 一 人の み。 然れ ども 

車 者 に 於て 向 ふ 1 を 知ら ざれば 則ち SfS れか斯 の 人の 功 4： る を 知. りん" 至る所 を 知ら ざれば 則ち 教れ か斯の 名の 情に 稱ふ を 

知らん 

1 一章 併せ 論ずべ し。 後 章は堯 . 舜 •  ？ I  • 文. 孔子 を歷舉 して、 身 大道 を 以て，： In ら 任ず 

るの 志 を 示す。 所謂 r 往 聖の爲 めに 絕 學を繼 ぐ」 と、 是れ なり。 而 して 其の後^に 望 

む 所の 意- 言 表に 隱然 たり。 ij? 接 前章 は 中道. 狂 pr 鄉 を 論 列し、 

最も 狂 猿を渴 思し 大道 を傳 へんと 欲す。 所謂 「萬 世の 爲 めに 太平 を 開く」 と、 是れな 

り。 而 して 其の 孔子 を宗 とし、 古人に 繼 ぐの 意、 語 中に 躍如たり。 ？ s,,%iglgs?? 。て 

^Ifjw 孟子已に梁の惠ニぉ、 齊の { 一 H: 王に 事へ て 道 を 行 ふこと を 得ず、 返き て 天 の英 


才を敎 育し、 後世に 傳 へんと 欲す。 其の 志 悉く 此の 二 章に 見 ゆ。 熟讀精 思せ ずん ば あ 

るべ からず。 

〇 孔子 中道 を 得て 之れ に與せ ずん ば、 必ずや 狂 猿 か。 

中道の 士は 美質 全德 以て 尙 ふること なし。 論ぜず して 可な り。 其の 次 は 常 情 を 以て 論 

ずれば、 鄕 原の 人、 人に 益 ありて 世に 害な き 者の 如し。 其の 次 は 猿 者 は *L 俗に 異るも 

の ありと 雖も、 大過 罪な きが 如し。 狂者に 至りて は禮法 を亂り 政敎を 害す。 麵が f 射、 に. 

臨みて 歌 ふ。 季武子 死す、 哲 其の 門に 倚りて 歌 ふ。 朱 註 IC 見 ゆ。 此 JJ ヽ t  、.A  > 1、 L 11、 r  、斤ン ： ，、 1、 f  - 

の氣 全く 晉宋 淸談 の徒禮 法を亂 り、 政教 S$!c す^もに ^謂し。 其の 世俗の 厭ひ惡 む (所) となる 亦宜 

ならず や。 孟子の 是非、 頗る 正義に 謬戾 する に 似たり。 是れ 其の 故何ぞ や。 云 はく、 

噫， 是れ鄕 原の 見なり。 孟子 戰國の 時に 生れ、 其の 道 遂に 流俗汙 f に 合 はず。 是の茫 

茫 たる-: 千宙、 堯舜湯 文 孔子の 道， 拂 地して 復た存 する もの ある ことなし。 僅かに 孟子 

の 一身に 存す。 孟子の 任、 至 重 至大、 必ず 氣カ雄 健 i 性質 堅忍 I の士を 得て、 其の 盛 

業 を 羽翼す るに 非 ずん ば、 何ぞ 其の 任 を 負荷す る こと を 得ん や。 是を 以て 孟子の 狂者 

を 重んじ、 環 者 を 之れ に 次ぎ、 鄕 原を惡 むの 心事 を 忖度すべし。 孔子と 雖も亦 同じ レ 
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抑. ■< ^大罪の 餘、 、水く 骨の 物と なる。 然れ ども 此の 道 を 負荷して 天下 後^に 傅 へん 

と 欲する に 至りて は、 敢 へて 辭 せざる 所な り。 是の 時に 當 りて 中道の 士の かに？ I： ベ 

からざる は 古今 一 なり。 故に 此の 道 を 興す に は、 狂者に 非 ざれば 與す こと 能 はず。 此 

の 道 を 守る に は、 猿 者に 非 ざれば 守る こと 能 はず。 W ち 其の 狂^ を？ g 望す る こと、 亦 

豈に 孔孟と 異 らん や。 且つ 鄕 原の 害、 今猶ほ 古の 如し。 其の 人、 ：： に は 孔孟 程 朱 を^ 

へ、 身に は 忠信 廉潔 を 飾り， 其の 吾が を視る こと 鬼, の 如く、 蛇^の 如く， 1:$^ を 

尊び 夷 變を薆 ひ、 臣節 を勵 まし 人 村 を 育す るの 說を惡 むこと、 異端 曲說、 外道 邪^の 

如し。 此の 說熄 まずん ば 天地の： 痤罔 に^り、 道義の 荊 棒 を 生ずる、 勢 林： へすべからざる 

のみ。 然れ ども 狂者 猿 者 を 網羅し、 是れを 中道に 歸 せば、 何ぞ鄕 原を惡 むに 足らん。 

かう/.、 ぜん  た ひら 

〇 其の 志咚々 然として、 曰く、 古の 人、 古の 人と。 夷 かに 其の 行 を考 ふれば、 掩はざ 

る 者な り。 

の 韓退之 常に 孔子 を 得て！： とせざる を 恨み、 顔 淵を羡 み、 又^ 鄉の 徒の 不遇 を 悲し 

む。 "； 几れ 狂者の 心なり。 蓋し 聖贤の 狂者 を 思 ふこと は、 老爺の 强 子に 於け るが 如く， 


狂者の 聖賢 を 慕 ふこと は、 孤 子の 父母に 於け るが 如し。 韓退 之の 如き は 豪傑の 士 なリ。 

ぢさ 

直に 孔孟に 謁せず と 云へ ども、 其の 遣經に 私淑す る もの 亦淺 からず。 乃ち 其の 孔孟に 

遇 はざる、 深く 恨む るに 足らず。 然れ ども 退 之 をして 孔孟に 遇 はしめば、 其の 學 固よ 

り 彼れ が 如きに 止まら ざるべし。 晉宋 淸談の 流、 或は 醉鄕に 託し 或は 竹林に 遊び- 高 

尙を希 ひ禮法 を蔑棄 する、 皆 狂者に して、 孔孟に 遇 はず、 又 遣經に 得る ことなく、 以 

て 彼れ が 如きに 至る。 實に憐 むべ し。 故に 狂者 は 徒に 鄕 原の 徒の 幾る 所の みに 非ず、 

乃ち 大道 正義に 於ても 容れ ざる 者な り。 但だ 聖賢 是れを 敎戒裁 正して 中道に 歸す るに • 

至りて は、 其の 志 固より 高く、 其の 意 固より 遠き 者 なれば、 超然と して 聖人の 道に 進 

むこと 期して 待つべし。 然れば 此の 徒の 聖賢に 遇 はざる は 不幸の 甚 しき、 云 ふべき 樣 

もな し。 其の 聖賢 を 慕 ふこと 孤 子の 父母に 於け るが 如き、 亦宜 ならず や。 

古の 人、 古の 人と 一 K ふ もの は、 狂者の 常 言な り。 余 常に 謂 ふ、 古人 今人 異る ことなし) 

古人 も鄕 原は鄕 原な り、 庸 俗は庸 俗な り。 今人 も 豪傑 は 豪傑な り、 狂 猿 は狂糫 なり" 

但だ 時に 汗隆 あり。 時 汗 なれば 鄕原庸 俗 位 を 得、 權 を專ら にす。 是れを 小人 道 長ず る 
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の 時と 云 ふ。 時隆 なれば 豪傑 狂 環 志 を 得、 道 を 行 ふ。 是れを 小人 近 rm する の 時 レニ： ムふ e 

小人 時に 消長 ありと 云へ ども、 天地の 正氣 * 人心の 道義に 至りて は、 往古 來今^ くも 

消長す る ことなし。 -ひ： に 今人 を 以て かに 古人 を惧 れんや。 所謂 古の 人と 云 ふ は ei^ に 

年 歳の 久遠 を 云 ふに 非ず。 堯舜 „11 文 孔孟の 如き、 是れを 古の 人と 云 ふ。 .^^ル舜"&文孔.た服 

の 如き は 古昔に も 稀なる 人に て、 五 百年 乃ち 一人 あるの み。 唯 だ 其れ 然り、 n だれ を以 

て 千 萬 世に 傳 へて 泯滅 する ことなし。 乃ち n だれ 古人の 十 口人た る 所以な り。 i:? も 人々，： In 

ら激 2 印せば、 今？ ：ヮ； に 古に 譲らん や。 冀 はく は 今より 諸君と 共に 激：： 印し、 上 往聖を 機ぎ，. 

下 萬 ^を？！ くに 足らば、 吾が 黨と雖 も 亦 古の 人に 非ざる はなし。 俗人の^と して- 

人し」 云へば 神 か 鬼 か 天人 かにて、 今人と は 天 壊の 隔絶 をな せる 如き 者と 思 ふ。 M だれ 自 

暴 自棄の 極に て、 下に 謂 ふ 所の 與に 堯舜の 道に 入るべからず と は 此の 人な り。 

〇 狂者 は 進みて 取り、 猿 者は爲 さざる 所 あるな り。 

狂 猿の 別、 萬 事に 就いて 考 索すべし。 お 七國の 反せし 時、 梁の 將韓安 國は持 朮し， 

張 羽 はカ戰 す。 遂に 以て 敵 兵 を 追 ひ 崩し， 其の 國を 全うす。 ；；^ 者 は 養へば .：^^ の 如し.^ 


猿 者は譬 へば 韓安國 の 如し。 兩 ながら 相輔 して 以て 大道 を 成就す るに 足る。 余 江戶獄 

にて 日蓮 宗の僧 日 命と 交 はる。 日 命 云 ふ、 佛 法に 攝受 折伏 あり、 攝受と は戒を 持し 經 

を 念じ、 佛 意を講 明し、 萬 世に 傳 ふる を 以て 己が 任と す。 天下の 治亂 安危、 外道 邪魔 

の 讒謗 是非、 毫も 心に 置く ことなし、 是 れ攝受 なり。 折伏 は 外道 邪魔 を 折伏し、 天下 

を 平 治す る を 以て 己が 任と す。 戒を 持せ ず經を 念ぜず、 人の 忿怒 を 揮らず、 人の 嫉惡 

を 避けず、 一身 を 拾て て 佛道を 張る、 是れ 折伏な りと。 日 命 は 原と 會津の 藩士 武井某 

と 云 ふ 者に て氣カ あり、 少時 略 ぼ 程 朱の 學 及び 長 沼 氏の 兵法 を學 ぶ。 已に 僧と 成りて 

所謂 折伏 を 以て 自ら 任と す。 余 因って 難ず、 攝 受は獏 者の 事に して、 折伏 は 狂者の 事 

ならん。 但だ 攝受は 天下の 治亂 安危、 外道の 護 謗 是非 を 顧みざる と、 折伏 は戒を 持せ 

ず經を 念ぜざる は、 偏 僻の 甚 しきに 非ず や。 叉 攝受は 兵の 正にして、 折伏 は 兵の 奇な. 

り e 兵 は 正中に 奇 あり、 奇 中に 正 あり、 正 或は 時に 奇 となり、 奇 或は 時に 正と なる e 

奇は 常に 奇、 正 は 常に 正なる は、 死 定^ 固に 非ず や。 禹 .稷* 顏囘、 地 を 易へば 皆然 

るの 理は何 如に やと 云 ふ。 日 命 云 はく、 人 各 ノヒ胚 あり 不能 あり、 一人に して 衆 能 を 兼 
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ねんと 欲すと も， 決して 成る ことなし e 唯 だ 細 思せ よ。 攝受 にして 折伏 を羡 まず、 折 

伏に して 攝受を 羨まず、 是れ專 精の 人に 非ざる より は、 決して 能 はざる ことたり」 U 

つ 攝受の 人 多ければ 佛道 自ら 明かに、 折伏の 人 多ければ 外道 自ら 減す。 然る 後怫 意に 

負く ことなし。 奇正 並び 用 ひ、 狂 環 同じく 敎ふ。 ^より 亦佛 道の 耍な りと。 ^、 彼れ 

しばら 

異端の 徒、 其の 偏 僻の 甚 しき は 姑ぐ 論ぜず して 可たり。 乃ち 其の 道に 任ずる こと 斯く 

の 如き、 赏に 吾が 儒の 慙ぢ且 つ 机 る ベ き 所に 非ず や。 

〇 堯舜 より？ おに 至ろ まで 五 百 有餘歲 云々。 

堯舜 より 孔孟に 至る 迄， 學脈 相承け、 聞知 見知す る を 名 づけて 道 統の傳 と 云 ふ。 ^か 

に 朱 子の 大學 • 中^の 刚 hi: に 見 ゆ。 而 して 朱 子を排 する 者 云 はく、  n だれ 怫 氏に 夂鉢 を 

傳 ふると 云 ふこと ありて、 達磨 を初祖 し. 一し- ニ祖三 四 組より 五祖弘 忍、 六 祖^ 能、 ^ 

能に 至り 南宗 となり、 弘 忍の；？ ii- 子に 乂神秀 あり， 是れ を北宗 とす、 几ルれ より ^北へ 小 分 

流して 幾 世まで も 連綿す る を 羨み 視て、 儒者 衣鉢の 傳な きを 愧ヶ： 迫 統の傳 と 云 ふこ 

と を 造り 出せり。 是 れ宋學 の怫學 たる 所以な りと。 按ずる に、 ：： だれ は譯 もな き^:!^ な 


り。 韓退 之の 原 道に r 堯是れ を 以て 之れ を 舜に傳 へ、 舜是れ を 以て 之れ を 禹に傳 へ、 

禹是れ を 以て 之れ を 湯に 傳 へ , 湯 是れを 以て 之れ を 文 • 武 • 周 公に 傳、 r 文 • 武 • 周 

公之れ を 孔子に 傳へノ 孔子 は 之れ を孟 料に 傳ふ。 1： の 死す る や 其の 傳を 得ず。 苟と楊 

とは擇 びて i しからず、 語りて 詳 かならず」 と。 fwtf^zs 競れび cf;i ，是 れ卽ち 所謂 道統 

の傳 なり。 而 して 韓の說 は實に 孟子の 此の 章に 原づ く。 孟子 此の 章の 外 群 聖相傳 ふる 

Jt>,^^^t  6  J つ ドノ、 ら fo 公孫 5 下篇第 十三 章 • 勝 文 公 下 篇第九 章-^ 寞下篇 第 jK- トど も. ny.^ 

の 實を歹 暴す る もの.^ バノ 力ら す 十九 章より 第二 十二 章に 至る、 萬 章上篇 及び 下篇 首章。 多ォ とも 才 

(5 周 S 文 亦 孟子の 創說に 非ず。 中庸に 云 はく、 「仲 尼 は 堯舜を 祖述して 文武 を 憲章す」 と。 又 

王 *武 王 

孔子 自ら 云 ふ * 「吾れ 夏 • 殷 • 周 三代の 禮を學 ぶ」 と。 叉 云 ふ、 「周 は 夏 • 殷 の 二 代に 

監 むる」 と。 叉 云 ふ， 「殷は 夏の 禮に 因り、 周 は 殷の禮 に 因る」 と。 又堯 曰の 首章 を 

讀 みて 堯. 舜 *禹* 湯 • 周 相 傳の統 を 知るべし。 是 れを稽 へずして、 宋儒怫 氏 を 羨み 

て 道 統の傳 を 造る とは甚 しき 妄言な り。 徂し 三代 以上 は 道 天子に 在り。 故に 道 を傳ふ 

ると 云 ふ も 大抵 禮樂 制度な り C 禮樂 制度 は 道の 文に 顯 はるる ものな り。 故に 堯 -舜- 

禹の 如く 聖々 相承く る 者 は 別に 禮樂 制度 を 論ずる を 待たず-。 唯 だ 精一 の訓 あるの み-」 

講孟餘 話  五 〇 九 


二)  g は沉。 

楚の sas の 令 

たり。 性惡說 

も sp ふ 

(二) 字 は 子 

ST 成 都の 人。 

?S の 成 帝に 仕 

へ 後 王 1*«； に 仕 

ふ。 *p はすと 

一一ろ 法 言 . 太 

玄經等 あり 

(三) 字 は 仲 

の 人。 虎の 名 

臣房玄 51 の師。 

春秋に 傲 ひて 

元^^も作る 

^の宣 

帝 • 元 帝に 歷 

仕す。 列 女！ W 

列 仙 懊等も 著 

はす 

(五) * の 人 

は 太祖 も稱し 


講孟餘 話  五一 〇 

殷 代の 際に 當 りて は、 前 王の 禮樂 制度に w りて 其の 道を傳 ふるのみ にて、 训に精 

一 等の 口授 を受 くべ き 様た し。 然れ ども 道 巳に 其の 中に 充 ちて 其の 外に 顯は るるたり。 

周衰 へて 孔孟 起り、 君 相の 位た ければ、 樂 制度 を 以て 道を傳 ふること 能 はず。 徒ら 

二) 一： 三) 

に 仁^ 道德を 誦して 傳 ふる 迄な り。 孟子 死後 其の 傳を 得ず とは雖 も、 T 切 卿. 投雄 • 王 

通 • 韓愈、 宋の^  i  •  ^ . 朱の 如き 皆傳 ふる 所た しと 云 ふべ からず。 ：；^^ハ の 他 漢の司 

馬遷. 劉 向 ^の 柳宗 元. 宋の歐 ^俯の 如き、 皆 一:^ を 比して 相ドら ず。 然れ ども 後 化 

事 愈. -繁 く、 論愈ノ お、 迸 愈-分る るの 弊 を 免 かれず。 向 に^の 亡びて 泰の 天子た る 

や、 悉く 三代の 禮樂 制度 を 除去し、 刑法 作 令 を 以て 天下 を 制す。 秦 自ら： ^絶して 以來" 

^の 高 視 • 光武 •  ^の 太宗ニ 木の 藝祖. 明の 太祖の 如き、 千古の 英雄、 一 ゆ と 

雖も、 其の 刑法 律令 は 大抵 秦の 故に W る。 叉 頗る 周の 禮樂 制度 を 交へ て 是れを 文飾す。 

然れ ども 刑法 雜令は 自ら 刑法^ 令、 禮樂 制度 は 自ら 禮樂 制度に て、 近の 其の 中に 光實 

し 外に 發越 する を 見ず。 是に 於て 仁義 道德、 已に 儒者の 私有と たり、 人君 徙らに 刑法 

律へ t, 禮樂 制度の^ 名を掩 する のみと はなれり。 然れ ども 人君 儒者、 露に. il- を T いお、 に^ ひ 


て 其の 分裂 を 傷む 者 は、 明君 通 儒と なること を 得。 然ら ざる 者 は 秦君迂 儒た るの み。 

叉 後 章 圏外 (の 註) に 程正叔 序す る 所の 明 道 先生の 事 を 載す。 宋儒を 信ぜざる 者 は 是れを 

一 家の 私論と 云 ふ。 余 反覆 是れ を考 ふるに， 是れ豈 に 一 家の 論な らん や。 宋以來 諸 儒 

輩出し、 各 一  族 を樹っ る、 互に 出入 異同 ありと 云 へ ども、 周 • 程 • 張 • 朱の 區域を 

出づる こと を 得ず。 而 して 明 道 先生 其の 中に 在りて 道德 傑出の 人 なれば、 是れを 孔孟 

の 統を繼 ぐと 云 ふと も 何ぞ 不可な らん。 而 して 是れを 一 家の^ 論と 云 ふ もの は 門戶姨 

妬の 見なり。 且つ 其の 人の 如き も 亦 遂に 其の 區域を 免 かれ 得ざる たり G 

〇 然り而 して， 爾 ある ことたければ、 則ち 亦爾 ある ことた からん e 

此の 語 孟子 自任し、 又 千 萬せ に 向 ひて 吾が輩 を 呼び 醒 すの 語な り e 吾が輩 宜しく 驚 起 

して 耳 を 煩け 盱に銘 すべ し。 孟子 言 ふこ ころ は、 孔子より 今に 至る まで 時 未だ 遠から 

ず、 都 *魯 相 去る こと 叉 近し。 然り而 して 已に 見て 之れ を」！^ る 者 ある ことたし e 則ち 

五 百 餘歲の 後、 叉 豈 に復た 聞きて 之れ を 知 る 者 あ ら ん やと C  § 應。 孟子より 今に 至 る 

ま で 二 千餘 年、 其 の 間 見知 聞知 の 有無 は 姑く； i ずる こ とた くし て 可 たり。 今 吾が輩 薪 

欝孟餘 話  五一 一 


講孟餘 話  五一 二 

然 自ら 任ぜ ずん ば、 何ぞ 後世に 待つ こと を 得ん や。 义 何ぞ往 世に 诉る こと を んゃ。 

唯 だ是れ 人々 七 卜 年中の 重任な り、 忽 せに する ことな かれ。 抑. '吾が 長 門の！： たろ， 

西 海の 陬にダ り、 海 を 隔てて： i:、 都. みと 對 時す。 鄒. の 聖^ を 喚び 起す こと 固よ 

り 長 門人の 任な り。 余 又 常に 謂 ふ、 兵家の 贵ぶ所 は 戰陣の 魁 殿に あり。 1^ は.^^ たり。 

殿 は 後 殿な り。 今日に 在りて 此の 道 を起隆 せん 者 は 此の 道の 先駔 なり。 異 日に 至り 

て 此の 道 を 保守 せん 者 は 此の 道の 後 殿な り。 先跃は 狂者の 寨 なり。 後 殴 は 者 の^な 

り。 人生 七十 古來 稀な り。 今 吾が W 已に 其の 二三 十 を 失 ふ。 餘る もの n に 減ず。 已に 

先^ を 1^ り乂後 殿を讓 らば- 尸 トーの 恥-辱、 勃 海 を 傾けて ui- れを濯 ふと も、 -れ 威 千^ 

を 終て 滅 する ことなし。 如何 如何。 

此の 二 章、 是れ 孟子 道行 はれず して 天. 卜 後世に 傅 ふるの 志な り。 孟子 七篇、 . 衆 血， 土 を 

以て； jo: 篇 とす。 是れ 王政の 耍、 孟子の 天下に 行 はんと 欲する 所な り。 ^心 を 以て 末篇 

とす。 是れ聖 道の 精、 孟子の 後 *1 に 傅 へんと 欲する 所な り。 中 ii 吿子 ー篇， 0 舉者 

手 を 下す の. 初頭な り。 他の 篇は三 義を雜 記す るな り。 故に 孟子 を 觀んと 欲せば、 性 


善より 工夫 を 下し、 三 一 f 一一に ひ 大道 を 萬せ に 偉へ ゴ • ： きに 足れり * 

抑- 155 記の 開卷 第一義- - 〜にあり C 故-じ 一一 ：- 二-  一. 一 や 一で.， ニー 一一 

わて、 叨 りに 此の 道 を 以て 自ら 任と する の 意 を 著 はす：  1.1 一二 一， -て 

余が 志の 孔孟に 謬る や K 一一、 國體人 41 に 戻る や 否 を 論究 、-. 一 一 むこと たく 

んば 幸甚 幸甚 e 

此の 篇 上下 を 分つ ことたし C 心 を 晝し性 を 知り 天 を 知る に 起り、 ぼ ある こ-とた けれ 

ば、 則ち 亦爾 ある こ -i なからん に 終る。 言晝 きて 意畫 きず- C 其の 間 章々 liifii 績き、 

或は 新 ゆ C 之れ を 要するに 皆聖 道の 精徵、 身心に 緊切た る ものにして、 fW 子の 以て 

一 K 下 後せ に傳ふ 所以たり C 

丙 六月 十八 日 具 稿 
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五 一 四 


(一) isar 光 

ra の II- 臣栗山 

Jisa の^、  m 

より 建久に 

ャ： る 一-: 十^ 年 

問の わ、 * を 

して 之れ を. お 

評した る もの 

(二) 崇德上 

皇 

(三) 後. U 河 

(5  ： 一； お観 

の！ g お 


E に 父 公 上篇末 章と 相 照すべし。 

保 建大記 を截む 一 條 

(二)  (コ D 

「院、 兄な りと 雖も位 を. 一.^- る こと 久し。 帝、 ^？なりと雖も常今の天子なり、 -： ^を 奴し 

て 年 を 脇え、 朱 だ失德 あらず。 院の兵 を 構 ふる は 其れ 何の 名ぞ や。 "IJ- の 時に おりて は 

宜しく^ づ から 三 器 を 摘す る を 以て 正と 爲 すべし」 と。 此の 論 だ 正し、 i:^.: だ 明かな 

り。 而 して 三 宅の 序に、 「其の 所謂 神器の.^ 否 を 以て 而 して 人 ほの， ：！： 北；：： を 卜する こと 

は、 議竟に 合 はず」 と 云 ふ は、 深く 此の 論に 達せざる に 似たり。 • ^山の 意 は 〈德 上皇 

と 後，：：：； 刈 天皇と 何れ か 正、 何れ か 偽との 論な り。 此の 時に 至りて は、 三-: と雖も 恐ら 

く は 上皇に 從ふ べしと は 云 ふま じきな り。 何と なれば、 上皇-しに 位 を 上り 1- を^へ て 

近衞 天皇 之れ を繼 ぐ。 近衞 崩御な されて、 後 e:E 天皇 登： S まします 上 は、 卜 パ：： 一;- の 御- m 

はじむ ことなき に は あれ ど雖竟 私心な り。 故に 1K 皇ト： 皇 の 正僞は 神器の 有無まで も 待 

たずして 明かなる ことなり。 ？机ゃ 天皇 は祌 器の 在る 所なる を や。 上皇の 爲 めに M だれ を 


IK ふに、 若し 位 を眷戀 する の念已 むな くんば、 永治傳 璽の 時に 方り て、 今少し 熟議 あ 

るべき ことなり。 議 遂に 諧 はずん ば、 履を脫 する 如く こそ あるべし。 若し 斯 くの 如き 

こと 能 はずん ば、 死 を 以て 神器 を 守り 給 はば、 天下 誰れ か敢 へて 是れを 奪 はんや。 果 

して 然 らば c:!! 羽 上皇 ありと 雖も、 其の 正 固より 崇德 にあるな り。 崇德已 に 是れを 行 ふ 

こと 能 はず、 一 H: 位 を 去り Mi を傳 へ、 尙ほ眷 鐘の 念 ある は勿體 なき 御 了簡 遠と 云 ふべ 

し。 其の後 毒 永の 時に 至り 安德 天皇 西に 奔 ると 雖も、 其の 正統た る こと 固より 論な し。 

後鳥羽 天皇 位に 卽き 給へ ども 事 ふべき に 非ず。 や 神器 丙に あり、 安ん ぞ 神器な きの 

天子に 事 ふべ けんや。 若し 安德 僅かに 二 歳に して、 平氏に 倚りて 立つ を 以て 體を失 ふ 

とせば、 宜しく 其の 卽 位の 初めに 當 りて、 切諫 極論して 是 れに繼 ぐに 死 を 以てする、 

亦 忠臣の 事な り。 若し 然ら ずして 登； t の 後に 是れを 正に 非ず とする は 大いに 非な り。 

又 元 弘の時 後 醍糊ー K 皇の 隱岐に 遷幸し 給 ひし も、 靈の箱 を 御身に 付けられければ、 亦 

安德の 西に 幸せられ しと 同事な り。 而 して 光 嚴 帝の 北 條が爲 めに 立てられ たる は、 亦 

後鳥羽の^ 位と 同事な り。 是れを 以て 之れ を 観れば、 神器の 在る 所 は 必ず 正統に して、 

講孟餘 話  五一 五 


法 7 以 の で ヒ へ 
亦 t 下種 後 側：: 
I ^し. のな むか 
じの 二 取 河ら 崇 

使つ る ^5lfe^ 
ffl の 意? i ん上 


講.^ 餘話  五一 六 

正統 の^る 所 は 必ず 神器 あるな り。 神器と 正統と、 ^に 見るべからず。 ；： に： J^J は 恐らく 

は 神器と 正統と を训に 見た るなる べし。 或 ひと：：： く、 然ら ば， い；. な J より 後. G 河 を 奪 

ひ 取り、 後 •：： づ 羽より 安 德の繩 を 奪 ひ、 光厳より 後醍 糊の！？： を 奪 ひたらば、 神器へ 附く 

べき か、 正統へ 附 くべき か。 ：！ く、 是れ 固より 正統に 附く なり。 前に；" ムふ 神器： 止 統一 

體と云 ふ は、 ^受の 正しき を？：： ふなり。 ^ひ 取りた る ことに 非ず。 祌器 ひに 奪 ひて 5!^ 

ベ きものな らん や。 後白河 • 安德 • 後 船醐、 お々 一 も 人に^ ひ 取、 りる る 様の 事 ありて 

は 誠に 大過なる 故、 死 を 以て 取 返して.^. むべき のみ。 . ^ひと 云 は；、 祌器^ ひて へ 

^ご ？d 文： 大 からざる、 固より 然り。 然るに 天武 天皇の 天皇 大友 を弑 して Mi を；^；: ふに 如何。 M く、 

是れ 古今 絕 無の 事に て 一一 B ふに 忍びざる ことなり。 然れ ども 大 友-しに-: 胸ず、 人位： IE も 

しくす ベから ざれば、 天 武の 位に 卽く 亦理 勢の 極まろ 所な り。 ^し 此の 時 にん 友に 

事へ たる 者 は、 悉く 大 友に 殉 じて 節 を 致すべし。 決して や： を 倫んで 犬武 に： ふべ から 

ず。 是れ 其の 大義な り。 ^呼、 祌器は 正統の 天子の „i 受 する 所 なれば、 ^H: ^上 ド. 化 を 

以て 固守すべき こと、 其の 雜昭々 なり。 善く 此の 義を 明かに して 後、 神器. 止統 • 致な 


る こと 益.' 昭々 なり c 故に 是れ を卽 位の 初めに 正しう し、 是れを 在位の 間に 守り- 是 

れを讓 位の 終りに 愼む。 是れ萬 * 帝皇の 大法な り。 一 llf §S: g?S1? は。 


0 孟餘話  M 一  七 


m^^^^  五一 八 

跋 

講 孟^ 記 成る。 R つて 彼た 瀏覽  一！！ し、 遂に 名 を 11 孟， 涂 話と 改む。 し は 城！； たり W 

凡そ 其の 記す る 所、 精 〈お-を 發し 文^ を 摘く こと- M の辗を 刺し^ 血 迸 出す るが 如/、、 

滅の衣 を 刺 し 彩 線^^す るが 如く- 而 して 後 以て 名に 稱 ふと 爲 すに 足る のみ。 而れど 

も < ^の 此の 著 は- V： に 其れ 然らん や。 余の 獄に 在る や、 2： 徙. お居る。 其の-しに 家に 歸ろ 

や、 親戚.^ i.t: まる。 時に 乃ち 孟子 を 把り て 之れ を 講ず。 其の 訓詁 を 精し くす るに 非ず， 

其の 文字 を- ぶに 非ず。 唯 だ 其の  一 一：^ 一  樂、 一 ケ：： 一 怒、 ャ诚 くこれ を 孟子に.：^ I する のみん 

故に 其のい"；： 樂に當 りて や、 孟子 を 講じて 立： 樂し、 其の-, おする に <：2 りて や、 

孟子 を 講じて 復た 益.' 凝 怒す。 怒の 仰 ふべ からざる、 ヶ：： 樂の歇 む. ベから ざる、 隨話 

隨錄 し、 稍 接み て卷を 成す もの 卽ち 此の 著な り。 然れば 則ち：：； ルれ特 だ講や |-の餘 話の み。 

何ぞ 記た る を 得ん や。 余已に 囚徒 親戚と 其の -il- 樂を 同じう し、 其のい 怒 を 共に す、 

亦-しに 足れり。 而 して 又 之れ を錄し て^を 成し 以て^に 問 ふ、 太 だ^ならず や。 且つ 


此れ を 持つ て經學 先生に 問 はんか、 經學 先生 將に 其の 雜駭矗 豪 を 罵らん とするな り。 

此 れ を 持 つ て 文章 博 士に問 はんか、 文章 博 士將に 其の 鄙 俚蕪陋 を 笑 は ん とす るな り。 

然れば 則ち 當 今の f 孰れに 問 ひて 誰れ に 答 へん や。 噴- 是れ 吾れ の餘 話の 錄に已 む 能 

はざる 所以たり。 夫れ 天下 は經學 文章 を 以て 敎と爲 す こと 蓋し 亦 久し。 轾學 益.' 明か 

に、 文章 益. M 実にして、 國威 日に 絀き、 外 夷 日に 熾な り。 斯の 道の 道た る 所以 は杲し 

て 何く に 在り や。 則ち 天下 吾れ と 憂樂を 同じう し、 喜 怒 を 共に する 者 亦 何 ぞ獨り  一 二 

囚徒 親戚の みならん や。 而 して 余 は屏 居して 世 を 謝し、 世に 其の 人 ありと 雖も 相從ひ 

て晤 言す るに 由な し。 則ち 餘 話の 錄、 吾れ は 益. -已む 能 はざる なり。 噫、 天下の 士其 

れ何を 以て 之れ に敎 へん e 

安政 三年 歳次 丙 辰、 季 夏の 日、 二十 一 问猛士 藤 寅 これ を 松 陰の 囚 室に 書す e 

を  一 *  な  や 

此の 編、 業 を 去年 六月 十三 日に 起し、 今年 六月 十三 日に 卒る。 中間 或は 作し 或は 賴 

む。 居處 已に變 じ、 會者亦 異なり。 而 して 正に 蕃 月に 當り 乃ち 能く 編 を 成す、 亦奇 

たらず や。 寅、 重ねて 書す. - 
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】ド_  o の 二 史 ォ' B  二 

せャぶ牴史^^！ぶ お す^：、趙し 

し を)^ 中？ 5  。枚 。 ' K 
< る || せの は 二，^  S  、ii? 
レバ 記 乙 賓 二十 と 名北ネ の 
.if も ^^十ニれ1 もとは 學 


It- に "名 巧す へ 
ft"? て 名し 卷物 、 "典^^  、二 

釋, 屮,^ て は 六 年 71；, ft もの 名 
せ 典な 'そ 六 文に^ S は 伊 
る ナど 分 事の 二十 7t 5 ぎ 長 1^ 
も？^ 類 杓 « 十七 年 ji& 制 


講.^ 餘話  五 二 〇 

土星 松 如 a 

土 屋松如 云 はく、 劄. の 字の 本^ 固より 來 論の 如し。 然れ ども 字典に 云 はく、 「义. 止卞 

通に 牋 剳の 用 は 以て 事 を 奏す、 表に 非ず、 狀に 非ざる もの 之れ を劄 子と 謂 ふ」 と。 -丫 

典の 定例 は 又の 字 を 著く る もの は^ 義と爲 せば、 則ち 刻 子の 劄は緘 刺 の^に 非ざる な 

り。 名物 六帖の 刑獄ぎ 纖の 部に 抄劄の 字 あり。 ；^" に 引く、  r 窨 叙の 指南に、 家業 を杪 

剳す る こと を 其の 家 を簿錄 すと n: ふ」 と。 (又) 明 律 を 引きて 云 はく、  ^抄lr=して宫{^5-の 

淹を 入る」 と。 周禮に は、 「凡そ 財物 は f 小 を 见す者 は 之れ を舉 ぐ」 と。 東涯 n;- 「按ず 

るに 古に は舉 ぐと：：： ひ、 ^以後 は抄劄 と：：： ひ、 簿錄 と：： ふ」 と。 是れに W れば 則ち 

と錄 と： 11： じ。 深意 あるに 非ざる なり。 甌 北の 二十 二 史劄記 も 亦 鍵 刺の 意 を -YI する に： 

ざるな り。 高 文 始め 剳 記と：：： ひ 後に 餘 話と：： ふ。 题 目 皆 常る。 僕 朱 だ 後の 始めより ぶ-, 

きを 見ざる なり。 何し 高 文 起 頭 一 段， 旣に 此れ を 以て 案 を 立つ、 則ち 亦 不可な し。 然 

れ ども 古人の 题を換 ふる は、 大抵 其の 辭の 稚馴 ならざる と、 或は 前人に- fsi: する もの 


(三) s。 

清の 装 Is" の 人， 

{：；^ は f ナ才。 簡 

齋と す。 化 

人。 紫 縣に知 

事と なり I ^年 

は 園ち-江 寧の 

小 倉 山 下に 作 

り、 隨 園と 稱 

し吟咏 著作 を 

樂 >v> 


たやて-  (三) 

と を 以てする に 非 ざれば、 敢 へて 輙く 之れ を 改めず。 隨 園の 著 新 齊諧、 始め 亦、 子不 

語と 名づ く。 前人 旣に 此の 題目 ある を 以て 後 乃ち 改む。 然り而 して 序文の 末尾に 於て 

輕々 掃 ひ 去れる は、 未だ 高 文の 鄭重 態を爲 すが 如くなら ざれ ども 亦 佳體を 似す。 ？れゃ 

後の 改 むる 所、 朱 だ 必ずしも 大いに 始めに 異る ものな きに あらざる に 於て を や。 鄙見 

此 くの 如し。 知らず 高 明 以て 何 如と 一 
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(二) 論語 徵 

子 鴛第六 章 ， 


孟子 序 說の首 

〇 孔孟 生國を 離れて、 他國に 事へ 給 ふこと 濟 まぬ ことなり 云々。 一の 義を失 ひ 給 ふ 

こと、 如何にも 辨 ずべき 樣 なし。 

評に 云 ふ。 道に 經 あり、 權 あり、 一概に 論ずべ からず。 

礼 子. 孟子 は 其の に當 り、 才德 高く 億兆の 上に 出で、 君 道に 當る人 なれ ども、 澆季 

の f に 出で て 其の 位 を 得 給 はず、 然り といへ ども、 非常^^才の人世に出でば、 非常の 

働 ありて- 天下の 大難 を濟 ふに 非 ずん ば、 非常の 人世に 出で たる詮 はこれ なき ことな 

り。 是を 以て 孟子 も 「天 如し 天下 を 平 治せん こと を 欲せば、 今の せに 當 りて 我れ を舍 

きて 其れ 誰れ ぞゃ」 と 云 ひて、 天下 を 濟ふを 以て 自任し 給 ひ、 孔子 も 「天下 道 あらば 

丘、 與に 易へ ざるな り」 と宣 ふ。 孔孟 皆 同じ ことなり。 天下に 聖君 在して 道行 はれば 

講孟餘 話附錄  E 二 E 
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孔孟 何ぞ 牛； 國を 離れ て卅. に 用 ひ ら る る こ と を 欲し 給 はん や 。 天下 無道 にして 人.^? gl に 

陷り、 民楚 炭に 墜 つる ゆ ゑ、 出で て 道 を^に 行 ひ： 大； 卜 を-牛^せん こと を^し 給 ふ C こ 

れ 非常の 人 非常の 論に て、 權宜の 重き 所に 從ひ給 ふ、 ^より 麻 常の 論に^ ざるな り。 

然れ ども ゆに 用 ひらる る こと を 給 はざる は； 大 なり。 孔孟 も これ を 如 M し-, ちし 給 ふこ 

未 15 と 能 はず、 咄だ 我が 分 を！ i し 給 ふの みなり。 故に. fl- 子 も 「我れ の wiM 侯に 遇 はざる は； 人 

なり。 减 氏の 子. んぞ 能く 我れ をして 遇 は ざら しめん や」 とて、 八 ゆに 安んじ 給 ひした 

り。 孔孟 其の 木 國に川 ひられず、 ゆ を 逝れて 一 化 を 過し、 一 ：々 の 小節 を- > り 給 はんし」、 

！^^ぁり、 下 乙 に 0^ ゆ。 • 

非常の 大^ を 以て 大亂の 化に 生れ、 天ド を^ ひ 給 はんと、 權. 冗に 於て 何 わか m, き。 E 

き 所に 從ふ はこれ 權近 にて、 權 は^ち 道な り。 聖賢の 大 1" を 以て、 理を 明かに して 描 

道に 從ひ給 ふ、 固より^ 常の 論に 非ざる ことなり。 孔子 も 常に 衆人 を敎 へ： _i ふに は， 

^^^000 「親ら 其の 身に 於て 不# -を爲 す 者に は、 君子 は 人らざる なり」 とお ひ、 これ 子路 の^ 

0^ きて 守る 所に して、 卽ち 常道な り。 其の 自ら 脚胙 が" に往 かんと 欲し 給 ふ 時 は、 「"： リ 

■ はう くわ  かか 

れお に匏风 ならん や、 ： おん ぞ 能く  I;- りて 食 はれ ざらん」 と 〈一 H: ひ、 公山^ 投 が"：： す 時に、 


s れ 同篇 「夫れ 我れ を 召す 者 は豈に 徒ら ならん や， 如し 我れ を 用 ふる 者 あらば. 吾れ は 其れ 東 

周を爲 さんか」 と宣 ひて、 其の 自任し 給 ふ 所に 至りて は、 衆人と 同じから ざるな り。 

今 工匠の 家 を 造る に、 棟梁の 村 あり、 柱 枘の材 あり。 棟梁の 村 を 用 ひて 柱枘 とし、 柱 

祸の材 を 用 ひて 棟梁と する、 これ j: おに 理 ならん や。 故に 衆人 は 常道 を 守るべく、 非常 

の 人 は 權道を 行 ふべ し。 其の 義 並び 行 ひて 相 悖らざる なり。 然れ ども 衆人 は 多く、 非 

常の 人 は 稀 有なる ことなり。 能く 天下の 大權を 行 ふ 人に 至りて は、 古今の ir 其の 人 

數 人に 過ぎず。 其の 餘は皆 常道 を 守るべし。 然れ ども 道に 經 あり、 權 あり、 $1 一に 一 概 

にこれ を 論ずべ けんや。 もし 理の精 微を盡 さず して、 唯 だ 我が 一 己の 見 を 立てて 一 概 

に 他 を 非と せば、 たと へば 我が家 風 を 言 ひ 立てて 隣家 を 誹る が 如し。 もし 理に 當らず 

んば、 我が 妻子 奴婢と いへ ども これ を 聞きて 恐らく は 服せ ず、 況ゃ隣 翁 を や。 聖んは 

理の 極致な り。 衆人と 同じく 膚淺庸 常 を 以て 論ずべ からず。 苟も 孔孟に して 君臣 出^ 

評 あ .9、 下 s に 見 ゆ" 

、、、、、、、、  、、、、、、、へ、、、、 

の 道 を 誤り 給 はば I 何ぞ 聖賢と する に 足ら A や。 

同 
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〇 君と 父と は 其の 義ー なり、 云々。 

評に 云 ふ。 父 は 其の 生む 所な り、 離る る こと を 得べ からず。 君 は 其の 時に 常り て、 ^ 

を 以て これに 仕 ふるゆ ゑ、 「道 合 は ざれば 則ち 小一るべし」 の義 あり。 然り といへ ども、 

祿の臣 は 其の 恩義 深 15^ なる を 以て、 君と 休戚 を 同じう すべし。 これは^ +: といへ ど 

も 同じ ことなり、 唯 だ、 國 所の 時勢に よりて、 其のせ： しき を 得て 天理に 遠 はざる、 こ 

れ卽ち 道な り。 然れ ども 又 其の 理、 父と 同じ かるべからず。 

同 第： ： 節 

〇 漢土 にれ り て は 君 道 自ら^な り 云 々 。 

評に 云 ふ。 道 は 天地の 間 一 理 にして、 其の 大原は 天より 出づ。 我れ と 人との： iii- なく、 

我が 國と 他の 國 の^なし。 君 道 を 以て これ を 云へば、 其の 初め 卞德 一 おに 秀で、 一 ：ヒ 

の 人 皆 信服して これに 從 ひて 曲直 を 聽く者 • これ  一 S の 長たり。 ォ德 ー國に 秀で、 一 

國の人 皆 信服して 是れ に從ふ 者、 これ ー國の 君たり。 天下 第一 等の 人 ありて、 悉 

く 敬 信して 是 れに隨 服す る、 これ 天下の 君たり。 故に 君 は 群に て、 群 架の^ 歸服 する 


所卽ち これな り。 堯舜は 天下 第一 等の 人 ゆ ゑ、 衆人 皆 これに 服して 天下の 君と なり 給 

へ ども、 其の 子 は 不肖に して 天下に 君た るに 足らず。 故に 天下 第 一等の 人 を 擇んで 

天下 を 讓り給 ふなり。 禹は 其の 子 不肖に 非ず。 是を 以て 天下の 人、 皆 我が君の 子な り 

と 云 ひて これに 從 へり。 其の 子 禹の德 に は 及び 給 は ざれ ども、 天下 皆 禹の德 を 戴く こ 

と 久しく、 且つ 其の 子 賢なる を 以て これに 背く に 忍びず。 是れ 人情の 自然に 然る 所に 

して、 卽ち これ 天な り。 此れより して *1 々其の 君 を 奉戴して 二心な く、 愈. >久 しけれ 

ば 其 の 恩義 愈 . '骨髓 に 入りて、 大凶 惡の人 ありて 天下 悉く これ を 疎み 果 つるに 非 ざ る 

より は、 これに 背く に 忍びざる なり。 ここ を 以て 榮に 至りて 始めて 天下 を 喪へ り。 天 

下 悉く これ を棄 つ、 これ 亦 天と 云 ふべ し。 天 は 知るべからず。 然れ ども 天人 一 理 なる 

ゆ ゑ、 衆人の 心の 向背 を 以て 天 を 知るな り e さて 天下 第 一等の 人、 上に 在る とき は、 

第二 等 以下の 人、 皆隨 服して これに 臣 とし、 臣道を 守りて 聊か か はる ことなき なり。 

夷 は 能く 臣道を 守りて か はらざる 者と 云 ふべ し。 然れ ども 其の 才. は 第一 一等 以下の 人 

なり。 武王は 其の 才 高く 伯 夷の 上に 出で、 君 道に 當る 人な り。 是を 以て 天下の 諸侯 悉 
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くこれ に隨 服し， 終に 殷に 代りて 諸侯の 長と なり 給 ふ。 其の^に 於て 少しも 私心 ある 

ことなし。 是を 以て 天下の 人 皆 これ を 奉戴して、 二心 ある ことなき なり。 我が 邦に て 

も 神武 天皇 西 偏より 起り て、 諸 州の 服せ ざる 者 を. 牛げ て 天下 を 一 統し給 ひ、 都 を 中 

固に 立て 給 ひしょり >  *1 々聖賢の 君 出で て 天下 を：^. S め 給 ひ、 偶-' 武烈の 如き ありと 

あ まね 

いへ ども 御世 も 短く、 其の後 も 賢明の 君絕 えず 出で 給 ひ、 其の 德澤、 の 竹髓に 治う 

して、 愈， - 久しく 愈. - 厚く、 天下 奉戴 一 一心な きこと、 前の ie^ の 所に い へ る も、 理は同 

じこと なり。  . 

後白河に 至り 君 德を失 ひ 給 ひしょり、 錄倉氏 興りて これに 代りて、 終に 天： トの 大椎を 

執れり。 然れ ども これ 又 天と 云ぶべし。 如何し」 なれば、 君 近 は -大 ドの i€ 民 を 治め 安ん 

じ 給 ふ、 これ 其の 職な り。 其の 職 を 失 ひ 給 ふ 時 は、 训に 其の 器に りたる 人 ありて こ 

れに 代りて 其の 職 を 治む • これ 亦 自然の 理 なり。 我が 朝 後白河ほど：！^-道を失ひ給ふ 

君 は 非ず。 天下 を 治む る は 忠孝 扉 倫の 道より 重き はなし。 而 して 帝、 ぉ德 上皇 を 

流 資し、 義 朝に 命じて 其の 父 を 殺さし む。 孝道 何く にか 在る や。 忠孝 一 理、 不^ を敎 


ふる は卽ち 不忠 を敎 ふるな り， - 逆臣 代る. <.\ 起り て 帝 を拘幽 陵辱す。 豈に 不忠 を敎 

へ 給 ふの 效 にあらず や。 遂に 頼 朝 出で て 天下の 治 をな し、 天下の 土地 人民 悉く 其の 有 

となる。 これ 叉 自然の 勢に して、 豈に 後白河 君 德を失 ひ 給 ふ 故に 非ず や。 これより 

して 天下の 禮文 制度 悉く 變 じて 武家 一 統の 風と なり、 公武 判然として 二様の 世界と な 

り、 而 して 朝廷 は 唯 だ 至尊の 位 を 守りて、 天下の 事に 與り給 はず。 これ を 以て 君 道 は 

天下 を 治む る を 以て 職と し、 其の 職 を 得 ざれば 其の 位 はか はらず とい へど も、 其の 職 

は 他人の 手に 移る こと、 和漢 共に 其の 理は 同じ ことなる を 知るべし。 唯 だ 其の 德の深 

淺 厚薄に よりて、 少しづつの 國 勢の 易り は 之れ ある ことなり。 さて 叉 武家の 世と なり 

て は、 長き は 二三 百年、 短き は 百年に 足らずして.. 天下 他人の 有と なること、 亦 和漢 

共に 其の 勢 同じ ことにて、 戰國の 時に 至りて は、 朝に 臣、 夕に 君- 臣主處 を かへ， 其 

の 道 も 定まらず。 匹夫 下賤より 起り て 天下 を 有つ 者 之れ あり、 叉 大名になる 者 も 之れ 

あり、 一せ にて 亡ぶ る 者 も 之れ あり。 大內義 隆を责 め 亡ぼせし 人 は 多く は大內 氏の 舊 

臣 にて、 尼 子 氏の 亡びん とせし 時、 其の 臣來 りて 御當 家に 仕 ふる 者 も 多く， 織 田 信 長 
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死去の 後 は 其のお 多く 璺ほ 氏に：^ へ、 豊臣 氏- M へて 乂德 川に 化 ふるの 類、 戰國の 世 は 

君 Hll の 道 も 又 一 概にー W ひ 難し。 漢土 も 三代 以前 は臣 皆^ 祿 なりし かど も、 戰國の 世 

なりて は 其の 勢 追々 古昔と 違 ひ、 邯縣の 世と なりて は 其の 勢 又 異なり。 これ 义： 概に 

論ずべ からず。 

梁 惠王上 首章 • 第二 節 

〇 癸丑 .5. 寅 墨 #： の變 云々。 

評に 云 ふ。 亞墨利 加 •  ^西亞 は 海外の 训國 にて， 其の 使臣、 主命 を 奉じて 我が 邦に 來 

る。 固より 我が 屬國に 非ず。 何ぞ 必ずしも ； 々我が 言 ふ 所に 從 はん。 彼れ 利害 を說 き 

て 其の 請 ふ 所 をト乂 む。 何 ぞ！！ く 是れを 怒らん。 且つ 彼れ 大國 にて、 匹敵の 禮 を 以て 來 

る。 少しき 不遞の 形 ありと も、 亦 或は：： 疋 れを恕 すべし。 何ぞ 必ずしも 兵 を 以て： f?- れを 

擊 つに 至らん。 且つ 我が 邦 武備 極めて 衰廢 3 時に 當 りて、 彼れ 其の 長ず る 所の 火 術 を 

以て 東都 を燒擎 などに せば、 東都の 騷動 大形なら ず、 裘 海運 15 滯 りて 都下の 人 飢娥に 

も 及ぶ， ベく、 諸侯の _ ^子、 商賈の 家人、 狼^ 共 を 避け， 其の 紙 i に乘 じて 如何 の變起 


らん も 測りが たく、 且つ 大坂 など を 放火せば、 近く 天朝 を 驚かし 奉るべく、 列國の 

y 八^ 篇 If 一? 諸侯 奔命に 疲れ、 連年 兵 結んで 解けず、 國カ盡 くるに も 至らん か。 「一 -4" 忍ば ざれば 則 

ち大 謀を亂 る」 と" 小し く恕 して 以て 謀 を 他日に 施して 可なら んレ 我が 邦、 第一 天 

朝 を 奉 護し 奉らん こと 大事 なれば、 小 を 忍んで 深長の 謀を爲 さで は 叶 はざる べし" 今 

彼の 俠 客の 類 ニー 目の 怒 を 忍ぶ こと 能 はず、 臂を 攘げて 衆人と 鬪 ひ、 忽ち 身 を 亡ぼす に 

至り、 禍雙 親に 及ぶ こと あり。 孝と せんや- 不孝と せんや。 固より 彼れ 來 りて 我れ に 

寇す るに 非ず、 使臣の 小し き不遍 たる、 何ぞ 必ずしも 深く 怒りて 兵 を 用 ひ怨を 外國に 

結ぶ こと を爲 さん。 

外寇を 防ぐ の 論 は 固より あるべき ことたり。 然るに 彼の 漢土の 學 者- 北狄 などの 屢. - 

中國を 犯す を 患 ひて、 これ を 防ぐ の 術 を 論じた る 文 あり。 これ は差當 りたる 寇ゅゑ 其 

の 論 剴切. なり。 我が 邦 は 差 當り寇 あるに 非ず。 然れ ども 近 來異船 屢.' 邊 海へ 來るゅ ゑ 

其の 情 測りが たく、 其の 寇 せんこと を 慮り、 世の 學者 海防 策な ど を 書きて 漢人の 策に 

擬し、 今差當 りたる 寇を 防ぐ やうに 書きた るな り。 因って 一 昨年 亞美利 加の 來 りし 時、 
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拉 こそ 海寇來 りたり とて、 人心 洶々 或は 懼れ 或は 怒り、 怒る 者は戰 はんと 云 ひ、 湘る 

る 者 は 平和 を 主と し、 議論 紛々 として 一 定せ ざり き。 然れ ども 彼れ 來 りて 寇す るに：； 

ず、 使節 を 遣 はして 請 ふ 所 あり。 我れ 其の 實に應 じて 其の 處置 あるべき ことなり。 使 

來 らば 使者 を 遇す るの 禮 あるべし。 も し寇す る こと あ ら ば 力 を^して これ を 防ぐべし。 

事の 當否を 論じて なり。 然れ ども 常時^して 武備 魔 弛の 時 なれば、 公 -iw にても =5^X3 

りたる 寇 あるが 如く、 速 かに 武備 を 修め 給 ひ， 又列國 侯， 伯 をして 少しも 防 の 手立懈 

りなき やうに 命じ 給 ひ- 何時 にても 寇 あらば、 卽時 にこれ を 防ぐ やうに は あるべき こ 

となり。 

同 

〇 皇 國の大 I ほ を 屈して 隨 夷の 小 酏に從 ふ。  • 

評に 云 ふ。 我が 邦の 人、 漢土の 人の 辭に傚 ひて 自稱 して 中 國と云 ひ、 都て 海外 2 國を 

蠻 夷と 稱 する こと、 彼の 邦の 意味と は 遠へ り。 淡士の トロ、 中國 夷狄 の^ある こと は、 

中國は 禮義を 尙ぶ國 にて、 中國の 外、 世々 朝 ほして 中 國に服 鳳 すれ ども、 遠くして 王 


化 及びが たく、 中國の 禮義を 守る こと 能 はざる 國を號 して、 夷狄と して これ を賤 しめ 

しこと なり。 されば 夷狄 は中國 に服屬 せし 四 外の 國 なり。 我が 邦 は 中古- 三韓 我れ に 

從 ひし 外、 別に 外國 我れ に服屬 する 者な き 時 は、 漢土の 辭に傚 ひて 必ずしも 我れ 中國、 

彼れ 夷狄、 我れ 貴く 彼れ 賤 しと 云 ふべき 譯も なき ことなり。 今 海外の 諸 國も皆 人の 國 

にて、 禽獸蟲 魚と 殊 なり。 天 これに 與 ふるに 彝倫 五常の 理を 以てする こと 皆 同じ。 故 

に近來 西洋 諸 國の風 を 聞く に、 ■ 君臣 父子の 道 も ありて、 彼の 中 國と稱 する 國と 多く か 

はりた る ことなく、 病院 • 貧院. 幼 院の設 など 之れ ある は、 尤も 生 民の 上に 就いては 

心を盡 したる ことと 見えたり。 然る を 豺狼犬 羊な どと 賤 しめ 罵りて、 人に て はこれ な 

き やうに 思へ る は、 彼の 漢土の 學者、 北狄の 中國を 犯して 世々 寇 する を 惡 みて、 賤し 

め 罵りた る を 見習 ひ、 すべて これ を 以て 外 國を稱 したるな り。 今 海外の 國、 我が 邦へ 

對し 世々 の讎 あるに 非ず。 何ぞ 深く 是れ を惡 まん。 天より 見 給 ふ 時 は 同じく 人の 世界 

にて， 厚薄 貴賤の 別 はなき ことなり。 然れ ども 義を 以て これ を 言へば、 我が 親 を 親し 

んで 人の 親に 及ぼし、 我が君 を 尊んで 人の 君に 及ぼすべき ことなれば、 固より 我が 國 
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を 先にして 異國を 後に し、 我が 國を 親しんで 異國を 疎ん ずる は、 さも あるべき ことな 

り。 然れ ども 又 彼れ を 見る こと 豺狼犬 羊の 如く、 人類に て はなき やうに 思へ る は、 

より 人 を 生じて；^ 薄な きの 御 心に はかな はずと 一. ラ V 、へ し。 且つ 其の 我れ を 中 び 彼れ を 

鄙し とする の 見より して、 無下に 外國 を卑視 し、 彼れ に對 して 非理 非道 不仁 不義の あ 

ひしら ひも ある は、 彼れ も 人な り、 喜 怒 哀樂の 情 あり、 禽獸 すら 是れを 遇する に非逍 

を 以てすれば 猶 ほおる- 彼れ， ひ： に 怒ら ざらん や。 終に は 衆國を 約して、 大 1" して 來り 

寇 する こと も あらん か。 これ 慮る ベ き ことならず や。 

ニノ 

(ィ) 吾れ 近 ごろ 敏鎌 を讀 みたる に、 其の 駁 公平に して 義 正しく、 先づ 我が 心 を 獲たり。 (£1 

評) 

梁 惠王上 第 七 章 

〇 天下の 士を获 下に 招集し 云々。 三 五 年 を 出で ずして、 萩ド の人卞 天下 比な きに 至 

らん。 

評に 云 ふ。 此に 所謂 天下の 士と云 ふ は、 其の 指す ところ 如何 ぞゃ。 前の 文に、 士生國 


を 離れて 他 國に仕 ふる は、 孔孟と いへ ども 賢と すべから ずと 論じ 之れ あり e 然 らば こ 

こに 以て 賢と する は、 土人に て は 之れ なく、 農工 商の 類 を 云 ふか。 農工 商に して 其の 

職業 を 捨てて 他 國へ仕 へん こと を 欲する 者 は、 恐らく は輕俊 浮華の 徒にして、 大言夸 

辭を 以て 人 を 欺き、 人情 時勢に 疎に して， 人の 國家を 誤る の 類な らん か。 且つ 今の 世 

は、 彼の 戰國の 世、 遊 說の士 の智を 借りて 隣 國を圖 るが 如きの 時に 非ず。 列 國士大 夫 

皆世祿 にて >  大國 は數千 人、 小 國は數 百 人、 常に 祿を與 へて これ を 養 ひ 置く ことなれ 

ば、 其の 中に て 正直に して 私な く、 學識 ありて 才幹なる 者 を 擇んで 之れ を 用 ひば、 其 

の 人な きに 非ず。 而 して 祖宗の 大法 を 固く 守りて 變ぜ ず、 且つ 時の 宜しき に應 じて 政 

治を爲 さば、 國は 治まるべし。 然して 國 中に 於て 學 校の 敎を 盛に し、 人材 を 取り 立つ 

る こと 肝要なる べし。 唯 だ 政の 善 否 は 其の 君の 賢愚に ある ことなれば、 1^ にも 角に も、 

し かた 

其の 君 を 幼年より K 君に 仕 立つ る 仕形 あるべ きこと なり。 當時は 幕 朝の 威德 盛に して、 

其の 法制 嚴密 なれば、 列國の 諸侯 も 能く 侯 度 を 守りて、 愚な りと い へど も 其の 國を亂 

敗す るに 至る こ ともなく、 四民 昇 平の 澤に 浴す る こと 有難き ことなり。 我が 藩 大國た 
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れば、 他 II の士を 招集す る こと はなく とも、 車は缺 くま じき か。 此の 論 は 暫く  1^ きて 

可な らん。 

同  • 

〇 上 は 天朝に 奉 事し 云々。 

評に 云 ふ。 時の 列國 にて は、 天朝に 奉 事す る こと は ニー-:: ひ 難 かるべし。 

，に^ 朝を稱 して 霸と云 ひ、 今の 諸侯 は王臣 などの やうに 思 ふ 者 も 問々 之れ あり。 こ 

れ 學 者より 出で、 强 ひて 土の 文卞を 以て 我が 國 のこと をォ はんとす る なり。 我 

が 邦の 事體 は^ 土と 異にして、 霸と いふ もの は 之れ なきな り。 ^土に て 霧と 「ムふ は- 

諸侯の 內、 强大の 國兵權 を 執り、 與國の 諸侯 を 差 引きして 其の 盟を 司る の 名な り。 今 

慕 朝 は ー國の 主に 非ず、 天 F の 土地 人民 を 有ち 給 ふこと にて、 霸とー K ふべ からず。 今 

の 諸侯と 稱 する も漢學 者の 稱 する 辭 にて、 實は 大名な り。 武{ 糸の， となりて 大名と 云 

ふ は， 皆 鎌 倉より 守護 職. 地頭 職 を 賜 はり、 將 軍の 家臣な り。 室町の ゆにな りても 然 

り。 義輝 公より 御當 家へ 對し、 安藝. 備後. 周 防. 長 門 等の 守護 職 を 命ぜら るるの 御 
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ベーめ る を 以て 見るべし。 璺臣の 世と たりても 然り。 唯 だ 軍功 を 賞す る 二 土地 足ら ざ 

る ゆ ゑ- f.I 一む を 得ず 官位 を與 へられたり。 此の 故に 其の 時の 大名 • 官位 高き 人 これ あ 

りと い へど も、 全く 王臣 にあらず。 德川 • 前 田 • 禅 當 家の 類の 數國 を镇 したる 大 藩に 

て も、 皆 領知を 宛て 行 ふの 莉 朱印 あり。 これ を 以て 君臣の 義を 示されたり e 

德 川の 御世に 至りても、 諸 大名へ 殘らず 領地の 御朱印 を 賜 はり、 且つ 大默 大君 仰せ 聞 

かされた る 旨 も ありて、 王臣 にて 之れ たきこと は 知る ベ きこと なり。 すべ て 武家の 世 

となりて は、 往古と は 事體 全く 變り、 衣服 制度の 様子より して， 列國の 大名 臣禮を 執 

りて、 東都へ 參覲 貢献の 禮等 甚だ 謹み 給 ひ、 傲然たる 武家 一統の せな り。 然れ ば諸大 

名 は 謹んで 幕 朝 二： H へて 忠勤 を © み 給 ひ， 幕 朝 は 天朝に 事へ て 尊崇 を 極め 袷 ふべき 

ことた 广 り： 

(ィ) 此の 一句、 是れ太 華の 頭腦 皇道 國運 をお て 己が 任と 爲す 者、 色 を 正しう して 之れ を責 

(ニン f 

めざる を 得ず。 此の 說已に 破る、 則ち 旁 說支證 固より 辯 を 待たず。 近く は 去年 御 發篤前 御 直 

書付に 天朝に 奉 事す る こと 明々 仰せ 示され たれば、 臣 子の 爭 辯す る 二と 實 に勿體 なし。 太 
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華の 罪 天地に 容 るる 所な し。 况ゃ 兩國を や. - si 

梁 惠王下 第 八 章 

Q 此の 大 八洲 は IK 日の 開き 給へ る 所 云々。 

評に 云 ふ。 天日と は 太陽 をい へる にや。 又は 太祖 照臨の 德を 以て 太陽に 比した るが 

なる にや。 もし 太陽 を 指して いはば、 太陽 は 火 精に て、 其の 大地 球に 倍す る こと 幾許 

を 知らず。 其の 高さ 地球 を 去る こと 幾 萬 単： なる を 知らず。 喪 夜、 外 天 を 一 周して、 Si 

く 世界 萬國を 照 す。 これ を 以て 獨り 我が ー國の 祖宗と 云 ふこと、 極めて 大：^ 事な り。 

且つ 獨 り^、 物 を 生ぜず， 陰陽 合して 然して 後人 物 を 生ずべ し。 今、 太陽 獨り 我が 國 

を 開く と 云 ふ、 これ 人物 を 生ずる こと をい ふか」 これ 叉大 1^ 事と 云 ふべ し。 然れ ども 

古人 これ を 以て 我が 國體を 立てし ことなれば、 今究 論せ ずして 可な り」 唯 だ 後人の 疑 

をお かれざる ことなり。 外 國の人 をして：：： 疋れを 聞かしめば- 必ず 是れを 信ぜず。 これ 

は 神道 者 叉 は 國畢者 流、 近世 水府 一流の 學者 などの 主張す る 所に して， 人の 信じが た 

きこと は 學者强 ひて これ を 言 はざる こと 可な らん。 道 は 忠孝 を大 なりと す。 忠^ は 人 


二) 會！ i 正 

志齋の 著。 國 

體，形勢，虞 

情， 守 震， 長 


の 彝 倫に して， 人心の 存 する 所な り。 吾が 邦の 人 にても 能々 忠孝の 道 を 明かに して 是 

れ を曉喩 せば、 誰れ か此に 興起せ ざらん。 何ぞ 必ずしも 怪異 をい はんや。 〇 古人、 我 

が 太祖 を稱 する に 日 を 以てする こと、 定めて 由つ て來 ると ころ あるべ し。 竊 かに 考 

ふるに、 日本の 稱 より 起り たる ことに やと 思 はる。 然れ ども 日本の 名 は 上古の 稱に非 

ざる 時 は、 ^に說 あるか。 水府 一流の 學に新 論と 云 ふ 書 あり。 其の 首に 「神州 は 太陽 

の 出づる 所、 元氣の 原づく 所」 と 之れ あり。 これ は 日本の 稱 より 出で たる 說と 見えた 

り。 當今 天文 地理の こと 開けて 五 尺の 童子 も 能く 辨知 する 所なる に、 今の f に當 りて 

此の 迂 謬の 說を爲 す は何ぞ や。 其の 諸洲を 以て 人の 形 體に擬 して、 我が 邦 を 首に 比す 

る こと 尤も 笑 ふべ き の甚 しきな り。 もし 然 らば 首 は體を 離れて 斬られ 麼ち たるの 形 あ 

り。 何ぞ 貴ぶ に 足らん や。 凡そ 事 は 虚飾 を 用 ふること なくして 唯 だ 實理を 得て 違 はず" 

然して 後、 信 を 天下に 取るべき なり。 我が 邦 神武 天皇 以來 皇統 綿々、 ニ千餘 年、 小 

國を 以て 大海の 中に 獨 立して 他に 服屬 せず。 帝王の 國を 以て 自ら 居る こと、 誠に 一 大 

美事なら ず や。 これに 加 ふるに 仁義 忠孝の 道 を 明かに し * 狭隘 妬 忌の 私 を 去りて 寬宏 
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の 量を存 し、 神武 以來の 武德を 失 ひ 給 はずん ば、 亦ます/ \ 其の德 盛大なら ず や。 

何ぞ 此の 迂 謬の 說を爲 す こと を せん。 且つ 我が 邦 を 日本と 稱 する こと は、 ^方に- fo^i^ 

利加洲 あり、 西方に 西洋 諸國 ある こと を 知らぬ ゆの ことにて、 だ^に 我が 邦 あり、 

西に 漢土 あり、 彼れ と相對 して 我が 邦 を 日本と 稱し、 ^土の 人に も 亦 Ml- れを 以て ti^ が 

て. Tisti 邦を稱 したるな り。 東 國通鑑 に 「街の 咸享 元年、 傻國 更に 曰 木と 號す。 ，31 ら ふ、 曰 

卷 5&ぎ の- S 

史£ 

の 出づる 所に 近し、 以て 名と 爲す」 と 見えたり。 これ は 我が 朝に て 天^! K 皇九 年に 

當れ り。 凡そ 此の ころより 日本の 稱 ありと みえたり。 然れば 又 h 古の 稱 にも 非ざる な 

り。 日本 紀に、 日本の 字 を やまとと よませたり。 日本の 名 ありて より、 我が 邦の 古名 

を 以て 是れ にあて たるな り。 やまとと 讀ん で、 曰の 本と よまず。 日本の 稱、 古名に ル 

ざる を 知る ベ し。 然れ ば何ぞ 此の 名を證 として 太陽の 出づる 所と い ふこと を 5^ ん や，^ 

其の上， 天地 は圓體 なり。 東西 何の 定まる ことか これ あらん。 111^っ太^何.^」地ょり出 

でんや。 其の 護說ー W を 待たず。 〇 邦人 上古の こと をい ふに、 奇怪の 說 多し。 洪 荒の 世 

は 文字の 傳 なく、 唯 だ 人の- W を 以て 傳へ たるば かりにて、 其の 事詳 かならず。 "だれ を 


以て 怪異 信じが たき の說 多き なり。 存 して 是れを 論ぜず して 可な り。 

我が 邦 を 始めて 開き 給 ひし は 神武 天皇な り。 天皇、 初め 極 西 偏土に 起り 給 ふ。 い 

まだ 日本 一 統の 君に 非ざる こと 知る ベ し。 其の 時、 中國諸 州に 割據 して 服せ ざる 者 多 

く 之れ あり。 これ 亦 一統の 主に 非ざる を 見るべき なり。 天皇 東征 六 年に して、 服せ 

ざる 者 を 悉く 討ち 亡ぼし 給 ひて、 然して 後、 中國に 於て 都 を 大和の 國に 立て 給 ひ、 遂 

にや まと を 以て 我が 邦の 總稱 とし 給 ふ。 是に 於て 天下 皆 其の 武威に 服し、 一統に 御德 

を 仰ぎ奉り しょり ぞ、 一統の 君と はなり 給 ふなり。 ここ を 以て 舍人 親王 勅 を 奉じて 

天皇 本紀を 書し 給 ふに、 神武 天皇 を 以て 人皇 第一 f とし、 其の 以前 を 以て、 神代 

上下の 卷 として、 其の 前に 附し給 ふなり。 人 は 皆 先祖な きこと なし。 天地の 始め、 氣 

化に て 人 を 生ぜし より 後 は、 父母 ありて 人 を 生ず。 神代の 卷は 皇 朝の 御 先祖 を 記し 

たる 書な り。 其の上 古の 事詳 かに 知るべからざる を 以て、 是れを 神代と 名 づけ 給 ふな 

.00 

神武 天皇 は 漢土 周の 十八 世惠 王の 時に 當り 給へ り。 我が 邦 開闢 以來、 幾千 年を歴 たり 
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と 云 ふこと を 知るべからず。 漢土 はこれ より 以前 數 千年、 文字 ありて 其の 事 を 記す" 

皆 人の 世に て 怪異なる ことなし。 彼の 如德亞 などの 國は、 六 千年 以前の こと、 文卞ぁ 

りて これ を 記す とい へり。 然れ ども 全く 怪異なる こと ある ことなし。 人の^ 界は 

じこと なり。 我が 邦 何 ぞ獨り 怪異な らん。 唯 だ 上古の こと、 文字の 記載 これな き ゆ ゑ- 

自然と 世俗に 怪異の こと を も 言ひ傳 へたるな り。 含 人 親王 日本 紀を 書し 給 ふ 時、 ：?^ 

を 集めて 是 れを錄 し- これ を 其の 前に 置きて 疑 を 存し給 ふなり。 ここ を 以て 其の i!!^ 

天 皇紀と 大いに 異なり。 天 皇紀 は 神武 を 以て 第一 組と して！： だれ を 記し 給 ひ、 始めて 

天： トを駁 むる の 天皇 をば、 號 して 祌 H 本 磐余彥 天皇と Z: ふと ありて、 此れ 以ド を以 

て 皇 朝の 正史と し 給 ふこと、 其の 見い：：.！. 然 たりと 云 ふ-べし。 

公孫 a 下 篇第八 章 

今の 揮 〇 下田 • 箱 ^を 舉げて 墨 夷に 與へ、 クシ ユン コ タン を げて に與ふ 一： ム々。 

評に 云 ふ。 此れ等の 地 を 以て 公 俄より これ を 與へ給 ふ を ^ かず。 舟 來る時 • 楚 泊の^ 

を 請 ふ。 因って 此の 處を 以て これ を 許し 給 ふと 問き 及べり。 舟より 來る者 は^: W の-! r 


あるべく、 陸より 來る 者は留 宿の 所 あるべし。 阿蘭陀 人 東都へ 來る時 は、 東都に 於て 

留 宿の 處 あり。 長 崎に て は、 其の 地に 於て 留滯 の處 あるが 如し。 旣に 其の 來る こと を 

許し 給 ふ 上 は、 留 滯の處 なくて は 叶 ふま じき ことなり。 クシ ユン コタ ンを 以て 夷に 

與へ給 ふと 云 ふこと、 最も 聞かざる 所な り。 

同 

〇 喧、 亦 之れ を 天子に 受けて 之れ を 先君に 傳 ふるもの か 云々。 

評に 云 ふ。 竊 かに 思 ふに、 當時 もし 天朝より 幕府に 問 ひて 宣 はんに、 今 雨が 有て る 

所の 土地 は 誰れ より 受けた るかと 之れ あらば、 幕府 對 へて 宣 はん。 此の 土地 は 中古 以 

來武將 の 家に 傳へ來 りたる 土地に て 候。 鎌 倉 亡びて 後、 足 利 氏 是れを 有ち 候。 此れ は 

鎌 倉より 是 れを傳 へたる にも 非ず、 叉 天子より 是れを 賜 ひたる にも 非ず 候へ ども、 

天下の 武將 たるに 因りて 鎌 倉に 繼ぎ てこれ を 有ち 候。 足 利 氏の 末、 天下 大いに 亂れ、 

武人 各.' 其の 鋒 を 以て 人の 土地 を 切取り、 叉 恩賞と して 是れを 其の 功 Hil に與 へ" 尺地 

を 得れば 尺地 を 以て 己が 有と し、 寸地を 得れば 寸地を 以て 己が 有と 致し 來り 候。 織 田 

. 講孟餘 話附錄  . 五 四 五 
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信 長.： J に 天下の 大半 を 得し 處に、 いまだ 其の 全 功を爲 すに 及ばず して 相 果て^。 昼臣 

氏繼ぎ 起り しが、 "だれ 又 天下の 土地 を 織 田 氏より 5^ たるに も 非ず、 乂足利 氏よりも 得 

ず。 唯， た 天下の 武將 たる を 以て 相繼 ぎて これ を 有ち 候。 秀吉沒 し 脚；^, 臣 氏幼ハ 巾に してい 

まだ 天下の 武將 たらず， 關が 原の 一 戰に臣 が 先祖 家^ 勝利 を 5r 遂に 天： 卜- i^:^ に歸し 

候。 これ 又 其の 土地 を豐臣 氏より 傳 へたる にも 非ず、 固より 天子より^ はりた るに 

も 非ず。 天 F の武將 たる を 以て 自然に 天 F 歸 して、 先代に 機ぎ てこれ を 有ち^。 從來 

武將の 家、 天 F を 傳へ來 り 候 行形此 くの 如くに 候と 有の 俊に 對へ給 はん。 もし m: ねて 

御 問 ありて、 其の 始め 武將に は 誰れ が與 へたる ゃと宣 はんに、 其の 時、 これ は 糾朝を 

起して 問 ひ 給 ふべ し、 臣が 知る 所に 非ず 攸と對 へ 給 はんか。 如何。 

同 第 十 章 

〇 大いに 養 賢 堂 を 興し、 天下の 賢 一 〈象 を 倩 ひ 云々。 

評に 云 ふ。 天下 賢 豪の 人な きに も 非ざる べし。 然れ ども 露の 賢" 〈水 を 得る こと：^ めて 難 

し。 もし 偶. >  之れ ありと も、 能々 これ を 知りて 其の 人 を 誤らざる 君相义 極めて 雕し。 


輕 俊の 人の 薦めに 因りて、 輕俊 浮華の 人 を 用 ひて 風俗 政事 を 敗らん より は、 猶ほ已 ま 

んには 如かざる べき か。 先づ 其の 君 相 を 得て、 然して 後 これ を 論ずべ し。 

太 華 翁 の 講 孟劄記 評語の 後に 書す 

余、 往年 罪 ありて 獄に 下り、 萬 事渾べ て歇 む。 然れ ども 皇朝 千秋の 德に 浴し、 國主 

弈 葉の 恩 を 蒙る。 區々 の 身 も 責任 輕 きに 非ず。 是を 以て 厚く 自ら 激昂し、 皇道 國運を 

以て 己が 任と 爲す。 是に 於て 餘 話の 著 あり。 但 だ淺識 陋學、 肯 へて 自ら 信ぜず、 必ず 

有 道に 就きて 正さん と 欲す。 藩儒 を囘視 する に、 其の 誉宿 老成、 太華縣 翁に 若く はな 

まち 

し。 因って 稿 を 具して 敎を乞 ふ。 翁、 年 七十、 病 廢日ク 、し。 然れ ども 道を衞 るの 志 未 

だ 曾て 少しも 衰 へず、 親ら 數件を 辯 殿して 還 さる。 是の 編是れ なり。 翁、 魔 後半 身痿 

痺し、 左手 もて 字を寫 す。 其の 點畫 を諦視 する に、 勃翠 欹斜、 或は 斷ぇ 或は 績く。 以 

て 其の 羝を展 ベ 筆 を 下す の 時 を 想 ふべ し。 前輩氣 根の 深厚なる、 亦復た 如何 ぞゃ。 然 

れ ども 其の 立論、 悖謬乖 戻、 忌撣 あるな し。 大意 は 幕府 を 祟んで 朝廷 を 抑 ふるに 在り。 
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朝廷の 衰微 未だ 此の 時より 甚 しきもの あらざる に、 而も 太 華^ ほ 以て.. -だ 足らずと 爲 

し、 之れ を 篤り 之れ を！^ り、 =f だ 人の 朝廷の 德を思 はんこと を 恐る。 是れ 其の ふ、 朝 

廷を 滅ぼして 1:^ 府を 帝と する に 非 ざれば、 則ち おかざる なり。 凡そ 皇國 の皇國 たる 所 

以は 天子の尊、 萬古不易なるを以てなり。 ^：？も 天子 易 ふべ くんば 刖ち も 帝と 

すべく、 諸侯 も 帝と すべく、  士夫も 帝と すべく、 農 商 も 帝と すべく、 夷狄 も」 竹と すべ 

く、 禽 if: も 帝と すべし。 則ち 皇國と 支那. 印度と 何 を 以て 训 たんや。 五 2 れ生來 未だ 曾 

て 幕府 を 1： 蔑せ ざれ ども、 而も 獨り 其の 甚 しく 朝廷 を 尊ぶ を 以て、 太お の Irit する 所 

となる。 fr 吾れ 皇道 國 運の 爲 めに 言 を 立つ、 何ぞ 太^の 黜斥を 避けん。 乃ち 府の 

けいへき  いとま  び れん 

刑 辟と 雖も、 亦 避く るに？！ 3! あらざる もの あり。 然れ ども 太 華の 論 は 浙府 の， 尖疢 なり。 

吾れ の 言 は 幕府の 藥石 なり。 美^ を 進めて 藥石を \i ^くる は 少しく 知" 識 ある 者の リ戕 へ て 

爲 さざる 所、 況ゃ 幕府 を や。 夫の 諸侯 は 幕府の 臣 たり、 . 天朝の ぼに 非ず と 謂 ふが 若 

き、 是の編 を讀む 者、 蓋し 切齒 せざる なきに 似たり。 然れ ども 官 あり 位 あり、 名分 截 

然 たり。 則ち 余の 憂 ふる 所、 曰疋に 在らざる なり。 皇道の 通 来- 國 運の 不 ぃ泰、 共の 礫微 


皆 乙る 評の' ネ 
同 • も 甲 行 
じ のに 間 前 
• 。該 に摇 

丁 以當ぁ 評 
等 下す る 語 


なり" 深慮の 人に 非 ざれば、 其れ 誰れ と 之れ を與 にせん。 

安政 丙 辰 十月 念 八日  一 一十 一 问猛士 藤 寅 書す 

講孟劄 記 評語の 反 評 

匿 f 謹 諸侯 は 幕臣で も 幕臣で たくても 構 ふこと はない が、 ロ+ぎ 默霖 云 ふ 意 を 君 公へ 申 上ぐ る 

忠臣 は 居らぬ か。 空論 は 止めて 實事實 心が 肝耍 なり。 默霖の 書- 余 深く 藏 して 人に 示 

さざる こと 1^ 早 百日に 近し。 一 座の 談 柄に する こと 無益な り。 

甲、 是れ 固より 然り。 然れ ども 巳に 君臣の 義を 失へ り。 尙ほ何 をか說 かん。 故に 孔孟 

の 事 決して これ を 皇國に 行 ふべ からざる なり。 

乙、 孔子、 詩 を 刪り、 書 を 修め、 易 を 繋け、 樂を 正し、 禮を 講じ、 春秋 を 作る。 其の 

徒 三千、 身、 六藝に 通ず る 者 七十 餘人。 一世の 爲 めに 英才 を 育て、 萬 世の 爲 めに 大 

經を 立つ。 古今 獨 絶の 偉丈夫な り。 而 して 孟子 も 亦禮を 孔子に 學ぶ 者な り。 故に 孔 

孟用 ひられず と雖 も- 安ん ぞ區々 たる 小節 を 以て 世 を 遁れ世 を 過して 之れ を 嘲らん 
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田 二 仕 は の；^ 陪先親 之 S 傅 
氏 七 ふ 緣祖已 臣は友 介 W しゾ 
略 九 。田 f ム、 n 尼。" 
被 は 第 信 野吉! ^子 そ f ム' 土 
し- 長 平田傳 氏の 陰 S 
參 * 卷に介 家 U の 祖の矢 


二)  51.: 町 初， 

冶 通 e を 愛鑌ー 

し、 St* の擧 

も し、 後. 

S 胡. 入帛に a 一 

されて Ji^ 讀と； 

な る。 後足 利， 

尊 氏に 仕へ て 

li:? 任せら る 

ニー) 来 原 良 一 

«r 松 陰の 親 一 

友の 一 人。 そ 一 

の 祖先 は大内 I 
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此の j*< ^の 身上に 於て， 、いに M 係 あり。 故に^ 記 中 一一 一た び 

*V 思 を これに 致す。 熟 讀 せに 之 れん-知らん C 今 多く 及ば チ。 

丙， 「漢土に 於て は 則ち 可な り」 の 意、 已に原 劄に見 ゆ。 

丁、 鎌 倉 氏 興りて 之れ に 代る と は、 玄惠の 天皇 謀叛と 書きた るより し。 有志の 士. 

之れ を 讚 まば 五內爲 めに 裂けん。 

戊、 天子 を 横議し 武臣に 附 塗す。 老 先生 其れ 喪心せ しか。 忠義の 心 を 抱く 者 W 恨に 堪 

へず。 

已、 戰國 の^、 君臣の 道概 言すべからず と。 果して 是の說 の 如くん ば、 國家 他日 變難 

あるとき、 先生 去りて 他國に 事へ て 心に せんず るか。 余の 如き は 死す し ー雖も _ ^々然 

る 能 はず。 良 三 は大內 氏の 宗臣 なり。 松 如 は：^ 子 氏の 陪臣な り。 略 ぼ 吾が 言 を關か 

ば 必ず 不滿 あらん。 然れ ども 余 も 亦 織 田 氏の 臣裔 なり。 請ふ詳 かに 吾が 一 W を 聞け。 

先 臣の來 り 化へ たる は 皆 非な り。 然れ ども 一日 臣 とならば 萬 劫變ぜ ず、 先 臣の罪 を 

惯ひ、 已れと 子孫， とに 在りて 忠を事 ふる 所 に^さん。 余の 自ら 任ずる こと：： -疋 くの 如 

ン。 Jry ニー  • 公 口 yj rE- ロレ- s^,uo 此の 論-は 余 別記 を 作る 第一な り。 太 の 此の 首 か 誰れ 一人 憤 ゆ； する" *c ある 

し 良 三 •  ^.p^z^ て す を 聞かす。 然れば 諸人 肝养膽 を 余 は^だ 不安心に ふなり" <?- も 甲 


庚、 漢士に は 人民 ありて、 然る 後に 天子 あり。 蠢には 神聖 ありて、 然る 後に 蒼生 

あり。 國體 固より 異なり。 君臣 何ぞ 同じ からん。 先生 神代の 卷を 信ぜず。 故に 其の 

說是 くの 如し。 

辛、 謀 を 他 曰に 施す と は、 蓋し 深意 あらん。 恨む らく は 吾れ 預り g  くこと を 得ざる を。 

壬、 天眼通 は佛說 なり。 儒道に 非ざる なり。 儒道 は 人道な り。 

癸、 中 國. 襲の 論、 覽 氏と 同じ。 竊 かに 亦 敬服す。 然れ ども 余 if 斥けて 陋 

と爲し 醜と 爲す は、 其の 嘉 然として 寇を爲 し禍心 未だ r きざる に 就きて 言 ふなり。 

甲、 狭小の 見、 嫉妬の 心. 實に 襲に 堪 へたり。 況ゃ 其の 措辭の 際、 世俗の 所 謂辭 質 

なる もの、 何ぞ人 を 服す るに 足らん。 ^§M^BS 

乙， 鎌 倉の 守護-地頭 は 天朝に 請 ひて 之れ を 置く。 其の 私 S せる に 非ざる なり C 其 

の 鐘に 至りて 擅 に 私人 を 用 ひし は、 亦 王朝 判 任の 類の み。 普 環 土- 置 王土 

に 非ざる なしと は、 是れ歸 の 執る 所な り。 普 天 率土、 置 幕 土に 非ざる なしと は、 

講 孟餘話附 錄  五 五一 


五 五 二 

是れ太 華の 執る 所な り。 後白河 德を失 ひ、 錄意氏 興りて 之れ にれ ると は、 太^の 

執る 所な り。 然らば 則ち 二 家の 是非、 天地神明 將に W りて 鑑みん とす。 何ぞ 呶々^ 

. 辩 する こと を 之れ 爲 さんや。 S^SS^Q^M^0u. 

二)  p$ 謹んで 神代の 卷を 按ずる に、 曰く、 「日の 神 を 生み 大日- 麥贵 し」 す。 此の 子 光 明 

紀 W 代，.： 卷 

彩、 六合の 內に ii 徹す 云々」 と。 太 華 前に：：： く、 「古人 是れを 以て 我が 國體を 立つ、 

今、 究 論せ ずして 可な り」 と。 是の首 之れ を 得たり。 今 乃ち 日本の 名 古から ざる を 

以て 而ち 太陽の 出 づる所 を 疑 ふ。 自ら； w ひて 自ら 反す。 しきの み。 

(二)  i 論ずる は 則ち 可なら ず。 疑 ふ は..^ も 可なら ず。 皇國の 道 悉く 神代に づく。 則ち 此 

a の 卷はほ 子の 宜しく 信奉す べき 所な り。 其の 疑 はしき ものに 至りて は闕 如して ぜ 

人 首と い .1 

は 14? お ざ る こそ、 愤 みの 至りな り。 

つ。 伏 * の 妹 

i ジ  11  ん i 鴻 荒の^ 異は 萬國皆 同じ。 漢土 • 如德 亜に 怪異な き は、 吾れ 未だ 之れ を關 かざるな 

するな、 S  (二) 

赤-：：！？^の石ちー  り。 、^身^ ぼ； R- 太よ る は 支 0 此の 條は 無用の 辯 故. ほくき へす。 然れ ども ふる 咔は怪 

かり ひ-; 破  Y 如德 Is びに si なり。 G 異の こと は 固より 多し。 女 娘 氏 補： 人の 類に て 知るべし- 

.i;/. 皇國の 土地 人：^ を 以て 假 りに 朝廷の 有する 所に 非ず と爲 すと き は、 則ち 亦 i::^^.::^^ 


する 所に も 非ず、 亦 諸侯の 有する 所に も 非ず。 皆 編 民の 有する 所な り。 蓋し ：3 分. 

功位 • 諸 田の 一 たび 變 ずる や、 田 は 皆 民の 有と なれる こと、 猶ほ 漢土の 井田 一 たび 

くづ 

壞れて 土地. 一： 目 有に 非ざる がごと きなり。 然れ ども 余 此の 不通の 論 を 爲すを 欲せず。 

すな！ i 

故に 口 を 開けば 棘ち 曰く、 普 天 率土、 王臣 王土に 非ざる なしと。 
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4? つ L  rnj 1 1  一、 I にし I  il- ,ru. 


山 縣太華 


一 日 或 人 講孟劄 記なる もの を 齎し來 りて、 余に 視 して n く、 此の 書 何人の 作りた る 

を 知らず.、 其の 問 まま 聖賢の 得失 を議 し， 當 時の 事賈を 論じた ろ こと あり、 其の 說 

或は 偏執 過激に 出で、 我が 楚 其の 疑 をハん かれざる こと 之れ あり、 願 はく は 先生 是れ 

を明辨 して 我が 華の 疑 を 解かん こと を。 余 因って 是 れを閱 する こし」 一過、 略 ぼ 評語 

を 加へ て 或 人に 返す。 唯 だ 其の 言の 當否を 知らず。 もし 明達の 君子 是れを 見る こと 

あらば、 冀 はく はこれ を 是正せ よ。 


(二 易の 六 

まもお 賤の位 

にあて はめて 

い ふ。 九 五 は 

君の 位、 上 九 

は 天子 無上の 

位。 九 ニは士 

の 位 


〇 問。 今の 天朝 は 九 五に 當 るか、 上 九に 常る か。 將軍家 は 九 だか、 九 二 か。 

對 へて H く。 今の 天朝 は 神武 天皇の 御裔 にて 正紘の 天子なる 時 は、 固より 九 五の 

御 位に 當らせ 給 ひ， 幕 朝 は 征夷 大將 軍の 宣下 ありて 武將に 任じ 給 ふ 時 は、 卽ち九 二の 


大臣な り。 然れ ども 和漢 古今 時勢の 變 一 樣 ならず。 漢に 封建 郡縣 . 三國 . 南北朝- 或 

は 北 胡、 中 國に據 り 有つ の變 あり。 和に 王 代 . 武家の 代 • 南北 兩朝、 或は 豐臣氏 匹夫 

より 起り て 天下 を領 する 等の 刖 あり。 皆 天地の 勢、 時 を 追 ひて 變 ずる ものな り。 時勢 

の 變此に 至りて 人力の 挽囘 する こと 能 はざる 所、 卽ち これ 天と 云 ふべ し。 是を 以て 和 

と漢と 古と 今と 一概に は 言 ひがたし。 然れば 漢土の 事例 を 引き 來 りて、 王位と 天下と 

一様の 論 をな すべから ず。 然れ ども 理は 天地の 問 一 理 にして、 二 致 ある ことなき なり。 

當今 本邦の 時勢に 因りて 其の 理を考 ふるに、 天子 は 天下の 人民 を 治め 給 ふ、 本と 其の 

天職な り。 其の 天職 を 得 給 はざる 時 は、 是れに 代りて 是れを 治む る 者 あり。 これ 自然 

の理 なり。 ここ を 以て 我が 邦 天子 德衰へ 給 ひ， 權、 藤氏に 移る こと 久しく、 而し 

て 後 武臣 又 武功 を 以て 權を 擅に し、 平氏 起る 時に 後白河 帝 s.- 武臣の 爲 めに 凌辱せ 

られ給 ふ。 天子の 御 威光 全く 廢し、 天位 微々， こして 有る が 如く 無き が 如し。 是に 於て 

賴朝 起り て 武將を 以て 天下 を 治め、 天下の 土地 人民 全く 是れ に歸 す。 これより して 

天子 は 至尊の 御 位を繼 ぎて 上に 立ち 給 ひ、 是れを 公家と 稱し、 武將は 四海の 土地 人民 
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を 有ち て 天： 卜の 治を爲 し、 -i- れを 武家と 稱し、 公家 • 武家 判然として^ る。 2： つて 此 

れ より 以後 を 武家の， と 云 ひ、 俗將軍 家を稱 して 天下 様と 云 ふ。 c 然に 其の 赏に就 

きて 其の 名を與 ふるな り。 西土の 人我が 邦に 天皇 ある こと を 知り- 乂武將 ある こと 

を 知る。 然るに 明 人の 書きた る 書に 足利將 軍を稱 して 日本 國 王と 云 ふ。 こわ 赏に 就き 

て 是れが 名を與 ふるもの なり。 一 たび 此の 時勢 定まりて より 天子の 力 是れを 復し給 

ふこと 能 はず。 後船醐 天皇- m を 起し 給 ひ、 兵亂に w りて  一 n: 天： 卜 を 復し給 ひし かど 

も、 幾 くもなくして 天下 復た 武家に 歸 したり。 天下の 武家に 歸 する こと は 天子 天： 卜 

を：^.9め給ふこと能はざるょり起りたることなり。 これ 天子 其の 職 を 治め 給 ふこと 能 は 

ざれば、 是れに 代りて 是れを 治む る 者 ある 所以な り。 こ^ 天地 自然の 理 なり。 此の 现 

は 天地の ii 一理に して 和^ 皆 同じ こし」 なり。 然れ ども 木 朝 天子の 御 位：：^ らせ給 は ざ 

る こと は、 衬の 如き： i 逆の 君 も 在さず、 其の上 神武 天皇 以來^ 々に 聖^の 君 出で 

て犬ド を 治め 給 ひし 御 必德 民に 入る こと 深く、 且つ は 我が m を尙 ぶの 風より して 

天位 を 殊に 尊崇せ しに 闪 るが 故な り。 然して 後 天 十 は 先皇 以來 正統 5 御 位 を 機が 


せ 給うて 天下の 大君 主と 仰がれ 給 ひ、 武將は 天下の 土地 人民 を 有ち て 其の 政治 を爲し 

給 ひ、 天地 自然の 勢 一 たび 定まって 變 ずべ からず、 人力の 及ぶ 處に. 非ず。 豈に 天なら 

ず や。 これ 方今 我が 邦の 時勢な り。 漢土の 事例 を 援き來 りて 一様の 論を爲 すべから ず。 

然れ ども 天位 は 利の ある 所に 非ざる ゆ ゑ- 後せ いかほどの 大暴 逆の 人 ありても 是れを 

覬覦 する 者 もな く、 泰然と して 位 を 上に 安んじ 給 ひ、 武將は 武威 を 以て 四 夷 を 平げ 天 

下の 政 を 治め 給 ふ。 これ 亦 天下 磐石の 勢なら ず や。 或 ひと 曰く、 天下の 土地 人民 は 本 

と 天子の 有し 給 ふ 所な り。 今の 武將は 是れを 奪 ふに 非ず や。 曰く、 賴 朝に 於て は 其の 

罪 も あるべき か。 其の後 歳 久しく 其の 時勢 旣に 定まり、 鎌 倉 亡びて 後天 下の 人民 皆 足 

利 氏に 歸せ しかば、 足 利 鎌 倉に 承け 繼ぎ、 武將を 以て 天下 を 有せられたり。 此れより 

後の 武將皆 此の 例 を 承け 繼 ぎて 土地 人民 を 有ち 給 ふこと にて、 天子 は 却って 土地 を 有 

ち 給 はざる 故、 武將の 供給 を 受け 給 ふなり。 當時 山城の 國 にて 二 萬 石 禁裡 御料と し 

■ ,  おしむけ 

て關 東より 御 仕向 之れ あるよ し 聞き及べ り。 其の 外攝家 親王 方 を 始め 公家 衆知 行 は 天 

子より 是れを 賜 はるに 非ず、 皆關 東より 配與 之れ あるよ しなり。 鎌 倉以來 位爵を 以て 
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其の 臣に赐 ふ 時 は、 必ず 王朝に 達し 王朝より ロ官： を 出— 給 ひ、 土地 を 以て 其の 臣 

に 賜 ふ 時 は、 武將の 心に 任せて 與奪 之れ あり、 御 判 物武將 より 出づ るな り。 位 は 公家 

に 於て是 れを 司り 給 ひ、 土地 は 武家の^ 置と 相 成り、 公武の^ わかれ、 我が 邦お 今の 

國 體 f,^ れを 以て 定まる こと 久し。 慶 長年 中關 束より 差 出された る 林： 諸 法度に も、 其 

の 意味 之れ あるかと 覺 えたり。 其の 源 は 天子 天下 を 治め 給 ふこと 能 はざる ゆる r 是れ 

に 代りて これ を 治む る 者 あるに W る ことなり。 これ 天地 自然の 理 にして， 所謂 「天： 卜 

は 一 人の 天下に 非ず、 乃ち 犬 F の 天： 卜な り」 の理易 ふべ からざる もの か。 元 和 二 年 四 

月 十四日、 東 照祌君 御病氣 御大 切の 時、 此の！^^を引きて諸州の牧：^に小：：げ給ふこと舊 

記に 見えたり。 然 らば 則ち 明君の 見 給 ふ 所、 其の 理 明かな りし-云 ふべ し。 

< -ィ) 明 人 を 引きて 證と爲 す、 ^ 迀絕 なり。 

賴朝. 尊 氏を尤 めず して、 二 天皇 を 是れ尤 む。 太 華 £loi に ；大 朝に 5£怨 あるか。 然ら ざれば 

何ぞ心 術の ひがめる や。 ここ で默霜 を 思 ふなり。 

( ロソ 華 今一 層 工夫して 見 給へ。 i_ おに は 何 か 偶然なら ぬ譯が あらう ではない か。 


* Isf に は 

この 前に 「太 

華山縣 先生に 

與 ふる 書」 及 

び 「* 村道 太 

に與 ふる 書」 

の 二 書が 載せ 

て あるが、 第 

W 卷野 山獄文 

稿に 旣に 牧錄 

して ある 故 省 

す 


〇 問。 今の 諸侯 は 天朝の 臣か、 抑.' 將 軍の 家臣 か。 

對 へて 曰く。 幕府の 臣 たる こと は 固より 言 を 待たざる ことなり。 今 其の 證を擧 げて是 

れ をい へば、 

一 、 御朱印 を 以て 祿を賜 ふ。 祿を賜 はる 者 を 君と する は 天下の 通義 なり。 且つ 今の 諸 

侯 はせ々 幕 朝より 高綠を 受け て 恩誼 深 重なり。 君臣の 義 尤も 厚し とい ふ ベ し 。 

幕 朝より 諸侯に 賜 はる 御 判 物の 文を視 るに、 「何 門 何十 萬 何千 石の 事、 之れ を 宛 

て 行 ひ訖ん ぬ。 代々 の 例に 依り 領知 すべきの 狀 件の 如し」 とこれ あり。 本 藩 先 公 

より 臣下へ 賜 は る 給 地 の 御 判 物 を 所持す る 者 を 見る に、 其の 御文 體 大凡 御 同様な 

り。 臣下へ 賜 はる 文 格 を 見るべし。 

一 、 幕府の 御名 居 わりし 御 朱印 御 頂戴の こと。 諸侯に 於ても 殊に 敬 重し 給 ひ、 東都よ 

り 御朱印 到着の 日 は、 大夫 士卽刻 K 斗 目 着用に て 登城し 御 悅び申 上げ、 衆士 より 以 

下 有限 町人まで も 登城して、 御 悅び申 上ぐ る ことなり。 其の 重き こと 知るべし。 

一 、 松 平の 御 稱號を 賜 ふ。 

講 rll 餘 話附錄  五 五 九 


講孟餘 話.： i 錄  五六 〇 

、 12 中の 服、 御 識字 御 拜領。 

、 束 都へ 參^ 交代、 獻ト： 物、 御拜領 物。 

、 式 R 其の 外大 城へ. 御 出 伺。 萬 石 以上 以下 一統に 御 ：！： 見え 之れ あり。 

、 ； ゆ 御山 人の 番、 其の 外 御手 傳等御 役 仰 付けら る。 

、 大 阪大 番頭、 駭府御 加 * 等、 外 |g 侯 御 旗 木 衆と 同役に て 御 勤めな さるるな い， e 

、 御^ 等 仰 渡さる る 時の 御文 霄に、 「其の 方」 と 之れ あり、 全く ぼ ドへ對 ふる 御；：^ 

あた 

にして、 同列の 人へ 當る 御辭に 非ず。 

、 禁视 崩御の 時 は 御國中 五日の 御愤 みのみ なり。 公方 様^ 御の 時は秘 SE、 獵^、  ft^ 

烏极 赍、 市中 都 を 打ち、 i: 家來 中より 末々 町人 百姓まで、 月 代： iii- 留めら るる 等の 車 

あり. て、 御中 陰 問 御國中 相愼み 居る こと、 誠に 重き 御 事に， て、 君 ほの 禮 かく あろべ 

き ことたり。 

、 東 照大祌 君の 御顿を 封內に 建て 置かれ、 ^々の 大君の 御 追^ 等 恭敬 を^さる ろ こ 

と a 


右、 君臣の 禮を 見るべし。 當 時の 諸侯 天朝に 於て 君臣の 道 少しも 之れ なく、 諸 御大 

名 方 固より 京師へ 朝し 給 ふこと 之れ なし。 西國 御大 名 方 は、 江 府へ御 參覲、 年々 伏 見の 

驛を御 通行 これ ありと いへ ども、 御先 祖以來 一度 も 京都へ 立 寄り、 御 禮仰上 ばられ し 

こと もこれ なし。 本 藩の 如き 偶.' 京都へ 御 立 寄 之れ ありと い へど も、 御 築地の 側 を 御 

yl^/M 通行に て、 有栖川 • 鷹 司 其の 外へ 御 勤め 之れ あり、 禁裏へ 對し 少しの 御 式禮も 之れ な 

リ， 碌， f 一親 王姬 

ち 室と して 迎 く、 禁裏 を 見る こと 全く 路 人に 異ら ず。 君臣に して 比く の 如く 谏 略なる ベ けんや。 若 

へ、 同じく 毛 

.^00 し 君臣に して 此 くの 如くならば、 不敬 此れより 大 なる はなしと 云 ふべ し。 此れ を 以て 

迎ふ。 これ 以 

0^-^^ 君臣に 非ざる を 見るべし。 或 ひと 曰く、 今の 諸侯 天朝より 位 爵を賜 はる、 これ 君臣 

.V で 生す るに 至  しるし 

る  の驗に 非ず や。 曰く、 此れ は 幕府より 天朝の 爵令を 借りて 臣下へ 御會釋 ある ことに 

て、 全く 天朝より 命ぜら るるに て は 之れ なく 天朝より 口宣 出づ るの みなり。 此れ 

は 鎌 倉より 以來 此の 通りに て、 武家の 例と なり、 今に 始まりた る ことにて は 之れ なき 

なり。 若し 天朝の 爵位 ある を 以て 王臣 とい はば、 尾 .紀- 水府. 加州 等の 臣も亦 王 

爵を受 くる 者、 諸侯と 同様たり。 是れ亦 王 臣と云 ふべき か。 幕 朝の 臣萬石 以下 も 王ゲぱ 
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を受 くる 者 数百 人 之れ あり。 高 家 衆な ど は 少將. 侍從に 升る 者 も 之れ あり、 れ皆 王 

餅を受 くる を 以て 王 ほと 云 ふべき か。 必ず 然ら ず。 离石 以上 王 倚を受 くる 者 も M じこ 

となり。 に 此の 一 辜 を 以て 王 臣と云 ふべ けんや。 或 ひと：： く、  土地 は .大子ょり^§ 

侯へ 賜 はる ことな けれども、 一； 1^ 府御 代官と して 御 取次 を 以て 是れ を^ はると 云 ふ 者 之 

れ あり、 然る か。 口  く、 天子 土地の ことに り 給 はざる こと は 前にい へる が 如！。 

若し 天子の 命 を 以て 是れを 賜 はらば、 御 判 物の 御文 言に 其の 意味 あるべき ことなり = 

少しも 其の 意之れ なくして 全く ほ 下に 賜 はる 一 統の 御文 一一 H なる を 見て、 犬 子より^ 

ふに 非ざる こと 知るべき なり。 或 ひと：：： く、 戰國の 風お、 勢： 迎 りて： ：}- れが Hi たる 者 あ 

り、 これ 心服す る 者に 非ず。 z: く、 然り。 戰國の 形：： はし- 勝つ 者 君たり、 ねく る 者に 

たり。 若し 臣 たる こと を 欲せ ずん ば、 何ぞ 勝たざる や。 然れ ども 勝 ft は天述 なり。 旣 

に 勝つ こと 能 はず、 又 これに 死す る こと 能 はず。 隨 ひて これが fi を受 くる 時 は、 ひに 

臣たら ざる こと を 得ん や。 これ 天運に 從ふ 者な り。 ^何の 不快 を 抱く ことか これ あら 

ん。 天下の 亂旣に 久しく、 天下 第一 等 賢明の 人に 録 して、 而 して 後亂 定まり 治 起る。 


これ を 天明の 歸 する 所と 云 ふ。 是に 於て 天の 歸 する 所に 隨 ひて 世々 其の 祿を 受け、 子 

孫相繼 ぎて 其の 光 榮に飽 く C 其の 恩誼 如何 ぞゃ。 天 を 知り 理を 明かに する 者、 何の 心 

服せ ざる ことか これ あらん。 

〇 問。 京師と 東都と 一 時に 兩寇 あらば、 諸侯た る 者將た 孰れ を か先づ 防ぐべき や e 

對 へて 曰く。 京師 もし 寇賊 あらば、 將軍 自ら 御進發 ありて、 是れを 討伐し 給 ふべ し。 

東都 もし 一 時に 寇 ありて 捨て置きが たきこと も あらば、 大 諸侯に 命じて 元帥と して 京 

師を 防がし め 給 ふべき なり。 元來 京師 寇 ある 時 は、 先づ 兼て 御 警衛の 近 幾の 諸侯 驅け 

付けて 防禦の 術を盡 さるべし。 猶ほ 手に 餘 らば、 所 司 代より 列國の 諸侯へ 御差圖 あり 

て 出軍 仰 付けら るべ し。 諸侯に 於て は 唯 だ 幕 命 を 奉じて 御 進 返 あるべき ことたり。 た 

とへば 我が 藩に 寇 あらんに、 折から 京師に も寇 あるべし。 其の 時 我が 藩臣 京師の 御大 

事 たれば とて、 君命 を も 承け ず、 我が君 を 捨て置きて 皆 京師に 趨 くべき や。 君に 伺 ひ 

君命 を 承け、 御免 許 あらん 者趨 くべ し。 其の 意 は 同じ ことなり， - 察し 考ふ べし。 

〇 問。 異國の 人 もし 大日 本 國の主 は 孰れ かと 問 ふ 時- 何 を 以て 之れ に對 へん-」 
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對 へて：：： く。 京師に 天 皇 あり。 これ 日 木の 大君 主な りと 對ふ べし。 彼れ も L 國王ょ 

り 書 を n ぶして 請 ふこと あらんに、 其の 書 天皇に： V： すべし やと 言 はば、 それ は 大將軍 

に呈 すべし と 云 ふべ し。 彼れ も. （大將 軍 はいかなる 人 ぞと問 はば、 方今 日本の 國體 

天皇 あり、 大將軍 あり。 天皇 は 京師 に^りて 國 政に る ことなく， 大將^ は 東都に 

在りて 諸侯の 主と し、 事な きとき は 諸侯 を 朝せ しめて 天下の 治を爲 し、 jJilf あるとき は 

諸侯に 命じて 寇 賊を祉 伐せ しむる 者な りと、 實を 以て 對 ふべき なり。 〇 近頃 世上に 水 

府 一流の 學者 之れ あり。 f に 皇國學 などと も稱 し、 元 來國學 者 流より 出で て、 儒 m+ を 

混合した る ことと 見えたり。 此の 學、 皇國と 一 K ふこと を：！ H ひ 立て、 u ハ管 王朝 を is^: ぶ 流 

なる ゆ ゑ、 自然と 幕 朝 を！！ しめる 意 あり。 依って 常時の 諸侯 をして ij^ 朝へ 忠勤の 心自 

、り 薄から しむる の 弊 も 生ぜん かと 思 はるるな り。 君臣 父子 は 人の 大倫 にして、 忠孝の 

道是れ より 犬なる はなし。 忠孝の 道 明かに して 大地 位すべく、 天 ド國家 治まるべし。 

(1) 1. 若し 君臣の 問に 於て 心得 違 も あらば、 忠孝の 道 何 を 以て か 立たん や。 度 元 御 治世 以後 

元 和  (つ 

限り あ る大 諸侯、 宇喜多 • 蒲 生 • 最上 • 加 藤 . ：i 島の 類、 不義 あり て is^ 府 より 國 を 除せ 


られ、 永く 祖宗の 祀を絕 ちし 御 家 も 多き ことなり。 然るに 永く 大國を 賜 はり 尊貴の 榮 

を 享け給 ふこと、 實に 幕府の 洪 恩なら ず や。 異學の 惑より して 忠勤の 心 薄き こと も あ 

らば、 實に 歎くべき ことなり。 且つ 當せ異 學に惑 ひし 者 は、 藩 國の臣 にても、 普 天 率 

土 皆王臣 なり、 我が 主君に は 不忠に なりても、 皇朝 へさへ 忠義に なれば 宜しき と 申 

す やうに 心得 違 ひたる 者 も 間.^ 之れ あり。 人豈に 皆王臣 ならん や。 王臣 あり、 幕 朝の 

つ 0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 つつ- 0  0  0  0  0 つ-—  0  0  0  "^い - 0 

臣 あり、 諸侯の 臣 あり、 大 夫の 臣 あり、 士の臣 あり 皆备. '其の 主に 事へ て 忠を盡 し 

030  300000000  0000  oooooooooor-o 

天下 治まり 四民 乂安 にして、 然して 後 皇 朝への 忠 なりと 云 ふべ し 豈に 我が君へ 不 

忠を たし、 君臣 ii^ 悖り、 天下 爭亂 にも 及びて、 皇 朝の 御爲め なりと 云 ふべ けんや。 

本 藩 にても 近 來水府 の學を 信ずる 者 間.' 之れ あり、 近侍の 臣叉は 政府の 問に かやう の 

人 も ありて、 或は 君 を 惑 はし 奉り、 又は 政事の 間に 此の 意 移らば、 其の 害 勝げ て 言 ふ 

ベから ず。 叉 £r に 一 種 博雜無 耍の學 之れ あり、 唯 だ豪慢 不遜に して 正 學を嫉 み、 妄 

り H 先輩 を 誹謗し、 學者矯 傲の 風 を 長 じ、 或は 經濟 を談 じて 實 用に 疎く. 風俗 を 敗り 

國 家に 害 ある こと 少 小なら ず。 初 學の士 識見い まだ 定まらざる 者 は、 異 僻の 說を 聞き 
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て 信じ 易し。 右二 學の 弊、 人 を 惑 はし- 國 家に 害 ある こと t も甚 しき ゆ ゑ、 以て 辨ぜ 

ざる こ と を 得ず。 

(ィ) な _i 國學者 大道. を說 くと き は、 則ち 神聖 を讓る もの あり〕 然れ ども 其の 皇朝 を！^ び^ 

な.！： がしろ 

狄を黜 く、 其の 志 亦 偉なら ず や。 復 た道學 先生の 大 倫を廢 し、 國體を 蔑 にす るの 比に 非 ざ 

るな り。  # 

(尸) 膚淺 の見愍 笑に 堪 へず。 天朝 あれば こそ 幕府 も あり。 然らずんば 安ん ぞ 蒙古 *滿洲 

鍾を 神州に 接せざる を 知らん や。 是れを 思へば 身の 毛が よだつ 樣 なり。 余が 憂 は 上 は 三千 年 

の 往古 を繼 ぎ、 下 は 三千 年の 來今を 開く にあり、 H 前 鼻 前の の 俗 意 を 以て 是れ を駁 する こと 

^止に 堪 へず。 

(ハ) 此の 一句、 太 華 筆 未だ 到らず。 然れ ども 其の 意 察すべし。 亂ぉ 賊子 躐を 接すと 云 ふこ 

となるべし。 淺見、 論に 及ばず。 

(二) 幕府の 洪 恩を說 くこと も 甚だ 膚淺 なり。 余が 說く 所に 及ばず。 

(ホ) 我が 主に 忠 なら ずん ば、 安ん ぞ 能く 皇 朝に 忠 ならん。 ^：！！；朝に忠ならずんば安んぞ 

能く 我が 主 に忠 なら ん。 皇 朝と 我が 主 を 分ち て 之れ を 二と する は！^ 俗の 見なり。 

(へ) 是れ 純正の 論な り。 余 平生の 言語 行事 一 も 此の 意に 非ざる なし。 


(ト， ) 吉田 寅次郎 藤原矩 方、 其の 八な り。 

(チ) 何人 か 未だ 知らざる なり、 良 一二な どか。 

(リ) 是れ 何人 を 指す か、 詳 かならず。 

寅 云 ふ。 是れ 附錄の 原稿な り。 後、 口羽 德祐、 太 華 を 面諫し 其の 太甚 しきもの を 去 

らしむ。 太 華 乃ち 特に 其の 事の 本 藩に 關係 する もの を 削り、 再び 稿して 別に 具 ふ。 

是の稿 太 華の 爲 めに 之れ を 火に すべく して 因循 未だ 果 さざる は 余の 罪な り。 

講孟劄 記 評語 草稿の 反 評 

正統の 天子と は 心得ぬ ことなり。 正統と は閏 位に 對 して 云 ふこと なり。 今 間！ 1^ の あ 

るに 非ず。 然るに かく 斷る こと 聞えぬ 最上な り。 

天朝 は 丸 五に して、 幕府 は 九 二、 一言 已に 足る。 以下 更に 邪說を 以て 之れ を亂 す、 人 

をして 憤 嘆せ しむ。 王 代と 武家の 代と 並べて 之れ を 言 ふ、 何等の 言語 ぞ。 當時 攝關大 

臣、 宴 安 倫惰、 而 して 武臣 狡黠 にして 釁を窺 ひて 之れ を攘 む。 咎む ベく 惡 むべき もの 
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^だ 衆し。 太 華 一言 も 未だ 贫て 之れ に 及ばず して 後白河 天皇に 於て、 ^排，  < へ ほ 

カを遗 さず。 吾れ 朱 だ 其の 何の 心なる を 知らざる なり。 ； j に f」s お， 犬： 卜 樣と云 ふ： 

し-畳お 以來の 事 どもに はなき か。 璺臣關 白たり し 故、 人々 皆 殿下 様殿ド 様と； ぶ ひたる 

より、 不文の なれば、 いつしか 轉 訛した るな らん。 關白 を殿ド 殿下し， ニバ ふこと 今-: 1: 

5^;o 是 れは絕 えて 大義に は 開ら ね 

ことなれ ど 衆 群 を 乞 ふなり-  4 

旣に 其の 祿を受 く- 臣 たら ざらん と 欲する も 得べ からず。 又：：： く、 親王. 攝關 fi を ；大 

子より 賜 はらず して 之れ を關 東に 受 くと。 然 らば 則ち 親王. 械-關 も 亦 it ぼた るか。 通 

ぜ ざる も fi.: し。 征夷 大將軍 • 大納言 • 中納言 • 宰相 • 中 將. 少將 . ； ^從， 名分 截然た 

り。 1=^、  ^た 何 を か 疑 はん。 已 に朝爵 を； is^: すれば、 則ち ic ザ府 及び： 一： 家 • 加賀 のぼも^ 

皆王臣 なり。 何 を か 疑 はん レ 

承久 の？ 仅、 覺阿. 西 阿の 二 公 皆 力 を 幕府に 致し、 而 して^ M 公 獨 り 官軍に 1^ す。 延元 

の 時、 剡乘 -齊乘 の 二 公 皆 王に 南方に 勤む。 而 して 元 赛公獨 り將^ に M す。 當時 父子 

兄^の 問、 安ん ぞ殷家 三 仁の 謀 あるに 非ざる を 知らん や。 是れ 固より ぼ 子の li- しく 


議 すべき 所に 非ざる なり。 今 太 華 乃ち 季 光二 兀春ニ 公の 王事に 勤めざる を 引き、 武臣 

は 王臣に 非ざる の 證と爲 し、 蓮 阿 • 朗乘諸 公の 事に 至りて は又沒 して 著 はさず。 果し 

て 何の 心ぞ や。 天子 位に 卽 けば、 諸侯 五 萬 石 以上の 者 は 皆 重臣 を 京師に 差し、 大禮 

を拜 せしめ- 位に 叙し 官に 任ずれば 亦 使 を 差して 皇 命の 辱き を拜 せし む。 本 藩の 如き 

年頭 歳暮に は 勸修寺 氏に 因りて 太刀 白銀 を獻 ず。 事永祿 より 起る。 卽位 料を獻 じたる 

も 時 は永祿 なりと 云 ふ。 料を獻 じたる と 勅 を 奉じて 陶を 討ちた ると は 勤王の 犬なる も 

のな り。 且つ 菊 桐の 章、 寮の 御馬 は、 一 も 天恩に 非ざる ものな し。 然り而 して 天朝 

を視る こと 路 人の 如くに して 心に ォん ずる は、 果して 何の 心ぞ や。 

天朝 を 重んずる は、 幕府 を輕ん ずると 思 ふ は、 淺々 の 見なり。 天朝 あれば こそ 幕府 

も あり。 故に 1K 朝 を 尊ぶ は 皇國を 安ん ずる 大計に して、 卽ち 幕府 も 亦 自ら 重くなる 

なり。 天朝 を 重んずる と 云へば、 幕府 を 外にす ると 思 ふ は、 曲り 根性な り。 幕府， 二 

共々 天朝 を 尊ぶな り。 此の 意 余が 諸 文に 散見す。 熟讀 する 人 は 皆 知るべし。 天朝 

を 抑へ て 幕府へ 入り を 取らん とす る は 大いに 誤な り。 幕府 若し 是 れ を 喜 ぶ 位 に て は 滅 
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の 听屬武 の 

a? 類 等 ありこ 

れ^ を liiS す 
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亡 久しから ず。 書 後に 美疚藥 石に 喩 ふる 所、 得と 思 ふべ し。 諸侯 を 一：^ ほと 云 ひても、 

誰れ も 得心す る 者 はなし。 天 朝より 命ぜら るる 所の 官位に て 明白に 分る ことたり。 

二 マに 

故に 幕臣なる と然ら ぶる と は 一 言 も辯ぜ ず。 辯 じ 勝ちたり， こも、 获士の 階級 持 方と：： 1： 

様の 事に， 落 つれば 面白から ず。 i:| 臣 にも あれ、 王臣 にも あれ、 朝廷 を 尊び、 を 敬 

し. 夷狄 を 娘 ひ、 蒼生 を 愛する 人 なれば 云 ひ 分な し。 此の 四つ を 忘る る 者 は 逆賊な り" 


松 陰 反 評の 斷片 

此れ 以下 5d 記 評語 下 初めに ある ベ し 。 

勿體 なけれ ども 

周 防 長門國 主、 從四 位下、 大 大夫、 兼行 左 近衞權 少將、 大江 朝臣 口口 

此 くの 如き もの 上 三千 年に 溯り、 下 三千 年に 下りて、 皇室の とせん か、 征夷 大將？ 

の臣 か、 考 へて 見 給へ。 餘り 知れた る こと を呶々 する は 手間 損なり。 夫れ より は 人々 

忠孝の 覺悟を 勤む るが 實用 なり。 最早 此の 事 は 筆 を 絶つ。 


* 以下 は 要 

集錄 (毛 利 藩 

古記 錄を 多く 

包含す) より、 


舊 全集 第八卷 


長 門の 侍從 よりも ことしの せいぼの 御禮 として 御太刀、 白が ね百兩 しん 上 候。 ひろ 

う 申して 候へば、 おもしろく おぼしめし 候よ し。 よく 心得 候て 申 參らせ 候。 此のよ 

し 御 心得に てった へられ 參らせ 候。 かしく 

勸修寺 どのへ 

年頭 御 祝儀の 爲め 目錄の 如く 獻上候 由 披露し 候處、 卽ち 女房 奉書 出され 候。 猶ほ下 

官 より 相 心得 宜しく 申達す ベ き 旨の 傳 下り 候。 恐々 謹言 

正月 十六 日  勸修寺 右 少辨御 判 

長 門 侍從殿 

九重の 教慮、 勿體 なく はない か。 感泣 はせ ぬか。 路人 など 云 ふこと 人倫の 口から 出る 

ゝ 0 

ズ 
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講孟劄 記諫語 下の 1  山 縣太華 

離 上 第 十四 章， 

〇 今や 國家 多事、 夷 寇陸梁 云々。 

評に 云 ふ。 ^^に夷寇と云ふは英佛！^；魯の類を言ふか。 彼れ いまだ 我れ に寇 せず。 其の 

來るは 交 を 求め 商 を 乞 ふなり。 今 共 を 出して 是 れを征 せんとせば、 彼れ も 亦 丘ハを 以て 

來り戰 ふべ し。 上下 騷授し 其の 费 られ ず、 _3 ^朝 列 國皆是 れが爲 めに 病まん e 今 無名 

の師を 興して 是れ を征 せんより、 彼れ を 防ぐ の 備を嚴 に 設け、 湖海の 國に 令して 少し 

も懈る ことな からしめ， 武備 整 治して 罅 隙な くんば、 寇來 らん 時速 かに 是れを 防ぐ ベ 

し。 何の 難き ことか これ あらん。 且つ 武備 能く 盤 ひ 罅 隙の 乘 ずべき なくん ば、 彼れ も 

亦 必ず 來り寇 せず、 國家も亦^：：！ら安重ならん。 書に 云 ふ、 「弱 を 兼ね 味 を 攻め 亂を取 

り 亡 を 侮る」 と。 これ 人情 事理の 自然にして 然ると ころに して、 我れ に 味 il^ の 侮る ベ 


(一) 春秋 時 


敵 を て 却 

つて 敗北 を 招 

く。 世人 嘲笑 

して 朱 裏の 仁 

とい ふ。 左傳 

に出づ 

(二) 朱の 大 

誓 n 祖謙 (東 

}^^、と*;す) の 

箸。 春秋 左傳 

の 事 a を 論じ 

おる 文 を輯む 

(三) 唐の 名 

將。 吳を 平げ 


功業 多く、 翳 

國 公に 封 ぜら 

る。 太宗と 兵，. 


李衛公 問對は 

武 S 七 書の 一 

に數 へ ら る 

(5 主勣。 


住せられ 英國 

公に 封ぜ られ、 

李の 姓 を 賜 は 

る。 突 厥 を 降 

せし 他屢. -戰 


きな く、 亂 亡の 兆しな くんば、 人 誰れ か敢 へて 我れ を 侮り、 且つ 寇 する 者 あらん や e 

鯨魚大 なりと いへ ども、 しゃち ほこ を 長る る は、 鰭 鱗 鋭利に して 能く 物 を 刺せば なり。 

今 自ら 守る の 道 を 論ぜず して、 徒らに 彼れ と戰 はんこと を 言 ふ もの は何ぞ や。 

广ィ) 世に 寧ん ぞ 此の 暴擧 あらん や。 幸に 過 慮す るな かれ。 

rtO 王者の 兵は義 不義 如何 を 顧みる のみ。 而 して 義の存 する 所、 利 を 期せず して 利な り。 

是 れ宋襄 • 李 右 軍の 知る 所に 非ざる なり。 

(ハ) 東 萊博議 の 用兵の 條は 此れと 意 を 同じう す。 書生 兵 を 知らざる は 古今 ー軌 なり。 何ぞ 

少しく 心 を 孫武、 李靖が 論ずる 所の 攻守 機 策に 留めざる。 

(二) 隋の長 城 は 唐の 徐勣に 若かず。 呆活異 るが 故な り。 

(ホ) 所謂 武備と は 果して 何ぞ や。 

(へ ) 固より 然り。 

(ト) 妙 囁) 

(チ) 講孟餘 話 六卷、 徹頭徹尾、 一條 も 自ら 守る の 道に 非ざる なし。 心 目 並び 注がば、 自ら 

原に 逢 はん C 吾れ 敢 へて 夸 るに 非ざる なり。 
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同 第二 十六 章 

〇 舜の 告げず して 娶り、 ？| 武の (祭 * ち) 放 伐し、 - 子の 武 王の 爲 めに 洪 範を陳 ずるが 

如き、 皆 聖人の 事に. もせよ、 後人の 法と なすべからず。 

評に 云 ふ。 此の 三 事 固より 聖人の 事な り。 夫： i は 五倫の 一 にして、 人 近の 重き 所な り、 

其の 重き 所以 は 長子 先祖の 後を繼 ぎて、 其の 統を千 萬 に傳 ふる を 以てな り。 是れを 

以て 「不孝 は 後な きを 大と爲 す」 とい へり。 舜 の吿げ ずして 娶る も、 亦 小 孝 中の 一 事 

なりと いへ ども、 人倫 を缺 いて 先祖の 統を絕 つに 比すれば！； し。 これ 聖人の 輕 重を權 

りて 重きに 從ひ給 ふ 所以な り。 後 文 父母の 命、 媒： S の" 一 r 云々 の 類、 呰 其の 1： 重を權 り 

て 可な り。 然れ ども 聖人に 非 ざれば 其の 權衔の 宜しき を^る こと 能 はざる ベ きなり。 

弟 象 後 あらば 云々 -」 象の 後 あると 後 あらざる と は 未だ 知るべからず。 且つ 此の 窜舜の 

他事 を 論ずる に 非ず、 象の ことまで は關ら ず。 唯 だ 舜のー 身に 就いて せげ ずして 娶 

るの 義、 輕 重の 在る 所を擧 げたるな り。 =1 武 のこと は 君 道な り。 道に fj;;^ あり、 ぼ 道 

あり。 君 は 萬 民の 上に 立ちて 下 を 治む る 者な り。 臣は 君に 事へ て 其の 用に 供す る 者な 


り。 其の 道 少しく 異る こと ありと いへ ども、 並び 行 ひて 相 悖らず。 臣道 ありて 君 道な 

くんば あるべからず。 君 道 ありて 臣 道な くんば あるべからず。 故に 湯 武の行 ふ 所 は 君 

道な り。 伯 夷の 執る 所は臣 道な り。 各.' 其の 當然 を盡す 者な り。 其の 初め を 以て これ 

を 云へば、 天下 第一、 才德 衆に 秀でた る 者、 億兆の 人 皆 尊信し 服し 從 ひて 其の 治を受 

くる 者、 これ 天下の 君たり。 德ー國 に 秀でた る 者、 ー國の 君たり。 二世 以下 相繼 ぎて 

君た る 者 は 祖宗の 餘德 なり。 若し 子孫に 至り、 君 其の 職 を 失 ひ 君 道滅絕 する 時 は、 卽 

ち 又 天下 第 一 等の 人 ありて これに 代りて 天下に 君と し >  萬 民 を 治めて 其の 塗炭 を 救 ふ 

なり。 桀紂は 暴 逆にして 君 道 を 失 ひ、 天 棄て民 背く こと、 商 書 諸篇に 載す るが 如し。 

折 柄 湯武不 世の 君 ありて 天下の 爲 めに 推 立てられて 夭 下の 主と なり 給 ふ。 これ 天命の 

歸 する 所に 當 りて 敢 へて 辭し給 はず。 天下の 公論 なれば なり。 其の 間に 於て 一毫 も 私 

心 ある ことなし。 これ を 天に 應じ 人に 順 ふとい ふなり。 固より 聖人の 大權 にて 常人の 

得て 行 ふ 所に は 非ず とい へど も、 聖人 偶. '其のせ に 出で 其の 時に 當り給 ふ 時 は、 其の 

道 を 行 ひ 給 はざる こと を 得ざる なり。 時に 微子 • 箕 子な どの 賢 ありと いへ ども、 君 道 

講孟餘 話附錄  五 七 五 


講孟餘 話附錄  五 七 六 

革 まる 時 は 卽ち理 其の 初めに 復る 故に、 犬 下 第一 等の 人に M せざる こと を 5r す。 これ 

10 天理の 當然 なり。 箕子 がへ；^ 範を武 王に 傳 ふる は、 洪範は 天 下 を 治む るの 大法な り。 故 

に 天命 を 得て 天下に 君た る 人に 偉 ふ。 其の 私する 所に 非 ざれば なり。 其の上 武 王の 夭 

下に 君た る は 天命の 歸 する 所に して、 一 毫 自ら 利す るの 私心 あるに 非ず。 後^ 戰國の 

時妄り に 人の 國家を 亡ぼして 自ら 利す るの 徒と 異なり。 ，*!：^ 子の 固より これ を 知る。 

亦 何の 讎 とし 怨 むろ こ， 一-かこれ あらん や。 然れ ども、 もし 武王來 りて 我れ に 仕へ よと 

宣 はば 必ず 辭す べし。 殷 の舊臣 なれば たり.^ 

广ィ) 此の 身 を：：？ 舜. 湯 *武* 繁子の 地に 居らば、 決して 此の^ を爲 さず。 

C '口  - 孟軻文 を 舞 はし 道を枉 ぐ。 眞に志 ある 者に 決して 其の： K すると ころと な..： ず。 

二  ) 不通の 言な り。 

{ '二) 吾れ の 論 を 立つ る、 身 を 以て 舜の爲 めに 安心の 地 を 求む るの み。 象の 事 を嫩脫 する は 

書生の 遁詞 なり" 

(ホン 湯武は 諸侯な り。 臣道を 守らず して 君 道に 居る は 漢土 は 則ち 可 なれ ども、 苟も 赫々 た 

る 神明の 邦に 生れ、 同じく 天日の 尊 を 戴く、 寧ん ぞ 此の 悻緣 の擧を 聞く を 得ん や" 先 裴の確 


論 具 さに 在り。 固より 吾が輩 の 言 を 俟たざ るな り」 

(へ) 柳宗 元の 餘唾 のみ 。巳に 前 評に 見 ゆ。 

(ト) 漢土 或は 然 らん も 論ぜず して 可な り。 然れ ども 此の 心 を 抱きて 主に 事へば、 主 は 逆^ 

の 主人に 過ぎざる のみ。 其の 害 を 極言 せんと 欲すれば 則ち 胸 結 ぼれ 腸 類り、 吾れ 言 ふ を 得 VJ 

るな り。 噫々、 皇統 苟も 一 縷を存 せば 洪範 と徵 子と 奉じて 以て 周旋 せん。 皇統 一 たび 絶え 

なば 洪 範と徴 子と 復た用 ふる 所な し。 水に 投じ 火に 燒 かん。 唯 だ 豺狼犬 羊 0橫<. ^する を 恐る 

るの み。 然れ ども 皇朝絕 えて 此の 事な し。 則ち 亦絕 えて 微.獎 の 事な きなり。 

余の 如き 者 は、 國家、 莴、 言 ふべ から". さる も. Q ありと 雖も、 一家 一族 萬 劫 末代 決して 新 主に 

歸す るに 忍びず。 此の 心 巳に 生 あるの 初めに 賦 せられ、 天地 神祇 皆預 りて 塵み るな り。 今 太 

華、 徵，笼を！？當然と爲す。 誠に 何の 心ぞ や。 

萬 章 上 第二 章 

C 孟子の 譯妄 いまだ 此の 章より 1=^ ししき はなし 云々.^ 

評に 云 ふ。 舜吿げ ずして 娶 るの！^ は 前に 已 にこれ を辨 ず。 此の 章 人の 大儉 を廢 する は 

五倫の 一 缺を云 ふなり。 告げず して 娶るは 不孝 中の 一 事の み。 父子の 大倫を 魔す と 云 

. ：錄  五 七 七 
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す 

ふべ からず。 凡そ 事 兩全を 得ざる こと あるとき は、 「しむ を 得ず して 輕 きを 小 てて m- き 

に從 ふ。 これ 聖人の 權宜 なり。 の 字 怨惡を 云 ふに 非ず。 ーセ， し 小 弁の 怨の意 人情の 必 

ず あるべき 所 を 一： ム ふ。. 前章 怨 慕の 義、 其の 他 孟子 舜の 心事 を說 くと ころ、 t も^ 曲 親 

切なり。 必ず 俄かに 不 類の 語 を 下さず。 もし 古人の 意 を 得ず して 古人 を； ゆ ひて？.；： と 

し、 却って 自ら 護妄 のおし きに^る 者 まま 之れ あり、 愼 むべ し」 古人の 意 を i;^ ざる こ 

と あらば、 疑 ひを闕 くにしかず。 

(ィ， } 餘 話の 中に 已に 之れ を詳 かにす。 再び 报 ぐる を 須 ひず。 

(口) 通ぜ ず。 

同 第 四 章 

〇 凡そ 讀窨の 法 は 吾が 心を虛 しくし、 胸中に 一 種の 意見 を 構へ ず、 吾が 心を蜇 の 巾 

へ 推し 入れて 書の 道理 如何と 見、 其の 意 を 迎へ來 るべ し。 

評に 云 ふ。 讀 書の 法を說 くこ と^だ 佳し。 は 取 も 敬服すべし。 唯 だ 此の 篇 を^んで 其の 

自ら？？^  く處に 於て は 必ずしも 然ら ざる を 見る。 


(ィ) 今にして 之れ を 思へば、 是れ 尙ほ迂 腐の 談 たる を 免 かれず。 

(口) 是れ 吾が 病に 的當 す。 然れ ども 古今の 大 才力の 人 は皆然 り。 

吿子上 首章 

〇 杞柳を 戕賊 する の： ii、 孟子 辯 を 以て 是れを 折く のみ。 吿子杞 柳の 喩、 實に 妝賊の 

意 あるに 非ず。 

評に 云 ふ。 古文 簡潔、 上文 戕賊の 意 を 見ず といへ ども、 下 文 を 以て 推し 知るべし。 孟 

子 同時の 人と 應酬 する 其の 意 を 誤り 認む ベ か らず。 如し 誤り 認む る こ と こ れ あ ら ば、 

彼の 人 も 亦 必ず これに 服せ ず。 

(ィ) 好んで 詞に 託す。 敬服、 敬服。 

0 今 田夫 野老 といへ ども、 夷狄の 輕侮を 見て 憤懣 切齒 せざる はなし 云々。 征夷 大將 

軍より、 列 國の諸 大名より、 幕府の 老中. 諸 奉行より、 諸家の 家老 ，用人より、 皆 

身 を 以て 國に殉 じ、 夷狄 を 掃蕩す るの 處置 なき は何ぞ や。 

評に 云 ふ。 (ん に 短小の 人 あらんに、 是れを 呼んで 矮人と 云 ふ。 これ 實を 以て 言 ふた 
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講孟餘 話附錄  五八 . 

り。 必ずしも 怒るべからず。 或は 是れを 呼んで 長 人と 云 はば これ 實に 非ず。 ゆいに i-:. ざ 

れぱ卽 ち 我れ を 嘲^す るな り。 これい ュ： ぶべき に 非ず。 然るに 此に 矮人と いへば 怒り、 

長 人と いへば 喜ぶ 者 あり。 これ.？ へるな り。 短小の 人 は 共の 力 も 必ず 軟： なる ベ， 

然して 身に 敵 を 防ぐ の 兵器 もな く、 如し 之れ ある も 亦紛リ にして 用 をな さず。 乂 

の 術 を學ば ずん ば 人 見て 必ず これ を 侮り、 或は.：：：：： を 以て これ を 犯し、 容貌 を 以て これ 

を 凌がん。 彼れ 固より 此の 人と 舊交 あるに 非ず。 乂 此の 人 を 敬す るの 理 あるに 非 ずん 

ば、 これ を： i! 侮す る も 亦 人情の 然る 所な り。 我れ に 於て 又 侮を受 くべき の赏 ある 時 は、 

亦何ぞ 深く これ を 怒らん。 少 くこれ を 忍んで 可たり。 如し： a- 慮に して  一 n- のおに 塔 

ず、 卒然し-して 是れと 闘 はば、 必ず 身 を 一 蔡の 下に」 おし、 共の 禍 父兄 (ぶ 族に 及ばん も 

知るべからず。 これ 义惑 なり。 然 らば 则ち これ を せんこと 如何。 n く、 人の 侮る は. i^、 

M^^m^^ が 身に 侮るべき の實 あれば なり。 自ら 顧みて 姑く これ を 忍んで 可な り。 

のために 左傳 

^u^^  (ィ) 此の 條、 余 初め 遽 かに 讀 みて、 謂へ らく、  „ 東 萊の息 侯鄭を 伐つ の 論より 來 ると。 哪を 

も-集めて 東 菜 

す  伐つ の 論 は 余.， しに に 於て 極力 辯 す。 是れ獨 り 未だ 敢へ てせ ざるの み. -  . 


(口) 以上の 論 は假說 なるべし。 然らずんば 羞惡の 心、 喜 怒の 發、 天命の 性なる を 如何せん。 

lilv§* 上 (ハ) 是れ 全く 孟子の 「之れ を 恥 づれば 文 王を師 とする に 如く はなし」 の 一章 を學 ベり。 敬 

服、 敬服。 

然れ ども 必ず 忍ぶ こと 能 はずん ば、 請 ふ 干 將 • 莫耶を 求めて 以て 劍矛 とし、 利器-しに 

備 はり、 然して 後擊 刺の 術を學 ぶこと 數年、 千鍊百 磨の 功 を 加へ、 其の 術已に 成りて、 

然して 後 我れ を 侮る 者 を 求めて これと 鬪 はんに、 彼れ 我れ を輕 侮す るの 心 を 以て 我れ 

に 加へば、 却って 耽 を 取らん こと 必 せり。 是に 於て か 始めて 我が 侮るべからざる を 知 

りて、 此. の 後 叉 放へ て 妄りに 我れ を 犯し 凌ぐ ことな かるべし。 今の幕^^老中.諸奉行 

の 慮、 蓋し 此に 出づ るな らん か。 「小 忍ばず して 大謀 を亂 る」 と、 誠に 愼 むべ きを 以 

てな り。 

(ィ) 以下 は眞 面目の 論な り。 

(口) 吾れ 萬々 其の 然ら ざる を 知る。 

同 第 四 章 
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講，^ 餘 話附錄  五八 二 

〇 支那 人 は 眞に義 外の 非た る を 知らず。 故に 眞に 君臣の 義を 知らず 云々。 ト. Z 那人は 

君臣 は義を 以て 合 ふと 云 ひて、 道 合へば 服從 し、 不可 なれば 則ち-しむ 云々。 

評に 云 ふ。 此れ 一 概に 首. ふべ からず。 彼の 土、 忠臣 義士 も 亦 多し。 歷 代の 史を 見て 知 

るべ し。 且つ 仁義 等の 字、 木と 彼の 土の 製す る 所、 其の 事 あれば 其の 文字 あり、 其の 

義を 知らず して 豈に 其の 文字 を 製 せんや。 I の國學 者と 稱 する 者、 其の 我れ を び 他 

を賤 しむの 僻見 胸中に 横 はり、 漢土の 事と い へば 其の" だ 非 を辨ぜ ずして 口 を 極めて 是 

れを n,! る。 是れ 其の 嫉妬の 私心 天理 を蔽 塞す る を 以て、 公明正大 のじ リゲ」 il: ざるな り。 

正學の 者" だれに 傚 はずして 可な り。 本邦 武家の 君臣、 其の 道 叉^ 土と 異なり。 お 土の 

十：：、 大夫士 は 皆 百 官諸 職な り。 训に兵 ありて 軍^に 供す る 事 あれば 共と なり 1 事な け 

れば 曲-おに 歸す。 大夫 士は將 帥と なりて 是れ を率ゐ るの み。 故に 君の 臣 を，. 氷む る はこれ 

と m ハに道 を 行 はんとす るな り。 臣の 君に 化 ふる も 亦 君 を 得て 與に道 を 行 はんとす ろな 

OC 綠の爲 めに 仕 ふるに 非ず。 故に 君 其の 道 を 行 ふ 時 は 臣も亦 カを展 ベて 其の KM を 

す。 nli- れを 「道 合へば 則ち 從ふ」 と 云 ふなり。 君 もし 其の 道 を 行 はずして 非道 をな す 


時は是 れを諫 むべ し。 諫めて 聽 かざる 時 は 君に 隨 ひて 與に 非道 を 行 ふべ からず、 叉 尸 

位素餐 すべから ず。 故に これ を 去る の 外 他の 道な きなり。 是れを 「不可 なれば 則ち 已 

む」 と 一 K ふ。 然れ ども I 祿の臣 に 至りて は、 叉國と 休戚 を 同じう する の義 あり。 本邦 

今の 臣 たる 者 は 皆兵の 爲 めに 武功の 士を 求めて 是れを 扶持し、 世々 祿を與 へ、 事な き 

時 も 是れを 養 ひ 置きて 軍役に 備へ、 又 是れを 以て 百官 諸 職に 供す るな り。 然して 軍旅 

に 臨む に 及んで は 是れが 一 死 を 貴む。 今の 臣何ぞ 君の 爲 めに 死せ ざる こと を 得ん や。 

これ 和漢 制度の 異 るに 因りて 其の 道 も 亦然ら ざる こと を 得ざる なり。 義は宜 なり。 其 

の 所に より 其の 時に 應 じて、 事々 各.' 其の 宜しき を 得て 天理の 當然に 違 はず。 これ 所 

謂義 なり。 孔孟 をして 今の 本邦に 生れし めば、 必ず 今の 時宜に 叶 ふの 處置 あらん。 

(ィ) 余 近日、 唐 書 を 課す。 其の 所謂 開國 の名臣 なる 者、 王 • 魏 • 房 • 杜は皆 我れ の 所謂 失 

節の 人の み。 而 るに 彼の 邦は夸 翻して 以て 盛 世に 忠孝の 心 を 抱く と爲 す。 (我れ) 之れ が爲め 

に怏々 たり。 

(E0 國體に 就いて 言 ふ、 細目の 論に 非ざる なり。 

(ハ) 余、 向に 言 ふ、 漢土に 在りて は 君 道 自ら 別と。 而 して 大いに 先生の 黜斥 する 所と なる „ 

講孟餘 話附錄  五八 一一 一 


二)  $ 上 

！！！第七章^^^マ：？.』 


講孟餘 話附錄  五八 a 

今 先生 も 亦 此の 說 あり。 竊 かに 區々 の 微衷 或は 先生の 結 心 を 開悟せ しあらん をい"：： び、 之れ が 

爲 めに 林 躍す。 

(二) かく ありて こそ 大儒 先生、 經世傳 道の 大 議論な り。 I や- んず^ 泣す。 

同 第 十. 八 章 

0 余 神州 を 以て 自ら 任じ、 四 夷 を撻伐 せんと 欲す 云々。 

評に 云 ふ。 前文に 余 をして 志 を 得せし めば、 朝鮮. 支那 は 勿論、 滿洲. (蝦夷) 及び 

豪斯多 辣理を 定め 云々、 亦 此の 意なる べし。 これ 兵 を 興し 支那. 印度 諸國を 討伐し、 

两洋に 至り、 終に 五大洲 を 一統 せんとの ことか。 其の 志は大 なりと 云 ふべ し。 然れど 

も 此れ は是 れ大 下の 大 英雄 萬 古に 傑出す るの 人に して、 其の 位 を 得る に 非 ずん ば 能 は 

ざる ことなり。 且つ 今 一 朝 一 夕の 能く 爲 すべ きに 非ず。 所謂 一 家より 手 を 下し、 一 忖 

ー鄕 より 語り 傅へ、 千 人より 萬 人に 至り、 一身より 子々 孫々 に傳ふ 云々、 遠 き^りと 

云 ふべ し。 然れ ども 人 一： t 限り あり。 もし 其の 業 を果す こと 能 はずして 沒 する 時 は、 4- 

れを繼 ぎて 能く 其の 功 を 成す こと、 又大 英雄の 人に 非 ざれば 能 はず。 然れ ども 此の 人 


萬 古 一 人なる 時 は、 繼 ぎて 骨に 出づる こと 叉 尤も 難き ことなり。 其の 人な き 時 は 此の 

事 必ず 糜 して 行 はれず。 畳 太閤 朝鮮の 征伐 さへ も 太閤 沒 する 時は耱 ぎて これ を 成す 者 

(二)  す 

なき を 以て 見るべし。 大抵 本邦の 人 爲る所 を 見る に氣 短う して 慮淺 し。 百 千年の 後 を 

期し 他人 を 待ちて 其の 功 を 成さん こと、 我れ いまだ 其の 成就すべき を 知らず。 西洋人 

など は智 深う して 慮 遠し。 然れ ども 其の 諸 國を蠶 食 せんと 欲する に、 英咭利 手 を 南方 

に 出せば、 佛郞 西. 俄羅斯 其の 虛を窺 ひ、 俄 羅斯東 を 闘れば 其の 他の 大國又 其の後 を 

ち も 

窺 ひ、 終に いまだ 五大洲 を 一 統 する こと 能 はず。 西洋人 其の 東南 諸 國に據 り 有つ 者 は、 

或はい まだ 開けざる の 地 を 開き、 叉 は 弱 を 兼ね 昧を 攻め 亂を 取り 亡 を 侮る の 類な り。 

-: おに 政治 休 明、 武威 强 盛の 國を 取る こ， こ を 得ん や。 其の 五大洲 を 一統す るの 說は實 に 

必 成すべからざる のこと なり。 我が 邦 大海の 中に 獨 立し 開闢 以來 幾千 萬と 云 ふ を 知ら 

ず-。 神武 天皇 御 一 統 より 以往 一 一千 五百餘 年、 他の 外 園へ 服屬 せず して 一 帝國を 以て 

自ら 居る、 これ 誠に 尊ぶべし。 今や 外寇を 防ぐ の 備嚴密 にして、 國々 浦々 に 至る まで 

少しも 罅 隙 ある ことなく、 他の 爲 めに 犯されず。 金甌缺 くる ことな くんば 亦 可たら ず 
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や。 防 禁の備 いまだ 嚴 ならず、 たと へば 西國 には備 ありと も柬 北の 國に は；：；：：^ かざ 

る 所 も あらんに、 徒らに 他 を 蘭る こと を 志し、 萬 一外 夷 我が 他を圖 るの 隙に 乘じ 大^ 

し來 りて 我れ を：：：；^ す こと ありて、 彼れ が爲 めに ー岛 一州 も 取らる る こと あらば、 たし」 

ひ 他日 取り返す こと ありと も、 一 時事 を 起し 國體を 根す るの 罪い かん ぞゃ。 

^し 外お を 防ぐ の 備に 於て は、 十分に 盤 ひたる 上，、 手 を 外國へ 出すな らん か。 然れ 

ども 其の 事篇 中に 言 はざる ことなれば、 其の 意知るべからず。 一 n 二 村 一 鄉 より： ：！： 

志 同志と 語り 傳 へと ある を 以て これ を觀れ ば、 私 を 以て 人數 を-似す やうに 見 え た り Q 

公 命 を^ ぜ ずして 私に 兵 を 興さん こし 一， 其の 如何。 

(ィ) 人 固より 雄才 雄志の 別 あり。 余が 才の疎 拙なる 如きに、 ち W 夫 野老に すら 之れ： k か 

ず" 但だ 其の 志の 大 なる は豐太 閣と雖 も、 實に畏 るる 所に 非ず。 

(1) 第 n 卷  (ふ) 故に 七生 說 あり。 

rles 幽 室 文 

稿」 中に 収む (ハ) 是を 以て 太閣の 雄志 も 余に 如かざる を 知る。 

(二」 云 ふ は勿體 なけれ ども 云 はねば 分らぬ。 神武 天皇 東征の 日、 其の後 年 を 期す る こと 

何如ぞ や。 應神 天皇 與學 の. 日、 其の後， H^. を 期す る こと 何如ぞ や。 時に 汙隆 ありと 雖も、 今 


日に 至り 遂によ く此 くの 如し。 其の 間 其 助 あるが 如し。 

(ホ) 詢に然 り。 

(へ) 謹して & ざる は 天の 道な り。 警 ざれば 必ず 退く は 人の 常な り。 fi 

(ト) 是れ おも ふに 藥 石の 言な り。 

(チ) 此の 事 下にて 辨ず べし。 

告 子下篇 首章 

〇 鱧 を 以て 食へば 則ち 飢 もて 死し 云々。 此の 兩句 不通 i 一 ふべ し。 § ふ、 語 病ら 

評に 5。 業 を 合せて 之れ を觀れ ば、 語意 亦お のまら 通ず。 古文 皆然 り。 恐らく 

は 語 病 あるに 非ず。  ， 

同 第 七 章 

〇 親 以下 本邦に も i あり。 源氏 • 足 利 氏 • 織 田 氏 •  i 氏 • 德川 氏是れ なり。 

北 條氏は 云 はず。 諸侯 を摟き 諸侯 を 伐つ、 其の 事 亦 相似たり。 

ill  五八 七 


.  講孟餘 話附錄  五八 八 

評に 云 ふ。 霸 者の 諧 侯に 於け る、 皆 同列に して 其の 臣に 非ず。 故に 諸侯 を樓 きて^ 侯 

を 伐つ と 云 ふ。 木邦頼朝の三沛*^:2山.化々木.能ズ<::.5^原の類、 皆將^*,:1^ほにして. 

同列に 非ず。 ほ禮を 執り て賴 朝に 事 へ 、 其の 命 を 奉じて 征伐す る 者な り。 足 利の 細 川 • 

y ) ぎ "山 • 斯波 • 山 名 • 仁 木 • 赤松. の 類、 織 田 氏の 柴田 • 丹 羽 • 瀧 川 • 前 田 . .1  • (き 

の 類 皆 同じ ことなり。 秀吉天 正の 末 改めて 領地の 御朱印 を 諸 大名に 賜 ひて 君 はの 分 を 

にコ 0^0  {疋 め， ム II 德 大君 元 和の 初め 御朱印 を諧 大名へ 頒ち賜 ふ も 亦：！： じ。 今の^ 侯 は 全/、： 禮 

を 執り 府に 事へ、 幕 命 を 奉じて 征^に 從ふ 者な り。 これ 諸侯 を樓 きて^ 侯 を 伐つ 

と 云 ふ ベ からず。 然 らば 則ち これ を 以て^  土の 五 薪に 擬す ベ からず。 

(ィ： ) 諸 候と 云へば 皆 同列と W 心 ふ は 大いに 誤な り。 公：：^、 伯 子 Sf: 五^の 外に 乂附席 あり U 况ゃ 

今の 貴 盛の 大將軍 を 以て 一 萬 石の 小名と 间 列と 云 はんや。 唯 だ 其の 王 121 たる は！ 1 じきな り。 

J^_、l*Mfi  漢の穩 • 王 • 梁. 薆 等の 外戚 ft® の 大將^ を 以て、 下 縣！： EJ の 八 P 長、 諸 寺の 曹 5,?::^ ば、 £>: に 

ビ、 特 Il^J^J. ヒ 

も 助け S 政に  ri 列な らん や、 亦豈に 君臣な らん や。 時勢の 變は樣 々あれ ども、 一 命 以上 皆 王お なり。 H: の 

き- j 、す G 

0ri  ド草莽 市井の 庶民 も 別に 屬 する 所なければ 王 民な り。 其の 他 は 陪臣な り。 陪ほ も王朗 の！： i{ な 

他に 頗る  ニーつ  ： 

タ r,  り。 in 石 は 幕吏 なれ ども、 讚？.^ 餘論 におと する こと は 出来 難き 所以 をい へり。 其の 外 


亂 世に 當 りて 承 制封拜 すると 云 ふこと あり。 制 を 承く ると は雖 も、 天子に 乞 ふに も あらず、 

大いに 御朱印の 事 鱧に 似たり。 

〇 獨り 秀吉に 至りて は 至 性 純忠、 誠心 を 以て 天朝に 尊 奉し 云々。 

評に 云 ふ。 秀吉 皇室に 事 ふる、 事 ありて これ を爲 るな り。 秀吉身 匹夫より 起り、 ..V 

力 武功 を 以て 終に 有 土の 君たり。 然れ ども 巨 室 世 家 其の 鄙賤 より 起る を 以て 且 化れ を 蔑 

視し、 これが 下に 屈する こと を 恥 づる者 あり。 秀吉 本と 大志 あり〕 皇室の 寵命を 

りて 衆人 を壓 さんと 欲す。 故に 殊に 皇室に 事へ て 其 S 禮意を 厚、 つし- 終に 其の 寵を 

得て 大臣に 任じ、 關 白に 陞り、 是れを 以て 天下に 命ず。 是に 於て か 天下 服從せ ざろ こ 

と を 得ず。 是れ秀 吉の本 志な り。 然れ ども 近 衞植家 公 をして 職を辭 せしめ、 推して 關 

白と なる が 如き は、 其の 跌凰の 勢、 淸 盛. 義仲に 近し。 且つ 諸侯 を 率ゐて 天子に 朝 

せず。 天 十 を 其の 私 第に 招きて 諸侯 をして 盟 はしめ、 諸侯 は 我が 臣 たるの 勢 を 示し、 

其 の 他 鎌 倉 以來武 將威權 を 擅に する の 風 依然として 改めず。 こ れ其 の 意 の あ ろ U - こ ろ 

知る ベ きなり。 

講 fi.- 餘 話附錄  五八 九 


講：^ 餘 話附錄  五 九 〇 

(ィ」 是れを 以て 豐公 を責 むる は 誠に 名 敎に益 あり。 敬服、 敬服。 

(口) 參內は 度々 なり。 

(：) の (ハ) ^秋の 河 陽の 狩と は 異なり。 王朝の 古典に 合 ふや 否 は 知ら ざれ ども、 IK ムの 怠に sgo 

王の 二十 年，  . 

0^^^^^  •  ト、 を 尊崇す るに 出で たり。 武家の 故實に 御成と 云 ふこと あり、 ！ T じ 事な り。 

大 か-致し、 天 

子た る. J* 王 

0^^,,  ^に 一 種國學とー！^ふことぁり。 又 皇國學 などと 稱 し水府 より 出で たる 一 流 あり。 我れ 

？ e 侯 亦 悉く^ 

す。 召され. - 其の 意 を 深く. おする に、 〈5 時 皇朝 御成 德^ へさせ 給 ひ、 天下の 横 勢 悉く 武{ 永の 乎へ 

る こと も s-:^' 

て 天 王 河 こ  (ィ)  5 ち ふ： ま 

狩す とい ふ 移りた る こと を 深く 歎き、 何と ぞ 古代の 通り に；^ 復 したき と 云 ふ 内含れ ある こし」 と 察 

せられたり。 然れ ども 當 時に 於て 此の 事 公然として. --t ふべ からざる を 以て、 武のこ 

と を 借りて 理の當 否 を 論ぜず して 徒らに 是 れを排 り、 阁 にこれ を 以て 今の 武將に 比し、 

彼れ を不雜 なりと 云 ひて、 此れの 不義なる こと を；： 小し、 ゅ武 を-おむ よりして」：； -舜. 孔 

子 をも辨 り、 都て^ 人 を 忌み嫌 ふ も、 皆 此の 意より 出で たる ことと 兑 えたり。 W つて 

ol)  おと  r ホノ 

此の 學は 幕府 を 貶して 霸者 などと 稱し、 諸侯と 同列なる やうに 云 ひ、 諸 仗 をして！！？； 

の 分 を 疑 はしめ、 渐々 と 皇 家の 方へ 引 人 れんと し、 ハ 母に 皇國皇 國 し- 稱 して！！ { まを大 


體を 以て 皇 家に 歸し、 皇 朝の 尊むべき こと を 人々 に 申し 喩 して、 漸々 と 御 味方 を 

(チ)  f リン 

こしら へ 置き、 時節 を 待ちて 其の 功 を 成さん と 謀る に 似たり。 然れ ども 此の 事 公然と 

して 言 ふべ からざる を 以て、 一身 一家より 一村 ー鄕と 同志の 者竊 かに 語り 傅へ、 一人 

より 十 人、 十 人より 百 千 萬 人に 至り、 終に 此の 志を傳 へて 一 身より 子々 孫々 に 及び、 

御 味方 數多 出來 し、 武將 家の 勢 孤立す る 時に 至り、 兵亂 などに 乘 じて 天下 を 囘 復 せん 

と 欲する ことかと 見えたり。 其の 慮 蓋し 一 朝 一 夕の ことに 非ず。 今 此の 篇を讀 んで其 

の 言 ふ 所 を 察する に、 叉 彼の 國學者 流より 出で 來 りたる こと やと 思 はる。 其の 故 は 開 

闢 以來數 千年、 日本 は 日本に て獨 立の 國を 以て 濟 みたり し を、 今 俄かに 兵 を 起して 四 

夷 を 討伐 せんこと を 言 ふ。 これ は 神州 を輿隆 すと も 云 ひ、 又 先年 亞墨利 加洲の 使節 來 

りし 時 我れ を輕 侮す るの 形狀 あり。 因って 是れを 伐ちて 其の 辱 を 雪がん とすと も 云 へ 

り。 然れ ども 亞墨 英佛 などの 諸蠻は 其の 驕慢なる こと、 本と 其の 性の 然る 所と みえた 

り。 且つ 彼れ 大 軍艦 を 以て 萬國を 徘徊して 其の 國俗を 窺 ひ、 武備 整 はざる 國を 見て は 

自然と これ を輕 侮す る は 亦 人情な り。 我が 國昇 平年 久しく、 武備 此の 時より 魔 弛す る 

講孟餘 話附錄  五 九 一 


■ 講： 餘 話附錄  五 九 二 

はなし。 海岸の 地少々 砲臺 などの 設 ありと い/ども、 固より 外寇を 防ぐ に 足らず。 彼 

れ 素より 我れ と舊交 ある 國に 非ず。 乂 我れ を 敬す る现 あるに 非ず。 我が.^ 備 うすき を 

见 てこれ を 侮る とも、. 我れ も 亦 侮を受 くべ きの 貰 ある 時 は、 必ずしも 深く 怒る ベ きに 

非ず。 自ら 顧みて 是 れを恕 する も 亦. なり。 必ず 討ち 亡ぼさ ざれば _ 折まぬ と 云 ふ ほど 

のこと はなき ことなり。 且つ 我れ に大 軍艦 もな く、 萬 里の 波 を塽 みて 彼れ を e:: たん 

こと 容易なら ざる ことにて- なにな すべき ことに 非ず。 其の上、 人 を 伐たん し-せば、 

先、、 つ 我が 守備 を 堅固に せ ずん ば ある ベ か ら ず 。 然るに 自 ら 守 る の 術は絕 え て ： 一 H は ず。 

唯 だ 彼れ と戰 はんこと を 曾 ひ、 且つ 四 夷 を 征伐 せんとなら ば、 一  に it 府に請 ひ、 

夭 朝に 奏し、 公 命 を 得て 兵 を 起すべき ことなる に、 今一 村 一 鄕ょり同志同志と；^！^り傅 

ふと ある を 以て これ を みれば、 內密を 以て 人數を 他す ことと 見えたり。 此れ等の を 

以て 察する に、 所謂 公然として 云 ふべ からざる ことにて、 问 志の 味方 を-催し：.！ d きて にハ 

亂 などの 時 を 待つ に 似たり。 W つて 又 此の度 墨 夷の 輕 侮 を 時と し、 卒然として 共 を 起 

リ せ ハの摱 亂に乘 じて 同志の 者 を 偏 動し、 囘復の 功 を 成さん と 謀る に 似たり。 も！ 然 


二) 襲の 

王莽 . 後漢 の 

曹操。 ともに， 


て ほ 立す 


らば これ 天命 を 知らざる なり。 天地の 間 時勢 樣々 と 移り 變り 行く は、 卽ち 天に て 人力 

の 及ぶ 所に て はこれ なきな り。 故に 天命に 安ん ずるの 外 致 方 はこれ なき ことなり。 も 

し 天命に 安ん ぜ ずして 人力に て是れ を挽囘 せんとせば、 却つ て大 なる 禍を引 起さん も 

知る ベ からず。 後鳥羽 帝 • 後醍醒 帝の こと を觀て 知る ベ きなり。 況ゃ 匹夫に して 其 

の 事 を 企つ る を や。 今 此の 書 を 書きし 人の 心に て は 此の 意 はなき ことならん か、 知る 

ベ からず とい へ ども、 書面に 就いて これ を 讀む時 は、 人 其の 疑 を 生ぜざる こと を 得ず „ 

因つ て此に 論じ 及ぶ ものな り。 

c. ィ.) 是れを 歎かざる は 人に 非ず。 此の 志なくて やまめ や。 

(尸) 固より 然り。 湯武は 異國の 聖人な り、 論ぜず して 可な り。 而るを 論ぜざる を 得ざる も 

の は、 實に 皇 朝の 爲め なれば なり。 

S 今の 武將は 莽* 操たら ざる も、 書生 湯武の 論、 未だ 必ずしも 補な かるべからず。 

(-0 幕府 を 抑 ふる は卽ち 是れを 保全す る 所以な り。 幕府 は 天朝の 征夷 大將軍 なれば、 天 

朝に 敬 事す る 程の 人、 其の 禍敗を 養 ひ 成して 是れを 愉快と する 者 あらん や。 漢の霍 .王. 竇. 

梁 諸 斤 、の 時、 忠臣 義士の 用意 皆 t おに 出づ。 漢書 を 見て 知るべし。 勿證 なくて 評 も 出来ぬ。 

講孟餘 話附錄  五 九 三 


講孟餘 話附錄  五 九 S 

(ホ， } 同列と 云 はざる こと 前に 辨ず。 

(へ) 固より 然り。 征夷大將？^からして^！！？家へ引入るるェ夫なり。 

(ト) 勿論。 

(チ) 征！ が感悟 すれば、 今日 にても 其の 時節 至れり と 一 K ふべ し。 

(リ) 何ぞ 公然と 一： ムふ ベから ざらん。 併し 俗士へ 語る は 無益な り。 

(ヌ) 武將家 は 此の 事の 棟梁な り、 何ぞ 其の 孤立 を 憂 へん。 是れ迄 は 唯 だ i„ ^府を 敬す るの み。 

是れ より 天朝へ 奉ずる の 心を幷 せて、 幕府 を 敬す るな り。 

(ル) 四 夷 討伐 は 次序 あり、 名義 あり、 其の 事 永し。 ^に 云 ふ は 無益な り。 

t ヲ) 前條、 余、 孟子の 說を惜 りて 枉げて 其の 短を囘 護す。 是 に^りて た 何 如と もす ベ か 

らず。 實に東 萊の餘 唾なる かな。 然れ ども 東萊、 常に 此の： S の 說を爲 さず。 ^、 楚 に^く 

の 論の 如き は 大いに 好し。 太 華 特に 其の 最も 下なる もの を掙 びて 之れ を 盗む。 

(ヮ) 是に" 4- りて i 極まれり。 

(力) (ぬ S 六卷、 通 i 化すべ，.^。 

(ョ) 朝廷 を 律び て、 夷狄 を攘 ふ。 幕府と 雖も 諸侯と 雖も、 苟も 1:^ 〈の 志 を！！： じうせ. さる 者 あ 

らば、 書の 如き こと あり。  • 


クタ) 誠に 然り。 ， 癸丑/甲 寅は實 に 二百 年来の 一大 機會 なり。 惜しい かな 暇爾放 過せ り。 

(レ) 吾れ より 見れば、 是れ 反って 天命 を 知らざる なり。 凡そ 學問 する 程の 人、 天命と 云 ふ 

こと を だに 合點 せぬ 樣 にて 何 を か 言 ふ。 天命の 事、 餘 話中、 李泌. 韓 愈の 言 を 引きて 是れを 

明す。 熟覧すべし。 太 華の 言の 如くなら ば、 痴姥の 因果 約束 を說 くと 同じ。 聖人の 天命 殆ど 

然ら ず。 余が 云 ふ 迄 もな きこと、 四書 を熟讀 せば 到頭 皆是れ なり。 

〇 お ほけ なき 身 も 此の 時に 生れな ば、 君が 力と なら まし もの を。 何 如何 如。 

今、 寅 次郞が 本意、 大略 行間に 書す るが 如し。 熟 察 を 願 ふの み。 余が 本意 は 幕府 諸侯と 共に 

天朝に 奉 事す るに あり。 天朝より 宣下 ありた る 大將軍 なれば、 天朝の 忠臣と 見た るな 

り。 萬 一 不忠の 事 あらば、 諫規 の責、 諸侯 以下 皆 是れを 任ずべ し。 太 華の 意 は、 大將軍 を 

天朝の 逆臣と 見た るな り。 故に 天朝に 奉 事 すれば、 幕府へ 不忠な り。 幕府へ 事 ふるとき は 

天朝 は路 人な りと 云 ふに あり。 將軍 宣下の 日、 試みに 太 華の 說を 幕下に 獻ぜ ば、 幕下 喜ばん 

か、 怒らん か、 考へ て 見 給べ。 

丙 辰 十 一 月朔日  寅次郞 評す 


講 餘 話附錄  五 九 五 


講，^ 餘 話附錄  五 九 六 

講孟劄 記き 詰 下の 一一  山 縣太華 

盡心 下篇第 十四 章 

〇 毛废 人の ：！ 眞 似し、 「天下 は 一 人の 天下に 非ず、 天 ドの犬 下な り」 などと おり、 

國體を 忘却す るに 至る。 ^るべき の^しき なり。 

評に：： く。 夭 下と は 土地 人民 を 指して 言 ふの 辭 なり。 位 を 一： ム ふに 非ず。 異邦 は 姑く^ 

にに， J 元. き、 我が 邦に ていへば、 保 平の 頃より して 以後 天子 御 一 へさせ 給 ひ、 土地 人：^ を 治 

め 給 ふこと 能 はず。 叉 武人の 爲 めに 2^  凌辱せられ 給 ひ、 .大 子の 御^た 地に^ ち、 

是に 於て か 鎌 倉 氏 起り て 夭 下の 土地 人民 を 治め、 天 ドの權 金く 將 家に 歸し、 此れより 

後 を 武家の 世と 稱し、 天子 は 唯 だ 御 位 を 守り 給 ふの みと なれり。 或 ひと：： く、 武 {豕 

天下の 權を ら にす といへ ども、 土地 人 1^ は 天子の 有な、 りず や。 .Z  く， 十； 地 人 21^ にこ 

れ ありと いへ ども、 寸^ 一民 も 夭 子の 心 に， ド 奪し 給 ふこと 能 はざる 時 は、 其の 有 


至に 兵て 年 安 2 
る 浙と蘇 中の；:: 
江 な 松 累 人 
提 り水擢 。淸 
督 、師 さ康の 
に 後 總 れ熙同 


と は 云 ふべ からず。 北條義 時、 仁 科 盛 遠が 采邑を 奪 ふ。 後鳥羽 上皇 義 時に 命じて 是 

れを復 せしめ 給 ふ。 義時命 を 奉ぜず。 又妓龜 菊が 邑の 地頭 を 代へ しむ。 叉 命 を 奉ぜず。 

これ 寸地 一民 も 天子の 心 儘に し 給 ふこと 能 はざる 所に して、 承 久の亂 起り、 禍 三 

皇に 及ぶ 所以な り。 此れより 以後 將 家に 於て 心に 任せて 土地 を 以て 人に 與 奪し、 諸大 

名より して 天下の 人民 を 奔役驅 使し 給 ふ。 これ 其の 有なる にあらず や。 天子 は 唯だ武 

將の 供給 を 受け 給 ふの みなり。 陳倫炯 が 海國聞 見錄に 「日本 は 王、 中 國の冠 裳 を 服し、 

國、 中華の 文字 を 習 ひ、 予 奪の 權、 軍國の 政事 は上將 軍に 柄 あり。 王 は干預 せず して 

俺 かに 米 を 食む のみ」 と あり。 皇清通 考四裔 門に 「日本に 天皇なる 者 あり、 國 事に 

あ-つか  す  .-r 

與ら ず、 兵馬 を轄 ベず、 惟 だ世國 王の 供奉 を享 くるの み」 とも 之れ あり。 これ は 我が 

國の 人の 言 ひたる を 聞きて、 外國 の人此 くの 如く 記した る ものに て、 當 今の 事 實を有 

の 儘に 述べた る ものな り。 然れば 天子 は 土地 人民 を 有し 給 はず、 武將の 供給 を 受け 

給 ふこと は、 我が 邦の 人 は 勿論 外 國の人 も 皆 知る 所な り。 此 くの 如く 國勢 自然と 定ま 

り、 人力の 如何， こもすべからざる 處、 これ 一 K  ，こ 云 ふべ し。 これ を 以て 一穴 下 は 一人の 天 
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講孟餘 話附錄  五 九 八 

下に 非ず して 天ドの 天下なる 理は、 我が 國 といへ ども 之れ ある を 知るべき なり。 i:^ が 

國 凡そ 保 平の よりして 王朝の 政事 i:^ だ衰替 し、 諸 國に國 司 ありと い へど も國 に：^ く 

ことなく、 終に は 介拔の 類も國 へは往 かずして、 E 化 をして 國事を 取 計 はしむ る やう 

に 成りた ると 見えたり。. 此の 時に 當 りて 賴 朝諸國 に 守護 • 地頭 を 置かれし なり。 然れ 

ども 國 W  • 邯司皆 國に往 き、 守 • 介 • 掾. n 代、 以前の通り相揃ひ緩がせなく政i^^fを 

行 はんに、 守護 • 地頭 ありと 云 へ ども、 # くん ぞ 威勢 を 擅に する こと を 得ん や。 これ 

天子 夭 ドの 土地 人民 を 治め 給 ふこと 能 はず、 政事^ せしゅ ゑに、 武人 土地の 權 を：^ ら 

にし、 終に 天子に 代りて：.^ に武將 ありて 天下の 土地 人民 を 治められ しも 亦现 勢の，：！ n 

然 なり。 故に 國 所の 形勢に 因 りて 事狀 はか はり 之れ ありと い へど も、 现は 一 理 にして 

和^と も に 同じき を 知 る ベ きなり。 

(ィ ：>  土地 人民と 位 を 分ち て 之れ を 言 ふ、 無稽も^ し。 

(口)  二 事、 義 時の 大罪な り。 今 引きて 證 左と 爲し、 議論 讓 屍、 此に 至る、 何ぞ： ふに 足ら 

んゃ。 


二) 逆賊の 爲 めに 玉 § の 字 を 下す は 何ぞ や。 

つ-一) 長ハ 4^ 川が (si の 代に、 儒者 漢土の 書と さへ 云へば、 我が 邦に て 明かに 虚妄なる 事 さへ も 

嬉しがり 書き あら はすと て、 林羅 山：^ 下を駁 する は實に 尤もなる かな。 

吾れ 謂へ らく、 是れも 絕海ゃ 裔然が 彼の 國へ往 きて 語りた る 事な ど 虚妄ながら も、 尙ほ 或は 

取るべき も あらん か。 陳倫 g は 官を濱 海に 重 鎭に歷 と は あれ ども、 其の 萬國を 航行せ しは舶 

商に 非ず や。 且つ 自ら 日本に 來 りたる にも 非ず。 舶商輩 長崎賤 商の 話 を 聞き はつりて 書き著 

はした る ものと 見 ゆ。 是れ 等の 書 を 以て 是れ 等の 大義 を斷 ずる こと、 如何にも 大儒 先生に 似 

付かぬ ことなり。 且つ 彼の 書に 倭の 字 を 解して 痿 とする が 如き は 尙ほ眞 を 取る に 足らん か。 

但し 「天子 官を失 ひ、 學、 四 夷に 在り」 と 云 ふ 古語 も あれば、 先生の 見、 或は f おに 出づ るに 

や。 余を2^て見れば、 今 吾が 朝廷 赫々 未だ 嘗て 其の 官を失 ひ 給 はず。 何 ぞ是れ を 四 夷に 求 

むる に 暇 あらん や。 

(ホ ) 天の、 命の、 と 云 ひて 逆賊へ 理を 付く る こと 通せざる の 至極な り。 抑！ 此の 天の 字、 

(En  きづ 

誤の 根元 は 周 語 下に、 敬 王 十 年、 劉 文 公と 甚弘と 成 周に 城かん と 欲す、 彪溪が 劉 を 誇り 

天に 遠 ふとし、 又 天の 壞る所 支 ふべ からざる なりと 云 ひたる より 起る ことなり。 周 語 を讀む 

每に、 余 常に 彪溪が 肉 を 食 はんと 欲す。 然れ ども 左 (傳) 昭八ム in 十二 年の 下を觀 るに、 彪俟は 
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徒らに 晉の 魏舒が 南面せ し を， 1 りたる までにて 是れ は寳に 正論な り。 因って 知る、 EI;.!„ "傅 11 

の 誤 を 記す るに て るべ からざる こと。 抑-成 周に 城く は 大義 赭々、 に耀 くこと にて、 

甚. 劉 二 公の 如き は 余 鞭 を 執る と 一 K へ ども 廿 んず る 所な り。 天命と 云 ひて 人力の 如何す ベ か 

、りざる に委 する は、 志の なきの 至極な り。 

再び 按ずる に、 左傳定 (公) 元年の 下に、 「晉の 女叔宽 H く、 周の^ 弘、 齊の 高！^ は 皆 將に免 

かれ ざらん とす。 甚叔は 天に 遠 ひ、 高 子 は 入に 遠 ふ。 天の IS る 所 は 支 ふべ からず、 衆の 

所は奸 すべから ざるな り」 と あり。 是れ 正に 周 語に 載す る 所の 彪 係が 說 なり。 然れ ども 此の 

說は 大いに 論ずべき こと あり。 女叔の 意、 li へらく、 天旣に 周の 徳を厭 ひて 甚弘 乃ち 都を遷 

して 其の 酢 を 延べん とする は、 是れ 天に 違 ふなり。 又 諸侯 相 帥ゐて 天子 を崇 ぶに、 1: 问張は 期 

に 後れて 諸侯に 從 はざる は、 是れ 入に 違 ふなり。 ニっの^|31禍に免かれずと。 然らば則ち何 

如せば 可な らん か。 且つ 道義の 正 を 架て て 禍福 利^ を計較 する は、 豈に 聖贤の 法な らん。 

同 第三 十 章 

〇 朱說の 如く 或 人 自ら 其の 非 を：！^ り 云々。 前聚是れ等の：^！^に於て都て說明せず。 ^ 

し 孟子に 阿諛す るの 弊 然るな り。 

評に：：： く。 門人 孟子の； W 行 世に 校範 たるべき こと を錄 して^^に^ す。 もし 孟子の： W 


動 義を失 ひ、 後世 非議すべき こと も あらば、 是れ をば 錄す まじき ことたり。 ここ を以 

て 前 輩 唯 だ 其の 敎 となるべき 所 を 求めて、 是れを 解す るな り。 朱 註に、 「門人 或 人の 

むね 

言 聖賢の 指に 合 ふ もの ある を 取る。 故に 之れ を 記す」 と ある 是れ なり。 SHI 子の； il 冊 一！、 

yltf- 一  「孟子 些 の英氣 あり、 英氣、 事 を 害す」 の說、 朱 子 一 にこれ を擧 げられ たり。 必ず 

しも 孟子に 阿諛す る 者に 非ざる こと 知る ベ し。 然れ ども 程 子の 言 を 以て これ を 見れば、 

孟子 も 言辭の 末な どに は 少し は 英氣に 過ぎた る こと も あるべ きか。， 只 だ 大賢の ことな 

れ ば 深く 咎む ベ き ほどの こと は ある まじき なり。 

同 第三 十六 章 

〇 道 は 天下 公共の 道に して 所謂 同な り。 國體は 一 國の體 にして 所謂 獨 なり。 君臣 父 

子 夫婦 長幼 朋友、 五 者 は 天下の 同な り。 皇朝 君臣の 義萬國 に 卓越す る 如き は、 ー國 

の獨 なり 云々。 一 老 先生の 說の 如く、 道 は 天地の 間 一 理 にして、 其の 大原は 天より 

出づ、 我れ と 人との 差な く、 我が 國と 他の 國 との^な しと ひて、 皇國の 君臣 を漢 

土の 君臣と 同一 に 論ずる は、 余が 萬々 服せ ざる 所な り。 
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評に n く。 道は理 なり。 古の 道の 字、 後世、 理の字 を 以て これ を釋 して ：！： く、 近现な 

力と。 的實 深切な りと 云ぶべし。 理 あれば 氣 あり、 氣 あれば 理 ありて、 離るべからず 

とい へど も、 理は 形な し、 氣は形 あり。 今、 風 を 以て これ をい へば、 樹を拔 き 石 を 飛 

ばす の 力 ありと い へど も、 これ を 見る に 物な し。 物た しとい へ ども、 其の 力 ある を以 

て 見れば、 これ 形 あるな り。 故に 古人 陰^ ニ氣を 形より 下なる 物と して これ を 器と い 

へり。 天地 は 陰^ 五行の 氣を 以て 人物 を 生じ、 而 して 後、 陰 iTA 行の 理 これに， VI す。 

其の 理は卽 ち 人倫 五常の 道な り。 これ は 天地の 問、 凡そ 人物た る もの 皆 ：！： じき 所に し 

て、 -ハ乂 に 唯 だ 和漢の みならん や。 ^界 萬國皆 同じき なり。 唯 だ 人物 氣を受 くるに す： EPS 

厚薄 ありて、 氣を受 くる こと 極めて 淸 明なる 者 は、 天より 受 くるの 理を 全うす。 所謂 

聖人 これな り。 夫れ よりして 賢人 • 衆人 •  3^ 人様々 氣質 同じから ざるに よりて、 共の 

二)  は 理の顯 はるる 所 も 亦 これに 闪 りて^ 薄 多少 あり。 ，伯 夷. 比 干の 如き 巾-に "2: き 者 あり。 

頑 父に しこ、 

^^^^^^ 贫子 • 閱子游 の 如き 孝に はき 者 あり。 兄？ に， おき 者 あり。 朋友に 1ぉ き 者 あり。 其の 

と ダ に ダ 3 

ざる をい/ 質に 冈 りて 人々 同じから ず。 親子と い へど も 一 様に はこれ なきな り。 舜、 父に 瞍ぁ 


V, 子に 商 均 あり。 父に 淸盛 あり、 子に 重 盛 あるの 類 を 以て 知るべし。 又 地の 風土に 

因りて 氣を受 くるの 厚薄 強弱 ありて、 一 鄕の風 をな し、 一 國の俗 をな す も あり。 夫れ 

も 人々 に 因りて 氣質 必ず 一 様に はこれ なき ことなり。 叉敎 明かなる 時 は 其の 道 自ら 厚 

く、 敎收 るる 時 は 其の 道 も亦隨 ひて 昏く、 これ は 時に 因りて 天地の 氣の治 亂に隨 ひて 

一 様なら ざるな り。 我が 國 とい へど も理は 同じ 事 なれ ども、 風土の 異、 國勢 の^に 因 

りて、 我が 國は 君臣の 義 殊に 厚き 處 ありと は 申すべき か。 然れ ども これ は 氣に屬 する 

こと ゆ ゑ、 人々 一 様に はこれ なく、 薄き 者 あり 厚き 者 あり、 又 時に 因りて 厚薄 あり。 

我が 國は 必ず 此 くの 如しと いふ こと 一 概には 云 ひがたき なり。 後醍醐 天皇 再 祚し給 

ふ 時 天子 一統の 御代に なりたる ことなれば、 士民皆 萬 歲を唱 へて 是れ を歡 喜し、 死 

力 を 出して 逆賊 を 討伐すべき ことなる に、 尊 氏 叛逆 は卑 身に して 西 國に奔 は、 再び 勢 

V> かん 

を 得て 東に 上る 時、 諸 國の士 叉 皇 家に 叛 きて 尊 氏に 從ひ、 其の 徒 日々 に 熾に して 海 

陸 並び 進み、 其の 勢當 るべ からず。 忠臣 楠 氏 • 和 田 氏の 輩 tj 殺して これに 死し、 天 

皇叉 南方に 蒙 塵し 給 ひ、 復た 武家の 天下と なりたり。 此の 時に 當 りて 我が 國 君臣の 義 
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离國 にや 越す とい ふ もの 何く にか 在る や。 

CV) 道に 大 あり、 小 あり、 直 あり、 曲 あり。 理 は條理 にて 實に 善く 道の ネに 叶へ り。 .ic ひ 

に氣に 付した る 名に 非ず。 氣は 消長； 5£ する ものに て、 赛秋夏 冬、 日 夜 St と變 易す るな り。 

(  to 氣 の說、 中庸の 朱 註、 其の 外 ：4lk 錄諸 書に 見 ゆる、 皆 大いに 不： 迎 なり。 今 辯 じて 益な 

し。 くべ し。 吾が 師！ 5^ 山の 詩に 「舂陵 太 極を說 き、 五材 其の 闘 を 誤る。 怒. 源： g 間に 答へ、 

暗中 手相 慕す」 と。 

ro 人、 善性 あり。 忠孝 仁義 皆備 はる。 唯た 擴充 するとせ ざるとの み。 是 れ孟： 十の 說 なり。 

今氣 fs: 薄 多少 ありて 一様に なしと いふ は 扱々 〔吹 止な り。 是れを 不仁に 與す るのお しきと 

一： ムふ。 故に 氣 質の 說、 大いに 敎 化に 寄 あり。 苟子 性悪の 琉 isi なり。 學問 する 程の 人 は 伯：？： • 

比 千 • 曾 子 • 閔 子 • 舜 • 重 盛に 讓っ てす む もの か。 

(-こ 風 や 俗 を 道と 云 ひても 理と云 ひても 宜し。 委しく は 原 話を孜 へよ。 

(ホ) 吾れ は大 眼目 を國 初より 今日まで、 今 曰より 萬々 までへ 開きて！：： へ. 迎 して 一 ：ム ふなり。 

きかん  き は in- 

喪 祚の隆 なること 天 壤と窮 なしと 一： ムふ 所が 目的な り。 大名 長髓 1  ほ を 始め、 平將 門の 如き、 

臬 軍に 敵す る もの、 古今 誰れ か ある。 是れを 以て 白 IB 君； i の義を 知るべし。 々たる 議論 を 

止めて 可な り。 理義 の迂說 は^ 更なり。  ， 


( へし 尊 氏と 雖も敢 へて 臣道を 去らず。 君臣の 義萬國 に 卓越した る證據 明々 なり。 

將家を 以て 是れを 見る に、 I 二 好. 松 永が 徒、 將軍義 輝を弑 せし 時 も、 足 利 氏の 舊臣死 

力 を 出して 逆賊 を 討ず る こ ともなく、 三 好 • 松 永 等 互に 相爭 ひ、 義榮 • 義昭繼 いで 將 

は， A ふ \ 

軍たり しか ども、 終に 墓々 しき ことなく、 足 利 氏竟に 亡びたり。 又 侯國を 以て 是れを 

いふに、 大內 氏の 亡ぶ る 時、 其の 舊臣 多く 陶賊 に從 ひて 其の 主 を 攻め、 宇喜多 氏の 亡 

ぶる 時、 秀 家關ケ 原に 敗れて 國に歸 らんと する に、 其の 臣長 船紀伊 守が 徒叛 きて 國へ 

入れず.、 秀家薩 摩に 走れり。 凡そ 是れ 等の こと を 以て 此れ を 見る に、 我が 國 君臣の 義 

萬國に 卓越す と 云 ふ もの、 叉 何く にか 在る や e 其の後 明智 光秀が 信 長を弑 せし 時、 羽 

柴秀吉 に 從ふ者 多く、 秀吉 終に 天下 を 得られたり。 其の後 秀吉 薨去せられ しかば、 叉 

天下の 武臣 德川 氏に 歸す。 我が 國 君臣の 義萬國 に 卓越す と 云 ふ もの 如何ん ぞゃ e 又 藤 

氏の. 專權、 信頼 • 義朝 • 淸盛 • 義仲 等が 不臣、 北條 氏の 跋屋、 鐯倉以 來武將 威 福を專 

ら にし、 其の 外 戰國の 間、 臣 君に 叛き 君を弑 する 者 比々 として 絶えざる 如き も、 亦 君 

臣の義 萬國に 卓越す と 云 ふべき か。 但だ 天子の 位 を 奪 ひて 是れに 代る 者な き は 我が 
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邦の 貴むべき 所と いへ ども、 信 賴.義 仲. 淸盛 等が 天子 を拘 幽し、 雜時丄 尚 時が 

天子 を 遠島へ 遷し、 尊 氏 丘 ハを率 ゐて闕 を 犯す が 如き は、 不臣の 甚 しき、 ^ふ者と3^り 

ず。 乂鎌倉 氏 天下の 土地 人民 を 有せし が 如き は 奪 はずと いふべ からず。 


*  --の 一條 

原木 は 上 棚に 


二)  は 夏 

の 時代に 國を 

菜 ひて，： = 立し 

有窮の 后 とな 

り、 莽 は前漢 

を i* ひて 新の 

s も 建てし 王 

莽  ， 


ハイ) 吾れ 專ら 皇 朝の 爲 めに 言 を 立つ。 何ぞ 此の たる もの を 叫 はん。 然れ ども 其、 の臣 

たるに 於て は 則ち 罪 あるの み。 

(口)  口 を 極めて 神州 を 罵りて 異械と 同じと し、 而 して， nn ら 以て 功、 - おの 下に あらず， す 

者 は、 前の 明 倫 館學頭 山縣； I なり。 悲しい かな、 悲しい かな。 

〈ハ) 後白河 天皇 を駕る 時、 頼朝は湯武の如き言ひ樣なり。 此處にてに乂^^  .莽の如き.；：；门ひ 

なん ま- ゥ 

樣 なり。 何方 勝 を 好む とても、 餘り 定見の なき ことなり。 

ウー) 其の 罪 は 則ち 同じ。 此 くの 如く 一 H を 立つ、 以て 奸賊 の膽を 寒から しむべし。 然ゎ ども 

信頼 • 義 仲 • 淸 盛. 頼 朝の 惡 逆なる も 而も 寡 奪に 至らざる もの 國體 何如ぞ や。 且つ：：：； E 鎖 . 義 

仲 *淸 盛 蹯 を旋ら さず して 滅ぶ。 賴 朝の み獨 り^ 業 を 開ける は、 1^ れ奸贼 と 雖も亦 少.' く； 大 

朝を^^.戴する の 意 あり たれば なり 。 


國體と 云 ふこと、 宋 時の 書な どに 往々 之れ あり、 我が 邦の 書 に は. T た 見當ら ず。 水府 


に 於て 始めて 云 ひ 出せし ことか。 彼の 新 論に 國體 のこと をい はんとて、 我が 邦 は 「太 

ちと 

陽の 出づる 所」 と 云 ひ、 「元 氣の 源づく 所」 と 云 ひ、 形體に 於て 諸洲の 首と いふが 如 

き は、 固より 迂 謬の 言に て、 前に も 述べし 如く、 太陽 は 地球よりも 大 にして、 外 天 を 

一 周す る こと 一 晝 一 夜、 少しく も 休む ことなく してせ 界萬國 を 照す。 何ぞ 我が 邦より 

出 でんや。 もし 東より 出づ とい はば、 我が 國 より 東に 亜 墨 利加洲 あり。 亞墨利 加の 東 

に 西洋 諸國 あり。 天地 圓體、 東西 何の 常 かこれ あらん。 叉氣は 天地の 間に 充滿 して 大 

地 を 包み 在らざる 處 なし。 何の 原 委と云 ふこと かこれ あらん や。 且つ 地に 形體 あり、 

我が 邦 首に 當れ りと 云 ふ、 尤も 兒 童の 見、 笑 ふべき の甚 しきな り。 これ 唯 だ 自ら 尊重 

にせん とて、 理の當 否 を 論ぜず して 虛夸の 言 を 設けし ものな り。 我が 邦 を 大切に し 

天朝 を 尊崇し、 且つ 當 時の 幕府 は 我が君の 君 なれば、 叉 これ を 崇敬 せんこと は 勿論の 

こと、 人々 これ を 疎略に 思 ふ 者 はなき ことなり。 理を枉 げて言 を 設け、 自ら 誇り、 他 

を賤 しめんと する は、 天下の 公論に 非ざる 故に、 却って 信 を 人に 取る に 足らざる なり。 

必ずしも 古人の いはざる 新奇の こと をい はずと も、 唯 だ理を 明かに し 天下に 通ず るの 
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0  0  0  r  C  r-  r  C  o つ 

公論 ありた きこと なり。 

(ホ) 

(ィ：) 余 も 深く 考 へず。 然れ ども 其の 實に當 り、 事に 益せば、 何ぞ 其の 言の 古な、 りざる 巾^ 

はん。 但し 國體の 字 は 前漢賈 誼が 傅に 「國 鱧に： 迎達 す」 と 云 ふこと あり。 ^の 時の i^I: にに、 

近日 范淳 夫の 唐 鑑を讀 む、 二 所 あり。 皇 朝の窨 に はせ 事 記 上に 一 所 あれ ども、 是れ 少，， ， 

更 はりて 國の 形勢と も 云 ふべき ことなれば 證 とならず。 其の 他 未だ 考 へず。 然れ どもぬ 忠、 

€i:lr>、  £i 文の 尙の 字、 誠に 國體 の義に 叶へ り。 言 ひ樣何 如と もすべし。 拘る ことな かれ。 

又 按ずる に、 後 1^ の 苟悅が 申鑒に 政體篇 あり。 政 鱧の 字 又 國體と 相 類す。 新 論 5 作者 は皇國 

を 尊ぶ が 主意な り。 是 れを駁 する 人の 主意 は， M 國を るが 主意な り。 細かに 其の 用意 を 思 

へ ば臀 壤 1^ ならず。 

(口) 此の 二 語 は 古 傅の 儘な り。 議 すべ か、，： ず。 

(ハ) 高天原の 皇大神 を 云 ふ。 

(二) 主 帥と 改む べし。 

(ホ ) 此處 まで 敬服。 

抑. - 我が 道 は 天地の 問 一 理 にして、 其の 大 天に 出 づと云 ふは现 にて、 1=^ に 所 li 太： W 

卽ち 天地の 主宰な り。 是れを 人に 受 くる 時 は、 卽ち 本心の 靈 にして 莴理備 はる。 其の 


條理 をい へば 卽ち 人倫 五常の 道是れ なり。 これ は氣を 受けて 生る る 者 は、 皆 此の 理を 

受 くる ことなり。 然れ ども 前に 云へ るが 如く、 氣を， 受 くるに 淸濁 厚薄 ある 故に、 其の 

理 全く 顯 はるる 者 あり、 全く 顯 はれざる 者 ありて、 厚薄 昏明 人々 均しから ず。 又 土地 

の風氣 によりて は少々 の 異同 も 之れ あり。 然れ ども 理の本 原 天より 受 くる 者に 於て は 

固より 世界 萬國皆 同じ ことなり。 是の 故に 我が 國 他の 國の別 なく、 人 皆學の 功に 因" 

、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、 

て 此の 理を 磨き 出し、 其の 善なる もの は 愈 i 善に、 其の 不善なる もの は 是れを 改め、 

、、、、、、、、、、、、、、、  、、 、、！ 》、、、、、、、、、、、、、  0000 

異を變 じて 同に 歸 すべき ことなり。 人々 學んで 本心の 理を 明かに するとき は 我が君 を 

000000000  OOO0OOOOOOOOOO  OOOOOOOOOOOOD 

舍 てて 他の 君 を 貴び、 我が 親を舍 てて 他の 親 を 親しみ、 我が 國を舍 てて 外 國に從 ふ 者 

はこれ なき ことなり。 余竊 かに 思 ふに、 當 に 皇朝學 • 國體學 などと 稱し、 水府 より 

(ィ )— 

出で たる 一流の 學は、 獨り 外國を 排斥す るの みに 非ず、 陰 かに 皇朝を 再興す るの 意 

之れ ある ことと 見えたり。 前に も 追々 言 ひし 如く、 日本 當 今の 勢、 鎌 倉 氏 以降、 公 

象 • 武家と 兩樣に 別れ、 世に 此れ. より 以前 を 王 代と 稱し、 以後 を 武家の 世と 稱し、 公 

家 は 位 を 司 どり 給 ひ、 武家 は 土地 人民 を 司 どり 給 ふこと になり て、 王臣は 王朝に 事 
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へ、 武臣 は將軍 家に 事へ、 其の 勢 定まりた る こし-六 百餘 年な り。 位 を 司 どり 給 ふは贵 

くして 權 なく、  土地 人民 を 司 どり 給 ふは權 勢^だ 重し。 位 は 虚名に して、 土地 人民 は 

實 なり。 是を 以て 皇朝. を 再興 せんと すれば、 其の 名義 を 貴ばざる こと を 得ず。 皇國 

と 云 ひ 神州と 云 ひ 國體と 云 ふ、 皆 名義 を揚 ぐる 所以な り。 是れに w りて 乂名^ を 以て 

將家を 貶 降 せんとす。 乃ち 霸と稱 し 公と 云 ふが 如き 是れ なり。 囚っ て常時の事赏相，^^;! 

し、 就いては 幕 朝 は 天下 を 有する 君に て はこれ なく、 諸侯の^ にて 槽勢 ある 君の やう 

に 思 ふ 者 も 之れ あるべ きか、 終に は 列 國の諸 大名 をして 自然と 君臣の 分に 疑 を 生ぜし 

め、 此 わより して 忠孝 道 背き 爭亂の 端 をも隨 しなさん かと、 是れ 我が 深く 湘 るる 所な 

り： 皇 朝の 御衰 へを與 し、 御成 光 をして 顯 著なら しめん こと はさ も あるべき ことた 

れ ども、 柬照神 君 先代 武將の 烈を繼 ぎ 亂に戡 ち 治 を 興し 給 ひしょり：^ 平 二 餘ハ 巾、 天 

下 至 治の 澤に 浴し、 天朝 も 泰山の 安き に 安^し 給 ひし を、 常時の ^Ji 侯 をして 疑惑 を 

生ぜし むる よりして- 君臣 忠\^ の 道 違 ひ、 禍亂の 端と もな らん かと 深く 權れ- ばる ゆ ゑ， 

累 はしき を滅 はず、 反-後して 此の 義を 明辨 する ものな り e 


(ィ) 大丈夫の 行事 磊々 落々、 日月の 较然 たるが 如し。 何ぞ 陰. ^—にと 云 はんや。 凡そ 皇朝 

の 恩 を 知りて 報 效を圖 る 者 は、 孰れ か 大義 を 明して、 幕府 列藩 を感 悟す る こと を 謀ら ざらん 

仁な るに 當り て は 吾れ 我が 師 に 一議 らざ るな り。 

(口) 公と 云 ふ は的當 なり。 太 政 大臣 • 左 右大臣、 是れを 三 公と 云 ふ。 

(ハ) 源 君 固より 大功 前な しと 云 ふべ し。 然れ ども 其の 盡 さざる もの 甚だ 多し。 後世 子孫、 

其の 事を繼 成さる るに、 不忠 は 勿論、 乃ち 不孝と 云 ふべ し。 

(二) 今一 層 深く 惧慮 せられば、 吾が 志 を 知り 給 はん。 惜しい かな、 惧慮 深から ざる こと。 

丙 辰 十二月 念五日  寅 評す 
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默霜 書撮抄 ： 條 

山陽 • 山陰 • 四 國. 九州 諸侯 何人 あり や。 一人 ども は 朝夕 天 家 を遙； ^する 國君 ある 

か。 江 戶に往 反の 間、 畿內を 過ぐ ると きに、 京都 を拜 する 人 あるか。 舆に， しおに^ 

して、 王室 をば 目下に 見て 過ぐ る 程の 大名、 何ぞ 王室に 復 する 志 を 抱かん や。 に 

も 一 人 も 夫れ を勸 むる 人 は あるまい。 終日 その 君の 惡を すすむる やうなる 儒 牛； 多し。 

何ぞ や。 偶. -明 賢の 邦 君 ありても、 儒生より 時勢 時勢と 時勢 ごかし にして、 なにも か 

も 時勢と 云うて すめる、 左様の 志 ある 人 は、 往昔の 天子の 失德も ：= に 信せ て^るな り。 

今の 史學 家の 論 を 見 給へ。 おに 臣 たる 人の 心ならん や。 今迄の こと はみ な/ \禍 を 王 

室に 嫁して すめる 心なり。 學問 はいか やうなる こと を敎 へたる ぞ。 顧 ふに、 それ を 知 

らぬ 人に 非ず。 却って 道 を 枉げる こと 天下の 通 献ル となれ り。 今時の 儒生の 冬き こと は、 

日本 開 關以來 の 盛なる ありさま なり。 名分 を 紊るは 誰れ 人が する や。 -人紊 したる を 


次第 次第に 繼 いで 行き、 此 くの 如くな り 行きし ことたり c 
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解 題 

〇 講孟餘 話 は 松 陰 一 一十 六 歳の 安政 1 一年 六月 十三 日より 翌 三年の 同日に 至る 丁度 一 年 問に、 野 

山獄 及び 杉家應 に 於て 同囚 及び 親戚と 俱に 孟子 を 課して 講讀 した 際の 各章讀 後の 所感 乃至 

批評 意見 等 を 一書に 纏めた もので、 稿 を 完成した の は 安政 三年 六月 十八 日で ある。 松 陰の 述 

作 を 通じて 質的に も 量的に も 主 著の 第 I と 見做さる ベ きもので、 本書に 因って 松 陰の 人生 

觀 • 國家觀 は 勿論、 政治 • 敎育 • 外交 • 祈" 學 等の 各方 面に 1 る 思想、 並びに 讀 書の 態度 學問 

の 方法 等 を も 窺 ふこと が出來 る。 而も この 餘 話が 終始 聽講者 を 前にして なされた ことに、 松 

陰の 實學的 立場と 相俟って、 教育的 見地から しても 偉大なる 價値を 持つ ものである。 殊に 前 

の聽講 者が 野 山 獄同囚 である こと は、 松 陰の 敎 育が 單に松 下 村 塾に 止まる のみでな く、 獄 

に 在って は獄囚 感化 を圖 り、 邑に 在って は邑 學を與 すと いふ 風に、 あらゆる 場所 あらゆる 機 

會を 通じて、 日本人と しての 人格 陶冶と 思想 敎 化と を 忘れなかった 敎育者 松 陰の 面目 を 見る 

ことが 出來 るので ある。 

野 山 獄を獄 友 相互の 修養 道場たら しめんと する 松 陰の 意圖 は、 俳諧. 書道 等 を 通しても- r 


二 

はれ、 本 全集 第一 一 卷所牧 の 「寅 月雅 草」 「獄中 俳諧」 「冤 魂 慰 草」 等に よっても その 特異な 光 

景が 察知され るので あるが. これ 等 も 松 陰が 同 囚を强 制 的に 感化し 自ら 傲然たる 敎； t 的 立場 

に 立た うとす る もので なく、 俳諧 を吉村 if: 作が 指導し、 書道 を 富 永 有 隣が 指 し、 おら は孟 

f を 皆と 一 終に 請んで 道 を I 水し まう とい ふ 和 協 的 態度の もとに 行 はれた ところに、 ，：！！ ら松陰 

の 所謂 本 獄を福 堂たら しめんと する 理想が 看取され る の で あ る。 「野 山 獄？， 1 窨記」 (gii) に 

よれば、 松 陰が 孟子の 講義 を 始めた の は 安政 二 年 四月 十二 日の 夜で、 同年 六月 卜 in に 全部 終 

り、 六月 十三 日から は 同囚の 輪講が 始まって ゐる。 始めの 孟子 講義 はー應 本文の 訓： ti;^" 解 的 

講義であった ものと 想像され る。 かくて こ の 輪講に 附隨 してな された 餘話は 松 陰が ：！： ハ牛 十： ： 

月 十五 日に 出獄した ため、 その 前 月の 二十四日 萬 章 上篇の 終りまで を：^ 後と して  一 ^中斷 し 

たので あるが、 實父杉 百合 之 助. 實兄杉 梅 太 郎等が その 中絶 を 惜しみ、 稿 をゥ儿 成せし めんと 

する 愛情から 進んで 聽講 者になる こと を 希望し、 外 叔久保 五郎左衛門 も 出席して、 十二月 十 

七日 寓 章下篇 から 再び 講義 を 開始した ので ある。 尤も 父叔 兄の 出席 はいつ 0^ 迄 核いた か 不明 

であるが、 後には主として親戚の子^5^數人が來會し、 父 叔兄は ^ 暇 を 見て 列席した と 見る ベ 

きで あらう。 試みに 盡 心上篇 首章 五月 十四日 夜の 條を 見れば、 在座の人は從^^-高洲瀧之允 

二 玉 木彥介 S 六と 隣人 佐々 木 梅三郞 七の 三人で ある。 幽室に 於け る 講義 はかくて 六月 十 


三日に 終り、 罪餘 幽囚の 身なる が ためにた とひ 聽講者 は 限られた 親戚 隣人 數 名に 過ぎな かつ 

たと しても、 この 講義 こそ は 纏て 松 下 村塾敎 育への 發端 をた す もので、 果然 孟子 終了に つい 

で、 八月 二十 二 曰に は武敎 全書 を 開講し、 asl 全) その後 竊 かに 來り學 ぶ 者 も 次第に 墙加 

して 行った ので ある。 (giili) 

本書の 自筆 原本 は 萩 市松 陰 神社の 所藏に 係り、 全 五 冊の 中 第三 卷 一冊が 闕 けて ゐる。 その 

表紙 題名 flli) の 示す ごとく、 舊名を r 講孟劄 記」 と稱し 後に r 講孟餘 話」 と 改題した もの 

で、 この ことに ついては 尙ほ松 陰の 自跋 にも 說 明が 加へ て ある。 因みに 明治 四 年に 松 下 村 塾 

で 本書 を 木版 本と して 發 行した 時に 誤って 舊 名を揭 げたた め 一 般 には舊 名が 流布し、 舊 全集 

に 於て 始めて 改名 通りに 正された ものである。 原本に は 友人 來原 良藏 自筆の 批評 文が 數ケ所 

に貼附 して あるが、 今囘 はこれ を 省略した. - 

本 全集に 於て は 右の 自筆 本に より、 闕册の 第三 卷は 木版 本に 據っ たこと 舊 全集と 同じで あ 

るが、 原本の 片假 名文 は 平 假名に、 文中の 漢文 はすべ て 書 流 文に 改めた。 

な ほ 本書 は當然 孟子 本文と 對讀す る 必要が あるの で 、 今囘 は 特に 孟子の 原文 を 書 流して 各 

章の 初めに 一 號 小さい 活字で 組 込んで、 讀 者の 便宜 を圖 つた。 且つ 松 陰 は 講義の 際 朱 子の 孟 

子 集註 を 採用して ゐ るので、 本 全集に 於ても 主として 同書に よって 書 流し、 特に 松 陰が 集註 

三 
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より 引用して 說 明して ゐる 個所に は， 孟子 本文 中に も その；^" を插 入した。 51 し 松 陰 は 「其の 

書 を 講ずる に 至りて は、 一 2S 朱 註に 戻れば 異端 雜學 と號 す」 fsal 鮭) る 者 を おんで、 一 

家の 見の みに 拘泥し なかった ので、 松 陰 流の 讀み 方に 從 つた 所 も ある。 

〇 講孟餘 話附錄 は、 山縣太 華が 餘話を 讀んで 批評 を 加へ た 評語 四 種類と、 それに 對 する 松 陰 

の 反 評 文、 並び に こ れと關 係 あ る 安藝 の 勤皇 4s 贈從 五位 默霖 の 書撖抄 一 條 を附 加した も の で 、 

. 原本 は r 講孟剳 記 評語 上」 は 萩 市松 陰 神社に あり、 ^に r 講孟剳 記 評語 全」 なるお 本が 小 八 of 

市 島 E 家に 蘇せられ てゐ る。 本 全集 は舊 全集と 同じく 「評語 上」 は 神社 本に 據り、 以 ドの默 

謀 書 揿抄に 至る 全部 は 島 田 本に 據 つたが、 但だ舊 全集と 配列の 順序 を變 へ、 松 陰の 反 評 を 直 

ちに 該當 評語の 後に 附し、 且つ. ぬ 本 行間に 記された 反 評 を、 對應符 號を附 して 本文の 後に 移 

した。 

山 縣太華 は 名 は tg、 字 は 文？ i^、 通稱半 七と 稱し、 ^甫 先生 を 以て 有名なる 1^ 家山縣 氏を繼 

ぎ、 林 家の 門に 學ぶ。 天 保 六 年 以來、 長 州 藩 學明倫 館の 學頭 たる こと 久しく、  時 は^ 居し 

て旣に 老齢 七十 歳と はいへ、 官學 朱子學 派の 隱然 たる 老大家で ある。 その 現 狀徘持 的 思想 を 

以 て it 府を 擁護 せん とする に對 して、 松 陰の 革新的 思想 を以 てす る 論 は讀者 の 舆味を 咬 る 

こと 多大で あると 共に、 松 陰の 思想 を 知る 上に 重要な 意義 を 持つ ものである。 is;^ 府を感 }^ せ 


しめて IK 朝に 臣事せ しめ、 以て 國內 一 致して 外敵に 當 るべ きで あると する こ の 思想 こそ は、 

松 陰が 安政 六 年 江 戶濫. 送に 當り死 を 以て 幕吏 を 動かさん とする 決意にまで 一 貫して 發展 した 

もので、 謂 はば 松 陰 終生の 信念で ある。 

以上 本書 の 校訂 頭註 そ の 他 漢文 書 流しに 當 つ て は 委員 廣瀨 畳が 擔當 した。 


(岡 山 製本) 
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日本の 思想 (第 巻) 吉田松 陰 集 別冊 対談 橋 川 文 三 • 奈良本 辰 也  筑摩書 f,. 


柔 から 剛 への 転化 

奈良本 撟 川さん、 河 上 徹太郎 さんの 『吉田 松 陰』 は 読ま 

れ ました か。  ..：：  . 

撟川 実はき のう、 ざっと 目を通し たという 程度です が、 

初めて 若い 人が 読 ん だとしたら、 かなり 新鮮な ィメ —ジを 

受ける かもしれ ない な、 という ふうに 思いました せ I 激 ふご。 

奈良本 私 も、 あれ は、 『サン デ I 毎日』 か 何 かにぎ • 評 を 

頼まれて 読んだ のです けれどね。 松 陰が 一 つの 出来上がつ 

た 人物と して 書かれて いますね。 松 陰の 銅像み たいな もの 一 

だな。 それ を 右から 見、 左から 見、 後から 見、 前から 見. 1 

て、 そして 一 つの 松 陰 像と いう もの を 浮き彫りに しょうと .： 二 

した。 そういう 点 はお もしろ いと 思つ たけれ ど …… 。 

撟川 時代の 情勢の 中で、 激動 を かさねながら 松 陰の 人間 

像が 形成され ていく とい う 視点 は それ ほ ど 出て いません 

ね。 

奈良本 松 陰と いうの が、 あの 本で は、 初めから 非常に 剛 

です わね。 人間 を 柔と剛 に 分けてい くと、 剛の 人物に なつ 

ている わけです ね。 ところが 松 陰と いう 人 は、 本心 は柔な 

のでしょう。 手紙 を 読んで みても、 小さい ときからの 育ち 

方から 見ても、 柔 といった 人物 だと 思う- それが 柔 であり 

ながら も剛に 転化す る、 そこの 転化の 場所、 時点と か、 そ 


ういう 問題が あれに は 触れて いない。 そういう 点で、 何 か 

少し、 ぼくらと して はもの 足りない ような 感じが した。 も 

つ とも、 これ は 私達と 違つ た、 文学者と しての つかみ 方で、 

その 差異 だと 思います がね。 

橋 川 奈良 本さん の 『吉田 松 陰』 は 書かれてから 何年に な 

ります か。 

奈良本 二十 年 前です。 ちょうど 日米 平和条約の 結ばれ 

る、 ワシントン 条約の 前の 年に 書いた のです。 いって みれ 

ば 青年 客 気の 書と いいます かね。 (笑) そういう 意味 じ や 

徳富蘇 峰の 『吉田 松 陰』 とよく 似て いるんだ。 (笑) 徳富 

蘇 峰 も、 あれ は いささか 客 気の 書です ね。 

撟川 私が 評伝と して 最初に 読んだ の は、 やはり 蘇 峰の も 

のです ね。 断片的な こと は 抜きに して、 歴史に おける 松 陰 

の 全体 像と い う ベ きも の は 蘇 峰に よ つ て 初めて 印象 づ けら 

れ たように 思います。 それと 私の 近親の ものに、 小学校の 

教員だった 人が いまして、 これが 当時の 広 島 文 理科大学の 

玖村敏 雄さん に 私的に 師事して いて、 大変な 松 陰 ファンな 

ん です。 その 玖 村さん あたりに 示唆され たので しょうが、 

呉に いた 関係で、 土地柄、 例の 黙霖の 研究者と いうか、 崇 

拝 者で も あつたん です。 松 陰と 黙-森の 往復 書簡なん か を、 

もとの 形で 覆刻したり してい ますが、 私 は、 この 人から 中 

学 時代に 黙 森と 松 陰と い う、 そう い う 大事な 問題が ある と 

いうよう な こと をよ く 聞かされました。 しかし 別に、 松 陰 


に惹 かれる という こと は その 頃な かったんで すが、 その 

後、 政治 史 とか 政治 思想 史 という こと を や つて いくうち 

に、 どうしても 松 陰に ぶっかって、 だんだん 魅力 を 感じる 

ようになり、 いいな あと 思うよう になった わけです。 

例えば、 いま 奈良 本さん も おっしゃった 柔 という か、 や 

しさと いうの は、 私に とって 松 陰の 魅力の 核心で も ある 

わけです が、 あれ はどうい うのです かね。 ああい う 松 陰の 

資質と いうの は、 当時の 武士と して、 特に 兵学者の パ I ソ 

ナリ ティと して は、 まったく 珍し いんじゃ ないかと いう 気 

がする のです が。 

奈良本 本 や：：！ をい つたら 松 陰 は 武士ら しい 武士 じ やな かつ 

たわけでしょう。 玉 木 文 之 進と いう 大変な 叔父さん がい 

て、 そして これがず いぶん 锻 える わけです。 昔の 侍と いう 

の は、 薩摩 とか 長 州と か佐賀 とかいう ところでは、 武士 気 

質と いうの は 強く 残って いたので すね。 だから 柔 という こ 

と は 非常に 恥な のですな。 柔 という ものに 1 が あるよう 

になった の は、 大正 デモ クラシ I から じ やないで すか。 大 

正 デモ クラシ —あたりから、 軟文学、 軟派と か、 人生に n 

覚める とか、 恋愛と かいう ものが 一 つの、 大変 大きな 意義 

が あるよう にな つ てく るの じ やない か、 というよ うな 気が 

する のです けれど。 

棵川 私の場合、 松 陰が 好きと いうの は、 その 文章が 好き 

という ことに もなる わけです けれど、 あの 文章の 繊細な 柔 
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ら かさ、 とらわれない 自由 さとい う ものが、 よく あの 頃 表 

現で きた もの だと 思います。 目の 覚める ような ところが あ 

ります ね。 

奈良本 確かに 非常にい い 文章 家 だと 思います ね。 ところ 

が、 彼 は、 いわゆる 頼 山陽 流の 四 六驗氬 体の 文章 は 好まな 

い。 高杉晋 作が 名文家な のです ね。 高 杉が 名文家 だから 高 

杉に、 「君の 文章 は 非常にい い 文章 だけれ ど、 しかし 自分 

はそう いう 調子 は あまり 好き じ やない、 しかし 自分が 好き 

であろうと なかろうと、 君 はとに かく 一所懸命 やったら い 

いだろう」 というよ うな こと をい つてお り、 大変お もしろ 

いと 思います。 

松 陰の 文章と いうの は 思った こと を 非常に すらすらと 自 

由に い つてい る。 

橋 川 あれ は 不思議な くらいで すね。 私、 今日う かがいた 

いことの 一 つ は、 それな のです が、 当時の 武士階級の 教養 

の 中から ああい う 自由な 表現、 感受性と いう ものが、 どう 

して 形成され たの か。 当時 一般の 武士と か 儒者の 持たない. 

新鮮な 人間性が 流露して いて、 現在の 我々 の 気持に もび た 

つと くる C それ は どこから きたの かとい うこと です。 その 

自由 さ というの は、 例えば 福 沢諭吉 の 文章と いうの も 自由 

闊達で、 それから 坂 本 竜馬の 文章なん か、 まるで ビ I ト族 

みたい な モダン ささえ 持つ ています ね。 ああい う 文章 を武 

士 達が 書き 始め たという の は、 何 か 共通の 理由が あるの 


か、 或は、 たまたま 家庭と か、 友人、 先生の 関係、 そうい 

う 関連から きた 偶然な のか、 その あたりが ちょっと 気にな 

るんで す。 

奈良本 山口県の 教育で は、 そういう もの はお そらくな か 

つ ただろうと 思う のです よ。 ぼく は 岩 国中 学 K を 出た ので 

I  よう ろ う 

すが、 岩 国中 学と いうの は、 藩校. 養老 館の 伝統 を ひいて 

いる 学校です が、 ここ は 非常に 硬い、 硬派の 学校な のです 

ね。 つまり 小説なん か は 一切 読んで はいけ ない という。 ぼ 

くが 習った 頃が まだそう でしよう. - そうすると、 それから 

五十 年 以上 も 前の、 その 頃の 人達と いうの は、 もっともつ 

と 硬い文章だった でしよう。 それで 高 杉なん か を 見ます 

と、 ちゃんと 手紙なん かも 文章の モデルが ありまし てね、 

その モデルに 従って、 いわゆる 名文と いう もの を 書く。 或 

は 何 かの 文章 を 書く 時、 昔 は 『文章 規範』 なんてい うのが 

ありまし てね、 その 中の 名文 句なん かを喑 記して いて、 そ 

の タイプに 合わせて 書く。 普通 十三、 四 歳で 詩 を 作って い 

るので すよ。 その 詩の 名句と いうの は 全部 ちゃんと 決まつ 

た 文句が ある わけです ね。 そういうの を どういう ふうに 組 

合わせる かとい うこと で 初めの 教育が 始ま つてい る。 

それから 一 つの 境地 を 得て くると、 今度 は 自由に 書き 始 

める という ことになるので すが、 普通の 人 は そこまで いか 

ない のです ね。 止まつ ちゃう わけです。 大体 一 つの 流儀の 

中に 止まつ ちゃう。 松 陰なん ていう の は その 流儀 を 出て し 
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まう。 出て しまったの は、 ぼく は 山 鹿 流 軍学 を 捨てた とい 

うこと じ やない かと 思う のです。 長 崎に 行って、 畏 崎で 矛 

盾 を 感じます ね。 自分の 教えて いる 山 鹿 流 軍学と いうの 

は、 いったい 役に立つ かどう かとい うこと にぶつ かる。 そ 

して 江戸に 出て 行って、 佐 久間象 山の 門に 入ります ね。 そ 

の 時 佐 久間象 山の 門で、 山 鹿 流 軍学と 訣別し なければ なら 

ない という こと を 知る わけです。  . 

かたいつ ぼう、 山 鹿 素 水の 門で は、 初めはず いぶん 山 鹿 

素 水に 感心して いるので す。 文章、 或は 挿 句と いいます 

か、 そういう ものに はとても 詳しい。 解釈が 実に 精密で あ 

ると いう ことで 感心す る。 しかし 解釈が 精密な だけで は 戦 

争で きないので、 向う から 飛んで くる やつ は、 弓と か 矢と 

か 鉄砲と かいいます けれど、 その 鉄砲 だって、 当時の 日本 

は 種子 島です からね。 ところが ョ I 口 ツバの やつ はもう 既 

にァ I ムスト 口 ンゲ 砲が できて いる、 こい つ はものす ごい 

破 壞カを 持つ ている わけです から、 そういう もの を 考える 

と、 松 陰 は 山 鹿 流 軍学 を 捨てなければ ならない という ふう 

に 考える。 

それが 例の 東北 亡命なん です。 その 時、 松 陰 は 出発 すれ 

ば 浪人になる という こと も、 ちゃんと 覚悟して いますね。 

そこで 山 鹿 流 軍学が 捨てられる のじ やない かとい うこと を 

彼 は 考えた と 思う のです。 そして 水 戸に 行って、 水 戸 学の 

連中と 付き合って みて、 いかに 自分が 日本の こと を 知らな 


いかと いう ことが わかる わけです よ。 当時の 教赛 とい つ た 

ら 全部 支那の 教養でしょう。 だから 松 陰なん かも 支那の 歴 

史 について は 実に 詳しい のです ね。 ところが 日本の 歴史に 

ついては ほとんど 知らない のです。 読んで いない。 読んで 

も せいぜい 会 沢 正 志裔の 『新 論』 ぐらいだった。 それが 水 

戸に 行つ て 全然 日本の こと を 自分 は 知らな か つ たという こ 

と を 非常に 恥じる。 それから 後に 浪人の 罪で 閉居した 時 

に、 日本の 歴史 を 読み 始める わけです。 そこで、 ぼく はや 

はり 松 陰と いう 人が、 何 かい ままでの 教養と か 学問と かい 

う ものに 対して、 かなり 批判的な もの を 持った のじ やない 

か、 それが ああい う 文章 を窨 かすよう になった のじ やない 

かと 思う のです けれどね。 

橘 川 長 崎 • 平 戸に 行って、 それから 主？？ 5 に 従って 江戸に 

入る、 それから 半年く らいのう ちに 藩邸 を 脱走し ますね。 

それから 東北 を 周って くる。 その 時期が、 いわば 松 陰の 人 

間 形成の 時期と して、 一番 私に は 魅力が あるんで す。 後の 

晚 年と いいます か、 それに も 大きな 興味が あるので すが、 

一番 読んで いてた のしい と 思う の は 『西遊 日記』 です ね、 

この あたりから 松 陰の 精神的. 知的な シ ュ トル ム • ゥン 

ト. ド ランクが 內 部で 禍卷き 始める。 その？^ 卷き 始める 具 

合と いうの が、 実に 何ん という か、 時代 を 越えて わくわく 

させ るんで すね。 非常に 香りの 高い、 永遠の 青年 像 を 

ような 印象です。 
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ことに 長 崎. 平 戸と いう、 日本の 唯一の 開かれた 窓で 松 

陰の 感情な り 認識な り 知識な り は、 ぐうつ とかき 回され 

る。 そういう 状況と いうの が ぼくに はなつ かしいで すね。 

知らない 土地で、 初めての 風物 を 見ながら、 オランダの 商 

船に 乗ったり、 オランダ 語 を 学んだり、 それから 実にお び 

ただしい 国際関係の 新刊書 を 見て いますね。 あれ だけ 取り 

こもうと したら、 どうした つ て 一 種の 知的 混乱と いいます 

か、 摸索と いいます か、 いわゆる シュ トル ム. ゥ ント. ド 

ランクと い う 状態 に ならざる を 得な いわけです。 そう い う 

状態が 江戸に 入っても 続く。 そして、 そういう 感情 を 抱き 

ながら、 一種の きっかけ をつ かんで 亡命す る わけです。 そ 

こらの 青年の 気持と いう ものが、 彼の 文章から 実に 生き 生 

きと こちらに 伝わって くる。 その後、 彼 は ラジカルな 行動 

をい くつ も 重ねた わけです けれど、 それらがなくても、 水 

戸 遊学、 東北 遊学、 下田 踏 海まで、 あそこら だけ をと つて 

も、 やはり 非常に 印象的な 秀れた 日本の 青年の 生き方に な 

つ て いると 思 うんです。 

そういう 下地が あつ. ズ、 い っぽう では 学問 上の 煩悶が あ 

ります ね。 いわゆる 経学に 対する 歴史の 認識の 不足と いう 

自覚。 そういう ふうに 結び付いて くる 彼の 生き方 を、 私、 

想像 を 交えて です が、 こういう ふうに 感じる のです。 要す 

るに 藩の 兵学 師範、 そういう 型 どおりの 立場が ある。 それ 

を 一 度 崩した ものが 平 戸 遊学と 九州 旅行、 特に 海外の 空気 


に 触れる ところで すから、 そういう とこで 松 陰の 従来の 感 

受 性が 一 つ 崩される。 

それからもう 一 つ、 彼に は どこか 型 どおりの 武士と 違つ 

た 感受性が、 もともと 素質 的に あつたの じ やない か、 とい 

うの は、 『西遊 日記』 の 中で 一 つ 印象 深いの は、 「夢 を 記 

す」 という 文章が あって、 旅先で 兄弟 姉妹 やお 父さんの 夢 

を 見る、 そのこと を 書いて いますね。 いかにも 初々 しい 青 

年の 感傷と いってい いのです が、 家から 手紙が 来る と、 手 

が 震える ほど 喜んだり している。 そういう やさしい 心と い 

う ものの 中に、 いろんな もの を 吸収で きる 松 陰の 素質が あ 

つたよう に 思う のです。 だから 江戸に 来た 時 は 確かに、 い 

ま奈良 本さん がお つし やった ように、 どこかで 意識的に 自 

分の 枠 を はずした いという 気持が、 かなり 強くな つていた 

ようです ね。 

奈良本 「夢 を 記す」 というと ころ はお もしろ いです ね。 

そんな こと を 書いて いると ころ は 実に 愉快。 いかにも 人間 

味が あってね。 

撟川 もう 一 つ は、 これ はどうな のです か、 松 陰 は 恋愛し 

たという こと は 全然な いんです かね。 

奈良本 出て こないで すね。 恋愛 をす る 暇はなかった よう 

です よ。 それから、 やはり これ も 坂 本 竜馬なん か 恋愛して 

います けれど、 女性に 近寄る 機会と いうの がない し、 それ 

からまた 恋愛 をす る 時間が ないです な、 あの 勉強 ぶり を 見 
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ています とね。 

撟川 牢屋に 居たん じ や、 ちょっと うまくいかない。 旅行 

と 牢屋との 繰り返しで。 

奈良本 そうそう。 旅行と 牢屋と 読書に。 

撟川 お 千代さん です か。 妹さんに 与えた 手紙が あります 

ね、 ああい うや さしい 手紙 を 書け る 人 だったら、 とてもい 

い 恋愛と 家庭が できた でしよう ね。  . 

奈良本 いい 手紙です ね。 おそらく 松 陰 以外に、 あんなに 

女性に 対してい い 手紙 を 書いた 人 はちよ つと いないな。 坂 

本 竜馬 はまた 別です けれどね。 非常に 思いやりの ある、 い 

ま 読んで いても 気持が いいです ね、 あの 文章と いうの は。 

撟川 普通、 維新の 志士と いうと、 現代で もそう です が、 

革命の 志士と いうの は、 自由 民権 以来、 家庭 を 投げう つた 

りして、 あんまり 身近な 人間関係 をそう 大事に しない。 松 

陰 は その 点 違う のです ね。 友達と か 後輩と かお 弟子さん、 

その 思いやり というの は、 それだけ でも 大変 貴重 だと 思う 

のです。 

奈良本 それ は 高杉晋 作で もそう です よ。 ぼく は 人に 信頼 

される というの は、 やはりそう いうと ころから 信頼され た 

のじ やない かと 思う のです がね。 高 杉の ような 暴れん坊に 

どうして 人が ついて きたの かとい うと、 非常に 親孝行で あ 

リ、 非常に 殿様に 忠義で あり、 それから 周囲の ものに 対し 

て も 案外 思いやりが ある。 そんなと ころが、 これ はお そら 


く 松 陰が そうだ つ たから 松 陰 ゆずり だとい つ て もい いか も 

しれません けれど、 非常に みんなから 信頼され て、 頭の 古 

い 連中 も、 彼に ついていく のです からね、 あの 青年に。 

在と ちょ つ と 違う の は そ こじゃな いかと 思 うんです よ。 

撟川 それから、 人間味と いう ことで、 こういう こし」 を感 

じる のです。 竜馬の 場合 も、 松 陰の 場合 もそう です が、 こ 

れは 乱暴な 憶測 かもしれ ません が、 ぼく は 西 H 本に 育った 

青年 達と いうの は、 女性に 対する 考え方が 一般的に 見て 比 

較的ォ —プン だつ たんじ やない か、 つまり 女性が 強かった 

という か、 或は 立派だった。 というと 東 W 本 はお かしい と 

いう ことになります が、 そういう 意味じゃなくて、 後に 柳 

田 国 男さん なんかが いわれて いる 意味で、 「妹の 力」 とい 

います か、 そういう ものに 対する 感受性と いうの が 比較的 

濃厚に 背景と してあった のじ やない かと 感じたり する ので 

す。 つまり 女性と いうの はとても 強い もの だ、 ある 意味で 

は 男 も 及ばな いもの だとい うような 意識が、 ど こ か 自然に 

あつたの じ やない か、 そして、 それが 松 陰なら 松 陰の 人 問 

味 を 作つ てい るん じ やない かと も 思 うんです。 

松 陰の ヒュ I マ ニズム 

奈良本 ぼく はこうい う ふうに 思って いる わけです よ。 松 

陰が 教育者になる というの は、 六 歳で 山 鹿 流 軍学の 家 を 継 
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いだ 時が 教育者の 第 一 歩 だと 普通 考える わけです けれど、 

そうじゃな いんで、 山 鹿 流 軍学 を 捨てて 牢屋に 入った 時 か 

ら彼は 教育者になる のです。 いわゆる 萩の 明 倫 館で 教えて 

いる 松 陰と いうの は、 ぼく は 決して それ 自体 秀れた 教育者 

でもな か つ たと 思います。 ところが それ を 全部 かなぐり 捨 

てて、 初めて 裸の 人間に なった 時に、 彼の 教育者と しての 

生活が 始ま つ たと 思います。 

というの は、 牢屋に 入れられ ると、 そこで 在獄 四十 九 年 

の大深 虎之 允と いうの がいる の です。 それ 以外に 沢山の 囚 

人が いる けれど、 これらの 人間が 牢屋の 中に ぶち 込まれ 

て、 空しく 朽ち果てて いくとい うこと に対して、 非常に 松 

陰 は 同情 を 感じる わけです よ。 つまり 世の中に あれば みん 

な ひとかどの 役に立つ 人間 だ。 ところが それが 閉じ込めら 

れ ている。 しかも、 これ をよ く 見て いると、 彼らに は、 そ 

れぞれ にいい ところが あると いう ことです ね。 何とかして 

これ を 牢屋から 出して やろうと 努力す る。 これ は 松 陰の 

ヒュ —マ ニズム だと 思う のです よ。 そして 富 永 有 隣と か吉 

村 某と か 出て きます が、 それら を 見る と、 俳句 を 作る 人 も 

おれば 歌 を 作る 人 も いれば 書 を 書く 人 もい る。 その 才能 を 

みな 認めて やる わけです ね。 そして 句会なん ていう の をし 

きりに、 獄中で やって いるでしょう。 自分で 作って いる わ 

けです よ。 松 陰が 率先して 教えて くれ、 といって その 人に 

習う わけです。 そうすると、 みんな ひま だから、 それなら 


俳句で も 作って みようかと やう ことで、 添削 をす る。 そう 

すると その 囚人 は、 自分 は 俳句 を 教えられる、 おれ は 能力 

を も つ ている という こと を 自覚す ると 思う のです ね。 そこ 

から、 引き出す 教育が 始まる と 思う のです。 それ を 契機に、 

彼ら は 立ち直つ ていく。 そういう ことで、 やはり 人間 を教 

育 するとい うこと が、 彼の 場合 は 獄中の 教育から 始まる。 

つまり 山 鹿 流 軍学 を、 こと 細かに 説いて いる 間 は、 彼 は 

決して 教育者じゃなかった という ことで、 これ は 現在の 教 

育 者に も あてはまる のじ やない かと 思う。 (笑) 

橋 川 松 陰 を 読んで いてい やになる の は、 大学の 教師なん 

かしてい ると いう こと は、 非常に 間違って いるの じ やない I 

かとい う 感じが する ことです ね。  7 

奈良本 明 倫 館で 教育 を やって いる 松 陰が 現在の 大学の 教 一 

授 でしよう。 高 坐の 上に 坐って、 そして、 「本日 はこの 『武 

教 全書』 攻城 篇を 講義いた します」 と 読んで、 ここのと こ 

ろ はこう だ、 ここのと ころ はこう だとい つ て、 それで、 I で 

は、 本日 はこれ で 終ります」 といい、 時間が くれば 引き 上 

げる。 これが 松 陰の 明 倫 館に おける 教育だった のです けれ 

ど、 これ は 現在の 大学の 教育です よ。 そいつ を 否定した と 

ころ か ら 教育が 始ま ると いう こ とが、 松 陰で 非常によ くわ 

かるので、 ぼくが 教授 を やめた くな つたの はそう いうと こ 

ろに …… 。 (笑) 

橋 川 いまの 大学紛争 の 中で も 大学教授 論と いうの が 出て 


いる けれど、 人間と か 教育と いう こと を 全く 别の 角度から 

掘り下げて みないと、 制度の 議論 をしても 問題 は 進まな、. 

と 思います ね。 

奈良本 少なくとも 社会科学、 人文科学 というの はそう い 

う ものでしょう ね。 そうい う 教育 で なきや だめ だ と 思 い ま 

すね。 

誠 へ の 姿勢  ♦ 

橘 川 松 陰が 教育者だった という こと は、 松 陰 自身が 自己 

教育の 天才で あ つ たという ことにつな がると 思 うんです e 

その 自己 教育の 方法と いうの が、 いわゆる 経学に よる 修養 

というより、 むしろ 歴史 を 通して 自己の 実在の 意味 を 追求 

するとい う 形 をと つていた。 大義名分 論に すべての ゲタを 

あずけて、 自己の 存在 そのもの を 問う こと はしない という 

のが 封建 教学の あり方だった とすれば、 松 陰の 場合 は 絶え 

す 自我の 意味 を、 ラジカルに 問う という 歴史的 • 実在 的 方 

法だった といえるん じ やない か、 つまり 合理的な 大義名分 

論 的な 方法で、 己れ を とらえ るん じゃなくて、 歴史に おけ 

る 行動と いう 非合理の 原理に よって、 自己 を 教育して いく 

という 要素が あるの じ やない かと 思う のです よ。 

例えば、 彼のい ぅ忠 とか 忠義と か、 これ は 大義名分 論 か 

らいきな り演譯 される ものと、 かなり 違って いる。 例え 


ば、 朝廷なら 朝廷と いった 場 <J  口に も 非常に 具体的な ィ. -I 

ジを 伴って いますね。 つまり 従来の 長 州 藩なら 長 州 藩の 毛 

利 公が 京都 を 通過す る 時で も、 天皇の ほうに ご挨 接しない 

というよ うな 事柄と 結び付い ている C それから 忠 という こ 

と を 本当に 徹底す ると、 天皇の 気持 をパ I ソナル に 実 1^, す 

ると ころまで いくべ き だとい うような を 持つ た 文 が 

あつたと 思う のです。 天皇の 心が 自分の 心と 同一 化する。 

こういう ことがない と 本当の 忠じ やない と。 そういう 考え 

方が 特に 黙 森との 論争 以後 強くな つてく るの じ やない かと 

思う のです よ。 彼の 実存と いうの はそう い う 意味 も 含 ん で 

いると 思う のです がね。 

奈良本 誠と いう こと をい うのです ね、 松 陰 はいつ も。 

『留 魂録』 の 一番 初めに 書いて いるでしょう。 誠、 その 誠 

というの がそう です。 自分の 真心と いう やつ と 何もの か 

と、 いつも 真心と は 何もの かとが 結び 台う" 朝廷と か 国体 

とかです ね。 

棟 川 後世に 松 陰が 与えた 非常に 長期に わたる 影響力と い 

うの は、 彼の 真心、 それから 忠誠 心、 ロイ ャリ ティと いう 

ことに 対する 彼の 姿勢が 際立 つ て 鮮明 だ つ たという 点です 

ね。 従って 当然、 また 矛盾と いうか、 さまざまな 可能性 を 

孕んだ 矛盾が、 同時に 彼の 行動に 現われて いる。 それが 一 

つの 魅力に なつ ている のじ やない かと 思います ね。 

それ はどうい う 形で 現われる かとい いますと、 さっき 申 
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しました けど、 忠誠と いうの は 単なる イデ ォ ロギ —でも 理 

論で もな く、 単なる 慣習で もない し、 仕来りで もない。 つ 

まり 型 どおりの 忠誠と いう ことになると、 それ は 社会的な 

単なる コン フォ —ミ ティ、 同調に すぎない わけです ね。 例 

えば 藩な ら藩 に対する 忠誠、 国家な ら 国家 に対する 忠誠 と 

いうの が、 一定の 枠で 制度 化されて しまう と、 これ は 本物 

の 忠誠 じ や、 既にな いんだと いう。 そういう ダイナミック 

な 分裂と い います か、 そういう 契機が 絶えず 松 陰の 忠誠 心 

を 突き動か している。 それが 影響力の 一 つじ やない かと 思 

うのです。 

といい ますの は、 さっき ちょっと 申しました けれど、 天 

皇 への 忠誠と か 国家への 忠誠と かいっても、 後の 国家主義 

とか 国体 論なん かが 考えた ような 忠誠と かなり 違う。 その 

違い は、 忠誠 行動の パタ— ン 化と いうか、 日常 化 • 制度 化 

という ことに 対する 否定と いう ことです。 忠誠 心の 発動に 

定型と いう もの はない。 忠誠 行動 そのものが 自己 否定 を 伴 

つ た 対照 へ の 無限 接近で あり、 その 意味での 実存 的投 企で 

あると いえる ような ところがあります ね。 天皇 へ の 忠誠 も 

同じ ことで、 天皇と いう、 それ 自体 一個の 象徴的な 実存に 

対する 無限の 同一 化の 探究と いう 感じが あるんで すが、 そ 

の あたりに 松 陰の ラジカ リズムの 大きな 影響力の 秘密が あ 

るん じ やない か。 

例えば 二 . 二 六の 青年 将校た ち、 彼らが やはり 天皇の 意 


志との 同一 化に よって、 国家の 改革 を やろうと する。 その 

場合の 彼らの 心情 を 見ます と、 どうも 天皇の 気持と 自分の 

気持と が、 ちょつ と 神秘的な のです が、 同一 であると いう 

一種の 確信と いいます か、 そういう 気持 を 持って いる わけ 

です。 これ は 西 田税が 書いて いる ことです が、 彼 は 天皇と 

接近す る、 その 前段 階と して 秩父宫 に 接近し ますね。 その 

時の 彼の ロジック というの は、 自分の 中に ある 本当の 自我 

= 真心と、 それからより 大きな、 より 高次の 真心で ある 天 

皇の 自我に 一 体 化する 媒介と して 秩父宫 に 接近す る" 究極 

的に は 天皇と 一 体 化する という 考え方な のです。 そういう 

考え方 は 水 戸 学と か 何 かになくて、 松 陰に おいて、 何 か 突 

然 変異 的に、 天皇と いう 普遍 者、 シンボルとの 一体化と い 

う、 そういう 衝動が 初めて 発生し、 それがず つと 後に 尾 を 

引いて いて、 二.  二 六の 連中なん か は、 ある 意味 じ や 松 陰 

的 忠誠 心 の 悲劇と して 考えられ るの じ やな かろうかと 思 い 

ます。 

その 前提になる のが、 いわゆる 諫 争の 論です ね。 諫めて 

諫めて、 そして 聴かなければ 諫死す る、 死んで しまう とい 

う 発想に なったり、 それから 一億なら 一億の 国民が ひとり 

ひとりが、 例えば 天皇に そういう 形で 逼 つてい く。 最後に 

かりに 天皇が 全部 聴かなかったら、 甘んじて 天皇に よって 

殺され るまでで ある。 だけど も 全部 国民が 殺され た ら 国家 

がなくなる から、 そういう こと はあり 得ない、 と。 そうい 
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うような 非常に ドラマチックな ラジカ リズ ム という もの 

が、 彼の 中に ある わけです ね。 その 契機が、 それだけ、 い 

わば 隔世遺伝み たいに ボッと 出て きたの が、 例えば 二 • 二 

六 事件 じ やな い か と い う 気がする の です がね。 そういうの 

が 彼の 影響力の 一 つの 根源 じ やなかろう か， という こと ま 

では 考えられ るので すが …… 。 

奈良本 ぼく はい ま 『葉 隠』 を やって いるんだ けれど、 

『葉 隠』 も 非常に 通じる のです ね。 つまり 『葉 隠』 という 

の は佐賀 藩と いうの が 一 番 中心に なって います けれどね、 

それ を 朝廷と か 何 かに 置き 替える と、 全く 松 陰です よ。 だ 

から 『葉 隠』 の 精神と いう もの は、 なにも 佐賀藩 だけに 特 

有な ものじゃなくて、 普遍的な 日本の 一 つの 武士 精神と い 

う、 そういう ものがず つと 底流と して 流れて いて、 それが 

松 陰に 出て きて いる。 だから 日本人 の 心の中に そう いうの 

がと にかく あると いう こと は 確かです な。 

いまおつ しゃった ように、 二 . 二 六 事件に も 通じてい る 

と 思う のです よ。 あの 連中き れいです よね、 行動が、 みん 

な。 『葉 隠』 でもそう でしよう。 実にき れいでしょう。 自 

分の 死 を 飾る という。 これ も 諫死です ね。 「主君に 騸 され 

て も かまわな いじ やない か、 騙されて いる ことが またい い 

んだ」 というよ うな 考え方 をして いく。 「騙されたら よそ 

に 行って 仕える というの は、 これ は 下の 下の 人間の する こ 

とだ、 徹底的に そこに 仕え るんだ、 死んでも いい じ やない 


か、 そのこと において 自分 は 立派な 生き方 をした、 自分 は 

武士道 を 全うした という ことになる」 という こと をい つ て 

いますが ね。 これ はや はり そのまま 松 陰に 通じる と 思う の 

です よ。 きれいな というの はギ 素の 行動が きれいで、 、； T か 

きれいで すね。 『葉 隠』 なんてい うの は、 朝起きる と 行水 

をす る、 それから 髪の 手入れ をして、 そして 香水まで つけ 

ています ね。 それから 爪 は 必ず 切って、 軽石で 角 をと つ 

て、 それ を 黄金 草で 磨いて、 実に 身 だしな みがい い。 それ 

はい ま 死んでも いいと 心に 決め、 そういう 觉 悟の もとに や 

つ ている わけです からね。 

松 陰の 行動と いうの も 非常にき れいでしょう。 よけいな 

こと を 何にも 考えて いない。 これで 儲けて やろうと か、 功 

労 を 立てて やろうと か、 そういう こと は 少しも 考えて いな 

い。 アメリカに 行く の も、 一所 魅 命、 こうしなければ いか 

んと 思つ て。 「かくすれば かくなる ものと 知りながら …… 」 

と、 あの 歌です ね。 それで やって いる。 

已 むに 已 まれぬ 大和魂 

撟川 山 県 太 華との 論争と いう もの は、 どういう ふうに 考 

えたら よろしいで しょうか。 いつぼう は 正統 的、 いつぼう 

は 少し 型 を 破 つ た 思想の 持主です ね。 

奈良本 つまり 山 県 太 華と いうの は、 これ は 大変な 学者で 


一 10  — 


す。 朱子学 的な 合理主義の 伝統の 上に デンと あぐらをかい 

て、 非常に 勉強 をして いる 人です。 彼の いっている こと は 

筋が 通って いる。 松 陰より は 筋が 通って いると いっても い 

いのです。 ところが、 何事 も 見事に 解釈で きる という 合理 

主義と いうの は 体制 擁護の 合理主義 なのです。 すべてが 見 

事に 整理で き るんだ から、 現状の 秩序に 矛盾がない ので 

す。 「矛盾が あると すれば、 それ はこうい う ふうに 解釈す 

れ ばいい、 そうすれば 矛盾はなくなる」 という ふうで、 非 

常に 整然とし ている。 

松 陰の ほう は、 そういう 意味 じ や 非常に 実存 的なん だ 

な。 国体と は 一 体 何 だとい つ て 国体の 議論 を 展開して いる 

かと 思う と、 実は その 議論 は 展開して いないの です。 これ 

がすぐ 国体 論 を 展開し ちゃったら、 松 陰 は 体制 内で やつち 

やうと 思 うんです。 国体 論 を 展開し ないで、 国体と いうの 

は 守らなければ いけない という ことで 出発して い つ て、 い 

ま 一 番 大事な 問題 は 何かとい う ふうに 問い かけて い つてい 

る。 そこで、 彼 は 議論と して は、 何だか 少し 幼い ところ も 

ある けれど、 力 を 持って いるの は その 点 だと 思います ね。 

自分に 問い かけて いる。 

橋 川 松 陰の 書いた ものに 一番 感動す るの は、 解釈 じ やな 

くて、 まさに 人間が、 現在 その 時点に おいて、 日本人と し 

て 生きて いる、 ある 人間の 根源 的な 生き方と いうか、 それ 

が 絶えず 問題に なって いる。 理論的に 整然と はして いない 


けれど、 いまでも われわれ を 打って くるの も そこです ね。 

彼 は いろんな 人達、 例えば 佐 久間象 山に、 あまり 歴史ば か 

り やつ ている と 間違う ぞ といわれながら、 どうしても 歴史 

に ひかれて いく。 歴史的な 具体的な 事実の 中に 人間の 生き 

方 を 直感的に 読みと つていた のじ やない か。 日本に おける 

歴史学の 序章 あたりに 松 陰 を 置いて いいの じ やない かと 思 

つ たりし ますよ。 

奈良本 そうです ね。 彼 は 歴史 を 読む 場合に、 いつでも 自 

分の 身に ひきつけて 読んで いる。 この 時に、 彼 はこうい う 

ふうに 生きた、 この 時に この 男 はこうい う ふうに 死んだ 

と、 そういう こと を いろいろと 人間の 生き方と して 歴史 を 

見て、 そいつ を、 こういう 時に おれ だったら どう 生きる か 

という ふうに 自分に 問う のです。 こういう 読み方と いうの 

は、 ぼく は 一 つの、 これ は 変革 期の 人間、 いかにも 松 陰ら 

しい 読み方だった と 思います ね。 現在に 一番 欠けて いるの 

もこの 読み方だろう、 おそらく。 (笑) 

橋 川 松 陰 やって いると、 どうも いろいろ 今の 問題に さし 

さわりが あります ね。 当時の 史学と して、 やはり ある 定形 

があった と 思う のです。 だけど も、 そういう もので はなく 

て、 松 陰 は 人間の 生き方と 本当に 結びついた 自己の 歴史的 

生命 を 把ら えようと している、 おもしろ いなと 思った の 

は、 彼が お兄さんに 宛てた ある 大変 長い 手紙。 そこで 彼 は 

経学 と 史学の 問題 を 論じて いるんで すが、 普通の 学者 先生 
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がば かに. している、 あまり 学問的に 素姓の 正しくな いよう 

な、 一種の 雑書です ね、 そういう もの も 読まなければ いけ 

ない という こと をい つてい るんで す。 つまり、 歴史と いう 

やつ も、 与えられた 公認の、 或は 官学 的な 歴史 じ やなく 

て、 どこまでも 自分の 生き方に 照応して 事実 を 求めて い こ 

うとす る。 そうすると 雑書で も かまわない わけです ね。 そ 

ういう ところが、 私 は 歴史と い つ て も 本物 だとい う 感じが 

する のです。 

歴史の 関係で、 水 戸 学の 影響と いうの はどうい う ふうに 

把ら えたら いいので しょうか。 水 戸 学に よって 日本史の 知 

識が 足りない という こと を 啓発され る わけです けれど、 水 

戸 学 全体として 見る 時 …… 。 

奈良本 水 戸 学と 彼の 行動と はつ まり、 水 戸 学と いう もの 

も、 要するに 功業 をな すつ もりで やった わけ じ やない ので 

すね。 松 陰に は 「ぼく は 忠義 をす るつ もり、 諸 友 は 功業 を 

なすつ もり」 という 有名な 文句が あります けれども、 水 戸 

学の 連中 も、 これ を やったら そのために 禄高が 上がる と 

か、 或は 生活が 豊かになる とか、 或はい い 着物が 着られる 

とか、 いう ことで 行動して いる わけじゃなくて、 やはり あ 

る 意味で 「已 むに 已 まれぬ 大和魂」 というよ うなつ もりで 

ぶっかって いっている。 つまり 勝てる という 計算 をして い 

ない のです ね" そういう 点じ や 松 陰 も 非常によ く 似て い 

る。 


水 戸 学の 連中と いうの は、 命 を 捨てて、 自分が 滅びる ご 

とで 歴史が 一 歩 進む という こと を みんな t5 じて やつ ている 

のです。 水 戸 学と いうの はそう いう 「破の 学問」 です ね。 

建設 じ やない。 松 陰の 行動と いう やつ も、 いわゆる 建設と 

いう ことが 先に こないで、 まず 自分の 行なわなければ なら 

ない こと は 何かとい うこと から 出発して いって、 功業と い 

うような こと を 第二、 第三、 の 問題に してし まっている。 

この 点が 水 戸 学と 相 通 じる ところが あると 思う のです けれ 

ど。 

橋 川 松 陰の 場合、 破壊の 役割と いうの は そのと おりと 思 

いますが、 にもかかわらず、 ある 意味で は、 例えば、 例の 

黙 森と の 論争なん かにしても、 黙 .祸 の ほうが 理論と して は 

ラジカルで、 それに 対して 松 陰 はむしろ 実際家と いう 形に 

な つ ています ね。 そこらの 交渉が 非常にお もしろ いと 思う 

のです。 つまりい っぽう は イデ ォロ  I グ として 非 《=B にラジ 

カルで、 松 陰 はそう いう 点で はかえ つて 実際家 11 、 そう 

いう ラジカ リズムと、 一 種の 合理的. 打算的な エトスの 結 

合みたい ものが 松 陰に あると、 奈良 本さん は 書かれて おら 

れ たと 思います けれど、 あの 結び付きが おもしろいです 

ね。 結 局、 やはり 三 派 系の ほうです よね。 (笑) 

そして 黙霖 との 論争、 内容 そのもの もお もしろ いけれ 

ど、 やっぱり 魅力 は、 まったく 自分の メンッ とか 自分の 立 

場と か、 そんな もの を 顧慮し ないで、 疑問 は 疑問と して 全 
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身で ぶっけて いく、 それから いったん それが わかる と、 一 

種の アウト 口 —の 人間、 黙霖 に対して、 ぴ たっと 頭 を 下げ 

るので す。 ああい うの はでき ないです ね、 なかなか。 いま 

の 大学教授 はでき ないです ね。 (笑) 

松 陰と 長 州 人材 山脈 

橋 川 それからもう 少し 政治的な 混乱が 深ま つ てきた 時 

期、 松 陰が 死んだ 後です が、 あの 時に 松 陰が もし 生きて い 

たと したら、 はたして 賢明な 政治的な 行動 をと り 得た かど 

うかと いうの が、 いくらか 疑問が 出て くるので す。 つまり 

松 陰 は 「真心」 であって 政治家 じ やない というと ころが あ 

る わけです ね。 つまり 手段と 目的の バ ラン ス というよ うな 

観点から、 政治 行動 を 決め るん じゃなくて、 何 か 真心 は そ 

の ま ま 政治 に 通じる とい うような 観点が ある わけです ね。 

伊藤博文が 吉田松 陰の こと を 回顧し て 書いて い るの を昆 

ましても、 ちょっと 意外だった の は、 比較的 冷淡です ね、 

感じと して は。 突つ ばねて いますね。 ある 時期の ある 種の 

人材で あると いう 把ら え 方です ね、 心情 的に 松 陰に 傾倒し 

ている という 感じが なか つたので、 ちょつ と 意外 だ つ た 

です。 実際、 政治の 禍中を 潜って 銀 練され た 連中 は、 松 陰 

先生、 ちょっと それじゃ 危 いです よと いう 感じ を もった の 

じ やない か と 思う の です。 


奈良本 それ はあり ますね。 高杉晋 作で もそう 思って いた 

ようです。 松 陰と 一番よ く 似て いたの は 品 川 弥ニ郎 だとい 

いますね。 あれ は 精神主義 者で、 政治家と して は 品 川弥ニ 

郎 というの は 大した ことない です ね。 松 陰が 生きて いたら 

ああい う ふうに な つ ただろうと いわれて いる 人です が。 そ 

うでな か つ たら 学校で も 興して、 新島襄 みたい な 形に な つ 

ている のじ やない かと、 そういう ふうに 思います ね。 だけ 

ども 文久 以後の 激しい 政治の 中で は、 ちょっと 松 陰 は 浮い 

てく るの じ やない かな。 

橋 川 むしろ 明治 以後に なると、 例えば 前 原 一誠、 それ か 

ら 叔父さんの 玉 木 文 之 進、 ああい う ふうな ところに 追い込 

めら れる のじ やない かとい う ふうに も 思います が、 これ は 

考えす ぎでしょう か。 

奈良本 ぼく もそう 思います よ。 おそらく 松 陰に は 無理 だ 

ろうと。 それ は 高 杉の ような 人間 だって、 彼なら ば 十分 や 

れる 男です が、 しかしお そらく 彼 もい やになる だろうと 思 

うのです ね。 そして 政治 を ボンと 放って 逃げ出す。 松 陰 だ 

つたら、 玉 木 文 之 進なん かと 厂 緒に、 同じような 運命 をた 

どるの じ やない かとい う 気がし ますね。 これ は 徳富蘇 峰が 

書いて いるよう に、 「松 陰 は 最初の 時代 を 切り開く 人と し 

て 出て くる」 それ を 処理す る 人 じ やないで すね。 だから 革 

命 児 だと 書いて いますね。 革命児と いうの が 後に 再版から 

削られる でしよう。 乃 木 大将から 抗議が 出たら しい。 革命 
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児 だと 公う の はよ ろしくな いという ことで ね。 

橋 川 河 上さん の 本で おもしろ いと 思った の は、 乃 木 は 玉 

木 文 之 進 タイプで、 松 陰 タイプ じ やない と 書いて あります 

ね。 あれ は 私、 わかる ようで、 ちょっと 腑 におち ない ので 

すが、 どういう ことで しょうか。 

奈良本 玉 木 文 之 進の ほうが 一番よ く 似て いる 人物です 

か。 どういう ことかな、 そいつ は。 

橋 川 何 かわかり そうです が。 

奈良本 わかり そうで、 そこのと ころ ちょっと 説明 不十分 

だと 思います ね。 

橋 川 乃 木 は 確かに 革命児 じ やないで すね。 松 陰 は 革命児 

だけれ ど。 

奈良本 乃 木 は 間違って 軍人に なった のです。 かれは 本当 

は 詩人 か 学者になる べきです よ。 詩なん て 大変う まいです 

ね。 おそらく 武将で 詩が 作れる 人間と いうの は、 上 杉 謙 信 

と 乃 木 希 典ぐ らい じ やないで すか。 立派な 詩が 作れた 武将 

というの は 他に はいません よ。 それが 軍人に ならなければ 

ならない。 そこに 一 つの 悲劇が ある。 軍人 だったら、 や は 

り 大変な 計算 をし なければ なりません よ。 ところが その 大 

変な 計算と いう やつが できない のです ね。 彼 は 戦争で は、 

いつも 大体 負けて いるでしょう。 旅 順 だって 成功し なかつ 

た。 児 玉 港 太郎が 行って 初めて 勝つ ようにな るので すから 

ね。 小 倉の 連隊長の 時には 連隊旗 を 奪われる。 そういう 非 


常な 苦し さが あつたと 思う のです。 だから 若い 時に、 その 

苦しみが 出て くるので すね。 その 苦し さ を 紛らわす ために 

酒 を 飲まなければ ならない というの が 乃 木の 心境で、 だか 

ら 軍旗 を 取られた 後です よ、 酒 を 飲んだ の は。 ぐ でんぐ で 

んに 酔つ ばらって ね。 芸者 遊びしたり、 めちゃくちゃで 

す。 しかし 年 をと るに 従って、 今度 それが 自分と いう もの 

はこうい う もの だとい う ふうに 見つめて しまう のじ やない 

です か。 

撟川 あれ も 松 陰と 較べて、 確かにお もしろ いです ね。 や 

はり 乃 木 は 文学者になる べきだった のが、 問 違って 人に 

なって、 その後お まけに 台湾 総督に なって、 政治家に され 

てし まう でしよう。 彼に はまった く 不本意な 生き方で すよ 

ね。 明治 十 年 以後の 乃 木の デカダン というの は、 いろんな 

煩悶が あ つたし、 彼 自身が デ ス ペレ —ト になって います 

ね。 あれ は 戦争 直後の 特攻隊く ずれと 同じ 心境 だとい う ふ 

うに、 私 は 考えて いるので すが。 ドイツに 行って、 やっと 

立ち直る わけです ね。 だけど も 松 陰 は それがない のです 

ね。 松 陰が 自分 を 苦しめる としても、 乃 木の ように はやら 

なかった でしよ ね。 

奈良本 酒 を 飲んで 芸者 を あげる という 方向に は、 彼 は 行 

かなかった でしよう ね。 もっと 求道者で すな、 そういう 意 

味 じ や。 

撟川 同時代に は 開明 的な 知識 を 持った 連中 はたく さんい 
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ますね。 佐 久間象 山 はずつ と 上手 だし、 橋 本 左 内 だって 松 

陰に 較べれば 格段の 新識 人です ね。 ところが、 あの 時代の 

中で、 人間が 生きる という こと はどうい うこと かとい う ふ 

うに 考えた 人間 はいない のじ やないで すか。 客観 情勢の 分 

析 からこう いう 政策 をと るべ き だとい う こと はい うけれ 

ど、 そういう 時期に 生きる ために 何 を 成すべき か、 そうい 

う 発想 を 抱いた の は 松 陰が ほとんど 例外的 じ やない か。 自 

我と いいます かね、 実存、 そういう もの は、 他 にないと 思 

うのです よ。 それが 強烈に 出て いると ころが 何とい つても 

ュニ— ク だし、 それ は 広い 意味で、 あの 時期に は 確かに そ 

ういう 人間が 出なければ いけない 時期だった わけです ね。 

奈良本 そうです ね。 

橋 川 松 陰の 弟子に は、 いろんな 連中が いました ね。 

奈良本 松 陰 を、 初めは 長 州 藩と いうの は 非常に 利用して 

いるので す。 松 陰の 塾生と いう もの を 尖兵と して 政治の 世 

界に 送り出して みている。 失敗 すれば ある 意味 じ や、 いつ 

でも 切れ るんだ。 品 川 弥ニ郎 にしても 前 原 一誠に しても 山 

県 小 助、 たくさん 出て きます けれど、 全部 足軽でしょう。 

そ の 足軽 を 出して、 最も ラジ 力 ル な 活動 を やらす わけです 

から。 その 総 元帥に 桂 小 五郎 を 置いて おけば、 これ は 失敗 

したら いつでも 切って 捨てられる という ふうな 考えが 長 州 

藩 の 上層 武士に あ つ た と 思う の です。 ところが X 」 れ が 成功 

す るんだ な。 博打が 成功した のです。 成功した か 成功し な 


いか ともかく として、 一応 最後に は 成功す るので すね。 そ 

ういう 中で 松 陰の 弟子 達が どんどん 頭 を もたげて いく わけ 

です。 

だから、 先 ほどい われた けれど、 伊藤博文が 松 陰に 対し 

て 冷淡と いうの は、 そういう ところに あるの じ やない か。 

伊藤博文 なんてい うの は、 ある 意味 じ や 岡 田 以蔵み たいな 

役割 もさせられて いるでしょう。 墙次郎 を 切りに 行かされ 

ている のです ね。 大体、 足軽の やらされた 仕事と いうの は 

喑 殺です からね。 暗殺の 仕事に 似た ような 仕事 を やらされ 

ながら、 ずっとき ている。 それが 成功した から 松 陰門 下と 

いうの が 世の中に 出て きたので すよ。 

もう 一 つ は 長 州 藩が 大 藩だった という ことで しょうね。 

大 藩であった という ことが 彼ら を 伸ばした 原因 じ やな か つ 

たか。 案外 そのぐ らいの 程度の 人間 は、 いくらでも いたか 

もしれ ません がね。 越後の 長 岡 藩の 河 井 継 之 助なん ていう 

人物で も、 これが 長 州 藩に 生まれて いたら もっと 違った ろ 

うし、 或は 真 木 和 泉と いうよう な 人間 も、 そうでしょう。 

もっと 大きな 動き をした に違いないです けれど、 そういう 

の は みんな 小 藩だった という ことで 才能が 伸びない 場合が 

あります ね。 殿様が 偉す ぎる と 才能が 伸びない。 長 州 藩の 

殿様と いうの は あまり 偉くない のです。 しかし 人材 を 愛す 

る。 自分自身 は 少しも 偉くなら ない。 

山 内容 堂と か 鍋 島閑叟 とか、 或は 水戸烈 公と か 松 平慶永 
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にして も 伊達宗城 にしても、 みなこれ は 大変. 0 分 S 身が 力 

を 持つ ている。 そして 自分自身が 政治の 実権 を 握 つて やろ 

うとす る。 特に 島 津吝彬 なんてそう でしよう。 そうする 

と、 そ こじゃ 家来 は 育たない のです よ。 つまり 自由に 活躍 

できる 舞台が 与えられ ないから。 しかも 大藩 だとい うので 

すから、 長 州 藩の 連中と いうの は、 これ は 大変 恵まれた 地 

位に あつたと 思います よ。 

橋 川 それが、 いまの 内閣総理大臣ぐ らいにまで つながつ 

ていく というの では 問題 だな。 情勢 は 恰も 幕末の 情勢 だと 

いうし、 吉田松 陰と いうの は、 まさに 読まれる タイミング 

にきて いるので すね。 


< 対^者 紹介 V 
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史 lei. 攻。 

00 11 『H 本 浪漫派 批判 序説』 『歴史と 体験』 『現代 

知識人の 条件』 


■ 編集 室より 

「日本の 思想」 第五 回 配本、 『吉田 松 陰壤』 をお 屈け しま 

す。 刊行が 遅れました こと をお 詫び 申し上げます。 

異国 船の 来航 を 境に して 勤皇 • 佐 icT 開 同 • 擴臾と 論が 

わかれ 風 雲 急 を 告げ る 幕末に、 r 已 むに 已 まれ ぬ. K 和 魂 」 

を もって 藩府 •  ^2^府の頑冥固陋派にぶっか つ てい つ た. 田 

松 陰の 人と 思想 を、 本 集 を 通じて 知ってい ただけ ると 思い 

ます。 


第 六 回 配本 六月 二十 日刊 

g 幕末 思想维 


『^論』 1 ^本ん 内 『啓発 録』 久間象 山 

-^^,7^^ 横 井 小 楠 『国是 三論』 久 坂玄瑞 『廻 爛条 

議』 坂 本 竜馬 『船中 八 策』 福 沢諭吉 勝 海 舟 他 

第 七 回 配本 七月 二十 日刊 

^ 禅家 語録 染  驩唐木 順 三 

(JW  a  ， 

大燈 『大 燈国師 語録』 夢 窓 『夢中 1? 答』 鈴 木 正 三 

盤珪 『盤 珪禅師 語録』 白 隠 『遠羅 天签』 


- 16  - 


にしても 伊達宗城に- 
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